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第32回日本看護研究学会学術集会

会長松関 綾

(大分大学涯学部者護学科 教授)

第32留日本看護研究学会学術集会を2006年8月24B~25日に別府市のどーコンプラザで関龍致します。本学会は年々，

発農を遂げ，学会員数は5，100名余となっております。学術集会には毎年1，500名近い参加者があり，看護系学会の中でも

最大競模の学会のーっとして知られております。

本学会の特急は，看護実践家と看護学教育者，研究者が一堂に会し看護活動ならびに研究の現況を踏まえながら，互

いに研鐙を披露し新たな問題解決への糸臼をつかむところにあります。改めて取すまでもなく，審議とは多様な f実践

の場jであります。研究志向も当然.実践が重視されねばなりません。

最近の社会状況には，看護に対する大きな期待が感じられますc 医療の高度化・専門化，少子高齢化，保健.!2i療・福

祉との連携，コミュニティー・ケアといったキーワードの中で，看護の役割が重みを増しつつあります。

こうした「看護への社会的要請の広がりjを踏まえて，今関の学術集会のテーマを

同士会資源としての看護j

一激動の時代，審議iこ求め5れているもの一

と致しました。社会を安全に機能させるソフト，位三療利用者をはじめ地域を安心させる資源としての看護活動あるいは看

護職をどのように見藍せばよいか等，会員のみなさまと一緒に考える会にしたいと存じます。よりよい社会創造の資諒と

して看護を活かしまた看護戦者自身が優れた社会資擦として認められるには，どのような活動や研究を目指し他の学

問分野または一般社会とのコミュニケーション能力を養えばよいか。それらを日々の実践に生かす知恵、と方法を探究する

会にしたいと綴っています。

本学術集会にはパト 1)シア・ベナー先生の招聴講演，ジョイント講演，特開講演，ランチョンセミナー，実演交流会等，

411i]主題の学会発表を予定しています。

一人でも多くの方々のご参加をいただき，昼間は学術集会での学晋，夜と土曜日. B曜日は別府市，湯布院で日ごろの

疲れを癒していただきたいと存じます。

学術集会企閣委員，実行委員は準備を整えて，みなさまのご参加をお待ちしています。
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学術集会に参加される方へのお願い

1.総会受付と参加鷺録

(1) 受付は第1B自，第2白日ともに8:00から行います。

(2) 総合受付の場所は， 11筏エントランスホールです。受付は事前畳録者受付(参加費を事前に振り込まれている

方)と当自主ま録者受付に分かれています。

(3) 事前に参加費を振り込まれた方で¥ネームカードが河封されていない方は，当日.事前登録者受付で振込用紙の

控えをご提示下さい。引き換えにネームカードをお渡しします。

(4) ネームカードにはf参加費の領収書Ji参加設Ji参加届jが付随されていますので，ご必要な方は紛失・破損がな

いよう保管をお願いいたします。

初 当日登録される方は，当日登録者受付に学会参加費を収めてください。引き換えにネームカードをお渡ししま

す。当日参加費は会員10，000円，非会員10，000円，学生(大学院生を徐く)3，000円です。なお，学生の方は学生

証をご提示下さい。

(6) 参加費に，抄録集代金は含まれていません。会員には学会誌として配布されますが，非会員，学生の方で希望さ

れる方は，受付にでご購入下さいc Hfす2，000円です。領収書が必要な方は，受付でお渡しします。

(7) 受付に「参加届j関)1又箱をご賂意しております。参加者人数把議，およぴ別府B-con Plazaからの学会支援にお

いて学会参加者の宿泊状況諦査が必要です。ご来場の際には必ず「参加届jを切り取り，回収箱に投函してくだ

さい。皆様のご協力をお願いいたします。

(8) 学会会場では必ずネームカードをお付け下さい。ネームカードの無い方の学会会場への出入りはお断りします。

なお，ネームカードケースを受付に準備しておりますので，ご利用下さい。

2.ポスターセッション演者の方へ

1)ポスターの作成要領

(1) ポスター掲示用パネルは下閣のようになります。全形は縦210cm.

横90cmで、すO

(2) ポスターの掲示に必婆な押しビンは，会場に準備しております。

指示棒は各自でご準備ください。

(3) パネル上段左端の演題番号は学会本部で、準備いたします。

(4) 演題名，所属，研究者名の表示は，縦20cm.横70cmの大きさで各

13ご準備ください。ポスターの掲示範留は，縦150cm.検90cmと

します。このスペースに図表，写真，説明文などを配置してくだ

さい。
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2)ポスターの掲示，取り外し

(1) 発表者は，掲示準備の時間替に，各会場入り口にて受け付けを

行ってください。ポスター掲示は，受け付けを済ませた後に行ってください。

出 ポスターの掲示時間および取り外しは以下の通りです。

て 90cm-----~

質疑応答

リハPー1会サ場ル室 j 国P時2会会議場室発表日 掲示準備 f局 刀t 取り外し

〔池下21努(31釦

8月24日{木) 10:00-12:00 12:00-16・30 14:30-15・30 15:30-16・30 16:30-17・30

8 Yl25臼(金) 9:00-10・30 10:30-15:00 13:00-14・00 14‘00-15:00 15:00-16:00 

3)費接応答

(1) 発表者は，ご自分の質疑応答時間帯(1時間)には，必ずポスターの前で待機してください。係員が確認に参

ります。
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出座長は設けておりませんので¥自由に討論を行ってください。

(3) ポスターを掲示しなかった場合，あるいは質疑応答時間帯に発表者が不在の場合は，策担割反本看護研究学会

学術集会では発表しなかったことになりますのでご注意くださいc

3.銀富カセット，ビデオ，カメラの持ち込み禁止について

議淡及び発表の録音，銭関，カメラの使用は禁止いたしますのでご了承ください。

4 懇親会のご案内

皆様の交流の場として，懇親会を掲縫いたしますので，多数のご参加をお待ちしていますc

日 時 8月24日(木) 18: OO~ 19 : 30 

場所開府ビーコンプラザ レセプションホール

会 費 6，000悶

5.その偽

出昼食について

弁当の予約販売を行っております。

詳しくは*-ムページ (http://www.medぷtaωu.ac必Ijsnr32/)をご覧下さい。

会場内での飲食はできますむ

(2) 会場内での呼び出しについて

会場内での呼び出しは原閣として行いませんc 掲示板をご科用ください。

部非常の際は会場の係員の指示に従ってください。
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別府市ビーコンプラザまでの交通機関

4 

九州横断自動車道
別府インターより

別府公盟

c匿盟

2 l.lu府北浜

鴎交通のご案内
.JR別府駅から西へ1.3km(徒歩15分)

@都府駅西口より亀の井パス窃⑤のパスiこ乗車、
ビーコンプラザ前下車 (5分)

主北九州

@大分空港一別府北浜(パス40分)ービーコンプラザ(タクシ-10分)

鐘駐車場のご案内
.A-ゼーコンプラザ地下駐車場(普通葱58台)

.8-ビーコンプラザ野口原駐車場(普通車138台).c-部府公薗東駐議場(普通車366台、パス25台).D-臨時駐車場(普通車約300台)※ご利用いただけない臼もあります。

※A.C駐車場は有料です。 (1時艶100円、(皇し蚤拐即時期は鰍ヰ)
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臨会場案 内図

プレカンファレンス 3会場
(中会議室主)

A会場
(コンペンションホーjレ)

地下 1階
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P 1会場
(リハーサル窓)

国富監盟調
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車瞳酪臨調
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C会場
プレカンファレンス 1会場

(レセプションホール)
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プロ グラム

第 1日 昌 平 成18年8月24自偶

9 : OO~ 開会の辞理事長出口

9 : 1O~ 9 : 50 会 長講演 f社会資源としての器護j

激動の時代，看護に求められているもの一

松関 緑(大分大学寵学部看護学科)

盛 長 石 澄 (箆療法人東札幌病続/北海道医療大学)

10 : OO~ 12 : 00 招聴講演「ベナー看護論看護部らしくみて考えるための学び

一議床的推論とケアリング実践一」

Patricia Benner (カリフォルニア大学)

長:弁上 智子(東京援科歯科大学大学院保健衛生学研究科)

12 : 05~ 12 : 30 奨学会研究発表 {左藤 政枝(名古麗市立大学看護学部)

可会:近出敬子(際関学関女子大学)

13 : OO~ 13 : 50 総 ム一品

13:50~14:20 学会食記念講演 大串 鏡子(青森県立保健大学)

長:深井喜代子(岡山大学震学部保健学科)

14 : 30~ 15 : 30 特部 i寅 I f精神障害者の地域生活支援に必要なものj

大橋 紘子(大分県精神保健福祉センター)

盛長:竹尾 (留捺臨療福祉大学)
由一『一一一 一

14 : 30~16 : 30 淡題発 (ポスターセッション)

14:40~16:00 交 流 会 「学会誌への投稿から掲載までj

JII口 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)

主 {農:日本看護研究学会編集委員会

15 : 40~ 17 : 40 シンポジウム 1 r利用者と共に歩む看護j

シンボジスト

利用者の立場から 蜂尾 一路(元gg日本新聞社論説委員，元九州保健福祉大学)

看護職の立場から 村松静子(在宅看護所究センタ一代表，

コンサルタント株式会社取締社長)

福祉関係者の立場から 小橋秀夫(社間法人日本社会福祉士会企画諜長)

患者会代表者の立場から 森尾久海子(日本ALS協会大分県支部)

度長:泉 キヨ子(金沢大学大学院震学系研究科)

産長:小幡光子(大分大学産学部看護学科)

16 : 1O~17 : 40 実演交流会 f挽謂な茂腐に対する予時的スキンケア

一高齢者のスキントラブル，尿・便失禁によるトラブルーj

芦田 幸代(大分大学援学部rfj属病院

創傷・オストミー・失禁 (WOC)認定看護締)

18 : OO~ 懇 手足 ム十品
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第2司自 平 成18年8月25日働

8 

9 : 00~ 1l : 00 ジョイント講演 「少子高齢社会で看護が来たす役都」

韓 国:Hosihn R戸(高麗大学・学科長)

日 本:村嶋幸代(東京大学大学院監学系研究科)

長:小西憲美子(大分黒立看護科学大学)

9 : 30~ 1l : 00 実演 交 流 会 f自立のための最新指導技術“排段法"と“自己導尿法"J

総括担当者:板井千栄子(労働者健康福祉機構 総合せき損センター)

排疾法:有松美紗絡，藤木由子

自己導尿法:JlI上 尚子，重回ひでこ

13 : 00~14 : 00 特別講演 II i看護の質を保証する看護職の人事考課制度」

正木義博(済生会熊本病院副院長)

産長:隈本博幸(匪療法人真鶴会小倉第一病院副院長，看護部長)

13 : 00~15 : 00 一般演題発表(ポスターセッション)

14 : 1O~16 : 10 シンポジウム五「看護の専門職者を育てる・育つj

シンポジスト

16: 10 関 ，L.-....， 
J-泊、

基礎教育前川 幸子(大分大学医学部看護学科)

卒後教育 1 村上 陸子(日本赤十字社霞療センター)

卒後教育2 リボウイツツ志村よし子(青森県立保健大学健康科学部看護学科)

教育学生国久美子(東北大学大学院教育研究科)

1m 長:大池美也子(九州大学誌学部保健学科)

座 長:高橋みや子(山形大学涯学部看護学科)
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市民公開講窪 7認知症を理解し，予紡するj

日 持:学会前田・王子成18年8月23日掛 18: 00-19: 00 

講 師:山田達夫(福潟大学室学部)

座 長赤司千波(大分巣立看護科学大学)

会 場:別府市ビーコンプラザ(フィルハーモニアホール)

学会前日にプレカンファレンスセミナ-r臨床に活かす看護研究Jを関催

l.量的研究・…一頭部真寿美(岡山大学鹿学部保健学科)

2.質的研究…ー才木クレイグヒル滋子(首都大学東京健康福祉学部看護学科)

3.統計学入門……中野 正博(産業竪科大学産業保健学部)

百 時・平成18年8月23日桝 13:00-17:00 

会 場:別府市ビーコンプラザ

l.量的研究……レセプションホール

2.資的研究……小会議室31

3.統計学入門……中会議室

ランチョンセミナ-1 8丹24日{ね 12: 00-13 : 00 

「“援療事故対応，真実を究め，看護を守れるか"循環器疾患の薬剤管理，呼吸管理を例にしてJ

講 師:上野道雄(独立行政法人爵立病院機構揺関東医療センター読長)

:問中 洋子(佐賀大学箆学部F付属病院看護部長)

共 龍:中外製薬株式会社

ランチョンセミナー 2 8月25日後 11: 30-12 : 30 

「新しい教育手法 己ラーニングの現状と病院職員教育への応用j

締:中村秀敏(毘療法人真鶴会小倉第一病院副院長)

康 長 :JII本利恵子(産業藍科大学産業保健学部)

共 催:キリンビール株式会社

ランチョンセミナー 3 8月25日(金)12: 00-13 : 00 

f安心ですか患者さんに触れる あなたの手〈手指衛生とハンドケア>J

締:田中富士美(さいたま市立病院 感染看護認定看護翻)

長:騎瀬千也子(臼本看護協会 常経理事)

共 鑑・大g本住友製薬株式会社

株式会社資生堂
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8月24日(木曜日) 第 1日自

会場/待問 19∞ 112:00 114:00 15∞ 16:00 117:00 

A会場 1備会 醐翻 特別講淡I シンポジウム I
コンペンシ 3 会長講演 10:00~ 12:00 研究発表 ・OO~ 記念議淡 14:30~ 15:30 15却~17:40

ンホール 9:l0~9:50 ! 12:05~ ・50 113:50~ 

(BlF) 12:30 114:20 

B会場 | ランチ E ン 実演交流会
フィルハーモ セミナーi 16:1O~ 17:40 
ニアホール 12:00~ 

(BIF) 113:00 

C会場 ! |懇親会
レセプション

ホール
(2F) 

同 i ポスター掲示 ポスター ポスター

リハーサル~ セッシzン1 取外し
(B2Fl 質疑応答

14・30~15:30

P2会場 |ポスタ掲示 ポスターi荷受 ポスター ポスター

国際会議室 セッション2取外し
(3F) 質疑応答

15:30~ 16:30 

エントランス ;800~ 総会受付案内輪掲示板跡続(鱗)

8月258(金曜日) 第2日目

会場/待問 19∞ 111:00 12:00 14:∞ 

コンペンシ 3 19:∞~11:00 
ンホール

(BlF) 

B会場 i;Jチヨン| 照会

フィルハーモ ミナー2 :00~14・00114・10~16:10 
ニアホール :30~12:30 i 
(BIF) 

C会場 I笑9ト演交1流1却会 ランチョン

レセプション セミナー3
ホール 12:oo~ 13:00 
(2F) 

弘会透 ポスタ乙掲示~一!示スター関覧 ;ボター ポスター

'E主 セッション1 取外し
(B2F) 

13:00~ 14:00 
ーパψ

ポスター隠覧 iポスタ』ポスター

鼠際会議室 セツンヨン2酬し
(3F) 質疑応答

14:00~15:∞ 

エントラ川勝総会受付案内連絡掲示板袋永続(書籍)
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◇一般演題 ・ ポスタ ー セッション

1日目

掲示時間

質疑応答

8月24日（木）

12: 00-16: 30 

14 : 30-15 : 30 (P 1会場）

15 : 30-16 : 30 (P 2会

場

）

2日目

掲示時間

質疑応答

8月25 日（金）

10: 30-15: 00 

13 : 00-14 : 00 (P 1会

場

）

14 : 00-15 : 00 (P 2会場）

会場

p
1
会
場

p
l
会
場

リ
ハ

ー
サ
ル

I第13群

p
2
会
場

：第14群
し―- - - -

I 
1 第15群

第16群

第17群

分 名 会場

リ
ハ
ー
サ
ル
室

I演題番号

第26群I 213-216 

217-223 

224-227

群

第27群

第31群

第32群

第33群

第37群

第38群

第39群

293-298
- -

299-302

分

基礎看護(1)

基礎看護(2)

基礎看護(3)
-------------

基礎看護(4)

(5) 

名

看設倫理

第18群 j 151-157
- - ----

第19群! 158-165 

地域看護(1)
---------------------

地域看設(2)

I 第22群

璽竺開 l 192-197

第24群 11函五嘉

第25群I 2os-212 

181-191

(1) 
- - -

(2) 

健康増進・予防看護

がん看護(1)

がん看設(2)

タ ー ミナル ・ ケア

p
2
会

場

国
際
会
議
場

(1) 
- -

(2) 
----- -- - -- --- - -

第42群 322-329 I栂性看設(3)

璽43門［四応翌,l,1叫虞＿（［
第44群 i 338-3441小児看設(2)

第45群1345-348
- - - - -了-------

第46群虚49-358

第47群

第48群

第40群

第49群

第50群

第51群

第52群

第53群

1 第54群

359-366 

如｀｀夏箪看霞 (4)7----------------

371-377 I 老年看護(5)

第55群

I 
第56群

378-382 精神看護(1)

: t=i;; I ;:ir:�l 403-4061家族看護

407-409, 感染看護

410-411 
I

国際看設
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目一般演題 骨 8月24日(木)轡

P 1会場第 1群看護教育(1)

1 ラベルを用いてのグループワークの導入

京都市立看護短期大学 O岡本寿子今酉誠子

2 看護教育におけるラベルワークの教育効果(その1) ーラベルワーク実施群とカンファレンス実施群の比較から一

聖隷クリストファー大学看護学部 O佐藤道子石塚淳子

3 eラーニングによる個人学留受講状況の調査

医療法人真鶴会小倉第一病院 0)日中平百合藤井俊子中村秀敏

4 eラーニング受講後のアンケート調査

医療法人真鶴会小倉第一病院 O藤井佳子 JII中早富合中村秀敏

5 状況設定問題対庄、裂の看護自己学修支援コンピュータプログラムの時発

聖隷クリストファ一大学看護学部 O隆崩也 西堀好恵坂田

由樹子稲援健治

6 成人看護急性期実習での看護学生のヒヤ 1)ハット体験 一病棟の指導体制との爵係一

聖隷クリストファー大学 O風i潟たま代商堀好意坂田五月

風間たま代

7 臨地実習における学生の看護事故防止ガイダンスのあり方 一実智前「リスクセンストレーニングjを通してー

熊本保健科学大学保健科学部看護学科 O岩瀬裕子 田中 英子

8 ヒヤリ・ハッと体験の危験要国と学生の傾向 1年次基礎看護学実習「ヒヤリ・ハッとjレポートより

京都市立看護短期大学 O鯵坂由紀関本

P 1会場第2群看護教育 (2)

12 

9 2年課程に進学した学生の特性 一平成15年度生と平成17年度生調査との比絞一

岡田中央看護専門学校第ニ学科 O坂井 瑞子

10 看護学生の学習動機， レジリエンスと学習力との関連

東京女子盟主科-大学看護学部 O松寄 英士

東邦大学医学部看護学科長谷川i美津子

11 ‘その人らしさ'を大切にした看護に関する紫的研究 一看護学生の認識を中心に一

新潟大学涯学部保健学科 Oi度 議 タ ミ 子 竹 村 真 理

山梨大学大学競樋貝繁香

12 看護学生の持つ看護への患い 一患者との関係を中心に一

埼玉県立大学保健医療福祉学部 O今JII ~旬子 長谷川真美
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13 

問一般演題 .8月24日(木)・

と喫煙に憶する研究(第 3 報)~長崎県下の学生の喫煙者と非喫壊者の背景について~

県立長崎シーボルト大学 O林田 りか

長靖子有医師会看護専門学校 山本

長崎県看護協会たばこ対策特別委員会

14 看護学科学生における SexualHarassmentの実態調査(第 1報)学生の認識

東邦大学医学部署護学科 O五十嵐慈子小田心火様態智明菱詔久子谷間早富

手事原 優子

15 者護学科学生における SexualHarassmentの実態調査(第2報)被害の実態

東邦大学医学部看護学科 O小関心火五十嵐慈子横麗智明菱詔久子谷間早苗

斧原鐙子

16 看護学科学生における SexualHarassmentの実態調査{第3報)被害に対する対処行動

東邦大学援学部看護学科 O横農智明五十最悪子小田心火菱沼久子谷間早蕗

手手原

P 1会場第3群審護教育 (3)

17 看護学生の抱く患者イメージの縦断的調査(第2報)

熊本保健科学大学 O山口裕子大浮卒富内山久美

18 看護学生の実習態度からみた人間関係能力の変化

富山大学医学部看護学科 OJJ主 元 子 松 井 文 八 塚

19 A看護大学における臨地実習前・後の接持能力の酪己評価による変化

九州看護福祉大学 O立n 和子 前田由記子

日本赤十字九州国際看護大学谷岸悦子古賀節子

20 審議学生の領域別実習後の死生親 一基礎実習後との比較から一

熊本保健科学大学保健科学部看護学科 OJII本起久子蔵本文乃 内山 久美

問中英子

21 成人看護学実警における大学生のストレッサーおよびその認知とコーピング

福岡県立大学 O熊祭有記奥祥子中候雅美

22 内科外来実習での学生の学び

埼玉底科大学鐙期大学看護学科 O加藤千恵子 金子 鈴木タ蚊子浅見多紀子

柴崎いづみ久保かほる鈴木妙

23 勝手術期実習における学生の達成惑に影響する要閣の検討

和歌山県立監科大学保健看護学部 O辻あさみ上田稚代子池田敬子畑野富美

坂本自希子山中順子鈴木
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目一般演題 勢 8月24日(木)欝

24 成人・老年看護学実習における学びの共有から育まれた者護観

福岡大学術関看護専門学校 O浦綾子岩永和代太留美津子

P 1会場第4群看護教蕎 (4)

25 卒業前シャドー研修での学生の学び

富山大学毘学部看護学科 O四十竹美子代塚原節子永山くに子

26 1)アリティショック対策に対するシャドー研修の効果

富山大学援学部看護学科 O塚原節子四十竹美千代永山くに子

27 看護学生のSenseof Coherenceの形成・発達支援に関する研究 一実習における学習行動に焦点をあてて一

昭和大学保健珪療学部看護学科 O田中 晶子本江朝美

東京医療保健大学涯療保健学部看護学科桑田 恵子

28 看護学生のSenseof Coherenceの形成・発達支援に関する研究 一卒業時の不安と実智経験一

東京援療保健大学看護学科 O桑田 恵子

昭和大学保健怪療学部看護学科本江朝美田中晶子

29 看護学生のSenseof Coherenceの形成・発達支援に関する研究 一看護教育に対する卒業時の思いから一

昭和大学保健医療学部看護学科 O本江輯美 田中 晶子

東京医療保健大学医療保健学部看護学科 桑田

30 看護学生の卒業時の孤独感の状況 -4年制と 3年制の比較一

長崎大学l2f学部保健学科 Oi安野香苗井上品代

31 1年次と卒業時の「看護とは何かjの記述の比較

静岡市立清水看護専門学校 O管 原 清 子 杉 山 祐 子 中 田 良 江 大 若 郁 子 高 橋 多佳子

佐野繁子大JII 澄江望月志津子佐野芳美翌月章子

P 1会場第5群看護教膏 (5)

14 

32 看護学実智に対する看護師の認識および，看護締が学生に与える影響

広島大学病院 O佐々辺やよい

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センタ一 本田 彩子

33 臨地実習指導者が感じている困難の要因に関する研究 一成績評価の役割に着目してー

国立循環器病センター O小林知子

神戸市看護大学 王子河勝美

34 実習指導者の実習指導に対ーする教締効力とその関連要部

広島田捺大学者護学部 O白木智子浅間庚子

日本看護研究学会雑誌 Vol.29 No. 3 2006 



目一般演題 .8月24日(木)・

35 実習受け入れ病院と教育機関の有接的な連携の試み 一臨床指導教員制度の効果と課題

袈隷クリストファ一大学 O坂部 五月

36 路地実習における看護学生の静寂注射実施に関する課題の検討 一実習受入れ施設の者護管潔者の認識調査一

米子医療センター約潟看護学校 EI崎 陽子

鳥取大学軍学部保健学科松尾ミヨ

37 経験型滋床実習指導者研修プログラムにおける学びの犠紹

公立法人横浜市立大学医学部看護学科 O高島 尚美箆宜譜美子坂梨

渡部節子堅持す明美

P 1会場第6群看 護 教 育 (6)

持 者護学生が求める自己成長の課題達成にむけての教員による支援

埼玉県立大学保健医療福祉学部 O兼采 美幸長呑111真美

39 学生の自己成長にむけた数民の支援 一春護教員と俄領域教員の意識の遠いー

埼玉県立大学保健医療福祉学部者護学科 。長谷川真美

40 る f人間関係論jの授:業評価結果の検討 2年間の比較一

徳島大学医学部保健学科 関戸 塁手子

塚越みどり

41 看護系大学におけるファカルティ・デイベロップメントの現状と課題山 一戦位と FD活動の実際一

大分大学i笈学部看護学科 C荒尾博義前111 幸子若杉加美子代原田千鶴末成弘子

宮 崎 伊 久 子 小 橋 光 子

42 者護系大学におけるファカルティ・デイベロップメントの現状と課題(2) 一教員のFDに対する認識とニードー

大分大学医学部看護学科 O前川彩子原由子鶴荒尾薄笑宮崎伊久子末成弘子

若杉加寿代小織光子

43 看護系大学におけるファカルテイ・デイベロップメントの現状と課題出 一設資主体別のFDの実捺とニードー

大分大学医学部看護学科 O原田千鶴前川幸子未成弘子若杉加寿代荒尾博美

宮鵠伊久子小i議光子

44 看護系大学に勤務する助手の動機と職務状況からみたパーンアウトに関する研究

岐卒県立看護大学 O片i潟三佳ノj、深和弘

北黒大学岩潟

明治銭灸大学西山ゆかり

日本赤十字援国看護大学市江和子
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問一般演題 轡 8月24日(木)事

P 1会場第ア群看護管理(1)

16 

45 大学病院に勤務する新卒看護締の早期退織の影響嬰倒に関する縦断研究

天使大学 O鈴木菜子 吾姿知美

山形大学日十谷 由佳

上武大学妻子月 毅史

東京医科歯科大学依藤千史

46 新卒看護師の離職に関係する職務上の憾みと仕事の継続理由 一2県の新卒看護締を対象とした質問紙調査一

宮崎大学涯学部看護学科 O山悶美挙前悶ひとみ津田紀子

宮崎大学大学院涯学系研究科久探江里

大分県立看護科学大学影山 蜂之

47 大学病院に勤務する新卒者護締の職場へのコミットメントに影響する要国

天使大学 O吾妻知美 鈴木英子

48 新人看護主iji主主戦後3ヶ丹と 6ヶ月における指導上の国難感

静間県立大学 O白尾久美子

愛知県立看護大学佐 野明美山口桂子

愛知総合看護福祉専門学校長田泰子

49 新人看護制iの職場適応促進のための介入フ。ログラムの検諒 一新人指導に掠わる看護締の指導上の関難感一

愛知県立看護大学 C佐 野明美山口綾子

静間県立大学 白尾久美子

愛知総合看護福祉専門学校長自泰子

50 新規採用看護郎の看護技術履修状況の変化と，指導者関係の影響

和歌山県立腹科大学F付属病院 O字城 靖子

臨床研究支援センター 山田 一部

51 新卒看護郊のやりがいにおける「不安と恐怖」

荷主o大学大学院涯学系研究科 O村越 朋美

52 新人看護締の心的外{語体験

川崎i豆療福社大学 O新LlI 悦子

53 新人看護師の職業性ストレスに対する f自己決定型学習の準備性jの影響度

旭川i医科大学援学部看護学科。松浦和代 山内まゆみ

54 新卒看護締の基礎看護教育時における基礎看護技術未経験項自の実態と自己学脅に関する認識

山形大学医学部看護学科。王子資 愛美布施淳子
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同一般演題 轡 8月24日(木)嘩

55 新人看護師の医療率故防止に関連する知識・技術の習得状況と卒後教脊の検討

日本赤十字北海道看護大学 O山本美紀寺烏泰子井上真子塚迫

二ツ森栄子

56 大学卒業新入者護i郊の注射に関する習得とインシデント・アクシデント経験との関連

日本赤十字北海道者護大学 O寺島泰子井上真子ニッ森栄子山本

P 1会場第8群看護管理 (2)

57 看護殺における職務の継続意志と戦場コミュニティ感覚及び職務満足度

富山県立中央病院 C加藤麻衣

富山大学医学部看護学科 塚原諒子

58 El擦管埋導入効楽に関する研究 -1裁務満足授と自己効力感尺度を誠査して

医科大学病院 G餅133 敬司 多JlI裕美藤野みつ子芥下J!君代

滋賀医科大学医学部看護学科 日浦美保

59 看護主ijiの職務ストレスの感じ方と f部署勤務年数jの関連 病院規模により調繋して分析

111日大学医学部i呆健学科

山口大学病i淀西村淑乃

60 委譲スタップのそラールおよび達成動機に関する研究 一儲人的要国との関連一

北見赤十字病説。間関 有[¥子

日本赤十字北海道看護大学 {本波 茂子

61 配置転換によるや堅看護側iの

山口大学病院 G中村 出子

62 訪関看護師における職場の対人葛藤に関連する要問

鳥取大学医学部保建学科

日本赤十字九時

祐子谷援

宮林郁子

63 急性期・慢性期別の絹線審議締のキャ 1)ア継続意向とストレス経験および職務満足境

大法大学大学波医学系研究科 C岸133 利呑

64 精神科看護部の職務ストレス尺!支の有効性の検討

体波茂子

{本波茂子

産業医科大学夜業課健学者[1 Ot'rU1ゆみ子JlI本利恵子 久保隠子永松有紀!符潟あゆみ

金i幻lE子村瀬千春

65 精神科看護簡の職務満足涯に隠速する関子の検討

産業医科大学産業保健学部 O永松有紀久保陽子竹山ゆみ子阿南あゆみ !日本利恵子

金山正予村滋子容
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j一般演題 欝 8月24臼(木)轍

66 精神科看護蹄の職務ストレスと関連因子の検討

産業法科大学産業保健学部看護学科。久保 陽 子 永 松 有 紀 竹 山 ゆ み 子 i河南あゆみ

JII本初恵子金山正予村瀬千春

67 精神科看護師のパーンアウトに及ほす職務ストレスの検討

産業医科大学産業保健学部 O金山正子 JII本利恵子永松有紀久保陽子竹山ゆ み 子

阿南あゆみ村瀬千春

P 1会場第9群審護管理 (3)

18 

68 者護舗による看護師長のリーダーシッブに対する評価

山梨大学医学部F付属病院 O手塚とみ江

山梨大学医学工学総合研究部 佐藤みつ子

69 1)ーダーシッフ。研修参加前の研修生への動機づけの実態

市立札幌病院看護部 O長 田千穂高木臼登美石田美由紀石井敦子斉藤三枝子

佐藤真夜松本

70 リーダーシッブ類型とプレーデンスケールの普及との関連

橋.;11二大学 O大久保清子米i準弘恵長谷川智子上木礼子大口二美藤井民砂 子

71 看護輔の袴療ケア実践のための知識・技術の習得に関する考察

東京医療保健大学 O村田 節子

古賀綜合病説法家麻子

JII i.良病 院高 木良 重

日南看護専門学校両国恭子

72 パソコン出前講座による効果的な学習支援活動

東北大学病院 O金浮悦子

73 臨床看護師を対象とした看護研究支援学習会の評備と今後の支援のあり方

石川県立看護大学 O綿JII 淳子

元石川県立看護大学内田真紀

74 臨床看護実践者のための看護研究指導に関する考察 一効果的な教育プログラムの開発に向けてー

特定医療法入社団カレスサッポロ時計台記念病i淀 O高田府、依子

75 特殊疾患療養病棟における看護補助者への儲B目指導と理学療法士による研修の反応、

法療法入社出浅ノJlI金沢循環器病i完 Ot也黄伸子松村美弥子商烏澄子樋木和子

新潟大学医学部保健学科 加藤真由美

76 プリセプター経験と転倒が予測される看護場閣の臨床判断との関係

福井大学 O藤井二真 砂子米浮弘恵長谷川智子上木礼子大口二美大久保清子

大野木裕明
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問一般演題 母 8月248(木)嘩

77 熟練看護師の健康援聴取時における臨床判断の思考の概念北

大分県立看護科学大学 O藤内 美保

広島大学医学部保健学科 宮腰由紀子

大分県立病院安東和代

78 看護必要疫の判断における看護締の着眼点 第2報 一戦務達成度の影響についてー

和歌w県立医科大学術属病院 O思 捺 育 子 村 松 由 美 子

臨床研究支援センター w随 一部

P 1会場第10群看護管理 (4)

79 に関する研究第 1報 一言葉遣いの実態一

関家公務員共済組合連合会京援奈病院 C線開

臨床研究支援センター IlJ邸 一期

竹本知恵子

80 審議締の言葉遣いに関する研究 第2報 一言葉に対する気遣いと，その関連要理一

国家公務員共済組合連合会京阪奈病説 。竹本知恵子 線開

臨床研究支援センター 出国 …朗

81 看護師のコミュニケーションに対する自己評悩

山梨大学ijH属病院 Ol1J11みゆき

山梨大学大学院佐藤みつ子

82 者護者の対人態度の実態について

弘前大学医学部課健学科 西沢

東北原生年金端技五檎

弘前大学医学部前議病院安枝

83 いわゆる?大変jな患者に関する者護郊の認知パターン

箕面市立病院

臨床研究支援センター 山町 一部

箕関市友病i淀杉本糸美 定予

84 看護締が感じる「こわさJの認識構造

和歌山県立医科大学約属病院 O北端恵子木村和美

臨床研究支援センター 山部一期

85 行政解釈変更後の静脹注射についての看護職の認識に関する研究

青森県立{呆能大学大学説 。杉本 由美

青森県立保韓大学 1)ボウイッツ志村よし子

石岡

訪 問定チームナーシング導入による現状と課題(第一報) 一院内調査から見えてきた業務改善課題

繋愛会石川病院 Or古J:t!二智子鍋島由香大西悦子

香川 大学 越田 英諒 子片山陽子大西美智恵自弁端子
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j一般演題 轡 8月24日(木)轍

87 閲定チームナーシング導入による業務改善への取り紐み(第二報) 一系統図法を用いた分析から一

護愛会石JII端技 O鍋島由香向井智子大西悦子

香川 大学 越国 美穂 子片山陽子大凶美智恵自弁瑞子

88 1哀療職員の片付けに関する認識・行動と，その関連要国

NTTf1.百日本大阪病院 O樋口 美紀 IL!でみゆき 島本 )11良子梶尾智子辻

安問梨花後馬場笹子渋谷麻希子東香代子

自~jNTT西日本大i夜病院患悶 陽子

臨床研究支援センター 山田一部

89 Total Qyali匂!Ivlanagement導入による組織変革に関する研究(2) ~[塩害安田~

広島大学大学説保健学研究科熔士課程後期 聖マリア学院大学 O中島美津子

裂マリア学院大学 111遼

90 一敬市民の霞療機関の選択理由と影響要国

i妓牟大学i芸学者[i看護学科 O大津康子足立みゆき 渡護班紀子

91 国内で、HospitalRadioの運営は可能か?

岩手県立大学看護学部 0111内一史浅招優子遠藤良仁

P 1会場第11群看護管理 (5)

20 

92 医療事故の経験における学習構造 一民療事故当事者となった看護仰の回想からの分析一

岡山県立大学院保健福祉学研究科看護学専攻 O林 千加子

向山県立大学保健裕社学部看護学科横手芳窓

93 看護師の注射場面におけるインシデントレポート提出行動意思への影響婆悶の比較

福井大学 O大口ニ美米i暴弘7記長谷川智子上木礼子大久保清子藤井真砂子

94 内服与薬業務におけるインシデント発生要国の検討2報 一背景要因による比較

束手[1大学 O竹内千恵子

問 看護部が医療事故を起こしたとき上司に望むサポート

東京i歪科大学者護専門学校 O山本君子天野雅美

96 小児の入院環境に関する安全笹2理の検討

北海道大学医学部保健学科 O佐藤洋子伊藤紀代

97 患者異動向:の看護部の;意見の反映程度と安全配塔行動との関係

宮崎大学涯学部看護学科 O及川朋実土産八千代内田倫子山由美由紀

98 相談できる場や人の存在と精神医療施設での日常的な安全配癒との関係

2芸術大学医学部看護学科 O内田 倫子土屋八千北及川 崩実 t11田美由紀
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間…般演題 • 8.1=324日(木)・

99 九時騒内の精神医療施設における安全配騒在勤 ~事故前・中・後の対応~

宮鵠大学震学部看護学科 O土麗八千代内田倫子及川腕実1lI田美由紀

100 行動制援に関する研修会受講と安全記長室背動の関係

宮崎大学涯学部看護学科 Olll由美由紀土産八千代内問倫子及川鹿実

P 1会場第12群看護 管 理 (6)

101 臨床審議締の膝調節織に関する実態調査

金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻 O炭田容子泉 キヨ子平松知子

102 精神科看護闘の喫様実態

103 女性看護師の足型の実議議査

菊池病院 O範子木和寛

九州大学病li完飯盛光業

患マリア学技大学 山透

大分大学涯学部審議学科 島町

104 深夜勤務前の仮眠に影電撃を与える関子

箕阪市立病i淀 O藤崎功子木内

箕面市健康福祉健康増進諜

臨床研究支援センター 山田 一揖

箕面市立病j淀 ~~田

。 阿 南 あ ゆ み 久 探 鶴 子 永 松 有 紀 竹 山 ゆ み 子

JII本利恵子金1lI正予村瀬

105 深夜業務後の看護締に対する 1)フレクソロジー鵠術の生体に及ぼす影響

北里大学大学院審議学研究科 Oネ111 有紀

北里大学審議学者15 山本昇

P2金場第13群寄J註期看護

106 Incentive Spirometryを使用した術前呼吸jllll練の現状調査(第 1報)

飯間女子鐙期大学看護学科。岩月すみ江古行部英所i翠好美池田菜々

107 Incentive Spirometryを使用した術前呼吸訓練の現状調査(第2報) 一自由記載の分析から考える課題一

飯田女子短期大学看護学科 C池罰菜々子岩月すみ江所浮好英吉行部美

108 人工関節援換術における術前皮腐消毒の検証 一術部準備にある患者の苦痛軽減に向けて一

JA岐阜厚生連東濃厚生病i完 O土屋愛美

ゆき1¥大学生命健康科学研究所井口弘子
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問一般演題

109 術後深部静脈血桧症予防と患者の苦痛緩和への看護介入に関する予備的研究

}II貢天堂大学 O益由美津美

110 ICUにおける外科術後患者のディストレスとコーピングの特徴

地域医療支援病院北見赤十字病説 。佐野菜緒子

日本赤十字北海道看護大学大学技 河原自栄子 長谷部佳子

轡 8月24日(木)犠

111 脳卒中で片麻棒をきたした患者の思い ~発症3日日から 2週間の発言内容の分析~

徳島大学涯学部保健学科 O南川貴子町村綾子市原多香子桑村由美近藤裕子

112 日帰り手術における遠i翁看護支援システムの構築と有用性の検討

名古屋市立大学看護学部 O大!日 明子

北里大学医療衛生学部梅悶徳男

やまもとクリニック 山本晴家

113 クリテイカルケアに携わる看護師の総務満足度と関連盟子

九州大学涯学部保健学科 OJII上千普美

大分大学医学部看護学科 松間総

114 看護情報に対する ICU看護締の記憶再生の特散に関する研究

群馬大学医学部附属病i淀看護部 O小林 瑞枝

群馬大学大学院院学系研究科浅井直美須永i\í&Éf~

群馬大学医学部保健学科荒井真紀子 斎藤やよい

115 新人看護部が求めている看護基礎教育における応手術期の学習内容

大阪府立大学看護学部 O森 一 恵 小関真紀林田裕美小西美和子山口車希子

吉 田 智 美 高 見 沢 恵 美 子 問 中 京 子

大阪府立成人病センター 和歌恵美子

大阪府立急性期・総合毘療センター笹田友恵山本暁問:

116 周手術期看護実習の感想文に記載された学習内容の分析

埼玉医科大学短期大学看護学科成人看護学 O浅見多紀子

117 問手術期看護実習における学生の体験からの学び -ICUに入室した患者への看護技術の体験一

大i涯市立大学医学部看護学科 O吉村弥須子 自問久美子

118 臨i也実習における評価者間の評価視点の相違と，今後の取り組み課題の検討

京都大学 O問菌貞子赤淳子春

P2会場第14群震性嬬看護(1)

119 糖尿病患者の健燦観・価値観に関する研究の動向

徳島大学医学部保健学科 O桑村 由美 田村綾子市原多香子 1菊川
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問一般演題

120 漫性疾患患者が食事を改葬し維持に至る認議の変化の過程

石川県立者護大学大学説。藤泊 三恵

石川県立看護大学川島和代諸江由紀子

121 '1受性器寒性肺疾患患者の精神的健康の変動とその要因に関する特骸

鳥取大学涯学部部健学科 C森本美智子

122 C型髄'性肝炎で、Interferon蒋治療を経験する人々の治療継続意志を支える要素

.8月248(木)轡

広島大学大学説保態学研究科 C護国佳代子宮腰由紀子藤井宝恵

123 糖左京病患者に接する看護郊の認識する壮年期2型糖尿病患者のセルフケアの影響要因

高知大学病説。古川 祐子

124 糖尿病に関する負担感について 一他者依存殺とソーシャルサポートが与える

向山県立大学大学説保健福祉学研究科看護学専攻 O西村 規子

向山県立大学保健裕社学部看護学科高井研一

125 糖尿病患者のHbA1cを指諜とした血糖コントロール状態と

済生会夜間病院 O小銭11香寿美

126 糖尿病足病変と

公立那賀病院石村智佐

和歌ul県立医科大学保健看護学部 鈴木

に関する

C小笠原祐子

小泉

東京医科歯科大学 彩子増部敦子

P2会場第15若手鑓性期看護 (2)

127 外来通院をしている全身性エリテマトーデス患者の生活実態

)11夏天堂医院 G部;量 殺奨

)1渓天堂大学青木きょ子高谷真由美高崎芳成

128 外来通院をしている全身性エリテマトーデス患者における療養j二の部題と生活との関連

)11長天堂大学 G青木きょ子高谷真由美高崎芳成

)II~天堂医院国透殺美

129 外来通院中の全身殻エリテマトーデス患者のセルフケア行動と関連安限

}II貢天堂大学 C高谷真由美脊水きょ子高崎芳成

111員天堂i芸能関逢雅美

130 CABG手術後患者の退院後の生活体験に隠する研究

福井大学医学部的弱病院 C大北美慈子

福井大学医学部者護学科岩部 浩子
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目一般演題

131 内説鏡的粘膜切開剥高!E術を受けた患者の術後自己管理の実態およびその関連嬰国

和歌山県立医科大学防属病院 O石井千有季有本幸恵

臨床研究支援センター 山田 一朗

132 パーキンソン病患者が経験する音楽療法の効果に関する研究

宮城大学看護学部 O猪綾子代子高機方子

133 慢性呼吸器疾患患者と脳卒中患者のQOL

沖縄県立看護大学 O石川りみ子 玉井なおみ

134 代謝循環器系外来看護における重複診断と連携システム

母 8月24日(木)噂

国際医療福祉大学大学院罷療福祉学研究科博士課殺 O関 美奈子

135 Crohn's diseaseの食事療法に関する看護研究の動向

和歌山県立墜科大学的属病院 O関本祐子 中尾さゆり 薮下八重

臨床研究支援センター 出田 一朗

P2会場第16群 リハビリテーション看護(1)

24 

136 脳卒中後遺症者が継続して忠、者会に参加している意味

国立看護大学校 OJ二JI! 智子

金沢大学大学技医学系研究科 泉 キヨ子

137 脳卒中患者の病みの軌跡、一脳卒中体験による健康知覚 一健康管理パターンの変化一

茨城県立医療大学 0111波公香

138 機能訓練 (A型)に通所する脳卒中後高齢在宅}十麻揮者の自分らしさ礎得のプロセス

富山大学震学部看護学科 O倉石真理塚原節子

139 脳卒中発作後急性期患者の麻癒叙Jj上下殻の筋肉量の推移 -DXA法による検討一

徳島大学医学部保健学科。田村綾子市原多香子商川貴子桑村由美近藤裕 子

140 看護師が用いる非侵襲筋肉最の評価方法の推定に関する研究 -DXA法と大腿周径，務組織原.握力との関係一

穂、島大学涯学部保健学科 O市原多香子田村綾子潟JII 貴子桑村 出美近藤 裕子

141 夜宅高位頚髄損傷者におけるソーシャルサポートとメンタルヘルスとの関連

国立身体障害者リハビリテーションセンター病院 O高間 素子

142 人工股関節全霞換術を受けた患者の歩容と QOLの関連

金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻 O松本智里泉キヨ子平松知子

143 人工股関節患者の健康関連QOLと和式ライフスタイルの検討

佐賀大学医学部看護学科 O藤剖 君支

大!技大学大学院寵学系研究科牧本清子
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間一般演題 .8月24B(木)・

144 運動機能様答をもっ中高年女性の装いに関するニーズ調査 一運動機能路害とストッキング策沼の関連について一

福井大学大学院工学研究科 C松村菜穂美

福井大学援学部看護学科岩田浩子磯見智恵、古川日和子耳誕生後愛

P2会場第17群 リハゼリテーション看護 (2)

145 高齢者の転倒予訪のための姿勢の安定性に関する研究 一感覚機能と FunctionalBalance Scaleとの関係一

福井大学病院 O小林真由美

福井大学民学部者護学科 者間

146 転倒に至った行動話的が不明な転倒事故の分析 一今後の課題探求

特7JIJ医療法人泰沼会長崎北病院 C福江まさ江 山口 多恵松尾理桂子商山久美子

147 身体障害者のノーマライゼーションへの課題 一衣服のおしゃれに関する爵接調査を過してー

大阪大学医学部保健学科 O江島由希子

大i寂大学大学院医学系研究科 鈴木 純子ぷ

148 知的障害者のノーマライゼーションへの諜題 一衣生活を中心とした面接と参加観察を通して

大阪大学医学部保健学科。諮井裕子

大i夜大学医学系研究科鈴木純恵

149 喉頭摘出者の発声技術に対する満足授と自尊感情に関する研究

共立女子短期大学看護学科 O武田 美和

150 喉頭摘出者のコミュニケ…ション手段の再接持過程における部題と

富山大学付属病院看護部

長崎シーボルト大学 i察部 愛子

P2会場第18群継続審議・在宅義護(1)

151 看護締の在宅療養に向けた退院指導への取り組み

共立会子短期大学者護学科 C矢野章永西智美子

152 訪関看護締が重要とする退臨時看護サマリーの情報 一病棟看護締との比較から

熊本大学医学部附属病段 O武内良詩子

九州看護福祉大学生野 竹熊里美

153 高齢患者における介護予防型退院支援の効果

昭和大学 O伊藤まゆみ本江輯美

東京医療保健大学桑白恵子

束手Ii大学五十嵐恵子

由i禁法療福祉大学 烏原真紀子

横浜南共済病院佐竹みゆき III国智子
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j一般演 題 轡 8月24日(木)鞠

154 睡眠時無呼吸症候群 (OSAHS)患者のCPAP療法継続に関する婆国の検討

兵庫県立大学大学院・関田学関女子大学人問看護学科 O堀田佐知子

兵庫県立大学看護学部坂下玲子

京都大学医学部保健学科若村智子

慰留学問女子大学人問看護学科近国敬子鵜はi 治

155 人工呼吸器を装着した神経難病患者と家族への在宅支援過程

特加医療法人春田会長崎北病i淀 O宮崎みどり 辻 ミサ子金子由美子山山久美子

156 在宅要介護者における得療と介護状況との関連

大阪大学大学i淀涯学系研究科保健学専攻 O伊藤美樹子大角 和 九津見雅美杉浦

三上洋

157 訪問看護ステーションにおける袴癒対策とその効果の検討

さっき台訪問審議ステーション O玄永 春奈

千葉大学看護学部片倉直子

千葉大学大学院看護学研究科・さっき台訪開看護ステーション 間司王 手王子

さっき台訪問看護ステーション 山崎恵子和出登喜子広浮健次相原鶴代

P2会場第19群継続看護・在宅看護 (2)

26 

158 介護負担感と抑うつ状態との関係性

杏林大学 C今留忍小竹久実子飯EEI加奈恵

埼玉i豆大病院土11皮智子

神奈川県立こども医療センタ一 平井麻衣

159 主介護者の常定的側面をi認める要因

寄;\予~大学 O小竹久実子今習忍飯田加奈恵

杏林大学病院大111小百 合 大 浮 英 津 実 柘 摘 靖 子

平成国際大学楼チiニ成美

160 介護者の在宅介護継続意向に関連する居宅介護サービスの検討

大i民大学大学院医学系研究科保健学専攻 O大角 手IJ 九津見務:美杉浦

三上洋

161 家族介護者を支える訪湖看護の独自'性

まさふみクリニック O倉田 貞美

162 山形県の訪向看護の利用者に関する調査

伊藤美樹子

山形大学医学部看護学科 O務藤明子叶谷由佳古瀬みどり 大竹まり子鈴木育子

小林淳子
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間一般演題

163 監療依存度の抵い療養者への訪問看護の専門性の検詐

fttr大分大学大学涜医学系研究科 O柴北 早苗

大分大学医学部看護学科小橋光子

164 在宅患者を対象とした訪問看護支援システムの構築

北里大学薩療衛生学部 O篠田 龍男

名吉屋市立大学審議学部大JII 明子

やまもとクリニック 山本晴章

165 介護支援尋問員支援方法としてのグループスーパーどジョンの有効性の検詰

三重県立看護大学 O若林たけ子竹本三重子小池数

三重大学大学院修士課程 JII仁iちづる

P2会場第20群地域看護(1)

166 乳幼克拐から学童期の保健に関する支援の現状

弘前大学援学部保健学科 O北詰千秋

167 乳幼見縫診問診察に対する保縫締の捉え方

大i友大学大学i淀i哀学系研究科保健学専攻 O小野木麻盟

168 子育て支援をめざした乳幼児龍診のあり方に関する研究

母 8月248(木)轡

三上洋

京都府:立医科大学医学部看護学科 C福本 桝本妙子三議美和

169 聴覚I~等学生への学内支援に審議職が来たす役割に関する検討

阿南工業高等専門学校 C高山

170 地域在住高齢者に関じこもり状態、をもたらす要国の究明

山口大学医学部保健学科 O出様俊恵湾出菜穂子江藤張矢子東玲子

171 在宅高齢者の食生活と食行動についての掛究

鳥取大学髭学系符i究科保健学専攻 O麗野

172 家庭訪需における保健締と住民の認識について

静岡厚生病院 C薩川 競希

松尾ミヨ

173 K県A地域における事業場の健康管理に関する現状と課題 …第 1報 従業員の健康管理に関する課題一

九州看護福祉大学 O増田容 子 井 ノ 上 梢 太 田 監 校 中 村 京 子 生 野 繁 子

本JII 露弓

174 K県A地域における事，業場の健康管理に関する現状と課題 一第 2報従業員の健康管理に関する認識の実態

九州看護福祉大学 O井ノ上梢太国皇校増田容子中村京子生野

本JII 奨弓
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問一般演題 母 8月24日(木)事

175 K県A地域における事業場の健康管理に関する現状と課題 一第 3報就業する高齢者の健康管理の実態一

九州看護福祉大学 O太田里枝増田容子井ノ上梢中村京子生野繁子

本111 巽弓

P2会場第21群 地 域 看 護 (2)

176 新人保健締の地区診断技術教育の検討 一新人保健師によるプログラム評価からー

京都府立底科大学監学部看護学科 O三橋美和桝本妙子稲本惑

177 新人保健郎の地法診断技術教育に関する検討 一指導者へのグループインタビューから一

京都府立医科大学医学部看護学科 O桝 本妙子三橋美和議本恵

178 地域看護技術演習における実技試験の試み

旭川法科大学箆学部看護学科 Oi藤井智子杉山さちよ 北村久美子

179 中高年における SuccessfulAgingに関する研究<第3報> 一壮年期男性の現状一

川崎匿療福祉大学 O若l締淳子松本容子

180 Successぬ1Agingに隠する現状 一地域在住高齢者における分析一

川崎医療福祉大学医療福祉学部 C松本啓子若崎淳子

P2会場第22群健鹿増進・予防看護

28 

181 看護学生の代替療法に関する実態調査 一サプリメントに対する意識と利用一

川崎市立看護短期大学 O荒木こずえ 島田祥子小浪優子

前JI/lu奇市立看護短期大学赤坂憲子

北里大学大学技看護学研究科基礎看護学専攻 藤村真希子

182 看護学生における補完・代替療法の認知度とアロマセラピーへのイメージ

京都府立医科大学涯学部看護ー学科 O橋 本 顕 子 山 間 京 子 北 島 謙 吾

183 勤労者の生活満足農と職業性ストレスおよびPOMSとの関連

三重大学医学部看護学科 O浦川加代子 土問

184 救急践員の蓄積疲労と生活習慣及び職業ストレスの関連

後藤姉奈吉田和枝

鳥取大学医学部保健学科 O谷援静子原口由紀子仁科祐子

鳥取大学大学院医学部研究科 宮賠ひとみ

185 青年期の立位姿勢の客観的評価

山梨大学大学院 O自国 梨奈 {左藤みつ子

186 肥満女性の意識と対処行動

神戸市立西市民病説。渋谷英恵

神戸常藤短部大学生島祥江
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ト般演題 .8月24日(木). 

187 股関節障害を持つ中高年女性の身体状況と生活満足度及び主観的健康惑の検討

指井大学涯学部看護学科 O岩田浩子磯見智恵麻生 f*愛吉I11日和子松村菜穏美

188 短期の記樟診11練は記銘力を向上させるか

金沢工業大学経営情報工学科 O榊原

宮崎県立看護大学関中美智子長坂猛

189 上部補化管内視鏡検査受診者の不安及び官寂

緊愛会石川病院 O高橋真理子

香 川 大 学 大 西 美 智 恵 慈閏美轄子片山陽子自弁端子

190 上部消化管内捜銭検査における不安に関する検討

真主主会富出病i詫 Oi可相てる

窓山大学付属病院岩城

富山大学医学部看護学科 邸中三三千雄

191 臨療情報サービスに関する住民のニーズ

大分大学医学部看護学科 O!sii 

江崎フサ子

P2会場第23群がん看護(1)

192 乳痛手持後リンパ浮臆患者の上競総i駒内外水分比の検討

福井幸子寺町芳子菅原真由美井上

医科大学医学部肴護学科 O作自 裕美

山口大学法学部保健学科

広島大学匿学部;保健学科宮腰由紀子片関

滋賀陵科大学医学部者護学科坂口挑子

193 1)ンパ浮腫患者の実態と QOLおよびセルフケアに関する研究(l) 1)ンパ浮腫患者の実態一

鳥取大学医学部探健学科。三好さち子谷村千華兼本立E紀子平尾敦子松培ミヨ

194 1)ンパ浮腫患者の実態とむC>Lおよびセルフケアに関する研究(2) リンパ浮腫患者のQOL-

鳥取大学医学部保健学科 O兼本亜紀子三好さち子谷村千家平尾敦子松尾ミヨ子

195 1)ンパ浮腫患者の実態と QOLおよびセルフケアに関する研究山 一リンパ浮腫患者とセルフケア能力一

鳥取大学医学部保健学科 O平潟敦子三好さち子谷村千華兼本恋紀子松尾ミヨ

196 腎がん手術後患者の食生活に関する QOLの実態

福井大学医学部看護学科 O向部知子岩田浩子

197 化学療法を受けている血液・造成i器腫蕩患者の食事に関する調査

東邦大学医学部看護学科 O高橋正予谷閥単蔀
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目一般演題 構 8月24岳(木)蟻

P2会場第24群が ん 看 護 (2)

30 

198 不妊治療中に卵巣がんに擢患し手術・化学療法を受けた患者の体験 一子を産むT可能性に賭ける一

群馬大学医学部附属病院看護部 O石田 和子

群馬大学援学部保健学科神田清子

199 患者一看護締潤の共感に関する研究 一乳がん患者が感じた者護締の共感的な関わりとその影響一

衡問県立大学看護学部看護学科 O福崩 和美

金賀大学i哀学部看護学科井上範江分島るり子

200 告知を受けた癌患者の治療選択における看護目前の役割に関する研究 ~患者へのアンケート調査より~

新見公立短期大学 C太田 浩子

201 漸進的筋弛緩法ががん患者にもたらす身体的，精神的影響 一事例からの検討一

高崎健康福祉大学短期大学部 O近藤 山呑

'Il'手潟大学医学部保健学科 小板橋喜久代

202 がん患者の配偶者に対する感情抑制と心理的適応との関連 一腕がん患者における検討一

岡山県立大学大学技保健福祉学制究科看護学専攻 O高橋 理恵

向山県立大学保健橋千lt学部看護学科 掛橋千賀子

203 前立腺がん患者の自尊感情に関する研究 一排尿・排便・性機能， *吉村川}甘負担感が及{ます影響一

岡山県立大学大学説保健福祉学研究科看護学専攻 O獄屋 純子

岡山県立大学保健福祉学部看護学科 掛橋千賀子

204 外来化学療法を受けている乳がんと消化器がん，患者のストレス婆簡の比較

群馬大学医学部保健学科 O神田 清子

本庄鬼玉看護専門学校 石田 )11英子

群潟県立県民健康科学大学狩野太部

群馬大学震学部F付属病院者護部石間 和子

205 日本語版SCFSの信頼性と妥当性の検詰

群馬大学大学院i芸学系研究科 O高階淳子神田詩子

206 大学病誌における築学的ながん治療から緩和ケアへの転換の問題に対する肴護師・匿陣・薬剤姉の認識

名吉産大学大学説罷学系研究科 O中村みゆき

名古屋大学涯学部保健学科安藤詳子

207 がん告知に関わる意識に影響を及ぼす要国 一健康成人を対象として一

熊本大学病院 O村本知穂

熊本赤十字病院亀崎愛

熊本大学法学部保健学科前田由紀子 谷口まり子
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問一般演題 事 8月24日(木)骨

P2会場第25群ターミナル・ケア

208 審議締の終末期ケアに対する満足度と関連要因

名古麗大学佳学部保健学科 O安藤

209 一般病棟におけるターミナル期の患者をケアする看護婦の実態

神戸底療センター Oi笠口 典子井高ひさみ近藤美知子

210 看護締のターミナルケアに関する思い

厚生連清JII病院 O長光代加藤

福弁大学医学部看護学科・上野栄一

横山真代小林泰奈

211 ホスピス入院中の患者と看護蹄の意思決定場面へのゲーム理議を適用した試み

呉大学 O松原みゆき

212 日本における DNRの意思決定プロセス ーだれが，いつ どのように重要事項決定者となるのか

長野県看護大学大学院 O中村 充浩

日本看護研究学会雑誌Vol.29 No.3 2∞6 31 



間 一般演題 母 8月25日(金)犠

P 1会場第26群基礎看護(1)

213 看護基礎教育課控教科書における f看護の定義jに関する内容分析

富山大学底学部看護学科 O松 井 文 脈 元 子 八 塚 美 樹

福井大学医学部署護学科上野栄一

214 看護学におけるナラテイヴに関する文献研究

奈良女子大学大学院人縄文化研究科 O紙野

奈良県立阪科大学医学部看護学科吉村雅世

215 看護教育における看護械の機能・役割 -1885年から2005年の看護蓄を用いて一

名古屋大学大学院医学系研究科看護学専攻 O小笠原ゆかり

216 閣内のNSTにおける著護師の役割に関する文献研究

北里大学看護学部 O田中 騒綿貫恵美子

P 1会場第2ア群基礎看護 (2)

32 

217 紙マスクの装若が発声音の摺波数に及ぼす影響について

新宮市立援療センター O山田加奈子

臨床研究支援センター 111国 一期

新宮市立医療センタ一泊鳩山真理小西友星井上世子

218 心理状況推察のための情報取り込みに関する研究 一眼球連動による分析一

国立看護大学校 O松本賢哉森千鶴

219 化粧が及ぼす生理・心理的反花、に関する基礎的研究

鳥取大学監学部保健学科 。北)11かほる

島根大学医学部看護学科人見裕江

220 Lipidure-PMB使用時の手指皮!習における水分保持機能と使用惑の評価

高崎市民病院 O河上裕子

a 本油!指名~LS事業部筑波研宮崎剛

221 甘味を介して得られる鎮痛に関する文献検討

山口大学医学部保健学科 O掛田 崇寛生出奈美可伊東美イ左江

222 温泉を利用した半身浴が身体に与える影響

福井大学大学院陸学系研究科看護学専攻 O上野栄一 長谷川智子

揺井大学佳学部署護学科基礎看護学砺波利主

福井大学大学臨毘学系研究科審議学専攻上原佳子上水礼子佐々木百恵米浮弘恵

223 摂食動作時による科き手と非利き手の上肢筋活動量の比較

翠隷クリストファー大学 O米倉摩弥渡遼 }II夏子
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目一般演題

P 1会場第28群基礎 看 護 (3)

224 神経・筋疾患病棟における f看護体験実習jでの学生の体験と学びの関連

一第 1報 ‘コミュニケーション'場開一

弘前学説大学看護学部 O葛西智袈子 太田真由美

225 者護学生の解部学見学実習による教育効泉

鹿児島大学法学部保健学科臨床看護学講座 O今村 利呑

鹿克島大学医歯学総合研究科歯科応用解音u学分野 下高原理恵、

226 r人体の講造と機能jへの自己学習システムの導入

宮崎県立看護大学 O問中美智子長坂猛安部法太郎

昭和大学女子栄養大学渋谷まさと

227 臨床看護締が解剖生理学的知識の必要散を認識する経験

{左袈大学態学部看護学科 O小林幸恵内}II 学子分島るり

P 1会場第29群基 礎 看 護 (4)

228 基礎者護技術演翠における学生の心理的苦痛に対する看護教員の対応

。穴沢小宮合松w友子

229 学生によるデモンストレーションの評価と学習状況の検討(第 1報)

宮城大学者護学部 C高橋方 子 竹 本 由 香 車

230 学生によるデモンストレーションの評価と学習状況の検討〈第2報)

宮城大学看護学部 O竹本由 香 製 高 橋 方 子

231 静寂点滴演饗における学生デモンストレーションの効果

東邦大学医学部看護学科 O蜂ヶ崎令子遠藤 英子

232 1.主射の技術テストに関する評価と実践力の臨己評価

認島大学窓学部保健学科 O安原 樹子今弁:芳枝

京都播大学看護学部道震文子

233 践で障害・右片麻簿患者モデルを用いた食事援助に対する渓習方法の学びの効系

つくば盟擬短期大学 O長島縁穴田博美

母 8月25日(金)・

智恵井上範 江

234 片蘇捧・藤下j濠害の患者モデルに対する者護演習の効条 一演習記録での内容修正・変化の分析一

つくば盟際短期大学 O穴 宙博美長島縁

235 自己鼠糖測定演習を通した看護学生の学習過誌とその効果

九州大学践学部保健学科 O銭井千嘉長家智子
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j一般演題

236 看護援効場揺における看護学生の関心の傾向

西札幌病院附属札輯看護学校 O白砂 恭子

議潟県立大学 自尾久美子

浜松医科大学野津明子

轍8月258(金)轍

237 模擬患者との対応場捕における看護者の患者把撮(1) 一初居対応場面における把握内容についてー

弘前大学医学部保健学科 O石間議 溺野綾子ヌ斎藤美紀子商沢義子努藤久美子

工藤せい子小倉能理子

弘前大学産学部~ft属病院安杖擾子

238 模擬患者との対応場面における看護者の患者把擦問 一現職看護蹄と看護学生が把擢した内容の比較一

弘前大学医学部保健学科 O扇野綾子石岡蒸驚藤美紀子商沢義子工藤せい 予

小倉能理予 言寄藤久美子

弘前大学法学部F付属病院安杖擾子

239 模擬患者参加型学習に影響する関子の分析

聖マリア学院短期大学 O山 本 真 弓 吉 田 雅 俊 長 堤 秀 美 入 部 久 子

240 災害訓練に模諜患者・家族役として参加した学生は何を見たか

兵康県立柏原看護専門学校 O畑 吉節米

P 1会場第30群議礎看護 (5)

34 

241 看護学生の満足感の程度による自己評価の違い 一初回基礎看護学実習の場合一

徳島大学窓学部保健学科 O近藤 裕子

242 基礎看護学実習における学生の満足感に影響する要国

愛知県立看護大学 O水野美香田代ひろみ門井貴子佐藤美紀曽部 i湯子

小松万喜子大鳥

243 基礎看護実習終了後の学内学習における呂襟到達の評価 一学生の自己評価度の結泉から一

九州零護福祉大学 O藤田美貴上妻尚子柳井章子柴関恵子

244 看護学生が初めての受け持ち実習から得た学び 一実習自襟に示されていない学留成果に焦点をあててー

東邦大学涯学部看護学科 O渡透知佳子横鹿智明 白中英語蜂ヶ崎令子野崎真奈美

245 基礎看護学実智における看護技術の経験状況と学生の自己評価による達成度の検討

山形大学医学部看護学科 O松津洋子布施淳子平賀愛美

246 基礎看護実習終了後の「看護過稜j自己評価の分析にみる環器構習得度の違い

九州看護福祉大学 O柴田 恵 子 篠 田 美 貴 上 姿 尚 子 柳 井

日本看護研究学会雑誌 Vol.29 No.3 2006 



…般演題

247 審護早期体験実習における学生の意味化した学習経験に関する研究

若手潟大学大学院涯学系研究科 O浅井寵美須永準監

群馬大学涯学部約属病院看護部小林瑞枝

群馬大学法学部保健学科 驚藤やよい

P 1会場第31群看護技提言(1)

轡 8月25日(金)轍

248 看護技術アーカイブズによる次世代動画製データベースのシステム構築 その 1:ディレクトリ構成の検討

筑波大学大学段人間総会科学研究科(看護科学系)0楼弁和江浅野美札

249 審議技術アーカイブズによる次世代動溺型データベースのシステム構築 その 2・データベース設計の検討

筑波大学大学院人掲総会科学研究科(看護科学系)0浅野菜札楼弁科江

250 基礎看護技術に必要とされる専門基礎知識について 一開講時期に集点をあててー

名吉属大学法学部保縫学科 O藤弁徹也樋口

愛知賂立春護大学 問弁

愛知医科大学底学部中野騒

翠路加看護大学 中山 手口弘

251 看護系大学2年生が捉えた基礎看護技術の“知識"と“技術"

和歌山第立医科大学保健看護学部 C中執美智保辻泰代水自真由美

252 基礎看護技術習得に関する f学習日記Jにみる学生のメタ認知力の変容と，その関連要菌

星ケ丘車生年金保健看護専門学校 Olll本十三代 志戸間恵子

臨床研究支譲センター 出自 一期

253 コミュニケーションメッセージにおける学生の認知と言葉かけ

新潟県立看護大学 C松下由英子

254 基礎看護教育における心腕蘇生法(BLふAED)の習得過程の分析

飯田女子短期大学者護学科 O伊藤

255 実習前OSCEが臨地実習に及ぼす影響 一実習中間期の学金アンケート調査から一

茨城県立底療大学保健涯療学部看護学科 O浅川 和美子信村久美子小室俊文

滋 内 ふ き

256 新卒看護締の基本技術習得状況に隠する実態調査報告書についての一考察

長聖子患看護大学 O前倒 樹海

岐阜赤十字病院東篠倫子
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問一般演題 事 8月25日(金)噂

P 1会場第32群看護技術(日)

257 死後のケアに対する看護師の碁本的技術・儀礼的仔為・思いに関する実態調査

金沢大学涯学部付属病院 O田中千秋大西雅子中村一美縄本政枝

下田松子横山長美子

258 看護締の清潔ケア方法選択に関連する要因の検討 一治拭を選択する際に活用する情報の分析

埼玉県立大学銀期大学部 O高橋綾

259 A県内看護職者の患者指導に関する研究(第 l報) 一指導に対する考えとその実施一

弘前大学涯学部保健学科 O小倉能理子悶部テル子務藤久美子石間諜一戸とも子

工藤せい子西沢義子

弘前大学僅学部附属病i詫小林朱実

260 カフ排気速度が血圧測定値におよほす影響

愛媛大学医学部看護学科 O岩田英信釆松

261 血圧測定自己練習装置の期発(第2報) 一学生の血圧測定技術饗得効果の検討一

愛媛大学援学部看護学科 O武智由季釆松貞子岩阪英信

P 1会場第33群看護技術 (3)

36 

262 体位変換時の自律神経系活性と心拾数・血圧の変化 一日常生活および身体自覚症状との関連性一

九州看護福祉大学 O上姿 尚子樋口マキヱ

263 ボディメカニクスと生体負担及び介助時間と疲労度に関する検討

佐賀大学 O富 問 え り 奈畑中弥生熊本美子

佐賀大学成人・老年看護学識康藤田君支

264 中足法および背負い法による移乗動作の安全・安楽・自立の観点からの比較検証

滋賀県立大学入問看護学部 O伊丹君和豊田久美子久留島美紀子本田可奈子

265 締膜・硝子体手術後の腹臥{立安静における苦痛軽減に向けた体圧分散式マットレス使用の検討

兵庫県立加在JII病院 O工藤智美久下久美子壌国恵美子鴎滝稜子

兵庫県立大学山本恭子

266 異なる緩衝物体による腹臥f立時体圧分散効来の比較

市立枚方市民病院 O鶴木美和富田千秋

臨床研究支援センター 山田一朗

市立枚方市民病i詫藤村輝世
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目一般演題 事 8月25臼(金)・

267 窓{立における圧迫・ズレを軽減するための効果的な膝上げ方法の検討

関山県立大学保健福祉学部看護学科 O堀野千里浅井擾子冠野

持本由美森終曇

玉野総合医療専門学校遠藤明美

268 ギャッチベッドによる背上げ行為に関する実態調査

関山第立大学{呆健福祉学部看護学科 O荻あや子村上生美森終長

関山県立大学段保健福祉学研究科者護学専攻持本 窃美小山恵美子

:E野総合医療専門学校遠藤明美

269 ~長{立を中心とした体設変化による啓部・鐙部の体在の実態

東京法科歯科大学大学院 O二宮彩子千葉由美

了徳、ミ子大学増田敦子

270 呼吸器疾，患患者における坐世保持による啓部への体在の実態

東京医科歯科大学大学院 O千葉由美二宮彩子

了認寺大学健康科学部増留

271 洗髪とその体位が及ぼす生体への影響に関する文献的検討

岐阜大学箆学部看護学科 O金若

P 1会場第34群看 護 技 術 (4)

272 Miyajima式腹部底追法後の排便行動受適時間

浜松医科大学医学部審議学科 。宮島多咲子

llJ梨大学大学院涯学工学総合研究部 {左藤みつ予

273 勝説内鼠議を測定する機器“ゆりりん"の妥当性の検討

イ左賀大学医学部Ilit属病i涜 O綾部真由美 笠松久美子 イ左藤盟希子 諮問

九州援療センター 山下未央

イ左賀大学医学部審議学科安部加代子生藤和子

274 20歳代女性の務統内球最とその関連協子の検討

佐賀大学援学部約属病j詫 O治部擾子佐藤張希子蜜松久美子綾部真由美

九州箆療センター 山下未央

{左賀大学医学部看護学科安部加代子佐藤和子

275 r洗髪jにおけるすすぎ湯最に関する研究

藍野学説短期大学看護学科 O本多 容子

藍野大学医療保健学部看護学科緒方巧

276 皮}替の清浄度ならびに皮1習生理機能に及ぼす清拭の影響

福岡県立大学看護学部 O佐伯出番中野菜子
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一般演題

異なるj王力の末梢部温湯清拭が皮膚血流反応、に与える影響について

日本大学医学部衛生学 O青木健

東京女子医科大学東医療センター 須藤小百合

自治援科大学看護学部真砂涼子松問たみ子

母 8月25B(金)事

P 1会場第35群 看 護 技 術 (5)

278 後頭部冷護法における看護締のアセスメントおよび実施日的と評価との詞連

秋田大学陸学部保健学科 0工藤由紀子

279 晶器法の効果に関する研究の信頼性の検討

名古属大学医学部保健学科 O樋口香織藤井徹也

280 自律神経活動からみたホットパック混護法のリラクゼーション効果 一頚部と腰部の施行部f立を比較してー

石川県立看護大学 O有毘 広 美 大 島 千 住 小 林 宏 光 藤 本 悦 子

281 温熱シートによる長時間嵐翠法の効用 一若年女性の便秘症状に及ぼす影響一

名寄市立大学保健福祉学部者護学科 O縄野 恵子

地JII医科大学医学部看護学科 留焔寿美江

282 把握持久運動による筋疲労に対する器法の効条 一近赤外線分光j去を用いた筋組織駿素動態の解析一

長野県看護大学 O楊箸隆哉本部智子堀内美和秋山知也

信州大学医学部保健学科大平殺美砕上真子坂口けさみ

兵康県立大学者護学部谷田恵子

P 1会場第36群看 護 技 術 (6)

38 

心拍・血圧変動スベクトル解析を用いた足部マッサージおよびケア後の自律神経活動の評価

自治医科大学看護学部 O真砂涼子亀田真美松田たみ子

自治医科大学防属大宮医療センター 弁草理主E

日本大学監学部衛生学青木健

284 季節差は足浴の効染に影響するのか

宮崎県立看護大学 O長坂 猛 田中美智子

金沢工業大学榊原

285 看護学生が臨地実習で経験した足の爪切りおよび爪のケア

霞立西国がんセンター OおJllj少也伎 永井奈津美

愛媛大学病i淀宇治国明夏角谷援希子

西神戸監療センター 越智奈穂美

愛媛大学医学部釆松貞子
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目一般演題 轡 8月25日(金)事

286 Y式足浴法がもたらす生理心浬学的効果

愛知きわみ看護題期大学 O寄合純子白井裕子佐久間佐織袈賀京子

名古屋大学医学部保健学科藤井徹也

287 看護締の足や爪のトラブルとフットケアに関する実態調査

高i潟市民病院/富山大学監学系研究科修士課韓 O米山美智代

富山大学医学部看護学科成入者護学八塚美樹原元子

288 不奴を訴える入続患者に対する足浴ケアが鶴鼠へ及ぼす影響

佐賀大学大学説医学系研究科 O古鳥 智恵

イ左賀大学医学部看護学科井上範江児玉有子分漁るり子

289 炭酸泉入搭剤(花王のパブ)による足洛効果の検討 ~人工炭酸泉搭，さら湯との比較~

山口県立大学看護学部 O張替底菜採田

290 気分の変化をもたらす呼吸議撃の効巣 -POMS綬縮版による測定一

大政府立大学者護学部 O葉 山有香井上智子高辻功一坂本雅代

291 ESRタッチング法を用いた不安の改善についての研究 健常者での試み

徳島逓信病院看護部 01潟村 宏子

2n REM期と NRE話賭に起床を促した場合の覚額状況及び臼中の眠気の違い

長野県看護大学 G本間智子堀内美和楊箸騒哉

ダイキン環境・空競技術研究所高渡貿之新井謂一郎

兵庫県立大学看護学部谷沼恵子

P 1会場第3ア群議護技術(ア)

293 注射実擁過程における安全性の検討 一途中中断と手洗いに焦点をあてて

日本赤十字北海道義護大学 O休波茂子 山本

294 注射器の押し子の汚染に伴う諸説の汚染の検証

翠路加国際病践 0J:t川 真帆

蚊主幹大学援学部看護学科 滝内 稜子金若

295 注射器内圧を提示した採鼠練習法の効果

。趨i祭尚子新村洋米

296 上競緊縛強度と末梢皮膚血流量減少率との関係

愛媛大学涯学部看護学科 O後藤淳采松 岩部英信

297 薬剤の血管外漏出に対する器法の効果に関する糖尿病ラットを用いた実験的研究

。若田陽子武田利明
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問一般演題

298 抗がん剤漏出'性皮膚傷害に関する基礎的研究

岩手県立大学看護学研究科博士前期課殺 O及川 正広

岩手県立大学看護学部武田利明

骨 8月25B(金)轡

Pl会場第38群看護倫理

299 総合病院看護職のキャリアと倫理的問題への反感

九州大学援学部保健学科 O中尾久子樗木晶子

山口県立大学看護学部藤村孝枝

300 看護締の倫理的感受性に関する因子の検討

岐阜大学医学部看護学科 O足立みゆき 大津康子渡透亜紀子

日本赤十字九州国際審護大学看護学部宮林郁子

301 臨床看護師が遭遇している倫理的問題に関する対花、

独立行政法人留立病院機構東佐賀病院附属看護学校 O村田 尚恵、

302 臨床研究における倫理上の開題と関連要国の検討 一騎・呼吸機能路害者護の研究文献5年間の国舟調査から一

聖母大学 O梅村美代志

埼玉産科大学清水浴予

P 1会場第39群看護情報

40 

303 看護学生の偶人情報取り扱いに関する研究 一第 l報一

京都市立看護短期大学 O吉田広美今西誠子

304 看護学生の個人情報取り扱いに関する研究 一第2報一

京都市立看護鐘期大学 O今西誠子古関広美

305 蔀床肴護師の個人情報保護に関する認識と，その関連要因

新宮市立匪療センター O平 i湯子

臨床研究支援センタ一 山田一朗

事rr富市立医療センター摘出啓子接地万里子坂本美弥有竹由紀子

306 患者・看護摘の情報プライパシーに関する認識

中部大学生命健康科学研究所 O井口 弘子

名古産大学霞学部保健学科太閤 勝正

307 看護記録の開示時代における患者・看護部関係

議賀県立大学 O畳間久美子

滋 賀 医 科 大 学 平 英 美

湊JII短 期大学馬込武志
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問一般演題 .8月25日(金)・

P2会場第40群母性看護(1)

308 妊婦の自動車後席におけるシートベルト若用の実態鋪査

大寂大学大学院医学系研究科保健学専攻 O中高島有加里 大橋 一友

愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻 山口 雅子

309 妊娠および出産前後の女性の喫'壊の実態と関連要国(第一報)

静岡県立大学看護学部 O羽田野花美

310 妊娠を契機に禁煙した女性の喫煙状況加のたばこに関する思い

山形大学医学部看護学科-。小林淳子驚藤明子大竹まり子鈴木

岩手県立大学審議学部藤村由希子

板橋区志村健康福祉センター 片JlI

311 女性の健康支援に関する検討 一妊婦の体格および骨密度と妊援中のライフスタイルー

R十谷 a1圭

香JlU思立保健医療大学 O祭玲子松村恵子様村裕子竹内美由紀野口純子

宮本政子

312 出生時体重の推定要閣に関する研究

山口県立大学看護学部 O木戸久美子

313 出産後3年以内の女性の出産および尿失禁状況とその関連性

群馬県立県民健康科学大学 O河内

314 尿失禁で悩む女性が箆療接関を受診しない要留

公立学校共済総合北躍中央病院 O上関恭三子 森田

富11l大学医学部看護学科塚原節子

315 ー殺成人女性における使失禁発疲の実態とリスク婆悶およびQOLについて

f計H大学医学部保健学科 O坂口けさみ大王子雅美木村貞治揚本敦子

長野県看護大学楊箸珪哉

P2会場第41群母性看護 (2)

316 改訂母親意識・対児感情尺度により測定された妊婦の変化 一初産婦と経産婦の比較一

群馬県立県民健康科学大学 O行田 智子

群馬大学医学部保健学科今関節子

317 妊産袴婦の対児感情及び気分の経持的変化とその欝連

思捺医療福祉大学大学説修士課程 O武田江東子

国際医療揺祉大学大学院江橋芳枝

大卒レディスクリニツク 沼村一代
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四一般演題 轡 8月25臼(金)構

318 母親の子どもの泣きに対する対処行動プロセスモデル ー産後 1~2 か月においてー

産業鹿科大学産業保健学部 O長田 JII震予

神戸大学医学部保健学科喜多 淳子

319 4歳児の母親における脊鬼ストレッサーと経線感， 日中の眠気との関連

京都府立医科大学 O翼鍛えみ子松田かおり 関IB 悦代

320 母親の躍眠健康と幼児の際限習'蹟

京都府立医科大学 O松田かおり 農鍋えみ子爵間悦代

藍 野大学上野範子

321 櫨父母と孫の交流実態と影響要因

九州大学産学部保健学科 011中道 由紀

佐賀大学窓学部看護学科 斉藤ひさ

P2会場第42群母 性 零 護 (3)

42 

322 産科病院に勤務する助産師と看護締の職業性ストレスに関する比較研究

九州大学医学部保健学科 O馬場香識

日本赤十字広島看護大学渡辺恭子

九州大学医学部保健学科!日口 貞親中尾久子

323 産科病院に勤務する看護機のメンタルヘルスに関する研究 第 1報

一助産締・看護締の抑うつに関連する要国一

日本赤十字広島看護大学 O渡辺 恭子

九州大学法学部保健学科川口貞親馬場香織中尾久子

324 産科病院に勤務する看護識のメンタルヘルスに関する研究 第2報

一医療過誤の体験とメンタルヘルスとの関連一

九州大学医学部保健学科 OJII日貞毅馬場委識

日本赤十字広島看護大学渡辺恭子

九州大学医学部保健学科中尾久子

325 緑茶に含まれるアミノ酸成分テアニンの月経前症候群 (PMS)改善効果に関する研究

三重県立看護大学審議学部 O永克桂子二村良子村本淳子

京都犠大学看護学部 存在原 詰王子

太陽化学株式会社小木曽静香小関誠

326 臨地実留における看護学生の月経関連愁訴と心臓自律神経機能の変化

筑波大学人間総合科学研究科 O村井 文江

横浜市立大学援学部看護学科高烏 尚美

筑波大学人間総合科学研究科樋之i家淳子林務子
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目一般演題

327 審議学生の母性看護学実智前後における浅薄感情の変化

足利鐙期大学 O弓削 美鈴

国際援療福社大学江橋芳枝

328 中学校性教育後感想文分析による教育効果判定と教育時期の検討

関山県立大学大学院保健鵠祉学研究科 O宮間

329 r不抵看護」の動向 一文献レビューからの一考察一

産業底科大学産業保健学部 01室崎 美奈

P2会場第43群小児看護(1)

330 保育関児の病気・けがの経験と入院の有無

琉球大学援学部保健学科 O仲村美津枝被村恵美子

331 保育におけるケアと支援 -K県保育所・幼教関における与薬の実態一

九ナ11看護福祉大学審議学科 O二宮 球美

332 小見摺のライフスキルと縫康行動の関係

母 8月25日(金)轡

字座美代子

京都大学大学院医学研究科付属高次脳機龍総合研究センター O森口出佳子

333 学章期のセルフケア能力に隠する研究川 -6年生鬼童の後康認識と健康仔動の濁連牲の検討一

横浜前立大学涯学部看護学科 O塚本尚子野村明美山口みのり

334 学主主j誌のセルフケア能力に関する研究山 一6年生児童の主鋭的健康と日常生活習領との関連一

横浜市立大学毘学部者護学科 O出口みのり 塚本尚子野村明美

335 学叢期のセルフケア能力に関する研究山 一6年生児議の日常生活習嶺と保護者の認識との関連性一

横浜市立大学法学部看護学科 O野村明美塚本尚子山口みのり

336 子どもの食生活を通してみる母殺の意識に関する研究 一食生活に対する看護介入の影響を探る一

元北畏大学大学院看護学研究科 。禁日 舞

北泉大学看護学部 w本

337 援療における中学生の納得に関する意識調査

熊本大学教育学部 O本間

P2会場第44群小売 義 護 (2)

338 入院中の子どもに付き添う母親の健康に関する研究 一母親の疲労と夫の精神的サポートとの関連一

京都府立箆科大学医学部看護学科・ 。関間 後代

日本看護研究学会雑誌Vol.29 No.3 2006 43 



問一般演題 轍 8月25日(金)事

339 病混とのコミュニケーションに対する不安の程度とその変化に影響を及ぼす要閣について

福岡E支援療センター間潟看護学校 O青木久恵藤田 真理

小倉病院附属看護学校 門司真由美

東佐賀病院附属看護学校一宮絵美

九州慌療センター防腐福隠看護助産学校 首藤農奈美

長崎医療センター隙罵福問看護助産学校 山下智美

340 小児とかかわる者護締が考える効果的なプリバレーション

滋賀県立大学入問看護学部 O古株ひろみ流郷子幸

341 グループ学習方式で実施する小児看護技術演習の教育方法

愛媛大学大学院法学系研究科 0山崎 歩

愛媛大学医学部看護学科中村慶子

342 小児看護学実習における，学生の看護技術体験を過した学び

香川県立保健僅療大学 O小)11 佳代舟越和代三浦浩美

343 擦害児の家族に対する者護学生の認識

高知大学 O尾原喜美子

344 虐待関11:啓発の効栄 一腹締・児童稲談所・地域保健師の立場からのシンポジウム形式による講義の効果一

市立名寄短期大学看護学科 O伊藤 良子

P2会場第45群老年養護(1)

345 夜宅後期高齢者の足指・爪の状態と爪切りの笑態

財団法人寄仁会フォレスト熊本 O溝下 )11買子

大分大学罷学部看護学科三三重野英子横山哲代末弘理恵

346 健康な高齢者の足への関心と足トラブルの現状

愛媛県立医療技術大学 O酋悶 伎世

347 老人保健施設入所高齢者の毛髪中必須および有害ミネラルの実態

東邦大学医学部看護学科 O福嶋龍子小玉敏江荒井

348 高齢者の舌ブラッシング効果と性，喫煙，義歯との関係

名古屋市立大学看護学部 O伊藤奨由美 藤原奈佳子

P2会場第46群若 年 看 護 (2)

44 

349 高齢者施設における捧癒予防に関する看護者の認識と実践 一寝たきり高齢者と車椅子高齢者の比較一

熊本保健科学大学 O萩j撃さつえ内山久美蔵本文乃
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目一般演題 母 8月25日(金)・

350 腎棲造設 (PEG)患者の排便管理と使の性状の実態、

金沢大学大学院佐学系研究科保健学専攻 O泉 キヨ子平松知子正課寺美穂

大 島 あ ゆ み 松 本 智 里 康 問

351 膝関節症を患った高齢者の対処行動と QOL(生活の貿)

名寄子市立大学保龍福祉学部署護学科 。深i率

姐JII医科大学医学部署護学科 高間哲子

元市立名寄短期大学藤井瑞恵、

名寄市立大学保健福祉学部着護学科根本和加子渋谷恵子

352 骨粗軽症患者の睡眠実態諦査と陵奴障害に影響を与える因子の検討

京都府立医科大学医学部看護学科 O福録恵子藤田淳子

353 高齢者の持うつの緩和とその関連要四

県立長締シーボルト大学看護栄養学部看護学科 C吉川 秀敏 罰武和子

354 施設高齢者の転倒環境

新潟大学監学部保健学科 O加藤真由美

金沢大学大学院泉キヨ子王子松知子

355 多重ロジスティックモデルによる f転倒・転落アセスメントシートj再構成の試み

箕面市立病i淀 O故藤久美子

箕面市立介護老人保健議設内藤麻実

臨床研究支援センター 山田 一朗

356 急、性期病院における運動器疾患のない高齢入段患者の歩行能力低下の要留に関する研究

金沢大学大学院院学系研究科保健学専攻 O湯野智香子泉 キヨ子王子松知子

357 認知疲高齢者グループホーム利用者の2年間の精神状態，日常生活動作自立度の変化と関連要問

東海大学健康科学部 O小山 幸代

東京大学医学系研究科博士後黙認寂小林小百合

358 認知疲予i坊の効来的な介入方法の検討 一老人クラブに所属する高齢者への集合調査から一

自治法科大学看護学部 O竹垣俊子高木初子水戸美津子

P2会場第4ア群若年審議 (3)

359 施設入所高齢者の語れた主張 ーもっとできる自分を知って欲しいー

愛媛巣立医療技術大学 O沖中 由美中野静子

神戸市看護大学沼本教子

360 ケアハウスで暮らす高齢者の日常会話の実際

独立行政法入国立病続機構九州援療センター O三輪彩

大分大学底学部看護学科 三重野英子
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間一般演題

361 ケアハウス入居高齢者の生活の質 (QOL) 一施設の設置形態の違いによる関連一

山梨県立看護大学短期大学部 O檎原登志子

362 通所リハビリテーションの認知症高齢者のストレスから捉えた体験

香川大学看護学科 O大森美津子

川崎霞療補祉大学小林泰男

香川大学看護学科大潟智禁

363 介護老人保健施設を利用している高齢者の交流に関する研究

自治援科大学病院 O山崎 美沙

自治医科大学看護学部高木初予水戸美津子

364 介護老人保健施設スタッフの高齢者の性に対する知識・態度と性的言動への対応

大分県立看護科学大学 O河野優子小野美喜架麗典子

365 高齢者の性規範jから考えるケア

吉俄鴎際大学看護学科 O谷田恵美子

366 認知症高齢者の主介護者が一般病院の看護蹄に対ーして抱く期待

虎の門病院 O邸中 和佳

大分県立看護科学大学赤司千波楽屋典子

噂 8月258(金)嘩

P2会場第48群 老 年 養 護 (4)

367 介護保険施設に勤務するケアスタッフにおける BPSDの捉え方

大甑大学大学院医学系研究科保健学専攻 O九津見雅美伊藤美樹子三上 洋

368 介護スタッフの認知症高齢者に対するコミュニケーションの特徴とその関連要国

名古鹿市立大学看護学部 Oi1l田紀代美

静岡県立大学看護学部商問公昭

369 高齢者のアクティビティケアに携わる職麓の実態と連携上の課題

山口県立大学看護学部 O原田秀子問中マキ子資JII 綾子堤雅恵

宇部フロンテイア大学短期大学部 涌井忠昭

広島大学大学院保健学研究科小林敏生

370 介護老人保健施設に勤務する看護殺が捉える課題と研修ニーズ

埼玉県立大学短期大学部看護学科 O斉藤 敦子

P2会場第49群老年看護 (5)

371 看護学生のデイケア施設見学による高齢者観の脊成

旭川医科大学震学部看護学科 O高間哲予報部ユカリ

46 日本看護研究学会雑誌Vol.29 No.3 2006 



目一般演題

372 通所介護 1自体験における看護学生の学び 一実習レポートの分析より一

滋賀底科大学僅学部者護学科。問中小苔合 太田 節子

373 基礎看護学実習における高齢者とのコミュニケーションに関する看護学生の認識

春日昔p市立看護専門学校 O縄開美佐子

さいたま市立高等看護学説根岸貴子

埼玉県看護協会内村恭子

早稲田監療技術専門学校高橋公子

大宮援鮪会看護専門学校脇坂由紀子

埼玉県立常盤高等学校看護専攻科大出 尚子

374 潟齢者を理解するためにインタビューを行った学生の学び

藍聖j'大学医療保健学者fS審議学科 O伊藤 良子

室主野大学大町弥生中山出美綿貫成明営地

375 看護学生がグループホーム実習での認知症高齢者への対花、で留難を感じた場面

福岡大学院t属零護専門学校 O有隠 久美 太朋美津子

国際医療福祉大学大学段 大浦ゅう子

376 高齢者に対する印象形成の実態と，その関連要留

轡 8月25臼(金)骨

王子水尚美辻村史子

間家公務員共済組合連合会主支援奈病院 O下魁 節子 百水久美子

臨床研究支援センター 山田 一郎

377 器内の涯学・者護学領域におけるエイジズム(高齢者差別)に関する文献研究

北里大学看護学者r，綿貫恵美子

P2会場第50群精神看護(1)

378 統合失調疲者における説覚的認知に関する研究の検討

香川県立保健援療大学看護学科 O白石裕子関包和也

379 統合失調疾患者の却務への対処ストラテジー

香川県立保健援療大学看護学科 O刻包和也 自石裕子

380 統合失調疲者に対する看護の評価と今後の課題

関立者護大学校 O森千鶴下車 松本賢哉宇都宮智

国立精神神経センター武 蔵 病 院 佐 伯 幸 治 鈴 木 美 穂

下総精神威療センター 山田 洋

381 統合失調疾患者の退段の意思決定に関する体験

岡山労災看護専門学校 Oi事国 由美
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目一般演題

382 デイケア・作業所に通所中の統合失調症患者が自尊心を沼復するプロセス

岡山県立大学 O神宝貴子

岡山大学閥方弘子

母 8月25司(金)噂

P2会場第51群精神看護 (2)

383 精神科念、性期閉鎖病棟における暴力とその誘関

国立看護大学校 O下車誠二宇都宮智松本賢哉森千鶴

下総精神底療センター 出問洋

臨立精神・神経センター武議病院佐佑幸治鈴木美穂

384 精神科看護婦の病的多飲水患者への看護に対する意識と盟難性

山口大学震学部保健学科 O佐藤美幸山根俊恵磯村聡子

滋賀医科大学涯学部看護学科作EB 裕美

385 精神科病棟肴護締の面会家族に対して行う患者の状流説明に関する研究

名古屋市立大学看護学部 O稲援久未久米和興

386 精神科看護部が捉えた急性期患者家族の状況

滋賀県立大学入問看護学部 01打左京子牧野耕次

387 地域で生活する精神欝害者の家族介護者が抱える介護負担感に影響を与える要部

西南女学院大学 O藤聖子 成美

広島大学大学院保健学研究科 岡村仁

388 パニック障害患者の憾みとその対処法のプロセスに関する研究

広島国際大学看護学研究科看護学専攻 O三町ちずる

広島国際大学看護学部 山崎登志子

389 DV被害者から晃たDV加害者の家族関係の意味づけ

宮崎大学 O村方多鶴子

390 精神障害者が通所している小規模作業所に対する地区住民の意識

山形大学産学部F付属病説 。真木智

名古屋市立大学久米和輿

山形大学医学部看護学科務藤深雪

P2会場第52群精神看護 (3)

48 

391 アルコール依存症者の磁沼会参加の意義

前大分大学医学部看護学科 O藤浮住奈

大分大学援学部看護学科松間緑
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問一般演態

392 断沼会の参加者における KOMIチャートの有用性

飯田女子短期大学専攻科地域看護学専攻 O上後 育代

393 心の開題を指える患者に動物を介在したときの気分の変化と看護の可龍性

務潟県立大学 O熊坂睦行

筑波大学升秀夫

大 獄病位議議詰久

東j農地域保健所小窪和博

394 集出心潔教育の参加中断の要閣に関する研究

国立精神・神経センター武議病院 O能的

国立看護大学校松本賢哉

395 精神科訪問看護の効系の認知に関する研究

一青森県立保龍大学 O村松 仁 角議

東京大学高井秀宗

青森県立関健大学中村恵子

元青森県立保能大学;坂井部恵

P2会場第53群精神 看 護 (4)

藤井博英

396 務神科新人看護師が患者との関わりで認知するストレスに関する研究

母 8月25臼(金)轡

和歌山県立こころの産療センター O栗山真理子培藤嘉明和泉孝典

397 中堅看護締の後輩育成への役割意識 ~S精神病院での商接鏑査から~

福井，記念病院 O板坂

北 箆 大 学 大 学 院 出 口 禎子油関明子

398 絵本を利沼した学生の授業評価 一読後感想文の分析を試みてー

富山県立総合衛生学院 0-ノ山隆司

福井大学窓学部看護学科上野

399 看護学生の訴究的思考とスキルの基礎的な育成に関する検討 一問題解決裂グループワーク学習の過程から一

九州看護福祉大学看護学科 O前間由紀子増田 安代

400 精神看護実習における学生の戸惑いと実習指導方法についての検討

千葉県立衛生短期大学看護学科 O渡辺 尚子中村博文

401 務神看護実習における学生の学びとクリテイカルシンキングの関連

千葉保立衛生短期大学審議学科 O中村博文渡辺 尚子

402 精神看護学実習における看護過殺の有効性の検討 一看護過程を用いたことによる学びの変化一

広島市立看護専門学校 O折山 阜商
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目一般演題 轡 8月25日(金)蟻

P2会場第54群家族看護

403 ロイ適正、モデルの家族アセスメントの枠組みを用いた看護学生の家族アセスメントの分析

日本赤十字九州間際看護大学 O小林 裕美

鳥取大学底学部保健学科乗越千校

404 脳死下臓器提供選択後のドナー家族の他者との棺主主作用における心理プロセス ー母親の語りから一

福井大学病院 O高山裕喜枝

福井大学涯学部看護学科 j箆弁明子岩田浩子

405 高齢者患者家族の介護意欲を支える看護締の言葉

厚生違法JII病院 O飯 野玲子岩城小百合有沢知子 j共同

福井大学援学部看護学科上野栄一

406 看護学生の家族看護観の分析(第2報) 一領域別実晋後の変化一

杉悶克子

熊本保健科学大学保健科学部看護学科 O内山久美山口裕子月掛和恵

亀山 立五弓

P2会場第55群感染看護

407 標準予防策コンブライアンスの現状について 一日本における認査文献のレヴューから

九州看護福祉大学 O森 みずえ

408 手洗い・消毒前後の手指からの黄色ブドウ球菌検出状況 一券経内保菌・手荒れとの関連について

宮崎県立看護大学 OJII口真紀子 島内千恵子

409 看護学生の感染管理教育にEラーニングを導入した教育方法

公立大学法人横浜市立大学医学部看護学科 O渡部節子 高島 尚美

東京大学法学部附属病院佐藤陽子

P2会場第56群国際看護

50 

410 看護持為・業務内容から捉えた看護の中日比較研究

前大分大学大学j淀毘学系研究科修士課程看護学専攻基礎看護学領域 O主 沫霜

大分大学涯学部看護学科基礎看護学講座小橋 光子

411 看護締による無資格者護者への業務委託についての検討 ー豪州の現状が示唆するもの一

北海道大学涯学部保健学科 O伊藤紀代{左藤洋子

日本看護研究学会雑誌 Vol.29 No.3 2006 



第32四日本看護研究学会学術集会

講 演要 回
目



会長講演

f社会資源としての看護J

…激動の時代，看護に求められているもの一

松間 緑(大分大学医学部著護学科)

藤長石壇靖子(医療法人東札続病院/北海道医壌大学)

第 1自民 9 : 1O~9 : 50 

A会場(コンペンションホール)
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@会長講演φ

社会資源としての看護

激動の時代，看護に求められているもの-

大分大学法学部看護学科松関 緑

現在，わが留の保健・医療・看護を取り巻く社会環境は.まさに歴史的変動期に差しかかっているといえる。少子高齢

化，疾病構造の変化といった課題に加えて，医療技術の進歩に伴う魚の諸問題，高度情報化がもたらす社会変化などが，

悶民の意識や傾値観，生き方にも大きな影響を及ぼしている。まさに激動の時代に直面しているO こうした時代の変化を

踏まえ，私たちは，本来の職務を超えた地平に，新たな希望と開題解決への展望を求めなくてはならない。

看護に視点を移すと，わが国における看護級者(保健締・助産部・看護師・准看護締)養成は，次のような養成機関で

行われている。会高等学校(衛生看護学科)，②准看護部養成所，舎看護師養成所，ミむ保健士養成所，ミ会助産締養成所，

舎授期大学 (2年課寝・ 3年課程)，会大学(看護大学・大学看護学科・看護学科など)，③大学院(11多士謀説・博士課程)。

しかし 1990年代になって医療の高度化，高齢化社会の進行や疾病構造の変化など様々な産療ニーズが高まり，それに

{半って派生する複雑な問題に対応できる専門職の要請が高まってきた。看護学教育を実践できる 4年制大学を求める社会

的要誌のもと平成4年の看護師等の人材確保の促進に関する法律に基づく施策の実行を見る段階になってから，看護系

大学の数は急増した。

このように 4年制看護大学の増加など，専門職養成の制度は整いつつあるものの，果たして看護は社会化し閤民の

ニーズに応、えうる社会資源としての位置づけがなされているだろうか。このことについて考えてみたい。

54 

211ま紀の保健・陵療・福祉の枠組み(パラダイム・シフト)を考えると，次のようになるc

奇病気治療から疾病予訪・健康増進へ

20世紀の医療は， rいかにして病気を治すかjに重点が霞かれていたが. 21世紀の監療は，疾病予防さらに健康増

進に向けて fどう支援するかJに重点が置かれるようになった。

@ 救命中心の毘療からQOL(クオリテイ・オブ・ライフ)向上へ

20世紀の僅療は，患者の「救命Jに力点が霞かれていた。 21世紀は救命医療とともに，患者のQOL向上が大きな

位置を占めるだろう O 生活習慣病などの患者には，治療と並行して生活の質を高めることが重要となる。

医療提供者中心から利用者中心へ

援療の主体は.提供者ではない。医療はサービス利用者である市民のために存在するC 市民を主体とした医療シス

テムの改革と構築に務める。

自立に向けての福祉と保健の融合・統合へ

高齢者福祉，障害者福祉など，福祉領域の大きなテーマは「自立支援」である C これまで福祉と保健は，密史的に

も専門的にも，あるいは法的にもそれぞれが緩めた独自性によって「境界jが存在していた。手段は異なっても日的

(対象者・患者)は関じである。これからは相互の補完・述識とネットワークによって f融合・統合jへの努力を惜

しんではならない。

舎在宅・介護の変容に部正、する看護へ

在宅・看護は，多くの入が望む姿であるが，核家族化で家族構成員の意識などが変化し現在は関難な状況にある。

また家族のみの介護は特定の家族(とくに女性)への心身負担や疲労が多大となる。介護保験制度は，これを社会化

し f措霞から契約へ」と仕組みを樹期的に変えたものである。この制疫の中で専門職(者護験者・介護士・ヘルパー

など)が，家族を支援しながら自宅看護・介護を維持させるc 需要はますます高まるだろう

そこで看護が社会資源としての役割を果たすためは，国民の期待やニーズを積極的に掘り出し，果敢にアプローチする

日本肴護研究学会雑誌Vol.29 No.3 2006 



必要がある。その要請に応えるために，どのような支援が必要かを列挙した。

会少子化と子育て支援

会思春期の心と身体の健康相談

ミ会 開民の主体的な健康づくり支援(健康相談・患者教育の推進〉

在宅ケアの充実(訪関看護・看取り看護)

号埠性疾患を持ちながら社会生活を続ける人々への対広、

舎勤労者の健康問題と解決への支緩

会救急、・急性援療の強化

事 高度援療技術に対正、した高度底療ケア技術の強化

これらのことを病院や地域で実施しなければならない。また，日本国舟のみでなく世界各国からの要請にも時える必要

があるo とくにアジア太平洋地域での日本の役割は，これからますます高まるだろう。

米関のパーニス・ブレッシュ，スザンヌ・ゴードンは f沈黙から発言へjという著書の中で. r健康と援療に揮する報

道ではナース以外のどの駿種もナースより多く扱われていたc ……ナースはリストの最下{立で，……健康・医療に詩する

重要な報道に，審議の影すらも映らないようなら，諜が看護に資金を提供すると言うのだろう合また，隷が看護の髄伎を

認め理解すると雷うのだろう O ……Jと述べている。

専問機としての地位も確立し自立と自信に護れているはずの米国のナースですら，このように表現されている。ひる

がえって日本では，もっと看護験者がどのように仕事をし社会貢獄しているか.国民とともにある社会資源として，ア

ピールしなければならない。これからは，議極的に看護験者が実施している仕事，研究等を照知させる努力. r安全・安

心・健康」にたいする協働者としての存夜惑を高めなくてはならない。 これを正しく詳備するマスメディアとの r1すき
合い方jや，その活用法も重要かと思われるc
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招轄講演

ベナ一審護論

看護師らしくみて考えるための学び

…臨床的推論とケアリング実践…

Patricia Benner (カリフォルニア大学)

産長井上智 (東京産科歯科大学大学技保健衛生学研究科)

第 1臼日 10 : 00~12 : 00 

A会場(コンペンションホール)
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@招轄公演@

“Learning to see and think like a nurse : Clinical reasoning and caring practices." 

Patricia Benner， R.N.， Ph.D.， FAAN 

Nursing understood as a practice discipline presents a set of challenges for both teaching and learning. To become an expert 

practitioner the student must gain access to a coherent understanding of the practice of nursing. The challenge to nursing educators， 

indeed educators in any pr且cticediscipline is how to equip students with the necessary cognitive skills and to teach them to act on their 

judgments about p乱tienピsneeds同 bethey at the bed-side， with families， or in society --in situations that are under叩 determined，con-

tingent，乱ndchanging over time. To do this鉛 cces出 lly，teachers and students must integrate wl剖 wecall the “three apprenticeships" 

involving 1) le乱rningto think like a nurse， 2) learning to perceive， judge and perform like a nurse and finally， 3) learning to behave 

ethically and compassionately on behalf of the patient. This lecture will present a paradigm case of乱nexpert teacher who embodies 

teaching practices that invite students to appreciate and take part in the knowledge， practical know-how， ethical comportment， and artω 

istry of nursing as a practice. 

How does the masterful teacher set up the conditions of possibility for the student's experientiallearning， moving from novice 

to expert? How does the expert practitioner teacher in nursing invite the student into the practice in a way that fosters an appreciation 

for the integration of the knowledge， practical know句 how，ethical comportment， and乱rtistryof that practice? Examples will be drawn 

from students narratives oflearning and from the case of the expert t巴acher.

Most clinical nursing practice requires a flexible and nuanced ability to interpret a not-yet-defined practice situation as an in-

stance of something salient that should call forth an appropriate practitioner response. Once a clinical situation is understood or grasped 

by the student， how can the teacher then guide the student further toward recognizing the relevant research， possible int巴rv巴ntions，

and other inherent possibilities available in the particular situation? How does the student nurse come to recognize possible good and 

less than optimal ends in actual clinical situations? The teacher must help the student nurse see both the medical and nursing implica-

tions of a situation， since the nursing implications always require an understanding of the pathophysiological and diagnostic aspects of 

the patient' s clinical presen 
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。招謄公演@

看護師らしくみて考えるための学び:臨床的推論とケアリング実践

Patricia Benner， 1ミ.N.，Ph.D.， FAAN 

「実践的j学期と理解されている看護学では，教育する側にも学習する叙Ijにも様々なチャレンジ課題がある。熟練した

実践家を自指す学生には，看護実践についての若尾一貫した理解が必要になる。看護教育者にとっては，あらゆる実践的

学期の教育者も向じであるが，学生に必要な認識能力をいかに身に付けさせるかは課題であるo 時にはベッド・サイド，

また加の時には家族と一緒，あるいは社会の中というように不安定で，不確かで.刻々と変化している状況下での患者

のニーズについて，学生が自分なりに判断した結果に従って行動することをどのように教えるかも課題であるc

成功させるためには，教育者・も学生もいわゆる「三つの見習いjを統合する必要がある。すなわち.出看護蹄らしく考

えることの学習看護締らしく知覚し・判断し・行動することの学習，出患者のために倫理的にかつ思いやりを持って

行動することの学習，である G 本講演では，知識や，実践的ノウハウや，倫理的態度や，看護の実践的芸術牲を学生が渇

く評価しかっ関与できるように，実践教育を具体化できる熱線した教脊者の規範事例について紹介する

巧みな教員というのは，学生が初心者から達人へと経験的に学習できる条件をどのように整えるのであろうか。熟練し

た著護実践教員lえ知識や，実践的ノウハウや，倫理的態度や，看護の実践的芸術性を学生が統合できるように脊ててい

るが，実際にはどのように学生を実践へと招き入れているのであろうか。

ついての事例を紹介する

についての学生のナラテイブと熟練教員に

臨床看護実践の大部分では，米機定な実践状況を柔軟かつ綴妙に解釈できる能力が求められている。開えば. f可か鎮著

な事柄，実誤家による的確な対応を呼び起こすような状況である O 学生がひとたび磁床状況を理解あるいは把握した時点

で，教員はどうすれば学生をさらなる

くことができるだろうか。

つまり，関連研究や，可能な介入や. ~寺定の状況下での可能性について，

実捺の臨床状況下で，良い結果が得られるかもしれない，あるいは最善の結果にはならないかもしれない，ということ

を看護学生はどのように認識するのであろうかc 教員は看護学生が状況の医学的意味合いと看護学的意味合いの両方を見

るように援助する必要がある。なぜならば，看護学的意味合いに比患者の臨床所見や疾患の病態生理学的あるいは診断的

叙IJ街が必要になるからである。さらには，回復に向けて患者自身が持っている，身体的，社会的，精神的資源を，どうす

れば最も強化できるかの理解も必要になる。看護離にとって，患者が病気やi蚤我から回復したり喪失を受け入れたりする

のに活用できる生理的，社会的，精神的資諒をアセスメントし引き出すことは，良い看護実践の結末の中核をなしているO

したがって，良い態床判断は決して状況の技術的側龍と化すことはできないc むしろ患者や家族などの人掃の関心を十分

に考惑すべきであるc

(訳上鶴
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特別講演 I

精神障害者の地域生活支援に必要なもの

大隅紘子(大分県精神保健福祉センター)

謹長竹埠恵子(国際涯療福社大学)

第 l日昌弘:30~15 : 30 

A会場(コンベンションホール)
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。特別公演 Iφ

精神樟害者の地域生活支援に必要なもの

大分県精神保健補社センター大隅紘子

日本の医療改革の動向はどんなになっていくのであろうか?

ずーと以前に「銀符が倒産する日」などの見出しが雑誌などに散見されていた摂，門外漢の者には全く銀行の将来どう

なるかは分からなかった。しかしこの十数年の銀行などの動きは「銀行が倒産するjことが現実になった日本を実証し

てくれた。そのころ開いた陸療経営学の導内家の意見では，銀行のつぎに倒産するようになる業界は援療業界と建設業界

であるとのことであった。その躍療業界の改革で、は何が起こるかというと，病院が競争にさらされ，その結果病院の 7割

くらいが生き残れるだろうとのことだ、った。生き残れなかった残りの 3割の病院とそこで働く医療従事者は，在宅医療の

仕事に携わるように変革を余儀なくされるだろうと，将来像を語っていた。その援療経営の専門家が語ったようにこれか

らの日本の病院はなっていくのであろうか?

さて，昨今は. ~ま療経済的な事情から長期に病院に入院しておくことが器難な時代になってきている。つい最近の新開

では.ガ、ンの末期の患者を入臨させてくれる病院がない「ガン難民」という問題が生じていると某ガンセンターの医師が

述べていた。この問題を解決するには，ガンのターミナルケアを在宅でおこなえる援郎や看護師の養成が今後必要との意

見であった。様々な疾患に対する在宅医療の要請が出てきているようである。好むと好まざるとにかかわらず，様々な要

罰で「在宅医療への流れjがわが臨にはできつつあるように見える。

ところで¥従来から精神科援療は入院援療中心であった。しかし最近では入院援療から地域援療への転換の必要性や

可能性が唱えられている。地域での準備が整えば.全国で、精神科病院に入院中の72，000人の患者が退i誌で、きるという厚生

労働者の謂査が公表されている O 厚生労働省は.10年跨にこの72，000人の入院患者を退i誌で‘きるようにせよと君っている。

精神科医療でも，最近では在宅医療専門の陵邸が出現してきた。訪関看護な病院やクリニックだけではなく，訪問

看護ステーションでも，精神科訪問看護をしてくれる機関が増加することを期待している。

また，荘宅産療を支える諸領域での充突が必要である。グループホームやホームヘルパー支援などの居宅支援事業，病

気の急変に初期対正、できる精神科救急電話相談の充実，さらには，就労支援の充実，障害者就労の促進などである G ま

た，長期の入院によか生活の全てを病院に依存して生活してきたために失ってしまった生活機能を一定期間訓諌するこ

とも，場合によっては必要である。すなわち.退院後の生活をできる限り自分でできるようにする生活訓練施設での訓締，

金銭や眠薬を自己管理できるようにする糠習なども必要である。また，精神保健福祉の専門家に溜った呼気には相談でき

ることも必要になる。地域で暮らす精神障害者が地域の人々から偏見の自で見られたり，恐ろしがられたりしないように，

偏見を少なくする活動も忘れてはならない。そのためには教育や，テレビや新聞などのマスコミを通じて，正しい精神鰭

答の知織を{云えることも大切である。
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学会誌への投稿か5掲載まで

JII 日 孝泰(筑波大学大学院人間総合科学研究科)

鎧 日本看護研究学会議集委員会

第 1日目 14 : 40~ 16 : 00 

お会場(フィルハーモニアホール)
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φ交流会φ

「学会誌への投稿から掲載までJ

日本看護研究学会編集委員会

編集委員長:J11 口孝泰

編集委員:中 木 夫 田裕子

金城祥教 野明子

浅野みどり 楼井利江

平成16年の4月より発足した今期の編集委員会の活動も， 3年目をむかえています。学術学会の学会誌は，学関(看護

の発展に寄与しさらに社会に貢献していくための知的生産物として，最も重要な学会活動の枝の一つです。この交

流セッションでは.今郊の学会がこれまでどのような方法で学会誌の編集活動に取り組んだのかについて，ご紹介させて

鼠くと共に，この機会を通じて， r学会誌への投稿から掲載までJと題して，是非とも会員の皆様からのお知恵を頂き，

より良い学術誌づくりに反映させていきたいと思っています。

。投稿論文数・査読委員の推移

今期の編集委員会が発足したのは，平成16年4月からです。投稿数の推移を見ると，平成15年度は70編でした。平成同

年疫の投稿論文数は52編，王子成17年度の投稿論文数は78編です。この間に，年4期に分けていた投稿期日を取りやめて，

王子成17年8月からは，随時受け付ける方法に変更しました。この 3年間で.投稿数は徐々に地えています。そのために従

来の方法での査読では波界があり，よりフェアでスピーデイーな査読システムの構築が必要となっています。今後，より

良い研究誌を作成していくためには，現行の方訟の修正すべき点，新たに加えていくべき点.投稿規定や執筆要領の内容

など，多くの改善すべき課題を抱えています。そこで，今期の交流セッションでは，これまでの投稿と査設に関わる統計

データをお示ししながら，編集委員会の取り組みについてご説明させて頂くと共に.この機会に学会員である参加者の皆

様方ーから様々なご意見を頂j 査読方法などについて改善していきたいと思っています。

@現在の査読の涜れ(編集委員会申し合わせ事項)

日本看護研究学会編集委員会資読経緯
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〈査読の手)1震(ブローチャート密)の解説〉

@第一段階

投稿者からの受付

学会事務局が投稿論文を受け取る。事務局より投稿者へ「論文受付はがきjでお知らせする。事務局は投議論文一

部をコピーして，原本は委員長が保管する。(この時点ではコピーは事務局に保管J

編集委員長の一次審査

委員長は，投稿論文が原稿執筆要領にあっているかどうかをチェックするc 投稿規定に合わない場合には，事務局

にその宕缶達して，投稿者にその内容を知らせ，投議論文と共に「投稿論文修正のお綴いJ(文書〉を郵送会その他

の投稿者には， r受現はがきjを出す。

委員長は編集担当委員を決定して，メールにて担当者に担当論文を通知すると同時に事務局に担当編集委員名を

知らせるO その後，事務局はm当委員へコピー扱(事務局でコピーした物(現在の競寂ではコピー 2部だが，規程改

正して 3部にすればコピーは不安c 当面は事務局にこの分のコピーをお額いする))を担当編集委員に発送する G

拐当編集委員への振り分け

は，送付された内容を見て，原則として査読委員名簿から査読委員 2名を披援するつ(推薦者2名は

メールにて編集委員長および事務局に連絡)編集委員長が2名の査読者が妥当と判断した後に事務局は，査読者2

名に原稿を送付するく査読にあたってのお額い〉。査読者には，偶人が特定されないように十分に記慈した涼拐を

{すーする Q 査設がーゲ月を過ぎても返送されない場合には，査読督促状を送付する

査読者への依頼ー返答

査読結果は，所定の用紙に必要事項を記入して.室長読本文ゆで査読者が特定されないよう して事務局

に返送してもらう O 事務局は， およ そのコピーを郵送・報告する。

員は，その結果さと受けて， r探fflJ 「不採用j を判断し再査読が必要な場合に

し湾まを読を査読者に依頼・送付するc

査読者への礼状

f採用Jおよび f不認用jになった場合には，投稿者に寵ちにその設を伝えるく文書〉と同時に，査読者に対して

も「礼状はがきjを送付する。投稿礎知が異なって採用された場合などは，そのEぎを投稿者に丁涯に{云え承諾を得。る。

@第二設轄(再査読論文)

持投稿の受付

学会事務局が投稿論文を受け取るむ事務局は投稿論文を一斉1Iコピーする。原本は編集委員長に送付し

が投稿規定にあっているかどうかを判断し投稿者へ「符投鶏論文受付はがきjでお知らせする

の最終判

その後，持投稿論文を担当編集委員(事務局でコピー)と査読者iこ送付する。この段階で査読者により，再投稿論

文に対する f採用J. r条件付き採用(担当編集委員が修正点を最終的には判樹できるレベル)碍修正Jr不採用j

が決定される。事務局は，この判断結果 に報告し担当編集委員がこの持点で掲載の可否を判断ーし

長に報告・相談する

よる最終決定

r再査読j以後の査読は，原刻として行わない。この段階で，担当編集委員が第3の査読者として掲載の可否を判

断し編集委員長に報告し編集委員会において最終的な決断を行う。

査読者への礼状

「採用jおよび「不採揺jになった場合には，投務者に直ちにその皆を怯える〈文書〉と向特に.交読者に対しで

もf礼状はがきjを送付するc 投稿種別が異なって採用された場合などは，その旨を投縞者に丁重に伝え承諾を得る。

〈文書〉
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。現時点での課題

1)査読者の確保 2)査読内容の質の向上 3)編集委員の過重負荷に対するサポート

4)校正の在り方(一部，英文チェックも含めた外部校正委託 5)事務担当者の加重負担

6)情報化に伴うセキュリティ強化に対する対策

@情報化に伴う電子投稿システムの準備状況 (30周年記念事業)

66 

学会のホームページを活用した電子投稿，査読システムの再構築についての報告と紹介

>>>>>海外雑誌の投稿システム例を提示
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シンポジウム:

科用者と共に歩む看護

シンポジスト

利用者の立場から 鋒毘 路(冗西日本新開社論説委員，

フじ九州保鰭揺社大学)

看護職の立場から 村松静 (在宅看護醗究センター代表，

看護コンサルタント株式会社取締社長)

槙社関係者の立場から 小搭秀夫(社団法人自本社会福祉士会金問課長)

患者会代表者の立場から 森尾久海子(日本ALS協会大分県支部)

臨長泉 キヨ子(金決大学大学院医学系窃究科)

小 i播光子(大分大学涯学部看護学科)

第 1日百 15 : 40~ 17 : 40 

A会場(コンペンションホール)
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φシンポジウム i⑪

利用者の立場から

「患者の立場から望むことJ

元凶13本新時社論説委員

元九州保健福祉大学峰尾 一路

〔私の患者歴]

37歳の時，急性勝炎にかかり.それをきっかけに高脂血症.境界型糖尿，そして糖尿病へと移行した典型的生活習慣病

患者であります。 1971年に 1ヶ月. 2003年に 3週間.いずれも九州大学院学部付属病院に入院いたしました。あとは外来

ずっと九大病院にお世話になっておりますc 患者として. 30数年の大学病院とのお付き合いのなかで¥さまざま

な経験や観察をさせていただきました。

〔底癒をめぐる社会麗境の変化]

川医療技術の目覚しい進歩・発展。

(2) I主療・健康に関する情報の過多。

(3) 高齢社会に対花、する制度の見底し。

(4) 国民の意識変化c (情報公成権利意識 patientから clientへO

(5) スタッフの専門化とコミュニケーションi註答。

かつては，やや f開の抜けたj組IJ而もあかそれが人隠らしさや識かみを感じさせていました。昨今は.余りにも高度

に紡紋に組み i二げられ.スタップも忙しすぎて，心のゆとりが失われたかにみえます。それが.かえって非人間的な対

花、や過i設を生み出しているのではないでしょうか。人間が技術を制御するのでなく e 逆に高度技術から人間がコントロー

ルされているように，思えます。

[患者と共に歩むことの難しさ]

(1) 専門家と素人は同じレベルに立てるのか。

(2) I豆師のpatern乱lisml脱却は可能か。

(3) 毘擦は fサービス業」か。(患者を「さまjと呼んで、も…)

凶病院イメージ・チェンジへの提案(食事，生活空間の演出)

大学病院のような組織比研究・教育を行うのが主な目的で，産療サービスとか患者の健康支援.生活指導といった倶Ij

語は.かなり手薄で、はなかったのではないか， と思いますc

ひらたく言って「本音を訴えやすく Jr細かい生活指導が行き届きJrいざという時に頼りになるj看護師像を期待します。

[身近な存在 f看護師jへの期待]

川患者の自殺に立つむ

(2) 底療過誤のチェック・パーソンに。

(3) 人l1tlと医療をつなぐ架け橋にc

出患者教育の先頭に立つ。

どんなに鐙れた治療でも，受ける側にとっては不安や.ときには恐怖感さえ覚えることがあります。 注射一本でも，さ

れる側と，する側では.まったく違う没界です。痛みや恐れ，次はどんなことをされるのか，いつ終わるのか，この検査

の意味は，治療計闘の中の忠、者の位置づけは，など， きめ細かい情報を患者に伝えてほしいのです。一見，患者の取るに

足らない情報(生活上の不満や愚痴など)から重要な発見があるかもしれません。

看護部が存夜しなければ涯療は非人間的なブラック・ボックスになるでしょう。スキル・アップは当然ですが，問符に

深い人間理解への努力が求められます。その過程で、舗法い人間性も磨かれていくでしょう O 医師や鹿療技術者の説明は，

ある種の冷たさがあります。分かり易い言葉で 患者に却した f教育jを担っていただきたいのです。
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看護職の立場から

「在宅看護の道へ足を踏み入れて23年今私が思うことJ

在宅看護研究センター代表

コンサルタント株式会社取締社長村松静子

“在宅看護"という言葉すらなかった時代にそれまで3年間続いた諜外でのボランテイアに区切りをつけ，大学への

移行を時前に控えた昭和63年3月，夜、は看護短大を離れたむ看護師3入で在宅看護萌究センターを設立したむこの 3丹.

20周年を迎えた。その関，王子成4年4月1日には，老人訪問看護ステーションが始動し 7年後，やっと私たち氏関にも

匿療保険が適用されるようになった。その l年後の平成日年には介護保換も導入され，サービス利用者という言葉が生ま

れたc

当時，在宅審議の道は誓正にいぱらの道であったc これほどまでも苦悩しなければならないのか。自陪自答しながらの

取り殺みだった。今はそれが整備され.何事もなかったかのように当たり前の勤きになっているc これも時代の流れとい

うものなのだろう c 私の中で明らかに変わった点は，自分が殺を重ねたこと. Il!t-の応、援者だった父が昨年の暮れに亡く

なったことなどである G “震療と福祉の狭障で苦しむ人々に者護の手を悲し伸べたい"“買っていただけるだけの看護に挑

戦したい"“看護の原点を模索したい"この 3つの患いを紬に，“必要な特に.必要な審議を，必要なだけ，年齢関わず，

どんなに重症な方に対しても，在宅での看護を望む人がいるのなら"という額いは今でも変わらないc 十年一昔といわれ

るが，確かに社会情勢は大きく変fとしこの 4月には，医療保設・介護保険制度が見註され，施設から在宅へと確実にシ

フトされつつある

在宅看護研究センター斜設の原点は，自分たちのやりたい看護があって，患者ー家族もそれを求めているとしたら，な

ぜそれができないのかという私なりの素朴な疑問であった。その疑関へのこだ‘わりが燕手勝流で新し

ギーになっていた。もし私がもう少し器用な人間だ‘ったらこのような道は選lまなかっただろうしまた.

l'、 jレ

自体

も変質，あるいは披折していたのではないかと思う G 初心を貫きながらこれまでやってこられたのは，加わったメンバー

の頑張りはもちろんだが，やはり，私の看護を受けてくださった患者・家族の心議まる応援があったからである。

今年は. r多くの人があなたたちの活動を望んでいますjと夜、の活動を強く後押ししてくださった遠藤閥作武の10閣忌

でもあり，センター201詩年記念は f遠藤間作 心あたたかな医療を考える~患者・家族のささやかな額いの集いそ寵

したc その終了にあたって舞台の上にいた私の前に，十数名の方が寄り集まり，握手を求められた。ぞれらの顔は. 20年

近く経ってはいるものの，紛れもなく，私の看護を買ってくださった今は亡き療養者のご家族たちであった。 内村去さん，

お久しぶりです。いつも応援しております。今日はとても素敵な会でしたJ口々に発せられるそれらの言葉，器く交わす

「続けてきて良かったのだc この方たちが底たから今の私があるのだ。jと，その時，改めて実感した。

看護サービスとは，双方の信頼と感情交流のもとに共に歩むという姿勢から成り立つものであるc すでに，援療の消

費者であるサービス利用者も主体的に治療に参加する時代が到来している。利用者は私たち看護織に当たり前のこと，す

べきことを望み，求めている O 看護殺は自らの健康を守りながら，地域社会のさまざまな健康ニーズにも支えとして応、え

ていくべきであろう c
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福祉関係者の立場から

「地域包括ケアと権利擁護~揺社職・看護職との協働を自指して-----J

社団法人日本社会福祉士会全爾課長小橋秀夫

{地域ケアシステムをめぐる第2の転換点i

高齢者・障害者の生活をサポートする地域ケアシステムを考える上で¥介護保険制度が導入された2000年度を第一幕と

するなら. 2006年度は第ニ幕の幕荷けとでもいうべき年である。本年4月から施行されている改正介護保険法は.高齢者

の尊厳ある生活を保持するための地域包括ケアの理念を打ち出すとともにその推進機構として f地域包括支援センターj

を市町村を責任主体として設置することにした。また，向じく本年4月からは高齢者虐待防止法も施行されているが，そ

こでは，家庭内虐待と施設内虐待，親族以外のものによる経済的虐待の防止のため，市町村の責務として，通報の受理，

立ち入り調査を含む事実確認保護のための措置等が明記されている。

このように地域におけるケアシステムをめぐる法整俄が進むやで，その中心に権利擁護の課題があることが明確に

なってきている。今，市町村を中心とした実施体制の整俄が進められているが，その中で地域ケアを支える専門職がどの

ような役割を担うか明らかにしていくことが求められている。

{権利擁護=アドボケート=支援された自立(自律)]

権利擁護は輔の広い概念であるが，その根幹に.自らでは緩和の行伎をしづらい人びとへの代弁口アドボケート機能が

ある G 虐待をめぐる二つの事例から，緩和擁護の機能を考えたい。

やや!日開に服するが20例年10月に「若手潟県の特別養護老人ホームにおいて.認知疲高鈴者に対する幾重もの拘束や，

高額の寄付-が姿の妹の申し込みでなされていたjことが報道された。この事件を契機に留は.拘束廃止の取り組みの

実態調査を行なっている O この事件は，留が進めてきた f拘束廃止のためのガイドラインJr拘束に関する相談セン

タ-J.サービスの震を権保するための f情報開示Jr苦情解決J.県の f指導監査」等の利用者保護の仕総みが有効

に機能していない実態を浮かび上がらせた。

争 2005年5月 f埼玉県富士見市において，認知疲の姉妹が，複数の業者により住宅リフォームを繰り返され，財産を

失い，市は，近隣の通報により事実確認を打った後，成年後見制疫の市町村長申し立てを行ったjことが報道された。

群馬の事件は，いくら制度としての権利擁護の仕組みが整備されても，それが個々人に届き，活用される仕組みがなけ

れば実効性を持ち得ないことを示している。成年後見制震は判断能力の不十分な者に対し家庭裁判所の審判や公正証書

による契約で、法定の代理人をつけることによって本人の財産管理や身上監護をサポートしようとする権利擁護制度であ

る。その最大の特徴は，権浪を有する成年後見人が一人ひとりに対しアドボケーターとしての支援をおこなうことにある O

こうした特鍛から成年後見市IJ震は，虐待の予坊や救済に有効であるといわれているが，その活用は十分進んでいない。

[権利擁護のための専門職の協働}

改正介護保険法によって設援されることになった地域包括支援センターは，その業務として，総合相談，介護予防，ケ

アマネジメント支援とともに，虐待対応や成年後見制度の利用支援を含む権利擁護業務を担うこととされているc また，

陪センターには，それぞれの業務に専門牲を持つ保健締(経験ある看護締上主怪ケアマネジャー，社会福祉士が配置さ

れることになった。

地域ケアのフィールドでは，地域包括支援センターという新しい機掲で，保健蹄を含む看護職と社会福祉士はチームケ

アのパートナーである。 地域ケアの中心的担い手であるこのニつの専門職には，その共通価値としての「緩和擁護jを実

践の中で内実fとする努力が求められている。
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患者会代表者の立場から

f私の際病体験からj

日本ALS協会大分県支部森尾久海子

はじめに

わたくしは筋萎縮性秘策硬化症という難病(通称ALS)を患い21年になります。

ALSは に40歳代以降に発症し病状の進行により自力での行動は不可能になり，食事や会話，呼吸することさえ難

しくなりますが，思考や感覚は保たれ頭脳は正常なのです。それゆえに精神的，肉体的苦痛を感じながらも，それぞれに

与えられた環境で懇命に生きているのだと患います。難病を患う者として，一人でも多くの方の心が癒され，その人がそ

の人らしく会うできる人生で、あれるよう願ってやみません。

これまでの経過

私が札Sを発症したのは(1985年昭和60年)43歳の時，福断、ら大分に越して来たばかりで，これからという矢先

の発病でした。哀しくて辛い出来事も多々ありましたが，それも今は素敵な?思い出になり.そして併殺の現在， 日常生活

全殺に介護・看護が必婆である夜、ですが，大勢の方々に支えてI去さ，見守って演さながら，アパートでの一人暮らしも瞬

く関に 3年の持が流れました。支えさえあれば自分なりに生きてゆけることの可能性を体験しこの可能性を，一人でも

多くの方々に知って環きたいと願い，荘、が歩んできたこれまでのお年を振り返ってみますむ

病を受止める

やっと治療法もないという現実をさとり，長かった髪を切 1).衣寵の着税に奮践しながら，自分で出来ることは仰とか

ひとりで!と思う気持ちで生活してきました。

私を支える人々との出会いと夫の死

信頼をよせる主治医の勤務先がかわる皮に，私も転院をして，様々な方々と出会い，主々なことを体験し

共;こ恵まれた生活でした。しかし私の一番の理解者であり，発議から17年ものj乱手となり足となって励まし続けてく

れていた犬が夜、に心を殺しながら10ヶ月の罷病生活の末，天思へと召されてしまいました。惇黙としました。(夫を病気

にしてしまったのは私，私に天罰がくだされたのだと)忽いました。そして.悲劇です。夜、がALSでさえなかったら!

と我が身を慎みました。

初めて暮うす欝害者施設

ALS患者専用の活案，未知の生活.不安であったトイレ介助も入浴も，それぞれに配騒がされ，介護・ -施設務;

良の皆様の，素朴で温かい励ましの言葉には，有り難いと感謝でしたが，何時も独りぼっち，殺しさでポッカリと空いた

心の関関は埋まることはありませんでした。

ひとりでの技宅生活

平成15年4月.支援費総授が開始になり，私は一人で暮らしたい. 1 Bでも 2日でもいい，せめて夫の眠るお寺の近く

で，生み慣れた場所で暮らしたいと思うようになり，悔いのないよう，自分らしく生きてみたい，例えそれが苦難な遂で

あろうともいとわないと患いました。そして，生かされた命を大切に，大勢の方々の安震なお時開に支えられ助けて頂き

ながら，私は今，定、まれた人生をまっしぐらに歩いているところです。
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実演交流会

臨弱な皮膚に対する予防的スキンケア

…高齢者のスキントラブル，尿・便失禁によるトラブルー

田幸代

(大分大学医学部間属病院 創傷・オストミー・失禁 (WOC)認定看護師)

第 1自白 16 : 10~17 : 40 

B会場(フィルハーモニアホール)
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③実演交流会⑮

脆弱な皮!曹に対する予防的スキンケア

一高齢者のスキントラブル 尿・使失禁によるスキントラブルによる対処法一

大分大学医学部附属病院

部傷・オストミー・失禁 (WOC)認定看護郎 田幸代

スキンケアは，創傷・オストミー・失禁看護 (WOC看護)領域のすべてに共通し，基礎となる部分で.皮j議障害を起

こした皮f持や皮膚障害のリスクの高い!琵弱な皮膚に対して.健康な皮!習を取り戻すことを目的としている。または排推ケ

ア{ネ身体機能のf託子ーなどによって，正常な排i世機能が失われた患者に対して，人間の尊厳を保ち，そして生きる意欲を

持たせるケアであり e 者護の基本的な部分である。

211立記は，病院や在宅の場においても高齢者が増加している。加齢に伴う皮膚の老化とともに，疾患を伴うことで抵栄

建状諮，免疫および代謝機能の低下，化学療法や放射線療法などによって脆弱な皮腐となり，綴織耐久性が低下する。ま

た.尿や使失禁によってオムツを使用し更に皮!霧が侵il次することで，袴癒発生の 1)スクも高くなる。さらに経口摂取が

難しくなり.経勝栄養法のひとつである PEG(経皮肉説鋭的胃棲造設術)を施行している高齢者も増加し経揚栄養の

開始とともにすぐに下痢となることが多く，急、識に皮f母降客を起こすケースも増えている。

予IiJJ的スキンケアは.最も基本的な看護のひとつであ札皮腐の構造や生理機能を理解した上でケアの方法を習得する

必要があるc このことは，持癒の発生をヲエi坊することと，人障の尊厳を保ち，そして生きる意欲を持たせるケアともにつ

ながるc

今回.基本的な皮腐の構造や生殺!機能を説明した上で，予防的スキンケアを実際に実演してみる。また，臨林の場で活

かしてもらえるように尿および使失禁に対して粉状皮膚保護材・板状1主総保護材・紅門パウチ，オムツの当て方などの

使用方法も実演する予定である。
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ジョイント講演

少子高齢社会で看護が果たす役割

韓国 Hosihn設作(高麗大学・学科長)

日本村嶋幸代(東京大学大学説医学系研究科)

座長小西恵美子(大分県立看護科学大学)

第2日EI 9: OO~ 11 : 00 

A会場(コンペンションホール)
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⑮ジ、ヨイント講演@

TheIミoleofNursing in an Aging Society with Low Birth まatein Korea 

(韓国の少子高齢化社会での看護の役割)

1. Current Status & Issues (現状及び問題点)

Major Health & Social Indicators in Kore乳(韓国の主要な社会保健指標)

Phenomenon on Low Fertility & High Aging Socie勺r(少子高齢化の現況)

Rapidly Growing of Chronic Illnesses (様性疾患の急増)

Rapidly Growing ofMedical Expenses (医療費負担の急増)

II. Health Policy for Aging Society (高齢化社会iこ対する保鍵政策)

Low句 Ferti1iりrRate /)ιHigh Aging Society (少子高齢化率)

Long-term H巴althCare Insuranc巴System(長期ヘルスケア保険システム)

Advanced Nurse Practitioner (看護資原の活用:1事問看護締制度の導入)

m.τhe Role of Nurse for Aging Society (高鈴化社会での看護の役割の拡大)

Advanced Nursing Practitioner System (APN. 専門看護側iIllJ皮の導入)

Current Status of ANP (専問看護隔制度の運管と現況)

Background and Pr刀cessfor APN (1990年以後の専門看護蹄制の開発過程)

Law and Regulations (ミ専写i門3勺守看護自荷郎締n需i巨H間j非苅;詰j発i法去 ; [腹袈療i法去/匿療法施行:規規良荊0/手専王i内勺看

Sch加1ぬO∞010ぱfNれ匂ursi討1I略1湾g&ζM叫出f仏a印np戸owε釘rforAPNぜ(主専写門看護締救育機槌の現況及び定員)

College ofNursing， Korea University 

Hosihn Ryu， Ph.D.， PHN， RN 

A Classifications of APN (専門者護部の稜類:保健，精神，麻酔，家庭.Hospice，重疲患者，感染，産業，救急，小児，

麗蕩等13種)

The Role /)ιFunction of APN (専門看護師の種別，主な役割と機能)

lV. Future of Nursing for Aging Society (高齢化社会における義護事業の展望と課題)
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φジ、ヨイント講演。

1 .嚢護のスタンス

1)待つ看護

2)集める

3)出かけていく

4)積極的に見守る

5)仕掛ける

「少子高齢社会で看護が果たす役裂について」

東京大学・大学院涯学系研究科・地域看護学分野村 鴎 幸 代

…病院・診療所での審議

…υ 健康教育・デイケア'1l!Tの保健室・訪荷看護の多様能化

…・・訪部看護・家庭訪問

一途際審議・退段支援・家庭訪問

……ケアシステム創り

2 少子社会で審議が出来ること

1)助産締の役割の拡大と一層のパワーアップ

2 )男性も女性も元気で働くことの出来る社会を観る

3) rJCfiを脊むj社会の創造

3.高齢社会での養護の役割

1) r健康な65議jから「活動的な85歳jへ，看護織が出来ること

と介護予防事業へ， と。の;援に関わるか

地域包括支援の実を上げるために f呆縫隔の蓄績を生かすには

2)在宅ケアの体制づくり，必要な施設・設備の記援……地域を委譲する

地域ケアシステムの構築:large integrationとsmallint巴gration

施設ケア・在宅ケアの質の保証……事例検討会の有効投

特に fへき地における看護jの確保

3)訪問看護の充実……地主義で看護する

震の向上。それに及ぼす事業規模の拡大

24持関365臼，安心して在宅ケア(含む，医療)を受けることの出来る体制づくり

引効果的な退続支援の実施・…一地域に向けて看護する

入j箆早期からの退説支援，ハイリスク患者の把援と退段への積極的な支援

退院支援部署に，看護識が存在し力を発揮すること

4.今，しなければならないととは何か:審議職詞士の連携の必要性

1)役のゆを動かす 3つの開題……先鋭的な開題・多数の開題・お余に関わる開題

→各々の潤題にキチンと対処しよう

し迫っている開題・社会的意義の大きい掲題へ，正面からキチンと対処しよう

2)地域ケア・池域看護の将来像を描こう!……夢を描こう

※看護験問士が手を繋ぐこと:お互いの仕事を知り，敬意を払うこと

3) r研究jを，告らの仕事に取り入れよう!

. r研究jを通せば…・一自分遠の仕事の意味の明確イヒ，仕事の効果が明示できる，野心的取り組みが出来る!立場j

を乗り越えることが出来る!!

4) B芳、自身のキャリアアップを図ろう

6.審議職の教育水準詞上の必要性
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9EE J( 〉ζ J月五 ::z:s: 

自立のための最新指導技術

“排療法"と“自己導尿法"

総括担当者板井千栄子(労額j者健藤椙祉機構総合せき損センター)

排 疾 法 有 松美紗緒，藤木由

自己導尿法:山上尚子， 田ひでこ

第28日 9: 30~ 1l : 00 

C会場(レセプションホール)
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⑮実演交流会令

自立のための最新指導技術“排疾法"と“自己導尿法"

排疾介艶方法

労働者健康福祉機構 総合せき損センター

総 括 担 当 者 . 板 井 千 栄 子

排淡 i去:有松美紗緒，藤木由

自己導成法:LLi上晶子，重田ひでこ

総合せき損センターでは，早期社会復帰を日指し急性期から慢性期まで，一貫した看護を実践している。頚髄損傷患者

の死亡率の第 11立はIJi!i合併症で、あるといわれているが，当センターにおける発症率は，過去25年間において0.05%である O

急性出より合併症を予防することが早期リハビ 1)テーションへとつながり，自立支援の第一歩である。当センターにおい

て行っている筋合併症予防の看護について，特に体位ドレナージやリハビリテーションについて手の位置，押す力のデー

タ収集・分析を行っているO その結果から.最も高い呼気流速の伎を示し効果的であった手技について，具体的な実技を

実演する。

由記導課の指導方法

脊髄損傷による排尿際答に対する治療目標は，下部尿路障害が上部尿路に波及しないようにし腎機能障害の発生をi坊

止すること.尿路感染症・結石等の鼠路合fjf:痕の予i泣そして可能なら尿失禁の防止ーであるc 脊髄損傷後は，高率におf尿

機能障害を合併するが，その病態は麻鴻レベルにより様々に異なる。従って，個々の患者で排尿機能[~害の病態を的確に

判断し ADLや介護環境を考惑しながら適切な尿銘管理を選択する必繋がある。

総合せき損センターでは.下位の頚髄損傷患者 腕!陛髄損傷忠者に対して肢機能が保たれている場合)請潔問駄導

尿 (CIC)による排尿管理を行っている。ヲ三庄排尿や腹圧排尿，カテーテル智i丘例と比較してCICによる排尿管理例では，

尿路合併症の頻度が低くなっている O 座{立が安定すればベッド上での導尿から開始する。バンプレットを使用してまず窪

師，看護締の手}I原を見学:→監損の下実捺にj患者が導JJRを行っていく G 患者の自立に合わせた補助兵や自己導尿の関連動作

を行うための工夫(改良したズボン.下着工等)をお行いながら捻々に車椅子上での導尿をマスターし行動範国を広げてい

くo CICでは，原則的に400me以上競技に尿を!??めないように欽水設と導尿問問を設定して高圧蓄尿，勝成過{f[l展，自律

神経過緊張茂射の出現を回避するc また患者自身が導尿出来ない場合でも.介護者による導尿が可読であれば介助導尿

として指導を行っているが，その実際の内容についても実演するc

Jfl手釣排主定法 当センターでの導尿器兵
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特 別講演立

看護の質を保証する看護職の人事考課制度

正木義博(済生会熊本病院副院長)

産長隈本 1事 (援療法人真鶴会 小倉第一病院副院長，看護部長)

第2日目 13: 00~14: 00 

お会場(フィルハーモニアホール)
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φ特別講演耳φ

看護の費を保証する看護職の人事評価制度

済生会熊本病院正木義持

今，底療界は改革の時代を迎えていると育つでも過言ではありません。それは外部環境の変北によるものもあれば，組

織内部の自然発生的なうごめさからくるものもあります。何れにしろ.どの医療組織もこれまでの姿.形では存在しえな

いということです。従ってわれわれの組織はどのような組織に変われば良いのか，又，どのようにして変わるのかなどを

決定しすぐにでも動き出すべき非常に重要な時期に来ています。

組織というものはいろんな表現をされますが，一般的には f提数の人々がいて，ある自的を持ち，その達成のために動

くjと定義されます。特に藍療などの非営利総織では f特定の使命や白的を人々の協働を通じて達成していく持続的な組

(ドラッガー)Jとされています。ここで大切なことは， どのようなJE主であれ.“ひと"がその主役であることです。

特に非営手Ij組識ではその組織が持つ使命や日的に費時して，多くの人々が集まってきているのですから，さらに“ひ

と"が大切な主役になります。従って，組織が変化をするということは，すなわち，入が変わるということにほかなりま

せんc

それではどのようにしたら人々は変わるのでしょうか。機械的に制度やルールを作っても，どんなに優れた 1Tを導入

しでも人を変えることはできません。人が変わるということは， “人の心が変わる"ということになります。“人の心を変

える"このことが出来るのは自分自身だけです。が，その気にするには組織がいろんなとり組み行うことによって出来る

のです。

この大切な“ひと"に関するルール，システムが人事#IIJ度といわれるものであります。人事制度がここ侭年間も見直さ

れることなく，放設されたままになっていませんか。特に医療組織においては，これほど重要な“人事"を主たる業務と

して扱う，人事部や人事課などのセクションも無く 総務や経潔で適当に処理をされてはいませんでしょうか。

人事111日授の使命は組識のためや自分のキャリア構築のために努力する人々や 頑張る人々を勇気づけ，さらに挑戦し続

けるための支援です。この点は一般企業とは少し違うかもしれません。またその組織の成熟度によって制度自体違うかも

しれませんが，自分遠の考えと潔解の中で一歩一歩築き上げていくべきものと考えます。

評倒ill日夜は人事制度の中心をなす仕組みの一つです。評餓という言葉自体にわれわれはあまりなじまず，評価制度を給

与の上げ下げの仕組みとすぐに誤解しがちですが，実は，そうではありません。詳細制度は人事マネジメントの一環であ

仏教育・育成制度や処遇制度と繋がっていて。評価は次のさらなる発展や飛躍を自的にするものです。したがって逆に

評価がなければ次のステップに移っていけないのです。

これから先， 自分自身が満足することができるのは医療人としての責務を果たした時であり，われわれは患者さんに対

し最高の質のサービスを提供していかなければなりません。

看護の紫を高めていくにはどのような人事制度.評価制度と結び、合わせればいいのか，みなさんと考えたいと思います。
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シンポジウムH

看護の専門職者を育てる・膏つ

シンポジスト

基礎教育前 JII (大分大学窓学部看護学科)

卒後教育 1 村上陸子(日本赤十字社医療センター)

卒後教育2 リボウイツツ志村よし子(青森県立探健大学鰭康科学部看護学科)

教育学生田久美子(東北大学大学院教育研究科)

盛長大治美也子(九州大学医学部保建学科)

橋 みや子 (UJ形大学底学部看護学科)

第2日自 14 : 10~16 : 10 

3会場(フィルハーモニアホール)
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令シンポジウムEφ 

者護基礎教育における臨地実習の教育方法

大分大学医学部看護学科前 JII 幸子

看護における高等教育の特鍛は，他者の経験に追りつつ.その人の苦痛を感受しその苦痛を何とか和らげたいという

衝動に突き動かされて行為化するという， r配慮Jr気遣いJr慈しみjの実践教育と考える。設い換えれば，看護抑にな

るための構えを竣う教育といえよう O しかし青年期にある看護学生にとって，異世代を生きるその人の世界に身を置くこ

とは難しい。なぜなら他者を理解するには，学生にある一定の生活体験が求められるからであるc そのため看護基礎教育

では，主に看護技術や各専門科目の演習を通して.学生の身体感覚が覚寵するよう，多様な教育方法が実施されている。

加えて学生は， 1患者の「生」の営みに対する向き合い方がわからない。そのため学生の記慮的行為としての実践能力を育

むには，自己を照らす他者のまなざしが必要になる O 学生にとっての最大の他者は，臨地実習で出会う患者であるo その

意味において，者護基礎教育における臨地実習のもつ教脊力は，重要な課題といえよう。

学生は，実習でこれまで見知らぬ人だ、った患者の人生に触れ，真撃に生きるその入の姿から f生きることJr病むことj

をすることjを，ひとりの人間として向き合う機会を得る。そして，その人の苦痛を感受したとき， r仰とかその苦

f訟を和らげたいjという衝動に突き動かされ，その人の f苦痛の原留は何かJr緩和する最善の方法とはjと，看護を模

索し始める。患者の看護ニーズが，学生の学習ニーズとして転換されていくのは，このときである。学生は，これまで学

んだ知識や技術の適用だけでは，その人に合った看護ができない現実に直面するかもしれない。それでもなお学生が看護

と向き合おうとするのは，看護師という専門家と共に実践し語りあうことで，保健監療チームとしての著護の仲間入り

が許されている， という実感が得られるからである O 学生は，看護師という責任を自覚し始めたときに，初めて看護を学

ぶ主体的存在として自覚できる。そして，それを支えるのは，患者の存在に促された学生の成長欲求である。このように，

学生が記長主的行為の実践者として，主体的に学ぶためには f自己の内なるものに突き動かされる状況jと， r看護の専門

職者と伺じ立場に立つことJが必要となる。その状況的学習の場が，臨地実習といえよう。

しかし臨地実習の総時間数は減少し学生が看護を斑に体験できることがらは誤られてきているO また，125:療の高麗

化や接雑性により，看護締は学生の教育に関心を向けることさえ鴎難で，後輩に看護を伝えるという専門職者の役割が為

されにくい現状があるようにも思う。このような状況において看護教員に求められるのは，瞬時に変化する臨床の場で，

学生の体験を広げるための的確な判翫力，実強力，調整能力といった臨床教育力であろう。わたしたち看護教員は，学生

を，看護の「仲間入りJへと導くカが必要なのである。したがって今屈は，臨地実習が持てる力を再確認し専門職と共

に育つことのできる有意義な教育方法について考えてみたい。
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@シンポジウム豆⑤

看護学生が看護師となっていく道筋をつくる

日本赤十字社医療センタ一審議部村上陸

若き時代，新雪の舞う初めてスキー場で，新米としてスキーを学んだことを思い出す。まず自分流に滑ってみなさいと

教えられる。そして，カーブを描く持は， LU1l!ljになった方の足に力を入れ，膝を軽く曲げるようにとポンと背中を押され

る， と何時にバランスを失い，夢中でピッケルにしがみつき雪面にへばりっき，自分なりに転iまないようする。患いっき

りこの時の怖さが身体全体に渉みつき.一生忘れられないような感覚として脳裏に焼きつけられる。重要なのは，転ぶ

ぞ!という状況の将断と侭にしがみついてでもいいから.自分で転ぶのをくい止めようと危機感覚である。このH主指

導者は， r転ぶぞと患ったら.お尻をつけなさいjと，転iまない技術については後で教えてくれた。何故か， OJT教育に

よる新人看護隔の人材育成に似かよっているむそれは，技能の{云承は現場から切り離された形で行われるよりも，現場そ

のものの世界に参加することが重姿であるという OJTの有効性とともに新卒者が一人前になってゆく道筋につながる。

さで，医療の高度fヒ等に伴い，病院の看護業務密度が高まり，新入戦看護職員に対する能力関発の葉婆性が増している

現状で，新採用看護職者の入駿 1年後の存続率は84.1% (日本者護協会2002年病院看護毅員需給状況調査)で， 15%以上

が1年以内に退職している。新卒者が入戦後援期開 (6ヶ丹J;!、内)に離殺した場合，その後の存修業が掘難であり，

としての殺菜キャリアのスタートが順調に切れないことが示唆され，法療現場の看護管理者からは，

湯治不適正、等を訴え.ヰl.J嬰離職する部が増えたとの指識がある中で. よりよい看護職を育成するための施策が緊急課題とし

て取り上げられた。平成14年5丹に「新たな者設のあり方に箆する検討会j指示した坂口厚生労働大毘は，著書:rタケノ

コ援者J(2001年)で¥「現夜は零護婦さん自身が主体的にできる仕事，自分の判断でできる仕事が少なすぎるc 看護師さ

んが自分の判衝でやれることを明確にする必要がある。それはナースのためではない。日本の医療水準を上げるためにj

と述べている令そして，看護隔に求められる業務を適切に担う看護師教育の変革，教育内容の充実，教脊婦関の延長や制

度化も含めた卒後研修門審議締・認定看護部養成の強化・普及等の検討課題等と新人審議締の審議実践能力向上への検

討会がスタートした。新人看護締の就業者の90%が病i誌に絞殺する現状から，新卒者が臨床家として出発する場所が

i詫jであり，病i完が専門職業人としての入門の場となっていることが.新人の人材育成への重要課題となっている。

者の磁床実践能力と諜題について，チ宇部氏の研究では，新卒者は就職時の状況を「ゼロからのスタートjとしており，腕

長は f緊張が高いJr依存/頼るJr?i'i緩的jとみている C 卒後10ヶ月後では.新卒者は仁患者認握Jrコミュニケーショ

ンj能力の進歩をあげ，締長は f態度Jr仕事への取り組み姿勢jが毅極的になったことを認めているc このような変化

を及ぼした要盟として，新卒者は f先輩からの保証jをあげているs 師長は「教え方jが震婆だと認識していたと

述べているc 一方，社会経済生産性本部の f20例年新入社員 f働くことの意識j調査jでは，就綾先の企業を選ぶ基準は

f自分の能力，個性が活かせるJ32.0% (複数問答)， r仕事がおもしろいJ23.2%， f技術が覚えられるJ10.5%という問

答がある。いずれにしても.若者たちに共通するのは，キャリアIj号発とやりがい作りであるc いずれにしても，上河，先

室長のi芸!りが，新卒看護部の駿業継続に大きな影響力を持っている。「よい経験jをさせることが新人の早期退職を訪ぐ要

簡であることに関違いがないc 新卒への指導では，冒頭に述べた，初心者がスキーで転ぶ怖さを説で感じると，次からは

まじめに誇11稼に取り組むように，危機に対する意識を高めることから人材育成が始まる。これらの者護技術能力は

基礎教育では習f尋問難である。事rr卒を臨床家として育て上げる土台っくりは卒後痛床でのトレーニングが必須で、ある 9 そ

れは，ただ教える，ベテランと向じ仕事の仕方をしてもらうという視点だけでなく，人向の行動，活動がどう行なわれる

かといった観点，要するに転ばない為に上手にピッケルが使えるような技を教えることであるc シンポジウムでは.新人

看護師を再起不能にさせないための教え方について考えてみたい。
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⑤シンポジウムE。

アメリカでの看護卒後教育

青森県立保健大学 リボウイッツ志村よし子

求め5れる看護師のコンビタンシーと卒後教青

アメリカは，国民皆保険ではない。医療費の上昇，テクノロジーの進歩，思民の健康に関する意識の向上，夜院期間の

短縮，外来治療，疾病予防の鋭点からも，社会全体が有能で効来的で質の高いケアの提供を看護締に求めている。第3者

機能評価のスタンダードのなかには，新人教育と継続教育のシステムが機能していることが，明記され，遵守されている

ことが保検会社からの支払にも関係している。

基礎教育との関係

アメリカ看護協会 (ANA) は. 1965年のポジッションペーパーにおいて f看護の基礎教育は学士レベルであるjとの

ら40年が経過した。シンポジウムでは. 2005年現在においてのアメリカの看護蹄の基礎教育の背景，看護締の基礎

教育の意識に関する研究の結果を紹介し専門職と基礎教育について考えてみたい。

リアリティショックの予j功

者護学生の多くは，肴護助手として働き休s院中はナース・エクスターンやインターンの教育的プログラムの中で経験を

積んで、ゆくシステムがある。看護締不足のなか病院のリクルートメントとしても有益であるが，看護学生にとっても臨地

実習以外の現実の学習と経済的援助にもなる。実践力増加の為の 5年間大学教育や，学士入学の関，また日米の臨地実習

指導者の体験から述べたい。

新卒者の教膏

麗尽形態は. 日本と異なり一定期間のみでなく必要時=どの時期でも行われるが，新卒が多い時期は 4月. 5月である。

箇家試験にパスするまで新卒ナースは. Graduate Nurse (GN) として看護部のスパービジョンのもとに働く。卒後3ヶ

丹以内に留家試験を受けパスしたら Rl¥lとなる。患家試験は看護締として最低眼の知識の確認であり州ごとに更新する。

アメリカでの新卒者の教育方法と内容について紹介。

継続教警と主体的キャリア開発

日本と異なり経験年数による継続教育プログラムはない。主体的キャリア開発の4つのスタイルと看護管理者としての

者護阪の自襟管現について述べ，最近の動向として，病院看護隔の専門化と機誌の拡大 (Langford1990)の f再統合jの

概念を紹介したい。
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。シンポジウム1l+

「教えるjと「学ぶJの新たな教育的関係

一「わざJの伝承事例を通して

東北大学大学院教育学研究科 出久美子

本発表では， rわざjの伝承事慨を通して， r教えるJと「学ぶjの新たな教育的関係の可能性について提言を行う

従来この教育的関係は， r教える者Jが「教える内容jを「教えられる者(学ぶ者りに法違するという，どちらかと

ば一方向性が強調された形で諮られてきたように思う。しかしこうした図式で描写される教育が必ずしもうまく機能し

ていないこともまた事実であるc ここで「わざjの{云示に注呂するのは，従来の教育的関係を，時じくそこでは「教育実

i桟jが展毘されているにもかかわらず上記の留式に当てはまらない， もうひとつの教育的関係留式の観点から捉えなおし

を関りたいと考えるからである

夜、たちは誰でも，日常生活の様々な領域において fわざjが伝承されていることを知っている。例えば，芸能明言)の

役界で，殺人の世界で¥スポーツの世界で，また霞療の世界で.様々な撞類の「わざjが伝承されていることについて，

私たちはしばしば諮ったり，耳にしたりする。しかしそうした語りのゆで，類期される「わざjという言葉の意味は，

様々な世界で共通して承認されるほど安定的な意味として確立しているわけではない。では， rわざjとは何なのかc そ

れは他のどのような言葉をもって記述することができるのか。まずは， rわざjという言葉および概念に日を向け，その

意味をそれと類似した，そしてそれ故にしばしば混河される「技術Jr技能jという言葉および概念と比較しながら

したい。 f技術jと f技能jについての一般的な解釈は次のようなものである。すなわち， r技術jは入部がi当然に働きか

けて改善，加工する f方法Jあるいは「手段jを意味するのに対して， r技能jは諸積の「技術jを行使する人間の河主力j

として解釈されている。それに対して fわざj概念は上記の「技術j対 f技能jという臨式枠には収まりきれない多義的

な意味を合意していることが rわざjの伝承過程の分析をと過して見えてくるのである。

fわざjを「技術jや「技能jとは異なる視点から理解することが， rわざjの伝承に顕著に晃られる，従来の教育的関

係図式とは異なるもうひとつの教育的関係図式の教育学的な意義に注意を向けること.理解することの出発点になると考

えるc
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第32回日本看護研究学会学術集会

ランチョンセミナー

f“医療事故対応、，真実を究め，看護を守れるか"

指環器疾患の薬剤管程，呼吸管理を例にしてJ

g 持.平成18年 8月24日(木)12: OO~ 13 : 00 

会場 :B会場(フィルハーモニアホール)

締:上野 道雄(独立行政法入国立病院機構福関東医療センター院長)

座 長:田中 洋子(イ左賀大学箆学務総属病院看護部長)

共 {佳:中外製薬株式会社

「新しい教育手法 eラーニングの現状と病院職員教育への応用j

日時 :平 成18年8月25日(金)11 : 30~ 12 : 30 

会場 :B会場(フィルハーモニアホール)

師:中村秀敏(毘療法人真鶴会小念第一病院創設長)

: }II本利恵子(産禁i豆科大学護菜採健学部)

失態:キリンビール株式会社

「安心ですか患者さんに触れる あなたの手 〈手指儒生とハンドケア)J

日時:平成18年8丹25日(金)12: OO~ 13 : 00 

会場 :C会場(レセプションホール)

講 師:問中富士美{さいたま市立病院 感染看護認定看護締)

座長:陵瀬千也子(日本義護協会常侵理事)

共儀大日本住友製薬株式会社

株式会社資生堂
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第32回日本看護研究学会学術集会

プレ力ンファレンスセミナー

「臨床に活かす看護研究」

日 時:王子成18年8月23日(水)13: 00-17 : 00 

l.量的研究

師:西部 (関山大学援学者sf呆健学科)

会場:別府ピーコンプラザ(レセプションホール)

2. 質的研究

締才木クレイグヒル滋子(首都大学東京総康福祉学部看護学科)

ム一向 : 7JJjHifピーコンプラザ(小会議案31)

3.統計学入門

商Ii:中野 正博(産業医科大学議議保健学部)

会場:部府ビーコンプラザ
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φプレカンファレンス@

「臨床に活かす看護研究」

1. 量的研究

関山大学医学部保健学科西 田真寿美

臨床の実践領域では，被拠となる事実や知識に裏付けられた予測や介入が求められています。何が，どのような条件の

もとで生じているのか，なぜ生じるのか，その法期性を明らかにすることが必鎮となります。そのための手段として研究

の技法を活用し現場と喫論との対話を積み重ねていくことが不可欠です。臨床の場で生じる「なぜjという間いの意味

を:tll1り下げていく方法を改めて関い草してみたいと思います。

本{:ミナーでは量的研究に主主点を絞り 調査の基本的な考え方と進め方について実際の研究を併にとりながら解説しま

様々な情報を数値に置き換えて表現を合環化することの意義と限界についても言及します。また，これまでに発表さ

れた研究論文の内容や方法論の吟味について，セミナーの参加者とともに議論しながら進めることにします。

〈主な内容〉

1.実証研究の方法

ものごとの関係性を探索する:対象に関する情報や知識が乏しいi忠実験的な条件を作らずにあるがままの現象を記

録して，そこに法期性があるか否かを検討することです。

仮説をたてて関来関係を推測する:裏付けをもった仮説を立てて.ある事象と象の関染問係を推測することを目的

とします。条件を厳密に定めて実験や介入を行ない，その条件の変化による成績をまとめて結論を得ることといえます0

2 モデルをつくる

「なぜjという問いをどのような範囲で，どのような方向から調べていくのか，その枠組みを示すことは不可欠です。

既存の理論を活用して，それぞれの研究者の知識とアイデアに基づいて，現象が生じる法郎'性を筋道だてて説明するモ

デルを示すことが重要です。

3.サンプリング(標本描出)の方法

調査の対象者を誰にするのかは調査方法の中でも重要な課題です。無作為抽出法や標本調査の考え方について概説

しその実際を紹介します。

4.調驚票作成のプロセス

龍王ま票はひとつの実験装置であり，その精度によって研究の成果が左右されます。設定したそテホルに従って， どのよ

うな質関項目・質問文・選択肢を用いるのか，どのような分析を進めるのか，その作成にあたって気をつけるべき点を

説明します。

5. r質的研究 vs.量的研究jというこ現対立を越えて

92 

研究の技法は質的研究法と量的研究法に大別されますが，いずれも相補的・循環的なものであり，様々な方法論をた

だ取り入れただけでは妥当性の低い研究にもなりかねません。それぞれの共通点や相違点を知札双方を適切に活用す

ることを提案しますc
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φブレカンファレンスφ

〈セミナーの邑的と概要〉

「臨床に活かす看護研究J

2. 質的研究

詩都大学東京健康福祉学部署護学科 才木クレイグヒル滋子

山本美智代，松林由恵、他

費約研究では，E:j分を選兵にしてデータを収集し分析をおこないます。とうぜん，自分という道具の精度が抵ければ，

よい結采など望めようはずがありません。このセミナーでは講義を通して研究方法を理解しさらにそれを基にして実際

にデータ分析をおこなってみるというトレーニングを体験していただきますc プロパティとディメンションを府いて，生

データからどう概念を恕握するのか，概念関士をどう関係づけるのかを理解していただきたいと患いますむ

〈セミナーの内容〉

1.質的研究とは

2. グラウンデッド・セオリー・アブローチの概要

3. グラウンデッド・セオリー・アブローチを用いたデータ分析の体験

〈セミナ…の盗め方〉

護者E大学東京で毎週おこなっているぞミと同じように研究方法の説明とそれを基にしたグループワークとを組み合わ

せたセミナーをおこないます。通常のゼミに比べて参加者が多いで，研究慈の教員と大学院生にも協力してもらい，なる

べく効果的なセミナーにしたいと考えています。

〈テキスト〉

入門編)文木クレイグヒル滋子編著

質的研究方法ゼミナール:グラウンデツドセオリーアプローチを学ぶ，援学者i弘 20050

中級編)文水クレイグヒル議子著

グラウンデッド・セオリー・アブローチ:理論を生みだすまで，議1[1濯社. 20060 

*これらのテキストは当日会場でも販売しますが，事前に購読して参加なさった方がより効果的です。舎からお読み

ください。

〈課題〉

テキスト(テキストCDsession4 -6， 8，テキストミ号第4 6 章)を参考にして，別紙データを分析し ~B ご持参く

ださい。できるところまでで結構ですc
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@プレ力ンファレンスφ

「臨床に活かす看護研究J
3. 統計学入門

産業医科大学産業保健学部中野正博

〈セミナーの毘的と概嬰〉

看護は科学的根拠を明確にして行う実践であると首われています。量的研究から，もう一歩進んで，より明確な結論

うために，統計ーの知識は不可欠です。 この講座では.看護学研究で重要なパラメトリック検定とノンパラメトリッ

ク検定の10の方法と相関関係について，整理しでわかりやすく講義し最後に，パソコンと統計ソフトを用いて，実践

的な使い方を学習していきたいと思います。

〈セミナーの内容〉

1.調査研究とは。データの取り方と表し方

2. アンケート調査研究のすすめかた

3.研究計阪の立案と文献検索の方法

4. アンケート質問m紙，関答用紙の作成の仕方

5. データ収集，入力の基本，データの分布の潔解

6.検定の考え方.使い方

7. パラメトリック検定とノンパラメトリック検定， まとめの表

8. 実銭的波腎，統計ソフトの使い方と 分析の例

〈セミナーの進め方〉

テキストに即して基礎と方法を学び，パソコンを用いた実際的使い方をわかるようにする G

〈テキスト〉 中野正博著

看護・保健・援療のための楽しい統計学(ヘリシティ出瓶)ISBN4-9901462叩 1-2

テキストは，当日会場にて販売いたします。事前にほしい人は， http://www.helici守~net!booνから，注文することもで

きます。

〈ノ…ト型パソコンの持ち込み〉

なお，可能な人は，ノート型のパソコンを個人で持ち込むこみ， <セミナーの内容) 8.の実践的演晋の時に，練習す

ることもできますo (統計計算ソフトは，無料にて配布します。)

ただ，講習窓には，電源がありません。必ず，充寵して持ち込んでくださいc
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第32回日本看護研究学会学{詩集会

市民公開講座

認知症を理解し，予防する

山田達夫(福岡大学涯学部)

座長赤司千波(大分累立看護科学大学)

日時 :8月23日(水)18: OO~ 19 : 00 

会 場:別府甫ビーコンプラザ(フィルハーモニアホール)
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φ市民公開講盛@

認知症を理解し予防する

福間大学医学部神経内科山 田達夫

アルツハイマー病 (AD)は加齢に伴い発症が増える疾患であります。殻界一の長寿関となり超高齢化社会を迎えてい

る日本でのADの有病率は欧米並で. 80才を超えると 5人に一入の割合ですO これまでの神経病理学的報告で興味深い事

実があります。 Priceらによって1999年に発表された認知症のないと思われた入遠の解剖結果であります。驚くべきこと

に75才以上の26人中 7入の脳Pが神経病理学的にADと判断可能であったというものです。これらは前AD状態と考えられ

ますが.20年以上も前から始まった病理形成が次第に進行するが，ぎりぎりのところで臨床的にADの発症が抑制されて

いる一見健常者が多いということを示唆しています。ですから，また.ADの予i坊は若年期から始まるものであることを

も示しています。

福岡大学病院では物忘れ外来が8年前から開設され，多くのAD患者の診療をおこなっています。約120名のAD患者

の家族の方々からの開診によりますとそのうちの60%が何らかの発症誘毘を有していました。記偶者や友人の死，患者自

身の寝込む，入院するような疾病への擢患，引っ越し退殺などの犠々な誘因でありました。全体として評価しますと精

神身体的ストレスと形容できる婆鴎でありました。 ij出梗塞を生じるブラークラブチャーが急激なストレスで引き起こされ

うるといったように，ストレスが疾病発症の誘因となることはことさらADに特異的な問題ではありません。しかしスト

レスと AD発疲との関連では興味深い明らかな事実が発表されています。 1996年にScience誌に掲載されたSapolskyの総説

論文は，戦開ストレスや小見期の虐待などで海馬の萎縮が引き起こされるというものであります。これはグルココルチコ

イドの作用によるものと解釈され，最近ではBremmnerによる総論にも詳述されています。 ADでのや!I経細胞死の原閣に

は特鍛的な脳のシミ(老人斑)の形成に引き続くもの，や!I経涼線車Ig変化といった異常構造物によるもの，炎疲その他の留

子が考えられていますが，ストレスによる海馬のや1I経紛臨死も発症に関与している可能性はおいと思いますc

これらを総合的に解釈すると，すでに神経病理学的にADとしてもほぼト分な病理形成(老人斑や神経原線維変化)が

あるにもかかわらず，未だ認知症を笠さずにいる者において，ストレスが加わり，別な神経細胞死のパターンが加わるこ

とによって，認知症発症に十分な病理状態となってADが発疲することが多いと推測できないでしょうか?従ってストレ

ス社会といわれる環境の中で過度の長期に続くストレスにさらされない日頃の生活習積が予防には絶対的に重要であろう

と私は考えています。

認知症になった患者様の症状増悪が起こる最も重大な盟子は人間関係のストレスといわれています。患者様本人には健

忘のために様々なストレスが自覚され得ます。家族の中で，また一般社会のなかで多くのストレスにさらされうる患者様

は進行が早いということも事実です。従って認知疲初期には十分な監締，者護師や介護士からの家族の皆様への教育が必

須であろうと考えます。デイサービス.デイケアやグループホームの利用は最も有効な方法です。
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奨学会研究発表

人工段関節全置換術後患者のQOしを

阻害する住生活環境要因の検討

佐藤政枝(名吉虚子打立大学者護学部)

司会近出敬子(園田学園女子大学)

第 1日告 12 : 05~ 12 : 30 

A会場(コンペンションホール)
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@奨学会研究発表⑮

人工股関節全置換術後患者のQOLを阻害する住生活環境要因の検討

名古産市立大学看護学部佐藤政枝

I.はじめに

我が留では，年間7万件を趨える人工股潟節手術が行われ，その中には1，700例(約3.4%)の再霞換術が含まれている O

人工股関節全置換術 (Totalhip arthroplasty : THA)後の脱臼事は約 3%と低いが，激痛を伴い専門援による麻酔下での整

復術が必要となることから，患者のQOLとの関連が非常に深い。人工関節の開発・改良が進み，体内に設設されるイン

プラントの耐用年数は20年を超えるといわれるが，患者が税臼や摩耗による再寵換術を受けることなく，長期的に人工物

とつきあってゆくためには，専門職による患者個々のQOLの査定と，必要な教育・指導を保障する体制づくりが急務で

ある

本研究では.THA後患者のQOLを査定するツールの開発に向けて，干与寵換術および税自に繋がる住生活環境要闘を，

ヨ安定項目として検討することを自的とした。

1I.研究方法

1. THA後患者の住生活実懇の把握(予備調査)

(1) 対象・データ収集

対象は. THAを受けた外来患者576名であり，方法は.THA後患者を

対象とした集会の参加者全員に無記名式の誠査票を配布する集合開資とし

た。

(2) 調査内容・分析方法

調査内容は，先行研究1，21 ;をもとに個人属性，身体機能. ADL.心理，

生活習慣，居住環境等，患者の術後詳細に必要な項目を設定した。データ

の解析にはSPSS12.0 J for Windows を用い x 2検定• Kruskal羽Tallisの順

位和検定. Wilcoxon符号付き!仮設検定による分析を行った。

2.γHA後患者のQOしを阻害する住生活環境要到の検討

1)アセスメント理由の設窓(調査業の作成)

予協調査および先行研究1，21の結果をもとに.THA後患者のQOLの評

価に必要なアセスメント項目を， φ基本属性，舎心理的側面，安住生活に

1. THA後患者の住生活実態の把握

質際紙調査(集合調王室):THA後患者

2. THA後患者のQOしを祖害する婆因の検討

1 )再麓換衡に関連する饗菌の検討

質問紙(郵送)諦査

2)脱臼に関連する要理の検討

質問紙(郵送)課査・専門職からの情報収集

研究の流れ(デザイン)

関する環境要因(a.物的環境， b.対人的環境. C. 管理・教育的環境)31に分けて設定した0

2)再霞換事憶に関連する要因の検討

(1) 対象・データ収集

A病院整形外科でTHAを受けた外来患者を対象に，記名式の調査察を郵送にて記布する質問紙調査を行った。対象の

選択の条件として，特定のインプラント(類似する 2種類)を設置した患者のなかで¥下記の条件を満たすものとした。

① THA後に存置換術を経験した患者(再寵換あり群) 44名

② THA後12年以上を経過した患者(存置換なし群 84名

(2) 分析方法

「再置換あり」群， r再置換なしJ群と各アセスメント項目について x2検定.Wilcoxon ~{f号付き }I町立検定を用いた比

較を行った。解析にはSPSS12.0 J for Windowsを用い，有意水準はp<0.05を有意差あり， p<O.lを傾舟ありとした。さ

らに. 10%水準以下の項告を独立変数， r蒋置換あり」若手， r蒋置換なしj群を従属変数として，ロジスティック間滞分析

を行い，手写霞換術との関連を分析した。
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3)税包に関連する聾因の換討

A病院整形外科に通院中で脱臼経験のあるτHA後患者を対象に担当医師からの情報収集を行い，それぞれの税臼場

面の分析を行った。

3. 11禽理的記長撃

名古E葉市立大学看護学部の研究倫理委員会の承認を得た後に文書(口頭)にて協力者への十分な説明を行い，間意を

得たよで‘調査を行った。

誼.結果

1. THA後患者の命生活実態の把握(予備調驚)

有効回答数は436名 (75.6%)であり，対象者の年結構成は 160・70歳代J63%. 140・50議代J33%.性加では f女性J

95%. 毅業別では f無機・主婦J83%であった。身体機能の回復に常定的な値が高く. r安定した歩行J.1胡渡jなどの

動作と f術後年数jとの関に有差がみられた。さらに，全体の 9割以上が，術後の状態に満足していた。その一方で，

「日常生活jについては S説以上が. r人工関部の寿命Jについては7割以上が，不安を感じていた。居住環境については

排法場面での「洋式トイレJ.就寝場面での「ベッドjの能汚が術後に有意に高くなった。さらに，全体の6割以上が疾

患に関する「相談相手・機会jがなく，十分なザポートを得られていない状況であった。

2.すHA後患者のQOしそ閉塞する住生活環境婆因の検討

1)アセスメント項目の設定(謂衰票の作成)

調査および先行研究の結果をもとに，主に下記の攻呂を設定した。

争基本属性:年齢. 1全開，職業，身長，体重，疾患名，家挟構成

心王型的側面:術後のi詩足度，生活への不安，生活に対する不自由

住生活に隠する環境要部・

a. 物的環境:住居の改修，道具の購入，自助兵の使用，生活形惑(食事，排illt.入潜，騒眠，休息・

商).手術前後の生活形態の変化

b. 対人的環境:対人関係(理解者，相談相手.手伝いを頼める相手，ブレーキをかけてくれる相手)

執をはく場

C. 管狸・教育的環境:税日間遊動作の指導，外来受診. 1)ハピ 1)受診，運動習積，棺設できる箆療従事者，股関長告の寿

命への気選い(セルフケア能力)

2.再置換鰐iこ関連する護国の検討

有効問答数は f再議換あり j若手35名 (79.5%).r得寵換なしj群68名 (81%).合言t103名 (80.5%)であり，対象者の

平均年齢は70.2土7.8歳であった。笠郡では f女性jが，職業では「無線・主婦jがそれぞれ8銭を占めた。疾患部では「変

形性股潟節症J83.5%. r大腿骨頚壊死症J9.7%で、あった。インプラントの「総久年数Jは.r再置換ありJ群10.4年 (range

5.1 ~ 18.3). r蒋置換なしj若手14.9年 (range12.1 ~20). 全体で13.4土 3.5年であった。

f干写誼換あり j群. r符霞換なしJ群と各項目について X2検定を行った結果. r性別. rn見臼J.r運動J.r生活への不安j

にそれぞれ有意な室長がみられた。また.r職業J.r鶏名J.r執をはく(術前)J. r入洛J.r理解者J.r股関節の寿命への気

遣いjに差がみられた。さらに，手術後の生活形態については，雨群ともに. r排控J.r入洛J.r就寝J.r休息・

の4場面で，有意な改善がみられた。

ロジスティック回帰分析の結来. r湾寵換あり jと関連がみられたのは.r男性(性関)J (odds比=4.43;95%信頼託期

= 1.19-16.43 ; P < 0.05) と「投開節の寿命への気遣いなしJ(odds比=3.32;95%信頼度開1= 1.01-10.93 ; P < 0.05)の2

項目であった。

3.脱臼に関連する要襲の績討

対象の平均年齢は67土11歳であり，世間では女性20名 (58.8%).男根14名 (41.2%).疾患別では，変形性股関節疲20

名 (58.8%)，大腿骨顕壊死疲8名 (23.5%)，関館1)ウマチ 5名(14.7%).大鶴骨頚部骨折 1名 (2.9%)であった。述べ

99場面の脱臼場面を分析した結采，税自の発生は排推場詣Cl3f1JJ)で最も多く，動作の内訳は，洋式便器からの立ち上が

り7例，和式能器でのしゃがみ込み5僻，床のそノを拾う 1関であった。また，就寝，入浴，休息・国策，庭仕事などの

多様な場面で，上半身の前傾姿勢を伴う動作が多く観察された。
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W.考察

本研究では， THA後患者のQOLを阻害する住生活環境要国の検討を行った。その結采，再寵換術とi到達がみられたの

は， r股関節の寿命への気遣いJ，r性別Jであった。今留の分析では，各アセスメント項目に対する統計的な有意差は符

られなかった。しかし日本の住文化では税臼を誘発しやすいいことや. r符置換なしJ群でとくに術後の生活形態の改

善がみられたことから，生活形態に関する項目はQOLをま量定するアセスメントの指襟として有効であると考える O また，

THA後患者は身体機能の回復に伴い，高い満足度を得ている一方で， 日常生活や人工関節の寿命に対する不安を抱えて

おり，対人的環境としての身近な他者や，管漣・教育的環境としての専門職によるサポート体制が，査定項自として重要

であることが示唆された。

文献

1 )佐藤正文校.JII口孝泰，員車問美子子{也:人工股関節金援換衡を受けた悠者の環境移行に関する研究， B*表護研究学会雑誌. 28(2)， 

41-50， 2005 

2)佐藤政校， JII口孝若手:環境移行に伴う生活援助技術のエピデンス一人工殺関節会霞換術患者での研究成果を過してー，臨床看護滋

lf.'ill1刊号. 1974-1983， 29(13). 2003 
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学会賞記念講演

日本看護研究学会員としての責務

ーエビデンスをつくる，伝える，使うこと一

大串靖子(青森県立保健大学)

藤長深井喜代子(岡山大学医学部保健学科)

第 1官官 13 : 50~14 : 20 

A会場(コンペンションホール)

日本看護研究学会雑誌 Vol.29 No.3 2006 101 



φ学会費記念講演φ

百本看護研究学会員としての責務

ーエビデンスをつくる， i云える， 1吏うこと-

青森県立保健大学大串靖

わが盟では看護学の学会が多く設立され，各学会のアイデンティティが明確で、ない中で，法人化の開題を契機として，

a本看護研究学会の独自性についても論議されるようになってきた。閤大学看護学研究会の頃からの会員でありながら，

この学会の名称の由来については寡簡にしてよくわからないまま今日に至っているが，看護研究の学会か，看護の研究学

会か，名称から考えをめぐらした結果， r看護研究を過して看護学を追究する学会」という嵐に磁己流の解釈をしてきた。

本学会の日的は，会期第3条に， r本会は，広く看護学の研究者を組織し看護学の教育，研究及び進歩発展に寄与す

ることjとなっている。この条文で気づかれることは，看護実践に寄与するjということが触れられていない点である。

看護学は看護の実践を支える基盤であるはずであるが，そのようなことは自明の理であり，大前提であるから，学会の白

的にはあえて「看護実接jを強識せず，看護学の教育，研究，及び進歩発展に寄与することを自的としたものであろう。

教育，研究の函で鼓接に貢献できることを話指して，看護学を追究しその進歩発展をもたらすことが本学会の践的であ

り，これが本学会の独自性になっているとも考えられる。

また，学会員とは，会則第 6条に， r看護学を研究する者j と規定されている。私は，学会員であることの意味を，

看護学の発展に寄与する学術研究を行い，研究成果を公に訟える立場が与えられること，争学会員としての看護学

研究を通して社会に貢献する立場が与えられることの 2点に集約されると考えているO 学会活動は社会的な活動であり，

学会員になることは，社会的・公的な研究者としての立場を得ることであろう。

以上のことから，本学会の学会員として最も重要な役割は.看護研究を行い.学術集会や学会誌を通じて研究成采を発

表，公刊することである O すなわち，研究によって，今日あらためて重視されている看護のエピデンスをつくり出し(研

究)，伝える(教育)こと，また，教育のなかで活用するとともにエピデンスをつくり出す研究の上にも先行の研究成

果をエピデンスとして吏に活用することである。このことを社会的・公的立場という使命感をもって進めること，これが

本学会員としての責務と考える。

ところで，自分はこの寅務を来たしてきたかと関われれば，まともに返答ができるだろうか。このたびの学術集会では，

この間いに答えるつもりで研究を振り返り，反省のなかからなにか今後の課題を見出すことができれば，それで責めを来

たしたいと考えている。

本学会における研究発表

102 

-学術集会口演・示説発表 29 間

・学術集会シンポジウム発表 4 田

・学術集会会長講演 1 間

-学会誌への原著論文発表 6 編 (ほかに査読結果不採択1田)
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般演題

(ポスターセッション)

8月24日(木)の部



P 1会場第1群

1)ラベルを用いてのグル…プワ…クの導入

関本美子子，今夜誠子(京都市立春護短期大学)

{自的}

看護専門職者としての自己教脊力育成を目指し 1年次か

ら3年次のラベルグループワーク(以下 LGWとする)導

入成果を振り返り，自己学習能力向上に関する課題を明確

にする。

{研究方法i
I 対象 H13年浸入学生日名。

2 方法 LGWに関する質問紙諦査を実施。学生の反応、

を抽出，カテゴリーイヒし学び、の六段階に沿って分析した。

3 倫理的配題研究の趣旨と成綴に関係しないことを説

明し無記名自由問答とした。

※ラベルワークは林の定義する f人間の知的活動，とりわ

け知議の発信・交流及び器解思考の道呉としてラベルを用

いる浬論と技術の体系jで， LGWはラベルワークを用い

たグループワークである O

{結来1
1 ラベル;主役立つたでは〔学び、の振り返り] (ll) [学び

の共有](4) [視野を広げる](1) [知識の向上](1) [学び

を深める](1)等があったc ラベルが分からなかった意見

は〔趣旨] (8) [書いた後のラベルの意味] (1) [ラベルの

生かし:Ji] (2) [内容がつながらない] (l) [後から読んで

も何のことかわからない](1) [意味がない](引があった。

ラベルで成長できたかは〔振り返りができた](6) [学び、の

(1)[ものの見方(1)[分からない] (お等があっ

た。

2 グループワークは役立ったでは見交換 (5)[連携;

(2) [助け合い] (6) [他人の考えを知る] (10) [学びを深

める](3) [学びの共有](3) [玄任惑が持てる](2) [意見

をまとめる](1)等があった。グループワークが分からな

かった意見は〔話を理解するのに時間がかかる](3) [強気

な人の独走] (2)等があった。グループワークで成長でき

たかは〔人の意見を結く] (4) [自分の意見が言える] (8) 
〔チームワーク] (7) [意見の共有] (8)等があった。

[考察i
LGWの導入学年で， 1・2年次では多くの学生がラベル

ワークやグループワークの意義を実感し 3年次小児看護

後も成主誌は現れていた。質問紙調査でも{学びの振り

り][学びの共有]に役立ったことや〔振り返りができた]

と自己成長や課題を見出していた。 LGWでは〔意見交換]

〔他人の考えを知る][学びを深める][学びの共有]等の機

会となり，さらに(人の意見を開く[自分の意見がいえる]

〔意見の共有)等自己成長を導いているC 全体で成長した

と感じた学生はグループワークで 70%，ラベルワークで

48%とラベルワーク夜後の反応と比し減少した LGWの

意義は林の f学びの 6段階jにあり， 3年間に 5学びのお

覚化jの認識に到達し継続していくことが望まれる。今後

はラベルワークの趣旨を了寧に説明し 1・2年次はラベ

ルを基にグループワークでの発言機会をt脅し形成的自己

評価を， 3年次は自己体験を振り返り，学びの共有に向け

強化したい。

2)看護教膏におけるラベルワークの教青効果(そのり

…ラベルワーク実施群とカンファレンス実施群の比較

から一

佐藤道子， (翠隷クリストファ一大学看護学部)

{民的}
我々は，学生の主体殺を育むとされているラベルワークを

線地実習におけるカンファレンスに取り入れてきたむ今闘

の研究では， I綴}忠実習でのラベルワーク実施群とカンファ

レンス実施群の実態調資から それぞれのグループワーク

の場に生じている特設を明らかにする O

[方法}

紫関紙調査法。対象:ラベルワーク実施若手5校， カンファ

レンス実施群 5校の学生c 調査時期:1年次 (2003年 12

月から 2004年2月)の基礎看護実習終了時， 2年次 (2004

年9月から 10月)の基礎看護実習終了時。費湾紙 (33項

目):三i潟らの「許議場面における自己評価と他者評価のた

めの PM評定尺度jを参考に作成。分析:次の段階を続て

行った会 SPSSlO， 0 ]， 2婆国分散分析，ミZ必の分析結果

で有意差のある項目を 1年次と 2年次について.ラベル

ワーク実施群・カンファレンス実施群の平均値で比較。 倫

理的記長室:研究の趣旨，霞名性の厳守，研究目的以外にデー

タは使用しない等を明記した協力依頼文を開封し，同意を

得て実施。

{結采および考察]

分析対象:1 年次の調交は 352人(回収率96，7%に 2年次

178人 〈剖I1又率96.79ら)っ
:<1年次>質問 33項1311118項目に交互作用が有意

であった。内訳， rグループメンバ一関士の働きかけの状

況を伺う項目J14項目中ラベルワーク実施若手は 6項自，カ

ンファレンス実施群は3項呂， r自分の他メンバーから受

けた影響を関う項目J5壌自中両者とも 1項目， r自分の他

メンバーへの働きかけを問う項E1Jl4環自中ラベルワーク

実施群4項目，カンファレンス実施群2項自が有意であっ

た <2年次>質熊 33項目中 16項自に交互作用が有意で

あった。内訳， rグループメンバ一同士の働きかけの状況

を問う項目JII環日.r自分の他メンバーから受けた影響

を問う項目J3項13.r自分の他メンバーへの働きかけを問

う項目J2項自が有意で、あり，全てがラベルワーク実施群

であったc 平均値を比較すると. 1年次では還はなかった

が， 2 i手次は有意差のあった 12項目全てにおいてラベル

ワーク実施群のほうが高かったc ラベルワークは協働の力

で知を部造する方法であり，自分への信頼と他者への信頼

を中心にすえた行動をさせるという特徴をもっO 学生は2

田ラベルワークを体験したことによって，お互いの学びを

強化させる関係を築いていたと考えられる。以上より，そ

れぞれのグループの特徴として，ラベルワーク実施群は，

促進的な相互交流のあるグループを形成し自分をかかわ

らせながら，“築関として学びあう"体験をしていた。カン

ファレンス実施群は，手口や協締結:を大事にしたまとまりの

あるグループを形成し目的に向かつて“その場での学び

合い"の体験をしていた。
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3) eラーニングによる儲入学習受講状況の罷査

JII~ド王手百合， 中村秀敏

[はじめに}

当院では 2004年度よりパソコンのネットワークを利用し

た学習システムである eラーニングを導入し

入学習を{廷している。 日時を決めた勉強会と

が好きな持問に学穏参加できるが.受講するか否かは個人

の意思に任せられるc

{研究院的;

の受講状況を各分野に分け露出し現在の熊題点，今

後eラーニングの受講率を上げるための取り組みについて

検討するc

{研究方法]

対象は当

34.5長非常勤戦員は含めず)01間人情報協議・接選-

POS' IT教育の εラーニング教材をイントラネット上で

{考察i
は護郊の学習意議が高いこと，

に関わりの多いことが考えられる。

年齢が抵く，入毅年数が低いほど受講率が高いのは，これ

らの職員は専門的な知識を多く吸収する必要があり，

意欲が高い時期だと思われるむ

比べ受講率が高かったことも病棟表護締の年齢が低いこと

に合致している。当i誌では 1999年震より新人教育におい

てIT教育を行っており， IT教育開始以降に入職し

はITに抵拭なく学習できることも受議率の設に寄与して

いると思える。渓対に年i主主が上がるにつれ ITへの若手意

識が読み取れるの

があったため，今後は看護掃や若手職員以外でも気軽に受

けられる議践を提供することが必要だと考えられたc

eラ…ニングは全駿箆が紹々のベースで学習し靖報共有

することが大切である。間人の意志に怒されるため，個々

の学習意欲が反映する形となったo eラーニングは職員の

知識レベルを上昇させるだけでなく，学習意欲をiRUるツー

ルになると示峻された。

4) eラ一二ング受講後のアンケート鵠蜜

JlI中卒百合，中村秀敏

{はじめに}

当i誌は.透析・糖尿病の専門病院であるc そのため，

締はさまざまな知識を習得しなければならないや当践では

2004年度より eラーニングを導入し新人及

を行っている。現夜能用している講座内容としては

20項位透析関連知識議遇，個人i吉報{采
IT箆連， POS，カルテの記載方法.院内感染対策な

どがある。今際1.審議蹄に対して tラーニングの講窓iこ関

するアンケ…トを行い， どのような内容の議鐙が必要とし

ているかの調査を行った。

{研究目的]

εラーニングを受講した看護締に教材の評締および婆望に

ついて明らかにする詩的でアンケート調査を仔い，その結

果をふまえ議経内容の修正へと

{研究方法]

当!誌の倫理規定により当段病棟看護臨全員 (25名)に対し

研究方法の説明および間意を得てアンケート関答の協力を

昔話

POS，カルテ記載方法}

アンケート調査を行った。 e

ラーニングのシステムは富士通i機の Intεrnet災avigware

Ver. 7.0を使用した。受講した落慶ごとに惑怒を?とても

良かった良かったHまあまああまりよくなかっ

fよくなかったjの5段階評錨で間答を求めた。次に，

うち有用で‘あった議鹿や，今後作成して欲しい

してもらったQ

eラーニングの議康を受講した感想、の 5段階評価で，上{立

2段階である?とても良かったJ.良かったj

80丸議選は 70九

44%， 

有用でなかったと

する評錨の講座インターネット{:キュワティー.Word' 

ExcelとIT関連教材が上位をおめていた。今後作成して

欲しい議感は.社会資源関係・心活関・急変時対応、などが

多かった。

[考察}

アンケート結果より，どの分野の講座も高い評綴がされて

おり， eラーニングが受け入れられている。審議締は溺床

現場に速やかに活泊することができる議議に濁しては高い

評舗を示しており，より実践に必要な知識・技術をふまえ

を必姿としていると考えられるc また，今思 IT関

連の講座に関して評価が低めであったのは.譲渡自体に要

求されているレベルが高かった事，受講時間が長かっ

が婆憾であると推測される。今後lえ学習者のニーズを検

討しながらよりよい議惑を提供していくことが望ましいと

考えられた。
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5)状況設定問題対応型の看護由記学修支譲コンヒ。ユータ

ブロダラムの開発

陸朋也.西堀好意，坂間五月，風間たま代，景島由桜子，

稲垣健治(聖隷クリストファー大学者護学部)

{目的}

看護教育へのIT利用健進で袈まれるのは，利用者サイド

に立ったソフト開発であるc 特に，自己学修を毘的として，

多披選択問題をオンラインで提供することは，告看護蹄国

家試験，号将来的に導入の可能性のある CBT (Computer 

Based Tξsting)，会長卒後教育での到達度評倣などで有用で、

ある。本研究では，図表を含む状況設定問題を保存管理す

るデータベースと，それらの問題を WWWで提供するプ

ログラムを関手去したc

{研究方法]

看護締国家試験をi標準として 図表付き状況設定問題のオ

ンラインでの学修を可能とするデータベースおよびプログ

ラムを作成した。汎用'段を考慮して，問題を管理するデー

タベースには MicrosoftAccessを， WWWサーバでの実

行プログラム作成には MicrosoftIIS上で作動する ASPを

利用した。開発および動作試験は WindowsXP Profes句

sionalで、行った。

{結果i
Accessのフォームを利用した状況設定問題の入力阪商は，

状況設定檎，設問文欄，選択肢摺ij，図像取り込み繍，レコー

ド並び替え機，項B分類視の6つのフィールドで構成され

る。また， 自己学{I多を自的としていることから，各問題に

対する「出題の意図，解説，コメントjを入力するサブウイ

ンドウを備えている。また，状況設定問題をインターネッ

ト酒閣に表示させるためのサーバプログラムは，演者らが

すでに開発した MCQプログラム(看護教育， 45 (9)， 772 

777 (2004))を改変し状況設定問題に対応させた。 過去

2年分の回試問題を実際に入力し，動作確認を行ったとこ

ろ， Atype， Ktype， Xtypeの様々なパターンの状況設定問

題を扱うことが可能であった。

{考察i
i災者らは状況設定問題の作成とプログラムの作成を密接に

述携させながら開発を行っているC すなわち，状況設定問

題をいくつかのパターンに分類整理しその結果をブログ

ラム作成に反映させることを重援しているO 自己学修の効

51ミを高めるには，プログラムの制約の範関内で照題を作成

するのではなく，作成する問題に応じたプログラムを使用

することが重要である O 演者らはプログラムも含めて教員

自身が開発することで，必要に応じてプログラムを改変す

る等の柔軟な対応、を可能としている。

6)成人看護憲性期巽欝での看護学生のヒヤリハット体験

一病擦の指導体制との関係一

風間たま代，西堀好恵，坂田五月

G塁隷クリストファー大学)

[目的1
2005年度には，看護実践能力の向上ι患者と学生の安全

を確保するために臨床看護締の協力を得て指導体制の強化

を留った。 2004年度には病棟実習指導者がいたのは 7病

棟の内 l病棟だ、ったが， 2005年度には5病棟になった。そ

れ以外の 2病棟では，学生の受け持ち患者の担当看護締に

新人以外の看護郎があたることになった。この研究の日的

は，病棟の実習指導体制を強化したことによる成人看護急、

性期実習(以下実習)でのとヤリハット体験(以下ヒヤ l})

の変化について検討することである。

[用語の定義}

ヒヤリハットは. 日本看護協会編看護管理者のためのリス

クマネジメントガイドラインの定義に従った。病棟実習指

(以下実習指導者)とは，学生指導を担当する病棟看

護締であるc

{方法}

対象は， S大学看護学部の成人看護急、性期実習(以下実習)

を行った 3-4年生で， 2004年定 113名， 2005年度 112名

である。実習の前後に，研究の趣昏と参加は任意・無記名

であることーデータは全て統計的に処理されることなどを

誉回・口頭で説明した。データ収集は，実習中に自分が体

験したヒヤリあるいは見たヒヤリを， 1体験につきヒヤリ

ハット記述用紙 1枚に記述してもらったc 分析は，号その

記述をヒヤリが起きた援助の内容によって分類し内容毎

の符:数を年度1mで比較した。者援助の内容毎に，自分が体

験したヒヤリと見たヒヤリに分類しそれぞれの件数を年

度開で比較した。比較には，x二采検定を用いた。

[結果]

ヒヤリの内容は.号移動・移乗号転倒・転落号輸液管理舎

内服与薬号食事審清潔@環境整f務審記録管理審手術見学@

その他に分類できた。その他は，診療の介助に関係したヒ

ヤリだったむ

ヒヤリの総数は舎04年gr165件， '05年度 151件であった。

援助の内容別に比較した結果， '05年度の方が少なかったの

は転倒・転落で，多かったのは点滴と手術であった (p< 
.01)。自分が経験したヒヤリは'例年度 93件.'05年度は 80

件で.'05年度の方が少なかったのはその他で (p< .05). 
多かったのは移動・移乗であった (p< .01)0 見たヒヤリ

は'04年度 72件.'05年度7l1!tこで.'05年度の方が少なかっ

たのは移動・移乗で，多かったのは手術であった (p< .01)。
{考察}

実習指導体制の強化によって学生の看護実践の機会が多く

なり，移動・移乗のような生活援助のヒヤリが多くなった

反蘭，実習指導者に守られて転倒・転落に至るとヤリや診

療の介助に関するヒヤリが少なくなったと考えられる。

習指導者を通して観察する機会が増え，輸液管理や手術見

学での診療の補助に期するヒヤリを見ることが多くなり，

ヒヤリに対する認知が広がったと考えられる。
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7)臨地実習iこおける学生の看護事政防止ガイダンスの

あり方

一実習前「リスクセンストレーニンダj篭還してー

岩瀬裕子，田中菜子

(熊本保健科学大学保健科学部看護学科)

[詩的i
1)スクセンストレーニング後に，学生が記載した

放に対する自分自身の対策jについてのレポートを分析す

ることにより， 3年次実習夜前ガイダンスのあり方を探る。

[方法}

<対象>看護大学3年次生 106名のうち，研究の趣旨に同

意の得られた 100名，<ガイダンスの実施>実施日:王子成

17年4月， 3年次臨ま忠実習(成人・老年・小克・母性・

争中・地域実習)夜前， 180分c EI標:審議事故時止につい

て，自分が行動に移せる具体的な対策を述べることができ

る。内容:1)対象の 2年次での看護事故に関する

Bにおけるニアミス調査結采の報告。 2)

主主を 20グループに分け，学生は Sつの場面から 1つを

び，グループワーク(以下， GWと略す)・発去を行う C

GWは， r場E互に潜む危換とその理由・根拠J.rどのような

事故に発展するかJ.主体的な対策jを検討しその後各

自， r零設事故に対する自分自身の対策jについてのレポー

トを作成した。レポートは無記名c ちつの場援は，

安全ワークブックJ(J!I村， 2004)リスクセンストレーニン

グから学生が最も遭遇しやすいと考えられた寺 rg力仔動

中j・ r車椅子への移乗介助中J.幸限目下歩行中jの転

倒や転落の危険.ミ主主 f食事介助中J.ミDr鏡i呆J患者待機jの

18:1設である。<分析方法>研究者2名で，学生の各自のレ

ポートから具体的な対策をtul出し類似した内容でカテゴ

リーイとしたc

[結果および考察}

抽出した 748件の具体的な対策をおのサブカテゴリーに

分類しさらに 6のカテゴリーに分類したc 6のカテゴ

リーとそのなかに含まれる呉体的な対策の件数は， 1 

fヒューマンエラーを認識するJ21件， II r者護学生として

の寅在を来たすJ267 f魚沼 fシステムの側面.から安全策を

考えるJ34件，おrr危換な鴎子のアセスメント・安全な看

護技術の提供・詳細を行うJ396件， v r論理的倶Jj顕からの

配躍を考えるJ19件， vl rその他J11件であったc

件数の最も多かったNでは患者の状態を把握し危換の

予測・対策を考えておく jに対してのj主体的な対策は 114

件と多く記載されていた皮磁実施後の振り返りjに関し

ては 1件であった。次に件数の多かった日では，

ために， "jjj幻こ，いつ，どのように報告するかを事前に

確認しておく"などの具体的な対策が 108件永された。学

生は事故紡止のために，情報収集，アセスメント，実施と

いう一連の過稜を鞍むことの必要散を具体的にイメージす

ることはできているが，花子{泌.rヒューマンエラーJイシ

ステムの側面上「倫理的記播tJという視点での具体策が少

なく， r場商jの選定や指導の必要性が示唆された。

8) ヒヤリ・ J¥ッと体験の揖賎要盟と学生の傾向 1年次

纂礎看護学実習 fヒヤリ・ J¥ッとjレポートより

鯵坂由紀.関本寿子(京都市立看護短期大学〉

{研究目的i
fヒヤ 1).ハッとJの発生状況と，その時の学生の患い，

行動を分析することにより，危険要留と 1年次学生の傾向

を知るとともに.今後の医療事故防止教育の示唆を得る。

{研究方法}

対象 :K看護短期大学工年次学生 52名の基礎看護学実習

「ヒヤリ・ハッとjレポート C

方法:1. rヒヤ 1)J rハッJとした場面の内容を援助項隠

ごとに分類した。

2.分類した内容を.川村の「ヒヤリ・ハット報告におけ

る悠値ある報告 1うに基づき分類し危険要因を抽出したc

3.学生の行動や認識の内容を検討し学生の傾向を分析

した。分類に捺しては，援数の研究者で行なうことで¥

頼性と妥当性を高め

[倫理的記題]

対象となる学生に，研究の主皆及び研究協力の認否の自由

とそれにより不利益を受けないことを時頭で説明し

を得たものについて分析をおこなった。尚，データ入力時

には学生氏名を盛名とした。

[結来i
1. rヒヤ 1).ハッとjが発生した科二数は， 11の援助項践で

119件であった。

2. A r患者および患者の療養環境・生活にまつわる18:験
婆間に気付かせてくれる報告jと判断した内容は 31件

(26.1 %)， B r医療忽1]の行動や認知における危Iii主要関に気付

かせてくれる報告jと判断した内容は， 86件 (72.3%)C 

における滞在的な危険要簡やシステム・

の危続安閣に気付かせてくれる報告jと判断した内容は 2
件(1.68%)であった。内容の分析から， r一つの動作に集

中して路間が見えないJr恵、者の状態の抱擦が十分できて

いなしづ「療養環境や構造を認知していないJrスピードを

要求され急、ぐJr技術が未熟であるjなどの18:験要留が明ら

かになった。

3.学生の行動や認識では， r見守りが必要なだけだと患っ

たJr自分の時は大丈夫だからJrヒヤヒヤしたが自立も大

切なので見ていたjなどの記述があり，務手な自己判断や

わからないからこそ安易な方向に流れる傾向にあることが

わかった会

[考察}

lif.次の臨地突留において「患者の療養環境や生活にまつ

わる危険要国jが少ないのは f療養環境や構造を認知して

いないjために患者の安全安楽の配患には至っていないの

だろう G 一方療者側の行動や認知における危険要因j

が非常に多かったことは，技術の未熟さや不慣れな環境，

学内実習との相違，経験の不足など考議すれば当黙のこと

だと考えられるc しかし f勝手な自己判断や思い込みで

行動するj危険要因からは安易な行動をとる傾向にあるこ

とがわかったっ 1年次から危検要留を意識させ， 自己の傾

向を知札医療者としての自覚を持った行動がとれるよう

に今後の教育方法の工夫や改議を検討していきたい。
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P 1金場第2群

9) 2年課程に進学した学生の特性

一平成 15年産生と平成 17年度生鵠驚との比較一

坂井瑞子(戸田 門学校第二学科)

[話的}
看護部2年課程に進学してくる学生が学校に何を期待して

いるかを知りたいと考えその結果を第 30国大会で発表し

また，王子成 17年度の入学生から，衛生看護卒者が入学

してこないことになったため，学生の背:長に変化が生じる

ことが予想された。今風筆者が調査対象とした学校を人

校とした。始めに， A校の平成 15年度主主が「授業に期待し

ていることは何かJを尋ねてみた。そして， 2年後の平成

17年度入学生にも同様の質問jを投げかけてみた。そして，

この結来を授業内容や方法への検討につなげたいと考え

たc

{方法}

自作の費需紙を使い.一斉謁査を実施した。項目としては.

年鈴，性別， ~設業経，授業に関する意識についてである。
その結果を単純集計ーした後，問答のあった 126名について

10のタイプに分けてクロス集計ーを実施した。学授

として， 1 群は看護職業経験のない者， 五群は看護

ある者であるc さらに， 1群について，高等学

校の衛生者護学科を卒業した者を (1a群)，高等学校の普

通科などを卒業した者を(Ib 1船，短期大学を卒業した

者をけ C群)， 4年生大学を卒業した者を(Id群)，中

学校を卒業した者を(Ie鮮)とした。 ru洋についても河

様に. 狂a.II b ， II c， II d . II eとしたc その後.平成 15
年度生群と平成 17年度生群および平成 15年度生u洋と

成 15年度生日i民平成 17ifl支生 11洋と平成 17::tfq支'EII
群さらに平成 15主FI支生 n洋と平成 17年度生I'I洋，王子成 15
年度生IIi洋と平成 17年度生日j良平成 17年堅生日 b1洋と
その他の群に分けて x2検定を実施したc 倫理的配慮とし

て，調査は無記名であること，協力は強制ではないという

こと，また.問答内容で不利益を得ることはないことを口

頭で説明した。

{結来と考察]

平成 15年度生の場合学習者の特性として 1aの学生が(高

等学校の衛生者護学科を卒業して織業経験のない学生)

体の 64%を占めていた。それに対して平成 17年度生 1a 
は全体の 9%と大きく変化していることがわかった。年齢?

としては.平成 17年度生が平均年齢24.76歳と上部った。

また， I授業にjl;ll待していることは何かjに関する質問に対

して，平成 15年度生と平成 17年度生との単純比絞ではヲヨ

られなかった。平成 15年度生立群(看護職歴有)

と平成 17年度生日群は傾向が似ていることがわかった。

平成 17年度生 I群(看護機肢無)と耳群(看護識経有)と

に分けて x2検定した結果.rあなたにとってやればできそ

うだなと思う授業jの限答に有意な差がみられた。関様に

平成 15年度生 I若手と平成 17年度生 I群とに分けてf検

定した結果， rあなたにとってやればできそうだなと思う

授業jの田容に有意な差がみられた。今後，これらの給来

を参考にして，学生との関わりを考えていきたいと患って

いるc A校の場合， II若手の学生はあまり変化がないので¥

I群の学生の変化に対して考えていかなけれ誌ならないと

忠われる。

10)看護学生の学欝動機，レジジヱンスと学龍力との関

遼

松芸子英士(東京女子医科大学者護学部)

;長谷川美津子(東邦大学医学部者護学科)

{目的}

長谷川ら (2005)は，看護学生の!主席選択行動に関する調

交から，教室の前方ゾーンを希望する学生が多く奪還択理

由として上位に f黒板がよく見える r教員の話が開きやす

いjなどであったと報告しこのことは学習意欲が高いこ

とを示すように思えるが.授業という場がf情報活費の場j

となっていることを示唆し自らの学ぶ場を保証する授業

の展開に留意;をする必姿があると指捺している。大学進学

率が50%を超え，学生の多様化が進む中で学習カの低下や

学費動機の不明採さは大学教育にとって重大な問題であ

るC また近年，精神的適応に関連ある心王室特性としてレジ

リエンス(回復力，後元力)の概念が住自され，欧米では

生徒・学生のレジリエンスを育む教宥活動が進んでいる。

そこで本研究では，審議学生の学習動様， レジリエンスと

学習力との関連を明らかにし高等教育の鍵となる学習カ

を高めるための示唆を得ることを呂的とする O

{研究方法i
1)対象者:都内の看護大学生2年生 178名 2)調査期

間:2006 年 l 月 ~2 丹 3)調査内容工学習力について

は，イIi.II!事 (2003)による，学習技術・学習特性に関する調

日を使用2委学習動機については，市川 (996)による

動機尺疫を使用 2玄Jレジリエンスについては，小塩ら

(2002)による精神的関復力尺J3tを使用 4)方法:授業後

に調査用紙を配布・説明し後日間収絡により@]収したo

5 )倫理的配惑:学生に調査協力は任意であ i 成総等に

は関係しないこと，また然記名鵡査でありプライパシーに

関わるような個人情報は保護することを説明し協力を求め

たc

{結果}

分析対象者は鵠答に不備のない学生 104名(女性的名，男

性5名有効j滋答率 58.4%)，平均年齢20.8:t 3.7歳む先行

研究の一般学生と比較して，学習力の学習技術・学習特性

ともにやや高い傾向を示していた。学習動機については.

自分の将来の仕事や生活に生かせるから勉強するという実

用志向の動機が高い傾向を示していたが. 1也の動機はやや

抵い傾向を示していた。レジリエンス.内容関与的動機(充

実志向，訓練志向，実用志向)と学習力の学官技術・学習

特性との関{こlEの有意な相関が見られたc 内容分離的動機

(1M]係志向.自尊志向，報獄i志向)と他の要因との!習には有

意な相関は見られなかったc

[考察}

内容器与的動機(充実志向，訓練志向，実用志向)が強い

iおい学生ほと学習技術・学習特性の多くの側面がより強

く備わっており，また， レジリエンスが内容関与的動機，

特に充実志向と強い関連があることが明らかとなった。こ

のことは， レジリエンスを高めていくことが学習の内幸子を

重視しその内容を身に付けたいとの動機を高め，さらに

学習力を高めていくことを示唆しているものと考えるつ
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11)‘その人5しさ'智大切にした審議に関する欝的研究

一看護学生の認識を中I誌に一

渡透タミ子，竹村真理〈新潟大学涯学部探健学科)

樋良繁香(山梨大学大学院)

{研究自的}

本研究の日的は，審議学生が‘その人らしさ'を大切にし

どの様に認識しているのかの意味内容を明らかに

し今後の審議方略を検討するための基礎資料を得ること

である G

[研究方法}

1)対象:者護系大学iこ在籍中の2年次生で，研究主旨を

説明し同意を得た 41名 2)時期:王子成 16年 1月。 3)

方法:記名による非議成的質問紙譲受法o 4)内容 :fその

人らしさを大切にした審議について。あなたの考えを述べ

なさい。jのテーマを基に.A4販サイズの用紙に，字数制

限なく自由な記述を依頼したo 5)分析方法:記述内容の

文蹴から共通性・類似牲を基に意味内容を分析しカテゴ

リー化したむ 6)倫理的記窓:調査は任意であること，

もたらさないこと，髄

人のプライパシーを磯保し研究思的以外に使用しないこ

と等を確約して行ったc

[結果i
f‘その人らしさ'を大切にした者護jについて，以下の結

果を得たむまず，‘その人らしさ'の性質に関る{その人の

生活の中に存夜しかっ患者にしか分からないもの][対象

の選択する権利によって，その人らしさが表現されものi
iその人が生き生きしている時1. [ (第3者からみた)

気}の4カテゴリーを，それを大切にした者護では守{対象

し納得の縛られる審議][対象者の

{間性.f言念や生き方を尊重した看護][それまでの対象者の

生活資積等の傭7JU性を大切にした者護] [対象者のプライ

パシーや自尊心に記慮した肴護] [対象者の肯定的反誌を

引き出し関病意慾を提i撃させる者譲1[対象者がもっ最大

限の力を引き出しよりよい生き方ができるよう

の6カテゴリーであった。その前提要件として{対象者と

の信頼関係の確立が不可欠iであり，それには{対象者の

自己表現を効け.誠実に傾聴する態疫をもつこと1[的確に

かつ十分に対象者を理解すること}がZ重要で.かっ者護主ili
には{観察力と洞察力をもっZ主要性1. [的確な情報とまし

い知識をもっ必要性}の 5カテゴリーが抽出された。

{考察}

‘その入らしさ'を大切にした審議については，多様な婆

を含み多面的で、多義性をもって認議されていることが明

らかとなった。この概念は，抽象度が高く，かつ価値意識

や人生認に深く関わる投資をもっているC 今後.さら

護の対象者サイドの認識についても明らかにし双方でコ

ンセンサスを得られる擦に検討を重ねていく必要性があ

る。

12)養護学生の持つ零護への患い

一患者との関係を中心iこ一

今川詩子，長谷川真美(埼:E県立大学保健薩療福祉学部)

{践的}
経時的に変化し患者の生き方や考え方など患

者・家族との関わりを通して形成されることの多いことが，
らの過去の緋究結果から明らかになった。

観や職業への意識変化をとらえた量的議査は多くなされて
いるが，患者との関わりに焦点をあて，質的に分析した研
究は少ないc そこで今関，臨地実習前後の学生が持つ看護
への患いとその変化を，患者との関係に挨点をあてて分析
し教育的支援のあり方を検討することを沼的としたc

看護への患いとは自己の者護の笥擦や殺業的価値読で
ある看護観，委職業に就きたいあるいは継続したいという

委理想の者護締設に対する自己評価と達成の
ための課題認識を含むと考えるむ
{研・究方法}
研究対象:臨地実官が終了し研究への同意が得ら
の学生 II名
調査期間:平成 17 年 6 月 ~7 丹
調査方法:溺接，及び学生が作成した成人者後学実智記銭
から，今閣は?患者との関孫Jf看護観jについて分析した。
面接は 2 関実施。部接待関は 1 思につき 20~30 分であっ
た。
分析方法:患者との箆係については，
表 (4段階評倣)での評飯点
は，自由記述を研究者2名で分類したc

倫理的記惑:学生には研究の趣旨を説明し自
ること，紹人のプライパシーや成畿には影響しないことを
説明し関;窓を得たc

[研究結采}
1.患者との関係

との関係に対する自己評価は，全員の学生が向上し
問自手の見場に立った r1渓務J共感jf玄関を仏えるjを

して f信頼関係jを築けたとした者が多かっ
の自己，詳fI震が低かった学生4名は， コミュニケーション
を情報収集の手段として捉えている傾向があり.相手を

るための手段と捉える点が不足していた。

られていたが，
患者のニードと者護の必要性をすりあわせ

ながら患者の主体殺を尊重して看護するよう変イとした令患
との関わりのa己評価が{廷かった学生は，関わりの不足

から鍛部性の尊重を考える傾向があり，高かった学生では，
抱擁した倍能性を看護に反咲させる方法を摸索する視点か
ら孝子護観を考えていた。
{考察i

臨;主主実習により患者の他部性を重視する
者護観に変化した。また.患者との関わりが看護観の変化

を与えていた。これは者護実践や患者との関わ
仏教員や病棟スタップの指導，路地実習前後で者護援を
表現させ意識イとさせたことによると考えられるc 前述した
ように者護締の看護観の形成には，仁患者の生き方jや
護の失敗体験jが多くの看護締において荷速しており.r患
者との関係jを確立することが学生の看護への思いを変化
させる上で重要であると考える
{結論}
学生の審議への患いの変化や確立には，患者との鵠わりや
指導のあり方が影響婆践のひとつとして確認された。患者
との関わりを促進できるような教育的支援，および思いを
表出し意識イとできる機会を提供する必要があるc
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13)看護学生と喫壌に関する研究(第3報)

~長崎県下の学生の喫煙者と非喫煙者の背景につい

て~

林田りか(県立長崎シーボルト大学)

山本直子(長崎市医締会看護専門学校)

長崎県看護協会たばこ対策特別委員会

[13E19] 
喫煙状況の会毘調査では看護学生がそれ以外の学生に比べ

喫煙率が高く.看護学校の防壊・禁煙教育の遅れや，教師・

指導者・看護学生間の喫煙管慣の影響が潤題視されている O

そこで，平成 16年度たばこ対策委員会活動の…環として，

長崎県下の看護学生の喫煙状況の実態調査を行った。今回

は契'挫者と非喫'麗者に分け喫'壊に対する意識や自覚症状，

ストレス対処能力・健康保持能力 (SOC)に違いがあるか

検討した。

{研究方法}

長崎県審議系教育機関 18校(看護専門学校:准看諜桂6校，

2 車積γ校， 3年課程3校，看護大学2校の I年生を対

に調査を実施した。有効密答 815人のうち喫燦者は 98
人(12.0%)，非喫煙者は 717人 (88.0%)であり，それらを

対象としたc 務査内容は，対象の属性，喫煙に対する考え，

自覚症状調べ， SOC調査など82項自で，罰答は無記名自

記式とした。 イ命線的配磁:については，調査前にデーターは

集留として解析し本研究以外には使用しないことを説明し

た。

{結果および考察}

f医療従事・者として喫煙すべきでないJに賛成した喫燦者

は非喫燦者に比べ割合が低く (p< 0.01)， r医療従事者で

も勤務時間以外は喫煙してもよい」に賛成した喫煙者は逆

に割合が高かった (p< 0.01)。医療従事者として働くこ

とに対する意識の低さが伺える。生活晋慣では，三食きち

んと食事を取っていない者ほど喫'煙率は高く (p< 0.01)， 
飲酒の有無では欽滋する者ほど喫煙率が高かった (p< 
0.01)0 SOCでは，三食きちんと食事を取っている者のほ

うがそれ以外のものより値が高く，非喫煙者では有意差が

みられた (p< 0.01)。不規則な生活状況が喫燥には大き

く関与しストレス対処龍力・健康保持能力にも影響する

ことが示唆された。家族や友人の喫煙の有無で、は，友人が

喫燥している者のほうが喫煙者の割合が高く (p< 0.01)， 
SOCでは友人が喫煙していない者のほうが値は高かった。

喫;慢だけでなくストレス対処能力・健康保持能力にも，常

に身近にいる問世代の者からの影響を受けやすいことが伺

える。自覚症状調べでは，喫煙者のほうが非喫煙者に比べ

て注意集中が関難になり (p< 0.05)， SOCとf注意集中の

密難」との関連では非喫煙者のほうがやや強い負の相関を

示した (p< 0.01)。これより，喫煙は注意集中力の減少と

判断力の鈍さを促進させる国子であることが考えられる。

志高く入学してきた看護学生の意欲を持続させるために

は， [坊'壊・禁煙指導の強北や教育内容の検討および充実が

最も必要で、ある。

14)看護学科学生における SexualHarassmentの実態

調査(第1報)学生の認識

五十嵐慈子，小田心火.様屋智明，菱詔久子，谷簡単苦，

斧涼{憂子(東邦大学医学部看護学科)

{程的}

看護学科学生の SexualHarassm巴nt(以下 SH)についての

認識及び被害の実態を切らかにし学習環境の改普・のため

の対策を検討する。

{研究方法i
:A大学涯学部看護学科学生440名。

潤:2005年9月30日-10月6臼o 3)調査方法 :S廷に関

する認識，被害等の実態，要望についての質問紙を作成。

授業終了後に配布し留め置き法で閤収。 4)倫理的配議:

口頭及び書留で調査の趣旨データは研究目的以外に使用

しないことを説明。問答は無記名とし問答をもって間意

と見なした。 5)分析方法 :SHについての認識を集計し

SHの類型にそって検討。

[結巣}

: 156名(回収率・有効問答数35.5%)。男性 10名

(6.4%) ，女d段146名 (93.6%)01年生 35名 (22.4%). 2 
年生 35名 (22.4%)，3年生 44名 (28.2%)， 4年生42名

(26.9%)0 2) SHという言葉に対する認識:r言葉の意味

も法律整備も知っているjが90名 (57.7%>.r何の略かは

主日っているJは46名 (29.5%)で， r全く知らないJ者はい

なかった。 3)SHの寅在主体についての認識・“どちらか

と言えば"“全面的に"は話番考の安在であると思う jが 141
名 (90.4%)，げn害者・被害者どちらも間程度責任があると

思うJは13名 (8.3%に“どちらかと言え11"“全面的に"

「被害者の責任であるjとする者は各 1名。 4)SH行為に

対する認識 :SH行為 25~立日中， SHに当たる行為だとい

う学生の認識が低かったのは， [環境型・発言控〕に分類さ

れる“性的噂を立てられる\〔環境型・性別役割意識君~)

に分類される “女だから，男だからといった行動・態疫に

ついての発言"“お茶くみなどの仕事・作業等の指示"“学

留.研究内2容幸，評価の蓋B関日
カ一行為〕に分類される“カラオケでのデユエツトの強婆"

の，計5項目であった。

{考察]

SHという詮葉の意味，責任主体についての認識はあるも

のの， SHにさきたる行為，特に環境型・性別役割意識型の行

為について SH行為であると認識できている学生は少な

かった。看護学科学生の場合，教員一学生という権力構造

だけでなく，法師(医学生)一着護師(看護学生)という

医療チームの中での権力構造，患者・家族との関係におい

て被害を受ける可能性は大きい。逆に SH行為に対する

十分な認識がないことにより，知らぬ簡に加害者となる可

龍性もある。今後は看護学科学生の SH行為に対する認

識，対処についての務発活動等の支援を行うと共に，大学

の責務として SHI防止・排除の措置.ガイドラインの構築

を行っていく必要がある。
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15)看護学科学さ主における SexualHarassmentの実態

爵蓋(第2報)被害の実態

小関心火，五十議窓子，横屋智明，菱沼久子，谷間王手蹟，

拝原擾子(東手r;大学医学部看護学科)

[自的}

審議学科学生の SexuaIHarassment (以下 SH)の被答内容，

発生状況等の実態を把握し学習環境の改善のための対策

を検討するc

{研究方法}

1)対象:j¥大学医学部者護学科学生440名号 2)調査期

間:2005 :i手 9 月初日 ~10 月 6 日 o 3)調査方法 :SHに関

する認識.被害等の実態，要望についての質問紙を作成し

授業終了後に配布し留め置き法で回収c 引倫理的記長室[: 

口頭及び書面で調交の趣旨，データは研究目的以外に使用

しないことを説明ひ岡容は無記名とした。 5)分析方法:

SHの被害について集計，被害内容は類型に沿って分類し

たc

[給来i
1)対象:156名([波紋率・有効j滋答数35.5%九 男 性 10名

(6.4%). 女性:146名 (93.6%)01年生 35名 (22.4%). 2 
年生 35名 (22.4%). 3年生44名 (28.2%に 4年生42名

(26.9%)0 2)被害経験:被害経験fあり jは49名(31.4%に
うち 28名 (57.1 %)には 2間以上の被害経験があった。

その時期は 1年次22件付4.肝心. 2年次 14件 (28.6%人
3年次8件(16.3%に 4年次4件 (8.2%)であった。 3) 
被害内容:延べ被害件数回件取上位3項目は

flii!iされるJ10 f1:. r話予って抱きっかれるJ9 f'j:. 
紋れられるJr性的な質問をされるj各8件であったc

加では，身体接触~~.発言型が各 251'j: (26.9%). 視覚~ 17 
件(18.3%).交際強要型 11f1二(1l.8%λ 対悩型41キ(4.3%). 
性役割意識丞D件 (3.2%)であった。 4)発生状況・場所:

サークル活動.学禁，コンパなど諜外活動中 22件 (34.9%). 
バイト先日件 (17.5%人授業，研究指導，実習など教科活

動中9件 04.3%)であり，場所は学内 21件 (31.3%)， i媛

!前 131午(19.4%)，バイト先7件(10.4%)であった。 5)
加害者:本学関係者25件，本学関係者J，j，コj
者.家抜 1持件二でで、あつたσ 本学i関羽係者の内訳は， 他学科学生

12件.大学教職員 7f'j:，向学科学生6件であった。性別は，

男性40f'I:，女性6件，男女間方21午であったc

[考察i
問答者の 3割強に被害経験があり， うち半数以上が複数回

経験していることから， SHの発生は決して稀ではないこ

とが明らかになったc 発生状況等では円法学年次Jr~果外活
動中H大学構内jの割合が高く，加害者では他学科学生が

際立っていた。学内関係者に対して発生状況を周知し加

被害いずれの立場にもならないように意識を高めるこ

と，また，学科を越えて対策を講じることの必要珪が示唆

された。

16)看護学科学生における SexualHarassmentの実態

読鷲(第3報)被害!こ対する対処行動

横麗話3明，五十嵐嘉子，小関心火，菱沼久子，谷間早諒.

手手原稜子(束手11大学医学部看護学科)

{自的]

看護学科学生の SexualHarassment (以下 SH)についての

対処行動を明らかにし学智環境の改善のための対策を検

討するc

{研究方法}

:j¥大学涯学部看護学科学生440名。

: 2005 年 9 月 30 日~1O月 6 B 3)謁査方法 :SHに関

する認識，被害等の実態，要望についての質問紙を作成し

授業終了後に配布し腎め設き法で翻収した。

:口頭及ひ議:部で欝至その趣旨，データは研究目的以外

に使用しないことを説明した。問答は無記名とし部容を

もって間意とみなした。 5)分析方法 :SHへの対処行動

について集計し事態の変化にそって検討し

{結果]

: 156名(関税率・有効1m答数35.5%)。男殻 10名

(6.4%) ，女性 146名 (93.6%)0 1年生 35名 (22.4%)，2年

生 35名 (22.4%). 3年生 44名 (28.296)，4年生 42名

(26.9%)0 2)夜学ゅの SHの被害経験:被答経験「あり j

は49::g"r(31.496λ うち 28名 (57.1%)には 21m以上の被害

経験があった。被害を受けたときの学年は 1年次 22名

， 2年次 14名 (28.69ら)， 3年次8名 06.3%)，4年

次4名 (8.2%)であったo 3) SHへの対処行動:被害に

遭った時，どのような行動を取ったのかについて 6択で図

を求めたところ，“特になにもしなかった"“無視した"

“我慢した"等の出様的対処は 29名 (59.2%)，“態度などで

それとなく加害者に抗議した"“i夜接加害者に窓思表示・抗

した"等の績掻的対処は 17名 (34.796)であった。

態の変化:対処行動の結果，事惑はどのようになったのか

を 11項院について複数回答を求めたところ， rSHはなく

なったjは20名，“人間関係がぎくしゃくするようになっ

た"“体欝が悪くなった"ち況は止まったが， 7J1jの形で報復

を受けるようになった"等の rSH'主改議しなかったjは

23名であった。

[考察]

対処行動として消極的対処を取った学生が6揺を占めてい

た。 SHへの対処行動を絞ったにもかかわらず，学生は二

次的な被害を受けていることが分かった。 SHはその場で

終わりなのではなく，学生生活の絞続に支障をきたす被害

が生じていたc 現在，学内で相談窓口・相談員は整備され

ていないために，学生はどこに相談すれlまよいのかが分か

らず，誰にも;f{j誌できずに一人で抱え込みながら学生生活

を送っている可能性がある。 SHが繰り返されている現状

を重く受け止めて，大学教戦員も含め壱 SH行為に対する

1;方1上・対処についての研修や相談窓口設罷等の活動を実施

していく必要がある。
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17)審議学生の抱く患者イメージの縦甑的調蜜(第2報)

山口裕子，大津平高，内山久美(熊本保健科学大学)

{目的]

(以下学生と略す}は，患者をイメージした内容

から看護の具体策を導き出していることが先行研究によっ

て明らかになっている。私達は，学生が患者への個別'性の

あるアブローチにつながる患者イメージを形成していける

ような教育の示唆を得ることを呂的とし患者千メージに

関する縦断的実態調交を行った。

{研究方法}

四年lIl1J大学の看護学生 105名を対象として，告基礎看護実

現立後ミEJ基礎審議実習滋後争領域部看護実習後(以下看護

をIfr告す)に保坂らが考案したイメージスケールと自由

を含むアンケート調査を無記名で行なった。そのi祭，
には訴ままへの参加は自由で成績には無関係であること

を説明し同意;を得られた者を調査対象とした。

おき染]
忠者イメージの変化において.r無回答jは基礎E後の 70%
から領域後には 20%と減少している。領域後に患者イ

メージが看護に影響すると考えている学生は 70%で，その

ほとんどが爾一的で回定した患者イメージは審議に良い彩

を及ぼさないと答えていた。同じく領域後の調査で患者・

イメージに影響する因子として.自由記裁の延べ回答数67
のがすの 73%が忠、者と関った実際の体験をあげている。

{考察}

2年課程の学生は臨床実習tJ悦f:n誌に患者イメージをある

度形成していると言われているが.今閣の誠査で故初に河lfi

j現答Jが多く実習を重ねる1立に減少しているのは，間年iljlJ

大学の肴護学生は社会経験が少ないため患者イメージの形

成が難しく，受け持ち学生として患者を理解する体験を通

して，生活者としての患者イメージを捉えることが出来る

ようになってきたことが関連すると考えられる。約半数の

学生が閥一的で話i定した患者千メージは看護に良い影響を

及ぼさないと考えていることからも，学生の捉えている患

者イメージというものを学生自身が具象化させ意識し柔

軟にイメージを膨らませていけるような段階を追った教育

が必要であるc

領 犠

。% 10% 20% 却 % 拍 % 出 % 関 % 70% 釦% 関 1∞ %

~J 1 !.!;1、者イメージの変化

18)看護学生の実習態度からみた人間関係能力の変化

原元子，松井文，八塚美樹(富山大学医学部看護学科)

{目的}

基礎看護教育における看護実践能力の基盤となる人間関係

能力は，従来にも増して重要になってきている。看護学生

は実習において対象に応じた適切な方法の選択. f前潔で正

確な意思、の表現や伝達する能力が求められている 3 本校の

成人看護学急性;現実習は.周手術期の看護に併浴して，人

間関係能力についても重視視している。今臨，実智態震か

らみた看護学生の人関関係能力の変化について，その実態

を報告する O

[研究方法i
1.研究デザ、イン:自記式費関紙識交法c

2.謁査対象者:看護系大学で調査に承諾を得られた学生

57名。

3.調査期間:2005年4月から 10丹C

4. 調査内容:実習施設における看護締の接過に~号する調

査現臼及び，本校実習要繍の実習態度に関する項目を参考

に作成した実習態度 36項130評定尺度は 4段階の尺度で

問答を求め，望ましい実習態度がとれるほうが高い得点と

なるようにした。

5.分析・ 1クール4週間の燭手術;現実習の前後に実施し

た態度に関する質問項呂をウイルコクソンの}II創立和検定で

比!絞したQ

6.実習の概略:潤手術部は生体反応の急激な変化の観察

と合併:症予防の援助，特に術後1TI1f支期での援助場面の振り

返りを1:1:t，(，、とした災留を行った。

7 倫理的配磁(:調査に対し参加・不参加の自由と不参

加の場合でも司王寺IJ主主を被ることのないことを十分に説明の

よ，協力を得た。

{結来および考祭]

実習前後の実習態度の比較で¥「明るい笑顔で挨拶j向日手

に顔と身体を向けて話すJr明るい表権で相手の話を開くJ
f専門用語を使わずわかりやすい言葉で話すJr感謝の気持

ちを言葉で現すjなど 36項目中 14項呂において p<
0.001で有意差を認めた。また.r相手の自の?認さで話すJ
向日手に合わせた言葉遣い 話し方に気をつけるJr長い姿

勢を保つJr自分の足音に気をつけるjなど8項自において

p < 0.01で有意義を認めた。実習態度に模する多くの項

呂で有意差を認めた要時として，学生が実習前に本舗査の

項尽を自にしたことで攻関内容を念頭に置いた実習に心が

けたこと，援助場面の振り返りが自己を振り返る機会と

なったことが考えられる。その結果，患者をより理解しよ

うという姿勢に繋がったことなどが毎日の実智記録の内容

からも示唆されたc

また.有意差を認めなかった項目は 36.演説中 8項自であ

り.うち 5項目が身だしなみに関する項目であった。その

安田として，現代学生の特徴としての諸課意識の高さ.実

資前からの身だしなみに関してのi奥走塁が考えられる。今後

は.人間関係能力の育成に努めるとともに，さらに入部を

統合された存在として理解する能力や.r気付く Jr感じるj

能力等についても，評価しアプローチしていくことが重

要であると考える。
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19) A蕃護大学における臨地実習前・後の獲得能力の自

記評髄による変化

立石和子，前回由紀子 (JL1'li者護福祉大学)

谷岸様子.古賀郎子{日本赤十字九州

{民主主]

路地実習により，大学生個人がコンピテンシー(知識・技

術・能力)を獲得し変化しているかを，実習前・後の自己

評価より検討し今後の臨地実習指導に役立てることであ

る。

{方法]

対象 :A器護大学3年生の領域実習前・後の学生で，

前および後のアンケー i、i例文後，無作為に抽出した学生 28
名を対象とした令議査方法:集会議査c 調査内容 81放の

と穀業に関する研究(吉本代表)を参考に作成し

知識・技術・能力に関する 35 項誌に対し実習j~íj .後その

時点で接待能力(十分身についている~金銭身についてい

ない).大学生活や実智への満足授の自己評価ぽ段階評

価九期間:実習開始前 2005年6月，実習終了後 2006年3
月。分析方法:デ…タ分析には， Exce12003とSPSSver.
13.0を使用c

倫理的記長室:主旨および1変名性の保設，研究への参加は自

由であることを説明し協力を依頼し

{結果]

努殺5名，女性 13名，

大学生活への満足疫の平均値;え実習前 2ヱ
3.1，実習に対する瀦足授の王子均値は 3，5であっ

後で接持龍力の比較では，実智前のijZ均値は 3ゑ
王子均値が2.6であった。実習後に平均が上昇し

10名であった。

次に実翠前・後の獲得能力について t

有意な格問があったものはゆく 0，05)，

学ド準的な知識や考え方，特定の分野に関する理論的知

境関を現実の場祖国で柔軟に運用する能力， 部一題解決の

能力，学習能力.ブレシャーの下でも仕事ができる

からだや手先を能う技能，チームの ~13で仕事を

カ.融通性.m員応、性，書きことばによるコミュニケーショ

ン能力，自分とは異なる考えを理解し受容する力蚤jの 12
項目であったと大学生活との満足境と実習後の獲得能力と

相関があったものはゆく 0.05)，r分析能力，ブレシャー

の下でも仕事ができる精神カー リーダーシッブを発議する

であった。実習の満足度と実習後の獲得詑力と初関

はなかった。

{考察}

昨年も向様の調査を実施し全体的に獲得能力が上昇してい

たことより，個人においても護得能力が上昇しさらに

実習満足度と獲得能力との向に招関関係があると考えてい

しかし平均{釦訂正下し実習満足度との関に棺関関

係はなかった。実智前後の獲得能力では，卒業生潟

(2004)による職務必要要作の上設にあるものであったむ

そのことは.臨地実習は職業への準備段階であることがわ

かった令しかし個人や学年により差があることを認識し

て指導する必要がある o (平成 16年度科学研究費補助金に

より実施した一部であるJ

20)看護学生の領域別実習後の死生観

一護礎実謹後との詑較かう一

J11本起久子，蔵本文乃，内山久美，問中英子

(lf~本保健科学大学保健科学部者護学科)

[目的}

看護殺は人間の生死に関わる職業であり，

を返して生死を身近に学ぶ機会を得る。鋲;域部実習を

終えた看護学生の死生競が基礎実習後とどのように変化し

たかを鳴らかにするc

[研究方法i
1 )対象:人大学看護学科3年生3 学生{之 1・2年次;こ

1・II. mを行い， 3年次に成人・

{引を・結令1I・地域審議の領域部実習をしその後に実習ま

日:恭礎実習m終了後 (2005
3手1月)と綴域7J1j実習終了後 (2005年 12月九 3)方法:

費関紙は，王子:fI:らが開発した死生i設尺度 27項 [1 (71~二法)

と年齢・性関・終末期患者受持の有無等の独自に作成した

21項目で罷成したお 4)倫理的記!選:

たc 費i湾紙の配布は一括して行い，iJ

目立に封入し期限までに所定場所に提出されたものを毘~x

した。 5)分析:死生量産尺授は，第 l~第 7 [1子江死後の

7死への恐怖・不安Jr解放としての死J とからの

f人生における践的窓議死への関心、j

され，因子持に王子均持点を露出し

領域7J1j実智後の比較は， Excelを用い， t 

eIに作成した項告の比較は.

{結来i
1) 

99名(間収率 99%，有効i母答率 100%)
96名のうち関の得られた 91名

100%) 2) 
20司8 0.58 

5.1 %・ 6.6丸女性94.9%. 93.4 % 
:7協子の平均得点から，

もに f;{~ 2国子が最も潟く，第4

の実習後の設は，第 4[丑ヲこの
0.01) c 3)1也項母:領域5JIj実習で終末期患者を受け持つた

者は 23名 (25，3%)であった。 f家族が助かる見込みのな

なったら延命治療を望むかjに対し

35名 (35.明ら) 3名(14，3%λ
まない 23名 (23.2%)23名 (25.3%)，わからない 41名

55名 (60.4%)だっ
{考察1
7死からの隠避jが有意に抵下し家族の延命治療を

生が減少したのは.領域別実習での受持患者を通して，実

習カンファレンスや実習まとめ等で死を身近に学び:死を

真剣に考えたことが影響していると考えられる G 円むこ対

する恐怖や不安jは7援子中最も高いc 学生の否定的なイ

メージが増強しないように，接会がある場合に関わり，サ

ポートしていく必要がある。

(本研究は， 2005年堅議本部健科学大学学内1iJf究授の効成

を受けて行った)
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21)成人養護学実習における大学生のストレッサーおよ

びその認知とコーピンク‘

龍谷有記，奥祥子，中篠雅美(福岡県立大学)

{目的}

成人看護学実習を体験した大学生のストレッサーおよびそ

の認知と対処行動(以下，コーピング)の特椴を明らかに

し成人看護学実習における学生への効果的な教育方法を

検討するための基礎的資料とする。

{方法]

質関紙調査法。分析対象者;肴護系大学 3年生 72名のう

ち48名(関収率 66.7%)0 質問紙は，奥村らが作成した成

入者護学実習における学生のストレッサー(15項目)，堤

が作成した臨地実習のストレッサーの認知尺度である日本

語絞 ClinicalStress Questionnair巴 07項立下位尺度:脅

威，手挑戦)， Stress Coping Inventory (64項目)， ~毒
性(年鈴，性別.実習時期，支えた人の有無の4項目)の

4部から構成した。分析は，相関係数， Mannベ平hitnevの

じ検定を行った。本石汗究は，福岡県立大学研究倫理委員会

で永認を得た。

お吉井ミ}

1)対象者l式年齢20.95念 0.50歳，女性43名，男性4名，

無問答 1名で、あった。 2)学生のストレッサーは.I Ecl分の

1尽力や未熟さJが最も強かった。次いで f観察や援助技術

が心配JI初めて絞験することへの不安Jtこ対するストレッ

サーを感じていた。 3)ストレッサーの程度は.ストレッ

サー認知の i脅威 (r口 0.36，p = 0.016) I有害 (r= 0.41， 
p = 0.006)1 と有意な相関を示した 4)ストレッサー認

知の i挑ii絡は，コーピングの仁11で<計属製 :It司題解決に

向けて計倒的に対処したり，いろいろな解決法を検討して

みる (r= 0.47， p = 0.004) ><肯定評価型:閤難を解決し

た経験を高く評価する (r= 0.48. p = 0.003) >と有意な

相関があったが. I脅威 11有害 jとコーピングとは有意な

関連はなかったo 5)実習時期の違いで有意差が認められ

たものは，ストレッサ-I観祭や援助技術が心記 (p= 
0.034) Jおよび，ストレッサーの認知「気がかりだ (p= 
0.023) Jで¥いずれも実習前半の学生が実智後半の学生に

比べ強く感じていた。

{考察}

は，成人看護学実習で自分自身の無力さや未熟さを感

じていること，ストレッサーの程度が強い学生ほど，成入

者護学実習を脅威や有害と捉える傾向があることが明らか

になった。また成人看護学実習を挑戦と捉えるほど，計画

的に対処したり，経験を肯定的に捉える傾向が示唆された。

そのため，教員は学生自身の?尽力さや未熟さを受け止める

とともに，学生が実習を挑戦と捉えられるように教育的に

関わることが必要であると考える O また，実智前半の学生

にはとくに.学生が実施する援助技術に対して怪i難を感じ

ていないかを把握するとともに.学生が自ら技術練饗をで

きる環境準備が必要であると考えるc

22)内科外来実留での学生の学び

加藤千恵子，金子古美，鈴木タ紋子，浅見多紀子，

柴崎いづみ，久保かほる，鈴木妙

(埼玉毘科大学短期大学者護学科)

{践的i
本学では成人看護実習Wで，外来・検査・治療部門の見学

実習を実施している。内科外来実習では，学生が1人の患

者に診察前から付き添い，診察後に各検資を受け，会計を

済ませて帰るまでの行動を共にする実習を実施しているc

今回は，この内科外来実習での学生の学びを明らかにしたや

{研究方法]

対象は王子成 17年度に内科外来実習を行った 3年次生 74名

のうち，倫理的配惑として.研究の意国とプライパシーの

保護，成績には関係ないことを説明し用意が符られた学

生 63名 (85.1%)の実習記録の記述内容である G 白山記載

である記述内容から実習の学びを抽出した後，内容の類似

性に沿って分類しカテゴリー化した。信頼性を総保する

ために分類・カテゴ1)-1とは共問研究者間で意見の統一を

留った。

{結来}

記銭から抽出した総記述数は 333であった。分析の結果，

仁患者の心渡的特散と患者に合った肴護の重姿性JI安心し

て診療が受けられるような看護JI家族の心理的特殻と家

族に対する者護」の 3カテゴリーと 13サプカテゴリーに

分類できた(表1)。カテゴリー加では， I安心して診療が

受けられるような者護jが252(75.7%)と最も多かった。

サブカテゴリーで記述数が最も多かったのは， I不安に対

する提助jの4603.8%)で¥次に f迅速な判断・対処jが

45 (13.5%)であった。

{考察]

内科外来実習で¥忠、者と行動を共にした学生は， I患者は待

ち時間への不満など病院の構造や機能に対する不満・不安

を抱えながら外来の診療を受けているcJという患者心理

を学習できたと考える。また.患者の心理的特鍛を踏まえ.

患者が安心して診療が受けられるように傾聴や言葉かけな

ど不安に対する援助を行うことや診療の補助だけでなく迅

速に判断・対処をしながら分かりやすい患者指導を行う外

来看護の特般を学習できたと考える。

表 1r内科外来実習での学生の学びjの記述内容

n =333 (%) 

カテゴリー ! サブカテゴリー

，怒ままの心務長~特徴と;総長老の機去を・機能に対する不滅・弓''tC 32 ( 9.6) 
怨、部こ会った着後の F 病記ミ対十平示会一一一一一円時件 何一一語(:正71
3立姿fヨ 67(20.1) i 時叩叩伊丹一一 時叩

!日常生活4のt器等

j務員竣潟撃をやプライパシーへの隊長壁

;安全対策

家主主の心理E的特芸誌と;家主主とのiilit誇
家族に対する経後 ;討が負担入わ)量点呼

14 ( 4.2) 時内

;家族の負担

6 ( 1.8) 

46 (13.8) 

45 (13.5) 

40 02.0) 

39 (11.7) 

38 01.4) 

30 ( 9.0) 

14 ( 4.2) 

9 ( 2.7) 

3 ( 0.9) 
2 ( 0.6) 
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23)周手術i期実習における学生の達成惑に影響する護国

の換討

辻あさみ，上出稚1t子.池出敬子，熔野富美，坂本由希子，

山中子，鈴木幸子(和歌山県立医科大学保健孝子護学部)

{目的]

局手術j現実習では学生は過度の緊張感・不安を体験し時

に意欲の{段下を経験すしそれらを乗り越えていく中で得

られた達成惑は，学習;意欲を向上させ主体的な学習を{遣す

といわれている。そこで，J詩手術i密実習における学生の達

成惑に影響を与える要因を明らかにし達成惑を高めるた

め続手術j現実習の指導方法の示唆を得ることを日的として

本研究を行ったむ

[方法}

対象:2005年度後賠に滋手術期審議実習を終えた A
短期大学部3年生 76名，本学は 3年次の前期に慢性;弱者

を終了後したあと，後期に人数は異なるが， 1グルー

プ5-8人で関手術期にある患者を受け持ち， 3遊間の!語

手街地看護実習を行っているひ議査方法:J諸手術期実習を

終了した産後の学生に，受け持ち患者数.受け持った時期，

内容穿達成惑の有無，グループメンバー

員による影響等について自作の質問紙を作成しアンケート

調交を行ったc 分析方法は，実習における達成惑の有紫と

笠間項目との関連について Excε12000を用いて検定した。

倫理的配躍は.資期は無記名とし学生に研究詩的・方法，

研究への参加は自由であること，拒否する権利があること，

拒否をしても成績には影響しないこと，プライパシーの報

うこと等を説明し肉筆;が符られた学生に問答を求め

たG

[結果i
1人が50名， 2人が23名， 3人が1名

であった r受け持った患者の時期jにおいては，術前から

受け持った学生は 58名，街中は5名.術後からは 12名だっ

た令 )jlij手術期看護実習によって達成!惑が得られている

は66名で，得られていない学生は 9名だった合達成惑の

有無仁質j潟項呂との関連について分析した結果， r受け

持った患者数jゃ f受け持ったIl寺お rグループメンバー

問の関係ム f臨床指導者や教員の指導内容jなどについて

の関連はみられなかった。 達成感に跨連していたのは.r日

常生活動作の援助実施の右熊jと，仁患者に役立つと思えた

こと仁患者の精神額への審議の実絡を行ったことjの3

項目であった令これらのことを行えていた学生は，

了後に達成j惑があると感じていることが明らかとなった。

[考察}

)諸手術期実習では受け持った患者数や時期には関係なく，

日常生活行動への援助や精神国への援助などを実施

することによって.慾者に役に立つことができたと実感で

き，達成感が得られていると考えられる合跨手術期にある

患者は経過が早く，学生が主体的に援助行為を実施するた

めには思難なことも多い。したがって，経過の早い中で

あっても，学生が実際に患者への援助を実践できるように

指導することは，学生が実習において達成!惑を高めること

に繋がると考えられるc

24)成人・若年看護学実謹!こおける学びの共有かう湾ま

れた看護観

irli 綾子，岩永和1t.太EB美津子

(福間大学的腐看護導門学校)

{研究践的]

孝子護学生の臨地実習における体験を振り返り，学びの共有

から脊まれた者護観の構成要素を分析するc

{研究方法;

対象者護専門学校 (3年課程)の2年生技

研究部照:平成 17年 10月

成人・老年看護学実習のまとめの方法:rうまくできた体験j

と「うまくできなかった体験jをKJ法で援り返り，体験の

意味を捜索し経験の意味づけをしたc 絞殺からの気づき

や学びを統合し何が者護として大切なのか，どん

をしたいのか.者護とは何か，グループワークを行い，発

表し学びを共有したc 最後に「夜、の審議競jを鏑人レポー

トでまとめた。

データ説集と分析方法:r私の肴護観jのレポートの記述内

容をデーターとしたc 記述内容を文紙準{立，一内容を

臼として抽出した。 内容の類似性・共通牲に基づし

しカテゴl)…化したc 分類とカテゴリーイとは3名の教員で

共通告:と類似性について確認したむ

倫理的配JJi:研究の主毘守秘義務.結采の公表について

説明し研究への協力を求め同意を得たむ

{結来および考察]

「自己の

・方法Jr看護者のあり

筏的jの8領域に分けられた。サ

ブカテゴリーは，者議過程展開の記述内容が最も多く，者

対象理解の方法，患者の特設， f言頼関係，患者の

能力なと審議を行ううえで学生が関難を感L 戸惑った

体験からの学びが，者護観につながっている。

患者理解の方法では，“患者の生活背景，発達段i投稿値観，

患者それぞれの思いなどについて知ることが，より患者に

近づくことができ，綿別殺のある援助が提供できるJ と.

その人の生活背景，人生器・{附夜綾を尊重し全体操を捉え

る意味を学んでいるc

看護技術では，“言葉だけがコミュニケーションではない

ことに気づき，間じ空間で同じ11寺関を共有する，戸かけを

する器には患者の身{本に触れる.言葉は通じなくても挨拶

やケア時の声かげを継続するだけでも，患者に安心惑を

持ってもらえるc など，患者理解のために，コミュニケー

ションや綴察，安全な看護技術が欠かせないこと認識して

いる。

肴護j盆袈展開では，“審議とは，対象の生活背;設や人生綾な

どの儒関性を考慮しアセスメントした情報分析から

言"U必を立て，科学的な根拠に基づき対象のニードに応じた

援助が確実に提供できることであるJと，意図的な情報収

集や.知識・技術に基づいたアセスメント能力が，俄別的

考護に必須であるとしている。

自己の理解では，“若護を行う対象も，行う看護者も同じ人

間である，自分の性格と向き合い，常に自分を成長させて

いかなければならない。"など，自分を知ることや人隠とし

ての成長を者護者の課題としている。
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25)卒業部シャドー研修での学生の学び

四十竹美千代，塚原節子，永ILiくに子

111大学涯学部肴護学科)

{話的}
卒業前の学生は徐々な期待をJさきながら就業するまでの

拐を過ごしているc しかし就業すると業務の質と最の不均

衡による負担が就業意欲を妨げ，それが離織の原j現につな

がっているとも言われている。そこで今回.学生が現場の

審議蹄を通して業務の実i奈を見学することにより，質と翠:

の不均衡の改善につながるのではないかと考えたc 本研究

では.卒業前の学生が現場の看護主ipを偲別に見学(以下シャ

ド…研修)しどのようなことを学んだかを知る目的でお1
したc

[研究方法}

平成 17'rド1主本学看護学科卒業・修了予定者で平成 18年度

本学的属病院に就絞予定者 20名を対象とした。これらの

は，一般病床でシャドー研修を 3日間行った。シャ

ド…研修は病疑者護部が主体となり実施された。各病棟郎i

は研修の趣旨が話され，病棟締長からシャドーの存在

となる肴護抑および，入説患者に設f]Fjがなされ同意が得ら

れた。調査は研修最終日に研修での学びを質問項目とす

る無記名自由記絞法とした。分析は記載された内容から類

似したものを抗出し類型化を進め，カテゴリーを生成した。

研修に参加した対象者への倫理的配感としては，調査の怒

旨を説明し出立を得た。

{結采および考察}

部資内容から 8つのカテゴリーが生成されたむ<tr'f殺を得

るための観察力〉は;患者のケアを過して情綴を見逃さな

いことjとし学生は今やるべきことを決定するために観

察する大切さを学んだと考えられる。〈タイミングと緩先

陥位を考えた行動〉は;タイミングが重要である時間を

上手に使うj等，業務の多さや大変さを実感すると共にタ

イミングや優先順位の必要牲を感じ取っていた。〈自己の

向上〉は 5具体的な臼襟を持つをあげ就業してからも

自襟に向かつて学習することの重要牲を認識したと考えら

れる ν 〈継続の必要性〉では?一年経てば自立した看護部に

なれるj門司ぐに辞めずに基礎臨めをしていきたしづから地

道な努力が必要と学んだo <協力体制〉では:声を掛け合い

チームで'{:I:事を行う大切さjを研修で感じ取っていた。〈安

心感を与える関わり)患者への心配り気較に話しがで

きるような看護flITiJと病窓をでる持の心配りの大切さを強

く感じていたc <滋に応じた対応>気持ちを引きずらなし

や歩きでも，患者とはじっくりとコミュニケーション

する打ナースコールは，手の空いている人が卒く応対するj

というふうに場に応じた対応をまた. (安全管理)業務の

流れ，割り込み業務.安全管理面などを学んだ手術，外

来や検査の送迎jなど実際の場泌を多く学んで、いた。

26)リアリティショック対策!こ対するシャドー研修の効

粟

塚原節子，四十竹美千代，永山くに子

(富山大学医学部肴護学科)

{呂的i
新人肴護rHliの早期離職が跨題となっている。 2004年，日本

看護協会中央ナースセンターの新卒看護職員の早期畿i隊等

実態調資結巣では王子均高!f.税率 8.5%で.本学[:f:t属病院でも

同様の傾向がみられた。このことは看護務礎教育で修得し

た技術では臼々の看護実践が十分に行えず者護現場で求め

られる能力とのギヤッブを実感(以下 1)アリテイショック)

し隊機へとつながっていると考える。そこで，新入者護蹄

のリアリティショック対策への取り組みとして，卒業前の

学生が現場の看護郎を個加に見学(以下シャドー研修)す

ることが試みられたc 本研究は研修終了後にこの研修をど

う捉えたかを調査し研修効果を分析した。

{研究方法}

対象は王子成 17年度本学看護学科卒業・修了予定者で本学

附属病i誌の就職内定者 20名としたc 対象者・は一般病床で

シャドー研修を 3日間行った後，研修の詩的と達成境を誠

した。召的が充分理解され達成されている場合を 10点

とするビジ、ユアルアナログスケール (VAS)を使用し評価

した。またシャドー研修で有意義だと怠ったことを無記名

自由記載法で記入してもらった。分析は VAS得点から平

均値を算出しさらに記載された内容から類似したものを

お1111:¥しカテゴリーを生成した。このシャドー研修は病院看

護者[¥が主体となり実施されたっおrM:tJ主総長には研修の趣旨

が話され，病棟flHi長からシャドーの存在となる看護側およ

び:入院患者への説明がなされ間設が得られていた。調査

対象者への倫理的配慮は，調査の趣旨を説明し同意を得たO

{結果および考察]

対象者の研修践的の理解度は平均 7.67.達成惑は平均 5.03
であった。学生は目的を理解していたが十分な達成!惑はな

かった。このことはこの研修がリアリティショック軽減に

はつながらないと感じている学生が数人いた事が関与して

いると考えられる。しかし自由記載では 3つのカテゴリー

が生成された。〈職場でのイメージの獲得〉は EI指す姿を

考える機会となった 4月の予定を具体的に考えられたj

等が〈患者一看護制i習の潟係作りの確認〉では f患者への

対応の仕方がみられた病棟の人間関係や雰関気をみる

ことができたjがあった。〈質と;誌の不均衡の理解〉には

観的に 1EIの業務の流れがみられた実習とは違う視点

でみられた愛先}I[員伎の'l'1J1析や重要な気付きの大切さを

!惑じたjなどが記載されていたっ水aはリアリティショッ

クの回復過程要国を f基本者護業務遂行能力の礎得JIJ[，後場

の入信!関係の調整j等 5つをあげカテゴリー(解決諜題)

としてあげている O 今回の調査で VSA得点の達成感は低

かったものの，阪i複過設での類似した記裁が見られ，この

研修はリアリティショック対策に効果があったと考えるC
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27)養護学生の Senseof Coherenceの形成・発達支援

!こ関する研究

…実翠における学習行動に窯点をあてて一

問中晶子，本江朝美(昭和大学保健臨療学者f;肴護学科)

桑賠恵子(東京罷療保健大学医療保健学部審議学科)

{民的i
基礎教育のiやで実習のストレスが強いと

れているが，学びも多いと考えられる。本研究では.スト

レス対延能力の発展的概念と言われているおnseof 

Coherεnce (SOC) と学生の実費における学習行動がどの

ように関連しているのかを明らかにし SOCの形成・発達

支援に示唆を得ることを釘的とした。

{研究方法i
対象者看護系短期大学3年生 100名。データ収集方法:

自記式費関紙識変(習め設さ法)を実施し女性

のみを対象とした。 SOC日本語版スケール(東大アント

ノフスキー研究会) 29 項自(レンジ 29~203) と著者らが

作成した学費行動項目1O~員自を全く思わない cl 点)~と

ても思う (4点)の 4段階尺度で質悔したG データ分析:

統計ソフト SPSSvεrll.Jfor windowsを用い.年齢をおUfl却

した SOCと学習行動の{誘拐関分析を行ったc 倫理的

:昭和大学保能医療学部倫理委員会の承諾を受け，研究

の自的と方法及び成綴には一切溺係がないこと，自由意志

に基づいていること，知人が特定されないことを説明し

悶窓が得られた者に実施した。

i結果}

対象となった看護学生(期収率 82%)は男子学生4名を除

く78名であり，乎均年齢21.3土1.8歳， SOC得点 118，7
18，6点であったc SOC得点は，学習行動のiやでも f白髭の

ない技術は自己学習したJ(r口 228，p< 0.05)や fわから

ないことは斡得できるまで調べる (r・=.232，p < 0.05)や

f努力をすれば良い給条が得られると詰じていたJ(r = 
.37Lp < 0.001)と有意な正相関があっ

{考察]

SOCの話料、学生は，自己の課題を見出し努力することが

良い結来をもたらすと括じていることが明らかになっ

自信をもつことは，主体的な学習行動の動機づけになると

えられるc 今後.学生の SOC形成・発達支援の一助と

して，学生の主体的行動や成功体験を促す学7Rプログラム

の講築を検討する必要がある 3

28)養護学生の Senseof Coherenceの形成・発達支援

に関する研究 …卒業時の不安と実翠経験一

桑国慈子(東京医療保健大学

本江拶i美，問中晶子(昭和大学保健i哀療学部者護学科)

[13 ll0] 
看護鐙期大学学生(以下，学生)の卒業時における今後の

不安と実習経験がストレス対処能力の発展概念として体系

された Senseof Coher官 lce (SOC)とどのように関連して

いるのかを明らかにし今後の学生指導への示唆を得るこ

とを時的とした。

{研究方法}

対象:昭和大学保健医療学部倫理委員会の本認を受け，

護系短期大学3年生 100名を対象に研究の践的と方法につ

いて文書と口頭で説明しドヰ窓の得られた (82名，路)1又率

82%)うち男子学生を除く 78名 (21.3土1.8歳)を分析対

象とした。方法:20例年2月に留め壁き法， 0記式費関紙

を実施した。調査内容:1)日本語版 SOC スケー)~
29項目. 2)卒業期近の現時点での不安の寝度と影響 3)
3年次の実習経験に伴う自己評{護i15項130
分析方法:SPSS (Ver.l2)を用いて基礎集計後， SOC 得点

と今後の不安および実習経験の自己評価における

Spearmanの相関係数検定をおこなったc

[結果1
1)学生の SOC持点i之 118.67土 18.63点 2)今後の不

安は.rとてもあるJ56.1 %. rゃゃある 31.7%で87.8%が

不安を感じていたc 学生の SOCは. r今後の不安があるj

r = 2764ゆく 0.05)と有志;な負の初期を認めたc 最も

不安なことは?専門知識の不足J20.5%， r Afili関係J15.4%， 

[専門的技術の未熟J15.4%. 看護部としての適性J15.4%， 
とした不安J10.3%， r分j析普折?判隠力の未喜翠熟!主3り3

的際慌i題J3.8号%丸bふ.r突発自主な失敗 3.8丸 fその他 2.6%であっ

今の不安の影響は fプラスに影響しているjが21.8%.
fマイナスに影響している 37.2%，どちらともいえないj

34.3%であり， r不安がブラスに転化していることjとr= 

2.73 (p < 0.01)と相関を認めたo 3:(手次の実習に対する自

己評価では実習はストレスだった r= -.389. 
に讃れるのが国難だったJr = -.337. 
係を築くのが国難だった r= -.441， 

くのがI!l雑だった r -.263，自告を持ったケアの

詑供が器難だった r -.381，出された課題は身体的負

荷が大きかったJr = .391と有意な負の相関を認め (p

< 0.05 p < 0.01)， r努力したことは意味があったJr 

.257. r自己の諜題を解決することができたJr口 .516，
習の目標は達成できたJr口 .433とギ言語;な正の相関を認め

た (p< 0.05 p < 0.01) 
[考察・結論}

学生の卒業時の不安は「専門知識の不足 r人間関係Jr専
丹的技術の未熟jが上{立を占め，者議長ijiとして働く擦の不

安の強さが推察された。また， SOCの高い者は，不安は

あっても対処できると感じる境合いが高い傾向にあり，実

智特においても積権的学習行動や学習効果を得られてい

た。学生が卒業時に不安はあるものの，その不安をパネに

して看護部として職業発達していくためには，不安に対す

る対処能力を高め，学生自身が不安を乗り越え学習効糸が

得られる経験への教脊・指導の介入の必要性が示唆された。
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29)看護学生の Senseof Coherenceの形成・発達支援に

関する研究 一看護教育!こ対する卒業時の患いかうー

本i工事丹美， 田中晶子(昭和大学保健!割奨学部看護学科)

桑罰葉子(東京握療保健大学医療保健学部看護学科)

{詩的1
Sense of Coherence (SOC)とは，自分の外的内的環境が予

測でき，事態を合理的に期待できうるとともにうまく処理

できうるという確信を表わす健康生成の中核となる概念で

ある O 我々は，この SOCが看護学生の実践能力に関与し

ていることをこれまでに明らかにしてきたが，実際にどの

ような教育が SOCの形成・発達を捉すのかは.未だ十分

に解明されてはいない。そこで本研究は，看護学生が受け

た教育に対する思いと SOCとの関連を明らかにすること

を目的とした。

[研究方法}
:昭和大学保健援療学部倫理委員会の承認を受け，看

護系短期大学3年生 100名を対象に本研究の臼的や方法

について文書と口頭で説明し同窓が得られた(間収82名，

ITII収率 82%)うち男子学生を除く 78名 (21.3土1.8歳)を

分析対象とした。

方法:本業年2月に留め置き法にて自記式質問紙調査を実

施した。

調交項目:偶人特性， rsoc日本語板スケールJ29項目(レ

ンジ 29-203)，r数手守全般に対する思いJ5攻自及び「実習

指導に対する忠、いJ14項目を全く忠わないけ点)-とて

も思う (4点)の 4段階尺度で問うたc

分析:基礎集計後， SOC符点を平均値で二分した尚低鉾別

に f教育全般に対する思いjをt検定し f実習指導に対す

る思いjについては潜夜的問子を主因子分析 (Varimax
method)により抽出した。さらに抽出された各i母子に属

する思いの平均得点を独立変数に卒業時 SOC得点を従

属変数に投入し重回帰分析(ステッブワイズ法:投入す

るPの確率話 .05，除去する Fの確率孟.100)を行なった。

解析は SPSSver.14で行なった。

[総菜}
1.看護学生の卒業時 SOC得点は， 118.7土 18.7点であっ

たc

2. 卒業後の進路については.看護締 82.1%，者護系に進

11.5%，看護部以外または看護系以外に進学 4.0%であっ

3. SOC高群は低鮮より，有意に f生涯.若護を続ける

忠、があるJr看護を選択してよかったJr看護教育は期待ど

おりだ、ったjと答えていた。

4. r実智指導に対する思いjの潜在的因子として f知識福

の指導Jr実践阪での指導Jr学習の補劫Jr学習環境の誠整j

の41羽子が抽出されたが，卒業時 SOC得点と有意な際連

を示したのは f学習環境の調整jのみだ、った。

[考察i
看護基礎教育の卒業時において SOCが強い学生は，自ら

受けてきた看護教育を常定的に受け止め.今後の看護に対

する意思も強い傾向が認められた。この SOCの強さは.

で受ける知識や実践に関する指導ではなく，学習環境

が良好に整えられることに関与している可能性が示唆され

た。今後さらに学習環境を調整するための具体的な課題を

明らかとするため，介入研究を進めていく必要性があると

考えられたG

30)看護学生の卒業時の孤独感の状況

-4年制と3年制の比較一

i安聖子香蕗，井上品代(長崎大学i涯学部保健学科)

{民的]
孤独感と年齢には有意な負の相関があり，若者の孤独!惑は

強いと言われている O 昨年の本学会において，学生指導の

基礎資料として， 4年制着護学生の入学から卒業時までの

孤独感の変化を調査し 3段階に分類すると 4年間を通し

て高い孤独感は見られず， 2年時や卒業時に中程度の孤独

惑が増えることを報告した。今関は卒業時における教育課

程の違いによる孤独感について考察した。

{研究方法]

対象は A大学看護学科生(以下4年寄せとする)指名(鴎収

率44.8%)，B看護専門学校生(以下 3年制とする)40名

(回収率 100%)であるC 調査時期は王子成 17年2月-3月

である。識変方法は， 4年i/lUでは研究目的とプライパシー

への配惑を明記した文章および構成的質向紙を郵送し調

査に得意した学生のみ返信用封箆で返送する方法をとり，

3年制では調資自的とプライパシーへの記惑を口頭、で説明

し調査に間立した学生のみ質問紙を回収絡に入れる方法

をとった。誠査内容は，性別，年齢，孤独感である。孤独

感はじCLA孤独感尺度を用い， 4点法 (20-80点，高点が

孤独感が強い)で求め，最い (20-39点).中程度 (40-59

点)，高い (60-80}~n に分けよと絞した。分析は x 2検定を
用い，5%を有意水準とした。本調資における孤独感とは，

Perlman & P叩 lauの定義を参考に，偶人の社会的関係の

ネットワークに泣的であれ質的であれ重大な欠損が生じた

時に生起する不快な絞験，と定義するc

[結来]

1'1別は， 4年iIlUは女性 100%，男性 0%，3年制は女性90%，

男性 10%であった。年齢は， 4年it;1jは 21-33歳で平均

23.0歳， 3f年制は 20-30歳で王子均 21.5歳であった。孤独

感は4年制は 24-46点，王子均 33.3点であり.低い 80.8%，

中程度 19.2%，高い 0%であった。 3年ililJは 24-51点.平

均 33.1点.低い 82.5%，9:1経度 17.5%，潟い 0%であった0

4年制と 3年制に有意差は見られなかった。資問項目で比

較すると，平均点が最も高かったのは 4年制と 3年IIJIJとも

「私の興味や考えは局関の人たちとは迷う jで，最も抵かっ

た項自は 4iF制では f夜、は今誰とも親しくしていないJ，3 

年制では f私には頼りにできる人が誰もいないjであったc

{考察]

昨年報告した平成 16年3H卒業の 4年iIi日看護学生では，

卒業fI寺はr:!:t程度が36.4%とおい割合であったが，本調交で

は19.2%と低かった。この結来は4年i凶器護学生の卒業持

には中程度が必ず増加するとは言い切れないことを示唆し

た。また f親しくする人，頼りにできる人がいるj学生が

多く，教脊課程による差はほとんどないことが明らかに

なった。おい孤独感を示す学生はいなかったが，3iドilliJで
は50点台の学生がお rJ.個7.10に対応する必要性がある。
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31) 1年次と卒業時の「看護とは何かjの記述の比較

管原清子，杉山祐子，中間良i工，大五部子，高橋多佳子.

イ左野繁子，大川澄江，望月志津子，佐野芳英，望月

(静i潟市立清水看護専門学;佼)

{目的1
1年次の基礎看護学実習で，学生が「審議とは侭かjをど

のように学んでいるのかを f基礎看護学実習の詳綴;第2

(日本者護学教育学会第 15民学術集会:大宮)として

した。その後，学生はどのような看護に対する考えを

もって卒業していくのか知りたいと考えたc そこで¥本研

究では 1年次の学びからの成長と発援を横断的に確認し

とはfiiJかjをどのように学んでいるかを検

設する

{研究方法}

3年間の実習終了後に f看護とは何かjというテーマで記

述された学生 32名分のレポートから， 1語ずつ抽出され

た全文を研究データとした5 その記述内容を項目ごとに分

し同じ内容の記述をグループイとし大項目を命名したc

さらに，大項限内で記述内容が類似したものをグループ化

しゅ項目を命名したc 分析は，卒業時の記述から抽出され

た大渓EI• rl:t項目について， 1 fド次に何様の方法で抽出さ

れた f看護とは何かjの記述分類と比較しながら考察する。

{倫理的配議}

は研究の詩的・意義や成績評定とは無関係であるこ

とを説明し同窓を得た令

[結来]

レボ…トからは全482記述がお!Itちされた。そのうち，前置

きや事実の説明などを除外した 320記述を研究データとし

たc 分類の結来，大項自は 1年.次と
護の呂が若護の方法密着ー護とは何かの1I!1象化玄;看護締の

されたc 中攻呂は， 11f次の記述

は6項目 f者設の目的jは2項目

は 5~長 EI ["看護師の資紫jは5項目が新たに

抽出された。大攻告の全体に占める都合も f方法Jが67%
から 34%に減り.r対象jが2%から 9%.r目的jが4%か
ら16%，r資質j が 13%から 26% と大きく増加したっ~;f~ニ
記述が多かったのは，看護部の資設に関するものであり，

その内容は f対象を理解しようとする心・姿勢知識・技

であった。

{考察]

1年次との比較の結果，卒業時には;委設の対象への関心、;

が高まっていることが確認できた。これは 3年間の学習体

験から，対象を理解しないと看護は成り立たないと学べた

結果であふ学技にその重要性を何度も関Lサミけながら教

した成条の表れといえる C さらに看護郎の資資に践する

記述の多さから;者護締としての自分への関心jも高まっ

ていることが確認できた。これは. 日々の審議を大切に振

り返り，自己を客観規しながら専門殺としての資資をおめ

た給采であると考えるc 全体に占める割合から考えると 1

年次より看護の対象や目的への関心が高まっており

の本費jへ近づいているc しかし全体としては審議を方

法で捉えている記述が多く，者護の概念化の指導への課題

が残る。
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32)看護学実習に対する審議日曜の認識および，看護部が

学生に与える影饗

佐々辺やよい(広島大学病j淀)

本田彩子

(千葉大学看護学部!ね潟看護実践研究指導センター)

[13的i
f看護学実智(以下実習とする)に対する看護締の認議およ
び;看護nijiが学生に与える影響jの現状把握と路地実習
指導者が行うべき働きかけの検討

{研究方法}
方法:文献からテーマに関連した内容を抽出， KH去による
分析・構造化
対象:1990-2005年医qヨ誌Web版検索(キーワード「実
習・環境・看護J)，過去3年の百本看護学会論文集・日本看
護学教育学会誌の文献 16件
[総来i
-trlllllされたカテゴ1)ーは[ ]で示した 9項目で.各カテ
ゴリーの関連は 1-5に分けられたc

1.矛盾した実智への思い
若設fWは[実習で学ぶ必要があると患っていることは多様]
で、あるが， [実習のことがよく分からず抵抗惑を持つ〕と
いった矛盾した思いを持っている。
2.抵抗感からくる否定的な関わり
矛活ーした実智への思いに対して意欲を高める働きかけがな

いと実習を否定的に捉え. [百定的な看護締の関わりは学
生を支援しない]行動になる。
3.1寺定的な発展を進める要因
〔余裕を持って指導できる体制は指導意欲を高めるJ[実習
指導へ対応で、きると，指導に芯:欲を持ち，学生を15e定的:こ
捉える〕の者i礎部の要時や学生が学び、を得ることで実智
指導を行う者護郎iの意欲はおまる;の看護締と学生の相互
関係による姿隈により，肯定的な発展をするc

4.肯定的な関わりと看護mJiの学びの相乗効果
看護自fiが実習を常定的に捉えると[詩・定的な関わりをする
ことは学生を支援する]行動になり， [実習を肯定的に捉え
自己を振り返ることで学びを得る]につながり，影響しあっ
て招来効果を生む。
5. 看護締の患者ケアを見ることは学生の学びになる)
は，今関の分析で飽のカテゴリーとの位置づけに関連はみ
つけられなかった。

{考察1
1.学生拒否に至る不安・自信のなさへのサポート
結果 1・2から，肴護mJiの矛盾した思いに対して，不安が
あるのは当然で. I語りにサポートを求めるようにすること
が重要であることを示す働きかけが必要。
2.指導意欲につながる学習成来の実感
結果3・4から.看護締は学生の学資成果を見て指導意欲
を高め，自己の学びを得るということが分かったが，短時
慌の関わりで学生の学習成来を実感することは難しい。そ
こで，実習指導を看護部の学びや成長につなげるために，
教員に学生の学習成来の提供を働きかけることが必要。
3. 日常の看護が与える良い影響の自覚
結果5から.看護部には自分が行う患者ケアを学生が技視
して学びとしているという認識が少ないと考えられる。ま
た学生が注視している場面は，看護締と患者とのコミュ
ニケーション・熟練した技術などであった。このことから，
日常の看護を学習の材料として提供していることを認識
し実習の受け入れに自信を持つよう促す必裂がある。

33)臨地実習指導者が感じている器難の要因に関する研

究 一成績評価の役欝!こ藷自して

小林知子([調立循環器病センター)

平河勝美(神戸市看護大学)

{目的}

臨地実習指導者， (以下，実習指導者)は f指導体制が不ト

分である」などのさまざまな罰難を感じていることが先行

研究において報告されており，実智指導者の隠難感には指

導体制が関与していると推察される。しかしどのような

指導体制が実習指導者の関難感に関与しているのかを報告

しているものはみられない。そこで，実習指導者が感じて

いる困難の婆闘を指導体制から具体的に明らかにすること

を本研究の目的とする。

{研究方法i
1.調査期間と協力者

調査は 2005年6月-10丹に設置主体が異なる 4病院の

実智指導者8名に行った。これらの実習指導者には口頭と

書面で調査の説明を行い，浬解，同意を得た。

2.調査方法

先行研究を参考に独自のインタビ、ユーガイドを作成しそ

れを基に面接を行った。ただし語りの状況に応じて，実習

指導者の認識を深めて捉える質問を加えた。商接は各実習

指導者に 2鴎ずつ行った。

3.分析方法

られた話をその意味内容ごとに項自分けし各項尽を縦

1M!. 実習指導者を横車111に配した一覧表ヘデータを書き込ん

次に，全員のデータを項目ごとに精読し 8名の実習

指導者「が21洋に分けられる読点を探索した。 2若手に分類し

た後，それらを各項自で比較したc

{紡糸}

上記の過程を経て指導体i/1IJを複数の要点で比較できたc 今

回はそのうちの成績評価に関して報告する。実習指導者・

は，成綴評価jは学生の;1守米を左右するほど重要と患ってお

り，それを行うことは非常に寅任が重いと受けとめていた。

成績評価の役割を拐っている実習指導者は.自分が直接学

生と関わか学生を理解している必婆があると考えていた。

そしてそれができれば，成績評価をつけることはできると

していた。しかし現状は. r自分が毎日学生と関われ

るわけで、はないJ.r病棟に来る学生数が多いム f実習指導

と他の役割を兼務させられているjであり，学生と関われ

る機会を得にくく.この役割を拐いきれないと患っていたo

f自分一人で、成鞍評価をつけているj実習指導者・は，スタッ

プに意見を求めようとするが，自分もスタッフも学生を 1-
分に理解できていないことから，それをつけることに怖さ

を感じていた。このように実習指導者は，自分の能力では

なく体制の不十分さを理由に，成綴評価に関する困難を感

じていることが窺えた。

他方.この役割を諮っていない実習指導者は，成績評価に

ほとんど関心をよせていなかったc

{考祭]

成績評価に縄する実習指導者への支緩として，体制を整え

ることが必婆と考えられる。当面，学生を十分理解し難い

実習指導者が，成績評価の役割を担う漂白を検許していく

ことを推奨すべきと考えられた。
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34)実翠指導者の実翠指導!こ対する教鵠効力とその隠違

要因

自木智子，浅間庚子(広島間際大学看護学部)

独立変数名 害警i事{IilJljJ長官室奈護士 {β) 

災翌H器禁事室主数年委主 0.340 

災苦~t設機体制j 0.183 

年警告 0.149 

役おUfミ扮総 一0.182

雲主襲警ー契機 0.154 

35)実欝受け入れ錆院と教育機関の有磯的な連携の試み

一臨床指導教員制度の効患と諜題一

坂田五月(翠隷クリストファー大学)

[日自主i
クリストファー大学看護学部は，国民のニーズに応え

る確かな看護実践能力を有する専門職者の育成を思議して

いるc 約属病院をもたない本学は，質の高い臨床実習を実

践するために.独自の絞り組みとして 5臨床指導教員制

を導入した 1 本制疫に基づき本学部から実習病院に出向

した導荘教員は，看護部管理室内に自席を有する管理室付

議床指導教員として学生の実習指導のほかに看護部研修，

大学教員向けの研修の金爾・運営に携わっている。本稿で

は， 2005年度の実習病院における活動をもとに臨床指導教

員制度の効泉と課題を報告する。

[方法1
1)対象 :S病院に勤務する (係長以上の

86名。 2)研究期開:;以下，

2006 iF 2月む 3) :自記式質照紙言竜王禁法。質問紙

の設i丘目的をJ去に作成し

ゅ項誌)者護実践能力のfi1JJ:(5 

日)Jr教育と臨床の清報交換 (7項目)Jr管理職者が期待

する役割u(10項目けの4カテゴリー鴫合計30項百号

択の単一毘答とした。 4) 分析方法:SPSS13.0]を使用し

を担当した群(以下，担当群)

と担当しない群(以下，ゴド担当若手)でx2検定したっ有意水

準は 5%とした。 5)倫理的配癒:質問紙は然記名，

に議査の主旨.プライパシー保護に関する説明を明記し

{結果}

阪fJlx率 65.1%。担当群(12名)， 

カテゴリーの全ての項自において担

日立いjと答えた者が有志;に多かった (p< 0.01) 
「管理職者が期待する投おUJカテゴリーは rr臨床と大学との

問の情報伝途 (92.9%)J I実習環境の針U(91.1%) 

指導者育成のための研修 (89.3%)Jr看護研究の

(89.3%) Jの}駁に多く， 2群関に有意義を認めなかったc

[考察}

を担当する病棟以外でも広範関に活動する儲床指

は，実習受け入れ病院審議部に広く認知されている。

その結果.実習蝦当の有無にj羽らず実習受け入れ痛詫看護

部の臨床指導教員に対する期待度が潟まったと考える。加

えて，大学では臨床から伝達される務報量が増えた。今後

は，実習環境整繍，実智指導者研修.看護研究支援などの

臨床のニーズに教育機関が応える必用があり，これらの取

り組みが臨床と教育の有機的連携の鍵となると考える

文紋

1)野村志保子，鈴木恵理子， i梁瀬鎖加子:教育現場での

コアカリキュラムのための準備一臨床指導教員制度導入の

意義と課題一.臨林義護， 29 (8)， 1166-1172. 2003 
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36)臨士忠実留における看護学生の静脈注射実施に隠する

諜題の検討

一実習受入れ施設の看護管理者の認識調査一

日IU奇陽子(米子医療センターi羽潟看護学校)

松尾ミヨ子(鳥取大学医学部保健学科)

{目的]

平成 15年 f看護基礎教育における技術教育のあり方に関

する検討会報告書jにより，静服注射は教員や看護郎の指

導・監督のもとで学生が実施できる水準2と位謹付けられ

教育機関では教育内容が検討・工夫された。しかし

臨床では学生の静眠投射実施は不可能な現状があった。そ

こで，臨床の意思決定主体となる者護管理者の学生の静脈

投射実施に関する認識や課題を明確にし静脈注射に関す

る教ffl村容を実，，*に即して検討するため調査を実施した。

{方法i
:2県52施設の看護部長，副看護部長，者議師長の

173名のi可意を得た。研究方法.全 22陪jの質問紙調

データ一分析は SPSS.llJおrWindowsを使用したo 108 

:rfll~1 からなる「新人保用時に期待する静脈注射に関する知

-技術の到達度jに関する回答の類似性は Cluster分析

を用い Dendrogramを得た。分類された 108項目につい

キスト 3社の掲載状況を調査した。 倫理的配慮:

研究対象者には側々の回答内容が特定されないよう.アン

ケ…トは無記名とし病i淀施設より持たデーターはj変名化

して扱うことを説明した。

{結果]

筋肉注射.採血は学生の施設での実資実習}諮問が長いほど

もしくは実施できる可能性がおかったc i'firl.民j主射は学

生の実習期間の長短との侠j係はなかった。看護管王室者が最

も必要と考えている知識・技術は IfHりi民投射部{立の血管と

その走行Jr静脈注射そ行う血管局留jの末梢神経とその走

行JI医療事故防止のために静脈注射中及び注射後の観察

の重要性Jr諮問長i主射に伴って発生しうる危険性について

重要なものJの4点であった。 静脈注射に践して看護管理

者が求める内容〔事故防止のための要注意薬剤・ルート総

保の知識と対象者の保護]と.テキストに掲載されている

内容〔静瞭注射の準備・実施とその後の注意]には不一致

があったc

{考察i
i!O/Hjを通して学生の実習を受け入れている施設は筋肉注

射・採鼠を見学若しくは実施させている傾向にあった。テ

キストの静脈注射に関して者設管理者が求める内容とテキ

スト内容には不一致があり，看護師が賞授を持ち実施でき

るよう看護基礎教育のテキストの見渡し線拠を提示する

ことが求められた。静!医注射が器護r，i1iの業務の範鶴を謡え

るものとされていたにも関らず， 日常的に静脈注射を実施

しており， ト分な絞拠を基に実施されていないことがわ

かった。また，学生の静脈注射実施には学生自身の精神的

未熟さや弱さ患者の権利意識等複合的な問題があり，指

導する看護郎の支伍範関.資格に応じての役割範囲を明確

にする課題が明らかとなった。

3ア)経験型臨床実留指導者研穆プログラムにおける学び

の様相

高島尚美麗3抗告美子，坂梨蒸塚越みどり，渡部節子，

野村明美(公立法人横浜市立大学涯学部者護学科)

{目的}

成入学習者としての経験を活かした共同検討型の臨床実智

指導者研修会プログラムにおける学習者の学びを分析し

今後の方向牲を検討する Q

{研究方法]

対象:平成 17年度 大学主能臨床指導者研修会への参加

者 45名中 42名

プログラム:第 1剖:講義3h (学生理解・臨床実習の法

的規定・実習における学習)，第 2@):淡習 2E1鴎(自己の

被指導体験の振り返り.VTRの実際の指導場磁の分析と

対応の検討・グループによる指導場耐のロールプレイ・体

験の振り返りと考察)，第3閣は剖の 50臼後):演習 1日

開(前田研修後の指導体験のシェアリングと今後の指導の

方向性検討)第 2，3留は 6 7名のグループワークでア

ドバイザーが各 1名ついた。

方法:各限研修会終了時に感想表の記述を依頼し全日程

終了時には自作アンケート調査を実施したむ質的データは

類似した内容毎に項自化しカテゴリーを形成した。量的

デ、ータは単純集討を行なっ

倫理的配窓:書面を用いて研究目的で使用すること，その

i授の秘i授について説明し同意を得た。

アンケートは然記名で偶人が特定できないようにした。

{結糸・考察i
fJ]f修生が役立ったと!i長じたのは.第 318Jの研修後の指導{本

験の振り返り(大変役立った 67%，役立った 33%)，第2

鴎の VTRの実習指導場面を考察しロールプレイする演習

(大変役立った 65%，役立った 35%)であり，意見として

f学生の気持ちを考えることができた:のべ llJIさまざま

な指導に気づいた:のべlOJがあったo VTR 場面の考察

後のロールプレイは71.4%が最も印象に残った演習として

お 1)，当日の感想、から得られた項目は「これからの指導の

方向性:のべ 54Jr自分の看護観・指導観:のベ 29Jrロー

ルプレイの体験からみえてきたこと:のベ 18Jr振り返り

を返して:のべ 14Jであった。“VTR場樹での"という状

況を設定したことで一旦自分自身のあり様から離れ.さら

にロールプレイでの体験の事実を検討したことで効果的な

自我関与を生じたものと考える。指導の方向性の内務は，

学生中心の関わりを.学生の患いを受け止め.自分が楽し

く，自分の忠いを伝えながら等，学生や自分自身を大切に

した指導の意識化がで、きていた。全体の感想で最も多かっ

た項目は fグループや全体で受け止め合い話し合うことで

みえること:のべ96Jでありを他施設の指導者の意見を開

き，自由に表現し合う学習が効来的であることを示唆して

いる。一方で「課題や迷い:のべ 15Jでは，意見がありす

ぎて分からない，指導は菜lf:しい.学生への影響が怖い.

があげられた。今後:之本プログラムを継続しつつ，倍加

的な課題をもっ指導者Aへの対応も視野にいれた企耐の検討

が必要である。
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38)蕃護学生が求める自己成畏の課題達成にむけての教

員による支援

兼宗美幸，長谷川真美(埼玉県立大学保健匿療福祉学部)

[13的}
学生が自己の成長やそのために達成しようとする課題につ

いて， 日揺す機業で、対人関係能力が期待される

臨床心理士の養成課程の学生を対象に比較検訴

し教員による望ましい支援について考察する。

{研究方法}

1)対象 看護隊歯科衛生士，臨床心理士養成課軽の学

生422名 2)期間 2003年3月-20例年 1月 3 )方法

趣旨議:と口頭で臼的・方法を説明し自由:窓患で了解を得た

場合に.2002年から実施検討を重ねた自作の無記名自記式

質問紙の記布と!制又箱投商を依頼した。 4)内容

自己成長意識(16項目，以下自己成長とするλ 自己の必要

(19項乱以下必要課題)，教員に求める支議 (35項

目，以下求める支援 5)分析方法 尺度はら

を持点イとし統計ソフト SPSSverl1.5を用いた。 6)倫

理的配惑 調査は無記名で.成総と無関係で問答の有無や

内容による不利誌はなく，途中中止が可能と説明した令

{結果}

1)背景 有効回答326名で，王子均 20.0土 2.20蕊女性が

274名 (84.0%)をおめた。 2年生が最多 150名 (46.0%)
で，専攻は看護 101名 (31.0%).心理 102名 (31.3%). 

123名 (37.7%)であったっ 2 )自己成長必要課

f;J<:める支援jの関子議迭と専攻探索的関子分析によ

り「自己成長 4.r必婆課題 7. とめる支援J7の因

子をお11出した。 I~子得点( (国子に含む項目の平均得点)は

自己成長jの f役割成長j等4留子，

11延子求める支援jの

4協子で専攻開差があった。 3)はとめる

各昌子と{也尺!支の関連牲と専攻?求める支援jの国子は?自

各法!子とfJ:1;い報開があったコ;進路支援jとf必要

議題j調子とは柑隠はほとんどないまたは低いが，

は r，o、婆諜題J1!5l子と抵いま

たはかなり相関があった。者護学生は?自己成長jと「必

は f進路支援jとの祁関が{まとんどなかった。ま

た.r必要課題jのうち 5自主的行動jではほぼすべての支

援の母子とかなり棺関しており，議会提供や交流，

け等の学習方法に関する支援を求めていた。

[考察}

昭子得点から看護学生は役割や内面的な自己成長を重説

し学習機会の提供を教員により強く求めていたc 他の専

攻よりも対人関係龍カを嬬待されることと無関係ではない

だろう。また，自主的な行動に関する支援を零護教員に求

めているが.今後は行動をよ主体イとすることが課題達成のた

めに重要であろう c

{結論}

看護学生は内面的な成長を目指して自主的な行動を課題と

し機会の提供を教員に求める特設があった。機会の提供

と自主的な行動の課題とはやや矛騒があり，支援の具体化

が今後の課題である令

39)学生の自己成長にむけた教員の支援

一審護教員と他鎮域教員の意識の遣い一

長谷川真菟

(埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科)

{目的}

る学生の自己成長にむけた支援の特徴を地

銀域教員の意識との比較から明らかにし看護学生の自己

成長にむけた望ましい支援について考察する。

{研究方法}

1.場開:王子成 17年8月 2. 対象:[ヨ本生涯教育学会会

員の教員 256名 3. Jj法:!邸主法による自記式費関紙調

4. 内容:背景.学生の自己成長窓議自己成長課題，

学生が求めると予測する支援など 5.倫理的配窓:無認

研究の趣旨，倫理的配惑を説明する文書を添付して質

問紙を髭布，国i況を持ってj可窓と解釈した。

{結果i
1.対象の概要:有効回苓64名 (fm担率25.0%λ
員は S名含まれた。{患の教員の銭域は.

どであった。 2. 学生の自弓成長に対する

fれi福}広よい視j点.主主で

になつたら作干:J:会的にi玄4号H在壬ある行愛毅動!与jをを「取れるようになつ

たらjなと.'1Jカが宝i潟幸潟5かつたO 肴護教箆で;は立丈， この 2~項頁呂に加え

f汀{他せ滋i入を受け入れるようになつたら r自己管理するように

なつたらjが法高jかつた 3. 自ヰ成長課題に対する

全{本の教員の意識は. e分のg隷を持。つ r境野を広げる

等の得点が高かった。看護教員では f自分を理解するJ自

分のやるべきことから逃げないj等も得点が高い項誌で

あった 4.学生が求めるとす;iJliJする教員の支援に対する

fよく分かる

習の頂点さを体験させるj

では f関心を広げる

{考察]

今関協力の得られた看護教鎮では，他領域教員が重視する

要素に加えて f自己理解H1患者理解jといった人間関係に

関する要素を重視していたc 看護においては日常的にこれ

ら対人関係にかかわる要素は必須の要件であることが反映

していると考えられる。また，看護では支t1もまた重要な

姿素の一つである o rやるべきことから逃げない r自
理jが重視された結来と考えられる。

今問i土器護教員の人数が少なく，得られた結果に煽りがあ

ることも予測され，看護教員の特殻を明確に示すことには

無理があるが，対人関係や賞{任の婆棄などの重視は看護教

育の特般にある程度一致しており，傾向ではあるが特畿を

示す示唆が得られたと考えるo 今後は看護教員のデータを

増やし.この結果を裏づける必要がある令

{結論]

の学生の自己成長に対する意識は，他領域教員に

比べ，人向関係や支授なとす{設業的価値観が大きく反模され

てお札職業の社会化と自己成長が重複していると考えら

れたc
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40)署護教員が控過する f人間関{系議jの授業評髄結集の

検討 …2年簡の出較一

関戸啓子(徳島大学法学部保健学科)

{自的}

者護者・診療放射線技師・臨床検資技師を民指している大

学生を対象に部議している「人間関係論jを審議教員が担

当し授業評価の結果に基づいて改穫を行っている。授業

に資することを日的に.2年間の授業評価結果を検討した。

{研究方法}

授業評f係は.2003年と 2004Q三の 5月に行った。授業の最

終日に硯究のj慰安を学生に説明し授業評価用紙を配付し

たc 学生が特定されないように，所属・学年・年齢の記入

欄は設けず無記名とした。学生に，研究への協力の有無は

自由であること，成績とは関係ないこと，結果は研究とし

て発去することを説明した。研究への協力に向意した学生

は，授業許filli用紙を提出府箱に入れるように依頼した。

2003年:ふ受講学生 108人のうち 99人(間収率91.7%)か

ら.20例年は，受講学生 120人のうち 110人(回収率 91.7%)
から提出があったc 両年とも，有効回答率は 100%であっ

た。授業評価の内容は. r授業内容についてjが 10項13，

rt受業の方法についてjが6項日， r成績評価の方法につい

てjが3項日である。 i回答は， r思うjから「思わないjま

での 5選択紋で，自由記載摘も設けた。

{市古来i
f人IllJ関係論jの授業{点前半60分設!支は講義で¥後半30
分で学生全員にロールプレイングを実施させ.ロールブレ

イングからの学びや感想を書いた小レポートを提出させて

いるc ロールプレイングは，身近な人間関係から医療の現

場での人器関係へと段階的に変化させて設定している。 fi主

総評価は出席・小レポート・ペーパーテストで、行っている。

2003年に実施した綬業評価の結果， 1項目以外は 70%以
上の学生が現在の授業を常定的にとらえた評価であったo

fスライドやビデオも使って欲しいjという設関のみ，学生

の意見がわかれた。自由記載で，毎回提出するノトレポート

について教員のコメントが欲しいという意見があった。そ

こで.この点を 2004年からは改善し小レポートにコメン

トを返すようにしたc 2003年と 2004年の授業評価結果を

比絞して， 20例年の方が有意に多くの学生が仁官、うJIやや

思うjと回答した項百は. r教員が早口であるJr成総評価

は小レポートのみで、行って欲しいjという設陪であった (p

< 0.01)。
{考察1
2003年， 2004 Q三ともに，授業評価給来は全体としてはあま

り速いがなく.ほほ現在の授業に満足していると解釈でき

る結楽であった。「教員が王手口である」は，授業に教員が慣

れてきたために， 20例年には特に自立った可能性があり，

改蓄を要する令小レポートについては， 2004年にはコメン

トを返したために，そのまま小レポートで得点を付けて欲

しいという反応になったと思われる。学生の成績評価の方

法については，慎重に考えなければならず.継続的に学生

の授業評価も参考にしながら検討していきたい

41)看護系大学におけるファカルティ・ディベ口ッブメ

ントの現状と課題(1)

一職位と FD活動の実擦一

荒尾博美，前)11幸子.若杉力11寿代.原i双子鶴，末成弘子，

宮崎伊久子，小l熔光子(大分大学医学部看護学科)

[13的}
看護系大学教員が偶闘に実施しているファカルテイ・デイ

ベロップメント(以下， FDと略す)活動の実捺を職位の違

いを通して明らかにするつ

[研究方法]

看護系大学教員に，現在のi段位と FD活動の実際について

の質関紙を独自に作成し郵送法で?必至ました。大学および

教員個人の壁名性の保証，本研究のみでの使用の線約を質

関紙に明記し質向紙の返送によって研究参加の意思を確

認した。データは， SPSS12.0Jを用い統計処滋を行った。

自由記載については類似性と異質性に注目し質的に分類し

た。また，これらの結果を職{立加に分析したc

{結果}

有効回答数は 506名であったo そのl段伎の内訳は教授・

管理職 24.9%，助教授 16.2%，講師 20.6%，
38.1 %であった。大学教員としての能力を高めるための活

動として，現在何らかの活動をしていると回答したのは，

匝答者の約 8舗であり，その活動内容を選択肢による複数

回答で求めたところ， r学会・研究会への参加J412名， r他
大学の教員との共同研究J197名.r授業に関連した検討会J
130名であった。これらの1m答を f教授・管理職 nVJ教授・
諮助手jの級{立に分けてその傾向をみると，何らかの

活動をしている教員は数J受・管理職 r助教授・議締j

では約 9割助手jでは約 8WUで¥{むのi践位と比べて活動

をしている教員の割合が低かった。活動内容については，

すべての職位で f学会・研究会への参加Jが最も高く， r他
大学教員との共問研究Jr授業に関連した検討会jでは.詩文

授・管理職助教授・講締助手jのJII買に低くなってい

た。 選択肢以外の自白記載を職位別にみると教授・管理

では， <臨床との連携><社会との連携)<研究会などの

主樫〉などであり助教授・議締jでは. <専門職との交

流)(臨床との交流・連携><地域との連携〉などであったc

また助手jでは， <臨床との交流・連携><他教員との交

流><学習会の参加〉などであった。以上から，看護系大学

教員は，学会や研修会への参加，共河研究，授業評価，臨

床や地域との連携を過して，大学教員としての能力を高め

ていることがわかったc そして，その FD活動には段位

の違いによる傾向が見られた。

[考察}

助手は，学会・研究会等へ参加しその場に身を撞くこと

から学ぼうという姿勢が伺えた。助教授・講締は，専門職

及び諮床との交流・連携，授業・研究に関する主体的活動

を行っており，活動範簡を拡大するとともに自らが運営す

る役割を担っていることがわかった。さらに教授・管理

礁では，地域社会との連講を重識した活動へと広げていた。

(日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)(2)課題番

号 14572230により実施)
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42)看護系大学におけるファカルティ・ディベ司ツブメ

ントの現状と謀議 (2)
一教員の FDIこ対する認識とニードー

前JII泰子，原由千鶴，荒培博美，宮崎伊久子， ;!ミ成弘子，

若杉加寿f¥':，ノj、i援光子(大分大学院学部看護学科)

{目的]

若護系大学における組識的および億人的な FDに対する教

員の認識を明らかにし審議系大学における教育の改善や

活性化のための方策を検討する。

{研究方法]

看護系大学教員に，組識的および偲人的 FD活動の実際と

その認識についての費関紙を独自に作成し部送法で謂資

を行ったc 大学および教員の澄名性を保証し質問紙の返

送をもって研究の同立を確認した。データ分析は，

SPSS12.0Jを1甘いて統計処理を行った。自由記載は意味内

容を読み絞り.類似性と異質性に注召し質的に分類したっ

{結来i
有効期答数は， 506名であった。教員の総識的 FDの満足

授を見ると満足しているjと問答した人は 7.2%であっ
その理由をカテゴリ一部にみていくとく日)の計額と

実路が為されていること自体が満足)<FDの計画的な速

などであった。一方 f満足していないjは41.6%で，

<FDの組畿的運営の未整機>(FDの方向性の未検討)<FD 

内容の具体性の未充実>(看護学独自のテーマ性の欠如〉

{FD評舗の視点の不明篠さ〉など総識的 FDの現点から.

計i事i.実施・評価というプロセスの充実にむけた課題が挙

げられた。「どちらでもないjは51.1%で， (FD 活動の Ij~l

始直後〉あるいはく新設校のため組織的活動が見えにくい〉

状況にあるため， FD活動のく評舗が不可能〉であったG 次

にFD活動が，大学組畿および偶人の成長・能力開発に

しているjと鵠答した人は，共に 2割弱であったコ

への寄与ではく教脊への還元)，個人への寄与ではく成長の

動機付け〉として評価されたむ…方約8割が

ないどちらともいえないjと答えており，

に対するビジョンや課題が米共有)<組識的 FDへの関心

の{設さ〉による綾織的な取り組みの諜題が挙げられたc 個

人的にはく組織的 FDのテーマと教員の FDニーズのずれ〉

を挙げ， FDの実語表が教員の関心あるテーマと異なってい

た。また，教員の多くはくFDに対する基本的理解が不十

分〉と認識しており，さらにく総織的 FDの日的や方向殺

が不明瞭〉なために FDに積極的に参爵できない状況が

あったっその他， FDI立教員{混入の寅務で、あり，綴識的に

取り組むことに疑問を抱く意見もあり. FD 活動の詩的や

実践の共有化が関難であることも分かったc

[考察i
現行の FDテーマと教員の FDニーズの議離は，組織的

FDの日的の共有fとを関難にさせ，不十分な理解のまま形

式的 FDとして導入されていた。今後，個々の教員が看護

学系大学独自の FDテーマを主体的に見出し組識的 FD

へとボトムアップ的に発展させていけるような能力開発と

いうアブローチが必要であるc

(日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)(2)諜題番

14572230により実施)

43)看護系大学iこおけるファカルテイ・ディベロップメ

ントの現状と課題 (3)
一設露主体別の FDの実際とニード

服部千鶴，前JII幸子，オミ成弘子，若杉主o寿代.荒尾博美，

宮崎伊久子，小i矯光子(大分大学涯学部者護学科)

[目的}

看護系大学における設設主体加に FD活動の突時と教員の

認識を明らかにし看護系大学における教育の改養や活性

化のための方策を検討するc

{研究方法}

者護系大学教員に，毅織的および綴人的 FD活動の突時と

その認識について質湾紙会独自に作成し郵送法で調査を

行ったG 大学および教員の援名性を保証し質問紙の返送

によって研究の間意を確認したc データ分析は， SPSS 

12.0Jを用い，設置主体加に統計処理を行ったc 自由記載

は，意味内容を読み取り，類似性と呉繋牲に注目し安的に

したs

i結采]

有効国答数は， 506名であった。対象者の所属大学組畿の

主体は，国立大学 35.2%，合立大 33.4%.私立大学

31.2%で，戦{立は，教授および管理機 24.9%，助教授・

36.8丸助手 38.1%であったc 教員の教育経験は，全体の

42.0%がS年以内で，現大学での在続年数は，約 70%が5
2字以内であったc また，職業として大学教員を選択した理

由で最も多かったのは，国立大学の 43.3%および公立大学

の47.9%の教員がく大学教育への関心〉で.私立大学の

43.3%の教員がく地者からの叡iめ〉であった。これらから

となった教員は，比較的教育援の浅い教員が新

なかで教育・研究活動を行っていることが援部

できたc また，教員の教育・研究活動の背景は，半期に 1

-3科自損当し各自の研究は， 1-3r牛に取り組んでい

いずれも設設主体で偏りはなかったc 一方，後らの

FDに関する認、識では，組銭的 FDプログラムに必要と

えるテーマが fあるJと[il]答したものは.設詮主体関によ

る{漏りなく，いずれも 9舗を慈えていた。また，必要とす

るテーマは，割合は異なるもののどの設置主体も「カリキュ

ラムJr教育方法 r評価方法jが上位の 3項誌の教育活動

にi認するテーマで共通していたc

{考察]

看護系大学の組議的 FD活動は，大学の増設に伴う教員の

流動化や大学総議キャリアヘエントリーして関も無い教員

が多いなどが背景にある。また，現行の総識的 FDプログ

ラムに対しは，前出 (2)で明らかになったように，導入

期のー較的な教育能力の開発が中心となっているために，

溺足は得られていない。今後，社会のニーズの変化に出じ

て，それぞれの大学の使命や践的の適切性や先見牲を1i1!1認

し教員集部の特性に応じた FDプログラムの開発が必要

となるであろう。

(日本学術振興会科学研究費繍助金基盤研究(C)(2)課題番

14572230により実施)
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44)看護系大学iこ勤務する劫手の動機と職務状況かうみ

たパ…ンアウトに関する研究

片間三{圭.小浮和弘(岐阜県立看護大学)

岩i持優美(北里大学)

西山ゆかり(明治銭灸大学)

市江和子(日本赤十字豊田肴護大学)

{目的}

看護系大学に勤務する助手の動機と総務状況からパーンア

ウトを検討する。

[71法i
1.調査対象:者護系大学の助手 1165名に記布。罰収549
名(回)1文芸名47.1%)のうち有効問答485名(王子均年齢33.4

土 4.5歳入 2.調査方法:助手個人への郵送による費関紙

3.調査時期:2003 年 3 月 ~5 丹。 4. 調査内容:個

人背景.入l践の動機，職務状況.Maslach & ]ackson (1981) 
を法に久保らが作成した MBI(Maslach Burnout 

Inventory)改訂版尺度(17壌E1， 5段階評価)0 5.分析:

i民主2S1子
1尺ミ}皮支のi関蕊子講j迭査を分祈し 悶子得点を勢算[t出芯したO また罰子

符点と勤機，職務状況の関係をじ検定 Mann-Whitneyの

じ"検定により有意水準 5%で分析した。分析には SPSS

Ver.13.0を使用した。 6. 倫理的視窓:自由意志で回答で

きるように個人への郵送i去を採用し認:磁で調資の趣旨，

プライパシーに関する説明などを明記し

{結果・考察}

陸子分析では共通で1:の抵い 2項目をi持除した結果， 312S1子

(累積寄与さ手口0.60)がtlll/llされた。第 1泊予では f体も

持ちも疲れ来てたと思うことがあるjなど7項目の負荷が

く(因子負荷量孟 0.50)，第 21よi子では f仕事が楽しくて

知らないうちに時陪がすぎることがある」など6Jl'i EIの負

荷が高く(宙子負荷量孟 0.55)，第3閤子では「悶僚や学生

の顔を見るのも嫌になることがあるjなど2項目の負荷が

高かった(国子負荷量み 0.71)0 MBI改訂版尺度に準拠す

れば，第 l留子が情緒的消耗感 (EE)，第2因子が偶人達

成感 (PA)，第3由子が税人格化 (DP)となるo これら 3

照子と動機との関係では.教育ーや学問に対する自発的動機

を持って入l除した助手{まそうでない助手と比べて EE母子

や DP自子が低く， PA因子が高かったゆ=0.001， 0.050， 

0.000)。また，人の勧めで入殺した助手はそうでない助手

と比べて EE関子が高く (ρ=0.005)，思輔の勤めで入験し

た助手は PA泊予が高く (ρ=0.004)勧められた相手により

呉なっていた。動機と職務状況の関係では， 自発的動機を

持たずに入験した助手は.講義の一部担当.採点補助，社

会活動を行っている助手の方が行っていない助手と比べて

PA因子が高くゆ口0.019，0.030， 0.002).自発的動機を持た

ずに入}践をしたか否かにより職務状況で、のパーンアウト国

子に有意差が認められた。上記からパーンアウトは入絞動

機との関連性があり.動機を考慮した職務状況がパーンア

ウト予拐につながることが示唆された。

126 EIヰ;王寺号護研究学会雑誌 Vol.29 i¥o.3 2006 



P 1会場第7群

45)大学病読!こ勤務する新卒看護師の早期退職の影襲警護

題!こ関する鍛額研究

鈴木英子，吾妥知美(天使大学)

nj"谷由佳(山形大学)

香月毅史(Jニ武大学)

1H妻子史(東京医科歯科大学)

{目的]
我々は，先行研究で大学病院に勤務する新不審議締の就殺
後9ヶ月までの退殺事 (4.0%)と退職に1)者護専門学校

2)配置が希望と違い不満. 3) 同僚の相談相手がし、
ないということが影響することを明らかにしたら今回，先
行研究で対象とした看護師をさらに絞殺後日ヶ月まで追
跡し退職率と選戦への影響要簡を明らかにしたc

{対象}
対象病院は，病院要覧 (2001-2002)に掲載されている
大学病院 102のうち者護部長あてに謂資依頼をして協力を
持られた 19の大学病院に 2003年に就職した
1008入である。
[方法}
2003 6月，自記式費i潟調重苦(パーンアウト，アサーテイ
ブネス.ストレスフルなライフイベント，リアリティ・
ショック，
料，仕事超過勤務人ソーシャルサポート.コーピング
方法)を実施し有効回答の得られた新卒看護締を対象と
して 20例年6丹求までの退職者を確認した。
[ 1命理的記長室]

には文書にで研究の詩的，方法，手}II支.[笠名性の保設.
データの統計ー処理及び拶i究の目的への限定，参加・仁ttJ上の
自陶芸;志の尊設， また参加の拒否や.間意後の中止等によ
る不幸IJ誌はいっさいないことを説明し封をした質問紙を
所定の同校箱へ投函するよう依頼したc また.本研究計i磁
広東京医科歯科大学倫理議査委員会の審査をう

{結来}
798人(女性 782人男性31人)の新卒者護締から有効回
答が得られたc このうち 71人 (9.0九男性3人，女性能
人)が退職したc 平均年齢は 22.8(採準偏差:2.0)であり，
男性24.8(嬢準偏差:3.4).女性22.8(擦準偏差:1.9)で男

く，退職者22.9議(探滋偏差 :2到，非退験者
の者護部 22.8歳{捺懲偏護:1.9)では有意な笈はなかったむ
退殺の有無別パーンアウト及びアサーティブネスの平均
は，パーンアウトの総合得点，及び下位尺疫の身体的疲弊，
i吉緒的疲弊・ ~I;人間fとで退職者の詳が有意に (p < 0.01) 
おかく，アサーティブネスの王子均はJfi験者の群が低かった

はなかったc 多重ロジスティック関係分析の結
果，退職の影響婆慢は，パーンアウト.職場への不満であっ
たc

[まとめ}
パ…ンアウトの総合得点，身体的疲弊感，情緒的疲弊感・
非人時fヒの得点の平均は退職者が非退i後者よりも
く，複合的にみてもパーンアウトの早賂退職への影響はお
かったc また，戦場への不満が退職に大きく影響していたc

これらの結梁より，新卒審議niliにとって職場環境，パーン
アウトが退職に影響することが明らかになったQ 先行研究
では，新卒看護婦におけるパーンアウトリスクには複数の
姿揺が影響しており， リアリテイ・ショックだけでは説明
がつかなかった。こうしたことから.新卒看護隔のパーン
アウトは，職場への適応障害である可能性があり.これら
を念頭に，早期退職予i坊に対する対策を立てていく必要が
ある C

46)新卒看護師の離識に関様9る職務上の協みと{士事む

継続理出

-2擦の新卒看護部を対象とした議関紙調査一

111間美幸，前田ひとみ家間紀子

(宮崎大学医学部看護学科)

久保江思(宮務大学大学院医学系研究科)

影u1経之(大分県立看護科学大学)

{目的1
1笈療現場では，さまざまなストレスによって無力感に陥り，

る新卒審議部が増加していることが詞題となってい

る。そこで本研究の目的は，離職に関係する新卒看護部の

議務上の悩みや仕事の継続理由を明らかにすることであ

，0;;， 0 

{研究方法}

平成 17 年 6 月に開催された 2~思の看護協会主穫の新入会
員研修会の参加者 732名を対象に研究の趣旨と 1年賂の調

交を計磁していることの説明書と. g記式質問翠，

を配布し郵送にて回収したり!H113調査)0 8月に調査協

力の同意が得られた 93名を対象に就殺してから掘った

ことや仕事の継続理由について郵送調査を行った (2関目

分析は得票で得られた記述から註的に添った

意味内容を抽出し研究者間で肉ーカテゴリーが抽出され

るまで検討を繰り返しカテゴリ-{としたな倫理的記長震は，

調査の協力は自由意思であること，研究協力に伴う権利と

不利益，識変翠の管理について文書で説明し紙面による

を得，調資票は無記名とし

{結采i
1Iill日調査の間続数(率)は. 122名 06.7%)で. 2朗自

のi部j文数(芸名)は.30名 (32.6%)であったむ 6丹のfl寺点で

仕事上の錨みを持っていた新卒看護部lえ 103名 (84.4%)
であったc その内容は A県では f力法不足Jr仕事の負

荷Jr安全jであり.B!某では fカ最不)i2.Jr仕事の過負荷j

r人間関係lこ関する縞みjであったら 8月の識査では.回答

した 30名全員が毅殺して思ったことがあると鵠答してい

たコその内容として採血や注射について闘ったことは，

ミなかった高齢者の対応やトラブルへの対広、

であった。 後に疾患や涯学用語，重核患者への対応につい

て闘惑していたc 仕事をやめたいと思った人は 26名

(86.7%)であった。その理由は.A県では f理想、と現実の

ギャッブ力量不足ム B1誌では f力量不足Jr人間関係j

が抽出されたG 仕事を継続している理出は仁患者との関わ

りが楽ししづからであったむ一方では.rやめる勇気がないj

f期待を裏切れないjという潔白も見られた。

{考察}
多くの新卒者護部は，学生時の一人の患者を看護する状況

から譲数の患者を看護する状況への変化を体験し j急に多

くの知識や技術を要求され，自分の力不足を感じやすい状

態である。これは，新卒審議蹄が無力感やゆとりのなさを

感じる一割とな札離殺を考える漂白にまで発展している

ことが推測される。また，新卒者護締は慣れない環境の中

で，看護の中から得られた楽しさによって仕事を継続する

反面，断ち切れない自己の問題を持ち，局国への気遣いを

しながら仕事を継続していることが考えられる。このこと

から，新卒看護部が本来持っている自分良身の力を絞り

していけるような支援が必要であるという示唆を得た。
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47)大学病院に勤務する新卒看護師の職場へのコミット

メントに影響する要因

吾妻知美，鈴木英子(天使大学)

近年，新卒者護部の高!日誌が大きなi問題となっている。この

理由のなかで，健康上の理由(精神的)，職場不適正、が増加

している。新卒看護師のコミットメントに関する先行研究

では， 1年後にはリアリテイ・ショックから立ち直り職場

にコミットメントすることが明らかになっているが.その

影響要閣については明らかにされていなし、そこで本研究

は，新卒看護師の職場コミットメントに影響する要閣を縦

断鵡交により明らかにすることを呂的とした。

{研究方法i
iえ 全閣 102の大学病院のうち了解の得られた 20の

大学の大学病院に 2003年に就Jf殺した新卒看護婦のうちi可
窓の得られた 1203名。凶年6月に属性，実i祭の業務J段種，

臨床領域，病院所在地，患者対看護側i人数，パーンアウト，

アサーティブネス， リアリティ・ショック，配置希望と転

職務満足，ソーシャルサポート，コーピング方法

を調交し有効IITI答を得たものについて追跡し 2004年6
月までの職場コミットメントを確認したc 11命潔的記慮とし

て，対象者には文書にで目的.方法について説明し結果

公表に臨しての壁名性を{呆証したc

{結果・考祭]

647人(女'性629人.男性 18人)から有効回答が得られた0

20例年6)"J時点でコミットメント者480人，非コミットメ

ント者 167人であったc …元配配分散分析の結果ゴドコ

ミットメント者・がコミットメント者よりも，パ…ンアウト

の平均依が身体的疲弊感伊<0，05)，情緒的疲弊感・非人

間化 (p< 0，01)で有意に向く， 1[~1 人的達成!惑では有意に

f尽かった。アサーテイブネス (p< 0.01)は，ゴドコミット
メント者が有意に低かった。職業コミットメントをi坦答す

る要国として.配置希望，転職希望.職場i前足，給与満足，

先輩の桁談相手の有無，コーピング方法，アサーティブネ

ス，パ…ンアウト(総合得点，身体的疲弊感情緒的疲弊

rJj ・ ~l'.人間化，個人的達成感)が有意に影響していた。

ロジスティック回帰分析の結果，コミットメントの影

響:妥協は.給与.先裁の相談相手の有無.アサーティブネ

ス，パーンアウト(個人的達成感)で¥給与に大変不満で

ある者は.大変満足している者より， 3.59 f在先の十H談
十日手が無いものは.有る者よりも1.921j'!f.アサーテイブネ

スが-10未満の者は， -10から 10の者1.59倍職場コ

ミットメントが阻害されやすし個人的達成感で、は 1点下

がるごとに1.32倍E任容されていた。

これらの結果から，新卒者護部がJf議場にコミットメントす

るためには.先古里看護自ijiが，仕に対する達成感をもたせ

るよう. さらに，相談相手になるなと舎の精神福で、の関わり

を意識すること，アサーテ千ブトレ…ニングといった対策

を講じる必要性が示唆された。

48)新人看護部就職後3ヶ月と6ヶ月における指導上の

盟難感

自足久美子(静岡県立大学)

佐野明美， IL!日綾子(愛知県立看護大学)

長田泰子(愛知総合看護福祉専門学校)

{目的}

新人看護服iの職場適応を促進するための介入プログラムの

検討の一環として，新人看護師の指導に携わる者護主iff(以

下.担当看護締とする)に着目し新人看護師を指導する

上での関難惑について就職後3ヶ月と 6ヶ月の時期別に鳴

らかにする。

[調査方法および倫理的手続き}

病院の設置主体が主催した「新人看護側jの指導に関する研

修会jに参加した看護郎を対象とした会研修開始前に質問

紙を配布，口頭と文書:にで依頼を行い.間収lえ研修会会

場に回収箱を設置し自由な投泌を依頼した。調査は，自

記式質問紙調変によか対象者の背景，新入者護締就職後

3ヶ月と 6ヶ月時点での指導上の困難と感じること(以下，

関難感とする)について自由記載で尋ねた。分析は，就職

後3ヶ丹と 6ヶ月の自由記載について. 1文 1要素を 1
データとし類似した内容ごとにカテゴリーに分類した。

倫理的手続きは，研修会主{住者には，口頭と文書にて調査

を依頼し承諾書:を得た。対象者へは口頭と文書にて，研究

参加は自由意志であり，データは個人や病院が特定されな

いように処理され，調査察は厳重保管し.終了後に破楽さ

れることについて説明した。研究参加の間意は，間収絡へ

の投i主iによって得たものとした。本研究はー愛知県立看護

大学の研究倫理審査にて承認を得た。

{結果および考察i
有効問答数は 109名(有効期答率 100%)であった。対象

者の 74%がスタップ看護師であり，者護部経験年数 11.0
年 (SD7.6).担当看護隔年数 3.4年 (SD3.9年)であった。

以下，カテゴ1)ーをサブカテゴリーを Ijとする。

就戦後3ヶ月と 6ヶ月に共通した部難感{え新人看護部の

「緊張感がないj，I主体性がないJなどの;気になる態度

担当看護締の「議導に余裕がもてないj，I効果的な指導へ

の不安jなどの f指導方法への戸惑い， I状況がつかめな

いJ.I成長がみられないjなどの f評価への戸惑いjであっ

た。遠いがみられたのは， 3ヶ月の新人看護部の;人間関

係形成が関難jと，担当看護側iの 7夜勤への重在感jであっ

た。職場に関しては. 3ヶ月が， r1也スタッフからの指導へ

の要求・指11むなどの f担当看護fimへの111fE感ふ 6ヶ月がe

f周期の期待とのギャッブJ.Iスタップの関心の薄れjなど

の殿場内調整の必婆性jであった。

担当看護師の顕著I~感は，新人看護仰の特性，指導方法や事rr

人看護邸の達成状況の評価への戸惑いが時期を関わず存在

していた。 担当看護簡の職場に関する国難感は.他スタッ

フの関心が薄れるなど，時期による違いがみられた。今後，

事rr人看護蹄に対しては，担当看護師らが気になる態度につ

いて提示し職場内では，新人看護師の達成状況の言手側基

準の作成など，指導指針の策定が必要と考える。
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49)新人養護部の職場適応促進のための介入ブ口グラム

の検討

一新人指導に携わる看護部の指導上の臨難感一

佐野明先山口桂子(愛知県立看護大学)

岳尾久美子(静稿!県立大学)

長[f泰子{愛知総合看護福祉専門学校)

[ElB9] 
柔rr人看護締の職場趨見;を挺進するためには，

わる看護部への支援は欠かせない。

蹄の職場適応を促進する介入プログラム開発の

て，新人指導に携わる看護締を対象に指導上の痴難感(以

下.1Il葉f~感とする)について明らかにしたので報告する。

{研究方法]

殺人者護衛官の指導に関する研修会に参加し

として.拶付基j謂11芝日に自

は1)r関
としての思しつについてのお攻告と 4)

である。分析には SPSS13.0]をmいた。

し文書にて説明し承認を得ると

者へは質問紙配布時に口議と文書にて，研究の主託関答

の自由，ブライパシーの保護等について説明しその後自

由な投編を依頼した。なお，本研究は A大学の研究倫理

を得た令有効おl~芸数 81 人，有効

8.1年 (SD5.7).うち

5年以下が45.7%を占めたc 現在ブリセプタ

している者は 34入社2.0%). そのうち経験5年以下の占

める割合は 82.4%と多く，

セブターとして.

し 2)
f日頃の指導袋勢J3) 指導者としての思いjとの関係を

分析した。分析にあたっては， 2)， 3)の攻告訴をjzg子分

析し尺rst化して用いた rEl境の指導姿勢jは21双子が抽

出され江メンタル商での支援職務上の支援jと

としての思しりは4因子が抽出された〈

支援体制の充実指導者としての自己の否定的評価j

る拒否的感伝む 7指導における他部的惑協jと命

名人

分析の給条.r EI [須の指導姿勢，ま国疑惑の高低によっ

は認められなかったが.rt告導者としての思いjのうちの 3
下位尺度で.1Il難惑の高い群が有意に街{夜を示した(

者としての自己の否定的評価指導における地罰

はさに p< .01)，指導に対する拒喜子的感情 (p< .05月。
以上より.指導者自身が自己を杏定的にとらえたり.新人

に対してイライラする・きつい言葉で指導する，などの地

罰的感舗を持ったりすることは指導上好ましくないとされ

るが.これらは自己の指導に対する自信の無さや新人のサ

ポート方法に対する迷いなど，指導に対する困難惑の表れ

とも考えられ，この感情の扱!まにある指導者の忠、いを

した上で，支援することが重要だと考える。

50)新規採用看護舗の蕃護技術履修状況の変化と，

者関イ系の影翠

字域靖子(和歌UI県立医科大学的属病院)

111由一朗(臨床研究支設センター)

{践的}
1997年のカリキュラム改正にともない，看護技術の修得疫

が必ずしも高くない新規諒沼看護締〈以下新人)を受け入

れることとなり，現場では柔rr人の技術指導をより効来的に

行う必要に迫られているc そこで今i民卒後新人数?ぎによ

る者護技術の修得度を評価するとともに「指導者との関

が修得度向上にもたらす彰饗について調べたので報

るc

{対象と方法i

時点のそれぞれについて α
0.874， r設戦後7か丹後 0.752舎

であったc また

れも実用上充分なものであったむ

3， GLMによる分析結巣履修状況jの合計点の中央値

(:lik/J、億一最大藤)は就戦時 29.0(8-81)であったもの

が， r就職後7か丹後jには 72.0(斜-82)に達し

11か月後jには 76.0(50-82)まで上昇したc この経

詩的変化は， 0.1%水準で有窓なものであったっすなわち，

新人の技術翠待状況は.臨床者護Il1Iiとしての現場争体験が始

まるごく初期に急速な高まりを見せ， 1年以内にほぼ総和

j互に達することがわかった。…Jj，この変動に対する「関

係評価jの影響力の有意性は否定されたこすなわち新人は，

との関係性に左右されることなく.現場での技術習

得に選進している実態、が明らかとなった
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51)新卒看護師のやりがいにおける f不安と恐姉j

村越朋美(高知大学大学院医学系研究科)

[目的}

新卒看護締の就業意議の変化をたどり，新卒看護締の支援

のあり方を検許することを目的にli芳究を仔った。今期は，

新卒看護師のやりがいに関する研究の一部である不安と恐

怖について報告する会

{研究方法}

新卒看護師として病院に就職し 2年目を迎えた 10名を

対象に，貿的区i子探索型の研究を行った。データは， 2005 

年5月から 9丹に行った半構成的インタビューの逐語録を

汀jいたc 分析は.データを繰り返し読み，話の脈絡ごとに

抽出した概念をカテゴリ別に分類しそれぞれに独自の定

けた。さらに，分類したカテゴリ照の関係を検討し

コアとなるカテゴリの定義とストーリーラインを創出し

た。解釈上の判断の妥当性を保持するため，可能な探りで.

対象者・への確認を行い，指導教員のスーパーパイズを受け

た。 倫理的記惑として.調査の民的と意義，調査の方法と

期llil，調査への参加協力の自由意忘.調査への参加協力の

拒否子機.プライパシーの保護，個人情報の保護方法，研究

結果の公表方法，研究中や終了後の対応について，事前に

作成した害額をmいて説明し承諾書ふへの署名にで参加の

意志を確認したc

{結来}

新卒者護部のやりがいにおける[不安と恐怖)とは，

flTIiを志す過程または.看護締として働き始めてから感じる

不安や恐怖の体験jと定義でき， <就業Fjijのイメージ〉と〈就

業後の部総な体験〉に分類された。〈就業前のイメージ〉は.

《学生時代の印象〉く職業選択の動機配属への疑問〉から

構成され， <就業後の凶難な体験〉は，そ現実へのショック》

〈夜勤講の勤務)<多様な業務未熟さの自覚〉行患者との

やりとり)失敗体験)()患者の急変や死3く仕事への葛藤〉

〈体識不良(同期の不調や退職》のから構成されていた。

就業前は.学生時代に現場で働く看護郎を見て感じる不安

や，配属先への不安が強かった。就業後は，こんなはずで

はなかったという宮の前の現実と抱いていたイメージとの

間に大きな相迭を感じる不安からショックを感じていた。

また，夜勤中に何かあったらどうしようという不安も強

かった。自分の行為が相手を不利または不快にさせる体験

は，恐怖への引きがねとなっていた。

{考察]

新卒看護部は， rできない・わからないjという自分一人で

は対処できない[不安や恐怖]の体験から， rこんなはずで、

はなかったjという，リアリティショックに陥り，認めざ

るを得ない未熟さと無力を痛感していると捉えることがで

きる。また.者護部として就業することに対する[不安や

恐怖〕は，新卒看護部iの絞底に常に存在しており.その自

尊心を傷つけるばかりでなく際業または職場への不適応、

を招くことや，離Jl訟を選択させる恐れがあると考えられる。

52)新人看護師の心的外傷体験

新i幻悦子 (JII崎医療福祉大学)

[目的}

近年.新卒看護自iJiの 8.5%が1年以内に議i刊誌しており(日本

看護協会， 2005)，また精神的健康度がJ極めて低いことが指

摘されている(古時ら.1999) 0 適切なメンタルヘルスサー

ビスの実施は重要な課題であるが，事rr入者護側のストレス

研究はリアリティショックや GHQを使用したものが多

く.心的外傷体験に関する報告は見当たらない。本研究で

は， 1年米;摘の新人看護i捕のJf技場における心的外傷体験に

ついて目撃，開く反接(以下， 目撃・開く・夜接外傷と

する)の直面の仕方別に明らかにする C

[:1mヲE方法}

A.B県の病院に勤務する新人看護蹄60名(回収率78.33%)

に 20例年 3 月 ~2005 年 5 月に笠間紙調査を実施した。研

究に捺し言語査者の所属する大学の倫理委員会と各病院の

委員会等において病院長等の泳認を得た。またおi答は無記

名，自由意志であり，臨床心現土¥精神科医のフォローの

もとに行われること等を口頭と紙回上で説明した。質問紙

は，1)基本的庶1:1.2)心的外傷後ストレス障害(以下，

PTSDとする)に関する 4つの質問項羽. 3)職場におけ

る心的外傷体験的出来事(自由記述)と皮応(Impactof 

Event Scale衣evised，飛鳥井ら. 1999)からなる O

{結来i
分析は，記入j溺れ等がなく. PTSDに関する 4つの質問項

目で心的外傷体験者?であることが総認された 29名を対象

とした{有効回答率 61.70%L対象者の年齢はかi口 22.25

(SD=4.09l殺であったc 収集されたおの自由記述につい

て，現役の新人看護締2名による分類の結果，体験率は直

接が 58.62%. 目撃が41.38%であった。心的外傷反応の中

央値は，蕊接外傷体験の総合得点が話会 19.37.授入 13

7.44，間避 12会8.29，覚醒克進8土 4.79. 目撃外傷体験は

総会得点が 13土 14.20.浸入 6:t: 5.25，関避6土 5.25，党

躍克進 4:t:3.76であった。また夜接外1ib1本裁は 6カテゴ

1)ーが見いだされ，体験率は互師の非援助的態度や暴言J
が35.29%最も多かったが，心的外傷反応は f上司・同僚の

非援助的態度や暴言」の総合得点が46土 11.18.授入 20:t: 

4.97，回避 20:t: 7.68，覚醒光進 10:t: 2.17と最も高かった。

自撃外傷体験は 8カテゴリーが見出され， r.:苫、者の急変jが

体験率も心的外傷反応、の得点も総合得点 30土 25.46，授入

13会9.19.IITI遊9.5:t: 10.6，党隈光進 8:t: 5.66と最も高かっ

た。

[考察}

分析対象者が 29名と少ないため.本研究の結果を一般化

するには慎重を要するC しかし「上司・時僚，医師からの

非援助的態度や暴言Jr患者の急変」の総合得点が cut-off
pointである 25点を超え，侵入・回避症状が高いことが明

らかになったことは有用なデータが得られたと考えるC
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53)新人看護部の韓業性ストレスに対する「自己決意型

学習の準髄t投Jの影響箆

松i政和1-1::.山内まゆみ UI!.1JlI[袈科大学医学部審議学科)

{目的i
本研究{之主rr人看護踏の絞常設ストレス反応に対する「自

己決定型学習の準備性jの影響!支を. fむ関連要国との比較

において分析することを話的とした。

[研究方法}

対象は新人看護締であったc ヨド報告において新人看護簡と

は，者護恭礎教脊終了後2年未満の看護部と定義したc 認

査方法は無記名自記式質問紙法であったc 質問内容は，偶

人嬰抵職業性ストレス.自己決定型学習の京李総性から構

成した。殺業性ストレスのillU定には殺業性ストレス簡易調

( r:jl村. 2000)を使}苦し仕事のストレス要民・心理

的ストレス反応・身体的ストレス反応・社会的支援・満足

授の各得点を葬出した。自己決定期学習の準備性の測定に

は日本語I~i SelιDirectεd Learning Readiness Scale (松減

ら. 2003)を使用したc 研究{決議4施設の倫理的審交を経

て協力許可を得たc 震指紋の表紙に対象への協力依頼と論

理的記惑を述べ，返揺をもって伺窓とみなすことを記し

察関紙の記司誌は病棟看護締;長に依頼したc 回答は厳長!と

し設置した回収絡を用いて毘i試したc 爵査期間は 2004
年3月であったc 主な分析は. Spearmanの綴位相関係数

と判部分析:であったな

{結采]

273. [没収数は 263(悶担率96.3%人有効問答数

は233(有効関答率 88.6%)であった。対象の年齢は 23.4
土1.5歳で，全員が女性であったc 心理的ストレス反応は

43.1会 10.1点で、あり，要チェック群が24.5%を占めた。 身

体的ストレス反応は 21.2土 5.7点で¥婆チェック詳が 18%
を占めたc 心理的ストレス反志と身体的ストレス反応の給

関係数は r=0.489(p=O.OOO)であった。特別分析による

準イヒム正準:j:1Jj-JIj係数をみると，心理的ストレス反誌の要

チェック若手は，ヨ身体的ストレス反誌が強い，ミ満足度が

抵い，主む:事のストレス要図の f対人関係jの負担が大き

い，各自己決定型学習の準{JIII性が抵い，孝社事のストレス

要悶の「資的負担jが大きい，の 5変数によって特別が可

能であった(路有能0.749.正答案 82.2%)"身体的ストレ

ス反誌の要チェック群の判別には工}心理的ストレス反誌

が強い，毒自己決定型学習の準備性が抵い，の 2変数が寄

与した(国有値0.152.正答率69.1%)。
{考祭}

相関係数が示すように新人看護締の心身のストレス反応は

互いに作用しながら高じている。要チェックi誌の'1:1jj-J日に翁:
与した変数は，新人看護婦の職場逮応上の問題点を示唆し

ている。特に，心理的ストレス反応に関しでは出有値が大

きく正答率がおかったことから信頼性が高い。 自己決定型

のi判断生は.心身問題のストレス反応に影響度を有す

る要最として務官されるc

54)新卒審議開の譲礎看護教警詩における譲礎看護技補

未経験凄自の実態と自己学寵iこ穏する認識

平安愛美，布施淳子(山形大学院学部者護学科)

{目的}

新卒看護隔は.路地実習時間の短絡や患者選定時の倫理的

な問題などにより学生時代に経験できる者護技術;項目が限

定されており，看護実践能力の抵下の…っとして時題と

なっている。肴護実践能力の向上のためには.学生時代に

臨地実習で未経験な審議技術に関して自己学習を行う必要

性があるc しかし新卒者護締が学生時代に未経験な基礎

看護技術の実態とその技術の自己学習に関する認識は明ら

かにされていなし、そこで，本研究は新卒看護訴の者護学

校卒業前の基礎者護技術未経験項自の実態と自己学習に関

する認識について検討した合

{研究方法}

期間:2005 年 9 月 9 日~1O月 27 B c 対象:研究主設に同

意の得られた関東 1者li6!果の 38施設の新卒表護締 719

調まを方法:郵送j去による費関紙議査。調査内容は，年齢，

卒業時の基礎看護技術項毘の経験状況と自己学

習に関する認議とした。基礎看護技術項目は

員の臨床実践能力の向上に認する

た誕遠目標の;項呂と.

あり方に関する検討会j報告書で示された臨:lil!実習におけ

る基本的な肴護技術の水燃の項目を恭に 90項沼を作成し

{結采}

対象者の平均年齢は 22.7土 2.9
卒508名，盟諮大学卒 132名，大学卒77名であった芯

時の基縫看護技術未経験項自の中で 50%以上を示したZ翼
民は詩金血の準俄. ri丘EEJ均!箆内持続吸引

工呼吸器の操作と管潔ふ;気管持管の準織と介助

の管怒，翰血中・後の観察委主眼lI昆隷阪の準機と検体の

取り扱いふり[l心静眠i村注射の準備上心静脈内注射の

介助・管理主 fストーマj圭設者のケアふ丞管栄養法(腎

五日作用の観察jの 11項目であった。

ポiに自己学習をすべきだったと思う

134項話あげられ，それらの項自の上控 10項目は

シリンジポンプの扱いふ;中心静朕栄養の準備・介助・管

，蕃点滴の準綴・介助・

の管理・鏡察人工呼吸器の操作と

函モニター・12誘導心電図の装着・

;護衛jの3シ副作用と管理jであったc

i考祭}

新卒看護締の卒業時の基礎看護技術米経験項自は，診療の

補助業務に関する内容が多く.臨床実習の場で経験するの

が爵難な内容であった。また，卒業前に自己学習すべき

自として多くあげられたのは，就職痕授から実施の機会が

多い注射に関連する項目であった。したがって，

締の看護実践能力の向上には，基礎数字干狩に診療の補助業

務に関して見学や自己学管を促すことが震要であることが

示唆された。
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55)新人審護師の震譲事故防止に関連する知識・技舗の

習得状況と卒後教警の検討

山本美紀.寺島泰子上ょ場:辺鏡子，休波茂子.

二ツ森栄子(日本赤十字:北海道審議大学)

{目的1
後教育は.看護基礎教育における本前の技術経験が少な

い大卒の新入者護部を多く受け入

れるi臨床にとって，事故紡II二の読点から多くの課題を鍛え

ている。そこで本調査では，者護系大学

を卒業した殺人看護陶jの{室療事故防止に関連する知識・技

術の習得状況と卒後教育について検討する O

[研究方法]

対象者:全閣の 300床以上の病誌でかつ大卒者が勤務して

いる病!誌の平成 15年度・ 16年度に看護系大学を卒業した

事Ir人看護師。データ収集期開:2005 年 10 月 ~12 月。デー

タの収集方法:質問紙調査法。研究協力の承諾が得られた

施設に費開票を郵送し本人からの夜接郵送にて回収したc

.医療事故防止に関連する知識・技術の習得状況

については.JII村らの作成したヒヤリハット事例の多い診

5 域 100項自について，それぞれ「よく知っ

ている(ょくできるけから「まったく知らない(まったく

できないけの 6設離で回答を求めた。さらに就職した施

設で行われる f看護技術jの教脊状況について，研修の有

無・時期・内容等について回答を求めた。分析方法:SPSS 
を用いて統計処理を行なった。倫理的配慮.研究の主冒と

話的について文書で説明し向立を得た。

[結果および考察]

泊施設.233名の新入者議総から回答が符られたc 平成 15
107名 (45.9%)，平成 16年度z.(-:116名 (49.8%)，そ

の他 10Z't (4.3%)であった2 新人看護flffiの知識・技術の習

得状況で;之宮得率が225かった項目は.r準備誌をの注射2患の
雑誌記Jrポンプ使用II寺のスタートボタンの確認jなど輸液ポ

ンプ使用に関する実施項詩が上{立を占めていた。反対に習

得率が低かった項目は新卒看護締においては 110%キシ

ロカインのi制民注射の危険Jrペンタジンの規格JI小児m
の薬剤の換算Jr潟カロリー輸液中の千ンスリンの混技j

ルヒネの容量jが上位5項隠であり， 40%以上がは日

らないJと出答していた。これらの項目は，卒後2年自の

肴議I1Hiの上位5項誌にも入っていたc 卒後教育と各渓臼の

いて検討したが関連はみられなかった。

習fヰ;IX況においては技術闘では fできるjが.知識阪では

らないjという問答が多かった。特に.新卒者護婦は薬

剤の規格や使用上の危険についての知識が不ト分で

あ;にそれは I年後においても開じ傾向にあることが明ら

かになった。卒後教育で1立主に実施技術に集点をあてた研

修が多く，知識については自己学習に頼らざるを得ない状

況にある。事故防止のためには，技術と知識の調方が必要

であり，事rr人看護郊の卒後教育においては，知識留の習得

も強化した教育プログラムが必要であることが示唆され

た。

56)大学卒業新人看護部の注射に関する欝得とインシデ

ント・アクシデント経験との関連

[詩的i

井上真子，ニッ森栄子， ILi本美紀.休波茂子

(日本赤十字北海

新人肴議自Hiは診療補助技術の習得が不十分で、あり，インシ

デント・アクシデントが多く，大学卒業(以下，大卒とす

る)者の看護技術の習得率が低いと言われている。今回，

大卒新人看護隔の投射に関する習得とインシデント・アク

シデント経験の有無との関連を検対した。

{研究方法]

協力の符ーられた 200床以上の 24病i誌に勤務する就業 l年

昌および2年自の大卒看護蹄643人を対象に，重品送法によ

f) ，王子成 17年 10月から 12月中旬に境問紙調査を行った。

質I湾内容は年齢.性別，経験年数，所属，夜勤の有無，

診療補助技術の習得状況および1ヵ月間 (9月)のイン

シデント・アクシデント有無である O 診療補助技術は，川

村治子氏の承諾を得て f事故[;)j止上習得しておくべきま[J

-技術 100項ElJを使用し6段階回答とし点数化した。

注射に関する質向環日は 49である。記治ji(土器護育[1を通じ，

IITIl況は対象者のi査接投磁としたc 倫理的記癒として，費出

紙に研究趣旨無記名問答.データの統計的処理および目

的以外の使用はしない旨を記殺し対象者への説明とした。

分析は記述統計およびMannベNhitneyのじ検定を用いたc

[結果・考察1
233人の@容者から注射項目の欠損が1つ以内の 208入を

分析対象とした(有効Itil答 32.3%)01年目は 120人で、

平均 23.3tゐ 36人 (30%)がインシデント・アクシデント

ギIりと答えた。 2年日は 88人で平均 23.9歳， 13人

(14.8%)にインシデント・アクシデントが有ったc 両方と

も男性は少数で¥約 96%が夜勤に就いていた。詮射49項

目の@答平均は l年目が4.4， 2年目は 5.0で、有意差があっ

た (p< O.OOlLまた，その内訳を比較すると， 1年自は

知識 37項目の平均 4.4に対し行為 12項日 4.6で差があ

り (p< 0.05)， 2年自には設がなかった。インシデント・

アクシデントの有無では， 1年自の手n洋が無群よりも有意

に掴答合計点がiまく (p< 0.05).知識項自で差があったゆ

< 0.0針。知識填告のうち刊日らないjと問答した割合が約

6割以上あったのは，塩モヒ・セルシン，インスリン，キ

シロカ千ン，ベンタジン.ネオフィリンで，インスリンR，

ネオフイリンはインシデント・アクシデント有無との何で

有窓差があった (p< 0.05)0 2年目ではペンタジンにつ

いて約S割が， 1むの薬郊は約3割が「知らないjと回答し

た。

以上の結果から，殻験6ヵ月の大卒新人看護郎 1年目は，

事故防止上努f与すべき投射の知識・技術において.やれる

がよく知らない状況にあると推察され，このような状況は

インシデント・アクシデ?ントの発生とも関連があると考え

る。 rl11違え立危険な薬剤;点王手い時期に十分な知識を得る

ことが2:?FEIも含めた新人の緊急、課題で、あり，一方的に指

されるだけではなく， 自ら学べるサポート体制の作成や

強化の必要性が示唆された。
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57)看護職における職務の継続意志と職場コミュニティ

感覚及び職務満足度

加藤浴衣(富1111県立中央病読)

塚原節子(富山大学法学部看護学科)

{目的i
看護師の精神的不後藤による離職に務限しその離職防止

を助ける緩衝作期としての絞場における対人関係や，毅務

に対する満足惑が者護締の職務継続とどう関連があるの

か，知ることを告白きとした。

i研究方法1
4つの総合病j誌に勤務する看護識者 826名を対象に， 自己

記入式質問紙調査を行った令無記名式で2還問の習滋賀詞

とした。測定用具には， f混入属牲に関する項目，

長lIiJ丹の戦場コミュニティ感覚尺境(ILJ口俄， 2002)， 

足度尺度(尾崎他， 1988王手)を用い

統計ソフト SPSSIO，Oを用いて.共分散分析及び，

志を従騒変数とし各尺授の合計得点，下役概念ごとの蒋

点，偶人属性の項目を共変盆‘としロジスティック回帰分

析を苛っ

{倫理的自己議i
調査を行うにあたり，各病院の審議部長，締長に，研究の

話的等について口頭及び書留を用いて説明し同意を

また，看護制iには~部長を介し研究自民期間，プライ

パシーの保護.途中で中断できること，等の説明議:を添付

した察開票を配布したっ

{結采}

関叙率は 94.19ちであり，男性及

668名を解析対象者としたc 個人の属性を背款に，駿場コ

ミュニティ惑党と毅務満足授の関連をみると，正の相関も

負の格問も見られ関連牲を一概に述べることはできなかっ

たc そこで，継続意志 fありjと答えた群 (38.3%)

コミュニテイ感覚，職務満足度得点の撹点から検討した会

と職務;偽足夜尺!支の各下{立概念には，特定の傾向

は見られなかった。しかし職場コミュニティ感覚では，

3つの下投機会すべてに得点、が上がるにつれて綴続意志が

潟くなる傾向を認めた。

次に，戦場コミュニティ感覚と職務満足疫を各下位概念ご

とに，継続意志を従属変数とし共変設を加えロジスティッ

ク関焔分析を行った。結来，職場ミュニティ感覚の

志向狩斗殺務i誇足度の f専門職としての自律jとはlEの関

係，職務;詩足度の f地{立jとは負の関係が見られた。

{考察i
験場の1;lR土を保ち，スタッフの問のコミュニケーションを

図ること，ぞれがコミュニテイ感覚をおめることに繋がる

だけでなく，仕事意欲にもつながると考えられたc

今阪の結果では「地位j得点は，勤続年数，戦場なども関

係していた。「地{立j得点に影響する要素も様々なものが

絡みあっており，地故に関わる鴎子等を検討する必要があ

ると考えられた。

看護職者は，専門職として，自分で自分をコントロールで

きているということで，ぞれが自分へ充足感や， 1袴足惑を

もたらしそのことが継続意志との正の関係につながった

と考えられた。

58)目標管理導入効果iこ関する研究

一職務蒋定震と自己効力感尺度を調資してー

餅回敬司，多JIIs喜美，藤野みつ子，井下照代

(滋賀毘科大学病臨)

日浦美保(滋賀医科大学毘学部看護学科)

[自白色I
~大学病i淀では，民標管理をマネジメントの手法として否

情人のキャリア部発の支援のツールに用いている令自

理の導入後にキャリア開発の劉j頭にどのような効来がある

のかを明らかにしたいと考えた。今回，看護師の自己効力

感と綾務満足度 (HR沼)の調査をすることで 1つの示唆を

得たので報告する。

{研究方法i
'05年 8月看護部 352名を対象に調査を実施(間収率

79.8丸有効釘i答率 98.9%)した。倫:fffi的記長室として.索開

紙は無記名で記入後厳封し fZめ置き毘収方i去を用いた合

調査の協力は白出窓志とし研究以外の使用や@]答者が特定

できない方法を用いることを{泉証したc

il!!J走用具は. SheI・εr(982) らの作成したものを成揺らに

よりデータの詰頼性・妥当性が検証された 7特性的自己効

力感尺境jと日本労働機構 (2003)が開発した職務議足度

特性的自己効力感尺境は行動を恕こす

を完了しようと努力する意志ム f逆境におけ

る忍溺jの3つの領域 23項目から

満足度調査は，組議風土なら

を基にして社事状況に関連した様々な嬰i現に対する

の認知を測定するもので f職務 r上司やリーダーJ同僚

との関係ビジョン・経営者J処遇・報鱗Jr存主力開
発・福利厚生・生活サポートjの6領域からなる。

分析方法は，統計パッケージ Windows)設SPSSlO.Oを用い

て，単純集計後有意差の判定:こは T検定ならびに

法分析を行った。一元記置分析で有意笈のみられたものに

ついては Bonferroniの多議比較を行っ

査については民子分析を行った。全て;ニギ子窓水準 5%を採

用したc

{卒者采および考察]

自己効力感は，目標管理実施者と未実範者とのrctJにおいて

な2をは生じなかったが，年齢期に註分した新人と中

堅・ベテランとの11'に有意義を認めた。

と自己効力感との問に何らかの関連性があり，ある

以上の年齢になると自己効力感との関連世は抵くなること

が分かった。学軽郡では，専門学校卒と

認めたc El捺管理について高評鏑している者は， 自己効力

感も高くなるi傾向にあった。 職務満足度は年齢がt認すに連

れ自律性や意義が高かまっていた。職務;議足度と職位との

関連では，職務の領域で成長，自律性，参磁，意義が，上

下司の領域では，承認・支持，公正・{言頼で有意な差が生じて

いたc El擦管理を導入した効条を評価するうえで. E3c効

力感や験務満足度は客観的な評価として絞続的に収集する

ことにより，導入効果を評価する指標になり得ることが考

えられる。
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59)看護舗の職務ストレスの感じ方と f部署勤務年数jの

関連病院規模により調整して分析

正村幸子子(山口大学匿学部保健学科)

西村淑乃(山口大学病院)

[目的]

職務ストレスの感じ方に関する研究者‘らの先行研究におい

てい.r部署勤務王手数(以下，部署年数)J t立病院規模によっ

て対照的な異なる00連を示した。本研究ではその根拠を明

らかにした。

[方法}

病院に勤務する看護締を対象に自己記入式賛同紙調査を実

絡した。 il!lJ定尺度には ENSS(French et a1.. 2000)の日本

語改変!援を用いた。有効期答(率)の 420人 (81.2%)を研

究対象とした。質関項自の総得点を話的変数.背景国子を

説明変数に，総数，病院規模別，子供の有無別に重回帰分

析を実施した。その結栄「部署年数jは分析により異なる

関連を示したのでその根拠を分析した。尚，調査は同意を

得て実施し回答者の施設，個人の匿名性は厳守し8的以

外には使用しないことを明記した。

[手it染}
「部署年数J(立総数分析では職務ストレスとの関連は示さ

れなかったが.病院規模部分析では，長くなるほど小規模

病院では職務ストレスを減少させ (p< 0.01).仁11規摸病院.

大規掠病i淀は増加させた (p< 0.05)。子供の有絞による

分析では，子供を有する看護締では関連は示されず.子供

を有しない者護衛liでは小規模病院ではストレスを減少させ

(p < 0.001).大規模病院では増加させる強い関連が示さ

れ (p< 0.01). rjl規模病院では関連が示されなかった。

{考察]

「部省~!r手数j の職務ストレスの感じ方との関連は，子供を有

しない看護郊の関連が大きく反映していると考えられた。

子供を有しない看護締の分析結来では，病院規模によって

対照的な関連を示したが，それは，小規模病践で、は部署年

数 r1年未満Jのストレス得点が有意;に高く，大規模病院

では部署年数 r5 年~j、上j のストレス得点が有意に潟いこ

とによるものであったc 小規模病院の子供を有しない，音1I

署年数 l年未満でストレス得点の高い看護師に共通してい

たことは，経験年数が 10年以上，戦場変更後 1年以内，ス

タップ.既婚，夫及び殺との同時であった。大規模病院の

子供を有しない，部署今年数5iド以上でストレス得点の高い

看護主lfi(こ共通していたことは.40歳代で夜勤があり，米続

本人の健康問題や家族の健康問題有で、あったc r部署年数j

lま{むの背景因子と関連してJ総務ストレスに影響していた。

!VIasamura K.; Relationship between the perception of 
work-related stress by nurses and their family composition 

in J apan: Analysis according to hospital size. !VIedicine and 
Biology 150 (l) :33-51. 2006. 

60)署護スタッフのモラールおよび達成動機に関する研

究 一個人的要題との関連一

間関郁子(~と見赤十字病院)

休波茂子(日本赤十字北海道看護大学)

{日的}

看護側のモチベーションの低下が指摘されているため.病

棟における看護スタップのモラールと達成動機が，スタッ

プの偶人的姿国とどのように関連しているか明らかにす

る。

[Tvf究方法]

研究期間:2005年8月23EIから 9月15日。対象.間意が

得られた北海道内 7つの総合病i誌に勤務する看護スタッフ

839名。方法:調査内容は質問紙調査とした3 看護スタッ

プのモラールは集出力学研究所による f仕事意欲Jr給与満

足Jr組織満足Jr精神衛生JrチームワークJrミーティン

グJrコミュニケーションJr業務規範jの8項目をiJ!1J定す

る5段i溶尺度を用いた 3 達成動機は城野による「自己充実

的達成動機Jr競争的達成動機jの2項目をil!lJ定する 7段階

尺度を用いた。対象者の概要として f年齢Jr経験年数Jr看
護教育暦jなどの 10項目を調査した。データの解析は，対

象者の概要とモラールおよび達成動機の各項目との関連を

t検定，…元記置分散分析， ピアソンの相i関努分析を1:1いi
紛統i言十浮学:告的守十尖定をおこなつたc 統計ソフト SPSS12.0for 

Windowsを使用したc 倫理的配慮:対象者には者:阪にて

研究の主旨等を説明し侍立を得たc

{結果]

モラールと達成動機の両方において，年齢・経験年数が進

むにつれ低下する傾向があり(1・ 0.019~O.l 3 1. p < 
0.01).者護教育暦で、は肴護大学卒業者が，専門学校2・3

年謀殺卒業者より高くなっていた (p< 0.01)。モラール

については，経験年数 10 年以内に比べ1l~19 年が特に低

くなっていた (p< 0.01)0 病棟加で、は周産~Ul病棟に勤務

するスタップが最も高く (p< 0.01).配偶者の有無ではい

る方が高くなっていた (p< 0.05)0項住吉日ではf精神衛生j

f仕事意欲jについては配偶者のいるスタッフと子供のい

るスタッフがともに高くゆく 0.01). r精神衛生Jについ

ては男性のスタッフが女性より高くなっていた (p< 
0.01) 0 rミーティングjについては記偶者のいるスタップ

のみが高かったゆ<0.05)0 達成動機については，男'段の

方が女性よりおくゆく 0.01).項目加でも「自己充実的達

成動機Jr競争的達成動機jの両方において男性が高くなっ

ていたゆく 0.05)。物事へ挑戦する姿勢が男性のほうが

おいことを示していた。

{考祭]
年議会・経験年数が進むことによるモラールの抵下は.

スタッフとして意欲的に働き続けるが，経験年数等が進む

と看護の実践以外にもあらゆる業務を拒い，意欲が失われ

ることが影響していると考えた。また，忙しさにより納得

のいく者設が十分にできず，やりがいをあまり実感できな

いでいることが，達成動機の低下に影響していたと考える。
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61)記謹転換iこよる中堅蕃護訴の「一皮むけた経験j

中村市子(山口大学荊院)

{研究目的]

露日量転換による中堅者護締の 7一皮むけた経験jの実態を

明らかにし記置転換を節目としたキャリア発達の支援方

法への示唆を得る。

[研究方法]

資的記述的デザ、千ンにより研究方法は KJ法を用いた。記

讃転換後 l年以上3年未満で.新しい駿場に適応し

むけたjと白地(管理者)ともに認める中堅看護繭5名に

半議成的面接を行い，インタビューの内容を分析したc

倫理的自己慮

て，倫理

的記長室についての主義変を受tt，研究の許可を持たc 研究協

力者に研究の恕旨と.質問に問答したくない場合;主張否し

でもよいことを説明し i得意を得たc 銭者は許可を得て

行ったc 樹接内容の械設・個人名は特定できないように全

て…般化， [笠名fとしたc

{結果}

背資の異なる研究参加者5名を個別に分析した結果，記述

できた内容に類似性や共通性を認めたため.研究参加者会

員の最終段階の表札ラベル 28枚を総合し分布、したむその

よる中堅者議長jfiの f一変むけた穀毅J，え

むけての気持ちの整理自分の未熟さを認め，

としての職業縦続の意思jの6段

階と乙心の支えjの 1婆関からなるプロセスであることが

明らかになったむ段階は.時間的販次位を認めるものであ

り，要国は段階の進行に影響するものとしてi豆別したc 議

して.慣れ殺しん

ものを受け入れることに不安や戸惑いを

やがて記鐙転換に自分なりの価値を見出す

ことで新たな戦場へと気持ちを切り替えていたむそして新

しい験場での異質なものとの出会いから替在していた自

分の未熟さに気づいて自揺を無くしたが.メンタ

友人に支えられながら揺することなく多くのことを学び

取っていたc そのなかから自分らしい看護観や自擦を発見

し新たな実銭につなげ，中堅としての役割を来たそうと

していた。そうして， 自信をi百寵するととも

よる自分の成長を実感するようになり，そして，

継続に積掻的な意味を与え，自分らしい働き方を切り拓く

ようになっていた.つまり配置転換による中堅看護郊のf一
皮むけた経綴jは，委譲殺としての職業アイデンティティ

の発達につながる，偶人の成長のプロセスであったc

{考察]

寵i設転換による"1二1民主看護側の了一成むけた経験(之

転換という節目への向かい方，記置転換によって得た知を

新たな実践に結びつける力， rl:t援者護自jjiとしての験業アイ

デンテイティの発達の過謹を;初来していた。以上より，中

堅審議師が記置転換をキャリア発達の機会にするために

は，節目への向かい方と，配置転換によって得た知を新た

な実践に結びつける力を持つことが重要で、あち，組識がそ

れを支援することの重要性が示唆された。

62)訪問看護部!こおげる鞍場の対人葛藤iこ欝連する要因

仁科祐子，谷垣静子(鳥取大学医学部保健学科)

宮林郁子(日本赤十字九ナ1'1

[!3的]

本研究は，詰開看護蹄の戦場における対人葛藤抵減への示

唆を得るため，対人葛藤の関連要因を明らにすることを民

的とした。特に悩人要時であるアサーション及び社会的ス

キルに集点をあてた。

[方法i
T県の訪問看護締を対象に然記名長i記式費関紙調資を郵

送法;こで実施したc 調主主内容は.対人議議尺度(うnOSH
業性ストレス調査票のグループ内対人葛藤尺震にアサー

ション尺度 (RathusAsse1'tiven巴ssscheduleの日本語絞J-

RAS)，社会的スキル尺度(菊池が開発した Kikuchis 

Scale of Social Skills:l8items: KiSS-詩人

サポート尺授は虫自に作成L
に{はま ivlann江m

ソーシャル

したc 分析

卒析;庁r(伊Pe飴a1'路so∞n根濁係数)を用いた令倫理的配惑とし

Fりの倫理2審交委員会に研究計額議:を捷tl:lし

を得て実絡した。質問紙に添付した説明書に摺人情報の保

不利益やflt険性への記長室:について明記し質関紙の返

もって研究参加への意思を確認したc

[結来}

79，7% (有効1m答数 145/配布数 182)であった。

分析対象者(災=145)の平均年齢は 43，8歳 (SD8.0)，

22.1%‘スタッフ77.9九雇用形態は常数71.79ら・
非常勤(パート含む)28.3%であったc アサーションと議

場内サポートでは年齢や看護締経験年数等の属性による平

よる

平均得点の差が見られ， 50歳以上が 50歳未満よりも平均

得 点 が お か っ た ゆ <.05人対人務藤に関連する要協は，

雇用形態出<.05)，社会的スキル(1'= 0.17， p < .05)， 

殺場内サポート(1'口一 0.35，p < .01)であった。社会的ス

キルとアサーションとはおい相関関係が見られたが

(1'=0.64， p < .001)，対人葛藤とアサーションとの調迷は党

られなかっ

{考察i
を抵滅するために，雇用形態(常勤・非常勤)に

よる対人葛藤認知の速いの係沼究明と改善，並びに職場内

サポートを求めやすい雰関気づくり

{劫きかける必要がある。これに加えて，社会的スキルの向

上など偶人への働きかけも重姿であることが示唆されたっ

アサーションは社会的スキルとかなり間違したスキルであ

ることが示唆されたが，対人葛藤の関連要国ではなかった。
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63)急性期・糧性期間の病棟看護部のキャリア継続意向

とストレス経験および職務濡足度

岸田利香，伊藤美樹子(大阪大学大学院医学系研究科)

{呂B9]
看護郊のキャリア継続意向がストレス経験や級務満足度と

どのような関係にあるのかを，急性期・ a慢性郊の病棟別に

検討することを自的とした。本検討を通して.看護隔の

キャリア継続意向を高めるための方策を明らかにすること

ができ，ひいては諮問訟を低減することに寄与することがで

きるc

{研究方法i
k系列会病院の病棟審議舗を対象とし無記名の質問紙調査

を行った (2005年 3月九各病院の看護部長宛に研究の自

的と方法を説明した後に 1068通の配票を依頼し対象者

の nili長を通じて詔~又した oill収率 97.0%，有効1m答 76.8%) 。

倫理Ill'l坊と惑として，依頼文に鵠査目的，無記名で1m答から

綿入を特定で屯きないこと，学術目的に限り公表することを

明記したc 調査項自は，年齢や間賠家族などの偶人特性，

有給体Il度目数，超過勤務時間などの労働状況，看護締とし

てのキャリア継続意向(以下「継続意向J)，1総務満足度(大

変満足を 100点満点としたアナログスケール)，ストレス

経験(得点が高いほどストレス経験が多い :4段階)など

で，いずれも筆者が考案したc 分析は病期・継続意向加に

分けた変数に対して，一元記笛:分散分析を行った。

{手古来]

対象者の年齢は，急性期 28.97土 6.0歳でj邸主刻 (32.46

8.6歳)より有意に若いが健康問題がある割合(急':tl・慢性，

48.1 % : 43.2%)は急性拐の方が高かった。また継続JJj:向が

ある割合 (40.8%: 47.09ら)は慢性期病棟においが，希望通り

に記属された割合 (55.0%: 27.1%)は急':tt期病棟が多かっ

た。次に.病棟別に継続意向ありに関連する要国を検許し

たところ，雨期共に年齢.間語家族(一)に有意差があり，

労働状況では有給休暇の少なさ以外に有意差を認めなかっ

た。また，急性拐では継続意向があり群が.自分の能力，

看護援助のジレンマ，看護業務などに関するストレス経験

が有意に低く，職務満足度は，看護締としての自律性.

設に取り組む姿勢，提供している者護の質に対するものが

有意に高かった。これに対し慢性期では.継続意向あり

群では自分の能力，患者や家族へのサポートなどのストレ

ス経験が有意に少なかったが.者護援助のジレンマ，看護

業務に有志(1:をは認められなかった。またl総務満足度と継続

意向との宥意な関連はなかった。

{考察}

!可じ組織の q~でも，対象の病期によって，病棟看護締の労

働状況，勤務上のストレスや満足感などが究ェなることが分

かった。急性拐では，業務や援助におけるジレンマに捕す

るストレスを緩和することや， l[裁務満足度を高めることで，

継続意向を維持させる可能性がある G 一方'1愛性期では，職

務満足度は継続意向と有意な関連は認められず，ストレス

管理や軽減が諜題であることが示唆された。

64)精神科看護部の職務ストレス尺度の有効性の検討

竹山ゆみ子，J11本利恵子ー久保陽子，永松有紀，

阿南あゆみ，金IlllE子，村瀬千春

(産業底科大学産業保健学部)

{自的}

精神科に勤務する看護郊の職務ストレス尺疫を作成しそ

の有効性を検討するc

{研究方法}

北部九州・中国地方に勤務する精神科看護師で，研究の趣

旨に同意し協力の得られた 234名(男性 80名，女性 154名)

を対象としたO 調査I項妥詰{はま卒精?古j沖争裕神iドi季科j活

内容を毒恭5に2剖4項民でで、構成し 委到郵f¥送i法去でで、閤収したC 言調司主交E結
果の分析にlはま， SPSS11.5むJfor Wi加nd白owsを{使史用し主成分

分祈をf在子つた。倫理的配属:として当大学の倫理委員会の承

認を受け，笠間紙は無記名とした。

{結果}
田有徳1.0以上，由子負荷量の絶対値を 0.4.J，-j、上におき， 6 

偲の主成分が抽出された。累積答与率は 59.96%であり全

体の Cronbach's aは0.87であった。第 1主成分は f夜勤

の者護師人数が少なく任が大きいJi夜の不穏状態・事故

への不安Ji夜勤の看護的人数が少なく緊張感がおいjなど

の 5項日から構成され;夜勤重臣!酎と命名した(目

立 0.79)。第 2主成分は f私物管理が必要でない患者への制

授に対するジレンマJI附会者に患者との関係を尋ねるこ

とへの違和感j仁患者の屯話を制限する場合の自由を奪っ

ている感じJi患者が話したくないことまで話させたと感

じること r1保護窓入窓理由主?患者に明確に説明できない

Il守のジレンマjなどの 7項目から構成され?行動制限への

と命名した (α=0.79)会第3主成分は「患者を保議

案へ隔離する場合に緊張感を感じることJi保護室で輿饗

状態の患者に議する場合の緊張Ji患者を抑制する場合の

緊張感JI事故が起こるかもしれないと気を使うことjから

構成され司潟弱It'拘束持の緊張jと命名したは =0.75)

第4主成分は「患者の苦しい気持ちを開いた後に自分の感

情が落ち込むことJi非現実的なことを訴える患者にふり

まわされることJi患者からの暴力をうけるのではないか

と恐怖感が生じることjから構成され討会療的関わりに伴

う感'Iwの変化jと命名したは =0.68)0第5主成分は「鍵

をかける仔為が自分の資任下にあることへの不安Ji鍵を

個人で保持することに緊張感があることjから構成され《鍵

管理への緊張〉と命名したは =0.71)0第6主成分は「建

物の構造への圧迫感があることJi病棟内の臭いへの不快

感jなどの 3項自から構成され f構造上の在迫感jと命名

した (a=0.40) 0 

{考察}

ストレス尺!支は. Cronbach' sα が良好な値であり信頼性

はあるので精神科看護締の職務ストレス測定には有効であ

ると考える O 職務ストレスには，精神科特有のi潟議It.拘束

や行動制限による緊張，精神疾患患者の特般的な症状であ

る不穏状態への不安などから生じる夜勤重在感や，鍵の管

理なども影響していると考える。
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65)精神科審議鵠の職務溝定箆に関遣する器子の検罷

永松有紀，久保陽子，竹ulゆみ子. [符1菊あゆみ，

JII本利恵子，金山正子，村瀬千春

(産業睦科大学産業保健学部)

[13 虫色}

組識の活性化や個人の成長に影響を及ぼすとされる綾務満

足について，様々な領域で検討されているが，精神科看護

領域における報告は少ない。本研究の呂的{え競争1I科看護

r.iliの験務満足感に関連するi澄子について明らかにすること

であるつ

{方法}

北部九州・中国地方の精神科看護郎 234名を対象に郵送費

陪紙調交を実施し返送を持って研究への間窓とした5 言語

査は本学の倫理委員会の承認を得たよで行い，対象者に倫

理的詑惑について文書で説明した。調査内容は，属性(年

性関，勤務年数，夜勤の手f?!l~)， L.Stampsが開発し尾崎

が邦訳した 7つの構成要素(給料，職業的地役.腹部と

護部Jh~の関係，者護管;思専門職としての自律，

者議師1m相互の影響)からなる表議長ili戦務満足度尺!え諮

~司が邦訳した Pines のパーンアウトスケー 1しである c 分析

は SPSSfor Windows12.0Jを使崩し討anルWhitneyのじ

検定を用いた。有意水準は 5%とした会

[結果i
l.属性:対象は男牲 80名，女性 154名で，平均年齢は

39.27土 11.80滋であり，王子均勤務年数は 13.29会 10.09年

であったc 夜勤業務者は 196名.夜勤無しは 33名であっ

たc

2. 毅務;荷足!支:職務満足度総合得点は 139.76土29.37で

あ仏各欝成要素の得点;え給料 22.63土8.16.職業的地役

26.60太 7.28.医締と者護締IHlの関係 8.82土3.45，

26.48念 7.74. 専門織としての自律 14.71ごと 4.53.

14.89土5.41.審議郎部相互の影響 25.62 6.11であったっ

3.パーンアウト持点:平均得点は 3.44土1.09であり

i芹が92名 (39.3%).警戒群は 78名 (33.3%). パーンアウ

ト群が64名 (27.4%)であった。健全若手とパーンアウト群

について比較した結果.毅務満足度の者護業務を除いた 6
つの構成要素において，パーンアウト群の方が有意に低い

ことが明らかになったc

4.職務満足度に関連する関子別の比較・年齢別では. 50 

歳代以上の若手が給料，務;業的地位，満足度総合得点で{むの

年代の群によとべて有意に高かった。性加では，女性の方が

絞業的地{立の得点がi窃く，夜勤の有無では，夜勤無し群が

職業的地位と医師・者護自ilil習の関係において，手に高かっ

たc

{考察i
精神科看護締の稔務溝足境，パーンアウト得点加で比較し

た結果は，一段看護締を対象にした先行研究と j司様の結3誌
を示しており，科による差異は認められなかったG また，

属性によって職務満足疫の構成要素である職業的地位に設

があったことは，年齢が高くなるほど職位に就く機会が増

す現状からも，戦{立に対する意識が職務満足疫に影響する

ことを示しているc

66)構神科零護婦の戦務ストレスと関連霞子の接討

久保協子，永松有紀，竹山ゆみ子， [i可南あゆみ，

川本利恵子， 金山j王子， 村瀬二子若手

(産業医科大学産業保縫学部者護学科)

[詩的]
精神科病棟、勤務の者護舗の駿務ストレスとその関連要関を

明らかにする。

{方法i
1.対象:北部九州・中街地方の精衿科看護蹄 234名 2. 

議室主期間:2005年 12月-2006年 1月 3. 議査方法:対

象の基本E毒性ならびに喫煙の有無と先行研究で有効性を

検討した 4段階評価 24項目の駿務ストレス尺!交を用いて

i当記式質潤紙で鋳査した 4. 分析方法:解析は SPSSfor

Windows 12.句を用い，主成分分析，ジ検定. Mann-

Whitneyのじ検定を行った(符窓水準 5 0 5.倫理的

留議:本学倫理委員会で承認を持た上で，対象者に

にて研究主旨・方法を説明し自由意志による参加を保i怒
し郵送法にて間寂し

[結果i
1.対象の属性:対象者の性別は男性 80名，女性 154名，

平均年齢は 39.3会 11.8或務争jI科経験王子均年数 8.0土6.5

年であっ

2.綴務ストレス:議務ストレス総合得点は 73.6土 10.0

点で. 1お鎖病棟勤務者のストレス度が有意に高かった。

務ストレス項目を f夜勤重圧感Jrq子動おIj[.虫への葛藤j

-拘束持の緊張J治療的関わりに伴う惑の変化j

管理の緊張 r欝造上の圧迫感jの6つのカテゴリー

した結果夜勤重圧感J 縞議長・拘束II寺の緊張j が73:~かっ

3.職務ストレスと属性の関連

1)性別:r夜勤Z意思感jは女性が高く，特に?夜勤緊張感j

f病棟の臭気誤薬予防の意識J夜勤時事故の不安jは女

性が有意に高かった。 r1磁聡後の気分の議ち込みjは男性

に高かった。

2)病棟別:r予測不能な出来事に対する緊張感jは閉鎖病

棟勤務者が潟かった。 3)殺{立別:ri子製Jí~1J I~長への葛藤j

-拘束持の緊張jは管理殺者が高く，特に「私物管理j

患者抑制時の緊張感jの項自で高かった。「病棟の臭気j

iま非管理者が高かった。 4)年齢別:r電話制限 r夜勤の

仁患者の訴えにふりまわされるjの項目で 30代の

ストレス度が有意に潟かった。引精神科'経験王手数別:

勤の緊張感jは 1年 13. 6 -15年自の閣に高かった。 6)

喫煙の有無関:r病擦の臭気Jrr師会者lこ患者との潟係

ねるjでは非喫煙者のストレス度が高く.r傾聴後の気分の

落ち込みjは喫爆者が有志;に高かった。

{考察}

夜隠は精神科患者特有の病態である不怒・興奮状態，夜間

俳翻など看護ケアが必要なことがあるにも関わらず，夜勤

の人数不足から不安や緊張を女性が強く感じf夜勤主主庄感j

が高値を示したと考える令またi謂鎖病棟勤務者のストレス

授が高いのも関様に，患者の病態に対する恐怖感，緊張感

が強いと考えるc 以上のことから職務ストレスと対象者の

属殺の関連がわかったっ
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6ア)精神科箸護鱗のパーンアウトに及ぼす職務ストレス

の検器

金111正子.I日本利恵子，永松有紀.久保陽子，竹山ゆみ子，

阿南あゆみ.村瀬千春(産業医科大学産業保健学部)

{自的}

これまでもの研究で、は精神科肴護締はパーンアウトが多いと

いう報告や，その袈i浅は看護介入のi還難さや患者の感情の

き込まれなどのストレス，また.者護組織の対人関係な

どがあることが報告されているつそこで，精神科看護主ITiの

戦務内容に伴うストレスとパーンアウトとの関連を明らか

にすることを目的として研究を行った。

[方法}

北;~:()九州・中国地方の精神科看護師 234 名を対象に郵送質

問紙潟去を実施し返送を持って研究への持意とした。調

交は本学の倫理委員会の承認を得た上で行い，対象者に倫

理的記惑について文書で説明した。調査内容は，続性. n設
ストレスおよび稲闘が邦訳した Pinesのパーンアウトス

ケールなどである。分析は SPSSfor Windows12.0Jを使用

し主成分分析. :tdaおn汲n
i準挙{はま5%とした Q

[結5l~]
1.属性:対ー象は男性 80名，女性 154名で，王子均年齢は

39.27会 11.80歳であり，平均勤務年数は 13.29:t 10.09 ij". 

であった。

2. J絞務ストレス:職務ストレス総合得点は 73.6念 10.0

点で、あり，主成分分析により f夜勤重圧感 rrfjfi)JililJI~長への

-拘束時の緊張治療的関わりにwう感情の

変化鍵管理の緊張j 汗l~j宜上の圧迫感j の 6l五i子に分類

した。

3. パーンアウト得点:平均得点は 3.44念1.09であり健

全群が92名 (39.3%>.警戒若手は 78名 (33.3%にパーンア

ウト群が 64名 (27.4%)であった。

4. 職務ストレスのパーンアウト務総の比較:JI総務ストレ

ス24環日および6因子について，健全群とパーンアウト

群とでよと較した結果. i患者の苦しい気持ちをj笥いた後に

自分の感情が落ち込むJi非現実的なことを訴える患者に

振り関されるJr)患者の暴力に対する不安Jなどの 5治療的

関わりに伴う感情の変イじの陸子に有意差を認めたC また，

f鍵域の責任への不安Jr病棟で、イIすが起こるかわからない

という緊張感 r患者を保護家に鵠離する場合に緊張感を

感じることjなどにおいても有意援を認めたc

{考察]

者設は感情労働であるといわれているが.特に精神科，では，

述、者への治療的かかわりにおいて者護締自身の感情の落ち

込みや，非現実的な言動にふりまわされること，暴力行為

の出現に対する恐怖などを体験し共感疲労や疲弊感が生

じパーンアウトに繋がっているのではないかと推察され

るc また患者の病状から生じるす宇部不詑な事態や，鍵管

理.I箱寄生などの精神科に特有の責任の重さが緊張感や負担

惑を生じているのではないかと推察される。
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68)看護臨による養護部長のリーダーシッブに対する評

錨

手塚とみ江(山梨大学毘学部総属病i淀)
f左藤みつ子(山梨大学医学工学総合研究部)

[目的}

審議締の教育指導や人間関係の認整，病棟管理等は.

s市長のリーダーシッブが大きく影響するc また，看護部の

年齢や病棟勤務年数により委譲締長の評価も異なると考え

る。そこで.表護師による委譲締長のリーダーシッブに対

する評価を明らかにし看護管壊におけるリーダーのあり

方の検討に役立てるc

i研究方法]

調査対象は， 200床以上の病院幸子護nili250名であるc

内容は肴護部の年齢・病棟勤務年数，看護部長のリーダー

シッブである。者護保i長のリーダーシップは，古関の

j淀における看護郎長リーダーシッブ行動測定尺授jを用い

た。尺度は教育指導，スタッフ尊重，患者理解・

機管理lL賞f壬遂行.対人配惑の6カテゴリー (49項詰)か

ら講成され5段階で評定した。調査は施設長・

許可を得て，病棟看護婦に研究の趣民参加・ r:jJ[訴の自由

を説明し間意の得られた者に調査依頼した。データ分析は

SPSSを用いてリーダーシッブ6カテゴ1)ーの平均値.

葬出した。看護郎iの年齢と勤務年数別と 6カテゴ

リーとの関連は一元記註分散分析を?行い検定した合

{結来}

回収は 224名(照i担率 89.6%)0看護l掃の平均年

32.4二 8.1歳，勤務年数2.0土1.9:f手であった。

のーダーシッブの平均得点は

者理解・記惑 3.92土 0.70

忘れないjおよび

とめることができるスタッフ尊重jの fスタップ

や考えを言いやすい2字額気をつくるスタップの仕事上

したいことを理解するJで有意義が認められ， 30-39 
最も潟く 20-29歳が最も{ほかった。時計モ遂行;の「スタッ

プの待選改護ーを積極的にするj等で現病棟勤務5年以上は

1年未満より有意に低かったc

[考察1
20-29殺の看護締は f自分の意見を開いてもらえていな

いjと看護締長との窓思疎通が密れず.冷たい態度をとら

れていると感じお互いの人関関係が悲循環になっていると

考えられる。看護部長は看護師がどうなりたいと思ってい

るかを開く必要がある。また，者護師長のもつ独自の尺度

で看護部の龍カを判定せず，看護師の意見や考えを聞く

場風土をつくり，モチベーションを高める等，看護部長の

意識改革の必姿が示唆された。 5年以上の勤務王手数の者護

繭は，看護部長が勤務の実態を把握していないと受け止め

ていることがわかった。看護部長は，看護障と

務を見産し改穫できるように取り組む必要性を示唆され

た。

69)リー夕、…シップ研修参加前の研修生への動機づけの

実態

長関千穂. 五回英lII紀，石ヂiエ敦子，
松本原子(市立札鰻病院審議部)

{日的}
成入学智者である看護締の継続教育は，学督者自身の学習
姿勢が重要なポイントであり.自己教育力が震規される。

自己教育力を高めるには動機づけがZ主要であるといわれる

が，院内集合研修を金闘運営するにあた札研移生が部署
で十分動機づけされていないのではないかと感じる時が

度々あった。また.先行研究に動機づけの具体的内容に関
するものは見当たらなかった。そこで， S病院 1)…ダー

シッブ研修における動機づけの実態と.学資意欲に与える

いて知りたいと考え，本研究を実施したむ

[研究方法]
旨・守認、の保証・自由意志の尊重と.結来は研究の

みに使用すること.研修評価に影響しないことを説明し
同意の持られた平成 17年度リーダーシップ研修参加者23
名に対し質問紙による妖記名自記式認査を行ったや紫IL~
絞は仕事に対する意欲(以下仕事意欲L研修説明前後と

されたと感じた場合の前後の学習意欲変化と，そ

の内容という構成で作成した。研修当日朝{こ記布.[滋~文し
た。

[分析方法}
されたと感じた若手

けされなかったと感じた群(.1;)、下説明の

分析した。

1.単純集計し学留意欲の平均低 し
たG

2.学習意欲変イとについて，ウイルコクスンの符号付服役

和検定を応いたc ヤ<0.05) 
3. f士事意欲と研修に対する学習意欲のお1関関係をみたと

4.研修参加の説明および動機づけの記述の意味内容を抽

出し市川による学費動機(充実志向・訓練志向・

向)に沿って分類し

{結染}
出収率 100%有効問答率21名91%
1.動議づけ若手は 21名中 13名 62%，説明のみ群は 8;gr 

38%であった。
2.動議づけ前後の学習意欲変化は有意差が認められたC

3.説明のみ群に仕事窓欲と学瞥窓欲との猪俣]関係があっ

たG

4. 説明内容には動機づけに該当する内容が含まれてお

り，知識・技能を仕事に活かすという実用志向的内容が多

かった。動機づけ内容は知的好奇心・理解・達成・向上を

目指すという充実志向と尚早の能力を伸ばす認11練志、向と

用志向がほぼ関数であっ

[考察}
結来から，動機づけにより学習意欲が高まることがわかっ

た。また効系自主な動機づけによりf士事意欲が低くても学習
意欲が向上すると考える。そこで，研修生がどのような学

習動機を持っているかを知り，意思i的に働きかけることが
重要であると考える o J.辰野いは「外的動機づけによる行

動は内的動機づけによる行動に変イとすることが可能であ

る斗と述べているc 研修部の意関的な言葉かけにより.成

入学習者としての内発的動接に働きかけることで¥集合教

育の効染を高めていけるものと考えるc

引用文献

1)辰野千Jl喜寿:学習心理学，教育出瓶株式会社， 1994 
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プ0)リーダーシッブ類型とプレーデンスケールの普及と

の関連

大久保清子，米i翠弘窓.長谷川智子.上水礼子.

藤井良砂子(福井大学)

[13的}
新しい審議やその技術が早く普及していくためには，効果

的なリーダーシップを発搭しスタッフの個人が自ら.行

動を起こすように取り組むことが必要であると考える O し

かし普及には差があるのが現状であり，今期どのリーダー

シップ類型が関連しているかをプレーデンスケールの普及

を対象に明らかにした。

{研究方法}

，11M交j場開:2005 年 8 月初日 ~9 月 15 El，対象者:同意が

得られた F県内の肴護Jf裁1，148名.調交方法:無記名の良

を用いた皆霞きj去，倫理的記癒:問答用紙は個

別に封絡に入れ回収し施設名や個人が特定されないよう

した。調査内容1.対象者の背景 2. リーダ…

シッブ類型(三階の rPM指導行動昔話定尺度J)3. プレー

デンスケールの普及 (Rogersのイノベーション決定にお

ける段階モデルの知識・態度・決定・ 5走行の4段階人分析ー

方法:対象者を PM指導行動得点から， PM型(強い目標

途成行動と集部維持行動). Pm型(詰襟達成行動).pM型

(集出維持行動)・ pm型(弱い日採達成行動と集団維持行

動)のリーダーシッブの 4~型に分け，プレーデンスケー

ルの普及の4段階についてlW11むと絞した。"/滋洋問i問;日渇lJ土比ヒじt較絞には，

Kぬtむn悶l防sk註必i
散分析. Scheffe i.去を行った。統計解折には SPSSl1.5Jfor 
Win.を)IJいたむ

[結果:

対象者は平均年齢32.7土 9.6歳，臨!未経験年数は平均 10.9

:t 9.3年であったc プレーデンスケールの普及を段階別に

みると実行段階では， Rog己rsは70%以上で普及してい

ると評価するが，本調査では実行している者は 50.3%と低

かった。実行段階に至るまでの，知識段階では 69.8%が知

識をもっていた。次に態度段階でプレーデンスケールを使

用しようと思う者は， 66.5%であった。さらに決定段階で

ブレーデンスケールを使用すると決めた者は 69.2%であっ

fこむ

リーダーシッブの類型で比較すると， P機能 M機能とも

に強い PM型は知識・態度・決定段階で pm型より有窓 (p
< 0.001)に.実行段階で pM型より有意 (p< 0.001)に普
及を促進する割合が多かったc また， P機能が強い Pmlli!
についても態度・決定段賠で pm型より有意 (p< 0.05)に，

実行段階で pM型より有意 (p< 0.05)に普及を促進する

割合が多かった合

{考察}

以上のことから，プレーデンスケールの実行段階では低く，

普及しているとは蓄えなかったが， リーダーシッブ類型で

みると知識・態度・決定・実行の各段階ですべて PM型の割

合が多かったことから，プレーデンスケールの普及促進に

はリーダーシッブの P機能である詰襟達成行動と，主主機

能である集団維持行動をともに強化することが重要である

ことが示唆された。

ア1)看護師の祷癒ケア実鵠のための知識・技術jの習得!こ

関する考察

村部節子(東京匿療保健大学)

i奇家麻子(吉賀綜合病説)

潟水良重(JIIi虫病院)

阿部恭子(日南看護専門学校)

{目的i
看護~mは実践に役立つ袴搭ケアの知識と技術をいつどのよ
うに取得しているかを明らかにし実践に結ーびっく看護主主

礎教育の工夫について検討した。

{研究方法]

質問紙諦査c 調査期尚Hl7::9三ア 20~31o
調査1.対象 :A県内に勤務する看護師c 内幸子:1.

専門課税の卒業背景. 2.袴槍ケアへの関わり度， 3.役

立っている知識と技術， 4. 持治ケアについて感じている

こと

調交n.対象 :A!県内の教育機関で祷癒に関する単元の担

当教員。内容1.担当領域と時帰数寄 2.情報収集の方

法， 3.指導する上での癌難や工夫について。

期答はいずれも選択問答及び自由記載。選択鵠答は

SPSS11.0Jを用いて分析，自EI3記載は質的に検討した。調

査に~たって各総設長の許可を得，配布した調査書記研究
趣冒と回答の自由，ブライパシーの保護を明記し間意に基

づき回答を得た。

{結来}
調査 1
3施設 524名に務室長i!?配布c 関JI又477名。卒業背景は住

者・進学課程 32%.3年illiJ専門学校・短大 74%.大学 15%，
修士以上 l丸その他 5%。平均卒後年数日5r.最長 40年。

1)学生時代の知織について，役立つ・まあまあ役立つ

35.3%.役立たない 64.6%0技術は.役立つ・まあまあ役立

つ 26.7%，役立たない 73.4%。主な現!出は f実践で、初めて

装具を知った，ケア方法が遠う jなどであった。

2)現在得搭ケアに役立っているのは，安現場で先議から

指導された知識と技術.多卒後研修.ミ長自己学習，

時代の知識と技術の}I僚であったc 卒業部背景でも刊誌場で

先輩ーから指導された知識と技術jが上位であった。卒後年

数日せでは卒後 1年目は「学生時代の知識と技術jが21.立で

あり統計的有意差があっ

3)祷癒ケアへの関わり度は.号いつも~頻関 24.5%.
時々~たまに 53.8%. 殆ど~全くない 15.7%であった。

関わりの頻度が上がるにつれよりケアの難しさや不安を感

じていたc

調査n.
8校からi回答を得た。担当領域は主に成人老年，在宅む

時間数は平均 2.18コマC 情報入手方法は，教科書のみ 3
校，教科書と研修等3校，教科書と研修及び学会参加は2
校。学生は実際に得綴ケアにほとんど潟っていなかった。

{考祭}
実践に最も役立っているのは職場の先裁からの指導であっ

た。この背景には学生時代に殆ど袴癒ケアに弱ることはな

く臨床で始めて実設すること，学習した方法とケア方法が

違うことが考えられた。教育施設8校の授業時間は乎均

2.18コマで¥教科書:のみから情報収集しているところが3
校あったc 樗癒は単に局所の問題ではなく，社会的状況な

ど二次的要因も多く，他数字!との連携などが求められる。
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72)パソコン出前講躍による効果的な学醤支援活動

金j率.，託子(東北大学病i箆)

[詩的]

学会や譲渡会などのプレゼンテーション，資料やグラフ作

成などのパソコン操作の知識技術が習得できるために，

に対してパソコン出荷講座による効来的な学習支

援活動を行う c

{方法]

1.審議きIi郎長会で.パソコン出前識経(以下，出前議議)

の提案と実誌について報告し了承を得る

2.者護部殺員より，電話による依頼を受け，依頼内容と

日時の確認後，各部署を訪問する G

3. tI:¥前議康終了後，依頼人の属散と依頼内容・時i抵
施後の惑想、をi謂き取り調査するc

*出前議擦は，個人の手挙げ方式による学習支援活動の方

法c

{結采}

1.出荷議寝期間:平成 15:年4月~平成 18年2月

2. 依頼{沼数，延べ参加i人数:86関. 118名

3. 依頼人属性:年齢 .30歳代7名 40議代 23名

代 56名.役駿:看護部長 151HI 磁器護者[;長 10践

23鴎説者議前i長27路看護郎日目i
4. 実路時間:3725時間，平均 43.3時間/1浸

5. 依頼および実誌内容(複数IHI答):ワ…ド (3)エクセ

ル (30)パワーポイント (26)デジカメ(7)その他

6.依頼潔由:学会・講演会・受講者報告会・講義のプレ

ゼンテーション.資料作成・データ入力方法・グラフ作成

などが主な潔白だった。

7. 出前譲渡に対する感想の開き絞り調去をについて，

内容の:et¥"i'と協力依頼を説明し同:訟を

主な開き取り調査内容:ワード・エクセルの機能がわかっ

きそう O エクセルの表作成がマスターでき

た。デジカメを覚えたことで講義や者護研究に役立つc 研

究の支援や指導に役立つむ

{考察}

近年，診療支援システム導入や学会・研修会などでのプレ

ゼンテーションの機会が多くなってきており.パソコン操

作が薬務のI=j:1で必要とされているつしかし毎日の多忙な

業務の中で，パソコンについて指導を受けたり，パソコン

を受講したりすることは，時間的に容易ではない。今

留の依頼人や参加者が.40歳代以、上に多く見受けられ，ま

た，役職として，説看護師長・者護締長・

護部長からのf衣類が多くあったむそれは，基礎分野のゆで

刊号報処理.t吉報科学jのカリキュラムに組み込まれている

20~30 歳代までの若護部と違い.40 歳代以上ではカリキュ

ラム内容に組み込まれていなかったが， 日々の言葉務の中で

は学会や講義での発表や職員への指導，業務内でのまとめ

で必ずパソコン操作が必要となっている現状から，そのよ

うな依頼人や役職の審議締が多かったといえる。また，依

頼理由としても同様の内容が上がってきたのであるc 出前

個人あるいは少人数を対象とし依頼人の希望時

間や希望内容に合わせた柔軟な学習支援活動で、あるc その

ため，必要な知識技術が習得できやすく.依頼人の学習の

支援を行うには効来的な活動であるといえる。

73)臨床看護部を対象とした看護研究支援学習会の評価

と今後の支援のあり方

繍111淳子(石川県立看護大学)

内部真紀(元石川県立春護大学)

{自的}

「将来，各病棟で審議研究の相談役になりうる人材を育成

することjを毘擦に A大学病院審議研究支援学翠会(以下.

学智会)を実施した。その設標達成授の評価を行うことで.

臨床看護繭への研究支援のあり方について碗らかにするこ

とが目的である。

{研究方法}

1.学習会の進め方看護研究絞毅者で勤務する鶏棟にお

いて指導的役割を担える看護締が1病棟から 2名1殺で参

加することを条件に 10組の参加者を募った合参加者は最

初の4簡は研究の向いについて学び 5関詩刀、[l，李は質的研

究と量的研究に分かれ実際の研究プロセスを諮みながら

各々の研究方法を学んだc また互いの学びを発表しあい

得られた知識の共有を諮ったc 研究者はそれらの全過控に

おいて助言を行ったc 学習会は H17iド6汚から H18年2

月まで計 19図実施し

2. 研究の対象:学智会に参加した者議師 20名

3. データ収集方法:オリジナルの自記式費関紙を作成し

た。内容は.1今後.自分が中心となって看護研究をやって

みたいか?JI今後，自分が他者の看護研究の相談役をやっ

てみたいか?をo~100% (109ら刻み 11段暗)で評依す

る項践と，学智会に参加した意義，今後自分が中心に看護

研究を行う際と他者の看護研究の報談役を行う際に必婆だ

と思う支援の自由記殺であるお

4.倫J!Jl的配惑:自由意志での参加，

調交依頼文に明記した。

{結果}

15名から回答が得られた。

会の自標達成の評価 :1今後，自分が中心となって

をやってみたいj平均 67%(20 -100). r今後，
自分が他者の翁護研究の強談役をやってみたいj平均 45%

(20 100)であったc

2.学習会の意義 :9名が「審議研究方法の大枠の理解j

ができたと記載したひその他. 1理論的思考の重要殺の認

量的研究と質的研究のjlきいの理解 1器護研究への関

心の強化看護研究の巷談実践への還元Jr看護研究にお

ける指導者の意義の認識JI他フロア一審議締との交流j

があがった。

3.今後の支援:自分が中心に研究する場合は.1研究時間，

場所\パソコン等の設鏑Jr研究計額舎や分析への効言 rf~

同研究者の存在j等であ 1).他者の相談役を行う場合は，

f相談を受けて分からなかった点を確認，格設できる人の

存在H相談時間の確保 1研究に必要な設機j等であったc

{考察1r他者の看護研究の相談役をしたいjの回答が

20~100% と聯広仁現段階では呂標達成したとは言い難

いおこの差が生じた要簡を探っていくことが課題である

今後は.r相談を受けて分からなかった点を確認，相談でき

る人の存在jとして支援する等，務説全体の看護研究レベ

ルの向上を目指した支援方法を提案していく必要がある

日本務護研究学会雑誌 Vol.29 災0.3 2006 141 



74)臨床看護実践者のための看護研究指導に関する考察

一効果的な教湾ブ司グラムの開発に向けて一

高田麻依子

(特定底療法入社出カレスサッポロ時計台記念病院)

{目的]

本研究は.i¥病院における f臨床看護研究教育プログラム」

の実践過程での参加者の反応と指導者の対応について検討

しより効果的な臨床看護研究の教育プログラム開発への

示唆を得ることを践的として行った。

{研究方法1
1.研究参加者‘:平成 17年度A病院の看護研究メンバー

となり，肴護研究指導を受けた看護部 8グループ 30名。

研究上の倫理的配慮を行い，説明と同意に基づく参加とし

た。

2. 研究期間:平成 17 年 2 月 ~12 月

3調デ…タ収集:1)平成 17年度にA病!誌にて企画運営し

た「臨床看護研究教育プログラムjの運用過殺において実

施した講義の参加者アンケート。記述式と講義内容・時

的j・.f!Jl解!支について4段階の尺境で凶器;を得る方法をm:用。

2) 臨床看護研究に関する指導記録。 3)研究指導中の参

加者の記録o 4)研究終了後の記述式アンケート。研究の

きっかけ，研究の現在易度など参加者の受け止めを記述と選

択絞併用でillI答を得る方法。

4 データ分析:1) 4)数値化できるものはよti.純集討を

し {設を比較したっ1) ~ 4)記述内容をKJ i去により分

し参加者の反応と研究者の対応を構造化したっ

{結栄}

研究参加者?のうち.26名 (87%)が上司からの任命で研究

を開始しており.<仕方ない><党'情はできていた>とい

う受け止めが多かった。本研究期間中に行った講義lえ

87~97%の割合で.1概ね理解j以上の理解が得られており，

<論文のまとめ方>均<計酒寄>均<文章の議:き方>など

理解度が高く.r難しかったことjとして<考察のしかた>

<文意の書き方><研究時間の調整>が挙げられた。会て

の研究グループに対して 1 閲~6 ill1.僧別に指導を笑施，内

容は<テーマと研究方法の一致><文京化と論宮の一貫>

に関するものが多く.指導前後での研究に対する思いや理

解の変化は. 23名 (77%)が「あったJと回答した。

[考察i
f!ff嵐長などから指名され.グループで行う研究では.動機

付けが媛味であるため，早期から.その意義や進め方を理

解し主体的に取り組めるような方向付けが重要であるc

また，共通のテーマを持つことも難しく，考察のi努に総意

を形成しにくい。グループ織成を思!詳し取り組みへの意

欲を持続させられような指導的関わりと.研究手法を正し

く理解していないことから来る困難感を税減させられるよ

うな指導が，看護研究活動を定着させるのに効果的である

といえるc 本研究からは.1)文献レビュ一時期などの研

究計図書作成前の段階での，動機付けにつながる導入の研

修(講義) 2)研究進度に合わせた集合研修 3 )グルー

プ偲々への細かい説明，指導 4)疑問に思ったときにす

ぐに指導が受けられるようなサポート体制の整備の必要性

が示唆された

ア5)特殊痕器、諜譲病榛!こおける巻護補助者への留別指導

と理学療法士による研修の反応

地裁{rj1子，松村美弥子，間島j登子，樋オ三和子

{医療法入社毘浅ノJlI金沢循環器病i涜)
加藤真由美(新潟大学医学部i制連学科)

{目的]
特殊疾患療養病棟では，重度の日常生活援助を要する患者
が対象であり，看護主ijjの協働者である看護者ii助者の介護能
力が患者の療養生活上の安全と看護の質を保証するよで重
要であるC

今関.病棟独自で看護補助者の教育方法を実施した結果を
報告する。
{研究方法i
l 対象:看護補助者 12名.指導者(看護締8名，准看護
師3名)
1I.教育の企劉と実施
1)看護締による個5.J1j指導:看護補助者は3名の患者?を受
け持ち.その患者の受持ち看護師が指導にあたった。指導
方法は，患者の俄別姓と観察ポイントを考癒した介護援助
であり，内容は食事.排illt.清潔，移乗・移動のケアの根
拠とJ主体的な実施方法であった。研究期IHJは4ヶ月間とし
た。
2)理学療法士による研修(毎月 1回):安全安楽にポイン
トを援いた移乗・体位変換・更衣方法についての説明と
践による指導を実施した。
取 教育効采の評悩
1 者設補劫者への教育
1)者護部によるlt明日指導に関しでは.13の指導項目につ
いてそれぞれ俄I))IJ性を理解して実械できたか.観察ポイン
トが望11解できたかを指導前後に部資したc

2)理学療法去による研修は.指導した項目について理解
できたかを調査したc

2.看護!被iの指導後の調査
指導はできたか，看護補助者の対象に対する倒別姓の理解
が深まったか，観察ポイントが緩解できたかについて調査
した。
N. 倫理的配慮
無記名の自由意思による意識調査とし総務上の不利益に
ならない事.プライパシーを守秘し鵠査結泉は研究目的以
外に使用しない事を書留にで説明し承諾を得た。
患者及び家族には.理学療法士による研修の主旨を口頭及
び書簡にて説明し承諾を得た。
[結果}
調査用紙の回収率は，看護補助者 100%.指導者は 82%で
あったミ
f間別指導に関しては.13攻告のうち，個別姓を理解して実
施できると回答したのは「オムツアイテム選択・交換問数
の判断Jr口腔ケアjなどで，それぞれ前41.7%.66.7%か
ら後 91.7丸 100%となった。観察ポイントが理解できた
はf食事Jr入浴jでそれぞれ前 0%.8.3%が後 41.7%.33.3%
となったが，他の項目では大きく変化しなかった。
理学療法士による研修は，移乗.1;本位変換・更衣で「理解
でき実施できる」がそれぞれ前 8.3%. 16.6% . 8.3%から後
は全て 91.7%になった。
肴護郎は.86.2%が「指導できたjと回答.r個別1"1の理解
が深まったJの評価は 58.6%.r観察ポイントが理解できたj
は51.7%であった。
{考察]
看護郎による偲別指導および理学療法士による研修は，
護者Ii助者の介護能力の向上.特に儒別性の理解につながっ
たと考えられた。
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ア6)ブリセプター経験と転倒が予測される箸護場蕗の臨

床判断との関保

藤井真砂子，米i率弘恵，長谷川智子.上水礼子，

大久保浩子，大野木議明(福井大学)

[自的i
ブリセプターは，さまざまな危険予知の考えや危険助成対

策の指導を新人看護締に行なう必要があり，そのためには

プリセプター自身が看護f義援の中で生じる可能性のある危

険を予測し的確な判断を行い行動できることが要求され

るc そこで.ブリセプター経験が看護場街における転倒事

故防止のための臨床判断にどのような影響があるのかを検

ることを詩的に，ブリセプター経験と，転倒が予測さ

れる者護場面でのリスク評儲および念険と知りながらリス

ク行動をとる確率(以下リスク敢行線本)との関係につい

て明らかにしたc

i方法}

王子成 17年 10月4B-1O月 20Bの期間に， Fl県内にある

3つの総合病誌に勤務している看護締 752名を対象に，無

記名の自記式調査票を矧いて留援き法で実施したち調査内

容は，1.者護側iの背景(性成年齢，臨!未経験年数，

{丸医療安全研修の参加の有;民)， 2 プリセプタ

3.転俄が予測される看護場面(看護隔の介入していない

場面と，介入のある場記)のリスク詳備とリスク敢行確率

とした。分析方法lふブリセプター経験あり若手(以下経験

あり群Lブリセプター経験なし群(以下経験なし群)の 2
tl宇に分類し群時比較には MannωWhitneyのじ検定を用い

たc 倫理的配惑として，書面にて研究の践的，方法，参加

を拒否する権利などを伝え，質問紙の[ill~又をもって同窓が

?号られたものとしたむ

{結泉i
対象者は 580名で，平均年齢 30.4土 8.7畿，経験年数 8.3

8.6年.ブリセプター経験のある人は 309人 (53.3%)で

あった。また，経験あり群では，経験年数4-10 ij三が 159

名 (51.5%)でもっとも多く，経験なし群では.経験年数3

4ド以下が200人 (73.8%)でもっとも多かったc 医療安全研

修については，向群ともに 70%刀、上の入が参加していた。

看護部の介入がない場面では経験あり群のほうが， リスク

評価が有意にゆ<0.05)高く，リスク敢行確率では有意

に (p< 0.05)低かった。しかし看護郊の介入がある場

商では， リスク評価およびリスク敢行確率で2群i誌に有意

な差はみられなかった。

{考察i
ブリセプター経験の有無では，看護長!日の介入がある場街で

はリスク評価とおよびリスク敢行確率で笈がなかったこと

から，ブリセプター経験と関係しないことが考えられた。

しかしプリセプター経験がある人はない人より，看護側

の介入のない場面でリスク評備が高く，リスク敢行確率が

低かったことから，ブリセプター経験のある人は患者が起

こす可能性のある転倒を予測し予防のための行動をとる

ことが考えられたむしたがって看護締の介入がない場面で

はリスク罰避にブリセプター経験が関連していることが示

唆されたc

77)熟練看護師の健嬢震聴取得における臨床判断の思考

の概念化

藤内美保(大分県立審議科学大学)

宮腰由記子(広島大学医学部保健学科)

安東和代(大分県立病説)

{目的]
熟練者蹄が初めて出会う患者に対して行う健康謹聴取場面

の臨床判断に主る思考を質的・帰納的に分析し概念を生

成する。

「磁床判断jの定義は Cor・coran(1992)の定義とする。

{方法]

対象は 12名の熟線看護nffiで，リーダシップ能力を持ち看

護締としての資質が高いと思われる臨床経験 10年以上の

者を病棟部長から推薦してもらう O データ収集は健康謹聴

取持の参加観察法および半構成約面接法とし逐語録、を作

成した。分析はグラウンデッド・セオリー・アプローチと

した令

倫理的配穫は，研究者が所属する大学と病説の倫理安全委

員会の承認を得たc

[結果]

熟練者議締は，健康歴聴取前に外来カルテ等で情報をざっ

と見渡し{典型患者をイメージ}し既に仮説を考えてい

た。健康授聴取やは. (本音を引き出す〉仔iきi祭を祭知す

る〉と患者の綴妙な反応を捉え情報をしていたc またくリ

アルな描写に掘りでげL物語を描くように具体的な状況

を浮かび上がらせていた。さらにく認識の食い違いを埋め

る><日常生活の支離や苦痛を確認する)(病状のバロメー

ターをもっ〉の思考を駆使し{“この人"に接近する]コ

アカテゴリーがあったc またく爵病の辛さにSぎを寄せる〉

〈生活惑を共有する〉という患者を[tまぐす}働きかけや，

く>(心強もりさせる)<安心惑を提供〉する{導

く}介入が行われていたo そしてこれまでの箔報のやから

今後の経過に影響する要因を推測しくま誘惑婆国を推し量る〉

思考をして， [“この人"に沿うケアの方向性iを定めてい

た。

{考察}

した判断として Benn伎が述べた「推移を見通すJi熟
練したノウハウJ反応、に基づく実践j等と共通性する，さ

らに下役概念が生成された。この概念は，臨床現場の参加i

観察に基づく概念であるため，現場で活用できる有用な概

念と考えるc また偶人レベルの経験から生み出された健康

歴聴取時の臨床判断比言語化し共有することで，儲床判

断能力向上に寄与で‘きると考える

[1まぐす1

図 1 熱線看護郊の後疑燈総攻i待における判断思考の構成溜
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ア8)看護必要度の判断における零護蹄の着眼点第2報

一職務達成度の影響についてー

盟!授育子.村松由美子(和歌山県立産科大学附属病i淀)
山田一期(臨床研究支援センター)

{目的}

昨年の本学会において，いわゆる f熟練肴護伺iJが者護必

要度を判断する恭準として，患者の「自立度H更衣介助必

要度Ji会話の程度jの3項目が有意な影響を及ぼしている

ことを報告した。今年度は第2報として，看護舗の判断基

準に対して，看護締自身の職務達成度の影響力を併せて調

べたので報告したいc

{対象と方法i
W県内匿療機関の病棟5か所に勤務する看護締討 95人に

対して. I1法務達成度指襟 (35項目. 5段階の LikertScale. 

Cronbach a =0.953)を笑施した合間持に当該看護締が

EI~Mj;:で担当した患者のベ 583 人について r観察必要度J

f自立!支H排法状況Ji使器介助必要度H食事介助必要度j

f保出介助必要度Jr吏衣介助必要度Jr視力障害Jr聴覚I~

f会話の程度Jr理解度jの情報を 3段臨もしくは4段

階の LikertScaleで収集したc さらに「夜感的看護必要度J

を「非常に予がかかるHかなり手がかかるH手がかかるj

fそれほど手がかからないJr全く手がかからないjの5段

階で判断を求めた。なお，以上の情報収集に先立ち，関与

する患者ならびに看護締には研究の趣旨説明を行い.協力

への開設を得た。 情報収集!YJ!HJは 2006年 2月1Elから

2006年2月28日である。

[品在来と考察]

1.看護(Jiliの基本様性:対象者の性別内訳は，男 5人，女:

90人で、あった。年齢は 22歳から 56歳に分布し，その1:1:1央

伎は 27歳であった。また臨床経験i'F数は 0.8'浮から 32.8

年に分布しその中央値は 4.8年であった。

2.室田帰分析の結果:r直感的看護必要度jを目的変数.

それ以外の情報を説明変数として stepwise法による垂直i

係分析を行った。その紡来有意な説明力を有する変数と

して採択されたのは f更衣介助必婆度 (s口.193. p < 
.001) J rrm祭必姿&(s口.181.p < .001) J r食事介助必要

度 (s = .118. p = .001) J r保iiE介助必要度 (s= .186， p 

< .001) J r浬解度(s = .136. p < .001) J r排il!t状況 (s= 
.094. p=.015J r自立度 (s=.099. p = .037) Jの7項目であっ

た (β は標準化ITII帰係数)。また閤埼式の説明力を示す自

由度調整済み R2依は .712であった。これらの項目訴は，

患者の看護必姿度を判定する場合の務眼点として，研究者

らのi臨床経験とも一致するものであった。また. iJ総務達

成I~J が有意な説明変数としては採択されていないことか

ら.看護師は自身の11総務達成度の高低には関わりなく，看

護必要度について高い判断能力を有していることが示唆さ

れた。
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79)看護舗の言葉遣い!こ寵する訴究第 1報

一言葉違いの実態一

根間借美，竹本知恵子

(国家公務員共済組合連合会京i涯奈病i詫)
山随一朗(臨床研究支援センター)

{目的i
看護自iliが「状況に応じた設葉遣いjについてどのように認

識しまた実際にどのような言葉を潤いているかについて，

その実態を明らかにすることを自的とし

{対象と方法i
大阪府内 A病院に勤務する女性看護陣のうち，研究の趣

旨説明を行い協力にi汚意が得られた 100人を対象として，

無記名良記式質問紙による誠資を実践した。調査票には.

7恭本属性(年齢議床経験年数，職{立)J 正しい敬語の知

(三者択一形式4題と記述形式4題)J 主語の使い分け

(記述式2題)Jrくだけた言葉の能汚頻度Jr霞葉遣いを修

正してくれた人の存夜Jr言葉遣いをめぐるトラブJvJ 
く努力職場における言葉への気違い，こ関す

る項目群を皇室り込んだ。なお集計解析には SPSSfor 

Windows 1O.0Jを用いた。

{結采と考察}

1.恭本属性:対象者の年齢は 23

そのや央植は 33.0裁であった。また実務経験年数は1.8
から 31.0年に分布しその中央値は1O.8:{手であったc

2.正しい敬語の知識:三者択一方式の資問に対する

えていたが，誤答の内訳としては

口語剰な敬語jを選択した者が最も多かったc 記述形式の

t19のうち f締長が不在時における閥会容への対応;jを

した場面で締長はjを f部長のはjと

た者は 3.0%は1100)， 今外出していましてjを fただいま

外出しておりましてjと訂正できた者は 8.0%(8/100)にと

どまったc 特に前者については，訂正すべき箆見rrと

きていない者が90，0%(90/100)に及んでいた。

3，敬語の使い分け上渇・先輩jと f患者・家族jに対

する敬語の控い分けができていた者は，

たC

4. くだけた言葉の使用頻度 :10偲の言葉を例示しその

使用頻疫を 4点法で樹答してもらった9 その結果， rめっ

ちゃな.92)J とか (2.73) キレて (2.72) rはまって

(2.60けが上伎を占めたのに対し f私的には 0.64) r ~み
たいな(1.70けは下位に位置したっ

5.言葉遣いをど修正してくれた人:r家族 (74.0%)J 
(付42
「しい、なしい、づjという諮苓が 1ロ2.0%に及んでで.いたC

6.言葉遣いをめぐるトラブル:99.0%の者が.何らかの

トラブjむを経験していたc そのうち最も多かったのは「遥

切な言葉が浮かんでこなかった (91.0%) で.r伝えたいこ

とが適切に伝わらなかった (84.0%)Jがそれに続いた。

7.言葉遣いを磨く努力:最も多かったのは「原稿を第三

に見てもらう (47.0%)Jで. r言葉に拐する本を読んだ

(35.0%) Jが続いたc 会殺に選択された割合は抵率で. r f巧
もしていないjという問答も 32.0%に及んでいた。

80)看護師の言葉遣いに関する頚究第2報

一言葉!こ対する気遣いと，その関連要因

竹本知恵子，絞問惜美

(鼠家公務員共済組合連合会京阪奈病院)

lli 出-1iJJ(臨床研究支援センター)

に関する 11項尽について.Cronbachのα係数を求めたと

ころ 0.846であったc r敬語の知識(記述問答形式)J16 
毘では， α=0.770であったむまた fくだけ

10項誌では.a =0.873であった。いずれも

性が得られたので，それぞれの項呂の得点

fくだけ得点uという

3.項目および背景-妥協院の相互関連栓:r知識得点 li1f
(ρ=0.257. p=0.0l2) .実務経験年数以 =0.268，p=0.007) 

との関に有意な正の招閣を示した。また fくだけ得点jは

年齢 (ρ-0.433， p < 0.001)，実務経数年数以=

0.333， I戸 0.001)とのIIiJに有志;な魚の相関を示した (ρ は

とは燕椋関であり，また

fくだけ得点jの1f:lIU潟にも，
なかったや以上から， r言葉に関する知議jや「く

業の使用J'幻設代特殻を反映したものであること.また

の存在が f気迭しづという行動には必ずしも結びつい

ていないことが示唆されたc
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81)看護部のコミュニケーションに対する自己評髄

;0)11みゆき(山梨大学lift属病院)

佐藤みつ子(山梨大学大学説)

[目的]

看護とは対象である患者の理解から始まる。患者一人ひと

りの思いや考えを把握しその人に応じた者護を提供する

ためには，患者とのコミュニケーションが不可欠である。

患者から受ける苦靖には，看護郎の言葉遣い，態度，表f色
開く姿勢等，看護師のコミュニケーションの未熟さの苦情

がある。そこで，者護婦のコミュニケーションの自己評価

を把綴し看護側iのコミュニケーションのあり方に役立て

るc

[研究方法]

は施設長の了解が得られた 200床以上の病院の看護主m
200名である。調査内容は.看護郎の属性(年齢・看護経験

・1)ーダー経験・接題研修)とコミュニケーションス

キルである o iJ!U定用具は，荒添の「看護場面における人間

関係づくりのためのコミュニケーションスキル尺度(以下

災CS1とするけ 8下位尺度 (39項目)， 5段階評定を沼い

たc 信頼係数(日係数)0，84~0.91 であった。倫理的記慮:

対象者に研究の題旨.拒否・中街の自由，プライパシーの

保護を説明し間意の得られた者に実施した。データ分析

は， SPSS11.0Jを使用し属性の基本統計設をまま出， NCSI 

は得点化し質問項B毎の平均依と標準偏設を算出，続性と

NCS1との関連を検討した。

{結果}

有効IITI収率は，看護師 193名 (99.5%)，平均年齢33.92歳，

看護経験年数は 1~ 5 i!三以内 (50名人 5~10 年以内 (49

名)が多かった。リーダー経験手170%036名)で，接遇研

修有 85.5%063名)であった。リーダー経験では fゆった

りとした態疫を示すスキルJの仁思いや訴えを先読みしす

ぎないjがリーダー経験有 3.63:t 0.65，無は 3.39:t 0.85で

有意;差があった。接遇研修殺験では「開く強度を示すスキ

ル」の f菌っていることはないかを開く jが，経験有が4.07

土 0.74，慌が 3.70土 0.87で有意差があったc NCS1で得点

が低かった尺度は f身体接触のスキルjであったや看護締

経験 1年未満の者A は f話題づくりのスキルjが抵く， 50歳

代の看護師は f相手に合わせた話し方のスキルjの「患者

の話を途中でさえぎらないJ.また f初期関係づ、くりのスキ

ルJ. i好意的な態度スキル」が抵かった。 20歳代は fゆっ

たりとした態度スキルjの汀亡しい雰関気をださないjが

抵かった。

{考察}

身体接触のスキルに関しては，その効果は報告されている

が，看護場面での実施状況が少ないことが明らかとなり，

適切に活用することが必要である C 看護締の NCSIの自己

評価は，年齢，看護経験年数. リーダー研修，接遇研修に

よって違いがあった。コミュニケーションスキルを向上さ

せるためには，このスキルを知って訓練し身につけること，

さらに看護実践の中で意関的に活用し続けることが必要で

あるc

82)看護者の対人態度の実惑について

工藤せい子，西沢義子， 石間

m，前大学医学部保健学科)

石橋磨奈(東北厚生年金病院)

安杖{愛子(弘前大学医学部前総病i詫)

{目的]

看護職者と看護学生の他者への行動の基盤となる対人態毘

(クライエントや医療スタッフに注意や関心を払い，その

人の特骸や人間関係を把握し周囲との関係を円滑に保つ行

動)の傾向を知り，今後の看護系大学における教育と卒後

継続教育のための示唆を得る O

[研究方法]

対象者は.A病院の看護職者 328名，ち大学援学部保健学

科看護学生 315名と他学部学生 248名であった。方法は質

問紙諮査で，看護職者九こは留詮法，学生は集合法をとったc

対人態度は，信頼性と妥当性が検証済みの f他者意識尺度j

(辻:1993)と「対人的志向性尺度J(斎藤・中村:1987) 

を用いた。いずれも S段賠尺震で得点が高いほど他者の行

動や他者への関心が高いことを示す。統計解析には，

SPSS12.0Jを用いて，一元配寵分散分析および多重比較を

行った。 倫理的記慮として，アンケートの紙宣言上で研究の

趣旨を説明し承諾を求め 回答をもって承諾成立とした。

{結果}

f他者意識尺度j得点は，看護戦者 (47.2会 7.3・M :t SD)， 

(52.5土 8.2)，一般学生 (52.4会 8.5)間で分散分

析の結果，ギ去があり(ド (2，887)ココ44.07，p< 0.001).多
京比較では.看護学生が肴護職者より有意に高かった (p

< 0.001)。
f対人的志向性尺度j得点;は，審議]践者 (59.7土 7.3).者護

学生 (65.6:t 7.9)，一般学生 (63.4土 7民間で分散分析の

結果，有意差があり (F(2.804) =47.l8.p < 0.000， 

~が看護験者より有意に高かったゆ< 0.001)0 

f他者意識尺}支j得点について.看護学生では学年531J.看護

Jfi走者では就業年数別に分散分析を行った結果，有意差はな

かった。「対人的忘向性尺度」得点は.1年次 (65.5土 7.7)， 

2年次 (63.5土 8.4). 3年次 (67.5土 7.5)の学年別分散分

析で、有意義があり (F(2，310) =5.l2，p < 0.01). 3年次が2

年次より有意に高かった (p< 0.01)。また看護職者の就

業年数加で、分散分析を行った結果.有意差があり (F(4，323) 

口 2.65.p< 0.05)，就業王子数3年未満は， 5~10 年未満と 20

年以上より有意に高かった (p< 0.0目。
[考察}

本研究結果l之臨床で発揮している実際の対人態度を表し

ているとは限らないが.看護学生は学年が進むと得点が高

くなり，看護職者は就業年数が進むにつれて得点が{廷です

る傾向にあった。その要因としてー先仔研究等から，看護

験者数の不足，過剰業務があげられた。看護系大学におけ

る教育では，より対人態度を培う関わりが求められ，臨床

では就業年数別の継続教育cの必要'性が示唆された。
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83)いわゆる「大変jな謡番!こ寵する看護舗の認知バター

ン

(箕面市立鵡院)

山田一期(臨床研究支援センター)

杉本糸免大薮定子(箕頭市友病i淀)

[13的i
者護隔は，患者に対して誤った先入観を抱かないよう努め

ているc しかし患者が示す行動や状態像により，ある援

の印象形成が生じることがあるc このような者護締の認知

パターンを明らかにすることを民的とした。

{対象と方法}

対象は大i設府内某端技に勤務しあらかじめ研究の趣旨説

明を行い協力に同意を得た看護部 100人である o 2006年

2月下旬に，看護締が?大変jという印象を抱きがちな要

素 18f滋ザ神経費J誌がくどい r自己主張が強いJrわが

まま厳密Jこだわりが強い境問を守らないj

でPJI.ぶJr自己抜管Jr転倒のf志議短期記器障害Jr理解

力抵下Jr1mIHIJ r場所・見当識喪失J 昼夜逆転J1処翠に時

間がかかるH君主国なバイタルサインiRlJ定jf全介助J)を殉

L， 1大変jという自己のイメージに該当する項笥

選択してもらった。また，選択された項註について，その

}JI真序性についても期答を求めたっ!関手の上泣から下校に漸

減する重み付けを行い，各項詩ごとに平均値を比較し

次に f該当jを1. r~ド該当j を O と数値化してi扇子分析を

Windows 10.0Jを用いた。

[結来と考察i

データ処殺には SPSSfor 

1.問答数の分;(11: 18倒の攻践に対する反応数は O縮から

18鍛に分布しその中央値は 7.5飼であったc

2. I綴序からみたJ!mの主主要度:重み付け得点の王子主計iむま

2.7点から 14.2点に分布しその中央僚は 4.点、であったc

上設に泣置したのは f自己抜管(14.2)徐被(14がjであ

り，逆に下設に{立援したのは「頑盟 (2.7)J争Il経費 (2却 j

であっ

3.認知パターン:由子分析の結果. 4倒の因子斡が摘出

された(累積寄与率 53.4%)0第I国子は「緩留(.795)J r自
己主張 (.751けが関与し f患者の人語jを示す閤予と

られたc また第2留子は「全介助 (916)J
サイン測定 (.815) と関連が深く， f要介助・監認jを示す

i羽子と考えられたむ以下，第3関子には「場所見当識喪失

(.740)1第4関子には f自己抜管 (.632けが関与していた。

J;J、上のように仁患者の人柄jという要素は認知パターンと

して最も重要な紬を構成していたが， r大変jさの重要度に

関しては最も低かった。このことは.仁患者の人柄jがなじ

みにくいものであっても，看護隔の負担感には繋がらない

ことを示唆している。それに対して， r自己抜管jといった

不穏行動は大変jさの認識は高いが滋子輸の重要性は最

下位であった令これは f自己抜管jという現象が日常的に

経験されていて，なおかつ看護部が特に注意を向けている

ことを反i決したものと考えられる。

84)看護部が感じる「とわざjの認識講造

北端恵子，木村和美(和歌山県立医科大学1I付属病説)

山田一期(臨床研究支援センター)

{呂的i
g常業務のなかで.1こわさjを感じる場面は多々存在する

どのような対象について「こわさjを感じるのか，その認

識構造を明らかにするとともに新人とそれ以外の看護締

間での比較を試みたので報告するc

[対象と方法i
w県内医療機関の病綴08か月号)に勤務する看護部のうち，

新規採用器護蹄(以下 f新JH6人 採 用 後2年目以降の看

護陥(以下日日J)222人，計268入を対象として，

自答式の言語資を行った。対象者には事前に研究の趣旨説明

を行い，協力の同意を得たお「審議ケアや処霞に関する

面(14項日)誌や投薬にI返する場面(10工員自)

患者に関わる場面 cn良E!)Hその他の場面(11項告は

42項自を想定し自身が「こわさjを感じる程度について

5段階の LikertScaleで問答を求めた。謁査期間は， 2006 
年 1月 31尽から何年 2月 8日である。集計解析には

SPSS for Windows 1O.0Jを尽いたc

{給条と考察i
1.対象者のき5本総性:年齢の中央値は I1日 29議 (22-

57) ，新 23歳 (21 33).実務年数の中央値は flBJ6.8 
年 0.7 41.8)， 1新J0.8 if (0.8 -9.例年であった。

2. 1こわさjに対する認議構造:ilBJの問答からは 10憾

の悶子が抽出された。第 1霞子には. 1昇圧郊jや強心剤の

持続点j尚が必要な重症患者を担当したとき (.854汁
るとき (.774)J 1呼吸器を装若し媛拐に吸引

が必要な患者を受け持ったとき <'698りが関与し

者の担当jに関する滋子と解釈できた

以下「基本肴護技術jに関する第21双子. Iチューブ管理j

に関する第3国子医療事故jに関する第 4因子，

不足jに関する第5関子が競い

一方， r新jの問答からは8偲の因子がml出された。第1協
はf女性φ患者の床上排推を介助するとき <.741) r臥床

を行なうとき (.707)J I;患者の食事介助を行な

うとき (.691)J 1筋肉投射，皮下注射を行うとき (.630)J
f患者に清拭を行うとき (.629) IJ患L者のパイタルサインを

iRlJ定するとき (.622) が関与し f蒸本者護技術jに関する

関子と解釈できた。 以下. I1哀療事故jに関する第2国子，

fチューブ管理J，こ関する第3国子， r知識不足jにj諒する

第4jZg子. I葉桜患者の担当jに関する第5関子が続いた。

J;J、上のように， rl日jと f新jの関には fこわさjに認する

認識構造の翠が存寂したc 特に「新jの認識構造は.日前

の基本的業務をミス無くこなすことに務一杯で，知識の充

足が後隠しになっている現状を反映している可能性があ

り，今後.知識に裏付けられた恭本者護技術の習得をいか

に効率的に行うかが重要な課題といえる。
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85)行政解釈変斐後の静眠注射についての看護職の認識

に関する研究

杉本由美(青森県立保健大学大学院)

リボウイッツ，志村よし子(青森県立保健大学)

{はじめに}

わが留においては，看護職による静紙注射の実施は昭和 26
年の厚生省通達(医収517号)によって.行政的には看護

業務の範間を超えるとされてきた。しかし陵療上のニー

ズにおいて，現実的には者護l践が施行せざるを得ない状況

で50年が経過したs このような経緯のもとで，静脈注射

は看護業務ではないという意識が強く働いてきたと考えら

れる。しかし， !将軍兵注射i立行政解釈変更により.診療の補

と位笛:づけられ，者護戦の支{壬が明確にされた。今

自らの責任を'1引をIrし実行する主体的な姿勢

が3)とめられている会

[liJf究目的}

A~与しの静脈注射の実態，看護Jri誌の般紙注射に関する認識の

変北の有無.認織変化の影響要民を採り，静脹注射に関す

る今後の課題を明らかにすることを目的とする。

{研究方法]

A燥の 400Eiミ以上の病院に勤務する看護職 800名を対象

に静!民投与iの実施状況，行政解釈変吏後の看護織のIJ間長
注射の捉え方，認識変化の影響嬰閣について自記式質問紙

調査を行ったc

{倫理的自己!討

質fifjif，L~，立無記名とし結来は践的以外に使用しないと字を
殺して丈書て、 1，号;訟を 1~f.た O 本研究は青森県立保他大学倫理

委員会にて承認された。

お在来}
582部を解析した。(有効剖)1又率72.7%)A県の看護織によ

る静駁注射の実施率は，行政解釈前は 90，2%，現在は 96，7%
だ、った。静眠注射に関する認識が変化した看護織は 239ら
であり.その内容は，看護織の法的支任の増加，安全管理

への自覚，教育の必要性等であった。認識の変化には内的

要閣(織位，静服注射に関する研修や継続教脊ー行政解釈

の知見).外的要因(底部と者護主iliの薬剤の明確化)が関係

していたっ部長，主任を含めた管理職は認識の変化が高

かった。また，民自mとの関係でジレンマを抱いている看護

l[i設が多かった。

{考察i
A県における静}掠注射のマニュアル化は 77%と高かった

が， マニユアルイ化ヒと施設内でで、のi箆玄師と看護締また;はま若

i間i詰勾:むiの与.，薬茶できる薬刻のf明lf珂f月山Hi在f化ヒとは篠関i速;はまなかつたc 肴護職

の認識の変化の嬰俸として，静日;長j主射にj勾する研修や継続

教育が関係していたa 今後マニュアルの内容の:再検討・と古手

紙注射の継続教育の必要d性が示唆されたc また，管理殺の

認識の変化が高いことから，管理職は変革エージェントと

しての役割を担っていくと考えられる。今後の課題は，涯

mu.看護織・薬剤刻jの多戦撞との連携による組織的な取り

組みの必要性が示唆された。

86)国定チームナーシンク、導入による現状と諜題(第一

報)一説内調査から見えてきた業務改善課題…

向井智子，鍋島出番.大西悦子(繋愛会石川病i涜)
越国美穂子片山陽子，大西美智恵，自弁端子(香川大学)

{目的}

チームナーシング制導入 1ヶ月時点における業務の現状把

握と業務改務課題を検討するための基礎データを得る。

{方法}

A虫色 B病院に勤務する看護師 63名(経験年数 11.31会

9.04年)を対象に，自記式質問紙調査を行った(間収率

100%)。調査内容は，導入前後と比較し答申し送り争指

示受け多記薬密検査を職員時の協力体制審ミーティン

受け持ち患者に関する計38項自の業務が適切に実施でき

ているかについて. 3件法を用いて!問答を得た。また各項

目毎にそれを選択した理由と改善点を記述する自由記}読者惑

を設けた。 倫理的記慮に関しては事前に践的と Iごい断の自由

および、偶人名の特定ができないよう処理する等の説明を行

い，同意を得た。分析方法は各項羽に対し記述統計を算出

した。

{給条・考察1
1.導入による効来

効果に関しては， 1;也者との信頼濁係を築きやすいかjとい

う笠間に fはいjと答えた人が51名 (83.6%)であっ

また， rチーム F'~職員 I1誌の'情報交換ができているかj に対し

ては.Iはいjが46名 (75.4%)と.ともに7割以上の看護

締が導入効果について肯定的に評価をしていた。

2. rVJI液化された諜!包

1)システムヵ、らみた言史認

(妻113し送りに袈するi待fffl
深夜から日恕jに関しては「短縮されたjと答えた者が48名

(76.2%)いたが， 日勤から準干支は「短縮されたjと答えた

者が28名 (44.4%).準夜から深夜は 38名 (61.3%)と{尽
く.取し送りの時間短縮への効果は明らかで、なかった。

事指示受けの状況

「指示受けが自分でできているjと答えた者は 13名

(20.6%)であり.rどちらともいえない」や.rできていな

いjと答えた者は 50名 (79.6%)であったc 担当の看護締

が受持患者の指示を自分で受けるようなシステム稼動がで

きていないことが明らかになった。

2)能力からみた課題

検査結来の把掘については 35名 (55.6%)が「把握してい

る」と答えているが，これを経験年数加にみると検査結果

を f把援していないjと答えた者が 10~f未満で 16 名

(43.2%). 10 年~19 年で 6 名付6.2%). 20 年以上で 6名

(50%)であった。経験年数を積む事が検査結5誌を把握す

るという行動に関連すると仮説を立てたが，結果に有意差

は見られなかった。また，受け持ち患者の治療方針や今後

の方向性について責任を持って接しているかについては，

37名 (60.7%)が「どちらともいえないJ.rいいえjと答え

ており.今後は職員研修等，対応、の検討が必要と考えられ

た。

上記の結果から.具体的な改善?点と対応方法を記述データ

を主主に分析を行い，第二報として報告する。
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8ア)臨定チームナーシンク.導入による業務取器への取り

組み(第二報) 一系統図法を馬いた分析から一

鍛島出呑，向芥智子，大路悦子(緊愛会石川病院)

越!万美穂子，片山陽子，大藤美智恵，白井靖子(香川大学)

{目的]

第一報の調査結栄治、ら明絡になったシステムの課題のう

ち，今随は，申し送り時間の短縮について兵体的な改議点

を抽出し業務改慈のための指擦作成の根拠データとするc

{方法]

第一報の諦査の記主sデータを， QC手法の一つであり，

Val出 Engin官官ringの機能分析に用いる機能系統関を応沼

した， 日的達成の手段追究に有効な手法である系統留法を

用いて分析を行い，具体的な改養策を抽出したc さらにそ

れを効采・実現殺の固から評錨し怒先)~創立を検討したむ

倫理的配惑に揺しては第一報に示し

{結采・考察]

記述データの分析から，担当患者の申し送りは，設数の者

護締から開くことが多く， r日袈j薬務に左右されるj，

から深夜へのゆし送りは持関捜縮対策が行われていないj

ことから.導入荷と変化がみられないことが明らかになっ

そこで系統菌法を用い，主:情報収集が不十分であ

り内容が統一されていない委Ej3し送り方法が続…さ

れていない，という 3点の課題を;歳出し f申し送り持rnJが
されていなしづという結果とそれに対応する

を系統~I (閉じとしてまとめた。

系統鵠から抽出した改善策を効果と現実性から評価を行

い，援先!綴{立をつけた結来し送らなければいけない項

・3立症患者のみ

:変化時の状態，

術後8数，病状を取し送るjの2点を今後の緩先すべき改

として位援づけた。

{まとめ]

上記の結果を法に，中し送り事項の指標作成を行い，内容

の統一を図ることで，回定チームナーシング導入後の日勤

から添疫のゆし送り時間短絡が期待されるc また紙面の関

係上割愛したが.第一報で明確化された他の課題に対しで

も同様に分析・実路・評価していく必要がある。

88)医療職員の片付けに関する認識・行動と，その関連要

部

樋口美紀， 111Tみゆき，島本!板子.梶尾智子，辻

安田梨花，後馬場直子，渋谷麻希子，東香代子

(NTT問日本大尿病院)

患出陽子(が~NTT 西日本大i疫病院)

ul間一期(飴;床研究支援センター)

[目的]

の f片付けに関する認識・行動jの実態と，その

所属部署による差異， r機場で、の片付け詔J力度jとの

関連性を明らかにすることを日約とし

[対象と方法]

大阪府内某病読に勤務する霞療磯良 373人のうち，研究の

趣旨を説明し協力に間意の得られた 310入(男詩人，女

258人)を対象とした。職韓関内訳は，病棟者護締 164人

外来春護締 52人手術窓看護締 20人援部26人，コ・メ

デイカル職員婦人であるc 2005:lド 10月に無記名

哀を配付し 10日間皆震後に回収したc 鈎資累には，1)

2) 日常f多額での片付けの実態(状況設定形

式， 13項ElH 3) r綾場における片付けの実態と，その認

( 3項目)j， 4) r殺場での片付け協力変J. 5) r家庭内

での片付けの役割J. 6) r今後の対策の提案 (ll項民けを

校とする袋持項目を躍り込んだ 2) と6)の項自若手には

主成分分析を施し抽出された主成分得点を指擦として，

iむの項目との関連性を調べた。なお，集計・解析には

SPSS for Windows 10.0Jを用いた。

{結果と

し基本属性:対象者の年齢は 22設から開設に分布し

その中央綴は 33設であっ

2. r日常場lniでの片付けの実態jと関連要沼:13項践の

うち，複数の議Iiに情報が分散したものを綴次徐去し

的に 9項詩を分析に用いた。第 1主成分には， r散らかっ

た靴の猿頓(，640) rf:認の日の洗濯物 (.573) r出勤前の片

付け (.527けが関与し f片付け全殻jに関する主成分と

釈した。この地. r腐りかけたステーキ肉の対処 (.725り
しなびた大根の対処 (.617)Jが関与する「謁潔の工夫jを

示す第2主成分など， 3つの主成分にn!f報が集約された。

築工主成分得点は，男性(-.582)よりも女性(.113)の方

が有意 (p=.OOl)に高く，また，外楽器護締 (.433)が病棟

(一 .016)および手術室者護締(.194)よりも有意 (p=.009)

に高かったc この背;設には，外来審議磁の平均年齢が.他

部暑の看護締よりも有意に高いという要因が関与している

ものと考えられたっさらに f職場での片付け協力!支Jr家庭

内での役害引が高い者ほど，第 1主成分得点の平均値が高

かった (p< .001)0 

3. r今後の対策の提案jと関連繋鴎:主成分分析の結泉，

第 1 主成分には「職場の長がi~主意j r毎日時間を設定Jrペ
ナルティを諜すJが関与し f強制的対策jの主成分と解釈

できたc この主成分得点の平均綴は職場での片付け協

力度jが高い者ほど有意に増加していた (p< .001)職場

での片付けに協力的な人ほど，他者の行動に対しても放し

い対応、を求めていることが示唆された。
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89) Total Quality Management導入による組織変革に

関する研究 (2) ~阻害要思~

中島美津子

(広島大学大学院保健学研究科博士課経後期・塑マリア学

院大学)

111議素子(聖マリア学説大学)

{目的i
TQMによる組織活動のi迫害要因を明らかにし今後の活動
への示唆を得ること

{方法1
1対象:公表された文献や援療の TQlvI推進協議会の HP
からアクセスできる TQM活動を展開中の医療組識の看護
部長

狂方法:自記式質問紙調査，無記名・郵送回収。質陪紙調
{E:業の組織研究分野で使用された組識変革調査票を

者議選i議文化に適合するようワーデイング操作を行い，
解答方法は阻害要因 15項自について S件法とした。ワー
デイング操作は，看護研究授 15年以上の者護大学教員 3
名によりスーパーパイズを受け，意味内容・表現を精選し
た上でブレテストを実施
磁解析:単純集計・主主本的統計量， Kruskal Wallis検定，
Bonferroiの修正による多重比較を実施，統計ソフトは
SPSS (ver.l2.0) を使用

H命理的自己蕗}
調査への参加は自由意志であることを明記し得られた
データは集計データとしてのみ活用し個人特定はで、きな
いなどのプライパシーの記長設を行った。

{結果1
1司 i迫害要国 mean3.0以上の項司は f阻害要因 1:活動に
対する保守的な態度，職場内の雰rI耳気H阻害姿盟ア:活動
の定着・フォロー施策の米構築Jrml寄安眠 9:活動プログ
ラムの未熟さJ1I塩害要出 10・j減員が活動内容を理解する
のに難しい点が多いこと r阻害要関 ll:活動に面白さ，新
しさが1!れ、ことjの5項目であった。
2. r塩害要因と組識変化項目の KruskalWallis検定で以下
について有意差あり。
1) 1混害要因 1と f組職変化5:研究会や学習会などが盛
んになったJr綴織変化 6:他院や地域・社会への指導力や
影響力が強まったJ1組織変イと 13:知名度が上がったJr組
織変化 14:援療機能評価が上がったj

2)阻害要因7とは況識変化6:潜在的詑カの開発や新規
業務展開能力が強まったJ1組識変化8:他院や地域・社会
への指導力や影響力が強まったJ1級識変化 13:知名度が

上がったJ
3) I説書要因 9と f紐様変化6:潜在的能力の開発や新規
業務展開能力が強まったj

3. Bonferroiの修正による多重比較で以下について有意

りO

1)担害要因 1と組織変化5. 6. 13， 14 (前出)
2) 1損害要因と組織変化8 (前出)

{結論}
活動に対する保守的な態度・戦場内の雰関気という組識文
化が組織活動の阻害妥協として示唆されたことは，変革は，
組織変革には組織文化の改義が必須で、あることを表してい

る。その他のi垣答要自は TQ.Mの組識浸透?生の{設さから生
じることが考えられ，今後の組織活動として. TQM定着
に関する施策の実施や TQM啓蒙活動の必要性を表してい
るO

90)一般市民の盤擦機関の選択理由と影襲警要E

大津稜子ー，足立みゆき，渡譲渡紀子

(岐阜大学医学部肴護学科)

[fm-究自的}
一般市民が病院や診療所を選択する理由と選択行動に影響

を与える要閣を明らかにする。

{研究方法}

会開の 50-70 j哀を対象にして，誠査に同志;の得られた

950人に対し郵送法による質問紙調査を行った。調査期障

は， 2005 年 1 月 5 日 ~31 日，有効回答数 719 である O 調査

内容は，年齢.性別，t!t帯所得，年間総監療費，病院や診

療所を選ぶ理由と重損}II貢位，かかりつけ医や定期的通院の

有無，職業などである。分析は，統計ーソフト Eviews5を

用いて Probit分析を行った。

[結果}

l.対象の属性:平均年齢{え 59.4歳 (SD5.97)である。

男性 49.4%，女性 50.6%. 定期的に通院している者は

50.0%，かかりつけ霞有りは 75.6%.有機者は 77.5%.医療

関係者‘は 3.0%である。 世帯全体の資産平均は約 2000万

円.年間総経療費王子均は約 14万である c 2.病誌や診療

所の選択理由:選択玉里山の lf立. 2 f.立に選択された中で最

も多い理由は f診断や治療が的総 (38.1%) (30.8%) Jであ

り. 3 f立のr:j'で最も多い理由は f医師の対応が親切

(24.6%) Jついで f看護陶iの検交やj台療に対する十分な説

明 03.9%)J.r者設的jの安全線突な技術 02.2%)Jである 0

4位では， fi忌i淀が使手Jj(23.9%けという理由が最も多いむ

3.明白選択に影響する妥協:病院や診療所を選択する理

由としては会緩や治療が的機J. 1看護f1Hiの検査や治療に対

する十分な説明J. r看護締の安全確実な技術Jを選択した

者は.そうでない者に比べて何が影響しているのかを分析

した。説明変数は. 50 -59歳ダミー.60-64歳ダミー，

65 70歳ダミー，男性ダミー，病院・診療所行ったダミー，

通院ダミー，かかりつけ医有ダミー，有機ダミー，医療関

係者ダミー，愛子ff全体の資産，年間総底療費の 11変数であ

るo r診断や治療が的確」では， 60 64歳ダミー.65 70 

歳ダミーが負で有意 (p< 0.01)，世帯全体の資産がJEで有

(p < 0.01)である c r看護部の検査や治療に対する十分

な説明jでは， 55 59歳ダミー， 60 64歳ダミーが正で

存;訟で、あり， 1訟の変数は有意ではないc

{考察}

一般市民が病院や診療所を選ぶ時に最も重視する理由が，

診断や治療が的確であるということは当然のことである

が，その理由を選択する傾向は年齢が 50歳代の人や問:帝

全体の資産が多い人に強いといえる。また，人々は看護締

の安全確実な技術や対応が親切了寧よりも，看護締が検査

や治療に対して十分説明してくれることを重視している。

特に 55-64歳の年代ではその傾向が強く，看護締の説明

能力を高める必要性が示唆された。

{謝辞]
本研究は，平成 16年度文部科学省科学研究費基盤研究 (c)

16592107 (研究代表者 大i本成子)のJljJ成により実施した。
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91)閣内で HospitalRadioの運醤は可能力、?

山内一史，浅活綾子， (岩手県立大学看護学部)

{目的}

入i克患者:え家族や知人から隔絶されがちであるC イギリ

スの大規模病段には.入院患者に対し地域の身近な話題

やメッセージ交換，リクエストによる音楽番組を放送する.

地域ボランテイアにより運営された自前の放送局があり，

Hospital Radioとよばれている。岩手県立大学は，コミュ

ニテイ FM故送局開局を計画中で.われわれはこれを使っ

たHospitalRadio送用を自指しているc 学部学生のボラン

テイアにより，その維持・運営・管理が可能か否かを判断

するため諮交を行ったc

i方法i
1)対象 :2年次学生 103名c 2)方法と調査内容:

Hospital Radioの説明とプロジェクトの趣設を述べた後，

無記名自記式費関紙;こより集合調査を笑絡した。調査内

容:苦参加希望の有無念

総fl~金額，運営の内から，希望する役割を

UJ)幸1週間当たりの利用可能i待問。を働ける持j湾認を，

朝 (7 : 00 -15 : 00) 主主 (15 : 00 -23 : 00) 夜 (23: 00 -
7・00)の中から選択。 李希望しない者に参加のi滋答とな

る要践を

{結采}

1 ) 

(49.4%九
ナウ

:有効Iill答 77でi回収率 74.8%っ希望者は指名

2)希望する投割:番組制作会ffiIT希望 19名，ア

14名，遂営希望 13名。これは，全ての役

割希望が2名，アナウンサー&製作会磁希望が2名，

会溺&運営希望が2名，アナウンサー&遂営希望が1名を

3 )提供可能i前芸]:トータルでは王子均一人当たり 3.5
時間で二全ての学生が秘える時間の総和は 139時Ims朝，

夜の各時i潟殺到で、は，朝はアナウンサーと逮?ぎが各 1

名，延べ11寺i邸主 2時鴎c 援はアナウンサー 11名，製作会凶

13名，運営 9名で¥延べ時間は 10911寺rmc夜はアナウン

サ-2名，番組耕作全両6名翠営3名で，怒べ時間は 28
時間。 4)阻害医子:内容が分からない 6名，勉学などで

時間が無い 20名 (時期に余裕があれば参加したい 1

興味がない8
[考察]
会学生の利用可能待問の総和が1週間の総時間の 8割

していること，全ての持関滑にアナウンサーと運営を 1名
以上確保できたこと，最も工夫が必要な金磁領域に多くの

協力者が得られること. また，ボランテイア参加の阻害要

毘からみると，会く興味が無い例は少なく，仕事の内容に

対する理解が得られた場合や，長期休暇時期など比較的時

間に余裕が有る持拐なら，更に協力者を得られる可能性が

あることc その上. 1年次学生を協力者に加えれば，ボラ

ンティア総数がま援すと予想されることなどから.

の協力を得て HospitalRadioの路局が可能であると考えら

れる。
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92)臨療事故の経験における学翠構造

一医議事故当事者となった看護蹄の岱想かうの分析一

林千加子(岡山県立大学院保健福祉学研究科看護学専攻)

横手芳恵(向山県立大学保健福祉学部看護学科)

[目的i
複雑・高度イとした援療現場における医療事故の多発が大き

な社会的関題となっている。そのなかで看護部は"最終的

なケアの支任者として阪療事故の当事者となることが多

い。本研究では，事故当事者となった看護締の経験に主日誌

をおき，医療事故の経験における学習構造を明らかにする

ことを目的としたc

{方法}

研究参加者{え過去に援療事故体験がある看護験者9名。

デ…タ収集は，事故前後の経過に関するインタビューガイ

ドに法づいた学構造化面接を 1~3 間行ったc 分析方法は

グラウンデッ 1，'・セオリ -7去を用い，許可を待た錨者記録

を逐語録としてデータの解釈を繰り返し継続的比較分析

を進めた。データ分析期間l丈 2004年 11月から 2005年

11)も 倫理的配慮として本学倫理委員会の承認を得た後，

研究参加者には恭本市‘;疫を十分説明を行い，合意を得て書

面で確認し示諾杏:を交わし

{結果・考察}

医療事故の経験における学習締法は，生カテゴリー， 15サ

ブカテゴ 1)ーから措:成されていた。事故当事者の学留は

{衝撃体験による危機}のカテゴリーに始まり. <夜耐の街

〈事態が切迫するfwj教〉〈事故に奈った行為の疑i同〉の

3サブカテゴリーで構成されたむこれはそが故直樹の衝撃を

受けることで自身に疑問をII?!起させ，学習の動機付けと

なっていた。そして鳴きの受け止め作業?に発展し

il主に関するi向察)<感情の受け止め)<やー放の説明による客

観化><葛藤の持続〉の 4サブカテゴリーで構成される洞祭

を深める段階を見い出した。その洞察による事故原閣を追

究せざるおえない苦悩や葛藤を通して《事故防止への行動

変容?のカテゴリーが抽出され.<状況に組み込まれていた

自分への気付き) <事故の状況認識の広がり)<予防行為へ

の価依付け><紐識員としての自覚北〉の4サブカテゴリー

に学習が深められていた。この段階までが当該事故に関連

した問題解決の学習といえる。参加者はさらに，事故のf奇
襲体験を〈自己変容の自覚?のカテゴリーとして. <意味付

けられた看護技術)<信頼感の獲得)<組識の変化と対応〉

アイデンティティの自覚〉の 4サブカテゴリーとす

る学習を深めることが明らかになったc 本研究における学

習の最終段階と思われる参加者は，自らの職業的自覚を当

該故の体験を通していだいており.その衝撃体験を粂り

越えた確信が専門綴性の成熟段階に奈っていると考えられ

る。このような学習プロセスは.リフレクション理論

(Schon1984)や正統的府辺参加理論 (Lave19911による学

資の観点からも，本研究で生成した概念構造を学習迎論と

して位置づけられることが示唆された。

93)看護師の注射場盟におけるインシデントレポート提

出行動意思への影響要因の比較

大口二美，米i翠弘恵，長谷川詩子，上水礼子，大久保清子.

藤芥真砂子(福井大学)

[目的1
1)スクマネジメントのプロセスの「リスクの把擬jは，す

でに発生した事故ばかりでなく，事故に将来つながると思

われる潜在的なリスク靖報の把線が重姿である。そこで今

国.Ajenの計磁的行動理論に基づき，患者に影響がなく事

前に発見した注射場面におけるインシデントレポート提出

行動意思に影響する妥悶を明らかにした。

{研究方法}

対象者:本研究の参加に陪意を得られた F県内の 3つの総

合病院の病棟に勤務している看護郎 768名。倫環的配慮:

無記名で自記式調査察をfflい，問答後の用紙は俄別に封筒

を使用し施設名や個人が特定でさぬよう配寵した。回収

率 88，5%.有効回答率 79.9%。識変期間:2005年9月8日

~9 月 30 B。調査内容:対象者の属性，報告制度の知識(8

1民自).準備から実施までの注射場面におけるインシデン

トレポートの提出行動意思 (9項目).行動意思の規定要閣

の態度 (4項目).規範 (6項自).コントロール感 (4項

毘)について調査した。分析方法:提出有動意思得点の中

央値以上をお群とし未満を抵鮮として 2群関比較をおこ

なったっ若手間比較は祝日nn-WhitnevのU検定を用いたc

{結果i
対象者の属性は，平均年齢 30.6:t 9.2歳，経験年数8.5土

8.9 ir~. 過去 4 週間のインシデントレポート提出経験f有り j

が 78%であった。 投射場面 9:rfi自では.インシデントレ

ポート提出行動意思のある都合は. r患者の関連えj

(69.8%)， r投与方法の間違えJ(68.9%)と高く， r同色の薬

が同じ場所に保管J(18.2%). rtlJl違えやすい指示舎の記述」

(21.4%)と低かったc 2群間比較では，属性は高群と抵群

に有意な差はなかった。態度のf事故防止にとっての価値J
(p < 0.001). rフィードパックJ(p < 0.000.規範の raili
長の主観的規範J(p < 0.001)， r先輩の主観的規範J(p < 
0.001)， r問僚の主観的競範J(p < 0.001).コントロール感

の「議:式の者:きやすさJ(p < 0β5)， r時間の確保J(p < 
0.001). r自己効力感J(p < 0.05)は，高群ーが有意に高かっ

たc また，報告制度の知識の「報告の判断基準J(p < 0.01) 
はお群が有意に高かった。

{考察}

看護婦の注射場面におけるインシデントレポート提出行動

を高めていくには，病棟全体が建設的に影響しあう職

場風土をつくること，勤務中に看護f，fljがインシデントレ

ポートを記載しやすい環境づくりが重要であることが明ら

かになった。また，注射の準備段階等の潜在的リスクを把

握するためには，インシデントの報告基準を3主体的に決め，

専門職としての事故紡止の責任感を高めるような教育が重

要であることが示唆された。
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94)内服与薬業務におけるインシデント発生要望の検討

2報 一背景要臨による詑較ー

竹内千恵子(東邦大学)

[13 a01 
よるインシデントの発生は高率で、あるが，これまで

内眼与薬について詳縮に検討したものは少ないc 本報告

は，内線与薬薬務で発生した千ンシデントと背景婆閣の関

連を司)jらかにすることを呂的とした。

{方法}

ンシデントレポートの解析 :A病説 (972床の特定機

能病院)審議部に， 2001 if. 4月から 2003年3月までに提

出されたレポートのうち未遂，自己管理薬等を除外した内

競与築関連 309件のやで背景要国が見いだされた 192件に

ついて背景要留を検討したっヒューマンエラー;之 Reason
らの分類に準拠した。寺内IJ設与薬業務の実態認査:外来

手術室を除外した 28病棟に勤務し十分な説明の後調査へ

の協力を了解した経験3~5 年の看護締 112 名会対象に与

薬場面の非参加型観察及び与薬過翠の学構造化磁接を実施

し与菜作業過程を欝i主化した。

{結果}

を， I滋害状況，連携障害.心理的妥協に分類し

作業i母校， ヒューマンエラー， インシデントの犠類との関

連を検討した。〈工作業段碕 A(与薬指示，指示情報・薬剤

到義段踏}のインシデントの背景はi殺害状況 17，6%，連携

82.4%，心理的姿国 0%，B (薬溺強合員己分段階)13，9%， 

69，4丸 16.7%.C (…勤務分準俄段階)31.5%， 34.8%， 33.7九
D (与・薬実施段関)68.1%， 17.0%. 14.9%で4群苅

めた中 <.001) c 特に A.Bではi宝探i穆害が.D
状況が多かった。くをヒューマンエラーの背景は KBM
(knowledg在 b註sedmistake)ではi葱害状況21.1九
害63.2<:ふ心理的要問 15.8九 RB討 (rulebased mistake) 
17.89ふ 44.4丸 37.8%，SL (slip & lapsと)4生5%，36.7<7，ム
18.8%で3t出荷に蓬を認めた担<.01)。特に KBMおよ

びRBMの背景には連携滋害を. SLの背禁には障害状況

を多く認めたc 安インシデントの穣類はi滋害状況では他人

薬の与薬(他人議)13.0%.抜け 69.6札用法の誤り 17.49右，

5.1%， 53.2丸 41.8%，心理的要鴎は 2.3%.47.7丸
50.0%であり， 3若手需に設を認めた (P< .001)0 

状況では他人薬，抜けが，心理的要践では}司法の誤りが多

く認められた。

[考察]

内服与薬業務で発生したインシデントと背景婆慌の関連を

検討した結果，作梁段階によりインシデント発生の背禁要

因が異な f).背景要因の違いによる発生エラーやインシデ

ントの穂類の差が明確になった。者護管理者はこれらの特

畿をふまえ，各作業段階の業務内幸子，作業環境の改善.仕

事堂の適切な配分等を見護し，内線与薬システムの安全を

脅かす背景要国の排除に取り組む必要がある。

95)看護部が底療事故を走塁こしたときょ司iこ望むサボー

ト

111本君子.天聖子雅美(東京産科大学審議専門学校)

[13的i
日本看護協会では.新卒看護締の入職工年J>>、内の離職率が

全体の 8.5%に達している要問に陸療事故への不安や恐怖

があると報告している。しかし医療事故を起こしたとき

の審議締へのサポートに関する研究は少ないのが現状であ

る。本研究の説的は，看護締が医療事故を起こしたとき上

司に翠むサポートを明らかにすることである。

{研究方法i
U 対象者は.看護部長から承諾を得られた総合病i淀3施

設に勤務している看護蹄 800名とした。調査方法は，無記

名質開紙を用い質照紙の記布及び、毘収は病棟部長を通し看

護者F>で器置法とした。 2)質問紙作成では.表護締6名に

詔接し得られた結条と者護簡のi袈療事故を扱う先行文献

から内容を精選し上可に望むサポート 19項目を抽出し

研究指導教員のスーパーパイズを受け検討した乙 3)分析

は，医療事故経験の有無と臨床経綴により求めるサポー i、
項呂に遠いがあるかを単純集計した 4) 1:命線的直己癒は.

調資にあたって自発自主に協力してくれる者のみとし他人

の拒否する権利を保j憶した。また対象病院名，事故内容な

どの特定憐報はすべて匿名化し研究者以外には撮れない

ようにしたc

{結果]

回収率は 61.0%(488 

結果iえ 21.3<:ち004名)

名)が医療事故経験右りであっ

こしたとき上汚に望むサポートは私に事故後のアドバ

イスをするjを事故経験無し 85.6%(89名L
85.0% (318名)で最も多かった。臨床経験王手数 1-3
4~9 if..1O 年以上を比較すると.10年以上の看護側iがf事
故状況を夜、からじっくり聴く jを85.0%(136名)で最も多

かった。

{考察]

医療事故経験の有無に関わらず望むサポートは同様である

ことが明らかになった令者護を行う過程では，事故を詔こ

す可能性は否定できないc 事裁が怒こると患者は生命の危

機的状況になり，看護師は不安や恐怖にi揺ることが考えら

れるc 看護隠は，事故の有無に関わらず皆、者に譲先的に

どのような対応、が適切か，具体的なアドバイスがあること

で事故後にとるべき行動が理解できる。臨床経験年数 10
年以上の看護締がサポートを最も望んでいた。このこと

は，癒床経験を績んでいるから f事故は起こさないだろうJ
という過度の期持と関係している。上司は，臨j未経験の有

無に係らず留っている事や悩みを表出できるようにし

故原自の検討や対策を一緒に考える事が求められる。本研

究の臨界は.倫理面の記長室から鏑人の務報収集を最低援に

止めた為，事故の内容と望むサポートとの関連について分

析できていないことである O
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96)小児の入説環境に関する安全管理の検討

佐藤洋子，伊藤紀代(北海道大学医学部保健学科)

[目的}

小党期の事故はその成長発達上の特徴に起因し小1，¥己は健

康不健康時にかかわらず多様な事故に遊迭するc 特に入i淀
仁tは新しい環境への適応i遇税局による事故リスクが高まり，

病状によっては重大な結果を惹起するが，これらの報告は

ない。そこで.小児入説施設の事故防止対策の実態，なら

びに忠児の保護者の子供の事故に関する認識について調

交.検討した。尚，本調査における事故とは.医療行為上

の事故ではなく， 日常的に起こり得る子供ならではの苦手放

(転倒・転落，誤飲や輩怠・打撲や外傷・火傷等)を指す。

[Jj法:
1.対象:承諾が得られた 3施設の小児病棟代表看護側.

ならびに入院中の潟 1-6歳児の保護者60名。

2. 内容:1)施設の安全対策:毒事故発生状況，会入臨

時オリエンテーション，争事故j功止の病院加工夫点，など

について，各施設の代表看護部に対するインタビュー内容

した資料を分析，検討した。 2)入院患児の保護者‘

:小児病棟に入院中の満 1-6歳児の保護者に対し

入院中起こり得る放を含む独自の質問紙を作成署記布，

~!涼己名 j沼 !I叉したっ

{紡糸i
1.施設の安全対策:1)事jl次発生状況:調査前年度の総

説，]Jj事故発生状況は.A病院が転落 91'1:. B病院が転洛9
1'1二および転倒 2f'~. c病院では転落 51'1:および転倒 1件で

あったが.その{むの事故はなかった 2) 3病i涜いずれも

事故防止のための入i犯行2資料を作成していたが，保護者ーを

対象とするものが多く.小児を対象とする資料{之ビデオ・

写真など，視覚的理解を促すもので、あった。 3) 3病院い

ずれも事故防止話的で環境撃機(点滴.ベッド櫛に関する

安全使用表示c 点滴スタンド!関iの5脚化等，用具の工夫。

クッションフロア・プレイルーム等環境の工夫)を実施し

ていた。 4)事故1¥方止のために.B病院はア歳以上の患者

を対象とする転倒・転落予測ツールを使用していた。

2. 入院患、児の保護者の意識(質問紙閤収率 88.3%) 1) 

保護者のf入説仁j:1起こりやすいと考えている事故は.11立11長

21立転倒. 3位打撲・外協であった。 2)事故防止実

絡 j二の玄仔:を保護者と問答した者は. 91.5%であった。保

護者が肴護fmiに期待する事故防止策は「環境整俄を徹底し

てほししづ 60.4%.r子供の行動を注意して観察してほしいJ
10.4%であった。

{考察i
小先入院環境下では子供ならではの事故防11二をするための

さまざま対策がとられていたが，小児入院施設としての統

一的な安全基準はなく.施設の工夫に在されていることが

明らかとなったc また，保護者は事故紡11二の支任を保護者

にあると認識し看護師に求める事故防止対策は.環境整

俄が多いことが示された。このようなところから，看護舗

は.小児の病状と捉えた観察や環境整備，安全恭添の策定，

保護者ならびに小児に対する教育等.具体的な事故I;j]11この
支援が今後の課題と考えるc

97)患者異動時の看護師の意見の反挟程度と安全配慮行

動との関係

及川腕実，土屋八千代，内田倫子. 111田美由紀

(宮崎大学医学部者護学科)

uヨ的}
九ナ1'1圏内の精神i治安絡設に勤務する看護i般の，患者の異動

(入退i淀，転入・転出)a寺の意見の反映程度と安全自己慮行動

との関係を明らかにする。

{研究方法]

対象は九ナ1'1盤内の精神医療施設に勤務する看護殺のうち非

管理職であるスタッフ。 1~1化無作為様本抽出法で村i出し参
加協力の得られた施設に然記名の調資察を首e1fi0 謂ま是正良自

は.くD骨段，毒患者の異動時にとっている安全配慮行動8
項13.多所属する職場の状況について患者の異動に者護織

の意見が反映されているかで・は 5段階評価。安全

配憲行動 8項目とは. P.Bennerの技能習得に関する段階

を蒸に，戦:業人としての義務と支任感に基づく安全配慮の

範閤の攻呂(以下，有資格者項目)と，安全記患に関する

危険性の予測と回避に伴う精神の専門的知識と技術を要す

る安全配患の範罰の項自(以下，専門職攻笥)である。諦

査項目宰}と舎はクロス集計し関連性を検討。調J!t依頼のj奈

は，趣旨に泳諾できる場合に記入し無記名の強制封筒に入

れ1応対して提出するよう依頼。

[結果1
fJI~ 交票開 !I又吉1;数 1124 部(関収率 95.3%). 有効IËlI答部数

1086き1;(有効問答率 96.6%)で， うちスタップの有効回答

843名分を解析。意見の反映程f支を f充分反II!k:JI大体jと

した者は 538:g(63.8%)， IまあまあJ187名 (22.2%).r少
しJ反映されていなしリ 118名(14.0%)であった。意見の

反i決程度と安全配議行動との関係は表の通り。殆どの攻自

で意見の反映が「なLづ→ f充分jのJIInで平均値が高くな

り，子充分 r大体jと答えた者は有資格者項目 2つ，専門

職攻134っと合計で、有意に乎よ倒産が高かったc

{考察}

患者の異動に看護械の意見が反映されているという認識が

安全配癒行動に結びついている C 審議職の意見が反映され

る職場環境を整備していくことが，患者の異動時の事ム故予

防につながる。

表 患者の異動に関わる窓見の反映程度と安全配慮行動との関係

n 

2I  55.2土約 ! 56.2芝&デ.54.1土息苦 • 52.0=立G

C寄翠務者壌呂 事専門警護環器 Significant at 'p <立む5，"pく位。1
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98)椙談できる場や人の存在と精神医療擁設での自常的

な安全記躍との関係

内出倫子，二u雲八千代，及111拐 はj出美由紀

(宮崎大学涯学部審議学科)

uヨ的i
格談できる坊や人の存在が， 日常的な事故妨J1:のための安

全配にどのように影響しているか.その関係性を明らか
にするために，特に今@Hま九ナ1'1[議内の弱視i医療施設で、の調

を実施した。

{研究方法]
病i淀要覧から.題化無作為謀本抽出i去で描出した九ナH陣内

の 100床以上の精神医療施設 79施設に選EE2・プライパシー
保護等の文章説明を向封し郵送にて殻査依頼。協力.IflJ意
を得られた 29施設の1.180名の看護駿を対象lこ議室E表を

郵送し無記名・{凶器封筒で各施設一斉題担として 2005年

2月に実施。 内容は，年齢.性別.

状況，日常的な安全配E童話IIJ定項EI13渓怨(表1)等を 3ヶ

月f立の状況を目安に 5段滋の行動レベルで求め得点化。

計処理は一元龍i設分散分析を行ったc

{給条}
組J~対[j数;主計1.124 部で\有効部数l.086 き1; (有効回収率は

92.0%)のゆから，スタッフ 863名分を解析対象とした。

対象は女性 651名九年齢 は40設弐 258名(29.9%)
が最多。相談できる場や人の存在が<いつも~大体ある>

と答えたのは 494名 (57.2%). <少し~ない>は 160名
08.5%)。日常安全記議事項は f薬物線実投与 4.9(会)

0.5点が最高で，問委場人間関係カンファレンスjが抵かっ
たc 相談できる場や人の寄夜と日常安全配援事項との関係

では.表 1に示したように 11項目で有意なままがあ江総談
できる場や人の存在があると苓えた者は技場人情j関係j

おかった。

[考察}
に相談できる場や人の存在があるとした者が約6

を占め， 日常的な安全配嬉:事項の多くに影響しており，相
談できる場や人の存夜がある者ほど安全記患ができてい

た。以上から，日常的な安全配惑においては験場の人間関

係や環境の重要性が示唆さ?れたc

まミI 総談できる主義や人の存主主と日'常安全配慮事項との関係

下くOJ)j

99)九州盟内の精神悪撞施設iこおける安全配藤行動

~事按前・中・後の対応~

土建八千代，内田倫子，及JlI崩実， 111 

(宮崎大学医学部者護学科)

{自治]
九ナH器内の精神挺療路設において事故発生前・ iこド・後にお

ける者護部の安全配長室行動及び殺佼・所属による遠いを明

らかlこするc

i方法}
対象は九ナ11器内の精神医療施設の病棟に勤務する

研究趣設に向;訟を~1j，た 29 施設 1180 名。表 1 の 16 項目に
ついてこの 1年伎の関で該当する行動レベルを，いつもし

ているからしていないの 5段階評価。燕記名で個別封i誌で
…括返送とした令事故とはインシデントレベル2
経度・一過性で処援を婆せず，観察強化 V/Sの軽!支変化

確認検査の必婆性が生じた)以上と定義。分析は単純集計
-所属部 (241待能開放病棟.日中部分毘放病隷.関

比較は S%有水準で Kruskal恨アallis検定c

{結果}
i滋収は 1083吉11(有効関奴率 91.8%)0会項iヨで平均値4点

~j、上.最高は?業務は常に確認しながら実施j が 4.66 (土

0.53)点 i詰{誌は f緊急時の応援体ililJの苦手前縫認jが 4.13
(会 0.88)点であったむ戦伎はスタップ 861名，主{壬・割自ffi
iミ120名，部長92名で銭{立が潟くなるほど王子均}q立伎が有

くなるのは f緊急、持の応援体制Jf)患者同士の人関関
ま検後候のチェック発生時の報器j

と総合計であった (p< 0.01) 0 特にスタッフと締長及び

-副部長と締長との1mに有意差が認められたむ所属別

では開放病棟 102名，部分j葬j放病棟 313名，開銀病棟 626
名であり，有慈悲が認められたのは片手段を教科としての
カンファレンスのi完封のみであった (p< 0.05) 
[考察}
今留の対象施設では.事故予防から対r.i5、に00して平均4点
以上であり.病棟による差も少なかったことから，会毅的

に安全記癒への対応レベルは高いと設えるc

ある伺i:liミは有意に高い。今後は実際の事故発生件数との関
連の検誌が必要と

表1 誉主故発~前・発生時・発生後iこ関する事項 (n 1083) 
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100)行動制強iこ関する研修会受講と安全配慮行動の関

係

山由美由紀，土産八千代，内田倫子.及JIIRJl実
(宮崎大学医学部看護学科)

{自的}

精神涯療における行動制限に関する研修会の受講と行動制

限時(隔離・拘束)の安全配議行動の関係について明らか

にする。

{研究方法]

対象者:九州揺内にある精神援療施設に勤務している

税者。調査綴間:2005年2月。調査方法.層化無作為抽出

した 79施設へ調査協力を依頼し参加表明のあった 29施

設.1.180名へ調変禁を配布c 環自は〈討議{立.孝行動ililJI浪時

の安全自己!議事項目項目(表1参照)，芝f行動制E良に関する

研修会の受講の機会(以下， r研修の機会Jと絡す)につい

て5段段(いつもしている 5点~していない 1点)で朗容

を求めた乞分析方法:統計プログラム HALiえTINを使用し

5%有志;水準で、主と舎のクロス集計を行った。対象者に研

究恕皆.調査諜は自的以外には使用しないこと，偶人・所

属施設が特定されないことを文書ーにで説明し調査察は各

自で倒7JIJt-j筒に入れ密部することを依頼し回収した。

{結果]
職i立が明確で、あった1.076名中スタップ 817名 (75.9%)を

解析対象とした。 研修の機会がある群は 553名 (67.7%).
研修の機会がまあまあある群は 147名 08.0%)，研修の機

会がない~l午は 117 名 04.3%) であった。研修の機会別に比
較すると表 1のように f保護主の危険物・物品の管理J(p 
< 0.05). r謀議窓の衛生源jの配慮 rri竹lt.身体的な 2i欠障

害を予測した観察J(p < 0.01)， r行動Ijjlj臨時の必袈性・方

法についての検討Jr上記8で検討した内容と経過の記録j
f患者への説明と受け止め方への記惑jゆく 0.001)で、研修
の受講機会がある群が有意に高値であった。

[考察i
法競走を遵守する項目にi認して研修の受講機会の有無に有

意義はなく，アセスメント項Bに関して研修の受講機会の

有無に有意差があったことから，研修会は看護蹄のアセス

メント能力の向上の一助になっていると考えられるc

表l 研修会受講の機会と行動制限に関する安全配慮行動の関係

立l自

2 'j治滋グ行動語i

" ;i去i立訪問 毒液務 fj1、m終予の!/l議;
'-' i nぷへ記録三五議 i 

s本分・食事・ tir.1長・襲警護主等の身体労務 4 

Sign除去ntatヲ<0.05，綿p<O.Ol;悌p<O∞l

156 

4，6土O，i 4，5土0，8

4‘4=1.0 ， 4，3=1.2 

4，50と0.7

4.2=0.9 
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101)癌床審議師の膝関節痛!こ龍ずる実態調査

境問容子，泉キヨ子，王子松知子

(金沢大学大学院援学系研究科保健学専攻)

{目的]

看護繭業務は腰痛やi接関節痛に関与している可能性がある

が，看護締の!接関節痛に関する先行研究はほとんど見当た

らないc そこで今閣は，特定機能病院に勤務する者護婦の

膝関節痛にi認する実態を暁らかにすることを民的とした。

{研究方法}

1.対象:1特定機能病i淀{約 800床)に勤務している

護締約 470名会そのうち同意を符られた 410名中，記入議

れなどを徐いた 386名(有効関答率 94.1の回答を

したコ内訳は女性 374名 (96.9%).男性 12名 (3.1%)であ

り，平均年齢33.8土 10.4歳であったc

2.方法:自作の無記名自記式質出紙を沼いた。認資内容

は. )擦潟節痛の有無・頻度・原思表護業務への影響，治

・瓶薬の有無，生活上の工夫等であったや分析には

SPSS ver.l4.0 for Windowsを尽い.年代j渇の比較では x2 
検定を行ったむ

3.識変期間:2005年 12月1日~何年 12fJ 18 8 
4. 倫理的記蕗:対象は研究への関意を得られた者とし

結果は個人が特定されないよう記長室した。

{結果i
1. n奈掲宣言綴あり若手の概要:)臨時節菰を存する

386名中 71名であり，対象者金泳の 18.4%をおめでいた。

内訳は女性 70名 (98.6%λ 男性 1名であり，平均

38.9土 11.4歳であっ

2.年代関の辻絞:I漆関熊楠あり鮮が対象者全体に占める

割合を年代fHlで比較したところ，割合は 20代. 30代と年

代が潟くなるにつれて有意に高くなっており.50 代以上で

は40%に膝関錨痛が見られた。

3.線開宣言痛の頻度・際関:頻度は.苦年に 2. 3毘 26名

(36.6%).妻月に 2. 3 [沼 26名 (36.6%)，を週に 2. 3閤

12名 06.肝心会勾:臼 7名 (9.9%)であったっ原健は，

分からない 41名 (57.8%)，乏外務7名 (9.9%).多変形性

膝関節疲ア名 (9.9%)の顕であったc

4.看護業務への影響:岳会くない指名 (50.7%).安とき

どきある 31名は3.7%)，会よくある 3名付.2%)の頼に多

く，膝関節痛を感じる具体的な審議業務(複数国答可)に

ついては，移乗介助 21名 (60.0ぬλ移動介助 18名 (51.4%). 
移送介助 15名 (42.9%)の鍛に多かった。

5. I膝関鮪痛への対処:!接掲節痛に対し治療・服薬の経

験がある者は 22名 (31.0%)であり.生活上の工夫を行っ

ている者は 31名 (43.7%)であったc

{考察]今践の調査から，全体の約2割が!接関節痛を有して

おり，年代が潟くなるにつれてその割合が高くなっている

ことが明らかになったc 今後は，環境要閣などの様々な臨

も含め，詳紹な検討を行う必要がある。

102)精神科巻譲師の喫煙実態

河南あゆみ.久保陽子，永松有紀，竹山ゆみ子，

!日本手IJ恵子ー金ul正予.村瀬二!二審

(産業医科大学寵業保健学部審議学科)

[13的}
審議鶴の喫d挫率は 25.7%(200l1f.)と高く，一段女性の 2
倍以上である G 特に精神科看護部の喫燦率が高いため，本

研究では精神科審議締の喫煙の実態を明らかにすることを

自的とする。

{方法i
1.対象:北部九州・中国地方の精神科者護締 234名 2. 
調査j器開:2005年 12月-2006年1月 3.調査方法:

神科看護街jの喫煙突態に関する費関紙調資を行った。 4.

分析方法:解析は SPSSfor・Windows12.0Jを用いて分析し

た。 5.倫理的配慮:本学倫理委員会で承認を得た上で，

対象者に文書で研究の主旨を説明し自由意志による参加

を保離して郵送法で回収したc

{紡糸1
1.対象者の属性:女性 154名 (65.8%λ 男性 80名

(3生29'o九平均年齢 39.27会 11.8議c 事jjj争l'科勤務年数の王子

均は 8.02土 6.5年であった。

2.鞍様率:I契機率は女性 20.8%.男性 67.5%であり，男

性が有意に高かったっ女性の年代期喫煙状況は 20ft 
25.8%. 30代42.9%と上昇が見られ，男性の年代間喫煙状

況は 20代から 40ftが60%を越える総泉であっ

3.職場の禁嬢・分樫対策の現状:禁壊・分煙対策がある

とした人は 80.8%であり. 78.6%が禁煙・分様は守られて

いるとしていた。禁熔支援リーダー研修会に参加した人が

にいる人は 10.3%であった。看護隔の指定喫煙場所が

有りの人は 61.5%.喫滋場所は 77.4%が箆外としていた0

4.嘆嬢者の特徴:喫燦jお始時期は

前であり，裂j穫は 43%が友人の喫煙であったっ

高まる時は，イライラした持 57%.気分転換をしたい時

60.5%.飲i濁持 46.5%であった。 喫煙本数は勤務前に 1-
3本の人が多く，勤務後は 10本以上の入が多かっ

5.現主喫婚者，過去喫鰻者，非喫煙者の喫機状況に対す

る認識:自分の潟閣に顎煙者が多いと思う人は 80%.精神

科審議郎の喫煙家が高いと思う人は 65%であり. 3者の鵠

なかっ

{考察]

日本の男性喫壊率46.8%.女性 11.3%(2003年)と比較す

ると，本調査の喫煙率は努女共に高く，特に男性の 20代

-40 ftが潟いこと，また女性の年投開喫煙状況において

20代から 30代に上昇が見られたことが特銭的である。喫

煙状況は勤務後に喫煙本数が増加しており，喫煙態望が高

まるのはイライラを抑えたり気分転換が必要な持という結

果から，ストレスと喫様の関連が示された。

分燦対策は8舗がとられていたが，禁'壊支援1)ーダー研修

会は 1言語しか認知されておらず，今後の啓蒙活動や職場全

体での禁煙に対する取り組みが必要であると考えるc
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103)女性看護舗の定型の実態調査

鹿子木和党(菊池病i淀)

飯盛光業(九州大学病院)

はj主主素子(翠マリア学院大学)

鳥田逮生(大分大学箆学部者護学科)

[!ヨ的i
1990 年代前半，ナースサンダルの器用により生じる足の終

痛や疲労が注告された。現在のナースサンダル・シューズ

は活動性や安全性も考播:され，多様化している。しかし

近年における者護部の足の終痛や疲労に関する報告はな

く，足の形態的特椴との関連を譲受した研究もない。本研

究は女't主著設r.tliの足の熔痛や疲労に影響する形態的出子を

検討する。

{方法i
型測定器 rFootGrapher J (ASAHI corporation. J apan) 

をJIJいて女性看護締 104名の足型(国)を測定し外皮母

ぬ1:.鈎足.議平足および浮き指の発生率を調査した。さら

に足の終痛と疲労に関連する足の形態的因子を検討するた

めにロジスティック留婦分析を行った。倫理的配慮とし

て，対象者に書:街と口頭で研究の主皆とデータは本研究以

外に使用しないこと.さらにいつでも辞退は可龍であるこ

とを説明し河立くを得られた者を対象とした令

お15来}
1.勤務中に着用している靴は.ナースシューズ 67名

スニーカー 31名 (29.8%).ナースサンダル 3名

(2.9%)であった 2

2. Ji.!..言r;の柊痛は 40名 (38.5%).疲労は 46名 (44.2%)に

認められたο

3. 外反母校中等皮は 12名m.5?o).鈎足は 10名(9.6%).
扇王子足は 9名 (8.7%).第5指の浮き指は 52名 (50.0%)に

認められた。左足の第 5指の浮き指がj誌の終痛に有意に

(p 0.04)関連し右足の第5指の浮き指が足の疲労に有

意に (p= 0.03)関連していた。

{考察および結論]

看護部の足の終痛と疲労の発生率は.1叩99卯O主年F
約 3却0%減少していたC しかし足の形態的特徴は約 7割に

認められ，特に足の終痛や疲労に影響する第S指の浮き指

の予i坊と改善は重要である G

区1Foot Graoherで撮影したJE:t~~

104)深筏勤務部の復隈!こ影響を与える因子

藤W~f功子，木内佳織(箕面市立病院)

森橋記子(箕阪市健康福祉健康増進課)

LLJ [司一朗(臨床研究支援センター)

羽EB誠子{箕面市立病説)

{沼的}

交等制勤務に従事する者にとって，夜勤は生活のリズムを

かく乱する要時となりうる。そのため肴護自i!iは，特に深夜

勤務に従事する前の体調管潔に苦慰しているC その手段と

して最も筒使で効来的とされているのが仮眠である。とは

いえ.その仮般の質の良否は様々な要閣によって影響を受

けるというのも事実である。そこで今関.深夜勤前の仮u誌

の貿に影響を与える由子について.多次元的な解析を試み

たので報告したい。

{対象と方法]

大阪府内某市立病院の看護師 24人に対して，ライフコー

ダ-EX(審(絞売元:株式会社スズケン)を使用して，深夜

勤務部の日中の活動翠:を測定すると時時に，記述式の調査

を行つたO 言誘謂貫周j査;はま仮眠前.後に分lけ?て実施し {仮反則u限j波足前調至変王
票に{は土 P到itれtsぬbur江l
グi鰭涯劉i奴i沢民質 i開在潟]2菜~) とStat泌ε悶Tr陀呂t犯eAnxiety Inv巴nt印orη3ア:氾STAI口(;状i伏犬
態一特性弓不之安検査)を. また仮u民後調交諜には St.Marry's 

Hospital Sleep Questionnaire; SMH (セントマリー病説睡

眠質問是正主引を硲り込んだ。調まを期1mは.2005年8丹から

2005年 11月までであった。なお，本研究の実施に先立ち.

対象者には研究の趣旨説明を行い協力の同意を得た。集計

処理:土 SPSSfor・Windov.;s1O.0Jを用いたc

か在来と考察]

1.対象者の基本属性:性別は，持 1人.女 23人の合計24

入で、あ;九年齢は 24裁から 46歳に分布し.その中央値は

33.3歳であったc また，勤続年数は 2.5年から 20.5年に分

布しその中央値は 10.8年であったc

2.重回帰分析の結果:rSMH得点(深夜勤務前の仮眠の

貿)Jを日的変数. r勤続年数Jr所属病棟年数Jr主任であ

ることJr年齢Jr性7JiJJr深夜勤務前の1I主u民環境Jr性周期」

「状態不安得点特性不安得点就床から入11民までの持関J
「覚醒から起床までの時間JrlD，J5tミしていた時間Jr途中党離
後の再入11民の間難さJr薬の服用Jr総消費量Jr運動量Jr歩

数Jr活動時間Jr退去 lか月の主観的n制限Jr入限罰難Jrr援

u良時間Jrl陸線率Jrl注目民 rm張u氏不足JrpSQI総得点j

を説明変数として stepwisei去による重郎帰分析を行っ

た。有意な説明変数として採択されたのは「就床から入u民

までの時間 (s= .780. p=.OOO) J r主f壬であること (s

口 .524.p=.006) J r勤続年数 (s= .356. p口 .036)Jであっ

た。この有意な変数のうち，介入的に変イとしうるものはf就
寝から入flRまでの時間」のみであり，それをいかに短くす

るかが仮阪の質を上げる要国であることが示唆された。
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105)深夜業務後の審議鰐に対するリフレクソEジー施

術の生体!こ及!ます影欝

早川有紀(北里大学大学説看護学研究科)

山本昇(北里大学看護学部)

[13的}

補完・代替療法のーっとして泣寵づけられている 1)フレク

ソロジー(リフレ)は， r殺しjの技術としても活用が期待

されるが，その明確な科学的絞拠は報告されていないG 今

時，身体的・精神的にストレスがかかりやすい深夜業務後

の看護締を対象に. リフレ施術が生体に及:ます影響につい

て客鋭的指擦を用いて検討したc

{研究方法]

本研究:え北里大学審議学部倫理委員会により承認され，

同意が得られた審議締 9名(男性4名，女性 5名，年齢

26.8会 2.7議)を対象とし深夜業務終了日の午前中に実

擁したっ 10分間の臥床安静後， 1)フレを 45分間実擁し

その後 60分間の臥床を挺した.1 ~2 :ì昼間の間際を目安
に， 1人につき 8間以上継続して実施したc 生理学的指擦

として，述続的に測定した R-R問揺より，心拍数(HR)
と心拍変動解析による説交感神経活動指棲(HF)と交惑やt

経活動指標 (LFi日引を求めたc 生化学的指擦として，安

静除リフレ終了時， 1)フレ終了 60分後(鉱床終了時)の

i綾液中アミラーゼ活性とコルチゾール議!支を測定した。 時

i潟経過に伴う変fとは， Friedman検定後， Wilcoxonの符号

付!綴f立検定を行った。

i結果i
HR (n==5Uは，リブレ開始時分後から鉄床終了時まで安

静持より減少した状態を維持していた (p< 0.01)0 安静

時の HF依が相対的に{丘いものや LFiHF1ffiが相対的

いものは， 1)フレ実施に伴い HFの上昇や LFiHFが減少

する傾向が示され，安静持の HF僚が相対的に高いものや

LFiHF1底が栂対的に鮭いものは.リフレ実施に{半い HF
の減少や LFiHFが上昇する傾向が示された。また

持の LFíHF 僚が HF~直を上回る苦手 (n==15) では， HFIまり
フレ開始 15分後から鉄床終了時まで安静持より上昇した

状態、を維持しゅく 0.01).LF iHFは1)フレ開始 15分後か

ら旬、床終了時まで安静持より減少した状態を維持していた

(p < O.OU。唾議中コルチゾール濃度は，拶、床終了時に安

静i待より減少した (p< 0.01)が，偶人差があった。

{考察]
深夜業務後の看護蹄に対するリフレ施衡は，心拍数の減少

をもたらしたc 安静持の状態によりリフレ実施に伴う自律

神経活動への影響は異なり，安静時において磁交感神経活

動が抑制され，交感神経活動が充進した状態であるものに

対して{久留j交感神経活動の充進，交感神経活動の抑制と

いうリラクゼーション皮応をもたらすことが鴇らかとなっ

たc 継続してリフレを実絡したが，その影響は示されな

かった。対象者の勤務シフトにより，実施関舗が一定に行

えなかったことによるものであると考えられる。生化学的

指標は，サンプル数を増やし指擦の有効性をさらに検許

していく必要性がある
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106) Incentive Spirometryを使用した術前呼版訓練の

現状調査(第1報)

岩丹すみ江行部美，月ifi挙好美.池田菜々子

(飯悶女子短期大学看護学科)

[13的}
1ncentive Spirometry (以下， ISとu治す)とはトリフローヨ

等の呼吸訪11隷器具の総称であり，関手術期にはおを使用

した前線が多く行なわれている o IS は一定の誇11線期間が

必要と言われているが，訓練期間やその使用法に疑問が

あった。今既誌を使用した術前呼吸訓練について調査

し周手術期における呼吸訓練の課題について示唆を得る

ことを目的とする。

{研究方法]

全@Jの 100床以上で、外科系病棟を持った 650施設を無作為

抽出し研究者らが作成した笠間紙による郵送調査を行っ

たc 問答は者護締が行ない，自記式無記名式で，書留で倫

理的記惑を明示し返信をもって関意とし単純集計を行

なったc

{結果}

49，2%，有効問答率 96，3%(n=308)'基本的属性は，

施設病床数330.84(SDl92，36)，病棟病床数 50，89(SDlO，64)， 

患者平均年齢 66，09(SD8，36)，争I:j前王子均臼数 3.94(SD2.3) 

であった。 91.6%の施設が術前に何らかの呼吸訓練を行

なっていると問答しどのような訓練かの問いでは， ISを

使用している施設が 94.3%と最多で¥次いで禁煙指

65.7%，深呼吸の指導 61.8%であった。 呼吸訓練の対象患

者は 84%の施設で基添があり.その恭添の内訳として麻

酔の筏頬が 88.7%で一番多く.次いでJliIi機能検交結果の

33.9%であったG 誌の指導は 97.0%の施設において看護r.ili
が行なっていた。患者指導を行なう初回の場は 95.9%が病

棟で指導しており，そのi祭はマニュアルで説明していると

回答した施設が 57.8%，次いでで、その他の l叩0.4%でで、あつたc

その他の閤答でで、lは土口頭でで、説明するという記述が多かつた。

説明マニユアルの仁中ドにlは土え'

点が8剖0%以上の施設でで、含まれていたが.“中止する基準"

は， 10%の施設にとどまった合術前訓練効来の確認は器具

の日織りの変化で詳細をすると答えた施設が 92.7%であっ

た。術後呼吸訓練はネブライザ一等を使用した気道クリー

ニング法が 62，5%，深呼吸法 58.3%と続き， ISは 5f立の

30.4%であった。術後11乎i汲訓練の評fr延は 62.2%の施設がし

ていないと問答し定期的に調査しているは 10.8%であっ

たむ

{考察}
多くの施設において術前呼吸訓練におをしていることが

分かつたが，術前半均日数や，初!目指導が病棟であること

等から十分なWJ問が確保されておらず有効活用されていな

い可能性が高いと推測された。訓練を行なう対象患者につ

いても，倒々のリスクを査定して行なう必要があか術後

のISの活用法や， ISを含めた潟手術期呼吸訓練の詳細，

指導方法など検討していく必要がある合

1 07) Incentive Spirometryを使用した備前呼吸訓練の

現状調査(第2報)

一自由記載の分析かう考える諜題一

j也賠菜々ニ子，岩丹すみ江，所i事好美，吉行部美

(飯田女子銀期大学看護学科)

{臼的l
Incentive Spirometry (以下， ISと略)とはトリフロー IIな
どの呼吸測線総兵の総称であるが，一般に術前呼吸訓練の
ーっとしておを佼刑した訓練が行なわれている。しかし
入院期間の綬縞に伴って十分な呼吸訓練期間が磁保できて
いないように感じ効果的に行われているか疑問が生じた。
そこで，誌を使潟した術前呼吸訓練の現状調査に1絞り総
み， )諸手術期におけるおの諜怒と今後の活用について示
唆を得ることをお的とする。
[研究方法]
全国の 100床以上で外科系病棟を持った 650施設を無作為
に抽出し研究者らが作成した質問紙で、郵送部査を行った。
織委若葉の閥答は看護締が行ない， 長i記式11を記名式で :;;1下回
でf命理的配慮を明記し返信をもって間意とした。自由記載
で得た問答を意味が通る最小の文脈に区切り 340文を抽出
し次に類似の文立!誌をグループ化しカテゴリーに分類した。
お古来}
関I1又率 49.2%.有効閲答率 96.39らであった。分析の給条，
10のカテゴリーと 27のサブカテゴリーが生成された(表
1参照)。

[考察}
看護郎は<呼吸訓練JYJWJが短い>と感じており{呼吸誇11線
には期間が必姿}だと考えていた。 ISの術後筋合1Jj:疲予防
については<効米ゐがあると考えている>の記述が少ない一
方で<有効で1:に疑問がある><青1'1d日がi臨床なまま継続して
いる>が多く.効よ誌を実感しないまま疑問jを持ちつつ行っ
ている現状が読み取れた。また.ISを使用することに対し
<効糸がみえEI僚を持ち励みになる>と考える一方で¥<併
斤jして行っている><誌を使用するよりも効来がある>
からは.術後JJiIj合併症予防の包括的な看護には他の手法も
必要だと考えているということが推測された。臨床の現場
では<怠者にあった器兵の選択をする><指導に差がある>
<入院誌なから訓練が必要>などが今後の課題だと感じてお
り，これらのことから容観的な評価やエピデンスの議絞の
必要性が示唆された。

君主カテゴリー・サブカテゴリ一一党

{カテゴリー くサブカテゴワー>記述数
一一

;綴後続合併疲予防のJfi誕iみを明確lこする 1 11 
絞首守の，[1.者教育の言主税， I心構えが怒者にできる

;fg露1関係がt~まる
jEif.誌をf<1!JTlすることは綴後合併殺の予防になる

j効*がみえ院擦をもって励みになる

j4告後幸運絞することで効染があるi鰍総合慨は似
効来があると翠えている

;員千{蕊が緩絞なまま縫豪遊している

8有効性に疑問がある

呼吸機能の変化で宇u紛している

拝H絞ま滋で*Ill努している

15をf告別するよ守も毅1，来がある

終mして行なっている

怒者{潔々を考察して行っている

リスクが潟いと怒われる怨者;ニルーチン:こ行う i 
必姿殺の商い芸者約者

.[~者 iこ合ったi出}J1.を遂4記する

ISの3主義

子{之容量かな完b来

効*~判定のお絞

IS f~吏郊の潔芝草

指導上の二票総

お
一
日
一

2
一約一
H
U

話11宗主にはJVH母が必姿
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108)人工関節欝換請における指蔀皮露消毒の検証一術

前準備にある患者の苦構軽減!こ舟けて一

(JAJ妓卒厚生連東議厚生病院)

井口弘子(中部大学生命健康科学研究所)

[目的]

人工膝・股関節霞換術当日に行われている術前滅菌培拭・

皮膚消毒は，患者に身体的・精神的苦痛を与えていると共

に看護隔にとっても，時間を有する術前処読であることが

開題となっている。そこで術前滅醤清拭・皮膚消毒後の縮

議繁殖状態を測定し処援の必要性についての検証を行っ

たので報告する。

{方法i
f挙実験研究j去を用い，平成 16 年 3 丹 ~8 月に実施したc

1 :対象-T施設入院中で人工骨頚・藤・投鰐節置換

術予定者 11名 (76.2会 11.6殺人 T施設の術前滅菌清拭・

皮;議議毒プロトコル O.処霞 1時総前に入浴. 2.滅菌

i奇拭およびi厚長関読ま衣着用.3. ~或醤布(大)を敷いたストレッ

チャーへ移動.4.怠肢の消毒 5.滅菌布で患肢を被覆，

6.全身を滅菌布(大)にて被覆. 7.手術室への殿送:

処置実擁者は滅菌ガウン器用にて実施)に従い処置を実施。

全対象に，争処i註直後の病家にて，若乙!爵切開予想部設とさ

れる 10%ポピヨンヨードにて消惑をした葱肢と法畿をし

ていない縫紋の尚一部{立に SCLDP寒天培地を押し付け

した。老手術室移送後.減益言布をi徐去し上記と向綴

の部{立に SCLDP寒天培地を押し付け培養した。実験2:
対象-T施設入院中で状態により術前滅菌諮拭が実施で

きない人工骨頚置換予定者4名。認すがJ滅議j青拭を実施せ

ず.病家にて手術予定書li投lOXlOcmを10%ボピヨンヨー

ドにて出場。 SCLDP 寒天培地を押しf~ け培養した。縮菌

培養は. SCLDP寒天培地を用い. 35tで招待問培養後，

議s菌数を計j目立調11菌同定検査も実施したG 分析は，

SPSSll.Oを用い，細菌数を t検定にて分析した。なお患者

および家族に，研究目的，在意参加，澄名性の保証等につ

いて説明し同意を得て実擁した。

[結来}

1の結果として患者 11名のうち 9名l丸出惑をした

患肢からの細菌は検出されなかった。患肢，健肢ともに病

手術家移送後における細菌数に有意差は認められな

かった。患肢と健紋の比較{主宰錦室:?詰ミ善意!設1.1土 3.3.
未消毒健肢 79.1土 68.3(P=0.004). 手術室:消毒患肢 3.6
土11.4.未消毒健鼓 63.4土87.8(P=0.05)となり

認めた。実験2の結果は，対象者4名のうち 3名には翻菌

は検出されなかったc また，実験1・2の患肢消毒後の綿

頭数の比較において有意差は認めなかった。

{考察]

実験 1より. v威薦i青拭をしているにも関わらず常在欝は

残っており，滅菌h青拭の効果はないことが示された。また

術前皮綴消毒=後は，滅菌清拭の有無に関わらず，議s頭数は

ほぼOとなり，手術家における直前の出議のみで十分な滅

欝効果があることが示唆された。術直言患者の負担となる，

滅韻清拭・皮!爵協議の処議簡略化の可能性が示された。

109)描後深部静眠血詮症予坊と患者の苦痛緩和への看

護介入に関する予犠的研究

益由美津美(J領天堂大学)

{目的}

術後の深部静紙j奴桧疲 (DVT)・姉血栓塞桧疲 (PTE)につ

いて，わが罰でもようやく予防ガイドラインが作成され，

それに伴い DVT.PTEに関する産学的報告が増えつつあ

るC しかしその予訪が患者に苦療を与えることもあり，

患者の苦痛を緩和する者護介入会有効に行えるための基準

は明確になっていないc そこで. DVT予防に有効とされ

ている間欠的空気在迫装震(IPC).弾殻ストッキングほお

の使用とそれに伴う患者の苦痛に対して効来的な審議介入

を行っていくために，本年度は健常者にて IPC.ESの使用

と終了後の変化を検証することとしたc

{方法}

DVT予防ガイドライン中の危険因子とされる提満，下肢

静Ili長禰等を有する者を除外した首都額の大学及び関連施設

で40歳以上 60歳未謁の 3名を対象とした。対象者には，

倫理的自己惑として研究の趣旨を説明し参加の自由，途中中

訴による不利益がないことを文章と口頭で説明し承諾を得

た。実験内容:1対象者につき安静初、床にて 15分経過

後足寄きli.排腹部. )擦で音15の問題径を計isU.超昔波装置に

て膝潟静鼠の鼠流速度をmu定し恭準値とする。その 5分

後，日分後.30分後.45分後.60分後で同様に控の計測，

血流速震の測定を行う群入会 A~洋と同様に基準{疫を

測定後.ICPを装着し 30分経過後除去するc その直後. 5 
分後と A若手と同議の時点で授の計測，鼠流速度の泌定を

行う (B群人妻A若手と問機に恭準値をiRU定後. E Sを

務し 30分緩i最後除去する C そのi哀後 5分後と A群と悶

;撲の時点で径の討iJl正取流速授の測定を行う (C群九

{給条]

対象者の属性は男性 1名，女性 2名，王子均年齢は 45.33
(SD5.6歳)琴平均 Blv11は21.6(SD1.4%)であったc 足苦間

関経は B群で装蓑後減少し 15分後に減少のピークとな

り，その後間復傾向を示したが.60分後でも計測値に減少

がみられた。 C群でも減少していた令排捜部周溜筏は被験

者間で異なるがB若手.C群で計isUfI直に減少がみられたっ底

流速度は B群.C務で装着Iやは大きく上昇し徐去後は減少

するが.変化のパターンは被験者毎に異なっていた。

{考察i
下技騒騒は浮騒と静探霊安滞を意味し血流障害の存夜を

す鍛候の一つである。 ICP.ESの使fflは下設周囲設の浮

麗・静眠謬i請の軽減を{足すと考えられ. DVT予紡に有効

であることはすでに検証されている。今回 ICP.ESの除

去直後から鼠流速度は減少したことから，術後の安静期間

中に ICP'ESを外すことは DVT発疲につながることが示

唆されるc しかし変化のパターンは被験者向で異なって

おり，現時点で判定するには母集盟が少なすぎるため，今

後対象者を増やし検証していく必要がある。

(王子成 17 18年度科学研究費補助金若手研究部)17791655) 
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110) ICU における外科衝後患者のディストレスとコー

ピンク‘の特徴

佐野菜緒子(地域医療支援病院北見赤十写病院)

河原凶栄子，長谷部佳子

(日本赤十字北海道看護大学大学院)

{目的1
ICむにおける外科術後患者のディストレスとコーピング

の概念枠組みを作成しその関係を明らかにする C

{方法;

研究デザインは質的記述的研究で¥データ収集方法は参加

観察法と学構成的認接法を適用した。倫理的配感として.

研究協力者へ文章を用いて研究の主設や方法，プライパ

シー・緩和の擁護などについて説明し間意を得たC 対象は，

A 病院で消化器外科開腹手術を受け，静脈留置カテーテ

ル・授業マスク.Jfu行動態モニタリング袋震・勝脱留置カ

テ…テル・持管カテーテル・}-"レーンを挿入し宇野直後か

ら術後 1日目まで ICUに入室した，病名告知を受けてい

る47-75歳(王子均年齢65.7歳，襟準偏差 7.2)までの.男

性 15名，女性5名であった。

[結:#~J
符られたデータからディストレスとコーピングと判断でき

る内容をコードイとすると. 518のディストレスと 532の

コーピングが確認できた。これらの内容を，向貿と判断で

きるものをグループfとすると. 96のディストレスと 97の

コーピングが明らかになった2 それらをネーミング化し下

位概念とした。これらのディストレスの下位概念を類似原

出別にグループイとすると，誌のグル…ブに類別fとできこれ

らをディストレスの上段概念とした。それは不安j，

痛j. 不11民j. r不快j. r不満j. r 1~qrf}J .動作の妨げj. r病
人意識j，r違和感j，r嫌悪感J.r恐怖j，r遠癒j. r歯がゆ

さj，r道:弔心J.r生活習'損の不全j，r飲食への渇理」であ

る。持;憾に，コーピングの下位概念を類似原器別にグルー

プイとすると.17のグループに類別化できこれらをコーピン

グの上位概念とした。これは. r不確かな事象を把握しよ

うと行動するj，r受け入れるj. r我'慢するJ.r不安を軽減

するために意気込むj，r不安を軽減するために行動するj，

f薬剤に頼るj，r身体的苦痛を和らげる行動をとるふ ru民れ
るように努力するム f不'I~とから逃れる行動をとる j ， r不i拾
を軽減するために行動するj，子i夫い体動・動作への努力j.

f恐怖から逃れる行動をとるJ.D主題するj. 歯がゆさを和

らげる行動をとるjの跨題志向的対処形式と.r回避するj.

r :tl~否(jg な感'院を持つJ. r祈願するjの情動志向的対処形式，
17のコーピング様式に分類された。ディストレスに対

してコーピングが活用され，それらは連動している関係に

あった。

{考察i
ディストレスの特畿を把握することで¥看護問題の原由・

誘留が明らかとなり，そこにケアすることで個人の持つ

コーピングを強化すことができー症状を緩和・軽減・除去ー

することが可能となる。これは毒患者の心理揺を考悲した

ケアの提供につながり.合併痕を二子i訪することで術後関復

を促進すると考えられるc

1 1 1)脳卒中で片麻癌をきたした患者の患い~発症3日

呂か52遇簡の発言内容の分析~

rl引11賀子，間村綾子.m原多香子，桑村由美，近藤硲子

(徳、島大学医学部保健学科)

[ 1=1誌な}
脳卒中で片蘇部をきたした患者の発症後3日から 2週間の
思いを患者の発言から内容分析し今後の委設の一助とす
る。

{研究方法}
対象:2005年4月-2006年2月までに A病院の SCU及
び脳神経系病棟に入院した脳卒中の患者である C 片麻若手が
あるものの意識レベルが清A 明で失語症のない 8名の患者を
対象とした。平均年齢56.3歳 (SDlO.3)で，性別は男性6
名と女性2名.疾患は脳梗塞6名と脇出lIIl2名.左右の片
麻縛の百りでは右5名と左3名であったc 訪室特に患者に現
在の思いを尋ねた。その発言内容を逐語録として記録し
た。分析は. 1文案 1内容の文を 1つの記録単位とした。
この記銭単伎で内容の類似毎に集め，分類・抽象fとしカテ
ゴリ -1としたc カテゴリーイヒの信頼性はスコットの式によ
り算出し 87.9%であった。倫理的記感:本研究は徳島大
学病続臨床研究倫理審安委員会にて永認を受けて実施し
た。対象者及び家族には研究の説明を行い，自由意志での
参加を保証し向意を文i!?で得た。

{結果]
ベッドサイドでの患者の思いは 83コードが抽出できた。
このコードはおのサブカテゴリーとアカテゴリーに分類
できた(表 1) 0 多かったカテゴリーは麻締の出現
による !](I惑(サブカテゴリ… 30件 以下カッコ内はサブ
カテゴリー数)麻時が開設して欲しいという希望と
そのための努力 (25件ばであった。

{考察]
今犯!の結果からIJi5i21，r!tで'I"CI例年をきたした発症後3日から
2週間iの意識明i授の患者は十麻捧の出現による困惑jと
お蒜絡が間後して欲しいという希望とそのための努力jの
思いが多くを占めている。者護締はこれらの患者の患いを
理解したうえで.患者と対応するとともに片麻線に対する
支援方法を積極的に行う必要性が示唆された。

表1脳卒中片麻簿発症3日-2週間の患者の忠、い
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1 12)日帰り手指iこおける逮語審護支援システムの構築

と有用性の検討

大JII明子(名古屋市立大学者護学部)

梅田諒男(北里大学医療衛生学部)

山本精霊詳(やまもとクリニック)

[自自主}

日帰り手術は医療技術の進歩や医療費itiUi丸また患、者に

とって入読することなく手術を受けられることから，日常

生活への影響が少なく.治療費も安くなるなどの利点があ

るため，希望者が増加している。しかしこれまでの術前・

術後の管理については患者や家族に委ねられる部分が多

く.術前・術後の説明もコーデイネーターが電話稲談で対

正、しているのが現状であると

そこで本研究では日係り手術における

ステムを講築しその有用性と課題とを検討するc

i方法]

主E宅側 PCと擁設側 PCとをインタ…ネット毘識で接続し

システムを構築するc 構築システムは，

f校前と術後とに.在宅患者や家族が必要とする準{誌や-eル

フケア内容に関することや，術前期には日帰り予告す計画溺

認を作成して手術内容に関することを壊解できるようにす

る。その際，手術家の案内や手術担当者の紹介をどテfオや

写真樹後に取り込み. i決{没で克られるようにする。ま

者の理解度を把握するため，説明に対する理解内容に濁す

をWめから実施できる入力闘腐を作

成する。次に，手術当臼に認する内容画面と術後の合併

症予防に関する日常生活の習意事項頭部を作成する乙また

るものとして，構築システムにカメラ・ボ

イスシステムを装備するc

を介した研究ではなく，在宅1JlIJと施設側とを恕

したシステム関をデジタル模擬訟線で接続し研究者関

としたことから本研究における倹瑳的な況感につい

ての検討はしなかっ

{結果]
双方向実験システムであることから綿密な確認と把握をす

ることができ，術前・術後の管理支援システムとなった。

またi決議を用いて案内・説明したことにより，援覚から

者や家族がなすべきことを恕擦できるようにした。さらに

説明内容の理解度に関するアンケートを実越することによ

り，対象者の把握の寝度を知ることができ

{考察}

これまで周手術鶏における看護介入の大半は.在宅での自

己管理となっている。日帰り手術は抵授襲であるが，手術

を受ける患者や家族にとっては不安であり，自己判断が必

要な場面が多い。本構築逮隠者護支援システムは，必要な

ときに情報を得ることができ，相談することができること

から.患者や家族の精神的援助にもつながると考えられる

今後はフィールドテストを行い，患者a の利用評価を調査し

ていく必要があるC

1 13)クリテイカルケアiこ携わる看護部の職務満足度と

麗i襲因子

JlIJ二千普美(九111大学医学部保縫学科)

松関 縁(大分大学涯学部審議学科)

{目的}
クリテイカルケアに携わる看護師の総務満足度とその関連

器予を明らかにすること。

{方法i
九チ11北部にある泊施設の救急外来，救命救急-eンター.
ICじ. CCじに勤務する看護識者 807名を対象とし郵送
法による質問紙調査を実施した。対象革まにはfJ)jゐ究の主皆や
参加の自由，監名殺の保持等を書:認で説fl)jし倫理的記惑

を1iっ
調資内容は1)穣務満足農 ， 2)属性(性

現所属の勤務年数，役害U.教別，
3)社会的支援(上司，同僚，家族/友人). 4) 

自己効力(一段性セルフエブイカシー尺凌)， 5)パーンア
ウト (PinesBurnout 尺度}で議成し分析は. Manル
Whitneyじ検定， KruskalぷTallis検定. sp巴armanの鞍率
裕関係数，童図埼分析を用い

[結染1
652 名の問答 (1現~又率 80.8%) を得たうち， 608名を分析対
象としたと男性38名，女性 566名，平均年齢31.5土 7.6
であった。看護締経験年数の平均は 9.6土 7.3年，議所属
の勤務年数は平均 3.4土 3.1年.役割ではスタッフが 231
名.リーダー 293名，磁看護部長・締長 69名で，
では専門学校が467名，短大 75名，大学以上が31名であっ
-'"-
/~G 

自については表 1に示し
との相j却まなかった。更に審議殺に対する
していたのは，パーンアウト，自己効力，

の支援，役割で，所属部署ーに対する議足度では，パーンア
ウト，上下立の支援，教育課程.投書iが有意な変数であった

2)っ

[考祭i
パーンアウトと上湾の支接があること，質経ある役割を
J亘っていることは，共通して職務溺足度に関連していた5

る上で，メンタルヘルスの支援体制につい

て検討し強化していく必要性が示唆されたなまた，
締の背景にも着目しながら投舗を明確化しそれぞれの立
場での課題や昆擦達成が可能となるように支援していく
要であると忠われる。

数恋愛護士

表1 毅務;潟足度との相関関係

上司

.25絢

38掛 .22側 i号純 日 43綿 .08皐

表2 駿務満足皮の姿問分析
.05) 

2デ鵠
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114)看護情報に対する ICU看護闘の記槽再生の特徴に

関する研究

小林瑞枝(群馬大学医学部総属病院看護部)

浅井痘美，摂永準笠(群馬大学大学院援学系研究科)

荒井真紀子，務藤やよい(若手.~大学陸学部保健学科)

[目的}

ICじ若護部が，感覚刺激とした連続性のない断片的看護情

報をどのように記憶し再生するのかを，視覚，総覚的に提

示された用語の，記憶符:生調交により明らかにする。

[方法}

対象は関東地方の 2施設の ICUに勤務する看護締 43名で

あり，識査はあらかじめ施設の病院長の名で許可を得，そ

の後個人に研究説明用意書をもって説明し開意を得て行っ

た。方法は，認知心理学分野で行われた先行研究を参考と

しノートパソコンとヘッドフォンを用いた看護活動に関

連する 30用語の提示による f用語荷・生調査jと，自作の選

択自記式質関紙を用いた「記憶理由に関する錦査Jからな

る話協再生調査を行った。データは統計的に処理し属性

別の王子均値の比較には t検定を用い，有意水準は 5%とし

た。対象者個々の沼語再生率は， 30用語の提示投霞を前

半， 1=1:1央，後半に分けた時の各部分の待生率をグラフ化し

用語の提示{立法による再生率のグラフパターンを比較し

た。

{結果i
f記t~滋出に関する調査」では， r自分のすべき業務が思い

浮かんだjといった，者護場面などの映像が思い浮かんだ

ことで用語を記憶した対悶象者が多くいた。 fその用語に緊

張感を感じたjなと映像とは無関係な，説党.聴覚.感

覚的な理由も複数選択されたc r用語再生調交Jでは，用語

再生数は平均 15.40:t 3.25語であり，年齢別による差はな

かった。各用語の再生率は 90，7%~20，9% とぱらつきがみ

られ，再生率が70%以上の 4語のうち 3諾は ICU看護用

語であり，再生率が 30%以下の4語のうち 3語は，症状や

病態を示す用語であった。用語の提示位置による干写生率の

グラフパターンは， 2'1洋に大別できたc 一方は，用語の提

示位置のうち，前半，または後半， もしくは前半後半前方

の再生率が中央の再生率より高いという，生理的な記髄の

メカニズムの特徴を示した訴であり， r生理的記憧パター

ンTtrJとし 23名 (53，5%)が該当したc もう一方は.生理

的な記憶のメカニズムの特徴を示さなかった群であり， r非
公:J1HI出仕撞パターン群jとし 20名 (46.5%)が該当した。

雨訴i渇において，年齢，経験年数，用語再生数などに差は

なかった。

{考察]

ICU看護師は，多様な記穏理由を活用し断片的看護情報を

ネットワークし記鰭に残していたc その結果， ICU看護用

語に強く民応しながら，年齢と関係しない記憶量を保持し

約半数は「非生理的な記穏パターン」に該当したことが明

らかになった。このような特殻は，看護部の経験の量より

むしろ，個々のi官報ネットワーク構築に関連した経験の内

容や，質によるものと考えられたc

1 15)新人審議蹄が求めている看護基礎教育における潤

手術期の学習内容

森 一速し小関真紀林田裕美，小西美和子，山口盟希子，

吉凶智美，高見沢恵美子，問中京子

(大阪府立大学看護学部)

和歌恵美子(大阪府立成人病ゐセンター)

笹問友恵，山本焼世(大阪府立急性期・総合誌療センター)

[13的]

近年.職場に適応、できず離職する新入者護部が増えており，

臨床と看護恭礎教育の継続の必要があると考えられてい

るつ本研究の目的lえ問手術刻の病棟に勤務する新人看護

郎が，就職後の実際のケアを通して，脂手術期の看護基礎

教育に求めている学習内容明らかにすることである。

[研究方法}
研究期協は平成 17 年 10 月 ~12 月で，大阪府下の 2施設で
調査の同意が得られた潟手術期病棟に勤務する新入者護師

を対象に学構成的質問紙を用いた面接を行った。部査内容

は， r看護基礎教育での学習内容Jr学んだことと実際のケ

アとで異なると感じていることJr者護基礎教育で学んで

おけばよかったこと」である G 倫理的記惑として，対象者

に研究目的および方法と自由意思での参加などについて文

と口頭で説明し同意を得たc

{結果}
対象者は 16名，王子均年齢は 24，0歳 (SD:t 3.9)で， 41:手生

大学卒 5名，短期大学3年卒2名，短期大学2年Zf:4名，

門学校卒 5名であった r看護恭礎教育での学習内容j

について.<賠手術期の身体的変化の知識><関手術期の

心理的変化の知識><安全な技術捉供><責任ある態度を

身につける><看護観を育てる>など9カテゴリーが抽出

された。 f学習内容と実践のケアの異なる点jについては，

<判断を求められる><知識不足><技術の簡略化を求め

られる><基礎教育での経験不足><業務の擾先><ケア

の責任を一人で、負うこと><患者数が増えて時間不足>

<時間不足によるケアの簡略化>など 13カテゴリーが抽

出された。「学んでおけばよかったこと」は，<アセスメン

トの技術><臨床実践で使える技術><罰復過程を予測す

るための知識><疑関を持ち，解決する姿勢><患者の心

理面への理解>など8カテゴリーが抽出された。

{考察]
我々は，先行研究において燭手術期看護において，患者を

身体・心潔・社会的にとらえる知識，コミュニケーション

技術，信頼関係を築く態授などが学生に求められているこ
とを明らかにした 1)対象者{之上記の求められる知識・

技術・態度を基礎教育で学んでいてな就織した後には，

臨床で求められる知識・技術・態度の学びlこ不足を感じて

いた。また.学習内容と就職後のギャッブにおいては特に

<主主礎教育での経験不足>や多様な患者への対応に時間の

不足と自安や不安を感じていることが分かった。

以上のことから看護援助を積み重ねて自分に自信が持てる

ようなi刺殺が.看護義礎教育に求められると考える。今後，

看護基礎教育においては，学生が必要な技術を絞殺できる

ような淡習の工夫，実習での讃極的な技術経験の蓄績を安

全に行うための配患，が課題であると考えた。

1)小西美和子他:問手術!弱者護実習に議わる看護師が学

生に求める学習内容，日本看護研究学会雑誌 28(3)， 140， 

2005 
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116)周手術期看護実習の感想文!こ記載された学器内容

の分析

法見多紀子(埼玉医科大学援期大学看護学科成人看護学)

{目的]
周手術期審議実習の感想文から学生の学務内容をiV:fらかに
する。
[研究方法]
3王手納短期大学看護学科3年次生のうち.研究者が指導を
担当した学生 34名を対象としたc 学生には， 研究の日的
と1ii誌協力{主任窓であること，記述の内容がきた習成績に
影響しないこと，プライパシー保護を保PftIすることを説明
し悶;なを得た。実習は，王子成 17 1:ド 4 刃 11 日~1O月 22

日の期間に 3~5 名で構成されたグループ毎に消化器
外科，乳腺・甲状線・腎・泌尿器の混合外科 iI守化器・呼
吸器・乳!践のj見合外科のいずれか 1つの病棟で. 1 ~2 名
のJ~、殺を受け持って 3 汲!lU]行われたC 実習終了後に自自
記殺してもらった感想文からデータ収集を行ったむデータ
の分析は. f~をすることができた r~が理解できた f
を学んだjのような学びや途成に関連する内容の文脈であ
ることを恭準に，…内容…主主見として抽出した。お11tHした
記述を類似性によって分類・命名してサブカテゴリーとし
それをさらに分類・命名してカテゴリーとした。
{結果]
合会びや速成に関する記述は. 237あった。これらの記述か
ら18のサブカテゴリーがおi出され.f]ゐi手術期蕊まぎのrm怒
の把銀 IJ潟手術鰐lこ必袈な務設技術の学び rmJ手話:rJtfJJJ子、
殺の持つ疾病や手術への不安手術前後の不安のある窓、
者への援助H医療チームメンバーの役割'.i!li携jの5つの
カテゴリーが長11出された(表1)。
{考察1
rJ長j手術J!ij忠ままの問題の把握jでは，経過を予測して観祭

することの汲姿性や忠者の全体像を:fl.'.!援するための観察視
点について学んでいた。 f}i'ij手術搬に必要な幸子設技術の学
びjでは，早期離床の援助やJJ;¥、まま指導を過して.EB災や11自
別殺をふまえた援i功を学んでいた。また，知設・技術とし
ての学びだけでなく，ケアi待の配!慈や忠、名舗を理解する姿勢
という態度についても学ぶことができていた。知識と技術
を統合させる助tきや，対人関係を諮愁する関わりが重要で
ある。

表1

カテゴリー

j務手術期患者の問題の把
援

調手術郊に必姿なまま護技
術の学び

;環境を整える (4)
手綴前後の不安のある怒; …! 

;慾者を滋解しようとする姿勢 (15)
者への援助・姿勢 ; …j 

;，患者の疑問lこ対し説明する(10)
医療チームメンバーの役 j医療チームメンバーの役割(4) 令

部・迷携 ;医療チームメンバーの迷携 (10)

1 17)居手梅錦零護実欝における学生の体験からの学び

-ICUに入室した患者への看護技術?の体験一

吉村弥須子，自国久美子(大醍市立大学涯学部看護学科)

{呂的;

医療技術の高度化に伴い，侵援の大きな手術や集中治療を

必要とする患者が増え，周手術期看護実習においても

がこのような患者を受け持つ機会が多い。術後急性期の看

護では多くの知識と技術が必要とされるc 本研究では，受

け持ち患者の術後急性期の看護を ICじで実施した学生の

者護技術の体験からの学び、を明らかにした。

{研究方法]

問手術期若護実習において，受け持ち患者の術後の審議を

ICじで実施した O大学者護短期大学部3年生 22名のうち

調殺に協力の得られた 14名を対象に号ICじで実務また

は見学した者護技術，毒者護技術の実施や見学を通して学

んだことについて質問紙調査を実施したっ看護技術の項目

は f看護教育の在り方に関する検討会報告jの

技術の学習項目jに義づき内容を検討し 46項目の実施，

見学状況を集計した。学んだことは自由記述とし意味内

容の類似殺に基づきカテゴリー化した。 倫理的記長室.本研

究は本学の研究倫理委員会の承認を得たっ学生には研究協

力は白出窓思であること，成較に影響しないこと，プライ

パシーを厳守すること等について文書を}おいて説明し問

を得た。

{結果]

患者の術式は. {，妥結弁形成街3名. [汗切除街3名，食道が

ん浪治術2名，その他(心臓・血管疾J忠諮化器がん) 6 
名であった。実施または見学した看護技術は 46項目rl:J38 

項目で.全身j奇拭は 13名寝衣交換は 12名が実施してお

り，実施または見学は，体技変換.フィジカルアセスメン

ト(全身の親祭λ ドレーン管理，勝校留i註カテーテル管理

が 12名，心電部モニタリングが 11名，パイタルサイン測

パルスオキシメーターが指名であった。看護技術の

実施や見学を通して学んだことは. r観察と判断Jr患者の

状態に応じた技術の工夫安全部の記蕗tJ安楽を考慈し

た技術Jr不安の軽減Jr器本が大事Jrイメージ化ができ

の7カテゴ1)ーに分類されたc

[考察i
集中治療を受け術援急性期にある患者の看護では，患者の

状態を観察しその場でアセスメントしその状態に};I)じ

た零護が実践できる能力が必要である。当主主主は浩潔ケアな

どを通して，全身の観察やドレーン管理，モニタリングな

どを行いながら儲々の患者の状態に応じた技術の工夫や，

安全，安楽に留意することの重要性を学んでいた。これは

循環動態の不安定な心疾患の患者は体位変換時に淑圧が変

動したり，沼化器がんの術後は多数のドレーン類が挿入さ

れていることから，学生は常に看護部からその場で患者へ

の影響や器意点について指導や説明を受げながら実施した

ためと考えられる。学生が学習してきた知識を統合させて

倍々の患者の状態に応じた看護技術の実施につなげるため

には，タイム 1)ーな指導が必要と考える O
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118)臨地実習における評催者間の評儲摂点の椙選ι今

後の取り組み課題の検討

西鶴貞子，赤i暴千春(京都大学)

{研究目的]

臨地実習は，学生に援療現場における養護の喜びと難しさ

を実i努に体験させることにより，新たな窃己の発見と患者

に対する支任の芽生えをもたらし看護の特質を問11るJ
から「実践出来る」段階へ学習を深めさせていく O 臨地実

習について，看護実践能力の育成の場として大きな役割を

来たしていることを認識されているが，学生に大きな成長

をもたらすには，学習到達疫の適正な評織が必要であるこ

とが課題として指摘されている O 今期は，学生，教員，路

地指導賞在者における評価への影響国子を明らかにし到

達授の適正な評価に向けての具体的な取り総み課題を検討

するや

[研究方法]

対象:1¥肴護短大の 2004年境3回生の学生 83入。調査方

法:学生 83人を 4つのグループに分けて実施した路地実

習(賠j手術期)において，学留の到達度について，学生自

らの詳細(自己)と教員の評価(教員)や路地指導責任者

の評価(臨床)の三者向の評価得点を.妥当性を確認した

評価表を用いて調査した。評価表は学習課題及び行動自襟

設定I賢岳に連動させてあり f手術によって生じる変化の推

iRUJ r手術に向けての事前準伝ilJr術後各Jmの生体変化の潔

解と援助Jr退説後の生活の見通しjの4つのカテゴリー，

16の評価項尽からなか各項目は 5段i綬評価とし総合評

価は 100点評価としたっ調交にあたってはほ名牲を保証し

たc

{結果・考察}

三者賠の評価得点の議頻{印式自己 65点.教官 70点，臨

床 70点であり得点分布は正規分布を示した。最大値と最

小値はほぼ関じであったが.評価平均値において教員と臨

床の間に有意の差があったc 評価者向における有意差は，

6項告に認められた。教員一臨床，教員一自己，臨床一自

己のi潟においては，評価項目 2-2 r手術に伴う検査・処

鐙の意義がわかるjと評価項目 3-4 r術後の早期離床の

目的がわかるjの計2項患に，教員一自己，臨床一自己の

[liJにおいては，項目 2 4 r手術に向けての準備が患者を

中心とした連携を考えて援助できる」と項133-2r術後

24時間以降の観察と援助がわかり実行できるム 4-1r退
院後に夜面する問題を予測することが出来る」と 4-2 r退
院後に[直面する問題に解決に対しての症療資源の活用がわ

かるjの計4t塁gに有意差が認められた。これらの評価に

差の生じた項gについては.臨床と自己の評価にバラツキ

が生じており，援助実施体験の有無と連動があったc 高度

な治療処罷を必要とする患者が多く集まる大学病院におい

ては，受け持ち患者の術後の身体条件によって援助実施の

体験に差が生じてくるが，援助実践の機会設定の工夫を関

るとともに，王者問による実施内容毎の到達呂擦と到達レ

ベルの再確認さ字を通して， 自己の学習部達状況を明確にし

ていく取り緩みが必要であると考えられる。
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1 19)穂探病態蓄の健康器・{語値欝!こ関する研究の動向

桑村由美，田村綾子，市原多香子，南川愛子

(徳島大学院学部保後学科〉

i研究自的}

糖尿病患者の指く健康観・飯能額に関する研究の動向を文

獄検討により明らかにし患者が長期間，療養行動を主体

的に実践できるための看護介入の…助とする。

[方法}

医学中央雑誌、 Web.V芭r.4.0を尽いて. 1996年から 2006年

3月までの文献検索を行ったc キーワードを

康観H価値観jとし原審議文，対象年齢を成人(19歳以

上)にj浪定した。 r健康観・ 1泌値観jを「毅尿病を持つ偶人

の縫康に対する考え方，物事や生きることに対する感じ方

や考え方jと定義した。 抽出した 18文獄を研究期成対象，

方法，測定指標・尺箆. r謁連関子を中心iこ変数を一覧にし

て検討した。

{結果}
ほとんどが外来患者を対象としていたが. 2件は入院から

退読後の外来通院時まで調査し l丹二は退院後6ヶ丹後ま

で調査していた。既成の縫康観・価値観の指標は，

病を自己管理できる自信(Diab記tesMellitus Dietary Self-

efficacy Scale 安綾 1997)).縫夜行動会殺の自己効力

感(慢性疾患患者の保健仔動に対するセルフ・エフイカシー

尺度(金ら 1996)を改変(布住ら 2002)). 

涼I!Iに対する議念 CHealth Locus of Controlな度辺 1985). 

日本駿HLC(場主主 1991).Multidimensional HLC (~ミTallston.
εt aI.1978)).をストレス対処能力 (Sensεofcoherenc告の

日本語版(出鋳 1999)).宣鐙康状態に対する

(効用 (utility)(Weinstein.εt a1.l980))などがあつ

れらの指捺の内容は，自己のおかれた状況を前向き

に捉えるもので¥これらの得点が高いほど.HbAlc飽や金

自己管理行動. i繭値判断基準. QOLとのr;g速が良Hで

あったc 既成の指擦を沼いず患者の発言。のIゃから

側{議官見を抽出し介入を実践した報告が11*あった。

{考察i
既成の幾康観・館値観の指擦を用いた議査では，患者は状

況を前向きに柔軟に認識し擦養有動を実践することで鼠

コントロールが長好になる傾向にあった。今後，

・鍛値観と食行動以外の療養仔動との関連性の検討も仔

い.務尿病患者が療養行動を主体的に維持できるために必

須の指擦項gを明確にすることや，議断的に鵡交を絞統し

患者が前向きに状況を認識し療養行動に結び付けることが

できるための介入方法を検話することの必婆性が示唆され

たむ

本研究は平成 17年度科学研究費補助金「若手研究借り課

題番号 17791624(研究代表者桑村山美)の助成を受けた。

120)穣性疾患患者が食事を改善し維持に至る認識の変

化の過程

(石川県立看護大学大学説)

111島和f{;.諮江由紀子(石川県立看護大学)

{民的}

寝技疾患患者が，自らの食習環を改等し維持できたのはど

のような認識の変北をたどったかを明確にし健康と食習

讃に対する自己評価が，食事を改善し維持することにどの

ように影響を及ぼしたのかを明らかにするむ

{石汗究方法]

調査対象;i受性疾患により通路加療を受け，自宅で生活し

ている罷性疾患患者9名(男性2名，女性7名〉。調査期

総:王子成 17年5月から 10丹念調資内容;1受性疾患発疲の

経緯や生活過寝，食事iこ関する行動およびその持の対象者

の認、議について，学構成約額接j去により議資する。許可‘の

得られた対象者に複数閣の磁接を行い，許可が得られれぜ

c 分析方法;質的係数的分析方法c 街接内容の遂

語認を精読し食に濁する行動が変化した場面や食習慣に

を及iました場簡を認識が変化した局弱(以下局額とす

る) として取り出し }局弓函f毎手;にこ対象者の認

しし， 認識を変イ北ヒさせた刺激やf行子翠勤jのつなが:り)をおさえつつ

内容の窓i味球を認議の変f化との:特待鼓として拙きだしたc 各局面

で拍きだした特徴を事部毎に持系列にそって競べ，

性・相異性をセンテンスとして抽出するむ複数留の面接持

し分析過較で熱線した訴究者

からのスーパーパイズを受け，内容の真実性の総保に努め

倫理的記長室は面接能始前に研究践的，拒否の自由，プ

ライパシ…の探護について口頭及び文書にて説明し同

得て実施した。

{結果]
f受性疾患の発抜前後で食事を改苦手し維持していたのは 7
名，食事を改装していなかったのは 2名，平均年齢、は 60.6

あったc 食事を改善し維持していたア事割に

おいて，食事を改馨し長期開維持している認識の変化には

共通した特殻がみられた。ぞれは岳 5身体の異変を知覚し

j笥いかける会 f身体の異変と食事がつながってわかる

自分の食事を客観摂する妻子食事実践上の読点がわ

かり，目安が描けるふ安 5食事の規範が形成さ

と食の関心が高まるjという過程であった。また，そ

の過韓において「自分の健康の過信jゃ f家庭内の役芸誌を

r :9tf;本の異変のイメージが十分描けないj等の線開

な情況や認識が進行の妨げとなり. r自己の身体の好転の

知覚jや「家族の支えを知覚よ等が遂行を{廷していた。

[考察}

食事を改議し綾持できた慢性疾患患者が食習'讃を長期防維

持するには，身体の異変という「変化jに気づき，なぜだ

ろうという向いかけが始まり，身体の異変のイメージが描

けることが重要であるc さらに身体の異変と自己の食習慢

の具体的な逸脱とが重なると食事を改議する行動につなが

札食事の改養を維持する認識の形成への鍵となる
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121)穫性関塞性肺疾患患者の精神的健療の変動とその

要因iこ関する特融

森本美智子(鳥取大学亙学部保健学科.) 

[自的}

慢性部議性肺疾患(以下 rCOPDJと略す)患者の精神的な

健康の維持あるいは向上を留るうえで¥ストレス認知

自した介入が必要であることを示唆してきた。本研究は，

COPD患者を rGHQ 12Jを用いて精神的健康担害若手と

非精神的健康昭害群に分類し 2時点の反復測定データか

らその変動を検討し精神的健康の阻害される群(患者)

にどのような特徴があるのかを検討することを目的とし

たc

[研究方法}

2時点のデータが得られた者は 52名で¥男性 47名

(90.4%).平均年齢70.8歳 (SD7.8).在宅酸素を使用してい

る者が 21名 (40.4%)であったc 務査は自的および方法曹

参加は自由意志であること，個人は特定されないこと等を

依頼文および口頭で説明し署名にて開意を得た者に対し

て実施した。初回調査は 2003 年 7 丹 ~2004 年 6 月，追跡

調査は 2004 年 7 月 ~2005 年 6 丹であった。 iGHQ -12J 

は感度と特異度から 4点がcutoff値とされていることか

ら. 4点以上の者を精神的健康阻害若手. 0 -3点の者を非

精神的健康i損害群としたc 精神的健康度を 2時点でそれぞ

れ検討し非精神的健康組害若手→非精神的健gltr損害群 (0

-3点→o-3，1主)，非裕神的健康閣議?群→精神的健康問

答群 (0 3点→4点以上)，精神的健康i羽寄群→非紛争1I的

能燦i世答群 (4点以上→ 0-3l0.精神的建燦jgl害総→精

神的健康i墨書群 (4点以上→4点以上)の 41:洋に分類したむ

次に分類した4若手1mにおける活動能力.ストレス認知度

の1tJ{向をt会討した。

{結果i
非精神的健康胞害祈念→非精神的健康開害群は 36名.非精

神的健康坦害群→精神的健康i現害者手は4名，精神的健康臨

書群→非精神的健康臨書群は 5名，精神的健康阻害群→精

神的健康阻害群は7名であった。非精神的健康阻害群→非

精神的健康阻害群では，初臨調査時のストレス認知合計得

点(得点が高いほど.ストレス認知度が高いことを示す)

は2点であったが，他の 3群では.ストレス認知合計得点

は4点以上を示していた。非精神的健康!塩害群→精神的健

康Ij日書群の活動能力は，初回調査，追跡:識変とも 4群揮で

は絞も高い得点 (22点→ 19.2点)であった。

{考察}

本研究の結果は，活動能力が高く精神的健康が!迫害されて

いない患者であっても，ストレス認知度が高い場合には.

精神的健康度の抵下する可能殺を示唆するものである。ま

たストレス認知の得点にある程度明瞭な底分点があるので

はないかと忠われた。ただしサンプル数に限界があり，

本研究では統計的手法を用いた比較は行えておらず.今後

検討を続けていく必婆がある o 本研究は文部科学省科研

費(課題番号 16592150)の助成を受けて実施した研究の一

部である)

122) C智性肝炎で Interferon湾治療を経験する人々

の治療継続意志を支える要素

演出校代子.宮搬出紀子藤井宝恵

(広島大学大学院保健学研究科)

{羽的]
C製慢性肝炎への Interferon(IFN)療法は，完全治癒可能

な唯一の治療法として.多くの患者が治療効果に期待を抱

き受療している C しかし部作用症状により，患者の生活

は多方問で長期的影響を受ける O そこで.C型慢性肝炎患

者の Qualityof Lifeの級持・向上を自指した援助方法の検

討に資するために， IFN再治療者の療養生活の諸相と盟難

への対時過程と，各状況下で治療継続意志を支える要素を

明らかにする。

[1iJf究方法i
H県内の総合病段に通院し IFN蒋治療やの C型慢性肝炎

患者3人の協力を得て， 2005 年 10 月 ~2006 年 1 月に，

構成的面接法によるデータ収集を行った。麗接は. 1人に

1 国 30 分~1 時間程度を 1 ヵ月をあけて 2 回.対象者の

診察日にあわせて，情報の漏れない個室で、行った。調査内

容は，治療内容，生活状況，療養上の悩みや盟難とその対

処，病気や治療に対する考えや気持ちに関することとしたc

対象者の許可を得て録音し逐語録に起こしたc 分析は質

的帰納的方法で、行った。録音内容の逐語録を， 4ff.i7U毎に.

療養生活上の様々な体験に伴う感情，考え，行動に務自し

ながら，治療継続意志を支える攻:素や条件は何かを読み取

り.文脈添伎で援切り 1分析単位としそれを姿約し類

{以内容勾:に分類した。若手例!Hlで時間的経過を考慮しながら

類似・相違点の比絞作業を繰り返した。分析結果とデータ

問の帰結的波線的作業を何度も繰り返し信頼性の縫保に

努めた。看護専門領域の研究者3人で検討を重ね妥当性を

高めるよう努めた。研究計画はヘルシンキ宣言および臨床

研究に関する倫理指針(平成 15年7月初日厚生労働省)

に従うと共に協力施設の倫理審査委員会の承認を得た。

[結来]
対象者の対!時過程は， 2タイフ。だ、った。主体的に関われて

いるタイプは.治療効果の期待・不安に揺らぎながらも{治

す意欲][医師を信じて任せる][人に迷惑をかけたくない}

の中核的要素が抽出さ札{過去の治療に比べて心身の苦

痛・負担が軽減された] [受擦の肯定的価値を重課] [対処

できる自信}という治療継続を支える要素で説明された。

一方，主体的に関われていないタイプの中核的要素は， [j治

りにくい病気1[医師に委ねる]で，副作用による苦痛・不

安が長く一生続く重圧感から自力で抜け出せない悪循環に

iおり， I廷闘や看護帥との対話，治療のさ予さを共感できる同

病者との交流，副作用による苦痛から解放される手段を求

めていた。

[考察1
IFN裕治療を経験する Clli!慢性肝炎患者では，不安やスト

レスから生じる悪循環に陥りやすい時期や状況があると考

えられる O 看護締は対象者個別に応じた支援量を見緩め，

主体的に治療に向き合えるよう援助していく必要がある。
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123)轄探病患者!こ接する養護部の認識する壮年期2型

糖s<稿患者のセルフケアの影響要菌

古川祐子(高知大学病院)

{践的]

壮年期糖尿病患者は，様々な社会的役認と賞f去を持って生

活しており，社会的環境や人間関係等によりセルフケア継

続は容易で‘はない。務長立病患者が増加傾向にある中，患者

を対象とした糖尿病患者のセルフケアやコントロールに影

を及ぼす要国の研究は盛んに行われているが.日々糖底

病患者と接している者護郎を対象とした研究は少ないc

護師の認識するセルフケアの影響婆簡が，患者のセルフケ

ア不足を予測させ，セルフケアに導く援助に繋がると考え

られるc そこで本研究の目的色糖尿病患者に接する

隔の捉える壮年期 2型糖尿病ー患者のセルフケア

要閣を明らかにし合併症予防のためのセルフケアが継続

できるような看護援助の示唆を得ることとした。

{研究方法i
インタビューフゲイドlこ恭づき， 11名に対し半構成約インタ

ピュー法を用いた。インタビューで得られたデータから，

壮年期 2型糖尿病患者のセルフケアの影響要因に関する内

を描出し抽出したものから一内容を一分析単位として

記述したG 記述した分析上手投ごとに，対象者の表現に忠実

にコードイとしコードが類似の抽象レベルになるようにし

コードの類似性にそってカテゴリー化したc

対象者に対し研究参加は自由意思であること，俗人を特定

できないようにデータ処潔すること等を伝え倫潔的

した5

i結果}

対象者は，壮年期 2~糖尿病患者のセルフケアの影響要因

は，セルフケアを実施するプロセスの各段階によって異な

ると捉えていたs その婆iおは?理解に影響する

要因j

;窓思決定と実行に影響する

る5項自が明らかになったG

さらに 5滋解に影響する要閣jは{セルフケアに対する知

-手技不足L 受容に影響する妥協jは[患者の考え方

や信念1[受容が隈難な疾患、特性1.意思決定に影響する

は{セルフケアに対する強度1[セルフケア実行に対す

る価依] [精神的苦痛がある1[セルフケアを意図すること

の留難さl[セルフケア動畿を持ちにくい身体状態1
る要閣jは [J笥額の理解と協力体制][社会生活に

セルフケアを取り込む時の護][運動制践がある1.

と実行に影響する婆国jは{患者の自己効力感]という

12のカテゴリーから構成されたひ

i考察i
対象者は，壮年期 2裂糖尿病患者のセルフケアの意思決定

る要協が最もセルフケア不足に影響するという認

識をもっており，この時点の看護部による関わりが最も必

要であることが明らかになった。また，患者の体験する r~守

来への不安，恐怖，及び糖尿病セルフケアそのものから受

けるストレスjという精神的苦痛は，零護締の認識よりも

が大きい可能性が示唆され今後の検誌課題となった。

124)糖尿病に関する員担感について

一佑者能存性とソーシャルサポートが与える影響一

西村規子

(間以I!巣立大学大学院保健福祉学研究科看護学専攻)

高井研一(開山県立大学保健福祉学部看護学科)

{目的]

他者依存牲と糖尿病に関する負担感との関連を明らかにす

る。また，ソーシャルサポートが他者依存牲と糖尿病に関

する負担感との関連に与える彰饗を明らかにするo

[1好究方法i
総合病読の外来に通践している 20議以上の 2製糖尿病患

者を研究対象とした。調査は 2005年 3月-8月の捕に，

0¥県内 6病院の外来で無記名による自記式調ままを繋縄紙

法にて実施した。分析方法は，他者依存性と務尿病に関す

る負担惑との拐関を検討したっ他者依存性を含む患者自身

がもっ婆罷とソーシャルサポートを独立変数誓糖尿病に関

する負担惑を従壊変数にした詩層的意関精分析を行っ

ソーシャルサポートの多築ならびに{患者依存性の強弱を

思糖尿病に関する負担感を従属変数とするこ元配置分散

分析を仔った。九本研究は間111県立大学倫理委員会で承

認を得たc

{結来i
返送のあった 282名のうち.国容に欠損値の無い 217名を

分析対象とした。 他者依存性と糖尿病に関する負担惑との

閣には正の相i現行口0.421. p < 0.01)が認められた。また

階態的意街帰分析の結果，糖尿病に関する負担惑を予測す

るモデルに他者依存性を加えることによってモデルの予測

力が右窓によ奔した(L1R2=仏124，p < 0.01) c 一方，二7己
記i設分散分析の結果，ソーシャルサポートと他者依存牲と

の交互作用は有意とは設えなかった (F=0.0l8， p=0.894) 
が，ソーシャルサポート (F=4.l86，p < 0.05)と他者依存

性 CF=23.864，p < 0.01)はどちらも主効来は有窓であっ

{考察}

他者依容性と糖尿病に関する負担惑は中等度の正の縮問を

示し飽者依存性が強いほど糖尿病に関する負担惑が大き

いことが示峻された。またi和詩的意関婦分析の結果，他者

依存性は糖採病に関する負担惑を予測するのに有主主である

ことが示唆された。患者の糖尿病に関する負担感のアセス

メント・援助に際しては，合併症の有無や治療内容，ソー

シャルサポートだけでなく，他者依存性にも焦点を当てる

ことが重要である O 一方，二元警己量分散分析の結果， ソー

シャルサポートが糖尿病に関する負担惑に与える影響は他

者依存性が強いほど有効に働くとはいえなかった。しか

しソーシャルサポートと他者依存性はそれぞれ独立して

糖尿病に践する負担感に影響を与えることが明らかになっ

た。本研究ではソーシャルサポートの糖尿病に関する負担

感軽減効果は他者依存性の強弱による違いはないが，他者

依存牲が強い患者にも弱い患者にも糖尿病に関する負担感

を軽減させる効果があることが示唆されたっ
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125)糖尿病患者の HbA1cを指諜とした血糖コント口一

ル状態と療養指導

小知香寿美(済生会有田病院)

石村智佐(公立那賀病!詫)

鈴木幸子(和歌山県立医科大学保健看護学部)

[13的}

外来通院中の糖尿病患者の鼠糖コントロール状態と日常生

活について謂資・分析し今後の糖尿病患者の療養指導に

役立てる C

{方法]

対象者は，糖尿病援患歴 5年以上のインシュ 1)ン療法を

行っていない 60歳以上の外来通院患者 50名である。方法

は.r女若手，運動，薬物，生活習慣jからなる調査紙を作成

し i総資紙に基づき開き取り諮査を行った。また診療記録

より，援患年数.過去 1年開の HbA1cの王子均，体重を求め

た。 1鼠糖コントロール~犬態を HbA1c の王子均が 6.9%以下

を良好l注 7.0~7.9% を中間務.8.0%以上を不良計ーとし不

良襟に対しでは学構成的llii接を行い録音した。面接にて得

られた内容から，意味内容が類似しているものを分類したc

調査期間は平成立年 10月から 18年2月である O

倫理的配慮として，本研究の目的・意図を伝え，研究の協

力は自由であり.協力を断る自由や.国接で話した内容に

より今後の治療や医療者との関係に不利益がないこと，情

報の匿名性・守秘性などについて文章を用いて説明し同

意を得た。

{結果}

良好群は 26名で、あ 1).平均年齢71歳，平均撰患躍は 10

HbAlcの平均は 6.3%であった。 rflI[lj i洋は 16名であり，

王子均年齢70歳.平均援態歴{ま1O:fド.HbA1cの平均は 7.4%
であった。不良1出土 8名であり，王子均年齢76殺.王子均擢，皆、

授は平均 14年. HbAlcの平均は 8.9%であった。不良群

の面接結果，病識の乏しい群と病識があっても行動変容の

出来ない群に分かれた。病識の乏しい群は，糖尿病の基本

的なことを防いても分からない状況で. r日本沼やめて焼

酎にしている O みかんも悪いと開いたのでりんごを朝晩食

べているJr歩いていたが全然効染ないから止めたJなどと

述べていた。病識があっても行動変容できない群は，

HbA1cの意味や糖尿病の基本的な事棋は口頭で説明でき

ていた 3 しかし「分かっていてもどうしてもお酒が止め

られないJr付き合いもあるJr合併-症はとても気にしてい

るが食べ過ぎている.長は毎8外交jという具合だ、ったむ

{考察}

医療者は，患者への質問の返答が思うような内容であれば，

忠者は病識を持っていると考えがちである。しかし今闘

の結采は，誤った知識や良i潟療法にこだわり，自己判断を

行っている患者が多かった。高齢患者は頑留に自分の生活

を崩さず，柔軟に対処することができないため，良いコン

トロールができない結果になったと考えられる O 今後は，

家人の協力を含め，継続して個7JIJ指導していくとともに，

患者自身の理解力. 1子動変容の有無などを把握し患者の

訴えを受容していく対応の中で，患者自身が問題点に気づ

き，実践できるように方向づけを行うことが重要である。

今回の研究により， 日々の診療のゆで、は見出せなかった事

柄が明らかになり.倒別指導の充実の必要性が示唆された

126)糖尿病定病変と患者教育に関する実態調査

小笠係祐子(埼玉県立大学)

小泉仁子(鎌倉女子大学)

二宮彩子，増田敦子(東京l窓科競科大学)

{臼的]

糖尿病足病変は治療やケアを怠ると.最悪の場合，患者は

下肢切断を余儀なくされる合下肢切断は患者の8常生活動

作や生活の紫を著しく鮭下させるため，足病変を起こさな

いためのかかわりが重要であるc そこで本研究は，糖尿病

足病変と患者教育に掃する実態調査を行い，糖尿病患者A の

フットケアにおける現状と課題を明らかにすることを自的

としたc

[方法1
2004 年 4 月 ~9 月，千葉県内の公立入病院の内科外来に

通院している糖尿病患者 117名を対象に調査を実施した。

調査は患者教育の前後に研究者が作成したフットケアに関

する自記式質開紙を用いて行った。調査内容は1)対象者

の騎思 2)足の症状の有怒とその種類. 3)糖尿病足病

変の知識の有無とその内容. 4) フットケアの実施状況，

U 糖尿病足病変とフットケアに対する意識. 6)今後，

希望する教育内容についてである。結果は統計解析府ソフ

トSPSS(ver.l 0.2) を丹j いて x 2検定• t検定.U検定を行

い分析したむなお e 対象者への説明は書面および口頭によ

り行ったc その上号本研究に対し自発的な参加意志を示し

そのj可;なさiに署名を得られた場合のみ調査を実施し

[主主来および考祭]

対象者の概裂は.男性 55弘女性62名であり.平均年齢1

60.9 ~品王子均 HbA1c7.7%. 王子均糖尿病数室の参加関数 2.1

践であった。このうち 37名は糖尿病教室の参加経験がな

く， 73名が2間以下の参加であった。また，視力障害があ

る29.1%.足に手が窃かない 8.5%，独り暮らし 13.7%で

あった3 足の症状(複数回答あり)では，皮膚の乾燥が最

も多く 43名，水虫 39名，ふくらはぎや足の指がつれる 35

名，足先がしびれる 34名.足の冷感 34名と多彩な症状が

みられた。全く足病変がない人は 17名であった。 1人の

対象者がもっ足の症状の数は，男性が2.2に比べ女性では

3.2と有意に多かった (p= 0.027) 0 症状の数がO~2 項 êl
以下群と 31翼民以上の群では，フットケアは必要で、あると

し寸意識に有意差がみられた (p= 0.003)。しかし糖尿

病足病変の知識やフットケアの実施状況との泌に惹はな

かった。また，糖尿病教室の参加凶数とフットケアの実施

状況との荷にも差はなかったが，これは糖尿病教室の参加

経験が乏しく，フットケアの必姿牲が浬解されていないた

めと:Jf践をできるつ実捺に.足について気をつけていたのは

101名で，フットケアの内容は.毎日足を洗うが最も多かっ

た。さらに糖尿病足病変の知識を全く持っていなかった

のは 24名であ札今後，希望する教育内容は，糖尿病足病

変の原因やトラブルの麓類について知りたいという担答が

多かったコこのことから.A病院のフットケアにおける患

者教育のケアニーズが示唆された。
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P2会場第 15群

12ア)舛来通践をしている全身性ヱリテマトーデス患者

の生活実態

()阪天堂i愛読)

きょ子~ミ谷真由美，高崎芳成(順天堂大学)

[13 A9] 
SLE患者は，際:害がおよ{ます身体的苦痛，病気に対する不

安，家族関係，療養が長期化することによる経済的負担な

どから患者および家族の QOLは影響を受けやすいと予測

されるc そこで.本研究では SLE患者のアセスメントに

活用可能な生活実態を把援することを詩的とするむ

{方法;

郵送法による自記式費関紙調交c 対象者:大学の倫理委員

会承認後，設設[i箆の大学識i誌に遜践している SLE患者 162
名に口頭と文書:により研究を依頼し同意が得られた 113

69.8%0調査内容:病歴.現夜の症状，支援内

容，療養上のi渇題，セルフケア行動.QOL等。分析:各項

呂の単純集計。

{結来]

113名の殺別は男性7名.女殺 106名。

46. 歳 (SDl3.1).職業は主婦 42.4%. パート 20.4~ふ正規社

員14.2%の!綴となっていたc 社会参加ありは 54.9%で，主

なものは友人との交流であったc SLEの端康は 5年j立、上

が88.5%.現在疲状があるは 67.3%，その主なもの

状37.2%，関節痛 30.1丸議定、感 14.2%の縦であった。診断

後の入読経毅ありが86.7%で，入院側数は lf対.2 [札 3自

の販となり，最多は 20留であった。療養支援者ありは

一人，三人の顕となっていたc

配偶者73.5%.親50.4九兄弟 23.9%の!駁と

なり，子供の支援は少なくなって

分理解あり 45.1%.かなり 35.4%.どちらとも・あまり・

く理解しないを合わせて 17.7%となっていた。

を利用しているは 6.2%と少数であった。

福祉制度を活用しているは 66.4%で¥
が主であった。療…議上の問題として非常に跨題との解答が

多い項日;之病気の進行の不安，将来の不安，

担尚喜，いらいらする，説毛の販となっていた。セル

フケア行動がとれていた項誌は，定鶏受診. IIA薬，感染予

防，家庭内の人間関係を開講にする願となっていた。 QOL
尺震では難病用足度 11.2(SD4.50).健康関連尺度 70.34

(SD7.35)であっ

[考察i
女性で就労状況が主婦，非正規社員が多い SLE
養上の問題としては，病気の不機かさによる不安，

の負担，症状に伴う苦痛などが上汗られ.医療者の指示を

実行しつつ，家族，他者との人間関係を円満にするように

心がけた生活を送弘夫や詞親の支援と特定疾患医療費

補助を得ながら療養上の問題に対処していたっ生涯にわた

りセルフコントロールが必要とされる SLE患者では，患

者および家族のエンパワーメントを培い. QOLを維持す

るにためはこれらの生活の実態を審議介入に活用していく

必要がある。

128)外来通践をしている全身性エリテマトーデス患者

における嬢護上の問題と生活との関連

青木きょ子，高谷真由美，高崎芳成(頗天堂大学)

由主義殺美(員長天堂箆段)

{目的}

本硫究では，女性でステロイドホルモンの投与ーにより心身

への影響が大きい SLE患者にとって，身体面のみでなく，

心理・社会的認を含め，セルフケア能力の維持を妨げ，

QOLを低下させていると思われる SLE患者に特有な療養

上の問題と生活との関連を鳴らかにする。

{方法}

郵送法による自記式質問紙調変。対象者:大学の倫理委員

首都障の大学病i誌に通院している SLE患者 162

名に口頭と文舎により研究を依頼し同意が得られた 113
69.8%。言語査内容:病授，現在の症状，支援内

セルフケア行動， QOL等。分析方法:

i渇題については単純集計色療養上の問題と生活

との関連についてはスピアマンの瓶佐和相関係数を用いて

る

{結果}
17項目の中で.非常に院議，かなり問題との

i現答が多かった項目は将来の不安 (69.9%).病気の進行の

不安 (68.2%).医療費の負担が大きい (67.3%).関

(42.5%に境腐のレイノー (40.7%).いらいらする (38.2%)

部題との解答が抵くなっていた項目

:之医療従事者の指示の実行 (2.7<)，心，家寵内での権威の低

下発熱 (15.9%).食lfil(15.9%)の顕であった。

養上の問題の 17項目は， これらの 17 自の合言十得点と

べての項誌において切<.0001)以上の椴関が認められ，

Cronbach日係数は 0.891と項話全体で高い内的整合性が

17項毘の合計得点と，患者の生活を

鐙，現在の症状.支援内容，セルフケア行動の合計得点，

QOL 尺授の合計得点等のうち，スピアマンの願位和相関

係数で，有意な線開 (p< .05)があったものは，

( -0.215 < .05).性別(0.213<β日，疲状の有無( 0.382 
< .001)，療養上の理解 (0.205< .05)，健康潟迷 QOL尺!支

点(-0.421 < .0000， 議補用 QOL尺合計ー得点

(… 0.580 < .0001)であったc

{考察i
SLE患者に特有な療養上の}問題としては，将来の不安，

気の進行の不安，いらいらするなど病気の不確かさから生

ずる心理的不安. ~笈療費の負摂が大きいなどの家庭および

経済的問題，関節議. sZ.I警のレイノーの身体症状に伴う苦

痛，ボディイメージの変調などが高率で上げられたむこれ

らの問題は.若い女笠で，症状の出現があり，療養生活の

潔発事があまり得られていない人に顕夜しやすく. また.こ

れらの療養上の問題は患者の QOLの維持・向上を妨げて

いることが判明されたc したがって守 QOLの維持・向上を

妨げている療養上の問題を抵減させる審議介入の必要性が

示唆されたc
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129)外来遊鍔中の全身性エリテマトーデス患者のセル

フケア行動と関連要圏

高谷真由美，青木きょ子，高l崎芳成(JII資天堂大学)

回遊雅美(JII貢天堂l2f段)

{目的]

全身性エリテマトーデス(以下 SLEとする)の患者は.症

状が安定していても，生涯にわたる治療と増悪を予防する

ためのセルフケアが必要とされる。本研究は，外来通i淀中

の SLE患者が必要なセルフケア行動をどの程度実施して

いるかと，セルフケア行動に関連する要閣を明らかにする

ことを目的とする。

{研究方法]

の大学病院に通院中の SLE患者 162名に口頭と文

より研究を依頼.同意が得られた患者に調査用紙を配

布し郵送法で囲収したっセルフケア行動の質問項目はf感
染予防Jr皮腐の保護」他 9項自である。平均値の差は

A災OVAで検定したっ

[結来}

質問紙配布数 162，うちセルフケア行動に関する問答が得

られた 111名分 (68.5%)を分析対象とした。セルフケア行

動の合計ー得点の平均値は.26.84 (SD5却のである。セルフ

ケア行動の実施殺授を 3'f洋に分類すると，セルフケア行動

の実施割合が高かったのは. r薬の報用Jr定期的に受診す

るjであり.すべての問答者が実行していると答えていた

( [滋1)0 以下「家族関係Jr疲労惑も'[jr感染予[j幻の)11買に

言語い実施率を示していた。セルフケア行動の項目別にみる

と. r感染予防jは「年齢J(p<0.05). r皮膚の保護jは

「自覚疲状の数J(p < 0.01)イ健康関連 QOLJ 難病m
QOLJ (p < 0.05). r食事療法jと「サービスの活用J，ま f入
i淀Iill数J(p < 0.05). rストレスH家族関係H人との交流j

は f悠淡関連 QOLJr難病用 QOLJ(p < 0.01)においてセ

ルフケア実行レベルの 3若手間で平均値に有意な差がみられ

たc

{考察]

定期受診と服薬に関するセルフケア行動の実施率が顕著に

高く.治療効果の高さが行動に結びついていると忠われたc

QOL得点と精神的・社会的な面のセルフケア行動が関連

していることから，樹立の関係を明らかにし援助につなげ

ていく必要があると考えられると

星雲主主予紡

E芝，替のf累E室

長室労警警務

言語の綴尽

食謬療法

定員丹受診

ストレス

家族関係、

人との交液

サービス活渇

。% 20% 40% 60% 80% 

~l 療養のために災行しているセルフケア行動

100% 

130) CABG手術後患者の退読後の生活体験に濁する研
η守ヲ

ブ1，

大北美恵子(福芳二大学医学部附属病院)

岩間浩子(福井大学霞学部看護学科)

{研究官的i
CABG手術後患者は.Iill復への希望を持ちながらも不安定

な身体状況であり，生活に根ざした援助が重要であると考

えるが，生活体験のありように関する検討は不十分で、ある。

本研究は，退院後の日常生活に関してよりよいケアを構築

するために.CABG手術後患者・の退読後の生活体験の構造

を明らかにすることを目的とした。

{研究方法}

1.誠査対象・ 2病院で CABG手術を受け合併症なく自

宅に退院し十分意思の疎通がとれる成人期以降の患者で

手術後 2~3 ヶ月経過した時期に主治、援の許可及び本人

から研究に問意を得られた患者4名。

2. 調査期間:2005年7月30B ~11 月 22 日

3.データ収集方法:半構成的面接法

十分析方法.面接後，録音したテープから逐語録を作成

しグラウンデツドセオリーアプローチを参考に.rどのよ

うな生活を体験したか」及びその時の「気持ちゃ考えjと

いう視点で意味のまとまりによってコード化，カテゴリ-

fとした。
5. 倫理的配感:対象者に目的.方法，参加への自由意

思. [変名の厳守，カルテ情報の使用について口頭と文書で

説明し i得意書を得た。また，対象施設の倫理審査委員会

の承認を得た。

{結来]

対象者は，男性 3 名女性 1 名，年齢は 58~80 歳，有職者

は58歳の男性 1名であった。

憾のサブカテゴリーから 19のカテゴリーが抽出で、き. 4 

つの領域に整怒した。{再発の恐怖}の領域は 5今までの生

活では得発するという恐怖再発したら助からないjなど

を含む3つのカテゴリーで構成され，縮小した生活の基盤

となっていたむ{由複途中の身体への阜、い]の領域は，諸5
への不安痛みの不安騒味で安心できない援師の説明j

などを含む5つのカテゴリーで構成され，病気に対する不

確かな認知状態を認めた。[間後への影響要因]の領域は，

f症状の臨復が活動開始のきっかけ安心するための自分

なりの目安jなどを含む4つのカテゴリーで構成され，回

復に合わせた生活への影響要閣で、あったが.暖!床で涯学的

には安当といえない目安を認めたや{生活の再構築]の領

域は混沌とした退院直後自分らしい活動の再構築j

などを含むアつのカテゴリーで構成され，退i淀度後の 1~

2遊間に殆ど寝ている混沌とした状態があり，その後自分

なりの日安を主主に縮小した生活を干写機築していた。

{考察}

入院やは自立した生活をしていたにも関わらず退院産後に

現沌とした時期があり.その後自分なりの呂安を基に生活

を符構築していた。しかし再発の恐怖が基盤となり過度

に縮小した生活の再構築につながっていることが明らかと

なった。よって，入龍~~lから具体的で確実な判断基準とな

る情報提供を行うこと，及び退j淀直後の混沌とした時掲へ

の関わりの必要性が示唆された。
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131)内視鏡的結膜切開諮離指を受けた患者の術後自白

審理の実態およびその関連要因

石井千有季.有本さドー恵(和歌山県立医科大学附属病i詫)
山部一郎(総床研究支援センター)

{自的}

内視鏡的粘}良切掬禁u緩術 (EndoscopicSubmucosaI Dis巴c-

tion; ESD)を受けた患者は，施術後4週間にわたって，粥

食，彰;菜食，禁j援などの制限食を継続する。施術後 1週間

自の退院時指導の場面で，制捜食を継続する自信のなきゃ

不満を訴える患者が存在するが，その実態は不明であるc

また，最終的な自己管理の可否が生じる要因も明らかでは

ないc そこで今関， ESD後の患者について.夜己管潔の実

惑と，その関連要i設を暁らかにすることを践的として本研

究を行っ

{対象と方法}

対象は W!思内某痘療機関の滑化器内科病棟で ESDを

け，研究の趣旨を説明し協力に同意が得られた患者8入で

ある合ず吉報収集期開は 20例年 10月から 2005年 1月で

あった。一次面接として，選i淀持指導実施後に「退院後の

自己管潔についての受容度jを，また二次面接として施術

後4週間話の上部内視銭検査前に fB己管理の可否よと

の経緯jについて留答を求めた。この遂語録から， ESD後

の自己管理に対する影響鹿子を抽出した。

{給条と考察}

1.対象者の基本属性:対象者の内訳は男教4人，女性4
人で，年齢は議小 63成，最高 79歳で¥その中央僚は 71裁

であった。

2. 自己管理の実態:施術後生週潟にわたって退院時指導

どおりの行動修正ができていた者は. 8人中 2人，行動修

正が全くできなかった者は2人であった。残りの 4人に罷

しては，本人が「できる範関jで仔動修正がで、きていたが，

この「できる範爵jの判断基準はもっぱら本人独自のもの

であった。

3. 自己管理の可否と，その!知事要国:a) r退i詫持指導の

受容度j退院時指導の受容震が高い者ほど，退j淀後の行動

修正に到達していた令 b)fi治療部設の継続治療に対する理

退i詫時点で，治療部位には豆大な人工法務が形成さ

れているため，引き続き食事管理が必婆となるが.このこ

とを理解できていない者は全て在勤修正に弼達していな

かった令 cH自覚症状の布然j何らかの自覚症状の出現lえ

行動修正龍迭の動機付けとなっていた。退臨時指導の受容

度が抵くても，自覚症状があれぱ行動修正につながってい

たc 一方，退院持指導持に受容度が高くても.自覚症状の

消失とともに行動修正ができなくなっていた。

以上のように ESD後の行動修正には，自覚書定状の有無が

深く関与していたっしかしながら，低授襲性治療である

ESDでは，自覚症状の出現頻度は必ずしも高くはないc

そこで.自覚疲状の有無にかかわらず，行動修正に向けた

退院指導や継続看護の実施が必婆であると考える。

132)パ…キンソン構患者が経験する音楽撞法の効果に

関する研究

務股千代子，高矯方子(宮城大学看護学部)

[目的]
療養生活におけるアメニティの一部としての音楽から，ケ

ア・メニューとして積極的に活用するために，認知降客の

ないパーキンソン病患者に対する音楽療法の効果や患者に

とっての意味を明らかにする

{研究方法}

1.研究デサごイン:参加鏡祭法・インタビューによる質的

記述的研究法

2.研究対象:音楽療法に参加している認知症のないパー

キンソン病患者.10名

3.研究期間:2005年9月28日-2005年 12月8日

4. 倫渡的配議:研究への参加，協力は自由意志、によるも

のであること.インタピューによる音声記録及び逐語録は

偲人・施設名が特定できないように厳重に取り扱うこと，

研究で得られたデータおよび研究の給条は，研究の呂的以

外に使用することはないことを口頭および文書で説明し

を得て実施した。

{結果]

パーキンソン病患者が経験する音楽療法の効果は，人間の

持つ基本的欲求の充足と共通する内容が認められた。マズ

ローの欲求r;背鰭説理論によってデータを湾撰!ました結来警

生理的欲求充足は{身体機能の向上l安全の欲求充足は{安

定・安心機能の向上i月号認と愛の欲求充足(社会的欲求)

は[社会的機能のi向上}ゑ認の欲求(自我・自専の欲求)

充足は i心理的充足惑の接待1.自己実現の欲求充足は{生

きがい:折り合いをつける自己実現]で構成されていた。

{身体機能の向上]には，く言語議能・コミュニケーション

接能の部復・発達》く運動機能・感覚運動スキルの改妻子・

1足進》が認められた[安定・安心機能の向上}には，

党機能の向上》くi完結の浄化・活性化〉が認められた[社

会的機能の向上]として，く向じ病気を持った人との交流》

《若い後代との交流》が充足されていたc [心理的充足感

の獲得iとして，く自己効力!蕊自尊j議活の高揚〉

機能の発達>ファシリテーターに求められること

られた。[生きがい:折り合いの自己実現]では，く主主活の

張り〉く病気になったことによる新たな境地>が認めら

れ，さらに高次の{学びたい・理解したい1[審美的欲求}

に対する諮りも認められ，音楽療法による効果l丈高次の

レベルのものまでも獲得されていることが判明したc

{考祭}

本研究結来は，者楽療法に期待される畏擦や効来と j汚様の

結果に加えさらに， [主主きがい:折り合いの自己実現1. [学

びたい・理解したい1.[若手美的欲求]の充足を促す効巣も認

められ，興味深い結果が得られた。安楽療法を取り入れた

看護介入を銭関する際のポイントとして，者護締，者楽療

法士などのファシリテーター共同の苦楽セッションのデザ

イン，効果を発現させる場づくり，看護独自のケアリング

を組み合わせることで¥音楽療法の効巣が増輔させられる

と考えられた。
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133)醤性呼吸器疾患患者と拙卒中患者の QOL

石川りみ子，玉井なおみ(沖縄県定看護大学)

{目的}

在宅療養している慢性呼吸器疾患患者と脳卒中患者の

QOLを比較し障害に応じた看護支設の資料とするc

{研究方法}

在宅療養している呼吸国難を有する鑓性呼吸器疾患患者と

麻簿による運動機能障害を有する脳卒中患者を対象に SF

-36を用いて QOLを調査する。調査は同意の得られた

50歳から 79歳までの通説中の患者aに対し自記式アン

ケート調査を配布し自記入の閤難な対象に対しでは開き

取り調査を行う。 倫理的配慮として，口頭又は文書による

諒査内容を説明し偲人が特定されないように統計処王壌を

行ったc

{結果]

対象者は'慢性呼吸器疾患、患者 41人平均年齢 69.8歳と酪卒

中患者 24人62.7歳であったc 表 1に示すとおり， SF-

36下位尺度の身体機能については雨群とも極端に抵かっ

たが，日常役割機能{身体)，体の痛みについては脳卒中患

者が有意に低かった。しかし全体的健康観については慢

性呼吸器疾患患者が宥意に低く日常役割機能(精神)，心の

については有意ではないが慢性呼吸器疾患患者が高い

傾向にあった。

{考察;

をもちながら在宅でセルフケア・ i能康管JjRを行う '1受性

WJ患者にとって QOLは，若無くその人らしい日常生活を

送るのに重姿な指僚となる ο 分析結果から， I汚じ悦性別患

者ーであっても部容された部故検機能によって QOL(こ与え

る影響は異なることが示唆されたc 犠牲呼吸器疾患患者

は呼吸困難により.脳卒q:J患者は片11'1手続iによって日常生活

上の身体機誌にi可程変の影響を受けていたが，普段の仕事

や活動ができないという日常役都機能(身体)と体の痕み

については脳卒中患者が低く，このことは慢性呼吸器疾

患患者は，普段から呼吸状態に合わせて仕事・活動を行っ

ているのに対し脳卒中患者はしびれやリハビリ等による

痛みの訴えが多く.思う穏も活動ができないことを示峻し

ている。 しかし全体的健康観は慢性呼吸器疾患患者が

抵かったことから，健康意識の抵さが示唆された。

公1 Sド36下位尺度の慢性呼吸器疾怠，患者と脳卒中怠者とのよと絞

!I常議後iIE(身{主¥:RP 58.5 ごと 45.3 (75.0) 34.4 33.6 (25.0) 0.027 

{字の痛み:BP 76.4 23.6 (72.0) 59.0 = 29.4 (56.5) 0.011 

全体的表童話f去さ GH 46.7土 21.8 ('12.0) 58.8会 25.5 (61.0) 0.(は6

活力 VT 57.0 土 18.0 (55.0) 56.5 コヒ 23.8 (52.5) 0合25

干j会的生活控室能:SF 77.7 26.0 (87.5) 66.7会 33.7 (75.0) 0.143 

日常役告す害警官き{翁?事い RE 75.6念 40.8 (J∞.0) 55.6 45.8 (66.7) 0.072 

心の終選I:MH 75.4土 20.0 {樹立0) 64.3土25.9 (62.0) 0.058 

134)代謝矯譲器系外来種護における襲擾診断と連携シ

ステム

関美奈子

(国際医療福祉大学大学院i歪療福祉学研究科博士課程)

{目的i
本研究の目的は，外来春諮における患者の重複診斯の実態

と治療における連携システムの検討を目的とした。

{研究方法;

1.対象:3施設の代謝循環器系疾患、を有する 20歳以上

70歳未満の計男女 269名であった。

2.調査期間:平成 17年8月25日から 10月31日の見

期間は計7臼以内とした。 3.説資内容:患者属伎の診断

名を ICDlOコードと，日本版診断群分類 (DPC)の主要診

断分類 (MDC)へ変換し重複診断の条約を検討した。患

者の診療経路コードとして1.涯蔚jコンサルテーション，

2.者護部コンサルテーション， 3.薬剤管理指導， 4. 

栄養指導， 5.介護相談. 6.心理カウンセリング， 7. 

1鼠;夜検査， 8.鼠液検査以外の検査， 9.他科受診を設定，

実態調査をした。

診療経路コードを各 1点として加算した点数を治療レベル

qとして算出した。さらに飲酒・喫煙習慣を陀診した0

4.倫理的記窓:施設管理者に本研究の主習を文書と口頭

で説明し臨床研究倫理審査の承認を得た。対象へは，研

究の主設を伝え，調査の不参加の不利益はない，参加は自

r:l:l，データのi変名作:を説明した上で¥同意を得たな

お古来]
対象の年齢は 56.6土 9.7 受診紋続月は 63.2:!: 68.0ヶ丹

であった。 ICDlOによる対象の診断Z'tは，大分類で 79と

おりの重複診断があり，そのうち主要診断は，循環器系の

疾患が 182名.内分泌・栄養および代議疾，患が 72名，新生

物がア名，神経系の疾患が6名. ?肖fヒ器系の疾患が2名で

あった。 MDCの上位分類は，計 30コードへ条約で、きた。

ICDlO大分類の循環器系の疾患を有する対象訴と内分

泌，栄養および代謝疾患を有する対象群の加で， ICD重複

コードと MDC重複コードを Mann-Whitneyのじ検定を

した結果， MDC 重複コードにおいて平均ランク，循環器

系の疾患が 116.7. 内分泌，栄養および代謝疾患が 154.7.
内分泌，栄養および代謝疾患の方が， Zぉ 3.76榊と，有意な

重複診断を認めた。診療経路は，計 11コードへ集約でき.

1箆所=83名， 2笛所=138名， 3笛所口 39名であったc

また. ICD重複コー Fにおいて，平均ランク.喫'挫習慣な

し=126.7対，喫燦習慣あり 00本以上/日) = 150.2， Z 
2.4アと有意差を示した。経路コ…!ごと.治療レベル

Qとの111ftf立相関は， r = 0.902帥であった。 p< 0.05*0 p < 
0.000事権与

[考察}

MDCの上位分類コードは，簡易に代謝徽環器系外来患者

の特?設を現すことが可能であるc

また診療経路は，外来看護システムにおける患者の健康を

く f共導jシステムといえる。
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1 35) Crohn's diseaseの金事窺j去に関する看護研究の

動向

岡本祐子，中尾さゆり，薮下八重

(和歌山県立器科大学的属病院)

山由一期(鵠床研究支援センター)

目的i
Crohn' s disease:CDは，大腸および乃、践の粘膜に鑓性の炎

症または潰擦を引き起こす涼i翠不明の炎疲性腸疾患であ

る。疲状の:再'惑を予防し寛解状態を維持するためには，

をおめる。しかしながら，好発年齢層

に属する若年者にとって食生活のコントロールはストレス

要協のーっとなり，療養生活の継続に盟難をきたすことが

指摘されているc そこで今関， CDの食事療法に関する

護研究の動向について把握を試みたので報告したいc

{方法}

1995年から 20例年までの 10年i潟に， Pub立たdおよび、援

学中央雑誌(陛下ド誌)に登録された CD関連の文献を検索

した。 PubMedにおける keyv￥Tordsは“Crohn'sdis芭ase¥

“dietetic treatmem" ，“nursing"，また匿中誌では fクロー

とし後者については3語の and

検索により抽出された文獄の本文を精読し筆者らが独自

に作成した分類コードに却して内容分類を行った。

{結果と考察1
1， PubMedによる検索:“Crohn's disease"のみを key

wordとした場合の総文獄数は 6912件であったc 年次加

に晃ると， 1995 ij~の 431 件から 2004年には 838作ーとなり.

ほほ傍増していた。 Kevwordに“dietetictrεatment"を

加えたときのとット数は 3784件 (54.7%)，さらに nursing

を追加した場合に 57件 (0.8%)がfIlllHされた(%

占める

2. 医学中央雑誌による検索:rクローン病jのみを key

wordとした場合の総文献数は 46591*であった。年次開

に見ると.1995年の 346件から， 2004年には 672件となり.

やはりほぼ倍増傾向を示した。 Keyア wordに

を加えたときのとッ i、数は 25911二 (5.6%上さらに

を追加した場合は 20件 (0.49告)が抽出されたは総文献

占める割合)。

躍中誌において， rクローン病j傘 f食事療法jによって抽出

された文献数の総文獄数に占める割合 (5.6%)は，

PubMedの場合 (54.7%)の約 1訴に過ぎず，我が閣におい

てクローン病の食事療法に対する研究的関心が今なお立ち

遅れている現状が示唆された。

fクローン病j傘 f食事療法j攻「審議jによって抽出された

20件について，内容分類を行った。その結糸， r治療と

001eT)J r在宅療養 (3件)J 患者指導 (2件)J
実態(1件)J!番号理 (11牛)J!自己効力(1件)J rNutrition 
Support Team;NST ( 1件)J 知的障害をもっ患者(l件)J

に分類された。このうち 20件中 10件を占めた「治療と

;こ関する論文の形態は，いずれも疾患の孫自論を中心

とする f解説・総説jであった。このことは，疾患の発生

機序が今なお不明であり，対症療法を重視せざるを得ない

ため，標準的看護ケアが確立されにくいという CDの特性

を反映したものと考えられる。
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136)脳卒中後遺症者が継続して患者会!こ参加している

意味

上川智子(国立看護大学校)

泉キヨ子(金沢大学大学説医学系碗究科)

{話的i
脳卒中後遺症者の増加や高齢化に伴い， I漆害をもち続けな

がら生活する脳卒中後遺症者がよりよく過ごすための模索

がなされており，選択肢のーっとして患者会への参加が考

えられる。本研究では，患者会に継続して参加している脳

卒中後遺症者が会に参加していることにどのような意味を

もっているかを明らかにした。

[fすf究方法]

1)対象:選定した 2つの患者会の会員のうち，脳出血，

1I話機率の既柱をもち，自宅で生活し， コミュニケーション

能力が保たれ.会の活動に 3年以上継続して参加している

13名(男性 10tl，女:'1生3名人 2)データ収集:半構成的

ITrI接法と参加観察法。 3)データ分析:修正版グラウンデツ

ド・セオリー・アブローチc 分析テーマ(仰が継続して患

者会に参加するのを支えたのか)と分析焦点者(対象者)

に照らして，データの関連笛所に着目し概念，複数の概

念の関係からなるサブカテゴリー，カテゴリーを生成し

相互Eの関係から分析-結果をまとめ，結果関を作成。 4)倫

理的記癒金沢大学医学系研究科等援の倫理委員会の永認

を得たG 対象者には研究協力について書留を用いて説明

し文書での同立を得たc 得られた情報は仮名北しプラ

イパシーの保護に努めた。

{結来]

1)対象者の概要:王子均年齢71.2土 8，3成。発症:後の経過

年数:平均 13，0:t 6，6年。全員が}守派手薄で， 2名が失語夜

をもっ。会への参加年数:平均 12，0土 7，0年 (4-31 

2)脳卒中後遺疲者は継続して，患者会に参加している意味

として， 14概念と 5サブカテゴリー， 2 [カテゴ1)_]が

生成された。それぞれの概念とサブカテゴリーは， [能動

的な参加のカテゴリー}と{受動的な参加のカテゴリー}

という対様する 2つのカテゴリーを構成していた。参加す

孤独から解放できる，

新しいものに取り組める，選択股が限ら

というサブカテゴリーのうち.参加することがリ

孤独から解放できる， 自分のベースで参加

2つのカテゴリーに共通して存在していた。

{考察]

以上から，地域で生活する脳卒中後遺疲者が再発や老化に

伴う身体機能の低下や社会的孤立などのi羽題を捻えてお

り，会に参加することで.身体的な部では会への参加をリ

ハビ 1)と捉えていた。また，同じ境遇の人とのふれあいの

中で孤独からの解放により，心身の両国を満たせることで.

継続した参加が支えられていることが明らかになった。そ

して，自分のベースで参加することで，社会とのつながり

を持ち続けられる場所として会を位寵づけていることが示

唆されたc 地域で生活する脳卒中後退疲者や今後退院する

脳卒中後遺症者に対し，参加者のもつ意味を踏まえた恵、考

会についての情報提供や会の活動の支援をする必要がある

と考えられた。

137)脳卒中患者の病みの軌跡

一拙卒中体験による健康知覚一鶴康管理パターン

の変化一

JII?皮公香(茨城県立医療大学)

{践的]
脳卒中患者には，発症前から高血圧や糖尿病，高脂血症な

どの生活習慣病を自覚しながら，積綴的な健康管理行動を

とっていなかったケースが少なくない。診断・治療技術の

進歩により，腿卒中患者の機能的予後は以前に比べて良好

になってきているc しかし一方で，再発や 2次的障害の

併発によ以降客が拡大し致命的な状況に陥る場合もある。

脳卒中を体験した当事者のQOL維持・向上をはかるには，

積緩的な機能維持閤援の援助だけでなく，自身の健康管潔

上の問題を振り返り，退院後の生活設計1こf健康管理Jの

視点を絞り入れた生活習'慣の再編を援助することも重要で

ある。しかし脳卒中患者のリハビリテーション過程をこ

のような視点でとらえた報告は少ない。そこで本研究は，

脳卒中を体験した当事者の健康に対する見方・考え方，健

康開題への取り組み方にリハビリテーション過程を通じ

てどのような変化が生じているのか，その実態を明らかに

することを自的とする。

{方法}

協力者:脳卒中によって Aリハビリテーション病院で入

院/通院治療を受けたことがある成人，患者のうち， 1研l司斑1耳{
艮的.概袈にi関努する説{鴇F幻;に対対牟してド向守窓が符得z られた 1詑2名(男

性8名.女性4名)。方法:平成 16年 1月-3月に，現在

および脳卒中発症i誌の健康状態に関する認識と対処行動に

関する半構成的面接(l人 1-3 [TIJにわたり，のベ 1-2，5
時間)を行った。当事A者の承諾を得て記録したメモ及び

ICレコーダーに録者した内容から作成した逐語録をもと

に，各ケースの現在の生活機能と際答の構造と病みの軌跡

を整理し病状経過と脳卒中体験者の健康状態に対する認

識(健康知覚)と対処(健康管理行動)の推移に焦点をあ

てて分析したc 倫理的記癒 :A病院倫理容資委員会の承認

を得た研究計砥に到って調査を実施した。

白書来及び考察}

脳卒中発症後半年-3年経過した協力者には，片麻簿など

の機能障苦ーが残っていたが，現在の状態を f症状(麻棒)

がある分健康とはいえないjという者がいる一方で.r脳卒

中になる前よりも健淡jだと評する者もあり.健康状態に

対する認識は様々であったc 全員が発症前から高爵l庄や糖

尿病ーなどのfji:存疾患をもっており.退院後も A病院で外

来リハピリを継続する一方で，他のj室療機関にも通践して

いたっ発痕前から通i淀加療を受けていたものの，健康管理

への関心は低く，食事や運動 休息などに気遣うことはな

かった者は，脳卒中を「自らが招いた結果jと受け止め，

混夜lえそれぞれが自分なりの健康管理行動を実践してい

た。 退i結後の外来リハビリは.r更なる機能関短を目指すj

だけでなく， r後遺症がある現実を受け入れるためも手続

きjであったり，一識の「ピアサポートを得るJためであっ

たりと，その意味づけにも多様なものがあった。
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138)機能訓練 (A型)に頚所する脳卒中後高鶴在宅片麻

聾者の自分5しさ獲得のプロセス

倉石真理，塚涼部子(富山大学産学部看護学科)

{目的}

脳卒中後，機能訓練 (A型)に通所している高齢荘宅片麻

捧者が.病気後どのように自分らしさを接待していくのか，

そのプロセスを明らかにすることを自的とした。

{研究方法]

対象は脳卒中後，夜宅で生活しながら機能訓競 (A型)に

通所している高齢者のうち，片麻療をもっ者で本研究の趣

旨を口頭と書面で説明し同意を得られた 5名とした。

は学構成的面接法とし脳卒中後の思いや生活についてで

きるだけ自由に語ってもらったc インタビュー内容は許可

を得て全て ICレコーダーにて録音し逐語銭を作成したc

分析方法は，ヌドアによる修正版グラウンデッド・セオリー・

アブローチを用いたっまず，逐語で記録したインタビュー

内容を繰り返し読み，そのゆから概念を抽出した。その概

念をカテゴリーに分類し概念民カテゴ1)_時間の隠係を

検討した。抽出した概念・カテゴリーの関係を結果留に示

し自分らしさ獲得のプロセスを明らかにした。

{結果および考祭i
対象者は脳梗塞もしくは臨内出血で 60代， 70 {"¥';であっ

機能訓練 (A型〉に通所する脳卒中後高齢在宅片麻簿者が

自分らしさを獲得していく上での患いは， 21の概念， 10の

カテゴワーに集約され， 自分らしさ護得のプロセスを構成

していた。このプロセスは{悪化への国惑]をコアとした，

{可能性への挑戦1[病気自体の1m諜を鰐待][社会参加によ

る楽しみの獲得1[自信からくる心のゆとり1[ピアな関係

づくり}の前向きな患いに関するカテゴリーと{受け入れ

ざるを得ない自分1[もどかしさと苛立ち][鼠己への失望}

[死への窓識}という後ろ向きな患いに隠するカテゴリー

から成り立つていたc

披らは{悪化への関惑}からお分を遠ざけるために前向き

な思いへと移行しようと努力することで，今ある機読をい

かそうと{可能殺への挑戦}の思いを抱くようになるo そ

して，このような患いをきっかけに前向きな患いに関する

カテゴリー関を互いに行き来することで，その患いが広が

りi弱まっていくと披察されたc 一方で{悪化への間惑}か

ら否定的になってしまうと{もどかしさと苦・立ち1[自己へ

の失望}といった後ろ向きな思いへと移行しひどい場合

には{死への意識}までも抱くようになるつしかしこれら

の後ろ向きな患いに関するカテゴリーは，その思いを経験

し乗り越えていくことで， より強い自分らしさを獲得して

いくことへとつながると推察されたむ

{悪化への圏惑}の思いをどのように捉えるかで，彼らの患

いがどのように移行していくかが左おされると考えられ

るo このように彼らは様々な経験をしていく中で，前向き

な患い，後ろ向きな患いを流動的に行き来し繰り返して

いくと推察されたc そして今までの自分を見つめなおし受

け入れていくことで自分らしさを獲得していくことが示唆

された。

139)脳卒中発作後急性期患者の麻捧僻上下設の筋肉蚤

の推移 -DXA5去による検討一

田村綾子，市原多香子，南JII貴子，桑村由美，近藤裕子

(徳島大学底学部保健学科)

{目的]

脳卒中発作後の急性期患者の片蘇湾側jと非片麻痔測別およ

び麻痔の謹度別の上下段筋肉の変化を明らかにし片麻捧

患者の回復のためのケアの一助とするc

{研究方法]

対象は，王子成 17年S丹~問 18年 1月の関に， A病誌に賠

卒中で緊急入院した患者で，片麻事事を認め発疲後 3~4 日

告は回日測定)と.発症後 10-14臼 (2朗自isIJ定)の計

2関測定できた 16名であるc 筋肉景の測定は， DXA法

(Dual energy X-ray Absorptiometry;二重エネルギ-X線

吸収測定法)を用い，左お上下E支部に筋肉蚤を計4箆所islJ

した。分析は. 1毘混と 2樹告の務i湾最の差を，片麻簿

側と非片麻海部に平均値と減少率を求めた。減少率は，(1

関自測定量一 2関g澱定)/1閤自測定量 x100で求めたc

また麻簿およびヨド麻捧1IIUの下段麻湾側の程度は，下肢筋力

テスト MMT3/5以上群と 2/5以下若手の2群に分け， 2若手

間の比較を王子均僚と減少率で、行った。解析は SPSS11.5for 

Windowsで ManrトWhitneyとWilcoxon検定を行った。

本研究は徳島大学病院臨床研究伶湿議査委員会にて承認を

受けて実施したc 対象者及び家族には.研究の説明を行い

自由意志での参加を保証し同意を文章で得た。

{結果}

16名の患者の内訳lえ男性 11名女殻 5名，平均年齢は

63.1 (12.4)畿であった。原関疾患別では，脳梗塞9名，脳

出i鼠7名であった。左片麻簿は 11名，右片蘇婦は 5名，

MMT 3/5以上群9名， 2/5以下群7名であった。麻湾1II1J.
非麻縁側部上下較筋肉の減少量 (g)とその減少率(%)は，

下肢では麻海側 382g(6.1 ~色)と非麻湾側 127g (1.8%)で有

金認めた。上肢の麻線側 172g(7.0%) と非麻縛側十

4g (+ 0.6%) で，有意の差を認めたc この~の蘇湾側の下

絞の筋肉の減少量 (g)とその減少率(%)は，麻痔側下肢

の3/5以上群は 336g(5.1%)， 2/5以下群は 452g(7.7%)の

低下であった。一方非麻捧i郊で肢の 3/5以上群は 129g

(1.8%) ，向上肢 2/5以下群は 124g0.8%)であった。

{考察]

能楽から安静臥床に伴い務肉叢は鮭下すると言われてい

る。脳卒中発作後急散期に DXA法を用い拐肢別の放穏な

筋肉量を測定した結果， 1週間の経過で，縁海側で約 380g

(6%)，非麻海側で 120g(1.8%)減少していた。この減少は

麻療の経疫が大きいものほど減少率も大きいことが明らか

となった。看護ケアとして，安静初、床中の筋肉の減少を少

なくするケア方法を実施することの必要性と綜療の程度

の大きい者ほど務肉量を低下させないケア方法の実施の必

要性が示唆された。
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140)看護部が用いる非侵欝筋縄翠の評髄方法の推定iこ
関する研究

-DXA5去と大腿周径，筋組織淳，握力との器部一

市原多呑子，閉村綾子，溺川賞子，桑村由美，近藤裕子

(徳島大学院学部保健学科)

{陸自ヲ}

看護締がベッドサイドで霊症患者においても使用可能で非

侵婆的な筋肉変化を評価する方法は，周径，組織の摩さ.

握力測定などがあるc 看護師が使用可能なこれらの評価方

法と DXA1去を用いた筋肉蚤との相関を明らかにし者ー護

締が実施できる運動プログラムの効果判定の一助とする O

{方法}

対象は脳卒中で A病読に入院した片蘇薄患者 26名(男性

19名，女性7名;延べ患者数96名入倫理的記蕗として，

徳島大学の倫務審査委員会で承認を得たのち.対象者およ

び家族に対して研究の説明を行い，自由意志での参加を保

証し同意を得た。誠王長期間は 2005年4月から 2006年2月

に行った。 測定項日は.二重エネルギ-X線吸収測定法

(Dual ene1'gy X-1'ay abso1'ptiomet1'Y; DXA)を用いた上!技・

下肢の筋肉量(g)，大11送開径(rnrn)，超音波診断装置はOMHz)

による大腿の筋組識厚 (rnrn)，握力測定 (kg)であった。大

i捷開設と筋組織揮の測定は.測定者1名が膝蓋'誇'ヒ殺から

lOcrnの設置を 3剖ずつ測定し平均値を求めた。測定時の体

f立はff[H乱伎で下肢を伸ばした状態とした。また寺;尽力は旬、

床したまま左右 3閉ずつ測定し平均値を求めた。分析は，

DXAによる上肢・下肢の筋肉殺と大腿跨筏，大腿筋線級

握力の関係について相関を求めるとともに.添加係分

析を行った。統計処理は SPSSfo1' Windows Ver.lL5を!日

い.有意水準は p< 0.05とした。

{結果}

対象者の乎均年齢は 66.2:t 12.3歳であったc 下肢 DXA

の乎均値は 6378 1628g.大腿閥径は 414.4ニ!:46.6rnrn，大

腿筋組織厚は 20.5土 5.6mmで、あった。上肢 DEXAの平均

値は 2459:t 643g，握力は 13.3土 12.1蹴で、あった。 DXA

は大11退問筏，大!捷筋総識厚，握力といずれも有意な相i認を

認めた (p< 0.001 ;大11退問控:R = 0.743，大腿筋組織淳:

R 0.690，握力:R = 0.463)。また，看護師が実施する筋

肉長評価である周経，筋組織摩.握力と DXAの閣僚寵線

の決定係数 (R2)は予ifiljに役立つ結采であった (p< 0.001: 
大i諮問後:R2 0.552，大総務総識厚:R2 0.476.援カ:R2 

0.214. ) 

[考察}

筋肉量の評価方法である大鶴間後，大腿筋組織原.握力は，

求めた回帰式より筋肉量の推定に役立つため，看護部が実

施する運動プログラムの効果判定に活用できると考える。

握力の決定係数が小さい理由は，徒手箱力テスト 3i5以下

で測定値がOkgとなる麻捧患者も含めていたことが影響し

ていると考える C

141)在宅高位頚髄撰{護者!こおけるソーシャルサポート

とメンタルヘルスとの関連

商問素子

(医i立身体障害者1)ハピリテーションセンター病院)

{研究の背景]

多くの在宅高位頚髄損傷者は，家族による介護によって，

在宅生活を維持しているc 在宅生活を送るやで本人と家族

のソーシャルサポートの体制は十分で、なく，家族内に危議

惑を抱えている者もいる。今後，ソーシャルサポートの体

制を考えていくための示唆を符るためメンタル面における

状態を把握する必要がある。

{自的]

ソーシャルサポート(家族内)とメンタルヘルスとの開に

正の関連性について検証する。

{対象}

?!3践で入院 1)ハを受け，在宅療養を継続している高位頚髄

損傷者 (C4以上九

{方法]

メンタルヘルスの計測は， SDS(うつの重症度をil!IJるスケー
ルで，われわれの経験では.41点以下が正常.48点以上を

うっと見なし得る)と MQS(健康な心理を測るポジスコ

アと不健康な心理をmljるネガスコアから成る O ともに得点

が高いほど良好で、ある)を用いたc ソーシャルサポートの

評伝fiは，情緒支援ネットワークスケールを沼いた(10点満

点で， 8点以上が良好なソシャルサポートであり， 6点未

満が不良であることを示す)0SDSとMQSおよび憶緒支

援ネットワ…クスケールの相関関係を分析する O

倫理的配滋として対象者に研究臼 [J0を丈書.口頭にて説明

し1[/lj人のブライパシーを保護するとともに諦査結果は儒入

を特定できない方法で統計的に処理することを約束した上

で、関意の符られた人のみ対象とした。

{結来}

8名(男性7.女性 1 人呼吸器なし 6. あり 2:主たる

介護者，配偶者5.親3)の結果を述べる。告平均 SDSは

46点であった。君干ーとしてはうっ傾向が見られた。王子均ポ

ジスコアは 33点，王子均ネガスコアは-20点であった。健

常成人(平均ポジスコア 42点，平均ネガスコア-13点)

と比較すると，ともに低く，ネガスコアは有意援が認めら

れた (P< 0.05)0王子均情緒支援ネットワークスケールの

得点は7点であった。群としてはかろうじて正常のT[浪を

上回っていた。安情緒支援ネットワークスケールの得点に

よって.ソーシャルサポート良好群 (8点以上)と不良群

( 6点未満)に分けたc SDS得点を比べると，良好j洋47点，

不良群 43}主であったが，何者に有志:設は認められなかっ

た (p= 0.59)。ポジスコアを比べると，良好群 39点.不

良若手 23点，ネガスコアを比べると良好若手一時点し不良群

-23点で，揮者はともに不良群の成識が惑かったが.その

差はいずれも有意で、なかった(ポジスコア p 0.07，ネガ

スコア p= 0.40)0 
[考察}

して，メンタルヘルスは不良の傾向が認められた。

ソーシャルサポートとメンタルヘルスとの陪にはIEの関連

が認められ，とくに MQSのネガ、スコアとの関には有意な

関連が認められた。容今後はさらに症例数を増やして検討

したい。
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142)人工股関節金置換術者を受けた患者の歩容と QOLの

関違

松本管竪，泉キヨ子，王子松知子

(金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻)

[践的i
人工設関捺会霞換術 (TH却を受けた患者の歩容(自分が

感じる自分の歩く姿)が QOLにどのように関連している

かを明らかにする。

{研究方法}

1)対象 :A特定機能病院ですHAを受け，その後投fMlilti 
外来に通院している患者 50

2)誠査方法:無記名自記式質問紙読変。 測定沼具として，

歩容は VisuaIAnalog ScaIε (0 10.0) を照い. QOLは

SF-36 v2日本語掠を用いたc

3)分析方法:対象を歩谷得点によって抵綴捺中値群，

高{夜群の 3群にわけ.QOL (SF-36)の下松尺}支8項誌の得

点の平均値を五おnn-Whitney検定を用いて比較したc ま

た，歩容と QOLの下{立た度との相際をみるために.

Sp台armanの棺関係数を用いたc 統計ソフトは SPSS

vεr.14.0 for Windowsを用い，有意水準は 5%未i誌としたC

4)倫理的記慮:研究の趣旨を説明し i註}窓を得たc デー

タは宿命名イとしたっ

5 )調査嬬潤:2005 年 12 月 5 日 ~2006 年 1 fJ 16 13 c 

i結果}

1)対象の特性女性品名 (88.肝心，男性6名 02.0%).

58.0土 11.0歳で，主婦が25名 (50.0%)であっ

た。総督IIJは片根J]32名 (64.0%)，将棋IJ18名 (36.0%)であっ

た。術後平均は 3iド4ヶ月 (2ヶ月一 14王手4ヶ丹)で、あっ

た。~容得点は王子均 8.0 土 2.0 点 (3.2 -10.0)であったc

2)歩容による QOLの下役尺授の比較歩容得点が3.2-

5.2点を低値群(10名). 5.3… 7.9点をや悠群 (7名入 8.0

-10.0点を高値若手 (33名)として対象を 3若手にわけ，

QOLの下故尺度得点の乎均値を比較した。その結来，身

体機能 (PF).体の痛み (BP).全体的健康感 (GH). 日常

投書u機能一身体 (RP). 日常役割譲能一籍争/1恨E)の5項

認で{ま鍛若手.~13fl酎洋，高値群の!綴;二有意に平均点が高くなっ

ていた。

3)歩容と QOLの下位尺度との招関:有窓な相儲が認め

られたのは RE.PFの 0.46.次いで BP(0.43). GH (0.42). 

RP (0.37)であり，中程変のものであったむ

{考察i
今関の結果から，歩容得点は全体的に高い傾向にあり，歩

容に満足している人ほど.QOLが高く，自分の身体機能に

満足し精神的に安定したg常生活を送っていることが示

唆された令このことは，これらの対象は術前に痛みを伴つ

ての歩行をしており，無痕で歩官可能になったことが欝速

していると考えられた。しかし議館群についてはその婆

民をさらに詳織に検討していく必要がある。

143)人工股関節患者の鍵康関連 QOしと和式ライフスタ

イルの機討

藤沼君支(佐賀大学臨学部看護学科)

牧本清子(大阪大学大学院医学系研究科)

{目的}

本研究では，人工股関節手術を受ける患者を対象{こ，手術

前・退i詰後 1か月・術後6か月での縦断的な健康関連 QOL

について明らかにすることを自的とし間側手術と片側手

術患者での絡違や和式のライフスタイルとの関連を比較す

る

[方法]

諮査広文香と口頭での関意が得られた参加者を対象に，

術前は自記式の諮査諜を配布し術後は郵送法で、行っ

QOL評価には. '1号関節疾患に特異的な QOL尺度である

1司lesternOntario and McMaster Univεrsities Osteoarthritis 

lndex (WOMAむと包話的尺度として EuroQOL(EQ5初

日本語!涯を用いたc 和式のライフスタイルは， トイレ・食

・寝兵のスタイルや正座・和式トイレの関難度について

分析は全ての変数を数殺化し記述統計と手術前

後での尺得点の比較を行ったc

{結果・

203名を分析対象者とし女性が全体の 84%で，平均年齢

は創設だった。関側手術が 22%. 片側が 78%だったo

WOMACの痛み・こわばり・身体機能の会下役項告と

EQ5Dの不安や活動など全攻設において，街前より術後の

していた。また，訴訟J]手術患者に比べ，片

側患者の方が術前・術後の得点がよい傾向にあったひしか

し 術 後6か月でも，日本人が多用する正緩や和式トイレ

しい動作であることが示され. QOLに影響している

ことが示された。ライフスタイルについては， トイレは洋

式がほとんとεだったが，寝具は布毘で寝る人が半数おり，

も床肢が21%いた会また，両側患者では，床座や布語

使用が少なく，身体機能が比較的よい人が和式の生活スタ

イルを計っていると思われるc 和式の生活様式をとる人は

少なくないことが示されたため，日本人の QOL評舗には

WOMACなどの西洋式の尺度だけでなく，正座ゃしゃが

むなどの日本特有の生活動作も評価指標に含めることが必

要である O
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144) 運動機能障害をもっ中高年女性の装いに関する

ニーズ詔査

一運動機能韓害とストッキング着用の関連につい

て一

松村菜穂美(福井大学大学院工学研究科)

岩田浩子，磯見智恵，古jll日和子，麻生徒愛

(福井大学法学部看護学科)

{はじめに}

運動障害をもっ女性がより社会との交流を持ち，生き生き

とした生活の実現のためには装いは欠かせない。この視点

での研究は十分ではない。今留，特に股関節に!猿答をもっ

中高年女性が社会生活を送る上で，装い(特にストッキン

グ)にどの程度ニーズを持っているのかを検討した。

{方法}

対象・運動降客のある(変形性股関節症)患者会の女性

1000名へ，費関紙を郵送自己布し.720名から回収され.573 
名を有効関答(有効回答率 79.6%)とした。調査内容:基

本府間:およびi険業の有無， 日本整形外科学会股関節疲判定

恭i容の歩行能力と日常勤作の状況。テー}タの収集方法:患

者会役員を通じ，会員 Noからランダムに会員へ費関紙を

配布し研究者へ郵送で関紙された。 倫理的配癒:対象お

よび、患者会役員へ研究の内容を議:面で、説明し同意を得，

発表の了解も得た。分析方法:対象の基本属性および歩行

能力の点数と日常勤作の合計点について，ストッキングの

務用ネと x2検定および分散分析中)を取いて検討した。

また，務用の不兵合とその工夫について，自由問答の内容

分析を行ったc

{結果]

対象は全員女性で，年齢59.8土9.2歳，職業をもっている

割合は 26.9%でストッキング着用率は 49.4%であった。日

常勤作の合計点、は 13.7:t 4.7 (範囲 1~20) 点であり，歩仔

点数は 13.4土 4.0(範屈 0~20) 点であった。日常勤作の合

計点および歩行の点数とストッキングの着用率は関連を示

していた(日常勤作の合計点F= 14.4 p < 0.001.歩行の

点数F= 8.2 p < 0.01)0 一方，職業の有無と着用率は関

連を示しておらず，職業を持っていると日常動作の合計点

や歩行点数が低くなるとしても，着用率は低下しなかった。

また.それらの点数が低いストッキング藩用者が回答した

ストッキングの不具合には.rはきづらいjやf締め付けるj

などがあり，それに対ーする工夫として f靴下エイドの利用j

や「短いストッキングJ.r大きいサイズJ.r柔軟体操J.r寝
たまま体をねじって履く J.rストッキングの足苦から下を

切り離して使うJなどがあげられていた。

[考祭}
本調査は，通院や入j淀治療をしている校関節障害患者が社

会生活上装いへのニーズ調査として，医療機関と切り離し

た全国規模のものである。級業を持つことは，社会的役割

を果たすことであるが，一方で務脱が関難なストッキング

を着用することになると考えられた。そのため，ストッキ

ングの不具合を持ちつつも，工夫して着用をしていた。こ

のことから，運動機能障害に合わせた社会生活の再構築を

行うには，これまでの生活様式を無理なく継続するという

視点で自立を支援することが必要であると考えられた。
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145)高齢者の転部予防のための姿勢の安定性!こ寵する

研究

一感覚機能と FunctionalBalance Scaleとの関

係一

小林真由美(福井大学病説)

岩田法子(福弁大学医学部看護学科)

[目的1
1)ハビリテーションを受けている高齢の入院患者の感覚援

能と姿勢の安定性との関係を明らかにする。

[研究方法]

調査期隠は 2005 年 6 月~1O月である。対象は.F 県内 3

病院の麗復期リハビリテーション病棟に入段中の高齢者の

うち，リハビリテーション時に杖又は歩行器歩行が可能で.

コミュニケーションによる意思の疎通が可読な 50

名(男性 22名，女性 28名)である。 FunctionalBalance 

Scalε(以下. FBS)を沼いて姿勢の安定性の評舗を行い，

惑党機誌として体性感覚(触覚と故笹覚)と視覚(近距離

視力)をiJlO定した Q 性UIJ. 年齢，診街名，入院中の転伊jの

有無，務識者n助具を面接及びカルテ・者護記録からfr言報
収集した。分析は SPSSfor Windows Ver14.0にて Spear-

manの綴投獄関係数 x2検定，五おnn-Whitney検定を行

い，有意水準は p< 0.05とした。 倫理的援掻として，倫理

議資委員会の承認を得，対象者には文書と口頭で研究の趣

旨等を説明し承諾を得たむ調査は対象者の体識に考慈しな

がら. 2~3 関に分けて実擁した。

i結采と考察}

対象者の年齢は 66-91歳，王子均年齢は 78.1会 6.8歳であっ

たc 入院中の転偶者は 12名 (24.0%). ゴド転iflJ告は 38名

(76.0%)であった。体設感覚は争jl続学的感覚評価に基づ

j 手掌又は足成の是主党，あるいは母指又は母祉の{むを党

のいずれかに異常がある場合は f体性感覚異常あり jとし

たc 体性感覚に異常のある人は 17名 (34.肝心，異常のな

い入は 33名 (76β%)であった。 FBS合計二l立と年齢とのi怒

仕立 0.234)，近距離復力との肉付口一 0.067)に相関は

みられなかったが，転倒者は非転偶者と比較して， i!]:Ji!長離

視力が有意に惑かった (p= 0.025)ことから， i!]:Ji!互離視力

を把握することの必嬰性を再確認したむまた，転倒の有無

と体性感覚異常の有無の割合， 及びび体性感党巽常の右主無雲に

よる FBS合言計i

の有燕による F手E忍3S合計点に有慈窓;差がみられた(句p 口

0.0剖16θ) そして，体性感覚異常の有無により FBS下役壕g
を比較し体性感覚に異常のある人は異常のない人と比較

して， r疲位保持J.rr若限立{立保持J，r関腕立{立保持J，r片
足を前に出して立位保持jの項目において姿勢の安定性が

悪かった。これらのことから，感覚異常がある人は上記4
つの姿勢の安定性が悪いことを考濯し感覚機龍の留から

転倒予防のためのアセスメントする捺には， FBSを用いて

どのような姿勢の安定住が悪いのかを偶加にアセスメント

したうえで，環境調整や患者指導，移動補助兵の検誌をす

る必要性が示唆された。

146)転部!こささった行動毘的が不鵠な転部事故の分析

一今後の課題探求一

福江まさ江. 111日多恵，松毘理桂子，商山久美子

(特別震療法人審開会 長崎北病院)

{はじめに]
夜、遠の病棟では開設より転倒!事故訪止のため慈々の対策を

じ， ADLに関連した行動による転倒を減少させた。し

かし ADL以外の自的による行動，孝行動呂的不明の転
倒は依然発生している。このうち舎の転倒については昨年

の本学会で報告した。

今躍はの転倒を分析し検討した令

{対象及び方法}
2002年-20例年に提出された転倒事故3諜告議，:305件(181

のうち行動民的不明と記殺された転倒事故報告審 39
件 (22名)を対象にで記の内容を謁査した。
1.患者の探嬰(年齢，主病名，麻簿・失語・認知誌の有
無，移動レベ1!--.転入時の転倒予測アセスメントツー)!--1) 

転倒

2. !伝部防止の者護ケアと転倒時の患者の状況C

1 転倹iにヨさった内容を検討しカテゴ1)-1とし
尚.詳細な内容についてはカルテより謁資した。

{倫理的記議]
発表にあたり偶人が特定されないよう記醸した。

{結果]
1.行動狂的不明の転機 22名の平均年鈴は 73歳，主病名

は脳血管疾患 20名. 11浅炎，磁膜下血騒が会 1名であったc

18名に蘇務があり， 21名は失語，認知症を重複，
内 10名はすべての波状を併せ持っていた。移動レベルは

自立が 1名で他は見守りや介助を要したc 転入時の転倒予

iJ!IJアセスメントツールで 5点以上の患者は 18名で，転倹i
関数は 1伺9名，設数毘 13名であっ
2.転倹JllJill::の看護ケアの内容は，看護基準れを基に紹々

に応じた妨ll:策がなされていた令更に複数閤転例患者に

は，転簡を了予見した見守り体制の強北や受傷防止の対策も
とられていたむ

3. 転倒にヨさった内容にはパーキンソン椀による動きのム

ラや妄想、，退院前訓練の影響，婦宅額翠，病誌の生活習慣

による行動等があった。これらをカテゴリーイとすると

Sぎの活動性の向上孝疾痛や病状の変化及びその他玄2トリ

さ

{考察]
患者の大多数は騒血管疾患で蘇療があり，介助を要し失

認知症の症状を震複していたc このことから患者は身

体龍カ・理解力{足下とコミュニケーション降客により転倒

リスクが高く，基準に加え{礎部的なj坊止策がとられていた。

転倒にヨさった婆留のカテゴリ一号~舎は行動自的不明とさ
れたが，転倒前の状況から自的をもった行動だったと推測

された。しかし意思伝達も関畿で転倒防止の指導も理解で

きず，欲求のまま行動し転俄していたG これらは予iJlU性を

高め自己癒することで転倒酷止につながると考える。カテゴ

リー舎は患者の状況から見守り強化や受傷防止対策が必婆
であると示唆された。

{参考文献}
1)泉キヨ子他:入院高齢者の転倒予inlJにf!.!Jする改訂版ア
セスメントツールの評価，金沢大学つるま保健学会誌，

Vo1.27，災0.1.P95-103. 2003. 
2)福江まさ江他:転倒事故防止者護基準導入と儲別の審議
介入の分析看護 2004: 56 (13) : 54 -57. 
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147)身{本撞害者のノーマライゼーションへの課題

一衣糧のおしゃれに関する菌接調鷲を通してー

江島由希子(大阪大学医学部保健学科)

鈴木純恵、(大抜大学大学院涯学系掛究科)

[目的}

現在の衣服環境は，身体障害者に配癒したデザインやサイ

ズは限定されているo これまでの研究で衣服に義自した身

体障答者のノーマライゼーションの課題を明らかにした研

究はなかった。そこで本研究では，身体i穣害者の衣慌に関

する考えやニーズを明らかにし身体障害者のノーマライ

ゼーションに関する課題について考察することを自的とし

た。

[研究方法]

(1)対象者:大阪府下の某 NPO法人を利用している 20歳

から 65歳までの運動機能障害がある在宅の女性 10名。

(2)調査期間:2005年 10月から 12月 (3)測定用具.号

半構造化面接:属t1.おしゃれに関する関心や要望等。毒

自作のスケール:衣服の満足度とおしゃれの関心度を 9段

i穏で評定。 (4)分析方法:面接内容から逐語録を作成し衣

服に関する内容を抽出し一文一義を最小分析単位(記録

単{立)とした。また，記録単位のカテゴリー化は意味内容

の類似J性に基づいて行った。 (5)倫理的資日語::対象法人の

代表者と利用者に研究内容の説明を行い，協力を得られた

方に泌援を依頼した。

[卒者来]

対象者の年齢は平均 44歳 (26歳から 65歳の範であるむ

10名の面接により 128記録単位が抽出され，これらより衣

服に関する身体障害者の 7つのニーズが分類された。

カ テゴリ-

CD滋答自体に関i還する衣服についての不自由さと不潟

足と工夫

②おしゃれに対する縫常者・持~~者の共通指向

②おしゃれにi閣巡する介談者の必皇室性と気兼ね

@おしゃれへの関心に関連する滋答者自身の儲卒託収集

の工夫

③ま〈線における隊答者の長室常者へのi司fヒ滋肉

こ合ったおしゃれの仕方が分からない

こfl!J巡する衣服のリメイクの必姿性

{考祭]

n=128 (100%) 

記録単佼委主(%)

60 (46.9) 

38 (29.7) 
20 (15.6) 

5 ( 4.2) 

2 ( 1.6) 

2 ( 1.6) 

1 ( 0.8) 

1.身体障害者の衣販のニーズが7つあることが明らかに

なり，おしゃれをしたいという欲求は健常者A と身体様害者

は共通していた。

2.身体の際害に関連した衣服のニーズが高く.障害に合

わせた自由な衣織の選択環境を整備する必要がある。

3. 身体関答者は介護者に対して気兼ねなどがありそれに

より自らの欲求を抑制することがあるので，そのことを考

えて援助していく姿勢が求められる。

4. 身体関害者の衣眼に関する情報の入手や購買しやすい

システムづくりが必要で‘ある。

148)知的欝審者のノーマライゼーションへの課題

一衣生活を中心とした麗接と参加観察を遇して一

筒芥裕子(大政大学医学部保健学科)

鈴木純恵(大阪大学医学系研究科)

[目的}

“おしゃれ"“社会性"等の衣搬の高次機能に着目し知的

i簿害者のノーマライゼーションに向けての課題とその支援

を考察するo

[研究方法]

(l)対象会面接:知的際害者デイサーどスのお~52 歳の女

性利用者5名。日常の会話は可能。 ADL自立。委参加綴

む言語的コミュニケー

ション可能。 ADL自立。身体際害者デイサービスと在宅

障害者自活訓練卒業の利用者。知的・身体障害を合併。

語的コミュニケーションが可能・閤難.ADL自立・介助必

婆と，障害程度の個人差が大きいc (2)調査方法くじ面接:

半構成面接を行った。乏参加観察:実際に活動に参加，利

用者の様子を観察・記録し施設職員に利用者について随

時間き取りを行った。 (3)分析方法:碩接・観察内容から

エスノメソドロジーアブローチにより.ノーマライゼー

ションの課題とその支援のポイントを抽出。 (4)倫理的配

惑:施設立荘者・研究対象者に研究について説明し協力

を得た。 綴人筒報は許可を得た上で閲覧し偶人が特定さ

れないようにし

[結来]
(l)雨接の表出状況の迷いから f衣服への関心が潟く.

出も可能なグループJ衣服への関心はあるが.表出が難し

いグループJI衣服への関心が少ないグループjに分類され

た。知的諮害者は自分の意思はあっても表出に時隠がかか

り.意思表出の能力が十分でないという特徴を有していた。

(2)観察内容から，安知的障害者は年齢に比べ幼い服を

用し食べ物の好みも子供に似ていることが多く，全体と

して幼い印象を潤間に与えた，ミ会社会・共同生活を送るう

えで必要なルールを守ることができていなかった，号機員

の教育的な働きかけとして，表出力を補う工夫をしたり，

社会的規範を学習する機会を作り，時間をかけて待ち，さ

らに何度も繰り返すことで，意思表出が促され，社会的規

範に従った行動をとれるようになった。

[考察}

(l)援助者が，意思表出が罰禁Itであることを「考えがない」

と捉え，生j援援助を要する知的障害者として「子供jと捉

えるために，知的障答者は援助者の側依観や判断の下で生

活を送らざるをえない状況にあると考えられる。そのた

め，知的障害者に経験・学習する機会が十分に与えられず，

年齢に比べ外見も内福も幼い・社会のルールが守れないと

いう課題が起こると考えられる G つまり，援助者により知

的滋害者の詑力に市Ij[茨カ宝加えられ，潜在能力の開発が十分

に行われていないと考えられる。 (2)r援助者が先入観を

改め，知的関害者の可能性を引き出そうという意識をもっj

汀可苦手も経験・学習する機会を設けるJr人的・物的環境を

整えるJr知的i障害程度に応じて時間をかけて待つ.何度も

繰り返すJという支援により知的時害者の潜在能力が引き

出されると考えられる。

182 沼本看護研究学会雑誌 Vol.29 災0.3 2006 



149)喉頭播出者の発声技指!こ対するi謡定箆と自尊感靖

に関する研究

武83英和(共立女子短期大学看護学科)

[13的i
喉顕摘出後，発予校教室に参加し食道音声を習得する過程に

ある人の発声技術に対する満足度と自等感髄の関係を明ら

かにするC

{研究方法1
1.対象:都内敬頭摘出者毘体の発声教室に通う会員 140

2. 期間:王子成 15年 12月~平成 16年 1月。 3.方

法:自己記入式費関紙c 4. 質関紙の内容:日

年能性批疾患名，術式，発声教室参加状況，現在の所

属クラス，発声法。 2)発声技術に対する満足度食道発

に関する文献とスピーチコンテスト等の評舗内容から，

f安気の取り込み r戸の潟抵Jr声質Jr音量J強明

さ 雑音レベルjの7項目をおIJ/:l:'iし f大変満足jから

f大変不満足jの4段階で時答を求めた。項自はスピーチ

コンテストで審査をする指導員にスーパーパイズを

た。 3)自尊惑慎:Rosenberg (山本ら筑 1982)10項目ο

5.分析方法:データーの解析には SPSS12.0Jを捜用し

6.倫理的配滋:患者会の代表者に研究の趣旨を説明

し承認を得た。議まま対象者には設耐で研究の主旨，プライ

パシーの保持，参加の自由と中i訴の様利を説明し関;苔;を得

たc

{結果}

1.回収率は 72.8%.有効防答率 70%(98名九 2.平均

年齢 66.92設土 7.59.男性 86名，女性 12名。術式は椴顕

摘出のみ 70名 (71.4%).食道再建 28名 (28.6%) 所属ク

ラスは，初心21名，初級 13名. 9=1級7名，上級生3名，

友クラブ 14名で，日常会話可龍者57名 (55.2%).t手間参

加79名 (80.6%)であったと 3.発声技術に対する議足度

は， r空気の取り込みJ2.創設 0.88.If釘の高{丘 2.91土0.86，

2.83土0.88，最J2.96土0.85.円安 3.01土0.81.
f明llJそさ 3.02土0.81.雑資レベル 2.絡会 0.82であった。

術式と発声法で有意差が見られたが (p<.05)，自

との有意差は見られなかった。 4. 自尊!r&舗は 29.45土

5.03で，性7]IJ，街式.発声j去で有意2をは見られないが，上級

クラス・注入法で平均点が抵い。 5.発声技術に対する

足度と自尊感慌では，発声技術得点が高いと自尊感情が抵

く，発声技術得点が抵いと自尊感情が高い。

{考察]

発声法はほぼ所ー属クラスの発声腎得内容と一致し昇級テ

ストでのクラス編成を反映していた。発声技術の満足授

は， r強~~J r明瞭さjで高く，食道発声はげっぷの婆鎮で

発する音色より確実な「第2の戸jにしようと意識して

いるためと考える。また発声技術の満足度が高く自等感慣

が抵い時期は f初級 r上級J注入法jで.患者会の会員

主主移調交と一致しており，発声教室中断の要因と考えられ

る。発声習得過程において f注入法jは単語をつなげる発

声に必要であり，涼音発声の「呑気法jより難易授が高く，

発戸数議入会の「呑気法際音j緯習持のみではなく.r呑
気法jから ri主入法jへの発声法変更時の支援の必要性が

示唆された。

150)喉頭描出者のコミュニケーション手設の再護得遜

程における問題と支援

長瀬睦美(富山大学付属病読者護部)

浮溺愛子(長崎シーボルト大学)

[目的]

本研究の自的は，喉E長癌や下堀頭癒の為に殿頭会議出術を

受けた患者が，筆談やジェスチャー，人工喉頚器や食道発

声等の代務コミュニケーション手段を獲得していく過程で

{本塁突した出来事や患いを明らかにすることにある。また，

援療関係者.家族や発声会によるソーシャルサポートが患、

える支援とその影響についても明らかにし彼らへ

の審議的支畿のあり方も検討する。

{研究方法}

本研究はナラティブリサーチに基づく費約機詩的研究であ

るc 研究対象は舷頭癒や下樹頭癒の為に喉頭全議出衡を

けて失戸した在宅療養中の6名とした3 データの収集は学

講成約千ンタビューで行い，得られたデータはアミア・ 1)_ 

ブワッヒ (AmiaLieblich)らの三Narrativeres日arch))1998) 
に記されるナラティブの分析手法の一つ，カテゴリカル内

容分析を参考に用いて分析したc 尚，インタビューは悶窓

を持て実施し研究発表の際にはi変名殺を厳守することを約

束し

[結来]

研究参加者は会箆男性で，平均年齢は 69.2畿であった令イ

ンタビューは一人当たり 1留で平均 88分行った令インタ

ビューで得られたデータから各ナラティブを分析しまず

439儲のキーセンテンスを選び出した。その内容を分析し

テーマであるi絞議論出者のコミュニケー

ションや支援に認して{発病から喉頭全議/:l:'i術を受けるま

での体験と心理] [敬頭会議出述語のコミュニケーション

再獲得過軽での体験と心理] [社会的サポートへの患者の

賭待}という 3つのメインカテゴリーと 9つのカテゴリー.

311慌のサブカテゴ1)ーを抽出したc

[考察}

喉頭摘出者は，綴の告知や失声への不安を抱いていたが，

家族のサポートや生存への強い思いからく散顕摘出衡を受

ける党憾と治議への期待〉を持つに至っており，告知から

手術までの簡に様々な不安や務藤のあることが示唆され

た。また，取顔全摘出術後の代替コミュニケーション手段

として，塁手:設やジェスチャー，人工戦頭器や，可能な場合

には食道発声も試みられていたが，その過程では，相手に

自分の意思が充分に伝わっているのだろうかという不安等

から，人との接触を忌遊したり会話最が減少したりしてお

り，代替コミュニケーション手段に対する専門的関わりが

必婆と考えられる。よって，研究参加者逮は.発声.会や家

族，そして産療者等，彼らを取り巻く人々からのサポート

を受けていたが，サポートの現状には不十分な点もあり，

今後のサポートを検討していく必婆性のあることが明らか

になったむ今後は，発声会の役説を充実させ，家族，

との連携を強化し社会的なサポートシステムをliui立し

ていくことが重要である O そのために，看護部等の医療関

係者A のいっそうの介入が望まれる。
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151)看護額の在宅療養に向けた選韓指導への取り組み

矢野家永，西留美子〈共立女子短期大学看護学科)

{自的]

在宅者譲論を麗修者と被騒修者で，退院支援の認識，在宅

審議論の蕗修内容と実際の業務内容の活用状洗について把

握することを毘的とした。

{研究方法}

謂資対象は都内および近県の地域支援病院に勤務する看護

402 名。 2005 年 8 丹 ~9 丹初旬にアンケート調査を留め置

きi去にて実施。調査内容は1)主主本属性:性別，年齢，所

有資格，卒業過桂，臨床経験年数 2)在宅支援を認識す

る時期，退院支援の取り組み，在宅看護論題修状況，罷修

内容のI!iiJT:J状況。分析には SPSS12.0]を用いた。倫理的配

として，本短大倫潔委員会および調査対象施設の看護部

の承認を得た。

お.l1*]
有効問答;数377名 (93.7%).女性 363名 (96.3%).男性 14

名 (3.7%) であったs 年齢は 20~30 歳代が 89.3%であり，

勤務場所は病練勤務 322名 (95%)であった。卒業過程別

では看護締養成所 337名 (89.4%).看護短期大学 32名

(8.5%) c 平均経験年数8.0土 6.74年，在宅看護履修者 205

名 (54.5%).非躍{傷者 170名 (45.1%)であった。夜宅看護

論を経修して最も学んだことは.会家族の1'.活を考えるよ

うになった，主他Jfi裁縫との連携を考えるようになったと約

85%が問答した。在宅看護論を緩修したことを業務に役立

てているかには，そう忠わない.あまりそう忠わないに約

半数 (51.7%)が[11答した。役立つている (46.3%)とした

多くは，家族への指導および患者の相談時に履修内容を活

用していたが.兵体的業務である経済的問題.退読時サマ

リーの作成には活用されていない。退院支援の取り組みで

は，キーパーソンを確認する持擦を入院時としている人が

も多く.次いで、受け持ち特に確認するが続く。人的社会

資源の紹介では，ケースワーカー 206人 (69%)と多いが，

履修者と被綾修者で有意差 (p< .01)が見られたc 物理的

社会資源の紹介は，訪問看護 283名 (75.1%)であった。

{考察]

在宅者護論を履修して学んだことは，患者や家族の生活.

他殺穫との連携，社会資源の活用であった。これは，石垣

の者護養成校における在宅看護論の教青ー目標達成務査報告

(以下迷成調主主)を照会すると，上{立3項自 f在宅看護の対

象の特性についての理解Jr在宅看護での保健医療チーム

の理解H社会資源の種類と活用Jとほぼ一致しており，在

宅療護者を疾患や障害を持つ人としてだけではなく，生活

者としての規点で捉えている C 経11多内容が業務に役立って

いるものは「家族や患者の相談・指導Jr他職種とのコミュ

ニケーションjであった。これは，達成調査の下位の項目

f在宅療養者・家族のセルフケアのための指導」とほぼ一致

し本研-究では逆に上位に位置づけられ，最も必要な人間

関係能力が育成されていると考える O

152)訪問審議闘が重要とする退罰時看護サマリーの情報

一病棟看護蹄との比較かうー

武内良詩子(熊本大学涯学部附属病院)

生野繁子.竹熊堅美(九ナ'"看護福祉大学)

目的}
訪問審議締が重要とする退院時看護サマリー(以下サマ

リーと略す)に求める情報告と，病棟看護締との比較から明

らかにする。

[研究方法}

調査期間:2002 年 9 月 ~ll 月 O 調資対象:病棟看護締 162

名.訪問看護師 125名.本研究に承諾の待られた病棟看護

蹄 144名(罰収率 88.9%)。訪関看護師 86名，部 )1又

(68.8%)0調査方法.郵送法による無記名選択・記述式費関

紙調査。 倫理的配慮:・研究の主旨. IITI答により不利益が生

じない事，個人は特定されずプライパシーが守られる事を

文書:で説明.配布した。調査内容・奇問答者の属性多サマ

リーの必要性争サマリーの必要項目奇記入が不十分で、ある

項目安訪関看護師がサマリーに求める情報。分析方法:病

棟看護郊と訪問看護蹄の 2群街でクロス集計し x2検定

(有意水準は 0.05)を実施。自由記述内容はK]1:去を用い

カテゴリ -1ヒした。
{結果}
1.鵠答者・の属性:病機器護部 144名.訪問看護締 86名。

2.サマリーの必要性:両者とも必要と認識しているが.

その内容が十分と認識する割合は抵い。訪問看護締は半数

が十分でないと認識していた。 3.情報の必要度が高い上

i立3項目:病棟看護自信は「現在のADL 67.7%J r今後の問

題点 57.6%J. 看護経過 45.8%J訪問看護部は f今後の問

題点 66.3%Jril反liJt・在宅への釘的と本人，家族への説明

62.8%J r現在の ADL54.7%Jであった。有意差(訪問看護

部>病棟看護部)は月三!淀・在宅への目的と本人，家族へ

の説明Jr最終検変データjであった。 4.t吉報の記入が不

十分と認識する上位3項目:病棟看護部は fカミかりつけ毘

臨 27.l%Jr最終検査データ 26.4%Jr退院後の主治医

25.7%J.訪問看護師は「転l淀・在宅への日的と本人家族

への説明 62.8%Jr今後も問題点 34.9%Jr介護保険関連

25.6%Jであった。 5.訪問看護締がサマリーに求める情

報:7カテゴリーに分類。 r本人・家族の在宅療養に対する

忠、い 32.0%Jr教育的議助 22.5%Jr入続中の看護経過

19.4%Jが日立の内容であった。

i考察}

今回の調査で，病棟看護締と訪問看護締のサマリーに対す

る意見に相違があることが明らかになった。入院中の看護

経過.現在の ADL.今後の問題点は両者とも重要性を認識

していた。患者・家族の在宅療養への考え，受けた退i涜指

導の内容とその理解度の情報を訪問看護部は病棟者護師よ

り重要と認識していた。 以上の情報は継続看護に必要であ

り，退院時看護サマリーの情報に重要で、あると考える。
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153)高齢患者における介護予陪型選読支援の効薬

伊藤まゆみ，本江朝美(昭和大学)

桑剖慈子(東京産療保健大学)

五十嵐慈子(東邦大学)

鳥原真紀子(関捺医療福校大学)

佐竹みゆき，山田智子(横浜南共済病院)

{自的]

介護保段導入後の追跡謁査では，要支援の高齢者は2年後

には約半数が震疲北している。このため，高齢者の介護を

いかに予防するかが課題であるc 本研究の毘的は，高齢患

者における介護予紡型退器支援システムの構築の一環とし

て生活機能関複・向上トレーニングプログラムを開発し

その効系を検討することである。

{方法i
1.被験者 :A病践に糠尿病などの慢性疾患で入院した 65

歳以上の患者35名である

2. トレーニングプログラムの作成 :A病院の入院患者

(610名)に対する委譲締の退説支援状況鵠資，高齢患者(35
名)の退段後の生活不安調査を参考にして，プログラムを

決定した。その内容は入院中も生活機能を使い続ける必要

性，体力，気力を維持するトレーニング方法であるc トレー

ニングの教示は副読本，モデルの提示はどデオ， リハーサ

ルは滋学療法士の指導のもとでの実施であるo

3.調査内容:く工}トレーニングの実施状況，会生活におけ

る気力・体力の認知 (VAS).ミDlOm歩行速度(秒)，

動・語t久性に関する ADLの状怒，会特致的自己効力感

4.手続き:調資期間は王子成 16年 10丹より 17:if.2月ま

でである O 被験者には入説直後に担当涯の許可を得て，

プログラムの趣旨，概要，鵠資方法，データの処狸，断っ

ても不利設を被らないことについて説明し参加の意思を

確認した。 トレーニングの承諾が得られた被毅者を実験若手

とし トレーニングと入退臨時に上記の〈じからさをの費期紙

を用いて調査を仔った。また， トレーニングは行わず，調

査の承諾が得られた被験者を統総群とし入院選臨時に上

記のま;から安の質問紙を用いて調査を行った。なお，退院

支援状況調査を行った看護師な紙面及び口頭で調去をの趣

旨，データの処漫について説明し同意を得たc

i結果・考察]

被験者l立中断や調査内容の不備で，最終的には実験群 11

名，統制群 6名となった。各貿関紙は平均得点を算出し，

入退院時の比較会した。実験若手のトレーニング実施状況は

良好で，退院時の気力・体力の VASは，入院時より向上し

ていると認知し統制若手は入院時より衰えたと認知してい

た。雨群ともに入院時に比べ退院時では， 10m歩行速度の

王子均秒数は鐙綴され，移動・樹久性の ADL状態の平均得

点は上昇し改善傾向を示したc 改善の袈度は実験群が若

子大きかった。入臨時に比べ退院時では在日効力惑の王子均

得点は実験群では上昇し統制群ではやや低下した。これ

らの結果から，統制若手に比べて実験群は入院による生活で

の体力や気力の低下が少なく， トレーニングの実維は効果

的であったと考えられた。

154)睡眠時無呼吸悪様群 (OSAHS)患者の CPAP療法

継続に関する要因の換討

堀田イ左知子

(兵長室県立大学大学院・間国学関女子大学入問看護学科)

坂下玲子(兵庫県立大学看護学部)

若村智子(京都大学涯学部保健学科)

近出敬子，鵜山 治(翻由学関女子大学入問看護学科〉

{目的]

OSAHS治療の第一選択である CPAP療法は，治惑を目的

としたものではないことから，治療を縦続させていくため

の意欲を保つことは器難であると予想される G 本研究で

は， CPAP療法の障碍となる要限を明らかにすることを目

的とした。

[研究方法}

協力者は A病院を受診した重症 OSAHS患者24名(男性

23 名，女性 1 名)，鍛続期間は I ヶ月 ~7 年， 20~70 歳代

であった。データ収集期間は平成 17 年 2 丹 ~10 月 c 兵庫

県立大学倫理委員会に永認を得たよで調交を実施した。協

力者には文書で持意を得た上で 30 分~l 持間報度の土手議

成的面接を行った。分析は面接の内容を遂語録に書き起こ

し CPAP療法継続のi際待国子，維持lZ9子について語って

いる部分を抽出しカテゴリーイとを行った。また CPAP
療法継続期間について導入~半年までを導入初期，半年以、

[i禁を中~長期と設定し分析を行った。

[結采および考察]

導入初期には「治らないことへの苛立ちj，f一生つけ続け

なければならないことへの抵抗感J. r見た目への抵抗感J.

f病気と認識しづらく治療の必要性を認識することが難し

しリといった CPAP療法を受容していく上で欝碍を抱え壱

使潟時には子損れにくい治療法であることJ，rそれまでの

生活習積の変更をしなければならないjことが霞待母子と

なっていた。しかしこれらの滋碍因子を克援し継続を雑

持させていた維持因子には「家族のサポートjを通して

CPAPに f慣れるJことで f快の感覚jを実感することに

つながっていた。その経過のゆで「気持ちのなかで折り合

いをつけるjことができ. CPAP療法の受容につながり，

さらに効来を実感し身体が変イとすることで f生活の変化j

が起こり，継続できているのではないかと考えられた。中

~長期においては子決の感覚の持続jが大きな維持因子と

なっていたが，ぞれ以外にも CPAP療法への「信頼感J.

f効泉の理解J.r合併症を時げるという意識J.事故などに

よって「能人に迷惑をかけないで、済むjことが中~長期に

渡る維持関子として拾おされたc しかし継続を維持できて

いても「先行きが見えないために生じる無力感J.r治療縦

続への迷いJ，rライフイベントによる継続への不安J，r治
療意識の薄れJといった障碍密子があった。さらに f経済

的問題J.r新たな違和感の出現jや「長期間使沼していて

も手軽に行える治療法ではないjといった障碍由子が抽出

された。今後は際碍留子を軽減させ，維持関子を増強させ

るような肴護支援について実践を通して検討していく必要

があると考えられた。

日本看護研究学会雑誌 VoL29 No. 3 2006 185 



155)人工呼級器を装藩した神経難病患者と家族への在

宅支譲過程

宮崎みどり，辻ミサ子，金子由美子，西山久美子

(特別腹療法人春閉会長崎北病院)

[目的}

筋萎縮性側索硬化症(以下 ALS)と確定し人工呼吸器(以

下呼吸器)の装穏を自己決定した患者・家族への在宅支援

を行ったc この支援過程での審議の役割を明らかにすると

した。

{対象及び方法}

ALSと確定し呼吸器装着の可否が説明された 70歳代女性

の患者は「怠が楽になるならJ.介護者Aである 40歳代女性

は f長生きしてほしいjと呼吸器装着を決意した。この両

者に対し呼吸器装着後から在宅支援を目標に看護上の間

~抽出して看護計磁を立案・実施し雨者の変化を評価し

たc

[倫理的配綴]

本学会に発表することを患者・家族に文書にて説明し向意

符た。また，悩人を特定で、きる情報は除外した。

{結来}
患者は「楽になったjと喜んだ反iiiif何もできなくなったj

と表鵠は暗かったことから，生きる喜びを見いだせないこ

とを問題とし告擦を入i混生活に楽しみがもてるとしたc

そこで好みの食べ物，工財寿子散歩.趣味の小物作りを実絡

した。さらに，主治医と相談しスピーチチューブで会話を

行ったことで¥楽しみができ f家に帰りたいj と気持ちを

表出したっ

一方介護者;え意思決定したものの fn手吸器をつけたまま

一人にはできないし仕事も訴められないJと訴えた。そこ

で.在宅介護を決断できないことを問題とし介護が前向

きにとらえられるよう患者の思いを伝えた。また. 1也職経

と協働し社会資源の懐報提供. ALS在宅介護者を訪問す

る機会を作った。これにより「私しかいないjと介護を決

したが，介護に加え呼吸器の管理や吸引等を一人で行う

ことに不安があった。そこで.安心して生活ができるよう，

自宅を想定した病院での医療処霞や介護を体験させた。ま

た，緊急時の対処法や手技統一のためパンフレットを作成

し指導した。さらに，仕事を継続しながら介護できるよう

地域医療チームとカンファレンスを実施した。支援体制が

たことで介護者は「助けてもらいながらやっていきま

と笑顔で答えたc 退院後も患者はちぎり絵を楽しみ，

介護者は「母が心の支えjと家族関係も良好で在宅療養を

している。

{考察i
患者は.残存機能を活用し趣味を取り入れた入院生活が

送れるよう竣助したことで.楽しみを見いだし生きる喜び

を実感することができたQ 一方介護者の様々な不安に対

し患者の患いを伝え，介護を体験し支援体制を調整し

た。これにより介護者は f困難な課題を解決すべく努力し
ていく 1)J気持ちになり，安心感を得られ在宅介護に移行

できたと考えるc このことから，患者へは生きる喜びゃ希

を持たせると共に，家族へは介護しながら釈しい生活が

構築できるよう調整することが看護の役割と考える

引用文献

1)野嶋佐由美:難病状態にある病者とともに生きる家族

を支える看護.家族看護. 3 (1). p.12 -20. 20050 

156)在宅要介護者における捧撞と介護状況との関連

伊藤美樹子，大角和.九津見雅美，杉浦圭子.三上洋

(大i夜大学大学院医学系研究科保健学専攻)

[臼的]
介護保険の在宅介護サービス利用者における得擦の発生状

況を把握し除癒の有無に関連する要国を検討する。これ

によって在宅介護の質の一端が評価でき.在宅介護の支援

ニーズを明らかにすることができる。

{方法}

大阪府東大阪市に在住し婆介護認定を受け.かっサービ

ス給付実績のある恨・脅から姿介護皮別に層化無作為抽出し

た 3934符二を対象対象とし郵送法による質問紙爵交を行

なった (2005年間月)02365件 (60.1%)から隠JI又があり，

このうち要介護度が l以上で家族介護者が記入した 971件

を分析対象としたc 本報告で用いた部資項目は，要介護者

の年齢，性，要介護畏，認知障害の数〈者研式上訪問看護，

訪問介護の利用u者向〈丹).主介護者の性，年齢，介護従事

日数(適).おむつ交換の有無.介護負担感である。介護保

段サービス利用実績データの利用については，対象者には

調査依頼文で説明し返送をもって階建;を得たものとしたc

東大阪からは匿名データとして提供され管潔番号によって

マッチングした。なお本研究は本学涯学部倫理委員会の承

認を得た。

{結糸1
971件について，要介護者は王子均 82.8歳 (range: 46 101) 

で女性が 71.5%. 要介護度は 1~5 の阪で 34.7%. 21.5%. 

17.6%. 14.0%. 12.2%であった。介護者は 62.4::t 11.7歳 (24

99)で，女性が71.7%であった。訪問看護の科浴時間は

0.7土 2.3時間/月 (0-19).訪問介護は 13.4土 22.7/丹 (0

-137)であった。全体では袴癒は 7.9%に認められ，要介

護度4では 12.5%. 5では 33.9%に認められた。介護負担

感は fとても負担jが22.2%であった。次に，持綴の有無

を従属変数にして Logistic回帰分析を行なったところ

(Negelkerke R2 0.33). 要介護度が5は，オッズ比 23.8

と極めて高く. 4が5ゑ 3が5.8を示した。それ以外では

要介護者が男投 (OR= 2.2)であること，介護負担感の高

さ (OR= 1.7)，オムツ交換(1.9).訪問審議科用時間

の;長さ (OR= 1.1)が有意だ、った3

[考察]

本研究は大規模なサンプルを用いた地域ベースの調査とし

て貴重である。在宅介護サーどス利用者における袴癒の出

現鎖度は全体では 7.9%，姿介護!支5に至っては 3割と高

値を示した。また袴癒に対して訪問介護利用時間は有意で

なく，介護負担の高さが有意であったことから，在宅介護

サービスを導入しでも家荻介護者による介護の質には限界

があると言えよう c 本研究では訪問看護の利用と袴癒との

因果関係が分からないが.訪部看護には得格予i坊に向けた

介入や介護負担を平拐に緩和する関わりが求められる
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157)訪問審議ステーション!こおける縛撞対策とその効

果の検詩

玄永春奈(さっき台訪問者護ステーション)

片倉龍子(千葉大学者護学部)

関本有子(千葉大学大学院審議学研究科・

さっき台訪問看護ステーション)

Lll鵠恵子，和田登喜子，広浮健次.相原鶴f-t
(さっき合諮問看護ステーション)

じまじめに}
従宅において袴療が発生すると介護負担が増大すること，

また病院によ七し全身管理に践が行~屈さきにくくなることが
開題となるc これらを鑑み， A訪問務護ステーション(以

下人ステ…ション)では，海療への看護の改蕩に努めてきた。

[研究お的]
早期発見・早期治識という観点から， Aステーションにお

ける 2003年度-2006年 1月玉にまでの樽療対策について，

効果を検討するc

{研究方法}
対象:人ステーションから訪問看護を捻供中に袴癒が発生

した利用者 35名 (58箆所九銭し.訪問看護関始前.また

は短期入所中に袴擦が発生した者をと除く。

分析方法:年皮毎に号線綴対策の内容，

DESIG~ 点数，安訪問号守護手IJmゃに治癒した指名 (42 箇
月号〉の平均治癒期間，を検討したc

倫理的配滋:対象者に説明文を用いて研究協力の問主主を得たc

E古来]
分析方法ごとに総泉を示す会

号表参照
DESIG災:2003年度2点 3箆j5fr ， 3 

J点箇所 (27.89ら)， 4点以上 10筒ffr(55.5%)， 2004年度2点

3箆 jlfr (33.3%)， 3，点 2箇所 (22.2%)， 4点以上 4筒所

(44.5%に 2005年佼 2点 12筒 E/f (38.79ら)， 3点ア箆所

(22.6号ら)，生点以上 12翁所 (38.7%)
ftlJ : 2003年皮 38.01]ゆ名 11鑓所)， 

2004 :fi三皮 40.9F:1 (6 Z'l 7 i議所)， 2005年度 26.01] (13名

24節目/f)
{考察1
年度を追う絡に， DESIGN2 -3 }.ぷで袴携を発見する割合
iJ~増加した令またプレーデンスケールが定着した 2005 年
度は，袴綴箆月号が増加しているが，平均治療期間が短縮し

たむこれは，袴縫対策により訪問肴護保iの袴縫のリスクを

アセスメントする能力が培われ，予防と早期発見を可能に

したことを示唆する。

表 Aステーシ豆ンにおける機後対策の内容

2003王手段 IJHllilカンファレンス (委主的検討や王立状字詰管)
j;)，泌 I DESIG災※のi'e)fJ隠始

j 所内;こ緩毒著書~Jミを露5霞

2∞3時薄蔽弐す雨前方・ギヤツチアップの方法
íl~絞殺王子長室・水道オえでのおも務方法の導入
春季警護記録浴絞の改議

デジタルカメラを使用した事霊祭記録の導入

事蓄をぎの記録を行ったら春季議委員iこ挺泌
2004年度;母体議段事毒薬言書~fl会へま主;弱約{こ参IJur，n始

ボどドンヨード治主義淡の{車線適応の限定

プレーデンスケー)v努{磁をルーチン化 (6月からF，n始)
ブレーデンスケール16点以下の者をカンファレンスで毅食
(7丹治、ら関始)

季語議記録がElでわかるよう， カラーファイルの利}誌を関
始

段タH冴修会へ参加(春季翁ケアについて)

2∞5年!it体EEi郎主主務の麟入
春季豪雪記録}在意王の筒易化

;プレーデンスケール附以下の杭カンフアレンスで毅食
事挙後記録の縫I:l:l方法のシステム化

ほどお得点，

※ 
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158)介護負担感と揮うつ状態との関保性

今留 忍，小竹久実子，飯間加奈恵、(杏林大学)

土岐智子(埼玉監大病院)

王子井麻衣(神奈川県立こども医療センター)

[13 El91 
介護保険施行後の介護者の負担感と抑うつ状態との関係牲

を明らかにする O

[方法]

1.対象.要介護認定を受けた在宅療養者の介護者。 2.

鰐関:2005 年 7 月 14 日~8 f.l 31日。 3.方法:日本語販

Zarit介護負担尺度短絡版(J♂BL8)と，疫学的うつ病自

己評価尺度 (CES-D)による質問紙法。介護支援センター

職員を介して記布し郵送にて回収。 4. 内容:介護負担

感8J妥13，抑うつ状態 24項目 o 5.分析方法:Stepwis巴

i去による霊閉婦分析。ふ 倫理的配慮:依頼書に研究目

的・方法，任意性，霞名性を明記。調査主旨承諾者には問

答用紙を返送してもらう方法をとった。

Gfi采}

留日耳'rr数240部， 回収数 113部(回収率47.1%，有効活答率

100%)。
1.介護者・被介護者の背景:介護者の年齢は 50~60 歳が

42名 (37.5%)と最多で，介護者の約8舗が女性。被介護

者との続柄はf殺J72人 (64.3%)， ['記偶者J29名 (25.9%)， 

fその他J8名 (7.1%)， r子J3名 (2.7%)0r副介護者がい

ないJ67 名 (59.8%)0 被介護者の最多年齢は 80~90 歳で

53名 (48.1%)。社会資源の利用はデイサービス 62名

(57.4%)，訪問介護49名付3.8%). ショ…トステイ 44名

(38.9%).訪問看護33名 (30.6%)02.介護負担感と抑う

つ状態:介護負担(以下.負担感)を感じている入は 76名

(67.3%)と約 7都をおめ.抑うつ状態の人は約半数の 55
名 (48.7%)。負担感と抑うつ状態との間には有意な関係が

みられた (p<β001)。負担感と「介護者の年齢J(p = 

.031)， r続柄J(p < .0001)に抑うつ状態と「副介護者の有

無J(p = .023)， r被介護者の年齢J(p = .050). r訪問介

護J(p .005)に有意な関係がみられた。

{考察}

負担惑が高いほど抑うつ状態になりやすいという本調査の

給染{え神間らの負担惑が高いほど抑うつ状態になりやす

いとの報告と合致するs 抑うつ状態への移行は，竹内らの

介護による身体疲労と共にストレスが蓄積，がpうつ状態を

高めるとの指摘を踏まえると.介護によって生じた疲労が

負担感となって時照の経過と共に高まるためと考えるc 負

担惑がおいほど抑うつ状態は強く，負担J惑が抵いほど抑う

つ状態は弱い。つまり，抑うつ状態は負担感と比例してい

る。「介護者の年齢が高いJ.被介護者が吋見J，r叔母・親

戚jは負担感を高める要閣であり， r副介護者がいないJr訪
問看護を利局していなしづことは負担惑を高め，抑うつ状

態を強めることが考えられる。従って，今自の調査では抑

うつ状態は負担感に比例しており，負担感と抑うつ状態と

は密接な関係にあることが示唆された。

159)主介護者の肯定的鰯菌を高める要因

小竹久実子，今留 忍，飯田加奈恵(杏林大学)

大J11小百合，大j事英i挙実，柘植靖子(夜林大学病院)

;撰井成美(平成田i際大学)

{目的]

本研究は，介護者の常定的側面を高める要因の検討をし

夜宅介護の継続を可誌にするような介入の方法を見出すこ

とを目的とする

{方法i
l 調査対象:要介護認定を受けた在宅療養者の介護者の

内，文書説明で趣旨を理解してもらい同意を待た 240名。

2.調査期開:2005 年 7 月 14 日 ~8 月 31 日。 3. 調査方

法:詑票又は郵送諦査法にて，機芥の常定感尺度とフォー

マルサポート(以後 FS):サービスの利用状況と満足度，

その内容，インフォーマルサポート(以後 IS):ねぎらい，

励まし感謝の言葉の有無¥協力体制，対処行動:心配事

や悩み事の有無と相談相手，情報収集の有無とその活沼茂，

余椴活動:余暇活動の有無と必婆性の4項Bから婆閣を検

討。 4.分析方法:ステップワイズ法 (Forward法)によ

る霊閉帰分析と自由記載法を思合させて検討。

[結果]

配布数240部，回収数 113部(回収率47.1%.有効問答率

100%)。介護継続意思は，副介護者がいる人のほうがいな

い人よりも高かったゆ=.02針。余暇活動の必要性を感

じている介護者は，全体の 90%以上を占めた。要介護度は

f姿介護3J 29名 (26.8%)，r要介護2J 24名 (22.2%)の}I阪

であった。 満足感は， r要介護3Jと「要介護1. 2， 4， 

5Jに有意差が見られ前者のほうが低かった (p出 .040)0 
FSでは，デイサービス (DS)やデイケア，ショートステイ

(SS)を利用することで，サービス利用による「自分の時間

の確保Jが主介護者の支えとなっていた。また， r専門職者

(訪問看護婦など)の持つ知識や対応jが主介護者の安心感

につながっていた。誌では， r家族や友人，近所の人や介

護仲間の気遣いや励まし相談，情報交換」が支えとなっ

ていた。自己成長感は，家族からのねぎらいや励まし・感

謝の言葉が賠かれる頻度の多い介護者が高かった (p口

β27)。
[考察}

副介護者の存在は，介護継続意思を高め，余暇活動は.余

蝦活動がとれることが肯定惑を高める車接の婆闘にはなら

ず，専門家や家族のサポート体制が整えられた結果，余暇

活動が介護者にもたらされることが示唆されたc また，要

介護3で満足感が低いことが明らかになった。要介護3は

介護の継続に向けて不安定になりやすい時期であり，要介

護3でのサポート体制の充実が特に重要であると考えられ

るC そして.サポートは， SSやDS.訪問者護といった FS

が得られていること，これに満足できていることが必要で

あり，これに加え家族からの言葉かけがあると吏に自己

成長感が潟まることが考えられる。従って，肯定感を高め

る要国には ISとFSの両側面の充実が重要である。
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160)介護者の在宅介護継続意向に関連する居宅介護サー

ピスの犠討

大角 和，九津見雅美，杉浦章子，伊藤美樹子，三上洋

(大阪大学大学院臨学系研究科保態学専攻)

{践的}

介護保険制度における底宅介護サーピスの利用と介護者の

在宅介護継続意向との関連を明らかにすることを罰的とす

る。

{方法}

2005年 10丹時点で大阪府東大阪市に在住し要介護認定

を受け，かつサービス給付笑擦のある世蒼から要介護疫別

に題化無作為抽出した 3.934世帯を対象に郵送による自記

式質問紙調査を行った。 諮査項目は.介護保主主サービスの

利用実績，要介護者の年齢，性別，要介護度，誌、知障害の

数(老研式).介護者の年齢，性7JiJ.主観的健康~.介護に

対する今後の窓向であるc 議査に詔答が得られた 2.365件

(関収率 60.1%)のうち，介護者が家族であり，介護に対す

る今後の意向で「わからないJrその他jと答えたものを徐

く757件を分析対象とした。分析は介護に対する今後の意

向が「在宅介護継続jか「雄設入所希望jかを箆認変数，

-要介護者の状況で翻御したサーどス利用内容(訪

問介護，訪関看護，デイケア・デイサーピス， ショートス

テイ)を独立変数としたロジスティック間滞分析を行った。

本研究は大阪大学誌学倫理委員会の承認を得ているc

{紡糸}

介護に対する今後の意向を「在宅介護継続jとしたものは

600人(以下:在宅群)， r施設入所希望jとしたものは 157
人(以下:施設若手)であった。在宅群は要介護者，介護者

ともア割が女性で年齢は要介護者が82.4土 8.4
61.0念 11.7歳であった令施設群は要介護者の 7謡，

の8割が女性で年齢はそれぞれ 82.7会 8.1議 62.4土 10.3
裁であったc ロジスティック留探分析の結果，サービス利

用内容ではデイケア・デイサービス (OR:.537 .340 .845) 
やショートステイ (OR: .403 .232 -.702)の科用がない

ことが介護者の在宅介護継続意向と関連を示していた。 制

御に用いた要介護者・介護者の状況では，要介護者の要介

護度がおいこと (OR:1.29 1.096 -1.524)，認知障害の数

が少ないこと (OR: .848 .788 -.912).介護者が男性であ

ること (OR: .493 .275 -.886)，主観的健康惑が高いこと

(OR: 1.95 1.293 -2.666)が在宅介護継続意向と関連して

いた。

{考察i
レスパイトサービスとして介護者の休息となると考えられ

ているデイケア・デイサービス，ショートステイの利熔{之

本研究では施設入所希望との関連を示した。サービス利用

以外では介護者の健康状態がよいこと，要介護者の要介護

授が高いこと，認知障害が軽度であることで介護者が在宅

介護の継続意舟を持つことが示唆された。

161)家族介護者を支える訪問審議の独自性

念関E望奨(まさふみクリニック)

{目的i
高齢者介護を家族にだけ求めることが閤毅となった中，介

護保設法が施行され，訪問看護は在宅サービスの主要な一

つに位霞づけられた。本研究は，家族介護者に支議された

と感じることのできた看護仔為は何であったかを面接欝査

し訪問看護の独自性と専門的機能の解明を試みた。

{研究方法}

静縄県 A村の家族介護者 16名を対象に家族介護者に

とって実際に支援になった看護行為についてインタピュー

し groundedtheory approachを参考に紫的滞納約分析を

行った。 倫理的記惑:研究目的や非協力に伴う不利益の

ないこと等を説明した上で，協力同意書:に署名を得た。

{結果}

家族介護者にとって支緩されたと感じることができるため

の条件は，訪問看護がもたらす“安心感"であったc その

安心惑は四つのカテゴリーに分類された1.医療者と

しての専門的機能から生じる安心感. 2 疾患ではなく病

気への提点からもたらされる安心感. 3. ~ド権威的医療者
としての存在から生じる安心感. 4彼自分の城での生活を

支えてくれる安心感。また.安心感は訪問看護の専門能力

を基盤として成り立ち，その上l二議頼関係が構築され精神

的心理的支援が可能となり，その結果，在宅療養が継続さ

れるという構造的な関連性が抽出された。

{考察}

従来の文献でも家族介護者の訪問看護利用に伴う安心惑に

しているが，訪問看護のどの機能が安心感をもたらす

か不明僚であった。家族介護者の最大不安は病状変化との

もあるように，深刻な事態になりかねない身体状況の

変化は専門知識のない家抜介護者にとって大きな開題であ

るc 訪問看護が提供する専門能力による対花、;えその不安

を減少させ家族介護者に安心惑をもたらした。また，費関

紙CARE-Qを用いた海タ同庁究が，患者は専門能力・技術を

Z重要な看護行為と認識していると報告しているが，各サブ

カテゴ1)、一ー・項践の相互関連を論じていなし、これに対し

本研究では，訪問委譲が専門知識とそれに基づく判断およ

び専門技術によって適切な対処に導く結果，身体的・精神

的に安定しその安心感の上に信頼関係が構築され，精神

的心理的支援が成立するという，密議な構造的関連性を明

らかにした。

[結論1
1.家族介護者にとって在宅療養の継続を可能にする必要

条件は，訪問審議がもたらす安心感であった。 2.訪問看

護のもたらす安心惑は看護職の専門能力と密接な関連性を

示した。 3.訪掲看護識の専門知議と技能は，療養者の身

体疲状が不安定な状況においても精神的安定という安心惑

をもたらす基礎的機能として重要性を示した 4. 安心惑

は訪問者護職と家族介護者，療養者との関に信頼関係を構

築しその結果，看護殺による精神的心理的支援がより効

果的に機能した。 5.訪陪看護職の技術的専門能力と精神

的心理的支援能力とは館別独立した能力ではなく，構造的

な関連牲を示す機能であった。
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162)山形県の訪問零護の手IJ!=話番に関する調査

策藤明子，叶谷由佳，古瀬みどり，大竹まり子，鈴木育子，

小林淳子(山形大学医学部看護学科)

{自白色]
平成 li年捜部設の山形県訪部看護推進卒業の一環として，
山形県内の訪問看護体制の充実・普及を検討する恭礎資料
を得ることを日的とし訪問看護ステーションを対象とし
た実態調査を行なった。ここでは主に訪問看護の利用者に
ついて報告する。

{方法1
1.調資対象:山形県内 40ヶ所の訪問看護ステーションの

訪関看護締。
2. 調査期間:平成 17 年 8 月 ~10 月 O

3.調査方法:自記式質PP'紙調査。郵送により事業所に調
査用紙を送付，対象者に配布され. @]答後は偲~Ijに厳封し
て鵠収されたc

4.欝査内容:訪問看護を担当している利沼者の概要.訪
問看護利用の状況と看護内容。
5. 1i詰渡的配慮:山形大学涯学部倫理委員会の審査にで承
認を得た。事業所には文書にて，調査への参加は自由意志
であること，集計結果が報告審もしくは論文として公表す
るが，この包的以外に使用することはないこと，また結果
は統計的に処理するため，卒業所および、偶人が特定される

ことがないことを説明したc 利用者には訪問看護側から説
明が行われ. [可窓が得られた者のみを対象としたc

白書来・考察}
訪問者説締 204名によって利用者l.384名の有効i回答が得
られた。
1.利用者の概要・利用者は女性が793人と多
仁平均年齢は 79.9土11.8歳で. 80歳以降が過半数を趨
えていた j三病名は脳llll管疾患が676人 (48.8%)と最も
多く，訪時開始からの王子均期間は 29.9ヶ月.ADLでは EI常
生活自立度ではランク Cが590人 (42.6%λ 要介護認定で
は要介護 Sが476人 (34.4%)と最も多かった。主介護者A

がいるものは 1259人 (91.0%)であった。
2. 訪開看護の状況:r介護保険jが 1150人 (83.1%).r医
療探険J182人(13.2%).r介護・医療保険両方jが22人
(1.6%)であった。 l週間あたりの訪掲看護の平均部数は
1.6土1.3拐であり円遊間に 1@JJが591人 (42.7%)と最
も多く. 1 @Jあたりの持問は r30分以上 1時間未満jが
948 (68.5%)と最も多かった。
3 訪j渇若護内容:3吾護内容の実施頻授では「勾;田行なうj

のが f病状観察J1304人 (94.2%)で最も多く，次いで fリ
ハビリテーションJ658人 (47.5%)となっており，一方fほ
とんど行なわないjで、多かったのが「腹膜還流J.r導IJJ(J.

であった。看護内容の実施上の臨難の程境でiま「と
ても感じる」の割合が最も高かったのが「ターミナルケアJ
32.0%.ついで「透析J28.6%. 腹膜j産流J21.1%. r問題
行動のケアJ20.0%であった。これらについては fとても
感じるJ. rやや感じるJをあわせると半数近くとなり，
施類史は少ないが困難を感じることの多い看護内容であっ
た。在宅でのこれらの事例数は少なく専門的な知識や経験
の不足があることや医療的な処霞の多さだけでなく.全体
的な在宅療養のケアマネジメントの難しさが. r益難惑を引
き起こすのではないかと考える。

{まとめ]
今後援療ニーズの高い在宅療養者の土台加が予想され.諮問
看護に求められる役説は大きい。訪問看護の質の向上を EI
指した研修体制や内容の検討が求められるc

163)臨援強存度の器い療養者への訪問看護の専門性の

槙討

柴北平高(前大分大学大学院医学系研究科)

小i総光子(大分大学毘学部者護学科)

[(ヨ的]

近年，在宅療護者を取り巻く制度は変化しており，医療機

関の機能分化.在j涜日数の短縮化，および患者(在宅療養

者)の QOLの観点から，急性期医療から在宅医療への切

れ毘のない効率的で効采iねな方策が求められている O この

ようなゆ.カテーテルの装着などの涯療処置の明確な療養

者への訪問看護は療養者や家族，他殺種にも，訪問看護の

必婆性が理解されやすく支援が行われている O しかしカ

テーテルの装替が無く，匿療器具を利用せず.介護上の大

きな跨題を認めない療養者への訪問看護の活用は.訪問看

護の専門性が理解されにくく，その必要性について療護者

や他職種に理解されていない現状ではないかと考えた。

そのような中で，医療依存度の低い療養者にも.訪問看護

を利用することで¥在宅生活の QOLを維持・向上できるの

ではないだろうか，訪院看護の利用により効率のよい医療

が行われるのではないだろうかと考えたc

本研究は，医療依存授の低い療養者への訪問看護活動から，

訪間者設の専門'性を明らかにし訪問看護の必要'性を検討

することを罰的とする。

[研究方法}

Hr打訪問j肴護連絡協議会にて.研究協力者として医療依存

度が抵い療養者を担当し専門牲を持って活動していると，

管慾殺が推薦できる訪問看護仰を部介してもらい.研究参

加への['1J意が得られた 4名を研究対象に半構成的面按j去

を用いて.詩的.，)守}熱的に分析した。

{結来i
医療依存度の低い療護者への討~rlfj看護活動から，王手作'肢に

ついて内容を分析した結果.A氏:251. B氏:165. C氏:

164. D氏:185.合計765のコードから 361悶のサブカテゴ

リーと 8つのカテゴリーが得られた。カテゴリーは，く意

思の尊重と意欲の支援〉く家族を単{立とする支援〉く専門

的知識に基づく判樹と支援〉く法律・倫理・経済性の尊重〉

く人間関係の形成〉く在宅支援ネットワークとの連携〉

く看護実践技能〉く提伎ーする看護の質の向上〉の8つが抽

出されたc

{考察i
1.木下が提唱する王手門性を一般の専門性として，本研究

で得られた専門性と比較検討し医療依存度が低い療養者

への訪関肴護においても問機の専門性をríû~認することがで
きた。

2. 医療依存度の抵い療養者に対する訪際看護の必要性に

ついては，医療依存度の低い療養者に対しても.専門的知

識を用いた指導や精神的支設の必要性がある場合には，訪

問看護を利用することで異常の卒期発見・早態対応や悪化

予i防などの予防的な対応、を行なうことができ，援療費負担

の軽減へつながる有用性が示唆された。
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164)在宅患者を対象とした詰問審議支援システムの構

築

梅罰徳男 uヒ農大学医療衛生学部)

大JlI鳴子(名古堅市立大学者護学部)

山本務準(やまもとクリニック)

{はじめにi
患者の多くは，できるだけ地域・家庭において日常生活を

送ることを窯んでいる C また， 60歳以上の半数が自宅での

しているため，訪毘肴護の需要が高まっている。

{思的}

本研究では訪湖看護を支綾する実験システムを構築するc

システム構築に当たり，在宅患者に安心惑を与えられるシ

ステムとすること，操作が館伎であること，とするc また，

詩捕看護師などの医療スタッフにはシステム操作性の利便

性と;jJとに作業負担の絞減を任指したシステムとするc

{方法}

ステムは在宅患者側システム.詩際i肴護システムを

含む医療機関銃ljシステムとする。システムのソフトウエア

の符ま穫はそのメンテナンスも含めて全て医療機関説!Jで打

システムへの Loginには在宅患者，

i表部の 3段階の資格を設け，路覧・入力可能な

度別する令また，カメラ・ボイスシステムをシステムに装

織することで¥在宅患者の祷癒状態をi衰療機関側におi乏し

その場で格談できるようにする。さらに，夜宅患者やその

家族の負担を軽減するためにデータ入力操作は鰭能となる

ような記長室や訪問者護部の報告書作成の支援をも行う c

[結果・考察i
Login資格を 3段階にすることで¥在宅患者宅でも

ステムを利用して訪問看護締などの医療従事者は.

関側でのシステム利用と関じ操作で当該夜宅患者の全鵠報

が関覧でき， m報入力も可能となった。また，カメラ・ボ

イスシステムを装備したことで.在宅患者は会読i潟看護制i

と!疑似対面相談が可能となったこと，訪問看護隔は会患者

を訪問することなく相談に対応、可能となったこと，

宅患者の状態が把接できるようになったこと，訪問者護師

が患者宅を諮問した場合には得議の諒子を写真撮影し

担当涯とその場で相談できるようになったっこれらによ

か在宅患者の安心!惑が増加すると予想され，詩開審護隔

も担当医と相談することでセカンドオピニオンが得られる

ようになったc さらに.芝報告書:作成に捺してもこれら在

宅患者の医療情報が報告書に転用できるために，在宅患者

に向き合う時間が増加し

以上のシステム開発時にはダミーデータを利用するため.

倫理屈における新たな開題は発生しないが，システム試行

に捺しては在宅患者の人権およびプライパシーに十分記長室

し向意を得て行う。

{まとめ}

在宅患者は医療従事者と疑似面談を行えるため，また訪問

看護部はいつでも担当涯と相談できるため，安心惑が増し

また，在宅患者データ入力が街伎なので，在宅患者や

諮問看護師の負担を騒減できたっ今後はフィールドテスト

の実施を行うそ予定であるO

最後に本研究の一部は厚労科研(Hl6…医療-021)，文科
省科研(課題番号 15209022)の補助を受けた。

165)介護支接専門員支援方法としてのグループスーパー

どジョンの有効性の検討

若林たけ子，竹本三重子，小波敦¥-

JII口ちづる(三三重大学大学院修士課程)

{自白色i
本研究では，制度化された支援体制がない現状で働く介護

支援専門員を対象に， GSV (グループスーパービジョン)

を実絡し介護支援専門員に対する支援方法としての有効

性について明らかにする。

{研究方法}

GSV参jiljHこ詩意が得られた介護支援専門員(看護締と他

11名のうち，パイザーを除いて 3隊以上セッショ

ンに参加できた 7名を対象としたc その中でパイジー，メ

ンバーの役割を決定し輿JIIグループ・スーパービジョン

モデルを参考に，事関を用いたGSV乞王子成 17年 9丹か

ら12月まで4問実施した。島内のケアマネジメント

(9領域 69項自)を用いて， GSV実施前と実施後

の自己評飾 (1できないlJから fできる 4Jの4段階)の

比較と， GSVに対する評価の記述内容を資的に分析し

倫理的記癒は.研究趣旨，プライパシーの保護，調査日的

以外には使用しないことなどを明記した文書:でもって協力

依頼を行い，二二

た。

{結来]

ケアマネジメント業務誠査票における全体の平均得点は.

前が 3.29点，後が 3.42点で十 0.13であったc 役割別では

パイジーが 3.08点→ 3.47点 (+ 0.39)と高い上昇を示し

メンバーは 3.66点、→ 3.49点 0.17)と撲かの低下を示し

た。パイジーの得点は9領域中8領域で全て上昇し特に

セスメント 1調整と同意jが. 1あまり

できないjから「概ねできるjに変化した。一方メンバー

はf評価jの(-0.55)を始め他7領域で¥0.12から 0.23の

(一)を示した。 自己評価において「できないあまりで

きないJと問答した平均項目数;ネパイジーが 16.25→

5.75に減少しメンバーは 2.0→ 2.6に増加したc パイジー

の得点上昇率を項割問で見ると， r事務管理 100%.1評{新J
83.3%. 調整と同意J81.8%. r計爾作成 77.8%.r開始準

75%. rアセスメント 63.6%の娠であったu G S Vの

評俗iで、は，参加者会員が自分自身の気づきをあげ.今後の

取り組みに生かせると答えた。特にパイジーは，採り返る

とメンバーの費照に答えていくことで，不透明だ、ったも

のが透明化し今後の方向性が見えてきたと答えたっ

{考察}

パイジーになった人は業務に少し自揺がなく，より積極的

にパイジーになろうとしていたことが伺えるc パイジーと

して積極的に事関を報告することで，自分の抱えている開

題が明確イとし業務に自債をもてるようになったことが，

得点の上昇率に繋がったものと考える。またメンバーは自

己評価をより正確にできるようになったものと考えるc 以

上から介護支援専門員支援方法としてのGSVは，業務に

おける質的効果とともに介護支援王手門員への内的支援と

しても有効性が示唆されたむ

日本看護研究学会総誌 Vol.29 No.3 2006 191 



P2会場第20群

166)乳幼児期から学童期の探鍵に関する支援の現状

北官千秋(弘前大学霞学部保健学科)

{はじめに}

乳幼児期に小児慢性特定疾患やことばの遅れなどのある乳

幼鬼の経過観察や披らの支援対象者に対し保健r.mは相談

指導を行っている。子どもが就学を迎えるにあたり，その

主な支援は学校教脊・学校保健での対応へと移行する。つ

なぎめであるこの移行期に，当の児童にi渇する情報をいか

に後者に伝達し連携していくかが課題とされる。

{研究目的}

乳幼児期に，保健締が取り組む移行郊の支援(乳幼児健診・

就学指導委員会・就学後の継続支援)の現状を把握する。

[研究方法}

，'f森県内の全 67市町村および東北地方の各県から無作為

に111111:'rした 65市町村合計 132市町村に対して，本研究の

調査対象者として母子保健に従事するまたは就学指導委員

関与・している保健締の選定を依頼した。質問紙の間収

114で，関)1又率は 86.4%，有効回答は 112であった。調

査期間は， 2003 年 6 月 ~8 月 G 倫理的自己惑として，研究の

趣旨を記載した自己記入式調査票を郵送により送付，返信

をもって同窓を得られたとした。

{寺市栄]

乳幼児!Vlに保健締が教育関係者と協力して行っている活動

があるとしたのは 56入社9，1%)であった。

平成 15年度に健診の場眉を利用した教育相談を実施する予

定があるのは，詩人(11.4%)であった乞 4かJHItt診では
1人 (6.7%に 1歳6か月館長会では7人 (53，89ら). 2歳6か

月健診i時が 1人 (6.3%)， 3歳児健診時が9人 (69.2%)そ

の他乳幼先発達観察相談 1人であったc

rnllfj'村就学指導委員会への保flttfllliの参加が見られるr!ilHj羽

は， 88市町村 (78.6%)であり，参加していない市町村は.

24市何村 (21.1%)であったc 参加の必袈性については，必

要あるが80名(70.8ヲ6).必要ないとしたものはいなかった。

参加の有無加でその必要性を比較すると参加のある保健保l

が必要性を高く認識していた (x2 (2) = 16.8， p < 0.001. 
V = 0.3針。次に，就学指導委員会の保健部の役割として

も多かったのは，情報提供であったc 役割およびやや役

割と問答した者が 108人 (98.2%)に及んだ。そして，保健

部にとって参加の利点は，支援経過の伝達ができるという

点 [82人 (75.2%)Jにあった。

王子成 14年度に就学後も保健締が継続して学窓j阜の子ども

への支援している事例をもつのは. 51人 (44.7%)であっ

また.乳幼児期の保健情報を学校に提供したのは出

入 (48.2%)であった。逆に.学校に学童の情報を求めた保

健Il揺は.48人 (42，1%)であった。小学校が保健調査を行う

ための情報提供依頼を受けたことがある保健部は. 22人

(19.3%)であったc

{考察]

就学指導委員会への保健自ijiの参加率は高く，地域保健から

学校への情報提供が，公の委員会をもって行われている現

状が明らかとなった。保健締は，支援経過の伝達ができる

ことを利点として詳備しており，実際に参加している保健

脚に参加の必要性の認識が高くなっているものと考えられ

た。一方，健診の場での教育相談の実施は少ない現状とい

うが示された。

16ア)乳幼兜龍診問診票に対する保健部の捉え方

小野木麻里，伊藤美樹子.三上 i羊
(大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻)

{目的]

健やか親子 21では，乳幼児健康診査は育児支援に意点を

くことが目標とされておか母子の個別ニーズのみなら

ずその地域の母子の状況を把擬する重要な機会となってい

る。そこで各自治体では効率的な情報収集ツールとしての

問診哀をどのように捉えて使用しているかを抱鑓した。

{研究方法]

対象:2004年秋に会出 3314の市町村ーの中から 300市i町村

を無作為抽出し倫理的配患を紙面で説明後用意の得られ

た264m関r村から乳幼児健康診査の問診票と保健rllli対象の

質問紙等の資料を関~又した。その内費問紙の「育児状況把

握のしやすさ」で状況把援に役立つと期答しその理由に

ついて記入のあるものと 「問診票の使いやすさJで(問診

票は)使いやすいと関答しその理由について記入のある

ものを内容加に類型化した。

{結果}
関根された 264件のうち，保健締の「育児状況把握のしや

すさjを f有効であるJ.1問診察の使いやすさjを「使い

やすいJと答えたのは，それぞ

(は45.1%) でで、あつたO

1. 1育児状況把握のしやすさJの理由は会母親の状況把

爆に役立つ玄子どもの項白から脊見状況も抱振できる毒話

のきっかけにできるま育児アンケートを加に作成している

るものがある又は事業で作成したから盆'情報源

となる了!日j診票というツールの性賀に分類された。

は. 11出会票に必要な情報をt'tUll項目として含めることで健

診での育児~犬j兄十世揺を行うことができるとしており，

分類された回答が多く，保健郎は問診禁により母親の育児

への姿勢や精子111面を関診票から把握することに有効性を感

じていると考えられるc また，客では開診票から個別フォ

ローへつなげられることの可能性が示唆されていた。

2. 1関診票の使いやすさ」の理由は岳問診察の内容から

会継続したフォローに利用できるヨ使いやすく検討・改訂

するからそ主;形式(ファイリング等)による寄懐れた・支障

がないから安精度による.に分類された。会多は靖報源と

しての使いさすさであり，ミからは.各市町村宇で内容・

形態ともに工夫を重ねていることが窺えた。

{考察}

乳幼児健診における符児状況の把握については，必要な情

報を質問として問診票に含め，母親に記入してもらうこと

によってプライパシーに踏み込んだ開きにくい/答えにく

い質問に対しても相互に抵抗感が少なくなることや，問診

票によって費問内容が統一され問診が標準化されることか

ら，ほ子の全体像が捉えやすくなるという点で有効である

ことが示唆された。

i百j診項自のワーデイングやrb9診票の形状については各自治

体で検討されている。これより，ワーデイング等によって

問診の精度に差を生じさせる可能性があると考えられ，今

後精度の高い問診項目の検討が必要だと考える。
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168)子育て支援をめざした乳幼児健診のあり方iこ欝す

る研究

橋本怠桝本妙子，三橋美和

(京都府立医科大学j豆学部看護学科)

{研究目的i
地域母子保健の中心点的役割を来たしてきた乳幼児健診

は，養育潔境の変化や意識の変容を背景に.疾病・

早期発見に加えて育児不安，児家虐待など養育上の課題に

対しでも早期対応が可能になるよう新たな投舗が求められ

ているや本研究は，子宥て支援を要する人に必要な助言・

支援が提供できるよう，字部からの対忠或いは継絞支援の

として健診が綾龍しているか等について実態を把握，諜

を明らかにすることを話的としたc

{研究方法}

平成 17年 11丹，市町村の母子保健担当者に対して嘗自記

式留め霞き式費関紙を郵送，回収した。対象は，王子成 17年

度に市町村-合併・編入のある地域を徐く 1651市町村(特別

区，政令指定都市，中核市，特例mを含む)である。間収

1061， [没収率は 64.0%であった。分析には SPSSv.ll

で，一元配置分散分析，カイ二乗検定.T検定を用い

倫理的記惑としては，対象者に調主その目的，結*のまとめ

と公表の仕方について文書で説明し

{結染}

舎建診会場の環境的側面は，会場に遊びのスペースを

している割合は 76%.玩具・絵本の}苦意 86%聖幼完用トイ

レやホルダ…{すきトイレの施設整識の割合は半数以下，

車場の利用可能は 78%という状況である

足度iJlIJ定の実絡は 32.3%であったc

は. 3~4 ヵ月完縫診 81%. 1議6ヵ月

71 %である。 1議6ヵ月兇稔診と 3

自治体競認による蓋が顕著で二 IIIT ・村 • m.都市のm立に低

くなり，特に都市では 5割前後の抱擁率である。

自擦のひとつに育児不安の発見・

見であると国答した割合はどの健診でも 80%以上と

であった。玄3育児不安スクリーニングの実越は各健診とも

70%以上と向く去は. f潟託金で開き取るというところが

3~4 ヵ月克縫診で 73%. 1裁 6ヵ月克建診 85%. 3 

健診 82%であったc 安新生児全数を訪問対象としている

ところの米受診理由の米詑援なしは 3~4 ヵ月完龍診で

63%. 1歳6ヵ月見健診68%. 3歳児健診70%と

ぐむ医郎i. f呆龍r，添以外;こ健診に従事する専門スタッフ;え栄

心理士，保育土のm買に多いが，保育土や心

理士の割合は半数以下で‘ある c 自治体規模~Ijでは，都市の

方が栄護士，心環士，看護部.助産郊の従事割合が高くマ

ンパワーの隊保に地域差がみられるc

i考察]

育児不安の高い時期は，出産riii後と 1歳鬼の前後と

ているc 従って，出生後，早い時期から母子保健の支援対

象として把握するために，新生見の全数訪際や乳児健診の

未受診フォローは重要な意味があり，新生児期からの全数

把握の方法をシステムfとすることや育史不安スクリーニン

グ方法の検討，さらに紹広い専門職スタッフによる健診.

継続支援体制づくりが課題である。さらに，会場等の施設

整1iill.環境整備も諜題であることが示唆された。

169)轄覚捧害学生への学内支援iこ看護識が崇たす役割

に関する検討

高出産子(jjp11若工業高等専門学校)

{自的]

に学ぶ障害によるハンディを持つ学生に対す

る学生生活の支援は，潟留の理解と学内外の関係者による

サポートがかかせないひ聴覚i努寄学生への?吉報保障を甘う

には教員，保健室ナース.

よる支援やノートテイク(要約筆記)がある。今

臨. i言:誠保障の支援に取り殺み，開題点を検討

来たす投訴を明らかにした。

{研究方法i
における聴覚障答学生支援上の部題点につ

よる1mき取り

また教員へは授業終了後提出する文書により

j境問は平成 15:if三4月~王子成 18:if 2月c 倫理的記長室につい

ては聴覚障害学生と保護者及び関係者には研究自的を説明

したあと，間;窓を得て口頭及び文書:による

{結果}
レベルは常時デジタル議聴器を装若して 90dB

きな声で会話することが可能であったむ

ノートテイカーと

おける安全牲を磁保する他，通常の生活で能康阪に関して

必要に応じ対応、した。心理崩でのサポートとし

カウンセラーへの相談受付なと金の支援を行っ

に対しては総覚障害を持つ人への対応に関する

提供できた。

次にノートテイク実施において

ノートテイカーの4者への対応を婆したs

に添い.気分的に務ち若くという漂白

持にしたc 教員は学外者が常時授業に参加することへの心

理的負担，ノートテイカーへの資料作成作桑への負担惑が

見られ，授業進疫に影響し補講する場合もあった。 関級生

からはノートテイクにより利設を受けているのではないか

との誤解があり，ホームルームでノートテイクの研修が行

われた。さらにノートテイカーから専門科自の難易授が問

題となっ

[考察]

る類史は多くはないc

し対L与している。不安を生じる教員にとって，

内殺の存在は心強い格談相手でもある。また関係者間

の情報を共有することについては学期毎の懇談会実施は有

効であるつしかしそれだけでは十分とはいえない。

fとされた窓口により賂害学生が臼々生じる問題を解決す

る，看護織を含めた良[J応性のあるシステムこそが必要とさ

れていると思われるC さらに保護者や同級生，教員やノー

トテイカーなどの鰐題を解認するためには逮切な対策が必

要である。 障害学生の博報保i漆を支設し卒業までサポート

しなければならず，関係者による支援態勢を確立すること

は不可欠であるc
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1ア0)地域在住高齢者!こ臨むこもり状態をもたうす要盟

の究明

山根俊恵.斉田菜穂子.江藤l![矢子.W: 玲子

(111日大学医学部保健学科)

{目的]

高齢者の「閉じこもり jは，生活の範胞を総小させ，心身

の機能や活動の低下から要介護状態を生み出すと言われて

いる O 介護予!坊の視点からも ADLや QOLの向上のため

に適切な対応策が望まれている。 本研究では，閉じこもり

の予防および生活改善のための介入プログラムを作成する

ことの基礎的知見として.開じこもりの要援について明ら

治、にしたc

{研究方法}

は.A市在住の要介護認定を受けていない高齢者

462人で、ある O 老研式活動指標，モラール，自己評価式事11

うった度(以下 SDSとする)• 日常移動能力の諦交紙と研

究者が抽出した人口動恐I吉報，身体的，心理的.社会的環

境箭殺を含む 89項目の質問紙を作成したc 介護予防事業

の利用者は，集合調査を行い，在宅者比保健締等の定期

訪問n者に配布し郵送法で、釘i収したc 本研究は.r鴎じこも

りjの定義を f避に1f日i以下の外出，かっ一日外出せず.

家の中または敷地内に居る者jとした。データは x2検定，

相関係数.t検定，…元民己霞分散分析，重留婦分析を行い，

有意水準 59らとした。本件は，研究者所属機関の倫理委員

会の承認を得た。対象者に{之文書:を用いて研究の趣旨

個人のプライパシーの保護について説明し間意が得られ

た人に実務したc

{結来i
対象者は，女性249人，男性 62人の計 311人で.平均年齢

は.77 :t 6.9歳，主観的健康度については，良い 47.3%.ど

ちらとも言えない 13.5% 惑い 39.2%であった。外出の頻

度は，還に 1回以下の外出 35.7%.一日外出せず，家の中

または敷地内に居ることが多い 60.8%であった。 避に 1罰

以下の外出，かつ一日外出せず，家の中または敷地内に賠

ることが多いと答えた者は. 77人 (24.8%)であった。閉

じこもりと非閉じこもりの比較では.主観的健燦度. 日常

自立度，外出介助. )擦や!援の痛み，頻尿や尿失禁の不

安，視力低下，葉tuf~. 外出後の疲労感，議恥心，転倒不安，

illil恥友達，一人での食事，交通量二交通使.年齢，老研

式活動指様.SDSにおいて有志;差が認められた。閉じこも

りにお響を及ぼす要閣は.重i副議分析で日常生活自立度，

老研式活動指襟，交通使，外出介助，年齢.SDS.主続的健

康!免外出後の疲労感の 8婆泊があげられた。

{考察]

今IITIの結果から，加齢とともに身体的な衰えや健康に自

が持てないこと，家族や友人などの人的環境，交通機関な

どの社会的環境が誘閣となり酪じこもる傾向があることが

分かった。また，これらの誘障から買い物や預貯金の出し

入れなど， 日常生活における技能とも誘うべき活動を行な

うことができないといった特徴があげられた。身体機能の

向上だけではなく，趣味や友人を持つことで外出の意欲や

機会を増やすことがうつ状態の予防にもなり，閉じこもり

の紡止に繋がると考えられる O

171)在宅高齢者の食生活と金行動についての研究

成野祥子，松尾ミヨ子(鳥取大学医学系研究科，保健学専攻)

{目的}
地域在住高齢者の食生活と食行動の調査分析により，在宅
生活継続及び成弱状態低下予防要因の検討を行う。

{方法}
l.留寵質問紙調資法 入:高齢者の続性.B:抵栄養状態
(PEM)予i坊のためのアセスメント府紙(19項目).C:日
本語瓶 DEBQ(食行動外発的摂食幸情動的摂食器抑制
約摂食の 3尺度構成，質問数全33項目.5段階回答)0 2. 
対象者:ほほ65歳以上の袈支援・要介状態(虚弱高齢者). 
独賠・高齢者のみのt!I:荷で低所得の配食サービス利用者C

3.調査期間:2005 年 7 丹 ~9 月. 4. 罰e:11i閥収方法:配
食サービス実施者に調査(記布関奴)依頼。 5.分析方法:

統計パッケージ SPSSfor Windowsにて x2検定等。

{倫理的記麗}
1)記食サービス実施者の間意書有.大学倫理寝室を委員会
承認有 2)課査依頼文に研究主旨記載，自由問答・不幸Ij議
無. 3)無記名. 4)結果は統計ー処捜し偶人特定不可.回
答にて諦査協力関意有.5)日本語版 DEBQ開発者向窓有。

{結来]
記布 210.回収 120(回収率 57.1%).分析対象は有効回答
1070 1.対象者の特後男性 24名.女性 83名，男女年齢
79 :t 6 (平均太線添偏差)。家族構成.独語 88名 (82%).
夫婦のみ 19名(18%)0独話王子均期陪.男性 7.5年.女性
17.2年.独居継続予定 60名。栄養指標 BMI(Body M出 S

Index)男21.4. 女20.8合内総等治療継続 96名中:高血圧
40名，腰痛 24名，関節痛 19名，医療機関受診者 100名.

介護サービス利用者 42名。三ι到底塑盟主全議全盟長l土，
食後;変化採に有立志有 (p< 0.05). l 在宅ー高齢者の生活

白笠よ旦主議録DEB立主豆島i監は宅高齢者の生活と
DEBQ得点!:: I)入浴時rmは食行動く主突きで有意惹有 (p< 
0.01).手術経験の有無は食行動ヨ〉で有意差有 (p< 0.05>0 
内競及び腰眠薬の内服有無;で食行動$が有意表有 (p< 
0.05) 0間食摂取及び体重測定の有無において，食行動3尺
度とも有意差無。しかし腐食を摂取しない者は摂取する

者より食行動幸の得点が高い傾向があった。 4‘ PEM予
訪のためのアセスメント表回答数を 3段摺にし身体状況
との関連性では高血症についてのみ有意差有 (p< 0.01)。
S .親族f主活と買物等の購入閣難の関係では対象者が独語
で親族の住涯の距離の影響を見ると購入困難に有意差有

(p < 0.01)0 長ι毘盆塁虫色主主主:1)会話相手で有意差
紙。 2)会話時間4区分で有意義有 (p= 0.05). 3)趣味
娯楽は鹿内・屋外で有窓2日正 (p 0.225) 0 4)不眠の有
無で間食摂取が有意差有 (p= 0.015)0 5)食事内容で注
意をしていることの有無で有意差有 (p= 0.021)。
[考察}
1 )日本語版 DEBQと生活内容において，事抑制約摂食の
傾向が見られるのは，身体機能の自覚や外部の情報を取り
込み，行動を規制できていることが要因となっている可能
性がある。 2)PEM予[;jjアセスメント去のチェック項目

が多い人は自立度が低く，抵栄養に関する何らかの要問を
持つため食生活aへの取り組みに注意を要する。 3)間食を
摂取しない者は食行動多の傾向があり，陪食を摂取する者
は不服が少ないことより. 1閣の食事量が少ない虚弱高齢
者及び不11民のある高齢者には.r陪食はよくないjなどの爾
一的な捉え方をしないように高齢者の食生活を理解してい
くことが重要である O

194 日本看護研究学会雑誌 Vol.29 NO.3 2006 



172)家庭訪題iこおける保鑓騎と住民の認識について

議JIIij[希(諮問厚生病院)

{目的]

家庭訪問(以下，訪問)の苦手剤を通して. {主民の主体的な

行動変容をf足す保健部の役割について研究を行なったが，

保健郊の来たす投割が効果的に働かなかったため，訪問に

おける保健部と投民の認識は各々どのようであったかに主主

点をあて考察したG

[研究方法}

対象 :A県 BI好に勤務する 7fJ三日の C保健締と健診結果

をもとに訪i怒した 50歳男性 D氏o D氏には，肝機能の上

昇おIJI1JIll疲，政務の上昇がみられていた。誠査時期:

庭訪問 平成 171:ド 9月初日， D氏への面接王子成 17年 9

月2313.C保健部への面識平成 17年 10月7EI 0 議まま方

法:現象学的アプローチに基づく半講成的面接謁ヨ禁法。訪

慌に関行し参加観察を行い，会話記録をもとに，後日各々

に訪問時の考えや思いについて諮ってもらったっ分析方

法:逐語識をおこし各々の意図や患いを抽出し認識を暁

らかにしたc 倫理的積立掻:文書および口頭で説明し承諾を

得た。

[患者采i
C 1~1鎚自社iの体の壮観みや検1!E1íl主についての説明に対して，

D氏はうなずき浬解を示していた。しかし C保縫締と D

氏の認識がずれていると思われる場面が3つあがった。

1)C 探健五TIHま詩情]目的について， どうすれば検査植が改

るかを D氏に考えてもらおうとしており.その意図

を f住民が気づけば変わる r~)i:定するのは伎民である j と

っていた。兵体的な解決方法は D氏自身が導き i討すも

のと考えており .D氏からの発言ぎを待っていたo D氏は

「縫診結果は見れば大体のことは環解できる。後は保健婦

から良い解決方法がもらえればこちらの勝ちjと述べてお

り.C保健[磁の諮問自的と D氏の斐望にはずれがみられたっ

2)C 謀総締には.痩せてほしいという玄関があり「体重っ

て変わります?Jという問いかけをし D氏は fそんなに

変わんないjと答えていたc その言葉の裂には，ゴルフの

飛謀議主維持のためや審会が多くても体重増加がないこと.

痩せようという気持ちがないことがわかったo D氏の

葉を C保健制は f変わらないことを良しと J怒っているん

と捉えており写体重の目標.設定にずれがみられた。

3) C 保健締は D氏の仕事の忙しさを考!慈し

するのは菌難なので冬場に仔なうことを促しているが.D

氏の反応、はなく仁思った時にやらないと絶対数詞じゃないj

と思っており，減量の開始時郊にずれがみられた。

{考察i
C保健n揺は D氏の反);0に不安や疑跨を抱いていたが， D氏

に確認せず認識にずれが生じた。1)では， D氏の要望や

反応、を的確に捉えることができず，援助の方向性もずれて

しまっていた。 2)では， C i呆縫締がp氏の思いを理解で

きておらず，介入がスムーズに進まなかった。 3)では，

減量開始時郊に食い違いがみられ， D氏の意欲をi迫害して

いることがわかった。認識のずれは，係縫締が住誌の主体

的な行動変容をf足すi援の弊害の一つになることが示唆され

たc

173) K累A地域における事業場の健康管理に関する現

状と課題

一第 1報従業員の健麗管理に関する課題一

増田谷子，芥ノ上椅，太開票技，中村京子，生野繁子，

ヰミ川良弓 (JL'l'I'1看護福祉大学)

{呂的i
K!果A地域における事業場の健康管潔のあり方を検討する

ために，現在の事業主が従業員に対ーして行っている健康管

理の内容から今後の課題を明らかにする

{研究方法i
1.調査期間:2004 年 12 月 1 日 ~12 月 15 日

2.調査方法:然記名の自記式質i湾禁を用いた郵送調交

3. 調査内容:議議警従業員数，縫康診断の鰐数，

の健康管理状況

4.対象者:Kl急A地域の商工会議所・に所属する

1100ヶ訴に就業している事業主 229名(国収率 20.8%) と

739名。

:J.倫理的記長室:本研究への参加は自由意志としプライ

パシー及び濯沼関係に配慮して質問禁は{間関投頑とする

の記惑を行っ

[結来}

32.9%. r在[J売・小売・

14.8%であっ

7.9%.10入米満 67.7%であっ

3. 縫診の実施状況は.r実施いているJ48.4%. r実絡して

いなしリ 38.9%で，実絡していない理由;之汁]'lllJ村の健診

を勧めている 48.3%. 従業員に桂せているj部.4%.rお
金がかかる.r時期がないJ7.6%であった。

4. 従業員の健康管理状況は，態康管理を担当する者がfい
るJ31.0%， rいないJ62.0%であった。また，i造業員の健康

づくり目的で実施していることは.r特になしJ61.6%， 

康キIH炎 14.8%であった。さらに，体調不良を訴え

の対応、は受診を勧めるJ75.2%， r本人に仔:せる 17.0%

であったc

5. 従業員の自覚疲状では f肩こり 41.9%，r腰痛J222名

30.0%，自のかすみ 26.8丸受診I十Iの疾患では f潟i奴任J
7.7%， ril長科疾患J3.8%であった。

{考察}

の健淡管理は「従業員に{壬せているJ. rお金がかか

る.r持荷がないj等を浬自に.健診を実施していなし

業場が38.9%であり，従業員の縫康管理は個人に任せられ

ていることが示唆された令また，識変票の毘収率が20.8%

であり，事業主は従業員の健康管理に関心が抵いことが捻

される。さらに，健康管理を担当する者がいな

が 62.0%であり，健康管潔システムが整っておらず従業員

の健康状態は早期発見し難く，疾病予防の読点での諮わり

は簡難な状況であることが誰察された。

よって，今後卒業主は，従業員の健康管潔に対する認識を

おめ従業員の縫康状態の把握に努める必要がある 3 また，

従業員 f弱こり J. r藤森iJ対策や， li弱血在J. rlll~科疾患j

の健康管理等を，商工会議所と連携を取りながら従議員の

健康管理を行っていくことが必要であるσ
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1ア4)K熊A地域における毒事業場の健康管理に関する現

状と諜題

一第2報従業員の鑓震管理に癒する認識の実態一

弁ノ上総.太田竪校，増田容子，ヰ1村京子，生野繁子.

ヱド111奨弓(九州看護福祉大学)

[日的i
わが国の中小規模事業所における労働災害の発生率は大食

業に比べて高く，また健康診断警作業環境測定などは十分

な定義が見られていない状況にある。本研究では， K係人

地域における事業場の従業員の悠燦管理に関する認識の現

状を明らかにする。

{方法i
1.誠去を期間:2004 年四月 1 日 ~12 月訪問

2. 調去を方法:然記名の自記式質開票を用いた郵送調査

3. I羽交内容:業種，普段の健康状態，健康管理に関する

内容.fd!康管理に関して事業主;に望むことについてである 2

4.対象者 :K県A地域の商工会議所に所属する 1100ヵ月rr
の事業場に勤務する従業員で， A送のあった 739名。

5.倫理的配慮:本研究への参加は白山意志とし返送に

関してはプライパシー及び雇用関係に考慮して俄1)1jに封筒

をJl]t;):した。

{結果1
l.続性・男性 330名 (44.7%)，女性 396名 (53.5%)で¥

40歳代以上が441名 (59.7%)であっ

2. ~'i種・「サービス業J 272名 (36.9%)で故も多く，次い

で、 11Jおi売，小売.飲食業J140名 08.9%)であった。

3. 普段の総康状態・普段の主観的な健康状態は「非常に

縫践である 105名 (14.1%)，まあ健JjJfであるJ535名

(72.4%)， Iやや健康がすぐれない・いつも病気がちであるJ
87名(11.8%)であった。自覚症状は肩こりは1.9%)や腰

痛 (30.0%)が多かった。また.普段の生活で健康に留意し

ていることが「あるjとした者は 389名 (52.6%)で¥「な

い」とした者は 269名 (35.0%)であった。

4.事業主への希袈:健康管理について事業主に望むこと

が「あるjとした者は 299名 (40.5%)で，詳細は「リフ

レッシュタイムがほしいJl65名 (56.2%)，r職場での健康

診断を行ってほしいJ83名 (27.8%)であったやまた希望

は fなしづとしたのは 274名 (37.1%)であった。

{考察]

の約 8jiiUが自分を健康として捉えている一方で、.肩

こりや!腰痛の症状を訴える者もそれぞ、れ 3~4 割しミるこ

と，事業主に対して健康管理の希望を持つ従業員が約 4割

いることより従業員の健康管理を行うことに努める必要'投

が示唆された。また，従業員の約 S:泌が普設から健康に官!

?主していること，さらに業種の 3割以上がサービス業であ

り.利用者と多く接するという業種の特徴があることも従

の健康管理認識の潟さへ繋がったと推察された。従業

員は，普段の生活で自分を健康と捉えていても労働する上

で侍らかの症状を有し，事業主に対して健康管理について

の希望を持ってお札従業員が健康に勤務することができ

るようなリフレッシュタイムの導入等の環境調整と職場で

の健康診断の実絡会事の健康管理が必要である。

1ア5)K照A地域!こおける事業場の健康管理に関する現

状と課題

一第3報就業する高齢者の盤康管理の実態一

太臨H!.校，土台悶容子， JI:ノ上梢.中村京子，生野繁子，

本川箆弓(九州看護福祉大学)

{目的i
社会の高齢化と共に，労働市場でも労働力の高齢化が生じ

ており，健康問題{立高齢者が就業し続けるためには重要な

課題のひとつであるc そこで， K県 A地域の事業場で就

業ーする高齢者の健康管還の現状を明らかにし就業する高

齢者の健康管理の基礎資料とするために調資を行った。

{研究方法i
1 調査期開:2004 年 12 月 1 日 ~12 月 16 B 
2.調査方法:然記名の自記式質問票を用いた郵送調査

3.調査内容:主な項話は業種，勤務状況，健康状態，身

体に感じる支障などの有無と内容等

4. 対象者:KW<A 地域の商工会議所に所属する事業場

1100ヶ所に配布，返信のあった従業員 739名のうち 65歳

以上の者 68名。

5.倫理的配意:本研究の参加は自由意志とし返送に関

してプライパシーを考@:して総別に封箔を用意;した。

{結果}

アンケート問答者 739名のうち 66歳以上は 68名 (9.2%)
である。 1H色合構成は 65~76 歳が 87.2%，業種では「卸売・

小売・飲食jは31.9% サービスは 23.4%の)1僚に占める

訴合がおかった。勤務形態は 46.8%が常勤勤務で，労働時

間は 69.6%が 5~10 H寺11l]と回答した。また，健康状態は

f他棋であるjと替えた者は 78.7%，1 普段の生誌で健康に

i主意しているjは63.8%である。身体に「支障を感じるj

と答えた者は 61.7%であり，支隊を感じる項目で多いのは

f物覚えが悪くなったH体力の低下J1学が見えにくいj

である。また，現在受診している疾患は「高鼠圧JI根疾患、j

が，過去受診したことがある疾患は「交通事故J1皮膚疾患J
が多かった。受診はしていないが.自覚症状を有する攻日

は f物忘れJ1肩こり Jr腰痛Jr部節痛jの)11買で、多かった。

職場での健診は「受けていない行われていなしづが38.3%
をおめ.受けない理由は九百例であるJ等が多いがその他

様々であるc 俊康管理について事業主に望むことは f特に

ないjが 67.1%であったG

{考察1
1玉県 A地域の高齢化率は約 25%であるが，高齢者aであっ

ても常勤で 5~1O 時間勤務している者が多い。また，健康

状態は良いと感じている者が多く，普段の生活でも健康に

注意していることが分かったむしかし健康であるとしな

がらな身体に支障を感じている者は半数以上いる。成人

期と向様に就業し身体的に支俸を感じているにもかかわ

らず職場での健診を受けておらず， また慾康管理について

も無いとする者が多い。

そのため地域産業保健センターや市町村と連携を留り，就

る高齢者に対し生活腎i貫病の予防と健康令官:理の必要性

の自覚を促すと共に，地域産業保健センターや市町村の活

用による健康管理ができるような情報の提供が必要であ

る。
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1ア6)新人保健舗の地藍診獣技{布教育の検討一新人保鑓

揮によるプログラム評価かうー

三橋美和，縄本妙子，福本恵

(京都府立臨科大学医学部審議学科)

{自的]

採用 1年未満の保健部の:!Il!夜診断技術教育プログラム検討

の一環として，プログラム実施後の質問紙調査とグループ

インタピュー(以下位と絡す)から検討を行った。

[研究方法]

対象は，王子成 16年度に京都府内に就職した新人課健婦 21
協力依頼には，調査の目的と内容，結果のまとめと公

表の社方等を文書で説明し全員の同意を得たっプログラム

lえ採用 3ヵ丹後に既存資料の分析と f地区摂診ガイドラ

千ンjを用いた地註踏査. 6ヵ月後に地毘諮査. 1年後に

は地誌諮査と健康開題及びその原由や薬誌を諜るための方

法の記述を行うものであるc 質問紙調交の内容は，プログ

ラムが健康潤題の抽出に役立ったか (5段階)とその理出

(自由記載).rプログラムで関難や不適切と感じることJ(自

由記載)であるc 分析対象は 3回全てに自答した 11名と

したc GIは f役立ったこと，調難だったことJr実用とし

て適切か，改善点はないかjをテーマとしたc

{結果i
「地誌視診，既存資料の分析，羽常の活動を結びつけたこと

は健E長期題の採l/:I:lに役立ったかjでは，役立った 7名

(63.6%λ どちらともいえない3名 (27.3).あまり役立た

なかった 1名 (9.1)であったc 役立った.=i:な線対1は f地域

全体をみる視点がもてたJ.どちらともいえない主な理由

は f地誌診新と日常の活動を関連付けて考えるのが難し

かったjであった。 可ガイドラインjを用いたことは投立っ

たか (n口 10)では，大変役立った 1名，役立った 5名，

どちらともいえない 3名，あまり役立たなかった 1名で

あったc 役立った主な理由は「情報が整理でき，地域全体

の箭報をもれなく抱怒できたJ. どちらでもない主な理由

は f時間の余裕がない r健康問題のお1I出が難しいjであっ

た。「悶難な点や改議点jでは，ガイドライン項自の宗教・

政治・メディアの務報が得にくい.繁忙;顎は実施i殴難等で

あった。 GIでもほぼ部様の結果が得られた。

{考察i
GIで，新人保健締のほとんどが1年の地区活動を振り返っ

て f出てくること(相談があったケース)に対応すること

で精一杯，地域全体を把握し健康j詩題を考えたり対応する

活動まではできなかったjと述べた。そのような中で，こ

のプログラムが綴への濁わりを地域全体の健康問題へと関

連させて考える窓議付けとなることは非常に意義のあるこ

とと考えるc また「ガイドラインJ，土地区視診のツールと

して地域を煽りなくとらえるために有効であることが再議

認できた。さらに指導課後師が各時点で評価を行い，地

域を見る様点や健康問題との関連について実践上の助言を

行うことでプログラムをさらに有効に活用できると考えら

れた。実施時期は実賎上各職場の状況にあわせて 2~3 ヵ

丹の範顕で変吏可とする必要性が潟く，今後検討の必婆が

ある

1アア)新人保鑓師の地区診断技指教育に欝する検討

一指導者へのク')レーブインタピューかう

桝本妙子，三橋美和，福本

(京都府立腹科大学医学部審議学科)

{民的i
新規採用保健締(以下 f新人保健師jとする)が.採用後

1年間をとおして行った地区診断教育プログラムについて

を対象にグルーブインタビューを行い，プログラム

の有用性と課題を検討した。なお，殺人{呆縫締への教育プ

ログラムは，採浴 3ヵ月後に現存資料の分析と f地区視診

ガイドラインjを用いた地i豆路、交，向じく 6ヵ丹後に fガ
イドラインjを用いた地底踏まを， 1 年後には「ガイドライ

ンjを用いた地註踏資と健康問題の記述，健康問題の原国

や背景を諜るための方法の記述を課題としたc

[方法]

:平成 16年度に京都府内の保健所および市町村に殺

した新人保健隔の指導保健五百 21名のうち.出席可能で、

了解の得られた6名を対象にグループインタピューを行っ

た。協力依頼には省調査の践的と内容警匿名であること曹

結果のまとめと公表の仕方について文書で説明した。イン

タビ、ユーに要した時開はおよそ2時間で，実施した留数は

]自であるc 詩書家内容;1年間のプログラム

人保龍舗にとってどうであったかま指導者にとってどうで

あったか安プログラムの困難な点と改善点安その他の4項

自について半能成的貿鰐を行った。分桁方法:対象者の了

解を持てテープ;こ録脅し逐語銭を作成した。 遂議議から

意味のわかる最小の文章を調資内容に却して 4つに区分

し類似した意味内容をもっ文殺を集めてサブカテゴ1)ー

とした。最後にサブカテゴリーを統合して，プログラムの

有用性と課題を整理した。調査時期は.王子成 17fド7丹で

ある。

[結果}

新人{采縫自前にとって，多額的に. また段階的に取り

ことができプログラムとしては存崩であったσ しかし

務が忙しくて大変そうであった。委指導者にとって，新人

保健締とプログラムを共有することはよかったが， どこま

で助言すればいいか，またどう助言すれ;まいいか戸惑った。

グラムの国難な点については，新人保健部がフ。レツ

シャーと苦痛を感じ，とくに 1年後の研究課題の抽出は函

難であった。また改善点については.プログラム実絡にあ

た1).指導者にもオリエンテーションをしてほしい，との

窓見があった。時期については再考が必要との見解で…致

した。岳その他，このプログラムを今後どう活用するかが

大切であるとの意見を得た。

{考察}

プログラムの有用性については，一定韓!支共通認識が得ら

れたと考える。しかしその実施には創意工夫が必要であ

ることが示唆された。たとえば，プログラムの簡素化や時

期の検討，さらにプログラム実施にあたって指導者にも助

言やサポートが必要であることが考えられる令今後は，プ

ログラムを受けた新人程健部がその後保健師としてどのよ

うな成長を遂げているか把握しプログラムの有用性をさ

らに検討していきたいと考えるつ
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178)地域看護技術演習における実技試験の試み

藤井智子，杉山さちよ.北村久美子

(旭川監科大学涯学部看護学科)

[EI 89] 
平成 16年度より，実践能力を高めることを呂擦に各者護

領域の統合科目として“実裁者護技術演習"を開始したc

地域保健看護分野では，実習で学生のコミュニケーション
技術の未熟さが指摘されていることから，地域でよく出会

う4事関を作成，複数の対象者とのコミュニケーション技
術に長点をあてた演習を実施した。演習の評価は，技術の

向上をねらい学生倍々の実技試験を試みた。技術到達の実

態を明らかにし指導上の課題を検討する。
[1iJf究方法}
対象:本学3年生79名(16年度)71名(17年夜)，合計150

方法:実技試験比試験用に高齢者夫婦の健康相談，

3才児の育見相談の2事例を作成し試験開始時に教員が

らかの課題を学生に提示し実施した。評倣は，独自に
作成した 10項目を各項目 4点満点とし評価基準の妥当性

間で検討したものを使用した。教員が評価した倍々
の学生の到達度を点数化し分析した。倫理的記惑は.学生

に予め波宮評価のため資料とするiぎを説明し了承を得た。

{結采]
最もおかったのは fあいさつ・自己紹介をするH面接の目
的について挺援.確認するJ各 3.9点， r被面接者の確認を
するjは3.7点だ、った。 最も抵かった項目は， r母子手i帳脹や

{健控主康i主{ヲ予三i帳脹をi活苫F用詩でで、きるJI汀月j卒'1設i談の2主i主三E昏?をi明潟E硲確存産牟f化ヒでで、きるjの各

3.0 l 

たo r上手絡受容・繰り返しを適切な場面で活用している
数の対象者の気持ちを引き出しているjは各 3.3点， r受容・
共感的強度である r被面接者に受け入れられ信頼関係を
築いているjは各 3.4点だ、った。(表)
{考察}
あいさつ・自己結介など，場面構成での導入は，ほとんど

の学生が高得点であった。 演習事例を使い何度も~#!習した
成楽であると考える G 得点が抵かったのは，必要なデータ

の開き取りであり.理由として傾聴が確実にできないこと，
その場面での孫アセスメント力の不足が影響したと考えら

れるG 今後は傾聴を強化し対象理解を深める助言が必要で

あるc

表実技試験の各項民別平均点

戸内17年度計十
王子均点平均点司王均点

;lあいさつ・自己紹介をする。 3.8 1 3.9 I 3.9 
域 防II2被額後者の確認をする令 I 3.6 1 3.7 I 3.7 

総成 1
3臓の問について犯援，磁 3.8 1 3.9 1 3.9 i 認 する山 υ・

14単純受容・繰り返しを適切な i… ;内侍 n n 

傾聴;場衝で活用しているむ !υムにじよJ

円 5複数の対象者の気持ちそ引き iつ1 Iつ丈 つつ

出している。 I山 ; υ・υ ; … 
16母子守三校や健康手緩を活用で In n I n n i 仇ハ

データ; きる υ ・J υU  

の聞き 7窓図的に必姿なデータをIlfJIつ{¥つつ つ1

取り; き取れる j “・d;u・: … 
;8相談の主Eぎを明篠化できるo : 2.9 i 3.1 3.0 

閥的:9受容共感的態度である ι3じM
態度 1

10被磁接殺に受け入れられ，f設 3.1 I 3.0 1 3.4 
; 頼関係を築いている 一一 υ.τ 

1ア問中高年における SuccessfulAging Iこ関する研究

<第3報> 一壮年鶴男性の現状一

若崎淳子，松本桜子(1111崎医療縞社大学)

{目的}

Successful Agingとは，いかにして健康的で生きがいをも

ち満足する人生を主体的に送るかを意味する O これはお齢

者のみならず人生半ばを生きる壮年期にとっても重要な

テーマである。そこで本研究では，前図書II~主まいの課題を
踏まえ，質的思子探索的手法により壮年期男性の Succes-
sful Agingに関する現状を分析したので報告する。

{方法]

対象ド国・関笥・近畿地方在住の 30~59 歳の男性 45 名。

データ収集・松本らの報告引を参考lこSuccessfulAging 
に関する現状を開う自記式質開紙を作成，住民ボランティ

アを介して配布，郵送法にて出収した。データ分析:質陪

紙への記述内容は， 1センテンスもしくは同一内容を示す

1パラグラフを分析単位とし 1データとしたG それを表

現，意味内容の類似性・相違性により 2閣のコード化，サ

ブカテゴ1)ー化後，内容の性質で結合しカテゴリーイとしたc

分析過程では専ー門家間審議により真実性の確保に努めた。

倫理的配掻(:文書にて研究趣旨と共に無記名での調交の実

施，得られたデータの厳重管理，プライパシーの厳守，調

協力は自由意志に基づく旨説明の上， 1司詰:を得られた者

のみ提出を求めた。

{結来]
総データ;放は 455で， 16サブカテゴリ 6カテゴリーが

抽出されたっその内容は， [参加11では.職業を通じての社

会への貢献と次111:代の主主育に意点が泣かれていたc [健康]

では，体重信子1¥を111心とする!こI~}f~生活における健康への心
がけと共にJfi総菜従事に関連した事故1;)]1[:.発病防止が意識

され健様、維持への努力がなされていたっ[不均衡]では，仕

事上の成功ややりがいを感じ生産活動が充実する…方で，

過重労働による心身の疲弊と貧困な余暇活動により楽しく

ない幸せが吐露され.活動における不均衡さが伺えたっ[準

備}では，人生半ばの過渡期を生き退職後の人生設計や自

己の望む老い方を忠案し若いへの準備を始める一方で¥死

は運命で日常においては生への執着と死を後屈しにする姿

が浮き彫りとなったc [自認}では，人生を宵定的に間藤し

物事を適切に判断実行できる自分を支えとしまた他者評

価により自己ii{11信する姿が向えたc [創造}では，資格試験

合格や事業成功といった具体的日擦を掲げ挑戦する姿と共

に定年後の抽象的な夢を抱く姿が伺えた。

{考察}
壮年期男性は，仕事上の範霞jや支任の増大に{半い就業を主

体とする生産活動が生活の中心をなし仕事の成功に充実感

を感じる一方で¥多忙，心身の疲弊を自覚し必ずしも生

活満足のある現状とは設い難い。また，公夜、に亘る心身の

健康維持への努力や退職後の生活設計を思案する一方で.

死は運命と捉え.生に執着し死は後到しとする現実霊説で

生きている。

1)若p宥淳子他:中高年における SuccessfulAgingに関す

る研究<第2報> 壮年期女性の現状一， 日本看護研究さ主:

会雑誌28(3)， 150， 2005. 2 )松本啓子ー他:後期高齢者の

Successful Agingの意味，日本義護研究学会雑誌， 27 (5)， 

25 -30， 20040 
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180) Successful Aging (こ関する現状

一地域在住高齢者における分析一

松本啓子，若崎淳子(JI!崎医療綴祉大学医療福祉学部)

[自的]

老いや高齢者という言楽からは，身体的，生理的能力や心

的エネルギーの衰え，社会牲の低下等の既成概念が強い。

1950 年ft以降，主{こ米国において SuccessfulAgingの研

究は進んでいるが，我が関独自の社会的文化的背景をふま

えた報告は未だト分とは言えないc そこで松本らいの:報

告を参考にして，地域在{主高齢者における Successful

Agingにj認する現状把握を話的に，調査項目を設定し質

的関子探索的に分析を実施した。

{方法i
倫理的記惑を記した議:逝による依頼に同意の得られた 65
歳以上の地域在校高齢者 36名を対象に前部報告を

たうえで， Successful Agingに関する現状を問う

施した。務査内容から， Kr匂p芭ndorffの内容分析の手法を

参考に類型化を進め，コード化，サブカテゴリーを作成し

抽象授のi弱いカテゴ1)ーとなるよう修正を繰り返し生成し

た。カテゴ1)-1とのプロセスにおいて定期的に看護学・費

約研究の専門家におけるスーパーパイズを受けたっ

{結果]

Successful Agingの現状としては， 16サブカテゴリーから

6カテゴリー〈龍康><満足>自己保有:)(参加〉〈チャレ

ンジ>自負心〉が抽出された。健康に関しては，日々生活

で気をつけていることが， r糖尿のコントローJvJや

と鐙康j等.持病と折り合いをつけながら，心・身体・食

生活・運動・日常生活全段犠々な叙IJ耐で殻康を重視してい

る現状が明らかとなった。満足に関しては楽しいこと

もあり，学いこともあるがこれが人生jや今の裁になって

良かったのは f戦後の経済発展j等，現状までの生活を受

し満足していた。自己保存では， r周りから干渉され

ず・・・息、をひきとりたい令死に様は生き;捺jと死につい

て考える時，残りの人生の生き方とも称して，その時が来

るまでは今のままの暮らしを望んでいたな参加に関しで

は， rボランティアをして，いろいろな会で出会うことj

他者や社会との関わりに設さをおいていた合チャレンジで

は，前向きで好奇心i在感な様が，自負心で{丈高いお

備と共に自信が表現されてし

[考祭}
高齢者は.これまでの人生を戦後体験も含めて良かったこ

とも惑かったことも“頑張ることができだ¥と受容

ている。現在の生活を維持させていくために.日常生活全

般に気を記札持病も含め健康に努め，生きている間十分

にやりたいことをやるという気持ちが込められているG 現

状の生活を淡々と続け，それを死の直前まで維持させたい

という思いが覗く O 本研究によって抽出されたカテゴリー

を通して.老年期という幅広い期間において， 自己の加齢

に上手く適応するために，能康に配しながらもチャレン

ジ精神旺盛な採が窺える。

1)松本啓子他:後期高齢者の SuccessfulAgingの意味一

郡部に居住する高齢者の開き取り擬査からへ百本看護研

究学会雑誌， 27 (5)， 25 -30， 20040 
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P2会場第22群

181)著護学生の代麓護法に関する実態調査

サブリメント!こ対する意識と手IJ用一

荒木こずえ，島田祥子，小i賓{愛子(J II~奇市立審議短期大学)

赤坂憲子(前川崎市立看護担期大学)

藤村真希子(北里大学大学院者護学研究科基礎看護学専攻)

{自的}

看護学生のサプリメントに関する知識，その摂取割合.食

生活や健康認識について明らかにし看護学生の健康教育

の基礎資料とする。

{研究方法i
1)対象:看護基礎教育3年課程2年生品名 2)期務j:

2005年7月 3 )方法:Iサプリメントの摂取経験JIサプ

1)メントに関する認識・摂取日的JI摂取しているサブリメ

ントの形態・機能・購入場所Jについて，無記名の自記式

質問j紙調査を行い，単純集計を行った。さらに摂取経験者

のゆから無作為抽出した 3名の学生に.食生活や健康認識

について学・構造的面接調査を行った。 4)倫理的配掻.研

究協力は自由意思とし口頭及び書留にて本研究の趣旨，

内容や参加の可否に関して全く成毅等に影響しないこと

を説明し向'Jiff:が得られた者を対象とした。

{主主来i
fサブリメントjという言葉は.全学生が知っており.28名

(62.2%)の学生が摂取経験があった。摂取したサブリメン

トの形状は.I錠剤・カプセルjが最も多く.27名 (87.1%) 

であった。機能は， ビタミン 24名 (49%). ついでミネラ

ル 121:1 (24.596)で、あった。 購入場所は，薬局が 19名

(47.5%).コンピニが 10名(25%にjffif言l!反売が7名07.5%)

であった。摂取詩的は.I不足している栄養を摂るためJが
12名 (48%).I健康な身体を作るためjが5名 (2096).I身
体の不調を治すためJが7名 (28%)であったc 面接調査

では，体調管理を摂取目的としたものが1名.その他2名

は.冷え性・口内炎の改慈手!陸の続減などのために摂取

していた。

{考察]

王子成 16年に我々が行った代替療法に関する看護学生の認

識調交の中で，対象学生の 38%がサプリメントを利用して

いたが，今関の調資では 62.2%へ増加していたa 健康認識

のおまりと共に，入手経路の拡大も考えられる。しかしな

がらサプリメントという言葉は知っていたが.その摂取自

的は約 3舗の学生が「身体の不調を治すため」と出答して

お 1).閥接調資を行った学生のやにも.冷え性や判重，

口内炎等の症状改替を自的として摂取している者がいた。

サブリメントは本来， 日常の生活や食事で不足する栄養成

分を補う目的で摂取されるものであるが.それとは異なる

日的で摂取されていた。また「錠JilJ.カプセルjの形態は，

食品本来がもっ「噂好性や体積Jの影響が無くなり過剰摂

取になりやすいといわれており，その弊害も注意喚起され

ている。看護学生は将来，患者の食生活に関する指導や教

育に携わる機会も多く，自身の健康認識が，患者に与える影

も大きい。サブリメント摂取の本来の日的を教授してい

くと共に自身の健康管理について意識的に振り返れるよ

うに働きかけていく必要性が示唆された。

182)看護学生における補完・代替療法の認知度とアロマ

セラピーへのイメージ、

橋本顕子. ILi回京子.北島謙吾

(京都府立医科大学医学部者護学科)

{はじめに}

補完・代替療法(complementary& alternative medicine. 
以下 CAMと絡す)が社会に急速に普及しつつあり，専門

職として CAMを望む患者への指導の必要性から，その教

育・務蒙が求められている。わが関の医学系大学における

CAMの講義は，漢方を中心とした東洋涯学の分野にi浪ら
れ.41%の医学系大学で実施されてきたc 当看護学科のf医
療社会史jにおいては代替療法について 1コマ 2時陪の講

義が行われている。 CAMのアロマセラピーは.産婦人科

や皮腐科など臨床現場での活用が報告されている。

{目的}

看護学生の CAMの理解につなげる基礎材料とするため，

看護学生の CAMやアロマセラピーの認知度およびイメー

ジを調査したc

{方法1
2004 年1O~1l月に 4年制大学の看護学科 1~3 回生 (224
名)を対象に自記式費問紙を用いて諦査を行った。質問紙

の内容は属性(学年，年齢，性別).補完・代替療法やアロ

マセラピーの認知度および興味，イメージで構成した。 倫

理的配惑として.本学の倫理委員会の承認を得て，対象者

には.翻資の主旨.匿名性.問答の拒否によって成績評価

に影響しないことを，文書と口頭で説明し同意者からの

み出iほしたっ
{結果1
1 ) rrrfJl文率は約 30%出6名)で¥全数女子からの回答であっ

たの 2)CAMやアロマセラピーの認知度について. 21* 

法で以下の質問をしたところ. rCA誌をi請いたことがあ

るJ.rアロマセラピーを開いたことがあるJは.それぞれ

56人中 21人. 56人であった。アロマセラピーの知識があ

り， Iアロマセラピーに興味があり，機会があればやりたい」

は56入9:143人で、あった。アロマセラピーのイメージの上

位は.I癒し (20名)J rよい苦手り (11名)J r 1)ラックス (9

名けであったO また. IくさいJrかぶれるJI気分の問題

で，人によって作用が異なって出そう jなどの負のイメー

ジの意見が少数あった。

{考察i
部収率の低dは， 自由回答であったと考えるが. CAMや

アロマセラピーへの学生の関心の{止さも推測される O その

ため，調査に同意が持られた看護学生の CAMやアロマセ

ラピーの認知率や関心は高く示したと考える。少数ながら

もアロマセラピーに対し負のイメージを抱き抵抗感を示

す学生もいるため，アロマセラピーの導入には'慎重をきた

す必要がある O 看護学生のストレス解消法の中で，自律訓

練法などの 1)ラクゼーションは抵い項目であると報告され

ているが.者護学生はi潟題解決的コーピングをとる傾向が

強く，様々なコーピング行動でストレスに対応しているか

らと考えられる。今後. CAMを授業に取り入れ，看護学

生がCAMやアロマセラピーをリラクゼーションのみの理

解に穏まらず，病気の予防や治療へも有効であるなど理解

を拡げ，かっ CAMを翌得できるよう指導する必要性があ

ると考える 9
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183)勤労者の生活溝足度と職業性ストレスおよび

POMSとの関連

諒111加代子，土出恭子，後藤姉奈，吉出和枝

(三重大学涯学部看護学科)

{話的}

現在， 日本人の 6割以上は，がん，心疾患，脳血管障害な

どの生活骨院病で死亡しており，このような生活習慣病と

ストレスとの関連が指摘されている。ストレス反応によっ

て.喫煙.飲j低過食などの生活智能が長期に持続すると

健康磁答をもたらすc また， 90年代後半からストレスによ

る中高年の自殺の増加が社会問題となっていることから，

勤労者の心身問題からの健康維持，疾病予i坊の必要性が高

まっている。勤労者が心身の健康を維持するには，自分の

生活をどのように認識しているかが重要であり，この生活

i謁足度の提点から，仕事内容議場の人間関係などの

トレス，および気分・感務部脱走する POMSとの

関連を検証する。

{研究方法]

対象は，製造業に従事する 228名に調査用紙を配布しそ

のうち研究開意書が得られた 122名{男性84名女性 38名)

から問答を郵送にて回収した。調査時期は 2004年 10月

(本学医学部研究倫理委員会審査 2004年5月)である。

業性ストレス箔易諜主若葉， POMS (Pr・ofileof Mood States) 
を用い一調査を実施した。データ分析は，生活満足授を 5設

階評価で得点北して詑属変数としステッブワイズ法留保

分析 (SPSSfor Windows 11.0)を行なった。

{結来]

生活満足度と年齢の綴隠では，年齢がi弱いほど生活満足度

が高い (y = 0.235， p < 0.01)0 POMSとの関連では，活気

(V)関子 (s = 0.20， p < 0.05)が高く，怒り一敵意 (AH)

悶子 (s口一 0.203，p < 0.05)が低い状態が生活満足授に影

ストレスの原閣と考えられる民子との関連では，仕

事の適性授が高いことが影響しているがゆ=一 0.296，p 

0.001)，男女別でみると，男性は仕事の譲住居l(s = 0.405， 

p < 0.001)，仕事のコントロール (s= 0.226， p < 0.05)， 

女性はf士事の負荷翠:(s = 0.353， p < 0.05)との関連がみ

られた。

{考察]

年齢が高くなるほど生活満足度が高くなるのは.年齢に

よって仕事に笈訟が生じやりがいを感じたり，結婚して家

庭をもつことで致活の基盤が形成されることが影響してい

ると考えられる。また，満足度が高いほど，生き生きと活

気があり，怒りや毅窓の少ないおだやかな気分・感務状態

にあることから，満足度を高めるためには気分・感閣をコ

ントロールして感情的ストレスから回復することが重要と

いえるc さらに，男性は社事の適性度やコントロールが満

足度に影響していることから，段階的なスキルアップなど

能力に応じて仕事内容をレベルアップしていくことでマン

ネリ化を防ぐ工夫が考えられる一方，女教には子育て，家

とのバランスがとれるような仕事量の調整が有効と考え

られる

184)救急隊員の蓄積疲労と生活習穣及げ職業ストレス

の関連

谷;滋様子，原口出紀子，仁科祐子

(鳥取大学医学部保健学科)

宮階ひとみ(鳥取大学大学院涯学部研究科)

{目的i
本研究では，験場の労働衛生を見産すため，消防局に勤務

する救急隊員を対象として，蓄積疲労と生活習'1雲.社会的

支援，職務満足感の関連を明らかにすることを狂的としたc

i方法]

2004 年 9~1O月， Tl県西部広域行政管狸組合出i功局に勤

務する救急縁員 57名(救急救命士41名とレスキュ

18名)を対象にアンケート調査を行った。議査内容は，1)

健康習慣 Br・eslowの7つの健康管関をもとに作成 2) 
健康感 3)蓄積的疲労後候調査 (CFSI) 4) NIOSH 

ストレス鰐交粟 を用いたc 分析方法lえ CFSIの各特

性項EH洋の f王子均訴えさ事jを算出し生活習慣，

着目して比較検討したっさらに，訴え率と年議会，勤続年数，

NIOSHの項話との関連を絹関係数から検討した。倫理的

・大学内の倫理審査委員会に研究計額舎を提出し

議の結来受壊された上で句研究を実施した。研究参加者への

依頼は文書ごと口頭で倍加に行い.研究への理解と協力を求

めた。

[結采}

全体の王子均年齢(土諜準偏主主)は 42.7(土 6.1)歳であったc

全体の CFSIの訴え率i之社会的側面(イライラ惑 15.0九
労働意欲の抵下 11.0%)，身体的側面(一段的疲労 30.8%，
規性疲労 33.1%，身体不誠 22.09ち)，結神的側面(気力の減

退 19.09ふ不安徴候 20.0%，抑うつ感 20.5%)であったC

NIOSHの総務満足感・社会的支援は一般男性専門職者よ

りも高い傾向にあった。生活習慣と CSFIの特性では，睡

眠不足と強殺疲労で有意なおい訴え率を示した。健康であ

ると感じている人は不安感，一穀的疲労，身体不調， f!受性

疲労の訴え率が低かった。総務議足感では. CFSIすべて

の項院で負の相関を示した。内葛藤では，文力の減退，不

安感，イライラ感，意欲の低下{こ有意な正の相関を示した。

間葛藤では，気力の減退，身体不調，意欲の抵で

正の相関を示したむ家族・友人からの社会的支援では，

カの減退，不安感，抑うつ!議，一殺的疲労.1受性疲労，

欲の抵下に有意な負の相関を示した。

{考察}

社会的忽IJ阪の訴え率が基準僚を下回ったことから

関気は良好であることが示唆された。身体的側凶の訴え率

は基準値よりも高かったが，これは救急韓民という駿務か

らすれば当然の結采といえる。生活管関と CFSIで関連が

あったのは，睡眠時期であったc 特に，慢性疲労において

は， 7時間未満では有意に訴えさ容が高かったことから，睡

眠のとり方について指導の必要性が確認された。健康感と

CFSI特性に関連があったことから，疲労を早期に発見す

る基準のひとつに主観的健康惑を取り上げて，健診で活用

してはどうかと考えるc ストレスの緩衝婆閣として，家

族・友人の支援が疲労緩和に働いていることから，家族・

友人関係を良好に保つことが精神的にも身体的にも疲労軽

減に効果があることが示唆された。
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185)蕎年期の立位姿勢の客観的評髄

自国梨奈.佐藤みつ子(山梨大学大学院)

[El ElJ] 
一般に，古二年期の姿勢変形.特に円背の増加がいわれてい

るが，近年，青年期の姿勢変形の実態に活:目し調査した報

告は少ない。青年期の骨や筋力の状態lえその後の生活に

るため非常に重要である。そこで，本研究は，客観

的評価によか青年期の立位姿勢の実態について明らかに

し姿勢教育の資料とする。

{研究方法]

対象は 18~28 歳の学生 93 名，調まを期 i詰]は 2005 年 7~8
月で，研究の趣旨，参加・中断。の自由を説明し問主主者A に対

しiffU定を行ったっ属性は年齢・性部・身長・体重・ BMI.姿

勢評価は「スパイナルマウス(Index社製)Jで脊柱の生理

的考l!llの状態(腕樵後湾角・腰椎前奇角・イ111骨傾斜角)，柔

軟性(前屈・後路可動域)を測定した。分析は SPSS1LOJ
を用い，属性.姿勢評価の単純袋詰及び差・関連の検討を

行っ

{結果]

対象は女性 76名，男性 17名の 93名で¥年齢2U:t 2.2歳

であった。女粧は.身長 158.0:t 5.2cm.体重 51.2:t 6.0kg， 

BMI20.5 :t 2.1.男性は，身長 173.7念 5.lcm，体重 65.0会

12.3kg. BMI2L5会 3.9であった。女性 (n口 72)は， J]制住
後汚1'1:]38.6 :t 9.40 • 線検前奇角 26.9 念 1 1.1". 111i骨傾斜角

11.2 :t 10.40 • 諸問可動域 96.1土 18Z. 後!話可動域 38.0 念

9.00 • 男性 (n = 17) ，え!向椴 38.3土7Z.腰椎 17.4会 10.30

，

111J1~・ 4.2土 8.00 • JiIj}出97.1:t 16.00 • 後Illi 40.1 :t 12.80

であっ

た。女性は.胸役後寺iiJは前!ぷ ffJ'ilVJ域と負の宇111勾があったc

男性lえ JJ別:f{~fIIi湾jf] (t = -2.256， p = 0.044)，官lJ骨傾斜角

(t = -3.224， p 0.006) といす、れも角度が平均値以上の

者が身長が高かったQ 胸椴後湾f与が 50"W.、ヒの円背の者

は 10名で， )j要捻前雲寺角が正常範関より低値の 200

未満の者

は26名.仙骨ト傾斜魚が{出I立の 25。未瀧の者は 85名と大半

であった。

{考祭i
}]I<i)散後奇声jが 500以上の円背の者が 1部おり，腰椎前奇角

が低級の者は 3割，11山骨傾斜角が低{夜の者はほとんどであ

仏青年期においても姿勢変形が認められることが明らか

になった。女性は.前臨可議}J域の狭い者ほど向背傾向で，

古:ll'-W]でも身体の柔軟性がないほど向背間前jであることが

I~] らかになり，柔軟性を高める運動習般の指導の必要ノ性が

示峻された。男性の身長がiおい者は，腰椎前裂き角と1llJ官-傾
斜角が大きく. JJ要部を前方へ突き出す姿勢をとっていると

考えられた。また，男女とも，腰絞首~î奇角， {社j骨傾斜角は

角度が小さく脊柱の湾政が少なくなっており，身体の基底

面騒が小さくなっていると考えられ，このことは.身体の

安定性に影響し身体のバランスを保持しにくくなってい

る可能性が考えられたc

186)肥満女性の意識と対処行動

渋谷英恵(神戸市立西市民病院)

け111戸常盤短期大学)

[ 1=1 的}
月出荷はおJI江任症，糖尿病，動蹴硬化f笠疾患の発症と関連し

ているが. 20~60 歳の肥満者の割合は 3 割弱を占めてい

るc そこで，本研究では， I肥満である人の意識と肥満改善

に向けた対処行動を把握し減量指導の示唆を得ることを

目的とする。

{研究方法1
1)対象:BMI 25以上の女性2名。対象者には，研究の主

旨を説明し開意を得たc さらに，研究参加において随時

辞退できること.学会発表等で1ま個人が特定されないよう

データを処理しプライパシーを保護することを合わせて

説明した。 2) 期間:平成 17 年 9 月 ~12 月 o 3)方法:寺三

構成的面装法で行い，面接n守聞は一人約 30分行ったc W 
議内容は，対象者の同意を得て，テープに録音し逐語録

を作成した。逐語録から肥満に対する意識，現夜までの肥

満改善に向けた対処行動とその結果に関する記述部分を抽

出し分析した。

むき采]
<A氏>40歳代， BMI25，子ども 4人合医婦から肥満と

言われ.肥満と自覚している。第2子出産後は食事制限に

て減最に成功したが，第 3. 4子の双子の出産後は.育児

のために食事長tが:Tdlえ，減量できなかったと自己分析して

いるつ現在.食事制限だけでは吏年態と加齢による新陳代

謝の不良により. 1~，:l1Iが減らないと忠っている c 肥満を改
るための知識はもっているものの経済的に無理と判断

している。 <B氏>50歳代， B:VU29，子どもはひとり。

JJ~ì~埼と認識し i成長行動を積極的に行っているが.継続し

て実施できず¥関満になると自己分析しているc また， )J豊

満になった原因は，出産と女性生磁器の手術であり，減量

行動が継続できない理由は.家事，育児でのストレスであ

ると思っている。

[考察}

妊娠により体重増加し出産後は適正体重に戻すことを意

識しているが，育児のための体力維持，そして，脊児スト

レスの対処行動として食事長，認取エネルギーが増加し

結巣. JJ出荷に至っている。!肥満の認識はあり.食事摂取量

をコントロールして，肥満改善を試みているc しかしコ

ントロール所在の考え方で見ると.肥満の原揺を，出産，

T守見，またそれによるストレス.手術，更年期によるといっ

た外的コントロール所在である。このことが，肥満を改慈

するための知識はあっても減量行動をとれなくすると考え

るため， コントロ一jルレ所在を変えることがZ重霊安要令でで、あるとj

わjれlるO
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18ブ)股関節欝警を持つ中高年女性の身体状況と生活溝

足震及び主観的健康感の検討

岩沼浩子，磯見智恵，麻生佳愛 Iケ111日和子.松村菜穂美

(福井大学涯学部看護学科)

{目的}

設関節障害iえ中高年女性の比率が高く日常生活行動に影

与え，女性の役割行動や社会活動に影響する

疑問題であるむしかし投開節障害を持つ中高年女性の生活

実議や満足!支の検討は十分ではない。本研究{え股関節障

害を持つ中高年女性の身体状況と生活;詩足度及び主観的健

康感の関係を検討し発疲からお;会生活における支援への

示唆を得ることを話的とした。

[方法}

2005年 3月-5丹変形性股鴻節症患者会に所属する女性

会長から無作為に抽出した 1000人を対象に郵送i去による

アンケート務査を実施した。患者会資在者に害額と口頭で

調査を説明し承諾を得た後，対象者には自民方法，参加

の自由，無記名，データ管理などを醤:麗で説明し問答に

より肉意と判断したc 調査内容:~毒性，家族以外の人との

交流， 日本整形外科学会投開館痕判定基怒による日常勤作

10 項目，歩行 5 項 13. 痛み 5 攻 13. 生活溝足{支及び~È観的
健康感はlOc磁の VASを用いた。分析:属性，身体状況と

生活満足度及び、主観的建康惑の VAS得点とのj努係を t検

分散分析により検討したゆ<0.0おむ

{結果}

回収720人 (72.0%).有効鴎答573人 (79.6%)であった。

対象の年結:久平均 59.8歳で既婚者 91.5%.有職者26忠弘

家族以外との交流議会が多い 54.5%であった合日常勤作の

うち「正座jは61.1%が容易と回答したが. r J乏のJKきり j

fしゃがみこみ rl階段を昇るjは容易が約 30%だったc 歩

行状況は九5-30 分の屋外歩行TlJfî~J が 80.6% と最も多

く支障なしJ15.09らであったc 痛みについては「いつも

痛みがある 7.2%r時々痛む 6'1.2%であったコ生活満足

授は平均値 6.3:!: 2ふ主観的健康惑は平均値6.2土 2.6だっ

た。また. 1苦言得点は手な正の組関 (r・出 0.51)があった。

生活満足境は「高齢期J 既婚 I交流機会多いJf洋で有意

にiおく， 日常勤作の f椅子への腰掛j以外の 9項目で「容

易J若手が有志;に高かった。 さらに歩行や痛みに問題がある

ほど掠伎を示した。主観的健燦惑は属性項目で有意な援は

認められなかったが，身体状況項目と交流のすべての項自

で「容易j群が有意に高かった。

[考察}

対象者は，設関節の揺出lilJlJ設による日常勤作，歩f子に支障

があり，痛みを自覚していたが，家族以外の交流は比較的

多く，生活満足度，主観的健康!惑は低いとは言えない。生

活;詩足度，主観的健康惑とも日常勤作や歩行状況，痛みに

より影響を受けたが，生活様足疫は「高齢期j群が高く，

主観的健康惑は年代差がないことが明らかとなったc 股関

部障害を持つ中高年女性の生活実態が明らかとなり.発症

時から生活活動に義眼した兵体的ケアの必要性が示唆され

た。

188)矩期の記穣訓練は記銘力を舟上させるか

幹事涼古一(金沢工業大学経営博報工学科)

田中美智子，長坂競(宮崎県立看護大学)

{筏的i
j毎馬は旺盛な可塑性を手干していることが知られているc こ

れは記協力が訓練により容易に向上しうることを示してい

る。本締究では，授期の記f意訓練によって記銘力が向上す

るかどうかを，稜常成人と高齢者で調べることを日的とし

[研究方法]

学生の被験者 20名 (21~23 歳)から実験予)q買の説明後参

加の関意を得た。被験者は記慣習11線群と非訓練対照若手に

10名ずつ無作為に分けた。実験群では記t窓:訓練!5 @)を
日一関ずつ 5~7 日間で行った。記憶、力テストをその薩

議，直後に実施した。対照鮮は，記穏訓練のない訓練期間

格当 5~7 日向の前後に記器カテストを行った。

記協力テストは.被験者が踊識を持たない卒業市アルバム 40

名分の氏名を 15分i濁音読させた後，顔写真だけを提示し

その下に 10分以内に氏名を書くというものであった。姓

と名雨者正解持は 2点を，一方のみ正解時は 1点を記したむ

記憶;錦織では，指定した題名と都市名各々 50穏と 30儲を

10分間で背読記銘し続く S分間に記憶[を頼りに記述し

たC 怪i名と都市名の訓練はどちらも 2関ずつ行い. 1図詩

と2駁j自では異なったものを龍用したG ;)臨尽の設11練では

していたクラスメイトの人名を，

なしのまま想起して記述した合

高齢者対象の実験では.特7)IJ養護老人ホームとデイサーピ

ス事Jj用者の言j' lO名 (74~91 議)に被験者の協力を得た。

被験者協力の同窓は，実毅の目的と手織を文書:で説明した

上で，本人と家族の双方から得た。実験予艇は学生対象の

と時様だが，記憶力テストでの記銘人数は，訓練にm
いた国名数はいずれも 30に減らした。記憶訓練なしの対

照若手は設けなかった。

[結来]

健常成人(学生)のアルバム氏名記銘の訓練期前と後の成

綴の王子均は.100点を;誇点として.36.6点と 42.9点であり，

有意な増加が認められた (p=仏001)0 対照群では 31.1点
と 3 1.9 点であり有;言、差はなかった。なお.訪日線期前の~可群
の成績には有意差がないことを線認した。

高齢者の誇11議長前後の成績はいずれも 5点殺で、あり，

は全く無かった (p 0.67) 0 会被験者のj札担当ヘルパー

が有記犠障害者と判離した 5人においては，訓練後の成績

増減は相半{ましたc 健常者は 5人いたが.内 3人は意欲的

に取組み全員が成績を伸ばしたc 一方，他の2名は実験に

対する意欲の喪失が実験者とヘルパー双方によって親祭さ

れ，大きな成綴低下を示した。

{考察]

短期の記憶訓練は青年では有効で、あることが判明した。高

齢者でも有効で、あることが示唆されたが.認11線法・試験法，

それに訓練期間においても更なる検討改善が必要であるc
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189)上部消化管内視鏡検査受診者の不安及び苦痛

高橋真理子(緊愛会石川病説)

大西美智恵，越田美穂子片山陽子，白=)4こ瑞子(香川大学)

[日的}

内視鏡検査の発達と普及はめざましく，近年では出化管の

一次検査としても頻留に実施されるようになったc しか

し検査受診者の心理的負担は少なくなく，何らかの不安

や苦痛を体験しているものと思われる。そこで、人間ドック

受診者を対象に上部消化管内視鏡検査に伴う不安や苦痛

を軽減する看護の基礎資料を得るために，その不安や苦痛

の実態を明らかにすることを呂的としたc

{研究方法}

対象者は E県I病i淀検査部の人間ドックで.上部消化管内

議鏡検査を受けた 120名。その内訳は男性 63名，女性 57

名，王子均年齢は 50.7土6.7歳.48.0 :t 9.1歳であった。研究

期間は平成 18年 1月413から 1月31札方法は自記式の

賀fllj紙禁に検資前後に回答してもらったc 繋関紙禁は，属

性として年齢・性別・内視鏡検査の経験問数を尋ねた。調

査}誌の不安スコアとして.昨夜のu垂液状態・現在の緊張具

合・動l学・不安の有無の 4項目について尋ね，調査後は検

査中の苦痛状況・今後の検査拒否・検査後の気分・検査の

ストレスについてミ~~ね舎それぞれ苦痛があれば 1 点で 4 点

満点としたなまた不安尺度として検査前後に O点から 10

点までの自己評価で不安の程度を尋ねた。その他検査前後

のストレスの続!支を軽度・ ~!=I I支・重度の 1~3 点で、尋ね，

不安については具体的な回答も求めた乙加えて検査前中後

の看護側の対応についても尋ねたG 分析は受診殺を検索経

験lill数で，初 rHJf洋・ 2~4 1DJj洋・ 5 1D1以上鮮の 3 '1誌に分け

て行い，また性7JIjや検査前後の不安尺!支の比較も行っ

検定は Man斗Nhitney及び KruskalWallis検定を用いたむ

なお誠交については，途中m否も含めて文書で説明を行い，

承諾を得られた方のみに実施した。

{結果}

初詞群6名， 2~4 間群 69 名. 5 [滋以上若手， 35名で王子均経

験i回数は 3.8践であった。関数加でみた不安スコア及び苦

痛スコアはともに差を認めなかったc ぜ二百Ijで、みた不安スコ

アは男性1.4土1.3，女性 2.0土1.4.苦煽スコアは男性 0.8

土0.9，女性1.3土1.1でともに女性が有意に高かった。ま

た検査fitrの不安得点も男性 4.8太 2.0，女性 6.1念1.8で女

性が千f意に高かったc 検査前後のストレスの程度の比較で

は泌が1.6土0.6，後が1.7土0.7で後の方が高い傾向にあっ

たO 不安についての具体的な関答では， r検査そのものが

苦しそうで不安jが最も多く 42.7%を占めた。者護Hifiの対

応では説明，声かけ.背中をきする等がよいケアであった

と90%以上の受診者が回答した。

{考察]

先行研究の多くが内視鏡検査経験回数が増すことにより，

不安や苦痛が軽減されると報告しているが，本研究ではi頭
数による差を認めなかった。人間ドック受診者という対象

者の選定によるものなのか，初開群の人数の少なさによる

ものなのか検討していきたい。

190)上部消北管内視鏡横査における不安に関する検討

待相てる美(真生会富山病j淀)

告城直子(富山大学付属病院)

EE/l1こI三千雄(富山大学医学部者護学科)

[目的}

上部消化管内視鏡検査は消化器疾患、診療において必要不可

欠な検交である。しかし身体的苦痛を伴うため，検査の

指示を受けてから，患者は検査に対して精神的な不安を感

じやすいっそこで，不安や苦痛を軽減するため， sedation 

(鎮静剤の静脈投与)による上部沼化管内視鏡検資が行わ

れるようになってきた。本研究においては，以下の事項に

ついて明らかにすることを日的としたc 検査予約の!奈に

sεdationについて説明と河意の上で検査に望んだ場合に

は，上部消化管内視鏡検査の不安を軽減できるか否か，

性別，年齢.過去の上部消化管内視鏡検査の経験罷数と不

安との関連上部消化管内視鏡検査を受ける患者の検査

l誌の不安と検査中の苦痛度との関連

{研究方法}

年間約 2500件以上の上部消化管内線鏡検査を行っている

3施設にて，平成 16.{手5丹から 8月の間に上部消化管内

視鏡検査を受けた患者を対象とした。患者は 201名(鎮静

群 101名，非鎮静前， 100名).sedationについて医師から説

明後，受診者の希望により鎮静群と非鎮静群に分けた。九

対象の検査は，通常の観察呂的の上部沼化管内視鏡検査と

し治療内視鏡や緊急内視鏡は除外した。検査当日，

STAI尺度を用いて検交前の不安を測定したc 検査終了

後， VASをfおいて，苦痛度調査のため，アンケートに記入

してもらった。解析には，“SPSS12.0]"を使用した。倫理

的記慮として.患者に研究内容を文章にして口頭で伝え，

調査に協力してもらえる患者には，用意書:にサインをして

もらった。

{結果1
・状態不安は鎮静群と手p鎮静静において，有志;差を認めな

かった0

・特性不安は鎮静群と非鎮静群において， を認めな

かった。

-男性より女性， 61歳以上より 60歳以下. 3四日以上より

初拐の方が.状態不安が強かった。

-状態不安が強い人，特性不安が強い人ほど，検査中の苦

痛が強かった。

-検交11"の苦痛境調査では sedationを行った方が，苦痛を

有意に軽減した。

{考祭]

患者が自ら sedationを希援しでも， sedationを行うと苦f誌

のなく検査が出来ると説明を受けても，上部消化管内説鏡

検査に対ーする検査前の不安は軽減されないことが明らかと

なった。上部消化管内擁鏡検査は患者に対して浸銭的検査

であり，患者の精神的不安は大きいといえる。また，不安

i頃nの強い患者がsedationを希望するのではなく，不安に

なりやすい性格は sedationの選択に関係していないと考

えられる。そして，検交に対する不安が強い人や心記症の

人は検査後の苦掃を強く感じることから.不安の軽減を図

ることが苦痛の軽減につながると忠われるc
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191)底積矯報サービスiこ関する住民のニーズ

脇幸子，福井幸子，寺町芳子，菅原真由美，井上

i工的フサ子(大分大学医学部者護学科)

{目的}
底療情報サービスの向上のために性民が求めている情報

の内容について検討するつ

{方法}
住民への官報サービスの向上を図ろうとしている A地域

の投民 10.286名に，現在かかっている病気，初談・情報取

得の現状や必要性について質問紙調査(自記式・郵送法)

を行った。 地域の自治委員を通して配布し参加は自底

無記名で¥問JI又をもって間意を得る等の倫理的寵窓を行

なった。

{結果}
問客者数は 3，495名(間収率 33.9%)であったっ

1.現在. '1お気にかかっている人は 1.815名 (51.9%)で，

高齢者や男性，戦業が農林i魚、議・家事・無i裁に多く，病気

の40%は高血圧で，次いで肩こり・ 1要議・糖尿病・白内障

が多かった令

2.病気や鰭E誌の相談・知りたいことがある入は 1.360名

(38.9%)で，世帯人数が 1-2名と少ない場合，高齢者，

職業が農林漁業・自'営業・家事・学生・無職に多かった。

その内容は，生活習慣病・がん・心の病気等の病気，

-生活上の注意点・連動等の予防法，治安努，専門i衰の
有無ー法療の震・緊急時対応、.夜間対応等の施設情報が多

かっ
3.現在，何かの健康活動をしている人は 2019名 (57.7%)
で，高齢者では 8訴を謡え. 60殺未満の単身は若干少な

かった。その内容は，食事室勤・健診が約 5割，治療・

趣味や生きがいをもつが約 3舗だったc 情報源は.テレ

ビ・鶏j淀が約 5説，次いで検診センター・友人・市報が多

かった。

4. J詩辺に病気や健康の稲談ができる人が2，123名 (60%)
いたが，職業が販売サービス・技術技能・

若干少なかったc 相談できる拍手は.家族・かかりつけ医

が約6舗だったむ

5. 相談やt~f報提供を最も必要としたのが，急に病気に
なったときの清報で 67.2%.その内容は対処法・どの病院

に行ったら良いか・議切な一番近い病院・救急車の必要性・

様子をみて長いか，が多かった。 高齢者介護は 51.3%で¥
その内容は費用・介護方法・介護福祉サービス内容・介護

者負担・入所方法・緊急時対誌が多かった。福祉サービス

は43%で.その内容は医療費助成・介護係強制度・裕福1:制
度・福祉サーピス窓口が多く，補助兵や住宅改修の内容や

費用が約 3部であった。

{考察]
格談や慎報提供に関しては，生活習讃病ゃがん等龍皆、率が

おい病気や急変時の対処や判断，議役サービスや潟齢者介

護についての綬済的資源.人的資諒，物的資源の実費的な

内容とそれらを獲得できる条件や具体的方法を知りたいと

いうニーズがみられた。性誌の社会的役説や年齢，病気の

体験や健康への関心に応じて，情報収集のための社会的交

流の場を設けることや生活の中での持閥的記惑が必要と考

えるc 今後は，地域の医療・保健・福祉・行政が連携し

ニーズに正、じた内容の靖報提供が必要であり，信頼性と手

軽さを考慈して，いつ， どんな方法で情報を提供するのか

が課題である O
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192)乳癌捕後リンパ浮彊患者の上競細胞内外水分比の

検討

作田裕美(滋賀医科大学医学部看護学科)

佐藤美幸(は!日大学i護学部保健学科)

宮}接EB紀子，片岡 縫(広島大学涯学部保健学科)

坂口桃子(滋袈医科大学医学部者護学科)

{目的}

リンパ浮腫は組織間質液翠;が増加した状態であることか

ら，上殻縮抱外液設が増し縮鞄内外水分土とが小さいことが

予測されるが，リンパi判長患者の細胞内外水分比を明確に

示した研究はみあたらないc そこで本研究は，生体イン

ピーダンス(即日測定i去による上肢織抱内外水分上とからー

乳主張術後1)ンパ浮腫患者の生理学的特殻を明らかにするこ

とを目的とした。

[研究方法]

平成 16 年 8 月 ~12 月に研究の趣旨について説明し書面で

参加の同意が得られた乳磁術後患者 39人と健康な女性 45

入を対象者とし~.:J、下の者を除外した(舎 40 歳未満の者，

きの者，全両官IIJ乳癒患者，多内分泌系・循環器系、に

を持つ者.長野接能，肝機能. TG. T-chol鏑の血液

データが基準1rli.から逸脱した者利尿薬を服用している

尿病で治療中の者)0 BIS ilIU定は会Iodel4000C 

(XITRON TechnologiesじSA)を使取し 4 極法をmい

て上!技内側の子関節と手関節から 35cm離したj二腕令部分

における電位差を検出して自動解析されたデータを記録し

たc 倫理的記長室はヘルシンキ宣言に基づき計爾し広島大

学大学院保健学研究科看護開発科学講漆倫理委員会の審査

を受け:if.(認を得たっ

[結糸}

健康な女性と左右乳癌患者のリンパ浮腫の有無別で¥上鼓

細胞外波長沼CF)，ヒ肢細抱内法量 (ICF).上肢細胞内外

水分比(1/むを一元記霞分散分析した結果左右上鼓とも

ECF. I1Eで有意差を認めた (P< 0.001) 0 The Tukey' s司

testにて多重比較を行った結果，右上肢に関しては.右上

肢が忠側となる右浮腫患者は ECFが有意に増加し.

I1ELO以上を示す他群に比べて 0.71と有意に低値である

ことが磯認された (P< 0.001)0 左上紋に関しても右上肢

持拡左上設が患狽IJとなる定浮腰患者は ECFが有意に増

加し I/ELO以上を示す他訴に比べて 0.68と有志;に低1r/fで、
あることが確認された (P< 0.001)0 

{考察i
リンパ浮鰻患者の患側上肢は上肢綿抱外液裁が増し I/E

が1.0未満であることが確認され手腫患者のおpf;設を示す

有効な指標であることが示唆された。このお擦を用いるこ

とにより，乳癒術後患者への専門的看護介入を行う上でエ

ピデンスのある新たな枠組みとして発展させる可能性があ

るものと嬬待される。病j完の外来や検診センタ一等で簡便

に測定することが可能になれば舎患者と看護蹄双方がリン

パ浮践の発症に十分な~奇心を持ち，患者は測定自体を自己

管理の一環として設置づけ.看護師は患者の生活指導の中

により具体的な指導を加味できるものと思われるO

193)リンパ浮腫患者の実態と QOしおよびセルフケアに

関する研究(1)ーリンパ浮腫患者の実態ー

さち子.谷村千議，兼本主主紀子.乎尾敦子，

松培ミヨ子(鳥取大学医学部保健学科)

{目的}

続発性リンパ浮腫は多くの場合.癒手術.放射線賠射ぞ主に

よるリンパ節損傷に由来し手し痴.1;(性生殖器搭等の手術

患者の 25-30%に発症する。 浮腫による身体的背腐と生

活制限，外見の変化等により QOLは抵滅すると言われる。

また一度発症しであるレベルまで進むと治癒は難しく現状

維持と増悪防止のために生援に渡るセルフケアが必婆にな

るc 本研究の目的は，リンパ浮腫患者の実態を明らかにし

QOLおよびセルフケア龍力について検討することである。

第 l報ではリンパ浮題患者の実態を報告する G

[研究方法}

方法:郵送法による質問紙調査. 3側面で質問紙を構成

したc リンパ浮腫患者の実態を把握する質問i九健康関連

QOLを測定する質問群は SF佃36V2 TM (以下 SF-36).セ

ルフケア能力を測定する費時群は Self叫CareAgency 

Questionnaire (本庄:以下 SCAQ)を使用。季対象:全部

患者組織の一つ fリンパの会jの平成 17年度患者会員への

全数調査。ミ長期間:2005 年 5 月 ~8 月。分析方法:患者
の実態は主に単純集討を行ったc を統計パッケージ:

SPSS Verll必 forWindowso 主沼認の定義 :1)ンパ浮腫患

者とは涯学的診i訴の有無に関らず¥本人がi-'f.n重または浮腫

発疲のリスクを自覚してリンパの会に入会し受録されてい

る人c 主愉.fIJWg同日感:鳥取大学i夜学部保健学科倫理審査委

員会の承認を持た後に対象者の協力を求めた。匿名性保護

のため質InJ紙はリンパの会から送付し返信をもって調査の

同意とした。

{結果}

配布 790. 有効閉答 459を分析対象にした。女性 445名，

男性 12名，王子均年齢62.7土 10.7歳であった。手・術から浮

腫発症までの期間は.3年未満が該当者の 64.4%をおめた。

20年以上経て発症したものが 12名あった。!薄手術期にリ

ンパ浮腫の説明を受けたのは 88名 09.2%)であった。 浮

腫により生活に「かなり支障があるJ186名.r経く支障が

あるJ183名. r計二容範間Jと fないjは合わせて 80名で

あったc 生活の支障で多かったのは 1位「むくみを隠す

ファッションの悩みJ. 3f立は f若るものが身体に合いにく

いJ4伎は「身体の外見変化がつらいjという体型の変化

に凋係するものであった。リンパ浮腫に関する情報入手先

として看護mliとの回答は 8名のみで、あった。

{考察1
1)ンパ浮腫のリスクのある治療を受ける患者に対して米国

では浮腰警告腕輪ほし磁).警告ネックレス(女性生捕時泌)

の着用が勧められ，患者とi袈療者への意識付けと対応、が関

られているむ関手術J1:fJのイン7トムト0 ・コン七ントを初めリンパ浮腫

予防と患者への対応、の遅れのある看護税者の活動が期待さ

れるc
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194)リンパ浮腫患者の実態と QOLおよザセルフケア!こ

関する研究 (2)ーリンパ浮麓患者の QOL-

兼三j王立巨紀子.

松塔ミヨ

{詩的i
続発性1)ンパ浮醸の多くは，癌手術，放射線照射等による

リンパ節損傷に由来し乳癌・女性生殖器議等の手術を受け

た患者の 25-30%に発症する。 浮腫による身体的苦痛と

生活鵠i蕊外見の変化等により QOLは抵滅すると言われ

る。また一度発症してあるレベルまで進むと治癒は難しく

現状維持と増悪妨11このために金援に渡るセルフケアが必要

になる。本研究の民的は， リンパ浮経患者の実態を明らか

にし QOLおよびセルフケア能力について検討することで

あるつ第2報ではリンパ浮麗患者の QOLについ

るC

[研究方法]

安方法:郵送法による質問紙調査. 3側面で設鍔紙を議成

したc リンパ浮鰻患者の実態を把握する

QOLを測定する費約]鮮は SF-36V2n1 、下 SF-36).セル

フケア能力をiRlJ する質開設は Self心areAgency Ques… 

:刀、下 SCAQ)を1i芝府c

リンパの会jの平成 17

器開:2005 :fド 5月-8月む客分析方法:

36V 2 TMスコアリングブロクやラム:エクセル}援を用

タが主主経営であり分布の正規哲があるので，

t)検定を用いたc 安統計パッ

ケージ:SPSS Vεr 11.0j for Windowso 定時語の定義:リン

{結果;

配布 790.

関わらず本人が浮騒ま

5号殺 12名，平均年齢 62.7念 10.7室。 SF-36の得点は，簡

民認準値に比し下位尺度会て{出戒し生活の支俸の程度が高

い稜 QOLi立抵かったむ兵体的な生活の支践と QOLとで

はファッションの悩みがある拐答者に特後的な国苓が見ら

れたむ周手術jVJにリンパ浮頚の説明を受けた人 (88名)は

なかった人 (305名〉より?身体機能 QOLが高かっ

たc 相談できる医議戦者がいる人 (271

より 5下位尺設で高かったc

{考察}

複合的理学療法介入後に QOLが潟まったが浮騒容積減少

とQOLの問には有意差がなかった，との報告があるc

これは介入者とJ患者との支持的関係による社会心理的効染

と考える。発症予防と増悪訪止における看護殺者の役言語は

大きく，リンパ浮腫に対する認識の変容および月前炎でき

る医療殺者jとして知識・技術の護得と実銭，評価が課題

である。

195)リンパ浮題患者の実態と QOしおよびセルフケアiこ
欝する研究 (3)ーリンパ浮腫慈蓄とセルフケア能力一

さち子，谷村二子翠兼ヰヰヨE紀子.

訟尾ミヨ子(鳥取大学匿学部保健学科)

[13的}
続発性1)ンパj字額は多くの場合.癌手術，放射線照射等に

よるリンパ箆損傷に由来し乳癌・女性生殖器癌等の手衡

を受けた患者の 25-30%に発寂する。 浮臆による身体的

苦痛と生活制i畏，浮躍による外見の変化等により QOLは

低減すると言われる。また一度発症してあるレベルまで進

むと治援は難しく現状維持と増悪l:Jj止のために生援セルフ

ケアが必要になるc 本研究の自的;ネリンパ浮腫患者の実

態を暁らかにし QOLおよびセルフケア詑力について J倹

ることであるc 第3殺ではリンパ浮騒患者のセルフケ

ア能力について報告する。

{研究方法;

毛方法:郵送法による質向紙調資. 3ffil]磁で貿信j紙を欝成

したc リンパ浮翠患者の実態を把握する

QOLを測定する質問群は SI人36V2nr(以下 SF-36J.セル

フケア能力を測定する震情j群はSelf伸CareAgency Question… 

naire 本庄:以下 SCAQ)を使用c 年対象:

の…つfリンパの会jの平成 17

玄期間:2005年5月-8丹。安分析方法 :SCAQは正規分

布の予言語がi盗難だったのでノンパラメトリック検定i去を尽

いた。玄統計パッケージ:SPSS Ver・11.0jfor Windowso 

m語の定義:リンパ浮腫患者とは医学的診断の有無iこ関ら

ず，本人が浮極またはi手軽発症のリスクを自覚してリンパ

れている人。主){i命懸的関惑:

会の泳認を

ため質問紙はリンパの会から

とした。

がi!tく，この尺!支は年

創設と 65 74歳が抵く. 45歳未;諮と

じカーブ裂であった。腐手術;留の説明の

とセルフケア能力とには関係が見られなかったc

る入はない人に比し 7有効な支援の獲得j

がi廷かった。相談できるj渓療;疑者がいる人はいない入より

4下段尺度会て高かったむ

{考察]

リンパ浮腫予i坊と増惑防止のために必姿な支援を求められ

ない壮年期の患者の姿が浮き彫りになったz 周手術期での

説明はセルフケアの方法と継続に重要であるが本調査対象

は手術後経過が長くその開にセルフケアの龍カの諜が少な

くなっているものと思うっまた発症予~}j と増悪j汚 11二には支

る必要があると考えるが，癌の生還ままであること

を話し難く，受にリンパ浮寝に関する社会的認知が抵く正

しく伝わり難い。命を助ける療治療とその後の生活の震

を維持するむくみ予妨J(境問)で¥健康j潟題に関連した生

活ゅの支援者である者護職者の役割は大きい。
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196)曹がん手術後患者の金生活に関する QOしの実態

間部知子，岩田浩子(福井大学医学部看護学科)

{目的]
胃がん術後は，分説摂取や消化器症状等による QOL低下
が懸念されるが，食生活に特fとして QOLを検討した研究
は少ない。本研究では，食生活に関する QOLを検討し
その実態を明らかにすることを話的としたc

{研究方法}
対象 :F 県下 3 総合病i淀に通院中で習がん手術後 2~3 ヶ
月の成人期以降の問主主の得られた患者 42名(平均年齢
62.29土 10.85歳) 方法:個別面接紫陪紙調査諦査内容:
号食生活に関する QOL:先行研究をもとに食の価依充足
感・食の負担感・食に対する自己効力惑の 3概念で構成し

22項目を作成 (5段階リッカートスケール)多SF36
1m: 2005 年 7~1l月 倫理的配窓:本学と各病院の

会の承認を得，riお資の趣旨，個人情報保護に
ついて当面と口頭で説明後，間意書に署名を依頼分析方
法食生活に~する QOL の構造:因子分析(主国子法)

に関する QOLとSF36の関係:Pear唱sonの相関係

{結果}
食生活にi努する QOL尺度は因子分析の結果，表 1のよう

6下位尺度となり.王子均得点は〈病者心理〉が最高の
72.98土 25.95点で¥最低値はく社会交流〉の 42.86:t 36.33 
}~.(で、あった。

SF36との関係(表1)は.く身体的充足〉は身体的能康の
PF. RP. VT. GHと中~強い正の十!H芸jを示し. <食事の制
践による負担〉は精神的健康の SF.RE. NHと強い正の相
関を示した。〈食に対する自己効力感〉は SF. RE以外の
すべてに中~強い正の相関を示した。〈社会交流〉は裕IMl
がなかっ
{考察}
食生活に関する QOLは. 6下位尺度から成り.SF36との
関係性から複雑な構造であることが示唆された。下位尺境
得点から，対象者は食を通じた社会交流をする段階に主っ
ていないと考えられ，さらに. SF36 t立国民標準値より低
く，正の相i認があった食生活に関する QOLも抵い状態と
予灘できる。食生活の評価が包括的 QOLに深く関与して
おり，食生活の充実を図ることで.QOL向上に寄与できる
と示峻され，退読後も食生活に対するケアの継続の必要性
が示唆された。

表1 食生活に関する QOL と SF36の相関 r~j係

SF36 
身体機能 (PF)
日常設さ議後誌を・身体 (RP)

197)化学療法を受げている臨液・造詣器腫霧患者の食事

!こ関する謡輩

高矯正予，谷j苅王手苦(東:fll大学|笠学者1¥看護学科)

{自的]

近依頼粒球増殖刺激関子製剤 (G-CSF製剤)の開発によ

か早期に自血球減少を改善で、きることから，化学療法を

受けているi鼠液・造j飢器i毘務患者にとって QOLの観点か

ら，食事制限の基準と安全でiiT能な範囲の食事について検

討する。

{研究方法]

対象:同意が得られた全国の骨髄移植施設として登録され

ている涯療施設。調査内容と方法:設置主体，病床数. 1血

液・造鼠器病棟の病床数，食事制限H寺の基準，食事務Ij授の

程度，持ち込み食の許可，持ち込み食の内容，化学療法金

の有無化学療法会の内容.化学療法食に対する感想、，過

去3か月以内の主i音頭性腸炎患者の有無，食事との関連など

について自作の諦査汚紙を作成し施設長を通し依頼した。

回答は病棟看護管理者に自記式で恒i答を求め郵送法で、回収

した。倫理的配慮:研究の日的.研究参加は自由意志であ

ること，給条は研究民的以外には能用しないことを紙面に

で説明した。感染事例は援名，年齢は年代の回答とした。

調ヨ長期間:平成 17年 12丹20B~平成 18 if. 1月lOB

[結果i
記;;(!i数 126部，間)1又数61部(国収率 48.4%)であった。設

武主体加では，学校法人が 18%と設も多く.次に都道府県・

市町村が各々 16.4%.医療法人 14.8%であった。食事制限

時の基準については. r白血球数 1000/μt以下jが最も多

く35!jÍJj設を占めていた。好~I:I 珍k数では 15001μt

以下jが8施設(l3.l%)であったc 食事制限の程度につい

ては.r力[]熱交のみjが57.4%で設も多く.次が「加熱食，

皮を剥いて食べる糸物・レトルト食品，ヨーグルト百TJ
26.2%. r加熱食，発酵食品少量可J9.8%. 1加熱食，発酵食

品可J6.6%の}II交であった。過去3か月間の縮ii性腸炎の事

例では. 5施設 (8.2%)があったと間答しており，食事と

の関連については. r関連はなかったJ3施設. 1不明J2 

施設であった。

{考察i
血液・造血器)1重主義の化学療法後の食事制限の基準について

は，先行文献で，好中球 1000-500/，ue 以下より感染抜が

発症しやすいことが報告されているが. EI爵i球数 1000/μt

以下，好中球数 500/μ 以下の基準で感染事例のない施設

が殆どであることから 1つの目安と考えられる。施設によ

るばらつきは.医師の方針や治療によるものと考えられるc

食事制限内容に関しては.施設により HACCPを遵守した

発群食品・采物・レトルト食品などが許可されており，こ

れらは患者の QOLの向上につながるものと考えられる。

感染事到のみられた 5施設のうち.4施設が「加熱食のみJ.
l施設が f加熱食.発欝食品少量iiTJであったことから，

化学療法による腸内細菌議のバランスの乱れによる内閣性

感染など食事以外の影響が考えられた。
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198)不妊治穣中iこ開巣がんに護憲し手術・化学讃法を受

けた患者の体験 一子を産む可能性に賭ける一

石田和子(群馬大学援学部隊属病i涜看護部)

神間靖子(群馬大学涯学部保健学科)

{目的]

不妊治療中に卵巣がんに擢患した患者が病名告知から治療

過稜における体験を患者の読点から解釈することである令

[研究方法}

不妊治療中に卵巣がんに a撰述、した Tさんの病名告知特か

ら1年前の語りを患者の視点に立って学構成的額接法と参

加観察j去を用いて聴取した。分析方法は関子探索型の質的

研究j去を用いた。本研究比倫理的配慮として G大学病誌

の倫務審査を綬て実施したc

{結采}

Tさんにとっての病の体験に関する中心的意味は{予を

む可能性に熔ける}と解釈された。このテーマから浮かび

上がってきた場留は 7がんである自分が悲しい治療した

後でも子供がほしい死んでなるものかと思う

後に対する不安子供を見るのがさ手ぃjの5つサブテーマ

によって構成されていた。

1年前から近医にて不妊治療をうけ，治療半ばで卵巣がん

に議患した 30歳代の女性であるc 不妊治療を始めて半年

思にくらいに霞締から卵巣鍾揚があることは告げられてい

たc 阪締からは f良性経場であるか悪性経蕩であるかはわ

からないが不妊治療中なのでこのまま様子見ましょうjと

話されていたが不安になり .B大学病i誌を自分の意思で受

診したc 諸検査の結果，悪性腹諺ーであることを告げられたc

自分でもがんかも知れないとの患いはあったが，実捺にj芸

輝から話を普通に気丈にしていたが，先生の話しが終わっ

て現実が見えてきたというのか頭のiやが真っ自になり

んである自分が悲しくj涙が込み上げてきたと諮ったc 手

術は卵巣を片側と子宮は残す手衡を行い. r子供が出来る

可能性はゼロじゃないから頑張りましょうjと説明を受け

るが;治療をした後でも子供がほしい気持ちjと 5死んで

なるものかと思う気持ちjが交差していた。治療で完治す

るの 5年先.10年先になるのか，子宮と卵巣を残したた

めに再発しない保証はないと?予後に対する不安jを捻え

ながらも，子供は諦められないと泣き.スーパーでベビー

カーを押しているお母さんを見ると f子供を見るのが学いj

と語った会私は子宮，卵巣を全部取ってしまった人よりは

子を持つ可能性があると治療を頑張弘子供を産む可能性

に賭けると諮ったc 患者は，広範簡な手術が行えなかった

ことから予後への不安を抱え，子供を生みたい気持ちを生

への力として辛い治療に耐えていた。手術を受けてから 1

年1ヵ月後に不妊治療を開始し自然妊娠を確認するが流

産したが予を持つ可能性が出てきたと喜びを諾った。さら

に6ヵ月後に:再度，白熱抵娠し無事出産することができ

た。

{考察i
子を持つ可能性を残したことで予後に対する不安を抱えな

がらの治療であったc 不安を抱えながらも治療を乗り越え

るために看護師は患者への務衿的な支援，疾患に関する指

を行うことが重要であると考える。

199)患者一養護闘関の共感に関する研究

一乳がん患者が感じた看護師の共感的な関わりと

その影響一

福田和美(認同県立大学看護学部看護学科)

井上範江.分島るり子(佐賀大学涯学部看護学科)

{目的]

心理的な危機や大きな苦痛を伴う状況におかれた患者に対

して，効果的な譲劫を行うためには，看護締が共感的に深

く濁わり介入する必要がある。本研究では，患者との関わ

りや患者理解の示唆を得るために乳がん患者が感じた審

議締の共感的な関わりの内容とその影響について明らかに

したc

{研究方法]

乳がんの告知を受け，手術を経験した患者 10名に対し

知吋ーから現在〈外来通i完)までの看護蹄との関わりにおい

て，認知した共感の内容と共感から生じた影響について，

インタビューガイドを用いた学構造化部接を実施した。告

知時から外来週i詰までの各時期における関わりについての

データは，“認知した共感"と“共感から生じた影響"をテー

マにして費約帰納的に分析した。なお.fj命務的配慮として

患者には研究の主旨を説明し参加は自由意思および任窓

性であること，参加の有無は今後の治療や者護に影撃事しな

いこと，プライパシー保護の厳守，データの取り扱いの厳

後性についての説明を口頭および警部にて行い同意を符ー

た。

{結果]

患者が“認知した共感"は，看護締との関わりのrpで，
護蹄の言動や態度から共惑を認知したものであり.16のサ

ブカテゴリーから f入院性J.r相互関係J["見守りj

ぃjの4つのカテゴリーが会jltちされたc また，その後の患

者には，自分の気持ちをわかってもらえた 5安心感jが生

じていたc

“共感から生じた影響"は，信頼関係を基盤にした患者の

心感jから，今後の生活や治療に対してポジティブな影響

を生じたものであり.10のサブカテゴリーから{詰頼の深

まり1. [ありのままの自己表現]. [前向きな気持ちへの変

化1. [治療に対する意思決定}の4つのカテゴリーが拙出

された。なお. [治療に対する意思決定}は，がん告知待に

特有なものであった。

{考察}

患者は，乳がんの告知時から外来通院のそれぞれの時期に

おいて，看護師の言動や態度から共惑を認知し精神的な

を得ていた。さらに，患者にとってポジテイブな影響

として，患者一看護蹄関係の変化や将来への希望，治療選

択に関わる意思決定といった変イとがみられたやこれらは，

患者が共感の認知から安心感を獲得し看護部や病院に対

して信頼惑を深めた事によって生じた影響であると考えら

れるc このように患者に安寧を与え.前舟きな気持ちを生

じさせ，今後の生にさまざまなよい影響を与えるためには，

看護姉は共感できる能力や人間性を向上させ，深い共感に

基づいた審議援助を提供することが求められるc
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200)告知を受けた癌患者の治療選択における看護踊の

役艶!こ関する研究

~患者へのアンケート鵠資より~

太田浩子(新見公立短期大学)

{百El9]
告知を受けた議患者が治療選択の意思決定をする!祭に，

護部がどの稜境問わっていると認識しているのか，その実

態を明らかにするむ

{研究方法]

対象:磁告知を受l土手術療法を受けた患者。調査方法:

半構成的質問紙楽によるアンケート調査。分析方法:質問

紙調査;統計ーソフト SPSS12.0 for windowsにて単純集計・

閤子分析を行った。自由記述は内容分析を行った。倫潔的

配惑:問答は無記名で自由意志であること.研究への参加・

不参加が今後の療養に影響しないこと等書面をもって説明

を行ったっ

{結果1
1.調査去を記布した 87人J:t54人から問答を得た(随I1文
: 62.1 %)0 2. 患者は医師からの説明や希望確認は十分

であったと答えていたが，約3訴の患者はセカンドオピニ

オンを利用していた。そして，患者の意思決定に一番影響

えていたのは医師であった。 3.患者は看護締の役訴

にi到して，受容・傾聴といった仔動・態授については評織

していた。しかしインフォームド・コンセントに直接関

係のある積極的な関わりへの評価は低かった。また，自分

の権利擁護者は看護主i1iであるといった評悩は抵かった0

4. 患者の治療方法選択におけるJJ:思決定時三に肴諮自Hiに求

める行動・態授与l[]について因子分析を行った結果.第 1
IEJ子 f対象の受容第21双子は f患者の権利j. 第31双子

は「対象の理解jの3つの区i子がtrlllilされたo 5. 1~! ElI 記
載の内容分析では，患者の治療選択持に看護自立iに期待して

いる役舗は， r受容J. r J毛体的な説明J.月号感J.rケアJ.
「保障ム f人としての尊厳の提供jであり，患者によっては

看護締の役割は診療の補助と生活上の世話で、あって，診療

や治療に関わる責任は期待しないと認識している者もい

たc

{考察]

描告知をされ手術療法を受けた患者は，医師からの治療方

法の説明や希望確認は十分あったと答え，治療方法決定に

を与えていたのも援隔であった。そして， 7舗の

患者は，初めに診察を受けた病!誌で手術を受けていたこと

から， 1ま輔への{言4裂が厚いと考えられたc また，患者は看

護伺iに対してやさしい言葉や態度で接してくれ，自分の話

を闘いてくれる“見守ってくれる"存在とは認識している

ものの，患者に積極的に話しかけ， 自分の筏手Ijを擁護して

くれる存在としての認識が薄かった。これは.看護締が倫

理的問題である意思決定への役割をきちんと果たせていな

い結果とも推測されたc また，自由記載の治療選択におけ

る者護側の役割は~YJ持しないと認識している患者がいたこ

とからも飼えた。しかしながら，治療選択における者議長Hi

の投割は看護郎に求める行動・態度項臼の留子分析で得ら

れた 3関子と，忠由記裁のEいから得られたアカテゴリーも

類似した結果となり.意思決定に必要な役誌は対象の受容

と理解，兵体的な説n，月，患者の権利を保障することである

と考えられた。

20り漸進的筋弛緩j去ががん患者にもたうす身体的，稽神

一挙掛かうの検討一

近藤副香(高崎健康福祉大学鐙期大学者ril

小紋檎喜久代(群馬大学医学部保健学科)

[El f19] 
i総選的筋5自殺法(以下 PMR)ががん患者にもたらす身体

的.精神的影響を事例より検討し明らかにするつ

{研究方法;

1.対象:告知を受けており，研究の間意が得られた 7
例。 2 指導手)11員:鰐始日に PlvIRの説明とデモンスト

レーションを実施G 開始日 ~3 日間， PlvIRを共に実施。

48 El~荒川氏の作成した P'NIR の CD を用いて自己練習

を1日2関実施(食後2時開後・寝るAii.-[ITl約 28分間)。

3. il!U定日と iWJ定指標:開始日. 1遊間後. 2遊間後の

PMR実施前後に康成値，統括数，身体感覚度得点をそれ

ぞれ測定。また PMR実施後にインタピューを実施し

rPMR を体験しての気持ちj などを 20~30 分間自由に

諾ってもらい，許可を得てテープに録者した。 4.分析・

事部1If:にPMR実施前後の紋織期血圧1rliLn長抽数，身体感

覚境得点の依について，伎の推移をもとに分析。千ンタ

ビューの舟容については身体的，精神的な変化を去してい

る部分を逐語録より抽出し PMR部始経過毎に記述した。

5. 倫理的配慰:丈と口頭により研究の趣旨， 目的，途

中で拒否可誌なことを説明し問;立を容子られた後，

名をしてもらった A病院の倫理委員会の

した。

[*j~来]
は 50~70 歳代の 7 名(女性 6 名，男性 1 名)でi亙腸が

ん3名，卵巣がん，乳がん.子宮がん，中11国頭がん各 l名

ずつであった。 PMR 実施後のI1又総J~Jlí区在値の減少は延べ

21件中 12件， )医蛤数の減少は延べ 21件1:j118件であり，

身体感覚!支持J誌の k昇は全てにみられたc インタビューの

な内容は PMR開始から I遊間後には 7例仁1:16例から

「これをするとリラックスした気分になるjなどのリラッ

クス惑が. 5fJIJから「検査や治療の時に力が抜けるjなど

の検査・治療fl去の緊張緩和.3 j7Uから門出i民れるようになっ

たJなどの!I制限効来の意見が開かれたo PMR fお始から 2

週間後には， 3 fJUから fこれをやっているときは嫌なこと

を忘れられる 2fJUから f病気に対して前向きになれたj

などの目。定的な意見が[おかれたG 一方.1 fJUからは身体i民
精子111滋jの肯定的な意見は開かれなかった。

{考祭i
PivIR実施後に全てではないが収縮窮鼠在位と脈拍数の減

少，会てに身体惑党度得点の上昇が認められたことより副

交感神経i創立となりリラックス惑が得られたことが示唆さ

れた。これは先行の基礎研究と時様の結楽であった。 ま

た.PMRはリラックス惑や検資・治療Jl守の緊張緩和.1ほ11民
効果などの身体的影響だけでなく精神耐にも肯定的

を及ほしていたことより，がん患者の精神illiを支える

設であることも示唆されたc
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202)がん詩、蓄の記摺者!こ対する感構抑制と心理的適応

との関連 ー髄がん患者における検討一

高捕獲恵

(関111県立大学大学説保健福祉学研究科審議学専攻)

掛橋千賀子(詞IJJ毘立大学課建議後学部看護学科)

i目的}

近年，外来!笈擦はー!替の充実が求められており，特に姉が

んば予後が悪く鋭治官:がんの代表であることから，患者が

がん法患後，がんに伴うストレスに対して心理的に適応し

ていくための看護がZ主要であるc がん患者にとっ

ソ…シャルサポートとされる配偶者との潤においては，感

に基づいた相互浬解の議要性が指摘されているもの

の.がん患者が配務者に対して惑矯を抑制する実活も

されており，それは心理的適正、に彩警を及ぼすのではない

かと考えられるc よって本研究{之がん患者が百定的感舗

を記偶者に対して表出するのを抑制する傾向ががんへの心

紛がん患者を

した。

[研究方法i
外来蹄がん患者を対象に仁l'四時8
越したc 受け取ちにi弓窓した対象者に無記名自

を記布し議資に記入後，返送するよう説明した。な

は研究の趣旨，データ管理方法.承諾撤閣の権利

等を明記した。調交粟には，先行研究に基づき，がんへの

心理的適応の規定要因として理議的に予測さ

脱退院後 期j乱再発・転移の有無，治療内容，身体的苦

と.がんへの心理的適正、を評制するたlACscale 13 

!鼠否定的感情の抑制傾向を測定する CECS日本語版の 2

尺震を用いたむ分析は階!設的玄関係;分続を行ったc

{結果}

65.9 
らなる

係モデルから.感抑制変数とその交互作用項を投入後の

設問埼モデルへの決定係数の増分には有意また

がみられたc よって紛がん患者の心理的適応を予泌するの

に.感抑制を考!議することの有意性が確認されたc また

と殻別との交互作用環には右怠または有意傾

向がみられ，男性は否定的な感箔を記偶者に表出するのを

抑制することによって f前向きjが高まり，怒りを!iPIl1iJす
ることによって「悲観jが軽減していたが.女性は怒りを

抑制することによって「悲観jが高まる傾向がみられた。

{考察i
地i践器がんと比してー殺に予後が不良で治療の器援も大き

く，医学的ケアとともに心理社会的ケアが重要とされる締

がん患者の心潔的適応状態を理解する上で患者の属性や

身体・箆学的要毘に加え，配偶者への感矯!illi!il]という，が

ん患者の夫婦問コミュニケーション様態をアセスメントす

ることの必要性が示唆されたc 自己偶者への感情抑制が心理

的適正、に及ぼす影響における性差lえ男女の性役舗の遠い

や，必要とするサポートの衰の遠いの表れとも考えられる

ため. Hnfがん患者のがんへの心理的適正、を支える上で.性

差に!おじた看護援助が必要であるご

203)前立諜がん患者の自等感矯!こ寵する研究

一排探・誹穫・性機能，構格的議担感が及iます影響一

掛麗純子

(fねi幻県立大学大学段保健福祉学研究科看護学専攻)

掛橋千賀子(関山県立大学保建福祉学部審議学科)

[研究詩的i
外来通院中の前立線、がん患者の排尿・排便・性撲能に対す

る自己評俄，排尿・排便・性機能障害に対する精神的負担

惑が自尊感情に及ぼす影響を明らかにし看護への示唆を

検討する C

{研究方法i
;0県内の泌尿器科外来退院中の手術後.ホルモ

ン療法持始後6ヶ月以上または，放射線療法後3ヶ月以上

経過した議立践がん患者。調重苦;境問;H 17 年 4 月~1O月。

患者の外来受診i埼¥研究者または，担当医師が

寅f湾紙を産接配布し返信用封箆にて研究者あてに郵送法

で圏i誌を依綴した。倫理的記長室:質問紙への問答:ぇ

名.1壬窓であること，調査を拒否する権利があることを説

明した。また回収したデータ泣全て数量イヒし飽人が特定

されないことを訟え，データの管理も徹底したc 分析方

-排便・住機能自弓評鏑，

していた。

i考祭1
2重留婦分析ステッブダウンi去の結泉から，

る負担惑は自尊感に存立に影響している事が明

らかになった。このことは議能的な評館iよりも患者の務神

的負担惑が自尊感舗に影響することがいえる。すなわち.

っても，排探接能賂容を精神的に負強として

強く感じるかどうかということ.また姿が自分の性につい

てどう患っているかを負担として強く感じるかどうかとい

うことが自尊感情に影響していたc 特に排尿路害負担感

は， p < .001で自尊感需に大きく影響を与えていた。排探

日常生活の中で患者が向き合わねばならず，精神的

なダメージ，基専ら心，嫌悪感などを強きやすいことから自

きく影響したことが推測される。そのため患者

の抱える負担!惑を的確にアセスメントし患者が!漆害に対

して負担感を強く感じている場合には，心理的支援をして

いく必要性がある O 支援の方法としては，認知的アブロー

チを用いる事で¥精神的負担感の軽減や自尊感情の安定が

図れると考えるつ
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204)外来化学療法を受けている乳がんと消化器がん患

者のストレス要因の比較

神田清子(群馬大学霞学部保健学科)

高田順子(本鬼玉看護専門学校)

狩野太郎(群馬県立県民健康科学大学)

石間和子(群馬大学医学部F付属病院看護部)

[目的}

外来で治療を受ける患者が急増しているが，疾患により抗

がん剤の種類や効果は違う G そこで本研究では，外来で化

学療法を受けている乳がん患者と.消化器がん患者のスト以

とその影響姿国の相違点を明らかにし適切な看護支援を

検討することを自的とする。

{対象と方法]

対象者 :A.B病践で，字しがん・消化器がんと診断され，外

来で化学療法を受けている患者である。乳がん患者は女性

81名(年齢52.1土 9.1歳).消化器がん患者は 98名(男性

71名，女性 27名，年齢62.1土 9.5歳)であった。データ収

集方法:自己記述による質問紙調査と診療録による情報収

集 質期項目:号ストレスの測定:鈴木らが開発したスト

レス反応尺境 (StressResponse Scale -18以下 SRS

18) .舎一般的背景毒性格特性:今井らの簡易 YG性格検

査岳日常ストVA対処行動の評価尺毘:辻らが開発， r問題へ

の取り組みH自己統寄せJr外的資源の活用Jr積緩的気分転

換Jr陰性感情発散J5下位尺!主 宰情緒的ネットワーク尺

度:宗像が開発。 f家族のサポートJr家族以外のサポートj

分析:剖答が得られた 179名に対して.ストレス反応得点

を目的変数，治療的背景，副作用の有無.対処行動. '11'f緒

的ネットワークを説明変数として分析を行う c

{イ命理的配慮}

2病院の倫理審査を受け実施。対象者には，研究の説明を

行い.自由意思での参加を保証し同意を書:閣で得た。分

析は偶人が特定されないよう記号化した。

日古来i
SRS -18得点は乳がんが 12.7土11.1点であり，消化器が

んが 11.9念 10.2点であった。性絡型では乳がん患者も泊

化器がん患者も感情を抑制しがちな内向型(I型)が，活

動的で情緒が安定している外向型(立型)よりも SRS-

18得点が高く有意濯があった。副作沼の有無，対処行動と

SRS -18得点の関係では，乳がん患者は倦怠感，消化器

がん患者は，不安いらいらが影響し両者ともに自己統制

や陰性感情発散の対処行動に有意差があった。これらの要

留にて境問帰分析を行った結采，乳がんでは，陰性感情発

i試気がかり得点，消化器がんではこれに加え性格型が影

していた。

[考察]

内向型(I型)の性格の人には，感情が発散できる支援や

場所が必要であるO また.疾患により影響要国が異なるこ

とから，それらを考癒したアセスメントや支援体制の構築

が不可欠で、あることが示唆された。

205)自本語版 SCFSの罷頼性と妥当性の検討

高階淳子，神田清子(群馬大学大学院涯学系研究科)

{践的i
SCFSの日本語版作成とその信頼性と妥当性を検討するこ

と。

[方法]

涼尺度の翻訳，逆縁訳，パイロットテストを行い.暫定日

本語版 SCFSを作成した。この日本語版 SCFSの信頼性

と妥当性を検討するため， CFSとVAS倦怠感， PS. 痛み

や不11誌などの症状の有無と独自に作成した一般的背景の質

問項目からなる質問票を用いてデータ収集を行ったc 倫王室

的自己慮として 2機関の倫理審査を受け承認を得た後，患者

の自由意志により研究参加の同意を得て調査を行った。分

析は SPSS11.0Jfor Windowsを用いて行ったc

{結果1
1. 1司意の得られた患i者400名に質問紫を記布し. 375名

の路答が得られ，そのうち倦怠感がある患者を対象に分析

することから.VASで r0 :だるさが全くないjと答えた

患者と欠損値のあるものを除いた 283名について分析を

行った。平均年齢58.7歳 (SD=13.5)であった。乳がん患

者が 112名 (39β%)と多く.PSにおいては Grade0 ~ 1 

が237名 (83.8%)であった。治療では，化学療法が 114名

(40.3%)と多かった。症状としては，痛み 74名 (26.1%). 

不服部名 (22.3%). であった。

2.項目一全体の相関係数は全て 0.68以上と高く，各項目

と全体との関連牲は高かった。

3. 全体の Cronbach'日は 0.89であり，身体的倦怠感 α

=0.88.知覚的倦怠感 a=0.81と向く，内的整合性が認めら

れた。また.再検法による再検法 1副長性数は. 1留日と

2国沼の VAS倦怠感の差の平均値会 1SD以内のもの

(n=88)について分析を行った結果，総合龍定、感 r=0.874. 

身体的倦怠感 I・=0.847.認知的龍王宮、感 r=0.831であり，時間

的安定性を認めた。

4. 昭子分析において，原尺度と向じ留子数2に指定し

主関子法，パリマックス閉転をかけると，原尺度と陪じ項

目が2つに分解され，構成概念妥当性が符ーられた。 VAS

倦怠感.CFSとの相関係数はそれぞれr=0.68.r=0.80で高

く，基準関連安当性を認めたc VAS 倦怠感の高い群

(VAS > 5.5. n=45)と低い訴 (VAS< 0.7. n=53)の日本

語版SCFSの平均値と標準術援を算出し.t検定にて全体，

下位尺度において有意差を認め (p< 0.001).弁別的妥当

性が検証された。

{考察]

今関作成した日本語版SCFSは，信頼性と妥当性のあるが

ん患者倦怠感尺援であることが検証された。そして，これ

をfflいることで多次元的にがん患者の能怠感の評価が熊使

に行うことが可能となり，臨床での捲怠惑の評価や介入が

より行われることが期待される C
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206)大学病読iこおける築学的ながん治療から鰻和ケアへ

の転換の簡題iこ対する看護臨・護主部・薬期訴の認識

中村みゆき(名古露大学大学説医学系研究科)

安藤詳子(名古摩大学産学部保健学科)

[1ヨ的]
緩和ケア病棟や緩和ケアチームをもたない大学病院の集学

的ながん治療から緩和ケアへの転換の問題;こ対する認識を

看護邸・援綿・薬剤師を対象に欝査し明らかにする。

{方法]

毘立大学法人人大学病院に勤務する 649名(看護師 314

名， [衰弱 290名，薬剤師指名〉を対象に，自記式質問紙談i
査を 2005年3月初旬に 2週間の袈置i去にて実施した。

おi紙は無記名で自由意志であることを明記しプライパ

シーを保護して倫理的に自己惑したc 質符項目は，対象者の

属性と緩和ケアに関する内容である。分析には SPSS1LOJ

を用い，X2検定，分散分析(多重よと較)により戦韓関を比

較した。

{結果]

質関紙の回収数(呂収率)は 412名 (64.3%)であり，
締211名 (66%)，医師 171名 (59%入薬剤締 30名 (67%)，

以下の結采を得た。杢終末期がん患者の転機は当i誌で

そのままj死亡する患者が多l'c孝 WHOの緩和ケアの定

しては 3絞殺ともに 96%以上が賛成し現状の緩

和ケアに対して 70%以上が円品分ではなく Jr議足してい

ないふまた緩和ケアの普及は審議締 93%，医師 7796.薬剤

蹄 100% が r~，嬰である j と認i蒸していた。主 WHO のが
ん柊痛緩和治法を知っている看護締は 20%と最も少なく，

医離は看護師や薬剤離に詑べてがん患者が終痛に苦しむ割

合を少なく評1iIliし (p< .05)，看護離は薬剤日曜iや医師より

も患者が終痛を過大に訴える割合を多く認識していた

切 <.05九審議締・医締・薬剤師の}駒こ麻薬依存性が生じ

る割合を多く評価しゅ<.01)，麻薬導入時期の正解率は

薬剤締と[笈締に対し看護締は抵かった (p< .05)。
学的ながん治療から緩和ケアへの転換がスムーズにいかな

い問題についてお項目中出演目で有意差を認めた。最も

開題として認識していたのは治療後に入院を継続する

のが沼裁で，治療しなけれぜ転院か退院が必要であるjと

いう病院領iJの問題であり. I哀師;土器護締よりも高ーく認識し

ていた (p< .001)また，患者・家族側の問題の r%を避

けたい・治療にかけたいとの患いjや，援療スタッフの開

題点として f盟郊の信念・考えによりニュアンスが変わるJ
が上位にあげられた。看護部側の問題点として「イン

フォームド・コンセントの方法論が未熟であるjについて

高く開題として認識しゅ<.001). i也の項目についても

護師自身が堅調や薬剤締よりもお分の問題として高く捉え

ていた。

{結論}

大学病院における築学的ながん治療から緩和ケアへの転換

の問題に対してスタップは， r治療後に入院を継続するの

が酒難で¥治療しなければ転i誌か退院が必要であるjとい

う病院仮iJの需題を最も高く認議しまた看護sijjが会殺に開

題をおく認識していた。

20ア)がん告知!こ関わる意識に影欝を及!ます褒臨

一{陵藤成人を対象として

村本知穏(熊本大学病院)

[fi締愛(熊本赤十字病院)

前田由紀子，谷口まり子(熊本大学医学部保健学科)

{自在9]
5ま療現場では，ほとんどの場合でがんの告知がされるよう

になったが.現在はまず家族に告知しその後家族が患者

に告知するか百かを決定するという形態が多くとられ，開

題が指摘されている。そこで¥一殺住民の告知に関する

えを知江今後の告知の在り方を検討するために本研究に

践んだc

[研究方法}

調査期間は平成 17 年 8 月 1 日 ~10 月 26 日 G 調査方法iえ

調査者の居設する地区住民を{頭部に訪問およびA

に来訪した顧客を対象としたむ部査の依綴にあたり，

の自的及び鐙名性・在意性について口頭と文書で説明し

向慈の得られた者に自己記入式の質問用紙を髭布し留置法

で¥後封封書にて麗)1又した。 同意が得られ，自己布し

20歳から 84歳の 222名である c r没収率 98.6%で，有効能

210名(平均年齢50.4念 2L2歳)であった。調交内容は

対象者の背景，告知希援の有無及び理由，がんに対する

STAIである。分析はエクセルを用い. t検定および

X2検定でおこなっ

{結果}

告知希望の実態iえ「どんながんでも告知希望J69.5%， r少
しでも治る可能性があるなら告知希望J13.3%， r品、る可能
性が高いなら告知希望J12.4%. rがんだったら告知を

しないJ4.8%であ仏全体の約 95%が告9;誌を希望してし
者知希望の理性!の上泣3つは「生き方・将来設計に必要J
79.5%， r自分のことだからJ71丸 f治療法選択・納得した

匿療に必要J64.5%であった。がんのイメージを複数拐容

で得た結染，告知希望者の上{立3つは f発見が早かったら

治るJ怖いJ手術が必要jで，告知

しいJ痛いJr'怖いjであった。

対象者の年齢が上がる毎に fどんながんでも

減少し条件付き告知希望及び?がんだ、ったら告知

しないjが増加した出<0.05) 告知希望と性関，配偶者

の有無，子どもの存無， f士事における寅{主知識に関連は

なかったが，仕事の有無，博報収集の意欲，家族からの告

知予想H 家族への告知の意思，家族が反対した場合の告知

ゆ <0.01)，子どもの経済的自立，家抜との告知の話

の経験， ST AI (p < 0.05)には関連があった。

{考察}
告知希望と長年低率であった家族への告知が増加した背景

には，がんのイメージや苦知の捉え方が前向きになったこ

とが考えられる。患者がどのような場合に告知を希望する

のか，あらかじめ患者の意思を知る手立てが必要であり，

ぞれを知ることで，より患者の希望に却した告知内答の選

択・決定が可能になると思われるc

年齢が上がるに従って条件付き告知希望や告知を希望しな

い人が増えた背景には，この年齢!習の社会的役割や心身の

特殻が考えられる C
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208)看護舗の終末期ケアに対する満足度と関連要罰

安藤詳子(名吉濯大学医学部保健学科)

[目的}

本研究の話的は.緩和ケア病棟ではない一般病棟に勤務す

る看護師について，終末期ケアに対する満足度を調べ.そ

の関連安留を鳴らかにすることである

{研究方法]

自己記入式質問紙調査を「第 10間愛知がん終痛緩和勉強

会J(大日本製薬株式会社主犠:2005. 2)に参加し

職241名に実施したc 質問紙は無記名とし問答は自白で

統計的に集計しプライパシーを守るなど倫理的に記惑し

設問項目は，対象の続性，カンファレンスの頻度，

番最近に関わり器取った終末期の，患者の属性，岩i凝ら

(2002)が作成した「終末期j歪療に携わる看護婦の患者ケア

に対する満足度尺度j20 ~員自である。この尺度は S つの下

位尺度 f患者との関係(l-4)J.r患者の苦痛 (5-8)J， 

ア(9 12) j， rチームi歪療(13-16) J， r専門I1哉

としての能力(17 20けで構成され，各攻自の回答はrO. 
く当てはまらないjから r5.非常に当てはまるjの6

設i務評定で，0-5l~に得点fとした。分析は SPSSlO.0j を

用い. t 検定と一元記jr~分散分析で比較した。

[結果}

fH湾紙の自収数は 201名(回収率83.49ら)で¥経験年数は5
年未満71名 (35.3%)，5年以上 10iド米潟 48名 (23.99らl，
10 "1ミ.tu::.81名 (40.3%)であった。勤務先{立大学病院と一

般病院が合わせて 92.5%を占めた。カンファレンスの実施

頻度は日jかr2 Bにl[i:i!程度jの実施が89名(44.2%).
日盟に1Ii:i!恕皮Jか f行っていないjが 103名 (51.3%)で

あった。 過去に終末期の患者と関わり表取った経験のある

看護締は 188名 (93.5%)で¥専門領域は内科・外科系が 162
名 (80.6%)で多くを占めた。専門領域に緩和ケア関連と回

答した 17名分は分析から除外した。一絞病棟で終末賠ケ

アに関わる看護師の満足度得点は，下位尺度の f専門職と

しての能力Jが最も低く，次に「患者の苦痛jが低かったc

経験年数加3訴で比較した場合.総得点.r患者との掲係J.
仁患者の苦痛Jについて，経験年数が高くなるにつれ満足度

も有;なに高くなった。カンファレンス実施頻度別比較で

は，仁忠者の苦痛j，rチーム医療Jにおいてカンファレンス

の鋲度が多い群は少ない許より満足援がiおくなった。

{考祭]
本調まを結来から，看護おれま終末期ケアについて特に自分の

専門職としての能力や患者の苦痛緩和に関する満足が得ら

れていないと見られた。しかし満足度には絞験年数やカ

ンファレンスの頻度が関連したことから.臨床経験を重ね

ている看護締は明鏡を深めて満足度に反映しカンファレ

ンス頻度の多いチームでは意思統一が菌られて「チーム医

療jに対する満足度が高まり，主に仁患者の苦痛jへの援

助に成来をあげていると考えられた。

209)一般構摂iこおけるタ…ミナル期の患者をケアずる

看護師の実態

i賓口典子， :)十潟ひさみ，近藤美知子(神戸i豆療センタ

{研究狂的}

一絞病棟では.あらゆる健康レベルの患者が入院しており，

ターミナル期の患者の看護を展開することの罰難さを体験

しているa そこで¥今回は一般病棟でターミナル郊看護に

関わる看護離の実態を明らかにすることを目的とする。

{研究方法}

研究デザインは質的アプローチによる関子探索研究であ

る。研究参加者は一殺病棟(内科，外科.皮}誇科の混合病

棟)に勤務する看護部7-6名(平均経験年数5.0年.ター

ミナル;弱者設の平均経験年数:3.1 年入データは半構造化

グルーブインタピュー(複数囲)からの記述データである。

データの分析は内容分析の手法に添ったコードfι カテゴ
1) _{とを行った。

{イ命理的記躍t]

研究参加者に研究の趣旨を説明し拒否の権利があること.

守秘義務，研究参加は途中小断可能であること.研究結泉

は本研究以外には捜用しないことを文書で約束し同意を得

た。

{結果}
ターミナル期患者の者設を担う一般檎棟肴護制iの実態とし

て3つの中核的局面が浮かび、上がった。また，それらの構

成要素として各カテゴリーを[で表記する。

1 )看護蹄が期待する自分遠の安

ほと肢の看取りの支援[その人らしい死への援助][自己の

から思想的なgrこ:像を抱き，専門的能力と行動力を

鍛えていかなけれ江いけないという使命感が現れていた。

さらに，現状に満足しない前向きな姿勢が捉えられたc

2)肴議自liのrJ守的環境

〔看護師自身の保身J[専門職としての不全感[負担感]で

は，現実としてターミナル肴護に向かう看護郊の閤難さや

揺らぎが諮られた。

3 )看護師を取り巻く外部環境

〔ターミナル期看護を行う上での隣接] [立場の違いから分

かり合えない〕では，各々の役割を理解する場の不足や'情

報共有・合意の場の不足によって，医締の思いや判断のわ

かりにくさが語られた。

{考察]
者諮簡は期待する自分違の姿と現実とのギャップを感じ，

それは者護主ijiの内的環境に揺らぎとして大きく影響してい

ると考える。また，看護帥を取り巻く外的環境によっても

ストレスやジレンマが生じ看護鯨の内的環境をさらに揺

れ動かす婆関となっていると考える。しかしそのギャッ

ブや揺らぎはターミナル看護において常に患者を看取る

ができる，生きた道具としての自分を溶いていく必要性を

認識できる原動力でもあると考えるc

ホスピスや緩和ケア病棟で、は， rいかに死を迎えられるかj

が最優先である。一方，一殺病棟では，治療援先という

味で構造面からもその人らしい生活の演出や死への援助に

臨界がある。しかしそのような状況であってもその人ら

しい死，その人が望む援助への期待は変わることがない。

そのためにも，看護締は役割や責任から逃避することなく，

患者・家族との関係に一歩踏み込んで行くことが重要と考

えるC
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210)箸護蹄のターミナルケア!こ関する患い

長光f¥';，加藤直美，横山真{¥';，小林泰奈
(厚生連滑!日病院)

上野栄一(福井大学医学部委護学科j

目的]
…殺病棟でのターミナルケアの特設は.診断から表取りま

での全過程乞患者家族と共にいることを可能にしている

ことである O 様々な健凝レベルの患者家族との探iわりの1=1"
で，者護蹄の専門的な対応能力，死生課，倫潔観を確立し

ていくことは，個々の看護鰯の成長に重要不可欠で‘ある。

本研究は，一般病棟におけるターミナルケアへの看護部の

患いについて明らかにすることをお的とし今後の継続教

育の一助としたいら

[研究方法i
X 県内の一段病綴で研究の趣旨を説明し符意を得られた

20名に対し研究者が作成した半欝成的笠間用紙

を記布し自由記述の記入をしてもらう。質調用紙は. [潟

し無記名で 1道路の皆め鐙きとし研究者が

関収した。 研究参加の有無にかかわらず不科益は生じない

こと.収集したデータは.本研究以外には使用しないこと.

間有名詞や記載内容にi恕する秘密を厳守し分析時，閤有

名誌をiqlj捻することを説明した。データは鍵のかかる場所

に保管し研究終了後にシュレッターにかけ抹出した G 分析

方法は，質的締約的研究手法で内容分析を行った。分析;之

内的体験の意味内容と考えられる文日誌を抽出し

コードfとするつ次にコードfとした内容を類似性に従い比較

しサブカテゴリ-{ヒするちすべてのサブカテゴリーを内

容加に比較し類型化しカテゴリーを生成するc またカテゴ

1) -1mの関係性について考察する。分析内容の信頼殺を高

めるために，内容分析のスーパーパイザー

折内容の妥当性を11実認、した 3

{給条]

liド自から 20年以上.管理職者も

まれていた。ターミナルケアに関して，者護締の患者家族

ケアの患いには.<良かったこと，心に疑ったこと>マ;ぇ

44コード化と 16-lj-ブカテゴリーをfIlllちしたc 最終的に 6

カテゴリ…意欲ヒーリングトぇ家族関係上ミチーム

ワーク{入江守務上ミ場の共有?を生成したっ<踊ったこと，

つらく思ったこと>では 77コードfヒと 29サブカテゴ

リーを抽出した。最終的に 8カテゴリーコミュニケー

ション力不足乞〈多忙さ

フリクト

を生成した。

{考察]

看護郎jの，思いには.rポジテイブな思いjより?ネガテイブ

な思しリの方が多いことが明らかになったが，個々

蹄が時じ事象に対して対極的な患いを持っていることも明

らかになったc また辛い体験を意味付けし;務藤しながら

も現状を采り越えたいという議極的な姿勢が向え，自己成

長の機会となっていたと推祭する。このことより一人一人

の内的な体験を，チーム全体で共有し支え合うこと

的な教育が推進されること，綴織の体制による婆閣の整織

が示唆された。

211)ホスピス入読中の患者と看護鵠の意思決定場面へ

のゲーム理識を溜用した試み

松原みゆき(呉大学)

{日的}

ホスピスで緩和ケアを受けている終末期がん患者とその看

護締では，患者は f残された時間をいかに生きるかjを，

生活の笈 (QOL)を念頭におき意思決定し一方，看護腕

は仁患者のために何ができるか，どうしなければならない

かjを，絞られた待問や労力の中で意思決定しなければな

らないc そこで他領域で応、尽の進んでいるゲーム潔誌を再

考の意思決定場i援に適用し有用性の検討を呂的とするc

と看護締が fプレイヤ…jとなり，両者が複数の選択

可能な庁交密会jを持ち，各々が 1つの}淡路を選択した時の

各々の評価(瀦足農)乞「幸1]1尋jと考えるc 患者の孝Ij得は

本人の QOLの観点から設定すること，看護締の利得は審

議締が患者のためによかれと思う観点から設定しているこ

と，また，各々のi淡路として絡手の主張に自分の意見を一

致させる f悶議 (C)Ji淡路と自分の主張をとおす

(D) J戦略のニつを用いて簡絡化したび

[研究方法]

まず，先行文議えから患者と看護締の関係に適用した文識は

見つからなかったが，者護にゲーム理論を適泊して分;析す

ることが可能であり，また有用と考えら

次に.*スピスでの者議場磁の観察・データ収集を行なっ

た3 審議場函を協力擁設と患者・家族の了解を得てビデオ

録画し患者と看護~ilîl習の主体的意思決定ととらえた 21

場面を取り出し研究者とスーパパイズをする 2名で検討

した。

[結果‘i
各々 21場面をi淡路と科持を示し手1]1与行列表を作成し

式北したc その結果は，表 1場面とゲーム裂に示すとおり

であるc

量三 1 場ITiiとゲーム翠

[考察i
例えIf.問!=iill:Jは意思を通したい場面であり，患者と

締が各々の選好に従って意思決定した結果，お1iいに一致

した方がよい結来になるにもかかわらず.最悪の結果に務

ち着く.国人のジレンマゲーム裂の状況となっている。こ

のように億人の選好投や行動選択の背景などが客観的に示

され，ジレンマの解消など問題の解決に重要な示唆を与え

た。
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212)臼本における DNRの意思決定ブ口セス

ーだれが，いつ，どのように襲警事項決定者となる

のか…

中村充i告(長野県看護大学大学院)

[背景と目的]

筆者の経験上， DNR承諾舎に署名する者の多くは患者以

外の人物で、ある場合が多く，先行研究においても重要事項

を決定する者が選出される経緯は明らかにされていない。

終末期涯療の重要性が説日されてきた近年において，わが

国の DNRのあり方を考えるには基礎的情報が欠如してい

る状態である C

本研究の目的は，1)どのような人物が重要事項決定者に

なるのか，また， 2)重要事項決定者がどのようなプロセ

スで決まるのかを明らかにすることである。

{研究方法]

上1)を明らかにするために N県の公立病院 (362床)

の内科病練における過去 10ヶ月のカルテ(全207件)から

Z主要事項決定者の属性を収集し量的に分析した。また，上

2)を明らかにするために， 2005年9月から 10丹にか

けて重要事項決定者・主治法・看護締を対象とした開き取

り調査を実施し費的な分析を行ったc

IlfJき取り調交は， DNR承諾書への署名後重要事項決定者

の承諾を得て 1週間以内に実施し患者の入院から署名ま

でのでき事やその時の気持ちの変化を尋ねた (9事fJIJ)0 

主治医と看護締には，それぞれのケースで，ある人物を重

姿事項決定者として認識したプロセスや契機について尋ね

た二

識変に先立ち，長野'県看護大学と調査対象機関の倫理!委員

会の審交を受けた。研究のプロセスを滋じて個人情報の保

護に認して最大限の倫理的部鹿に努めた。

{結果と考察}

カルテ調資の結果 76件 (36.7%)がDNRに該当した。重

要事項決定者は長男，長女.配偶者，長男の妥の順に多く，

患者本人は 1件であった。 同居は日目居の約 2倍多かった。

この傾向は開き取り説査でも冊様であった。重要事項決定

者になるための条件には，社会規範的な要国と人間関係的

な要因の影響が示唆された。

また， r明き取り諒査の結果， 9事例すべてにおいて，患者

の死期が近いと周聞の誰もが感じる時期に.医師が重要事

項決定候補者に DNRの打診をしたことが契機となって.

重姿事項決定者ーががとまるプロセスが開始していた。 ほとん

どのケースで打診後すぐに重要事演決定者が DNRの意思

決定をしていたが，その意思決定に関して戸惑いよりはむ

しろ前向きに関わっていたc

本研究で明らかにした DNRのプロセスは当事者にとって

最も納得のいくように最適化された意思決定方法のーっと

考えられるが，現状の打診のタイミンクーでは患者本人の意

思を確認することはできない。 DNRが生まれた米国では，

患者本人の意思の尊重が DNRの一義的な岳的であるが.

わが屈の DNRの意思決定プロセスにおいては，患者と家

族を含めた重要事項決定者決定のプロセスを{ま療システム

の中で構築しそれに対して看護絞等が中心となって支援

することで，より満足の高い DNRの;意思決定に寄与する

と考える O
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213)看護譲礎教書課程教科護における「看護の定義JIこ

関する内器分析

松井 文，版元子，八塚美樹(富山大学医学部看護学科)

上野栄一(福井大学箆学部看護学科)

{目的]

「恭礎看護学・看護学概論jの教科書における f看護の定義j

の記述に関する内容分析を行い，その部分の記述において

どのような者護像が学生に対して提示されているのかを明

らかにするc

{研究方法1
1.対象・主主新版 (2005年 10月現在)の看護基礎教育課程

用教科書:r基礎看護学・者護学概論jにおける.r者読むまj

あるいは「看護の定義jと題されている京や段落の記述。

2.分析方法:クリッベンドルフの内容分析手法を参考と

し形態素解析.コロケーション解析を以下のように行っ

た。会各教科-舎の基本的情報(掲載ページ数，出版年，引

用文)を調査するc 多該当する記述を電子テキスト化し

形態素解析ソフトにて単語レベルに解析し単語(名詞)の

出現頻度を計測する。ミ長特定の単語(本研究では

について行った)に連動する文紙を抽出(コロケーション)

しその諮が使われている文旅をネーミングする(コーデイ

ング九多“看護"を表す文紙(コー i汁を分額しカテゴリー

イヒを行う。分類にi祭して，引用文中の語は引用されている

ものに分類した。分析ソフトには，茶笠(形態素解析ソフ

ト)， KWIC Finder (検索ソフト)， SPSS verl 1.0 (統計ソフ

ト)を用いたc カテゴリ…fとは指導者?とともにカテゴリー

名の務j設を繰り返しそのお頼性と妥当で1:の fí{l;í~~にはスー

パーパイザーから劫言を受けたc

{結果及び考察}

号分析対象となった教科書:は 81陪でありその記載ページ数

は3~18 頁であった。また各教科書における共通の引用
文はなく，これより何をもって“看ー護"を述べるかは各教

より様々であることが考えられた。会単語の頻度を

計昔話した結果，“看護"が 1419語と最も多く計測された。

何者・護"について，文脈からその分類を試みた結果 1247
語が分析対象となり， r公に認められている麗史や定義な

ど (718語りと f著者の考えや思いが主に反映されている

と怠われる額所 (529詩)Jの大きく二つの部分に分けられ

た。をさらに分類によって次の 12カテゴリーが抽出され

た。{看護専門絞能団体による肴設の

イチンゲーjしについて)社会における

能と役割}看護をする者の心がまえサイエンスとアー

ト者護と母，(医学との比較で見る

を定義づけることの盟難さ日看護のイメー

する者の心がまえ〉には〔最高の看護のためには全身

を傾けなければならない[診療の補助行為や機械器

具の操作にとどまってはならない〕等のコードが厳しそ

れに代表されるように f者護の定義jの記述には精神論的

色合いが濃かった。これには歴史的背景があると考えら

れ.各時代背景と!l?らし合わせた教科書:の内容分析等が今

後の課題としてあげられたな

214)箸護学におけるナラティヴ!こ関する文献研究

紙野香(奈良女子大学大学院人間文化研究科)

吉村稔役(奈良県立箆科大学医学部者護学科)

{日iIgl
本研究は，ナラティヴ的思考を看護学研究および実銭に活

用することを目指しまず我が閣の者護学領域において，

ナラティヴ的思考がどのように導入され活用されているの

か実態を把援するために文献研究に取り組んだ。

[文献検索および分類方法}

文i款の選択には，医学中央雑誌ソフト (Advancedモード)

を用いたむ j器開は 1983年から 2005年，キーワードは fナ
ラテイヴ・著護Jrナラテイブ・看護Jr narrative・看護j

とした。検索で得られた文献について， 日本審議研究学会

雑誌投稿規定を参考に杏研究論文年技術・実銭報告事総

説・解説ミむその他の4つに分類した。

お古巣1
2005年 11丹現在で検索した結果，検索文献総数は 173文

献であったc 検索された文献の中で¥その内容からナラ

ティヴ的思考に関連しないものは検討文献から除外したっ

文献の発行年期推移では， 1999年には 1件であったが，毎

年増加し 2002~2004 年では年間 30~40 件であったc rrVf 
究論文Jr技術・実践報告Jとして分類した文献においてナ

ラティヴ的思考の活用についてみると，研究方法論として

ナラテイヴ的思考を分析方法とするもの， NBM(Nan・ative

Based Medicine)やナラティヴ・アブローチを看護実技方

法とするものがあった。また，語られた内容や経過記錦

タ)をナラティヴとするもの.諮る行為をナラティ

ヴとするものがあった。そして，これらが混同しているも

の，読みとりにくいものもみられた r総説・解説jとして

分類した文献において，著者の専門領域をみると，看護学

領域.医学領域，心理学領域，社会学領域であった。論じ

られている内容は.永沼M，ナラテイヴ・アプローチ，社会

構成主義であった。

[考祭]

ナラティヴに関する文献数の増加により，看護学領域での

関心が高まっていることがわかる o r総説・解説Jの文議えか

らは，複数の専門領域が看護学に影響を与えていると考え

るc そのため「研究論文jと「技術・実誤報告jでは，ナ

ラティヴ的思考の活用が多l岐に渡仏混乱もみられた。各

門領域におけるナラテイヴの理論的背景の理解を深め，

けるナラティヴ的思考の基盤を明確にしていく

ことが課題である。

〈本研究は平成 17年度科学研究費補助金〔課題番号

17791621]の助成を受けた)
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215)看護教脊における看護織の機能・役割

- 1885年か52005年の審議繋を用いて一

小笠原ゆかり(名吉屋大学大学院医学系研究科者護学専攻)

{日E19]

開始時点、から今日まで，看護舎に

能・役割がどのように記述されているのか検討し

育の中でとらえられている委譲織の機能・投割について，

その内容・出現時期を明らかにし考察することであるc

{研究方法i
対象となる

合目

された者護議;を本研究の

1885年から 2005年

含まれる 60蹄が対象となったっ

分析は内容分析の方法を用いて行なった。記述の抽出

日次を参考に看護殺の機能・役割の記述されている段議を

し抜粋された段認を…つの者護殺の活動・行為を

るように包切り抽出した。さらに，抽出された記述を

カテゴリ

1I寺1t[K分は看護教育制度が制定および改正された年を[KtJJ

ちとして，第一期:1885 年 ~1914 :1手，第二議:1915年

~1950 恥第三鰐: 1951 年 ~1967 i手，第i問題:1968年

~ 1988:1ド，第五期:1989 iド ~2005 年という 5 期とし分析

を行なったc

{結果]

19のカテゴリーは出現時期により.

-役言UJ:第一期~第五鰐 (1885 年~2005

siliの読点、からみ

(1885 年~1967 年)，
能・役割J: 第関lUl~第五期 0968 年~2005 :1ド)三つに註分

することができたっさらに看護織の機能・役割

から第1m)号jにかけて大きく変化しこの時期を境にその記

述の内容から，工医榔の治療および診療の補助としての

役割よ第一鶏~第三揺(1885 年~1967 :1手λ乏f看護独自

の議議ー役割へと大きく変北J:第悶期~第五期 0968年

~2005 年)の二つに区分することができたび看護教育の中

・1St割は，看護や社会に

が明らかとなった。

216)器内の NSTにおける審護部の投割iこ関する文献研
ワセコ
プ1.

開中

{目的i
NST (Nutrition Support Tεam)における栄養τiコの役認に

ついては米関静脈経競栄養学会がガイドラインで示してい

るが，者護部の投割を明確に述べているものはなく，わが

患のいくつかの文献においてもその内容は異なっている。

そこで文獄レビューを過して， NSすが介入する栄養管理

の場面において.看護部がどのような投寄せを担っているの

かの現状を明らかにし看護舗が NSTの…員として濁わ

る意義について考察する。

{研究方法}

医学中央雑誌 Wぬ絞データベースより過去 20年欝

0985~2005 年〉に掲載されている文献のうち， rNST 

jと f者護締jをキーワードに検索し.得られた文

らNSTと無関連のもの，審議締の役苦言が示されてい

ないものを徐外してi検討したc 条件に合致した文紋を要約

して NSTにおける看護締の役割iについてコードイ計亥¥

製イとしてカテゴリ抽出を行ったc コード化， カテゴリイとに

ついては共同筋究者関で妥当性の線保に努めたc

[結来]
した文献は 27件であった。 NSTにおける

おjに関する内容は 118コード抽出され.これらは 12カテ

ゴリに分類されたc カテゴリとして抽出さ

おu¥え〈対象患者のお!!出・把握:29コー

のチェック・是正:13) 

12} 院内での NST

ブ

{考察}

-把握〉を形成するコードは 29と最も多

く，実際の NST活動では.栄養滋害の有無と

対象となるかのスクリーニングが者議長ijiの中心的な役割と

なっていると替えるc また，わが簡では災STを構成する

者護部のほとんどが通常の病棟業務と兼務していることか

ら疲養生活上の指導・教育・調整(患者への処設〉な

と関わりながら，

(NST以外の看護スタッフの教

などちJST審議締として栄養療法の実絡に向けた管理

者的な役割もJ買っていることが明らかとなったc さらに

(NSTメンバーとの連携・調整〉から，審議郎は他のう-rST

メンバーが介入しようとする際に患者と円滑に関わること

ができるよう調整する役割を行っており，

な患者の状況に応じた介入方法の決定や介入者の選択には

重要な存在であると考えるc
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217)紙マスクの装着が発声蓄の題波数に及ぼす彰饗に

ついて

山田加奈子(新富市立法療センター)

山田一期(臨床研究支援センター)

西川真理，小西友ID..井上悦子(新宮市立腹療センター)

[13的}
臨床現場では主に感染紡御の観点から，紙マスクを装着す

る機会が多い。一般に紙マスクを裟策すると発声音が聴き

取りにくく感じられるが，そのことを客観的なデータで立

証した報告は見当たらないc そこで今期，紙マスク装務時

の発声音について周波数分析を試みたので報告したい。

{対象と方法i
w県内某病院に勤務する女性看護締 3人を対象として.

ナースステーション内での日常業務中に，他の毘療スタッ

フとの簡で交わされた会話の音声(発声音)をデジタル録

音機で掠取した。そのさい. 1紙マスクを装着しないJ1紙
マスクを 1枚装養J1紙マスクを 2枚装着J1紙マスク 1枚
とガーゼを装務jの4通りの比較条件を設定した。データ

収集に先立ち，対象者および匿療スタッフには研究の趣旨

説明を行い協力の同意を得。たC また，不要な緊張を避ける

ため，録音機が境野に入らないよう工夫した。

瑚波数分析は続問ら (2005)の方法に準じ発声音が重複

した領域とノイズ部分を削除したうえで，発予言?去を音節に

分解しそれぞれに最も多く含まれる照波数成分を抽出し

た。なお，周波数の分析には CoolEdit Pro LEを利用した。

[結来}

1.周波数の分布:1紙マスクを装着しないjとき Cn=16l

の潤波数成分は 154Hzから 440Hzに分布し中央依は

222.5Hzであった加は青筋数，以下同様)。悶様に中央値

(最小値一最大儀)を条件ごとに比較すると. 1紙マスクを

1枚装義jしたとき (n=20)は576.0Hz(300 -1160Hz). 

「紙マスクを 2枚装義」したとき (n=lO)は 440.0Hz(220 

-880Hz) 1紙マスク 1枚とガーゼを装着Jしたとき (n口

9)は247.0Hz(176 -440況がであった。

2.分散分析の結巣:周波数のデータを対数変換したうえ

で.1実験条件jとf発語者Jを留定由子とする分散分析を

行った (G巴neralLinear Model:GLM)。その結果. 1実験条

件jによる惹が有意 (p< 0.001)な影響力を有しているこ

とが線認できた。

{考察}

以上のように.紙マスクを 1枚もしくは 2枚装着したとき

には，発声音のうち高い周波数成分が強調されることがわ

かった。この原器として，紙マスクの場合は発声にともな

い共振が生じるため，それが発声音に本来含まれている潤

波数成分の倍音を増幅したものと考えられる。紙マスク装

着時の発声が聴き取りにくいという印象は，口の動きがさ

えぎられていることから生じる主観的な要素に影響されて

いることが示唆された。

218)心理状況推察のためのt情報取り込みに関する研究

一般涼運動による分析ー

松本賢哉，森千鶴(開立看護大学校)

{目的]

者護における観察で多くを占める視覚情報のやには，ガー

ゼの汚染や機器の状態など情報の正確さが重視されるもの

と，顔の表構や視線・仕草などその人の心理状況などを推

祭するための情報が含まれている。本研究では，その人の

心理状況を推察する情報をどのように取り込んでいるのか

に務践し視覚情報を眼球運動から把援した。 Archer. D 

(1988)が作成した写真から心理状況を探るテストの正誤

における差を検討することを自的とした。

[研究方法}

対象者は健康な女性7名，照度 50-70Lxの実験室におい

て行った。提示刺激として Archer.Dが作成した写真の

心理状況を探るテストの中から 4開使用し 1簡に対し 10

秒間提示した。銀球運動は注視(y主視=100ms以上/1 

回)時間・毘数，瞬日(瞬目=200ms 以上/1間)時間・

匝数を測定したc 社会的知能改議テストの正誤と詮視時

間・回数，隣自時間・回数との関連を明らかにした。なお，

眼球運動測定に TalkEyeIIカバー型トラッキング検出器

(竹井機器工業株式会社)を用い，解析には向社の眼球運動

統計プログラム IIVer 2 . 4 . 1を用いた。

{倫理的記長室t]

対象者に研究の趣旨，実験方法，プライパシーの保護，非

協力による不利益は…切生じない旨を口頭で説明し同意を

得た。

[結果]

対象者の 7名は全員女性で平均年齢は 21.7(土 2.08)歳で

あった。 4関の Archer. Dの心理状況を探るテストの正

答は 1開131名. 2開自 5名. 3問自 3名. 4問自 4名で

あった。 3問自の正答と誤答で2群に分け眼球運動を t検

定にて比較すると，注視時間の正答群の平均 577.77ms 誤

答若手 425.00ms(p=.812) . 100ms以上の注調した点は正答

群の王子均 3ヶ所 誤答群 2.5ヶ所 (p口 .886)・瞬毘時間の

正答群の王子均 0.65ms/10s 誤答群1.01ms/10s(p=.544)・

燐日間数の正答群の平均 5.50留/10s 誤答群 12.75閥

/lOs (p=.438)であった。 4問自も開放tに比較するとi主権

時間の正答群の平均 670.82ms 誤答群 125.00ms

(p=.255) . 100ms以上のi主視した点は正答群の平均 3.3ケ

所誤答辞 1ヶ所 (p=.428)・続日時間の正答若手の平均

0.65ms/lOs 誤答群 0.46ms/lOs(p=.785)・燐羽田数の正

答群の王子均 3.50間/lOs 誤答群 7.00阻/lOs(p=.232)で

いずれも有意差は見られなかったが，正答者手の方が集中し

ている傾向が見られた。

{考察}

心理状態を捻祭するための情報源のひとつである眼球運動

がどのように働いているのか本研究では明確な差異は得ら

れなかったが.心理状況を推祭するためには詮視時間が長

く，注視点が多いこと.また続日が少ないことが影響する

と考えられた。今後，データ数を増やして検討を重ねたい。

文献:Archer. D. (1980) /工藤力，市村英次訳 (1988): 

ボディ・ランゲージ解説法.誠f言書房，東京。
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219)化粧が及iます生理・心理的反応に関する基礎的研究

北JIIかほる(鳥取大学援学部保健学科)

人見裕江(高根大学箆学部看護学科)

[自的}

化粧をすることは外観上の効用だけではなく，気分の高揚

や麓犠牲の向上などの心理的変イとをもたらす効泉があると

報告されているc 本研究では手軽にできる口紅について，

心理的変化および脳活動・@律神経機能に与える彩欝につ

いて検討するc

{研究方法}

1)対象:年齢 20~23 哉の健康な女子学生 30 名である c
2)実験条件と手}11f!:笹口紅をつけない毒口紅をつける宰:

口紅をつけ?鋳麓ねjと戸を掛けるの 3条件で， 3分湖鏡

の中の自分の顔を眺めてもらう c このi習の脳波 (01，02)・

心電閣を測定した。最初につ〉の条件で実験し次に舎と

の条件は手}艇をアトランダムに設定した。く芝との実験の

関には 30分の休息、を設けたc また，各条件での実験車後

に，心理部について自記式質問絞を用いて(今の気持ち 5
項目およびPO祝日測定したc

3 )データ処理:各条件3分間のデータ乞脇波は Visual

Basicを用い井上が自作したソフトを佼尽して濁波数解析

を行い，(j < 4 Hz ' 4 Hz < e < 8 Hz ・8狂z<α<

14Hz' 14Hz < s < 30Hzの各廃波数帯域に分類し出現率

の変イとを，心電留は PowerLabHRVエクステンションを

使用して心強の変動性を解析し心拍数・ R弐跨溺‘高隠

波成分(狂的・抵周波成分と高毘波成分の比日目の

変イとを検討した。また. 自記式費用紙は心理阪の変イとを検

した。統許処潔は分散分析を用い

4) 11命態的配対象者には鳥取大学涯学部倫滋審査委員

会で承認さFれた研究計図に基づき説明を行い，研究協力の

承諾を得た後に実絡したc

{結糸i
J 心理援の変北 :POMSでは，条件舎に比較し

で円ヰ}うつ一落ち込みJi疲労Ji混乱jの有意な減少が認

められた (p< 0.0目。 i緊張一不安Ji怒り一段意Ji活気j

は3条件で有意差は認められなかったが， i抑うつ一落ち

込みjは条件舎に比較して宰と舎で減少する傾向が.i活気j

;立高まる傾向が認められた。今の気持ち 5項自の「人に会

いたい i表情が明るくなったJirr寄れ晴れするjは，条件

岳に比較して舎とくIDで、有意に気持ちの高まりが認められた

(p < 0.01) i安心Jiくつろぐjは3条件で有意義は認め

られなかった合

2. 'l.、拍の変化:心拾数， R-R向縞， HF成分および

LF/HFよとは. 3条件で有意差は認められなかったが，条

件こ比較して多と金で心拍数の減少，忠良時備のj:~加す
るケースが多かった。

3.脳波の変化 :(j・0・α's波の各層波数帯域に分類

した出現率は， 3条件で有意差は認められなかった。

{考察}
口紅をつけた結果.化粧による気分の高揚や積緩性の向上

などの心理的変化が認められ，心理的反応、は自記式質関紙

で評価できる。この時の生環的皮r.i5は，多くのケースに同

じ変化がみられた心拍数・ R夜間揺で評価できる可能性が

あるが，脳波・心拍の閥波数解析では詳細できないことが

示唆されたc

220) Lipidure伊れt1B鑓摺時の手揺皮麟における水分保

持機能と{吏用感の評儒

河上裕子(高潟市民病院)

宮崎劉(日本?Ib路線LS事業部筑波研〉

[研究程的]

手荒れのある夜腐は手指綿菌の繁殖を招くため，予紡的ケ

アや手荒れの改善対策は必須である G 本研究では. 1)ン路

質類似物質である 2-メタクリロイルオキシエチルホスホ

リルコリンを欝成単位とした水溶性ポリマーである

Lipidurec!Y-PMB (L-PMB)を手指皮腐に塗布し手荒れの

を水分保持機龍と使用惑で評偏することを目的とし

た。

{研究方法}

対象は皮燦疾患や感染抜がない女殺の肴護学生 23名とし

た。保湿剤には L-PMBの 0.5%配合ジェルと 1%髭合

ローションを使用し対象の自由選択とした。 1毘塗布量

はジェル 1ml.ローション 0.5mlとし 1 B 4留4j盟関毎

日塗布を好い. SKICON-200による角層水分含有量の測定

と費関紙による使用惑の調査を行った。角

実験前と 1選向後， 2週間後 3週間後， 4週間後の計5

拐において手IJき手の手背皮綴，示指の爪周回}支}爵，示指の

指先史腐の 3ヶ所を測定し各時時群で得た平均値を 1元

配置分散分析の後に多重比較検定を行ったc 統計φ学的処理

には SPSS11.0Jを用い，有意水禁5<Jbとした。質問紙は間

部位3ヶ所それぞれの乾燥，硬化.亀裂，紋諮失.紅主筆，

かゆみの 6項呂を 4件法の自己記入とし実験前，

後， 1臼後. 1選間後， 2週間後， 3遊間後. 4週間後の

7留の経時的変化をみた。なお倫理的記長室として，続究

:=E皆と方法を説明し参加に開設:を得た。

[結果}

全対象 23名の 3ヶ所会ての部{立において， 4週間後の角

層水分会有最は実験前悠より上昇したc 特に手背皮!替では

角!議水分含有;註の増加が著明であり， 4週間後f邸主実験前

値の 199%に達した。ジェル群l土手背と指先史}警におい

て，実験前と 4週間後の関に角層水分合有意ーの有意差 (p

< 0.001)を認めた。ローション群では手脊1支!習の角短水

分含有最の実験wiと4遊間後のi笥に有意差 (p< 0.05) を

認めた。質問紙の回収率は 69.6%であったが，乾燥感の消

失は手背皮腐において著明であり，ローション若手よりジェ

ル若手に強く認めたっ一方，硬化に関しでは， ローション若手

に消失効果を認めたむ

[~祭}
L♂MBの連続塗布により，保混効果は一語高くなった。

部投開にみると手背の魚潜水分合夜景の増加が著しく，

ジェルとローションを比較すると手背においてはジェル，

ローション共に保湿効果を認めたが，爪周題は共に効巣は

なく，指先にはジェルのみが有効であった。以上のことか

ら，保湿効果と手荒れへの効果はジェルの方がローション

より擾れており， L-PMBは予助的スキンケアと手荒れの

ケアに活用できることが示唆された。
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221)苦味を介して得うれる鎮痛に関する文献換討

掛田崇寛，生協奈美u]¥伊東美佐江

(W口大学医学部保健学科)

[!ヨ的]
我が毘ではほとんど周知されていないが.海外では討JIj長を

介して鎮痛が得られることが知られている。本研究はお叫と

を介して得られる銭痛に関する諸文献を概観し論考を総

括した上で¥蕗床応用への課題を明らかにするために行っ

た。

{方法]

文獄検索は検索年度の範i滋を限定せずに医学中央雑誌

Web版 (1983-2006年人 CINAHL(1982 -2006年)， 

Pub M記dline(1966 2006年)を渇いて行なった。キー

ワ… vには rpainJ. r analgesiaJ. r sucroseJの3語を用い

て.関連する文献の検索(二次的抽出)も間持に行った。

次いで，今回選定した文獄を鎮痛方法.鎮痛根拠および鎖

対象の 3つのカテゴリー別に分類し検討したc

{結来・考察}

本研究では最終的に 132件の論文を選定したc まず鎮痕方

法であるが，甘味による鎮痛を得るためには甘味物資(特

にsucrose)を経口的に与えて役員未を認知させる必要があ

るc 次に，鎮痛根拠および鎮痛機序に関しては sucroseを

口際IJgに投与することで内因性モルヒネ物質が分泌される

こと，視床下部IJ支ll!1J内側核 (VlvIH)の彼壊によって

sucroseの鎮痛ー効果が泊先すること， sucroseによる鎮痛

効采はモルヒネ諮拭物資であるナロキソンの投与によって

減弱すること.神経伝達物y丘でもあるセロトニンfMJ'L薬の
投与によっても鎮痛効泉が損失することから.この鎮痛は

な味の認知をトリガーに複数の機序が相互に関連して生じ

ることが，主に動物実験を通じて明らかにされた。こうし

た鎮痛根拠を主主にとトでは主に新生見および未熟見を対象

にー採血や割礼処i@:における締i立時間や心拍数などを指襟

に鎮痛が立証されていたc これに対して，幼克・学童・思

春期・成人を対象にした研究はほとんど行なわれていな

かった。また， 甘味による鎮痛狼拠および鎮痛機序に隠し

ても動物実験で得られた結来とは必ずしも一致せず，鎮痛

に味のifE女子や喫煙の有無，血症等の加の因子が絡んでいる

好自主e段も考えられた。 以上の結染から.未熟克および新生

児を対象にした， 出来を利用した鎮痛ケアが滋床応用を日

前にしているのに対しそれ以外のヒトを対象にした研究

は，今f変更なるデータの蓄積と結果に対する十分な検討の

必姿性が示唆された。

222)混設を利用した半身浴が身体iこ与える彰饗

上野栄一，長谷川智子

(千福井大学大学院医学系研究科肴護学専攻)

砺波孝IJ~と

上水礼子.往々木百忠米i泰弘恵

(福井大学大学院医学系研究科者-護学専攻〉

[目的}

温泉諮における主観的評価に影響する姿IZSIと生浬学的変化

について明らかにすることを目的とした。

[方法}

対象l土日県内の健康な男子大学生 6名(王子均年齢 23.5土
1.5歳体重 65，9土 13，Okg，1本絹!出率 15.2会 9.2%)。実験

は半身浴 (30分)で行い昆泉水 (38度設定).水道水 (38

度設定)の2条件で実施した。解析は入浴夜後のデータを

用いて分析した。iRIJ定ツールl之主観的評価としては日本

版 POMS(緊張，事[Jうつ，怒り，活気，疲労，混乱の 6下

位概念よりなる)を用いた。 眠気のil逃走には眠気尺度 KSS
を尽いた。生理学的指占禁としては.PI(鼠流動態評飾).BP， 

lIIl禁アドレナ 1)ン，鼠紫ノルアドレナ 1)ン.IfI区中コルチゾー

ル. 1立i禁ドーパミンを泊いた。

倫理的記長室 :α 県内おいて，研究の目的を公表して，研究

参加者を募ったc 研究参加希摂者への依頼は，書耐と口頭

で行い，同意を得た。研究への参加は自由意志であること.

また，研究への参加はいつで、も拒否でき.不利益は生じな

いことを説明した。データの処理はすべてコンピュ…タ処

理で行い，倒人がす ζできないようにした。なお本研究は，

第481m福井大学張学部倫理I!審査委員会の審査を受けたc

{結果}
水道詳とjj泣泉訴の入;?好交の十111M]係数をみると昆泉水，水

道水併ともに，入出後， POMSの緊張.抑うつ，怒り，疲

ヲiy，i.昆苦Lとアドレナリンの{足下を jl@こしていた (P<
0.1 ~o.Ol) c また，コルチゾールとの関係では活気との陀

に負の相関を認めたc コルチゾールとの変化をみると員

泉水 (38J!t)の訴が水道水 (38度)の群よりも有意に低い

値を示した。 識泉計二ではドーパミン，アドレナリン， コル

チゾール.PIは減少傾向にあり，ノルアドレナリンは上昇A

傾向にあった。水道群では，アドレナリンはやや上昇傾向

にあり， PIにはあまり変化は認められなかった。

{考察i
38 !支の温i谷は，生体に何らかの影響をあたえていると推測

するo 昆洛効果はコルチゾールの変化を'Eじさせている。

コルチゾールは.血圧. Jfil糠，心I1又縮力，心的出量の上昇

を起こす3 さらにカテコラミンとの相互作用を/話こすとさ

れるc 昆泉浴i注水道水際ともに緊張，抑うつ，怒り，疲

労.混乱，及びコルチゾールの低下をもたらすことは，温

泉浴が交換や1I経系や副交感神経系に大きな影響を与えてい

ることが示唆されたc また晶疫による影響もあると考え

るc これらの結果からは半身i与が精神状態にリラクゼー

ション効果を起こすことが示唆された。今後は対象を増や

し温泉混と水道水iaとの多重比較など分析。していきたい。

{結論i
温泉浴;ネストレスを軽減する作用がある。また拡泉水

による入浴{え交換神経系および説交換神経系に影響を与

えていることが示唆された。

本研究は，福芥県三方郡美浜i同共同研究費の補助を受け
守、

J、略。
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223)摂食動作時による科き手と非科き手のよ技筋活動

翠の比較

米倉療弥震透mR子(堅議クリストファー大学〉

[自的}

脳血管降客などで手Jjき手伝IJに障害があると，食事誤取時に

は握力低下のため食事用具を箸からスプーンへ変えたり，

持ち手を非利き手へ変えることがある O またスプーンは

オーバーグリップで持つことが多く，その摂食動作は肩関

節が外転伎をとるc 食事用具や持ち手の変更は食事所要時

期が増し疲労を揺く。利き手障害のリハどりによる治療効

果の研究は多くみられるが，食事用兵や持ち手変更の影響

に認する先行研究はみられないs 今践は食事用兵や持ち守主

変更をしたときの相違を 1限の摂食動作について，上肢の

表宣言筋電図を取り比較し

{研究方法i
対象:健康で上競に障害がない男女 18名(18.8歳会 0.7針。
事前に目的と方法を口頭と文書で説明し承諾を得た。方

法;汗せき手で議科き手でスプーンJ.r~F利き手でスプー
ンjの条件下で，摂食動作を 11国仔った持の表面諮電顕と

摂食動作時間をmu定した。スプーンはオーバーグリップで

把持し表面務電閣は肩関節の外転運動に関与する三角f誌
を測定した。摂女動作時間は，合開と問時に食物をすくっ

て口に逮び、将び手を抗上に戻すまでとしたc 表街務f立関と

摂食動作時間は PowerLab/4.0で渓IJ定した。表面務寄留の

積分絡を筋活動;足踏活動量を摂食n寺rrrjで割った1Dきを活動

平均振編とし条件関に能活動;這;・摂食時開.i近畿u平均振

幅を SPSSl1.0にて…元配置分散分析を用いて検定を行っ

た。

{給一栄]
務活動廷は利き手で箸jが最小値を示したが. 3条件関

に存立還はなかった。諜食動作時間は手せき手で議:jが

3.71秒土1.41.r手ぜき手でスプーンjが 5.09秒土1.02，r~ド
手リき手でスプーンjが 5.08秒土1.092で，月号き手で箸jが

最短依であった。手せき手で箸jと「利き手でスプーンjの

tlJHこp< 0.005， r利き手で箸jと「非手せき予でスプーンj

の間にP< 0.005で有意義が認められたが，同5き手スプー

ンjとは降立さ手スプーンjの問に手、差はなかった。 活

動平均振編は利き手で箸jが最大偵を示したが， 3条件

関に有意差はなかっ

i考察]

オーバーグリップでスプーンを持つ摂食動作でユは肩関節が

外転し三角筋や線上務の筋活動量が増加し上肢の疲労に

つながると考えられる。しかし今期，食事用兵を持った上

肢の表面筋電拐を測定してみると，筋活動最，活動王子均振

幅ともに食事用具の「箸jと「スプーンj関や.持ち手が

「手IJき手jとは同せき手j開に主主は見られなかった令

[結論}
手Jjき手側に隊等が生じた場合，食事用具が箸でもスプーン

でも，また持ち手が科き手・非利き手に関わらず，筋活動

量や活動王子均振幅等に霊がなく，利き手障害による利き手

交換や食事活具の変更の影響は上肢においては少ないこと

が分かった。
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224)神経・筋疾患病棟における「看護体験実智Jでの学

生の体験と学びの関連

一第 1報 ‘コミュニケーション'場菌一

葛西智賀子，太閤真由美(弘前学院大学者護学部)

[目的}

本研究比看護系大学 1年次の「看護体験実習」において，

どのような体験場面がどのような学びに結びついているの

かを明らかにすることを目的とした研究の一部で，今回iネ
コミュニケーション場面での体験と学びの関連について述

べる C

{研究方法}
f者護体験実習J: 1年次必修の基礎看護学実習で 10月に

行われた。 研究対象 :A大学看護学部 1年次学生 19名。

研究方法:実習記録から体験したことと学びが連続的に記

述されている部分を抽出して，体験場面の類似性に沿って

して名称をつけたG さらに，分類した体験場面ごとに，

びの内容を類似性に沿って集め，名称をつけた。この過

税で抽出された体験場面は 181で，そのうち‘コミュニケー

ション'と名称、をつけた 38場面の分析結巣を報告する C

学~I:に対する研究協力依頼は，当該科目の成績が提出され
た後に，研究目的，協力内容，議名性，公表について，説

明され，文書で間意を得た。

[結果]
コミュニケーション場前での学生の体験と学びの関連を閣

に示す。学生の体験は.<説明を受ける>. <.患者と会話

する>. <見学する>の 3つのカテゴリー集約された

<説明を受ける>体験は. <~I"言語的コミュニケーション
の方法をま[1った><コミュニケーションは話頼関係の基に

なる>という学びに.<患者と会話する>体験iふ<コミュ

ニケーションの難しさと楽しさを知った>など3つの学び

に結びついていた。<コミュニケ…ション場i討を見学する>

体験は，前出の 3つの竿:びの他に<コミュニケーションが

癒しになる><看護する喜びを感じた>の学びに結びつい

ていたc

{考察}
見学が主体であっても，学生は感じるだけではなく探求を

深めている。言語的コミュニケーションカ宝困難な神経・筋

疾患の患者を知ったからこそ，コミュニケーションと肴護

あり方について深く考えることができたと考える。

患者と会話する

コ

場衡を見学する

非言語的コミュニケーシ

ョンの方法を知った

コミュニケーションの難

しさと楽しさを知った

コミュニケーケーション

は信頼関係の3きになる

コミュニケーションが癒

しになる

看護する喜びを感じる場

簡を見た

区]:コミュニケーション場磁の学生の体験と学び

225)看護学生の解剖学見学実習による教有効果

今村利香(鹿兜島大学医学部保健学科臨床看護学講康)

下高原潔恵

(鹿児島大学i家樹学総合研究科歯科応沼解剖学分野)

{研究日的]

科学的根拠lこ主主づいた表護を実践するには解剖学の知識が

不可欠でLある。しかし看護師養成接部における解部学の

授業は 45~即時期程度と短い。 限られた時間数の中で解

剖学教育をより効果的なものとすることを沼差して，遺体

そのものを見て人体構造を学習する見学実費を授業に組み

込んでいる養成機関も少なくない。今路上解剖学教脊にお

ける解剖見学実習(以下実習とする)の効果を分析する話

的で，見学後の人体に対するイメージや人体構造の理解度

の変化について看護学生を対象としたアンケート部資を実

施した。

{研究方法]

:大学看護学科の 2年生及び3年諜程春護専門学

校 3校の 1年生 193名。実習の時期は，各校ともF応部学の

授業が終了して数ヶ月後。訪i交期間:王子成 18 年 1 月 ~2
月の実習藍後。誠査方法:費関紙による自記式識変，留置

法。 f空間王妥結:a ji幹部学の授業全般に対する印象 b人体

イメージの変化 c人体構造の理解度の変化 d人体への

関心の変化 e実習で学んだ事 統計方法:各項目 11[iの関

について fvlann-Whitney検定を実施。集計会と分析には

統計ーソフト SPSS11.0 for Windowsを使用。 倫理的配慮:

各学校の指導教員に調交関的やデータ管理方法，学生の

プライパシー保護等について説明し調査の治二可を得た。

最終的には学生の関答をもって水諾が得られたものとし

た。

{結果i
大学生 77名，専門学校 116名から.IITJ答が得られた(有効

回答率 99.7%)。解剖学の授業については品.6%の学生が

好きと剖答しているが，解剖学を得意と回答した学生は

6.2%であったc 99.5%の学生が解剖学は難しいというイ

メージを抱き. 96.4%の学生が教科書:で、学んだ人体と実習

で、実際に見た人体のイメージに差を感じていたc 実習を体

験した事による変化としては. 94.2%の学生が講義と1m速
させて人体構造を理解でLきたとし 94.3%の学生が人体に

対しての隠心が高まったと罰答した。解剖学の授業と実習

を関連させての人体構造理解と実習前後で、の人体への関心

の変化について Mannベヰihitneyのじ検定を実施した結巣，

1%水準で有意となり. jjl言者1mには関連性が認められたc

{考祭}
9割以上の学生が解剖学に難しい千メ…ジを持ち，解部学

を苦手に感じていた。教科書で学んだ人体と実際に見た人

体との間にはイメージ蕊があったが，実習により人体構造

を理解する 4J~‘ができ，また人体への関心も高まる奈から実

習の有用組:が明らかになったG 検定結果からも，実習は学

生の人体構造の理解や人体への関心lこもプラスの彰響を及

:ましていると言えるc

{結論]

解部学教育でより高い教育効3誌を得るためには，学生が解

剖学についての関心をおめられる実智のあり方を考え，

習内容及び方法を検討する必要がある。
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226) r人体の講造と機能jへの白日学翠システムの導入

邸中美智子，長坂猿，安部浩太郎〈宮崎県立春護大学)

渋谷まさと(昭和大学，女子栄養大学)

じまじめに]

近年，限られた時間の中で，学生に効果的な内容を怯える

として， 自己学習を支援するコンビュータプログラム

が紹介されているむ今後，審議教育にも，このようなシス

テムが導入されてくることが考えられる。そこで，今lliJ，

7人体の構造と機能jの講義に，自己学習システム*を

しこのシステム導入による学生の反(，6と講義への評織に

ついてアンケート認交を行ったので報告するc

{方法i
A大学看護学科の平成 17年度入学生 100名及び平成立

年度にこの講義を聴講した平成 14年!支入学生 16名に対

し前期終了後と後期終了後の 2関，ヌド講義に対するアン

ケートを行った。 1iド次に開講したこの講義は人間の健康

状態、を把握し人体の常態変fヒを理解する科目であるc こ

の科gの学習のために，講義だけではなく，その項目絡の

解説と CBT(computer based tεsting)が経験できる自弓

システムを紹介し学技の自己学習に投立ててもらっ

アンケート内容は， r講義受講II寺の予習・援翠時総J，

や「理解するための対処

方法jなどに加えて CBTの導入における活用状況やその

感想であった。アンケートでは，回答は学生の自

あること，無記名であるため個人は特定されないことなど

を書面で説明し時窓した学生の問答のみ部収した部1:X
1U方自 100%，21没自 94%であったむ

{結果・

のそ予習と援費時間は前期で、 O分が約 69%と

34%， 30 分未;誌が約 28% と 52906~ 後期では O 分が約 77%

と34%，30分未満が約 21%と48%であっ

の難易授は f難しいJ.rやや難しいよと閤答したものが約

85%，後期では約 61%であった。前期に多くの学生が回答

した難しい項践は f骨格・筋肉後期では 1呼吸jであ

弘前郊の簡単である項13は 111主眼ふ後期では f血で

あったc 講義の理解度に関しては，前期;こは f浬解でき

が約 30%であったのに対して，後期には約 51%となって

いた会理解するための対処方法は「本を読むJ.r友人に聞

くj及び f教員に開く jなどであった。 CBT(こ関する結果

は前期に約 66%が利用し後期には約 79%の利用となっ

たc 利用における感想は f自宅でも利用できるJr繰り返し

するうちに理解できるjという段定的な意見があった反面，

f項目を増やしてほしい講義に出ていない部分があったj

という要望や否定的な意見も見られた。 CBT導入が知識

磁の評価に使用できたことで，講義では課題を課すことが

でき，考えるカなどの加の側簡を評備することが可誌と

* http://physiologyl.org 

227)臨床看護舗が解剖生理学的知識の必要性を認識す

る経験

小林泰恵，内JII洋子，分島るり子，吉島智恵、，升二jニ範江

(故賀大学j翠学部看護学科)

{自的}

正確で質の高い者護診断能力を備えた者護殺の教育には，

その基本となる人体の欝迭と機能に関する知識は必修であ

るc 今後は看護学独自の視点による解剖生理学的知識の再

構築が必要とされているが，その基盤となる研究は少ない。

本研究は臨床経験 10年以上の看護締が，どのよう

臨床経験を通して，解剖生理学的知;誌の必要性を認識した

のかについて明らかにし解剖生理学的知識の孫構築

与することを目的とする。

[研究方法}

臨床経験 10年以上の看護主ili13名(全員女性)を対象に.

自作のインタビューガイドに基づき半構成的面接を行っ

たC 分析方法は，対象者のi得意を得て録音した麗接内容を

こしコーデイングして類似性・差異性によっ

てカテゴリ-{とした。その後，複数の看護研究者で検討・

継続比較分析して概念抽出を行った。倫理的記惑として

は，本研究の題旨を口頭と文書で充分に説明し理解・

を得られた看護郎のみを対象とした。公表時には霞名を

り個人を特定できないよう記!還した。

{結果i
対象者の年齢は平均 44，9歳 (SD土 7.2)で¥

は平均 21.7年 (SD土生2)であった令 f務部j生理学的知識の

必要性を認識する経験として 21のカテゴリーが見出され.

これに基づいて概念抽出した結来.1.安全と安裂を保

る看護実践， 2. 予iJ!O能力， 3. 
5. 

という 8つのコアカテゴワーを見出し

{考察}

8. 

これまで、も看護を行う jこで、解剖生理学的知識は必要である

といわれてきたが， i菜然とした認識によるところが多かっ

た。本研究結果から，エキスパートナースたちは様々

験を過して，正絡な解剖生理学的知識を持つことにより，

患者に対する安全と安楽を保障できるということを

しまた知識を活用しなければ教育・指導，予測能力や説

明支{壬を来たすことができないと考えていることがわかっ

た。また知識の活用は専門織の自党を梶すとも考えてお

札解剖生理学的知識の活用範関をまく捉えていることが，

これらの経験から明らかになったo (本研究は王子成 16・17

年度科学研究費補劫金による研究の一部である)
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228)纂礎看護技術演欝における学生の心理的苦痛に対

する署護教員の対応

穴沢小百合.松山友子，吉満祥子(開立看護大学校)

目的}
基礎看護技術淡習における看護学生の心理的苦痛に対する

零護教員の対応を明らかにし指導方法に関する示唆を得

る。

[方法1
1.データ収集.基礎看護技術演習の指導経験があり，研

究協力に同意が得られた 3年課経者護専門学校の教員(以

下，教員)6名を対象に司王;構成商接を行った。対象者には，

研究の日的・方法，プライパシー擁護の方法，研究参加の

)j" i1~および研究参加が自由意志であることを口頭と文書:で

明したc また，面接待の録音は対象者の悶意を得た。

データ収集期間は 2005年 6月から 8月であったo 2. 
データ分析:分析は質的帰納的分析とし面接の逐語録か

ら法礎看護技術演習において教員が学生の心潔的苦痛手に対

応した場面を抽出し対象者からその場面内容の確認を得

た上でコード化・カテゴリ化した。分析の告用性は共同研

究者tllJの検討により確保した。

[結来}
基礎者諜技術淡習において教員が学生の心理的苦痛に対応、

した場面から 101コードを抽出し最終的に 6カテゴリを

形成した(表九

[考察}
カテゴ1)1 .耳は教員が学生の学習環境を調整する対応、を

通して過度な心理的苦痛を予防または緩和し学資の河滑

化を ~Iっていることを示す。カテゴ 1) 辺 .N は教員がさま:生

の心理的苦痛の体験場弱を教材化する対応を過して看護技

術の習得を促進していることを示す。今後はこれらの対応

を促進する必要性が示唆された。また，カテゴ1)VI立教員

が学生の心理的苦痛の援和や間援を支援する対応を行う一

方，その支援に顕要IEさを感じ，指導方法の追求を課題とし

ていることを示すc カテゴ1)VIは教員が学生の心理的苦痛

を伴う演習の指導を通して体験学習の効来と学生の心理的

苦痛を踏まえた指導内容・方法の再検討を課題としている

ことを示す。今後はこれらの課題克報に向け，学生自身が

演習に伴う心理的苦痛にどのように対処しているのかを解

明し指導方法を検討する必要性が示唆された。

衣 装礎看護技術i察官ヨにおける学生の心理的苦痛に対する看護
教員の対応、

およびその形成支援

1I.炎務指導場立証における学生の心理的苦痛に対する安~で支
持的な学習環境の提供

随. i9i習指導場額における学生の心理的苦痛の体教を踏まえた
患者理解および援助方法務得の促進

N.演習指導場関における学生の心潔的資総体験下での磯災な
手技実施の促進

V. 察官奇指導場街およびi災習後街接における学生の心理的苦痛
に対する緩和・関復の支援およびその方法の模安

V1.学生の心理主的f苦痛を伴う体験学習における指導内容・方法

229)学生によるデモンストレーションの評価と学習状

況の検討(第 1報)

高橋方子.竹本由香![(宮城大学看護学部)

[自的}

本宇では，学生が主体的に学習し学内で習得する技術の

到達疫を上げるために看護援助技術誌の演習に学生によ

るデモンストレーション(以下デモとする)を取り入れた。

本研究ではデモを笑施した学生と実施していない学生の学

饗状況と技術の習得茂に対する自己評価について検討する

ことを臼的とした。

{研究方法}

平成 17年7月に，入大学2年生 94名を対象iこ，学生がデ

モを実施した演習(グリセリンj完勝，一時的導尿，筋肉内

投射)について，自記式質問紙調査を行った。費関紙の内

容は.各技術の習得度に対する自己評価.事前学習内容，

各技術の練習回数だった。倫理的配車として，協力は任意

であることを説明し質問紙は無記名とし得られたデータ

は統計的に処理し匿名性を確保した。

{分析方法]

各技術の習得度についての自己評価，事前学習内容，技術

の練習回数について，その技術のデモを実施した群と実施

していない群の 2i洋に分けて比較したc 各技術の習得度及

び技術の練習回数は Mann-Whitneyの検定を，事前学管

はFisherの直接検定を行った。これらの分析に関しては

SPSS (Ver.l3) を使用した。

{結果および考察]

問答不ト分だった 2~1 を除く 55 名 (58.5%) のデータを分
析した。デモの実施状況はグリセリン涜i揚8名 (14.日ら).
一時的導尿9名 06.4%).筋肉内投射 7名 02.7%に笑施

していない学生は 31名 (56.4%)だったc 事前学習の方法

では. f形態機能の復習をするJについてグリセリン涜腸，

一時的導尿で. 2群関に有意な差が見られた (p< 0.05)。
身体侵襲を伴う技術は特に形態機能学の知識が欠かせない

が，デモを実施しない群ーではグリセリン涜坊と一時的導尿

において形態機能の複習をしているものが少ないことがわ

かった。筋肉内注射では 2群開で有意な差はなく， どちら

の群も形態機能の袈習をしていた。グリセリン涜IlWi.一時

的導尿のデモを実施した学生は演習時間以外に 31l.TI以上練

習を行っていた。デモを実路しなかった群ではグリセリン

涜腸では 44人 (97.8%)が，一時的導尿では 35入 (79.6%)
が「演習時のみj又は fi察習時以外に 1間jと留答した Q

2'1洋間には有意な楚が見られ (p< 0.05)デモを実施しな

い学生の練習回数は少なく.学生の技術は経験したことが

あるというレベルにとどまっていると考えられた。グリセ

リンj完勝，一時的導尿では，デモを実施した学生は各技術

の習得度についての自己評価で入でできるJ又は f助
言があれ廷できる」と回答した。デモを実施していない群

でも 60%以上の学生が「助言があればできるjと防答した。

デモを実施していない鮮は実施した群と比較して，形態機

能の復習をしたものも少なく，練習回数が少ないことから

f助言ーがあればできる」の評悩の基準は非常にI[騒があると

推il!JJされたc
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230)学生によるデモンストレーションの評髄と学翠状

況の墳討(第2報)

竹本由香車，高橋方子(宮城大学者護学部)

[自主9]
1報では，デモンストレーション実施の有無による学生の

学翠状況と自己評価について報告したが.本報では学生に

よるデモンストレーション(以下，デモとする)に対する

学生の評価及び認識について検討することを目的としたc

i研究方法}

平成 17年7月に A大学 2年生 94名を対象に，自記式費

関紙詩書資を行ったG 調査内容は，学生によるデモを設業に

取り入れることの是非とその理由で，自由記述により1m答

を求めたc 分析対象は. 1報での分析対象 55名のうち自

由記述に関答のあった 45名(デモ笑施群 20名，実施しな

い群 25名)である。自也記述の分析は 2名の研究者で意

味内容を 1データとしてデモ実施の有無により分類しそ

れぞれ類似するものをカテゴリー化したc 倫理的記患とし

て.協力は任意であることを説明し笠間紙{ま無記名とし

得られたデータは統計的に処理し壁名性を硲保したむ

[結果及び考察]

1.デモがよかった理由を記述したものは 42名 (93.3%)

であり，デモを実絡した群は 20名，デモを実絡しなかった

若手は 22名だった。デモを実施した群は f技術の習得j

習意欲の向上同じ視点Jr学生デモの推奨jの4つのカ

テゴリーに分類されーデモを実施しなかった群では f閉じ

視点JわかりやすさJr関心がもてる学習意欲の向上j

f動接付けJrデモグループへの称賛jの6カテゴリーに分

された。将群に共通している rr汚じ視点jから，その技

術を行なうことが特~Ijなことではなく学生自身が行なうべ

き身近な技術として提えることができるのではないかと考

えられたc また.r考会習意欲の向上jからデモを実施するた

めに予習し練習する学生の姿がデモを実施しな

とっても日当分もやらなければjという利識になったと考

えられたc 2. デモがよくなかった理由を記述したものは

お名 (64.49心であり，デモを実絡した群は 11名，デモを

実施しなかった群は 18名だ、った。デモを実施した群は寺

関に対する負担学習内容の差Jrデそのわかりにくさj

の3カテゴリーに分類され，デモを実施しなかった群では

fデモを担当することでの負担感 rデそのわかりにくさJ
内容の惹jの3カテゴリーに分類された。両訴に共

通しているものは「学習内容の差jであったc デモを実施

しなかった群からはデモを行った学生だけがうまくなるな

どの不公平感が示されており，学習意欲が向上してもデモ

を実施した学生と時様のレベルで学饗するまでには至って

おらず，学習内容には切らかにまをが出ていると考えられた。

{まとめ]

学生の不公平惑を減少し学習意欲・効来を向上させるため

には，学生全員がデモンストレーションを担当することが

できるように学生がデモを実施する項目数を増やすよう

考えていくことが重姿だと考えられた。

231)静臨点滴演習における学生デモンストレーション

の効果

ヶ崎令子，遠藤英子(東邦大学i護学部看護学科)

[El El9] 
難易度の高い技術演習における学生デモンストレーション

の学習効果を検討する

{方法}

対象 :A者護大学2年生 109名令期題:平成 17年 12月6

臼~王子成 18年 1月 10日。学生を 4つのグループに分け，

最初に演習を行った 1グループを統制群 05名入総の 3

グループをデモ有群 (44名)として学習の効果を比較し

デモ草子群には災翌の最後に学生 1名によるデモンスト

レーションを取り入れたc デモンストレーションでは務抵

点滴の一連の流れを実施してもらい.教員が適宜説明を加

えながら進めた。言手綴方法:演習終了後に評鏑表を記布し

漂白に関叙した。評価表は 5段階式自己評価 10項誌と授

業評備は f長かったこと改議すべきことjの自由記載2

項民としたc 分析方法:自己評価は 2群i湾で t検定を行い，

授業評価は学生デモンストレーションに関連する記述に1来、
点、をあて，内容を整理した。倫理的配騒:評価表は無記名

とし成績・許儲には一切関与しないことを文書:及び口頭

で伝え，間i況は所定のボックスに各自投函する方法をとっ

た。統制群には，後日講義で、主liJ:立を行ったっ
{結果i
態収数 59 部(閥~又率 54.1%l.有効期客数49部(有効鴎答

必.0%)0r青手紙点滴j主射の一連の流れが理解で、きたjと

いう項目の平均は.統部若手 4.0(SDO.5)に辻ベ，デモ有若手が

4.3 (SDO.6)と高かったものの，有;意差はなかった。

価の記述内容をみてみると，統制鮮では f全体的な流れが

尽に見える形で示されなかったので、わかりにくかったjと

いう意見があったが，デモ有群では f最後に(学生)デモ

ンストレーションを行ったので一連の流れがわかりやす

かったふ f最後のデモンストレーションが楽しかったj

の感想、が寄せられた。 演習全体を過しては f静!抵点ii者注射

の一連のIJliれが潔解できたj等の感想、があった。ただし

「デモンストレーションは 1人しか体験できず，戸かけの

練習ができなかったjという意見もあっ

[考祭]

静瞭点滴技術は龍用物品が多く実施過程が複雑で，初学者

には理解しにくい看護技術である O 学生デモンストレー

ションを観察したことにより，わかり易さや楽しさを感じ

ている O 教員が積れた手つきで行うデモンストレーション

よりも，同じ立場の学設が懸命に行うデモンストレーショ

ンは学生の技術習得にとって効果的であった可能性があ

るc Bandura (979)は，ある行動を習得するためには慣

れたモデルが容易に実行するのを見た場合よりも，

命に努力して少しずつできるようになるモデルを見た場合

の方が効来的であり，モデルを観察している学習者とモデ

ルの特性が類似しているほど，モデリングの効果が高まる

と述べているc さらに飽の学生が実施している静脈点請

の…速の技術を観察することで自分自身の技術を振り返る

機会となったことも考えられるC
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232)注射の技術テストに関する評価と実践力の自己評

価

安原由子.今井芳枝(徳島大学医学部保健学科)

道重文子(京都橋大学看護学部)

[話的}
看護系大学が土谷える1=j-1，看護実践龍力の充実に向けた教育

が望まれている。看護技術の科目で治療的看護ケアの実践

力を高めるため，注射に関する 3種類の実技テストと総合

テストを実施した。実技テストの方法についての学生の反

応と点滅静採注射技術の自己評価から，技術演習のあり方

を検討することを践的としたc

{研究方法}

は肴護学専攻2年生 66名。質開紙は，採血，筋肉注射，

禁状針程霞の各実技テストとピギーパック法などの誌射薬

の混合方i去を課題とした稔合テストの方法に関する境自

(4 mと自己練笥時間，点滴静!脈注射の実施に関する白

己評価 (33項呂)について独自に作成した。調査は注射の

技術の学内演習終了後，実技テストの結果を発表する請すに

った。得られた結来は本研究以外では使用しないことや

昔話人が特定されないよう無記名とするなどの倫理的記惑を

した。データは単純集計し自己練習時間と自己評fiIliとの

関係については相関をみた。

i結5!~1
同意が得られ，記述漏れ者を除く 62名を分析対象とした。

1.実技テストの方法では，各実技テスト及び稔合テスト

閥}jにおいて.テスト項目，時期.評価方法，資料ともほ

ぼ 80%以上が「大変よかったJよかった」と期答し

的であったo 2. 自己練習時間では， r 5時間以上jの練習

をしていたのは，総合テスト持が50名 (80.3%)，次いで‘採
JIll.，翼状針.筋肉住射のJII買であった。全ての項目で5時間

.L-:J、上の練習していた者は6名 (9.6%)であった令 3.点滴

静眠注射の実施に関する自己評価で fパイアル内の薬剤の

溶解と吸い上げができるJrrou液セットの先端まで液を満

たすことができるjでは f一人でできるJと答えたのが61
名 (98.4%)と準備に関する項目の評価が高かった。

r}立i自i留置きri{立の前十)服炎の有無を判断することができるj

の「一人で、できるjと答えたのは4名 (6.5%)であったC

4. 実技テストに向けた自己練習時間と自己評価の総点に

tfl認がなかった(r = 0.05， p = 0.685)。
{考察i
実技テストは， 3穂類の注射に関する各手技を確認後，総

合テストを実擁した。各手技を段階的に確実に練習するこ

とができたため肯定的であったと考える。本学では採血は

学生向士で行うため.人を対象とすることへの不安が練習

時隠に影響していると推察された。自己評価には練習時間

が影響すると推昔話していたが相関がみられなかった。実践

力と自己評価との関係は明らかにされていないが，自

他iへの影響要因を明らかにすることが指導上必要で・ある。

また，点滴静紙注射の実施では，点描揺れなど対象者を観

察して判断する項目で許備が低く，これは学内演習で実体

験が顕難な項目であり，路地実習で、*tllっていかなければな

らないと考える C

233)轄下i聾審・志片蘇撞患者モデルを掃いた金事援助に

対する演謹方法の学びの効果

長島 縁ー穴国博美(つくば関捺短期大学)

[EI的i
i熊下障害・右片蘇湾患者モデル用いた養護演習による学習

された内容と演習の効果について明らかにする。

{対象及び方法]

演習に参加した 41名の演習前後の記録を対象とし i策習

前記銭は，看護計i努i内容及び根拠.淡習後記録には実施し

た内容と根拠を記録したものである。教員の操作として演

習中の学生の前記誌に計画にない行動が出現したときに

「どうしてそれをしたのつ jと発問した。分析は，参加した

学生の演習前後の記録からキーワードに注目して分類し

演習前後のカテゴリ一件数及び文字量を比較検討するc

{倫理的記長室]

学生に研究趣旨・プライパシー保護・自由参加について説

明し向意を得たc

[結果}

演習前計i闘は， 125キ…ワードが抽出され. 990記載件数，

10127文字長{翌後実施内容は 103キーワードで644記載

件数， 11315文字があり e これらは内容的に 11カテゴリー

に分類された。 11カテゴリーとは， r金事をするための準

備Jr食べるための環境調繋Jr賄容がある人の体殺の調整j

rl熊下r;む与がある人の食事介助n寺の観察Jr-絞状態の観察j

rJFl;締のある人の食器選択Jr安全に燃下するための援助j

f残存機能を活かしたお己摂取の援助看護部の援助設置」

f食事の説明と降立Jr文化的な援助行為jであった。学生

の立案した者設計画のカテゴリーで記載件数が多かったの

は.iO-i習前記録で、は 161件の f食べるための環境調整J.演

習後の記録では 99符ニの f安全にi熊下するための援助jで

あった。 演習前後の項目数が増加したカテゴリーは 11カ

テゴリーゅの 3カテゴ1)- r看護師の援助位置Jr際害のあ

る人の食器使用方法Jr障害のある人の食事の体位調整」で

あった。

[考察i
演習後の文字数が増加したこと及び記載件数が減少したこ

とは，体験から導かれる f気づきjに左おされ.学生の思

考l主体験時の「気づきjに傾向していくと考えられた。演

習後の記述内容は演Wl時に印象として残存した表象過程の

結果である。 淡習後の記述内容は援助の実際を体得した上

でより具体的となり，より詳しく記述される傾向にあると

考えられた。従がって記栽件数は印象として残ったものだ

けが記載されるために数長約は減少し逆に文字数は増加

したものと考えられた。記載件数が増加した 3カテゴリー

は，事前計阪との違いを知ることによって強く印象づけら

れたと考えられた。この際害モデル・発防iを投げかける渓

習方法は学生が演習前に立案した計画にない行動を学生自

身が起こすことによって，その行動が学生の思考過程で強

く印象づけられ，さらに行動後に言語化する作業を行うこ

とで援助の内容に対してより深く考察する機会を与えたも

のと考えられた。
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234)片麻樺・路下障害の患者モデルに対する零護i演習の

効果 一演龍記録での内容穆正・変化の分析一

穴田博美.長島 緑(つくば沼i渓短期大学)

[!3的]
片蘇捧・礁で障害患者モデルに対する食事援助演習の効果

を笈習実施上問題となると考えられた記錯に注自し演

習前後の記述内容の変化から明らかにするc

{方法}

片麻搾.I熊下障害患者モデルを用いた食事援助の講義・演

習の授業を受け，研究協力に間意を得た学生41名(2学年}

において，演習前後の記録で演習実施上問題となると考え

られた記銭を抽出し問題となると考えられた記述内容 10
聞を分析したc 分析から得られたカテゴリー別に淡習前後

の記述内容を数量化し淡宮前後の記述を比較検討した。

学生には研究主旨および自由参加であり研究の参加・不参

加で不利益になることがないこと，研究結果では億人が特

定されないことを口頭で説明し協力の同意を得たc

[結果]

学生の演習前後の記録から膝下降客と片庶務のある患者に

対しての護助計画・実施の記述で問題となると考えられた

内容を抽出しその記述内容を分析した。 I務題と考えられ

た記述件数は災翌前記録〈以後部記録)37名の 129件，

(以後後記銘)13名の 16件であった。問題と

なる内容は幸兵体的でなく学生が行動できない内容・具体

的でなく実施状況が不明維な内容，委設定状況に合ってい

ない，会内容の誤り，主選出長文の整合性の出題があるの4
つに分類できた。前記録で抽出された記述内容において，

演習後の記録で修正・変{とがあった記述内容はお件であ

弘前記録で3主体的でなく学生が行動できない内容であっ

たもの 9l'主淡智設定状況に合っていなかったもの 11守三
内容の誤りがあったもの 11件が修正ー変化していた。後

いて，前記録で抽出された記述内容が修正・変化

せず記述された内容は9件ーであり，兵体的でなく学生が行

動できない内容であったもの4件. 1寅習設定状況に合って

いなかったもの5件であった。前記鋒で強出されたその{む

の内容 (99件〉は，後記録には記述されていなかったっ後

記録で記述内容が修正・変化した 21件を淡習での護助行

為加でみると，安全に礁下するための捷劫に関すること 12
件，犠下捺客のある人の食事介助持の観察・降答のある人

の体設の調設に関すること各々 3f午.一段状態の確認(・観

察が2件，食事のj得意と説明 I件であっ

{考察]

演習後の記録は，印象に残された内容を焦点化し記殺する

ため.実能状況の記載が兵体的になっていたが，関心、がな

い内容について記述されなかった。実i祭に行うことや患者

モデルの反応から事前に立てた計画との違いを発見し関

連い，動きながら見えてきた兵体的なこと，実施すること

の意味に気づいたと考えられた。本演習で看護部体験をす

ることは知識の誤りの修正や3主体的な言語化につながり，

さらに援助に対する理解を深めていたむ

235)由記血犠灘窓演習を潤した審護学生の学醤遇設と

その効果

長家智子(九州大学霞学部保健学科)

{自信号}

成人看護学講義の一環として自己血糖測定 (SelfMonitor-
ing of Blood Glucose以下 5MBGと密告す)の体験実習を行

い，この体験を通した看護学生の学習過桂とその効果を明

らかにすることを話的とした。

[研究方法]

対象:看護学専攻2年生 72名のうち研究に悶意した 67名。

方法 :SMBGi察官後のレポートの気づきや感想、などの自由

記述内容を一文一議としてデータ化し内容分析を行った。

倫理的配議:研究参加は強要しないこと • J主総には一切関

係ないこと，データは援名牲が篠保されることを口頭及び

文書で説明し間意を得た。

{結来および考察i
データ総数は 363件で，穿刺u寺と測定結果がおる 2場面で

の気づきと，淡習を通しての学生の獲得に大部できた。

利時の場面では，恐怖や抵抗感など 7穿刺}誌の学生自身の

(52 f'j:) J.塁手利時の終痛や若手料失致体験などの f穿刺

li与の現象 (35件)J. rs討BGをf子う患者の立場に立って感

じたこと (78件)J.rSMBG 持の介入 (68件けの4つのサ

ブカテゴリーがtII1出されたc 測定結来が出る場面では，

来がおるまでの緊張感・不安，結果が出た後の不安など

生自身，血糖値を気にする (35f'キ)J.血糖飽を患者がどう

いう思いで見ているのかなど us、者の気持ちを考える (23
{字社，結果に一喜一憂せず備を冷静に受け沈められるよう

援助するなどf血糖値が/llてからの援助 (28件けの3つの

サブカテゴリーが描出されたっ演習を通しての獲得では

(5件)J. r自己管理の視点からの 5MBGの意義・利

点の現解 f'lサム「淡習のZ主義 (5件)J. i糖尿病や

S五mGへの興味や学習;意欲 (8持:)ヘルスプロモーショ

ンへの患い(12i*けの 5つのサブカテゴリーが抽出され

た。学生は，穿利時と測定結果が出るf是認で生じた自身の

体験を，窓、者の体験へ設さ換え，そこで得た気づきを介入

策の考案に生かしていた。今田の体験学習により漠然とし

たイメージ没界が実惑を伴う現実世界となり，綴みの理解

を通して療養に自を向け，介入を考案するレベルまで移仔

できていた。 5MBG演習は単に測定方法を学ぶ機会では

なく，これまで学習して統合化が溜れていなかっ

認知・精神運動の 3つの領域における能力を結びつける

に投立った。 5MBG演習は，患者の全体橡に働きかけるケ

アの思考Aへと繋がるきっかけとでき，教育的効果が潟いこ

とが示唆された。また，聴講型の講義では獲得盟難な糖尿

病への興味・学習意欲が自発的に芽生え，自身のヘルスプ

ロモーションへの思いも高まり，動機づけの部での教育的

効果が見出された。今闘の学びは，患者への 5MBG
場面で患者の立場を考えた介入に役立つことが示唆され，

5MBG 体験学習の意義は大きいと思われたO
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236)看護援助場詣における看護学生の関心の傾向

白砂恭子(西札幌病院ド付属札幌看護学校)

白尾久美子(静悶県立大学)

野i率明子(浜松医科大学)

{日的]

看護援助場面おいて，看護学生(以下学生とする)が主体

的に学習できるように支援するためには，彼らの関心を手

がかりとすることが重要となる。そこで，この研究は，

生の看護援助場面における関心の傾向を明らかにすること

を日的とする。

{方法}

対象者は，者護専門学校3年課程の 3年生とした。看護援

助場面における関心を篠認するために教育教材ビデオの

視聴と.ビデオで f気になったことjについて.自由記載

による回答を依頼したc ビデオは，大腿骨頚部骨折による

牽引療法と床上安静が必要な患者の援助を考える内容で

あったc データの分析は. ["気になったこと」を 1要素 1

デ…タとし患者または看護師のどちらに関心の視点があ

るのかを分類しそれぞれ類似データ毎にカテゴリー化し

た。 倫球的自己患として，学校安在者へ文書と口頭にで承諾

を持た後，対象者へは，研究目的・方法，調査協力が自由

意志であること，側人が特定されず，拒否による不利主主が

ないこと，諦資用紙は研究終了後に破棄されることを説明

し同意を得た。研究は.講義等に支i授のない時閣を設定

したc 者護教育教材ビデオのitliJ作会社および原案者に対

しピデコ干の使用許可を得たc

{結果および考察]

対象者数は 150名，有効1m答数が 141名(有効問答率

94.0%)であったっデータは 4681!1二を分析二対象とした。患

者に関心の視点があるデータが 181件 (38.7%にカテゴ

リーが 10.看護締のデータが287件 (61.3%)で，カテゴ

リーが 13であった(以下，データを[" J.カテゴリーを下

線とする)。

患者に関心の視点があるカテゴリーは.["啓音1$の発赤J.["下

肢の動きが悪いJなどの安静郎、床による身体への影響 41
件 (22.7%). ["便秘jなどの安静治療による排法への影響

34件(18.8%). 問N社への遠慮Jなどの排法行為に対する

21件(11.6%)などであった。看護締に関心の視点

があるカテゴリーは.["会話をする目線が高いJ.r威圧感の

ある態度jなどの忠、者ーに対する接遇45件 05.7%に f洗髪

をしていない」などの患者のニーズへの援助不足 39件

<13.6%). r会話が唐突であるJなどのコミュニケーション

33件(11.5%)などであったc

者護援助場面に対して学生は.患者A よりも肴護婦に関心を

多く向けていた。看護師への関心は，援助や対応の不十分

な場闘がゆ心となり，特に，接j患やコミュニケーションな

と患者との関わり方に演するものが多かった。患者への

関心は，安静草人床が患者に及{ます影響を中心に心身の苦

痛， 日常生活に関する内容が多く.ピデオが意殴する患者

の開題に却している傾向がみられた。今後は，学生の関心

の視点が主体的な学官とどのように関係しているのか明ら

かにし看護教脊に生かしていきたい。

237)模擬患者との対Iit¥場面における看護者の患者把握

(1)一初回対Iit¥場麗における把握内容について一

石間 諜，扇野綾子，譲fJ.藤美紀子，西沢義子，驚藤久美子.

工藤せい子，小倉能理子(弘前大学涯学部保健学科)

安杖{愛子{弘前大学院学者[11;(1属病院)

{目的i
模擬忠、者との初回対応場百五において看護者が患者について

把握した内容の傾向を明らかにする。

{方法}

研究対象者は. 2日間の体験実習をした者護系大学2年生

(以下大学2年生)16名，臨地実習を終了した看護系短大

3年生(以下短大3年生)10名.臨床経験 10年以上の現職

看護部(以下者護部)11名の合計 37名である。 2事例の

模擬患者を設定し参加者は看護者として初対阪の患者と

病室で対応するという設定で，各事例5分間の対応を行っ

た。対応終了後に，参加者に患者について把握した内容を

箆条書きで記述してもらった。分析方法は，記述内容につ

いて内容分析を行い.項告として記述されたデータ数の集

計と最小意味単位毎に記述を分類しカテゴリー化と数量

化を実施したc 看護学生と者護姉の患者把握については，

記録単佼数の比較は分散分析を，把握したカテゴリーの数

の比較は KruskalベVallis検定を行い，有意水準は p< 0.05 
としたっ

{倫主主的配!¥II:]

本研究は弘前大学医学部倫理寝室を委員会の承認を受けた。

参加者には研究目的，方法，プライパシーの保護ー研究参

加は自由意志で=あることを説明し同立を得た。

[結果}

参加者の平均年齢は肴護学生 20.2土 0.7歳.者護持iJj46.6 :t 
4.8歳であった。看護fliliの平均勤務年数は 23.9太 4.1年で
あったc 参加者 37名の全対応場面は 71場函であり，デー

タ数は合計410. 1場面の王子均は 5.7:t 2.0であった。この

データ数の看護学生と看護師院の差はなかった。これらを

内容分析した結来，記録単位数は合計 571. 1場面の平均

は 8.0土 3.3となった。王子均記録単位数は看護締が 9.7土

3.9. 短大3年生 6.9土 2.7で看護締が短大 3年生よりも有

意に多かった (p< 0.05)0 
カテゴリーは，偶人特性 (92).家族 (81)，症状・体調 (75)， 

病気の受け止め方・意欲 (75)，心理的苦鶏 (64)，生活習

積 (58)，コミュニケーション態度 (46).続過・治療状況

は6)，入院生活 (34).の 9つがお1111:¥された(括弧内は境数)。

また，把擬したカテゴリーの数は rl:1央依 (25~75 パーセン
タイル)が，看護自ili5.0 (4.0~6.0) ，大学 2 年生 4.0 (3.0~5.0) ， 
短大3年生4.0 (4.0~5.0) で看護姉が者護学生よりも有意

に多かった (p< 0.05)0 
{考察]

看護者の患者把握は.身体的状態及び療養に関連する患者

背景を多街的に捉えている。なかでも個人特性が重要設さ

れ，コミュニケーション態度が抽出されていることは患者

との関わりが看護の基盤となることへの認識の強さが窺え

また，者護学生，看護部開で記録単位数やカテゴリー

の数に差がみられたことから.看護伺iは多くの専門的知識

や幅広い視点をもって忠、者を把握していることが推察され

た。

(本研究は文部科学者科研費(課題番号 14657631)の助成

を受けた)
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238)模擬患者との対応場商における看護者の葱者把提

(2)一現議義護関と零護学生が把握した内器の詑較一

E宮沢義子，工藤せい子，

小倉能理子，務藤久美子{弘前大学涯学部保健学科)

安杖{愛子(弘前大学医学部総属病院)

[13的i
模擬患者との初器対応場樹において患者に関して把握した

内容について，現職看護Hiliと看護学生の違いを明らかにす

るつ

{研究方法i
研究対象者{はま'君春ゐ護系大学2主年手生(以下大学2:fj年ド生)1凶6名，

看護系短;揺号努i大学3年主生主 (J以よグj

主年ド数 1叩O年.L-J，よグj、上の現稔看護郎 (]以以;グユJ.、…下F肴護締) 1口l名の合計3訂7 

名であつたo 2 ~存関の模擬患者を設定し参加者は看護者
として初対耐の患者と病窓で対応するという設定で¥各事

例5分間ずつ対応を打った。その後.参加者に患者につい

て把握した内容を諒条書きで記述してもらったc 分析方法

はE 得られた記述について研究者3名で内容分析を行ったc

また，分類された各カテゴリーで，所属による

の遠いを明らかにするため KruskalWallis検定を行い，さ

らに多愈比較を行ったc 有意水準は 5%未満とした。

[ 1命頚!的閣議tl
本研究は弘前大学{葉学部倫理審交委員会の承認を受けた。

参加者には研究自的，方法，プライパシーの保護，研究参

加は自由窓志であることを説明し同を得た。

{結果}

参加者 37名の全対誌場面は 71場i認であったc データを

味1}'1容ごとに分類したところ 571記銭単柱となり.これら

を分析した結果. 9カテゴリーに分類されたc 全体で最も

多く記述されたカテゴリーは f他人特性j

の 16.1%.次いで f家族j14.2%であった。所属部に見る

2年生で最も多かったのは f家族 17.0%.短大3

i1隣人特性J家族 i疲状・体調J心理的苦痛jが

各 13.8%と多く，者護締は「偶人特性jが 25.5%で最も多

かった。各カテゴ1)ーにおける 1場面当たりの記録単技数

をぢ奇襲別に比較し有意差があったものの平均飽

は話人特性jでは大学2if三生0.70(0 ~ 3).短大3

0.95 (0 ~ 3)，審議師 2.48(0 ~ 8). r経過・治療状況jt立

大学2年生 0.33(0 ~ 2人短大3年生o.60 (0 ~ 6). 

護締1.14(0~4) で，これらの 2 つのカテゴリーにおい

て，看護締の 1 場面~たりの記録i手段数が看護学生より有

意に多かった (p< 0.05)コ「入院長話j のカテゴリーでの

み，者護郎jの1場面当たりの記銭上手段数は看護学生よりも

少なかった。

[考察]
看護締が f個人特性jと f経過・治療状況jのカテゴリーに

おいて，者護学生よりも多く情報を持ていたことは，

な経験や実設的知識が背景にあると考えられるc 今後は設

定された事例によって.把握した内容に遠いがあるか検討

していきたいc

(本研究は文部科学者科研費(課題番号 14657631)の助成

を受けた。)

239)模擬患者参加型学習に影響する盟子の分析

山本真正3.吉国雅俊，長堤秀美.入者1;久子

(袈マリア学院短期大学)

{践的}

本学科では 2005年!支碁礎看護学実習前(l若手次)に

過渡援~JJ として模擬患者 (Sp) 参加Mの実践的なシミュ

レーションを行っているc 今回，学生の Sp体験学習満足

度に影響していたと思われる菌子を暁らかにする。

[対象および方法]

短期大学看護学科 1年 116名. 2005年 12月「看護遜程援

問j事例学習後. 2留の Sp体験について 13項13.関式評

定尺度5段階評舗を用いた質問紙による Sp体験の学習満

足度説査を行った。質問紙は森本 (2001)ら

Spを導入している学生の学習内容の変化調査時評締項誌

に追加修正したものを使用した。あらかじめ口頭と

研究目的.および研究参加は在意であること，成績の評価

には影響しないこと，データの使用に関して個人が特定さ

れないよう記長室することを説明し調査をおこなったc 116 

名(有効問答率 83%)から得られた紘一栄は量的研究手法を

泊い分析したc

{結果}

怒期大学生 116名(間収率 9796)うち 1関自の 96名(有効

陣容)の給条から質問項目の内的整合11:に関する

Cronbach Coefficiεnt alphaは依 0.81であり質問紙がSp

体験満足授の尺授として{詩頼性があることが示峻された。

満足度がおいほど符z点も高くなるように作成した質問紙

Sp体験の 13項乱評価内容は ipaper patientとの速いj

仁患者のイメ…ジイヒj仁患者の反感j

の FiBJ 学習姿勢 r学生の行動 rその1ilUであっ

1 :会く忠わない 2:思わないJ3:まあまあJr 4 : 

思う 5 強く思う jの5設i務評価について国答を得た

116名のうち l際!日. 2揺自の両日のヂイのある 85名を

Wilcoxon符号付椴位検定，ならびに満足度に影響したと

えられる調子を主関子法(パリマックス隠転を用いた)

による出子分析を行ったっ

Wilcoxon符号付;続投検定では有意水準 0.01で主主があった

のは. r学生の行動J(p = 0.01)であった。

主民子法では 6つのi延子が抽出され. 0.3以上の負荷量が

見られる項目が存在したc 各隊子が影響している留子負荷

0.6以上の項目を採用した結采から 6密予を

釈(クリテイカルシンキング) rアセスメントコミュニ

ケーションスキル r実銭のイメージイヒHモデリングHリ

アリティ jと命名し

{考察}
大学院生を対象とした先仔研究D.W. Ebbert (2004)らは

sp体験が「リアリティ H確実なフィー iごパックJチャレ

ンジjについて学生の;持足疫が高仁実践能力評価では，

クリテイカルシンキング，理論，知識などの活用に有効で

あるとしている。今回のsp体験1朗自は.spについて認

識しイメージ化へと働いていたo sp体験2@J日

部として良応や有効をアセスメントし自己の実践を想、超

させていた。今闘の分析結果から sp参加型学習における

フィードパックのZ重要性が改めて示唆された。

日本看護研究学会雑誌、 VoL29 No. 3 2006 231 



240)災害訓練!こ撰擬患者・家族役として参加した学生は

伺を克たか

畑 吉節米(兵庫県立柏原看護専門学校)

[目的}

この度，災害拠点病i誌でのト 1)アージ訓練に参加する機会

を得た合訓練で模擬患者役を演じることや災害看護のシ

ミュレーションが学生に多くの気づきや学びを与えること

が示唆されている。病院からの協力婆請を受け，当;校では

災害訓練への参加を学生の体験学習の機会ととらえ香李総

学習を行なうとともにふりかえりと事後学習で訓練体験

を学びにかえていく取組を行なっている G ヱド報告では，ヨ11

線車後の学生の手記をもとに模擬患者・家族役となって

学生が観察した者護者の行動を検討する。

{研究方法]

〔対象〕看護締養成所 (3年課程)の 1年生 32名(王子均年齢

19.5歳. SD3.l歳)

u現flfJ)2005 :9三 12 丹 10 日 ~15 日

タ収集の手続き〕訓練は，高速道路上での大規模な事

般により多数の傷病者が生じた想定で実施された。演じた

役訴は患者・家族役であり，それぞれ 22名. 10名であっ

た。参加に当た江主主:伎の準備性を高めるため，事前にト

リアージの基本と方法，災害時の看護の役都等について議

行うとともに，グループワークを行い役割のイメージ

fとをi惑った。訓練直後に，者読者の行動と，行動に対して

感じたことを記述してもらったコ

〔分析方法〕学生が感じたことをもとに，者護者の行動を

ましい行動Jと f望ましくない?子露出に分類し分析した。

〔倫;f!II的配癌〕研究の目的，方法.プライパシーの総保，デー

タは研究以外に用いないこと. I!!I答はg!rJ:1であること説明

し承諾を得たc

{結果]
記述された看護者の行動はのべ 128行動であり， 1人王子均

4行動であった。望ましい行動が日 (42.2%)，望ましくな

い行動が 74(57.8%)である。望ましい行動のうち 46.3%

が踏まし安心に結びっくかけ，状況説明，患者の状況

確認など，かかわりに関するものであり， 35.2%が落ち着宇

き.真剣な態度，機敏な動き，タッチング，寄り添いー 16.7%

が処法場闘で患者に関心を寄せながらの処置をとらえるな

ど，姿勢・態度に関するものであるc 望ましくない行動の

うち 36.5%が f沼心を寄せられずに故笹されたjといった

ものであり， 27.0%が状況に対する説明や戸かけが患者に

届かないというものであるc 落ち務きがない，患者・家族

を十分に受け止めていない.処詮場面でi歪療者向ごとの会話

がかみ合っていないという指摘や，きわめて不適切な言動

についての指摘もあった。

[考察}
は非日常の訓練の中で，者護者の振る舞いを観察し

ロールモデルを模索する。記述内容は大方が望ましいもの

だが，断片的で一面的であり 綴った経験となるおそれが

ある。不適切な態度や言動を観察した学生も含め.偲々の

親察・体験を総合して全体{象を共ギまさせ，偏った見方を相

対化・是正させ.望ましい学びにつなげる手立てを工夫す

る必要がある。
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241)看護学生の満定惑の程度による自己評価の違い

一初詣基礎審議学実醤の場合一

近藤裕子(徳島大学医学部保健学科)

{目的}

初回基礎審議学実習で学生が実施した自己評価と，満足感

との関連を明らかにし次聞からの実習指導の一助とするc

i方法}

A看護系大学工年生で基礎看護学実習 Iを受講した 79人

に対L，13擦に対する 30の評鏑項自の 5段i法評儲(できた

をち点とし，まあできた 4点，どちらともいえない 3点，

あまりできなかった 2点，できなかった 1点としたJ と，

に対する満足感についても 5設階詳細(非常に満足を

5点詩足した 4点，どちらともいえない3点，あまり

足していない 2点，会く満足していないを 1点としたJで

自己評価を依頼した。さらに満足惑については，その潔泌

を記述してもらいカテゴリイとを行った。承諾の得られた

60人 (75，9%)の読まを紙を分析対象とした。

f命運的記蕗として，調査の自的，謁査と成綴は無擦係であ

ること，プライパシーを守ること，拒否しでも不利益は被

らないこと，公表の是非について説明し承諾を得た。

{結来}

学生の実習に対する 30~良自の自己評価得点の王子均は，
3.2-4，6の範囲にあった。 得点が4以上は 17項詩，後の

13項目は 3点代の得点であった。実習に対する満足感:丈

非常に満足と関答した認識は 25名 (41.7%)，満足の者は 16
名 (26，7%)，どちらともいえないと出答した者は 11名

08.3%)，あまり満足していない者は 7名 01.7%)，会く

満足していない者は 1名(1.7%)であった。 5段階尺!交を

満足している，どちらともいえない，満足していない，の

3群に区分しそれぞれの若手の自己評価得点の平均値

をみた。 i詩足している若手は 4.63(0.48). どちらと

もいえない鮮は 4.27(0.62)，議足していない群では 4.5

(0.71)であった。各若手とも王子均僚に差はなく，統計学的に

も有意2をは認められなかった。学生が記述した満足の程度

に関する理由には，事前学習が十分にできているか否かを

あげている者が多かったc

{考察]

実習に対して満足したと回答した者が6訴以

上を占めており，本実習に対する満足感{立高いと判断でき

るc しかし一部の学生の中には満足!惑がもてず実裂を終

了した学生がいる。この学生たちは，事前学習が不十分

だ‘ったことを理由に挙げている者が多いことから，次臨か

ら実習開始前の学習の重要性， さらに実宮中も理解できな

いことを学習し次の日の実習に臨む指導をより強化する

必要性が示唆された。

242)基礎看護学実留における学生の満足感!こ影饗する

要弱

水野菜香，田代ひろみ，内芥貴子，佐藤美紀，曽田陽子，

小松万喜子.大島弓子(愛知県立看護大学)

[13的

における学生の実智全体を通しての満足感

に影響する要沼を明らかにするc

[研究方法]

対象 :Q看護大学で平成 17年援基礎看護学実智廷を緩修

した 2年生のうち，研究協力に承諾が得られた 81名(有効

関答80名L
方法:自記式費関紙を実習関給前に配布し終了設に回収c

調査内容:実習会体の議足感と，者護技術，者護退役患

との人間関係，グループ討議，まとめのカンファレンス

についてそれぞれの達成感を 4段階で露関しその理由を

自由記載で求め

分析方法:関容を単純集計した。 4設階を「得られた/で

きたjを1点得られなかった/できなかったjを4}互に
点数化して，満足感と各達成惑の項自との相関を

Spearmanの稲関係数でみたo 満足!惑が持られた;に対

する理由の自由記載は意味内容ごとに 1文としたうえで，

各達成惑の項自に対応した内容をJ主体的に示しているもの

とその1mの内容に分類し質的な分析を加えた。

倫理的記長室:研究践的，偶人が特定されないこと，

カの有無及び爵査結采は成績評価には…切影響しないこ

と研究参加は自由意思に基づくことを口頭で説明

で開立を得た。

{結来}

l.満足感尋られたj指名まあまあ得られた 33

まり持られなかった 8名，許号られなかった o名で

あったc

2.満足感と達成感との関連:実饗全体の議足感と，

技術の達成感 (r=.449，p < .001). グルー

(r・=.320，p < .01)，患者との入信j関係の達成感(r・=.269，p 

< .05)にlEの相関が認められ，達成!惑が高いほど満足惑が

高かったG

3. 議足感の理由・自由記載は詩J'E惑が得られたjとIill

答した者のうち 34名から 44件の記載があった。満足感と

の棺関をみた達成!惑の項陸に対応、した内容には，

衡を実施し学べたJ12件看護j邑殺が学べたJ5 l'キ， i患
との人間関係がとれたJ4件， iグループで協力できたj

2件があった。ぞれj立、外では f学内で学べないことを学べ

11件今後の自己の課題がみえた 6件成長でき

た 2件充実していた 2件であった。

{考察}

実習全体の満足感にはー看護技術，患者との関係，グルー

プ討議の達成惑が影響しており，また.臨床でしか学べな

いことを学んだ実感，自己の課題がわかったこと.充実惑

が得られたことなどが影響していることが明らかになっ

た。 以上のことから，初期の臨地実習である

習では.看護技術の実施や患者との入荷関係が学生の満足

惑を左右することを理解して実習方法を検討することが必

要であるつあわせて，グループワークが丹靖に進むような

関わり，学生が自己の課題や成長を実感?きるような指導

が大切であることが示唆された。
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243)基礎蕃護実習終了後の学内学習における自撰到達

の評{龍 一学生の自己評髄度の結集か5-

藤田美貴.上安尚子，者m井圭子，柴間恵子

(九州看護福祉大学)

{呂的}

看護過程の評価基準に対する学生の自己評価の度合いか

ら，実習日襟部達への学習指導の方向性を見出すc

{研究方法i
1.研究対象:調査協力の得られた x大学 1年生 78名。

2. 調査期陪・ 2006.2 . 7 -2 . 9 ~ 3.調査方法:基礎

看護実習終了後の学内学官において， r看護過程jの評価基

( 6類7J1j20項目)勾;に学生が3段階で、評価した結来を得

点化(できた:3点.ほほできた :2点，援助が必要 1

iりした。 4. 分析方法:評価基準を目標部遠の尺度とし

て1m}lJした。類別・項自加毎に得点状況(合計点.平均点，

を.学習経過状況(lEI I~I :臨地笑習終了翌日，

2L1U:学内学習 2E1日. 3 ElIヨ:学内学習最終日)の得

点状況推移から臼襟到達の度合いを判定する。統計処理ソ

ブトは SPSS13.0 Jを用い統計学的に解析したc 5.倫理

的配塔:口頭と文書で説明を行った。 内容は，研究の銭的，

研究参加1.拒1fiの自由の保証教科の評価へ影響しないこ

との謀説，個人特定を避けることへの配臨，本研究以外に

は使取しないことを約束するということについてである。

@JI又は各自が指定場所へ提出することとしたc

{結果}

有効活答は 64名から得られた(lITIJI又率 82%)。信頼性分析

を「看護過程jの詳細法当主 (6類別 20項目)に行った結采，

Cronbach a係数は. 1 EI f=l 0.876. 2日1=10.836. 3 EI 日

0.918であり内的整合性があると考えられたっ 6分類

情報収集4項U.李アセスメント 4頃日健康問題の明

確化4項目.5芸能樹立案2項目，会会実施4項目，審評倒2
項目)の各項目得点を反緩測定による 1元配置の分散分析

の結果 20項目すべてにおいて 1日目.2日目.3日目の点

数に差があり自己評価の点数が日数の経過と共に変化して

いた (p< 0.05)0評価基準の平均値をみると. 6分類すべ

てにおいて 1日目より 3白日が増加傾向にあった。

{考察]

基礎者護実習の呂擦の一つに f看護ケアを実践すること

でま;波過認の一連の流れを理解するjという項日を掲げて

いる。平成 17年度より，看護ケアの実践は臨:lfu実習で行

い，ま?護過程についての学習は学内で、行ったc 実智終了後

に肴諜過渡の一連の流れが理解できるか懸念されたが.

内学習最終日には半数以上が fできたHほほできたjと言手

紙し l~ 己評価においては実習目標が部達したと考える O
これは，学内学習で，病棟毎の集盟国接と，看護過程の持

講義をすることによって，実習で実践したケアを振り返り，

学内での学習が統合されて 自己評価に影響したのではな

いかと考える。今後は f援助が必要j と~えた学生の指導

のポイントを考えると共に教員評価とのすり合わせを行

い学生と教員との整合性のある客観的な評価を考えていく

必要がある。

244)看護学生が初めての受11持ち実翠かう得た学び

一実習自標に訳されていない学習成製に焦点をあ

てて一

i皮透知佳子，横犀智明. 111中菜穂，蜂ヶ IU奇令子，

野崎真奈美(束手fS大学医学部看護学科)

{羽的}
目的は，初めて入院忠、者を受け持ち.看護過程を展開する

という臨地実習を体験した者護学生がどのような学びを得

たのか，明らかにすることである。

{研究方法1
1)対象 :A大学寵学部看護学科2年生に在籍し基礎看

護学実智に出席した 114名の学生である。なお，この実習

の自擦は医療J憾としての対人関係の構築と看護過程を体験

することである。

2)方法:実習オリエンテーション時に質問紙を配布し

弱震i去にて実習終了後に回収した。実習から学んだことは

何かという向いに対して，無記名で、自由に記述してもらっ

た。分析は“学び"に関連する文販を取り出して蒋構成し

た後，者護学教育に携わる研究者4人でカテゴリーイとした。

またー全過袈において看護教育学の専門家によるスーパー

パイズを受け，信頼性の確保に努めた。

3 )fl命渡的配慮:対象者には自答が自由意思であり強制で

はなし、こと，詳備には影響しないことを伝えた。

お古来および考察}

びは看護過程の実際J. r実感を伴った者護の理解J.
としての素養上 f学習への動機づけ」の 4つに大部

された。

f者護過程の実で、は，コミュニケーション，多面的な'情

報収集，アセスメント，者護上の問題抽出，根拠に基づい

た者護援助というカテゴリーが得られ，一連の過程を体験

することで¥それぞれの意義や繋がり，具体的な方法を学

んでいた。これは実智目標と合致しており，目標達成を示

すと考えたっ

次の 3つは実習日擦に示されていない学びであった。「実

感を伴った看護の理解jでは， 1人の患者と向き合う体験

や具体的な援助計画の立案・実施を通して，患者の思いを

尊重することや偲別性に自を向けることの重要性を捉えて

いた。また，退院後の生活も考慮してケアすることやチー

ム連携など.看護の継続性も学んでいた。「看護者として

の素養jでは，指導者&との関わりや病棟に身を置きケアを

提供するという体験を通じて.患者との関係性の構築や熟

練した看護技術，挨拶や言葉遣い等の接通，迅速な判断力.

さらに一方的な思い込みではない論理的な考え方の必要性

を実感していた。そして，これらの体験から，学生は自ら

の知識や経験不足を自覚し.今後の学習の方向性や姿勢な

どを明確にし f学習への動機つ、けJとしていた。

i臨地実習を通して，学生は看護観をjもうい直し自分のめざ

す看護をより鮮明にしていた。また，学びと同時に新たな

自襟や今後の課題を明確にしていたが，それらはi副長的な

知識や技術にとどまらず 論理的な，i思考や広い説野など人

間牲を磨く必要性に繋がっていた。これは専[[1'J機業人に必

要な自己教育力の芽吹きではないだろうかむなお，これら

の学びには臨地の人的環境が影響を与えるとtfli察された。
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245)基礎看護学実習における看護技術の経験状況と学

生の自三評舗による達成震の検討

松涛洋子，布施淳子，平安愛美(山形大学医学部看護学科)

[!3 (jg] 

本研究では，基礎看護学実習における看護技術の経験状況

と学生の自己評価による達成疫を誠査し今後の課題と指

導方法の検討資料を得ることを目的としたc

{方法}

対象は平成 17年度にA大学の基礎看護学実習 (2年次後

期)を履修した 61名で，事前に研究の詩的，内容は成績に

しないことを説明し了解を得た。調査は看護学教育の

在り方に関する検討会報告 (2002)における f臨地実習に

おいて看護学生が行う基本的な看護技術の水準jをもとに

本学で作成した 122の技術項目と.技術全殺を 4段階の主

観的達成授による学生自己評価を集計したc

[結来]

必ず実擁して欲しい技術項目では.パイタルサインズの観

察(100%)，スタンダードブリコーション(100%人
の議境言語繋 (96.7%)，ベッドメーキング (96.7%)，清拭

(96.7%に症状・病状の観察 (95.1%).転倒・転落・外f話予防

(68.9%).寝衣交換 (68.9%).部分i谷 (63.9%).

(37名:60.7%)の経験率が潟く，食事介助(Il.lむら).入11民-

i援般の援助 (11.6%).身体計測 (3.3%)が低かった。学生

の達成度は.7計図に基づく実施と適宜惨正 I丈 十分達成

できた:24.6%.達成できた:54.1 %.仰とか達成できた:

20.0九達成できなかった:1.6%. rJJj{理原期をふまえたま

隊な技術の提供jは，十分達成できた・ 9.89ら，達成できた:

60.7丸何とか遠成できた:26.2%.達成できなかった:

3.3%. 患者の状況に応じた工夫jは，十分達成できた:

21.3%.達成できた:49.2%.何とか達成できた:23.0札

達成できなかった:6.6%であった。

{考察]

技術の体験準は，すべての患者に共通する項隠はおく，患

者個々によって援助の必要性が異なる演自は経験率が抵い

傾向があった。学生が実習 g捺がj主成できなかったと評価

した理由は，受け持ち患者の ADLが自立していたこと，

憾の処誼と重なり時掲配分が上手くできなかったことが挙

げられた。これらのことから，指導者は看護技術が体毅で

きる患者の選定と技術の実施ができる時開錦整の必要性が

確認された。今後の諜p寝としては，臨地実習で絞殺できな

い項目は学内実智で補い.学生の経験項目の均一化を留る

ことが考えられたむ

246)基礎看護実習終了後の f看護過程j自己評髄の分析

にみる環冨関習得度の遣い

柴関車子， 尚子，榔芥定子

(九州審議福祉大学)

[話自主]
基礎看護実習終了後の看護過稜の自己評価をJ去に類別毎
の項居間の習得度の違いを明らか;こする。

{研究方法}
1.対象:識査協力の得られた X大学 1年 78名。 2. 期
間:2005. 2. 7~2. 9. 3.方法:基礎看護実智終了後の学内

において.r看護過程jの詳備基準(6額別 20項目〉釘:に 3
段i穏で 5凶行日自朝・タ. 2 B !3朝・夕. 3 B日朝)
許A備したお 4.分析:詳{泌を得点イヒ{できた :3点， ほほ
できた :2点，援助が必姿 1点)した。 5践の評{同時点

における攻自別得点について. 3つの観点(宰合計点・平均

点の最高得点器準偏差，豆類別，許制時期毎の許悩が

i寄く偏りが少ない)から各類別内の持期と項目を判定したC

5. 調去を協力はお由意思によるもので¥拒?:fすることでの
不利益はなく評儲に影響しないことを文書:と口頭で説明し
た。

[結来}
有効回替数(率): 60 (76.99ら)0 3 つの観点を類~1j 1手に整理
した結果は表 1の通りである。

{考察]
持期については，観点z工は 6類部とも 3日昆朝に最も習得

疫が高まっていたc 観点宰は評価傾向が条約する項目で，
類加によって時期にばらつきがみられたc 観点玄;に該当す

るのは後半の時期に集中し学生の学習成果の現れが皮i渉と

していた。

1.情報収集:rありのままの観察jは6類7J'J20項13中最
もできた(観点争)と評価し評価の煽りも少なく学生の
習得度の潟さを示していた。 2. アセスメント:

解釈・推論jは後半の時期に習得しやすく，学生rUJの織り

も少なかったようだ。 3. 鐙康上のi湾建:r表現の適切さj

は翠符=しやすい項目で，特に f表現の適切さj

は学生の差がでにくし'04.計画立案:より習得できたの

は f現実的な計画立案jで，後半になるにつれ rOTE各討

に学生向の差がでたようだ。 5.実施安全・安
楽を考援した実践jはできたと評価していたが.

り評{阪は一致しにくい傾向にあったc 6.評fiIli:2項註で.
f計i閣の修正jを f計画の見直しjより評価していた。
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24ア)看護早期体験実欝iこおける学生の意味化した学習

経験に関する研究

浅井二度美.須永準車(群馬大学大学院法学系研究科)

小林瑞枝(群馬大学医学部約属病段看護部)

議D擦やよい(群馬大学歴学部保健学科)

{目的}

A大学で実施された看護早期体験実習において，学生の経

殺のうち意味fとした学習経験の内容を明らかlこする。

{研究方法}

研究対象者は.A看護大学第 1年次の学生 80名のうち，研

究参加に同意した 73名とした。分析対象は. 73名の実習

レポートのうち，サブカテゴリーの飽和を確認した 27名

のレポート記述内容とした。分析方法は Berelsonの内容

分析を用い. レポートに記述された存在者と出来事を含む

'暗殺と，情報を獲得したことによる認識内容を記鋒単位と

しておI1おし意味内容の類似性によってカテゴリ -1とした。
{結果}

岩波早期体験実習における学生の意味イとした学習経験は，

[W付設を接待しその情報に印象や感情をJきいた経験l.l'I育
認を既11・の知識と照合し情報を理解した経験]• [，/吉報を抵

存の知滋と照合し'情報を理解し感情を抱いた経験]， [情

と既存の知j誌をj沼会し疑問やi潟題意識を抱いた経験]，

i既存の知識を加えながら.情報に主主つeき異なる状況を考

え，推し遺った経験]， [情報から看護への関心を拡げた経

験]， ['/1'J報を契機に自己を客観説した経験]の 7つのカテ

ゴリーがあることが明らかになったc 前者Sつのカテゴ

リーは，学生が得した'/j'H/{に主主づき思考した絞殺であ

仏全体の 47.5%を占めたc それにたjし，後者2つのカテ

ゴリーは.学生が謎得した情報自体の理解や吟味をしよう

とすることはせず，情報から看護への関心を拡げたり，自

己を客綴視したりといった，情報を契機とし思考した経験

であり，全体の 52.5%をおめた。最も割合の多かったカテ

ゴリーは. ['/寄殺から看護への関心を拡げた経験]であり.

全体の 44.7%を占め.看護早期体験実習に最も特殻的な絞

殺であった。

{考察}

者護基礎教育課程の初期段暗にある学生は.早期に者設場

i泌を体験することにより.体験をベースに意味化過程を絞

ながら.新しい情報を獲得し印象や感情を抱き. '/'j!f*flと

既存の知識の照合や活用をすることで¥情報を様々に変形

し獲得した情報の理解や問題意識を伴いながら，看護活

動の対象や看護活動を推し量り，看護への関心を拡げ，自

己を客観読したと認識していることが明らかになった。

生の体験を，このような学習経験に意味fとさせるための教

脊活動の必要'性が示唆された。
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248)箸護技術アーカイブズによる次世代動画製データ

ベースのシステム構築そのディレクトリ講

成の検討

護弁利江，浅野美宇し

(筑波大学大学院人向総合科学研究科(看護科学系))

審議技術力の陀題は 1990年代後半から臨床および教育現

場において指摘されるようになり者護学基礎教育の時点で

の看護実践能力の育成は緊急、課題であるc 本研究;主連正な

手技の獲得を促進するため，現存の規聴覚教材を索データ

として動磁を分割・抽出しデータベース作成により自己

学修支援環境を整備することを目的に実越している。今圏

{ネデータベース作成の第 1段階としてディレクトリ議成

に関する検誌を行った。

{自的}

データ処理におけるデータの統合化・共有化のためのデー

タベース形式を検討するため，者護技術の分割の特異性か

らディレクト 1)講成を明らかにした。

[研究方法]

<対象>次の看護技術教育支援ビデオ U
ビデオシリーズr~ま礎者護学日本看護協会出!援会発行。

2)看護スキルシリーズ「日常生活援助呼吸ケアの実際J，
インターメデイカ。 3)恭礎看護技術，坂本モデル。 4) 

シリーズG ビデオ・パック・ジャパンo 5) 

を整える援助技術，ジエムコ出版o <方法>対象と

なったビデオ教材から者護行為を分訴してディレクトリ;こ

布設したc 次にディレクト 1)構成そのものに寵する検討を

行い，肴護行為として成り立つ条件を確認してデータの講

迭を鴇らかにした。持られたデータ構造から，集中的に

データを集積して利用するファイル議造を構成するための

適合性を再検討し

i結果]

を 111'為jに分割していくと最終的に fっかむj

f持母けるJからは1¥!る r見るjなど，論理的にはほぼ無限

大に分寄せすることがUJÍî~である。ひとつの看護技術を議

データとして分割していくと，階器製のツリ

たディレクトリが構成されていく。<患者への配慮><

器の確認><鮮がj学的知識><必要物品><患者の準備>

<手技の実録><終了後の線認事項>等の初めのディレク

トリから，それぞれの樹木が繋がっていくれ、もづる式j

構成が明らかにされた{部吸引jでは<手技の実捺>か

ら〔詩潔操作日カテーテル操作]等L また他の技術とファ

イルを関ーにできる手技がある(部〔清潔操作J)c

f衛生的手洗いj等は分訴に朱を成さず¥百的に忠じて分

割不能な手技が明らかとなったc

{考察}

タからのディレクトリ講成はj穏摺型となるが冗長牲

を有し項目の厳密な設定は不可能であるc データベース

設計と記信上の大きな問題があり動画裁のデータベースに

は遊さないc データベース設計'を階!詩型からリレーショナ

)vID.データベースへと検討する必要性が示唆されたo 本

研究は平成 17年度筑波大学匿学系学内プロジェクト研

究・匿学研究推進部門に採択され助成を受けて実施された)

249)蕃護技術iアー力イブズによる次世代勤器製データ

ベ…スのシステム構築その2:データベース設

計の検討

浅野菜礼，接持1利江

(筑波大学大学院人防総合科学研究科(看護科学系)) 

じまとめにi
本研究においては，者護技術アーカイブズの次世代毅の鼓j

i爵データベースにより，異なるカテゴ1)一関を検索・関

を可能たらしめ.また，看護技術に共通する手技である(倒

「清潔操作j等)一行為のみを揚出しての学習も可能となる，

という条件を満たすデータベース設討を検討した。

{研究目的}

ICNPなどで例えられる階器製データベースに対する， リ

レーショナルデータベースの論理的・笑照的{愛{立牲を鳴ら

かにした。

{研究方法]

既存の看護技術に関するビデオ教材からリッピングし行為

ごとに分割された動繭アイテムを得た後， I議題塑のデータ

ベースモデルを作成した。次に，間じアイテムを用いてリ

レーショナル毅データベースの最小モデル(テーブル 2枚)

の作成を試みた。つまり動繭アイテムについて 1)デー

タベース検索に用いられる fブックマークjの列への記設

2) 2枚のテーブルを関連村げる fキ-Jの選定を行った。

[給条]

タベースのデータはツリー講迭で，あるデータ

にアクセスするためのルートは…通りしかないc ま

子に対応、している者護技術は必ずしも 1対多と誤らず

対 1 多対多Jがありえる。従って学智者が審議技術が行

われる場面の文)J)誌を理解するためには.実はデータベ…ス

の構成を知っていないと学習効染が上がらない。また

対多jが存在することは， I汚じ動画アイテムがツリーi々の

複数の校に存在することを意味する。リレーショナル現は

この冗長殺を廃しており.またi期待に複数の fブックマー

クjを参照することで者護場閣の文!誌も参照できるc 利用

者がデータベース構成を意識する必要がないことは，設計

及ぼすことなくデータの追加が可能であることも

意味するっこれらの点で， リレーショナル型は技術データ

ベースとして鐙れた形式といえることが明らかにされた。

i考察}

次iを代嬰j極i摺データベースシステムをリレーショナル裂で

ることによ札従来の階器製のデータベースでは不

可能であった，1)データベースの冗長牲を排除すること

で通話における総パケット数を節約した動閣の送誌を可能

とし議荷電話への配信も実用レベルで可能になる 2) 

携替電話への動磁詑告によって遠隔型演濯のプロトタイプ

が開発できる 3)学習者がデータベースのプログラムに

を与ーえることなくデータを追加してデータベースを光

させていくことが可能になる，の3点において有用性が

あるといえるだろう c (なお，本研究は，王子成 17年疫筑波

大学医学系学内プロジェクト研究・医学硲[究推進部門に採

択され助成を受けて実施された)
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250)基礎審護技術iこ必要とされる専門基礎知識につい

て 一関議時期に熊点をあてて一

藤井綴乱樋口香織(名古屋大学医学部保健学科)

門芥安子(愛知県立看護大学)

中野 隆(愛知器科大学涯学部)

中山和弘(聖路加者護大学)

[El的]
看護基礎教育課程においてき基礎看護技術に必要とされる専

門基礎知識を検討するため，基礎者護技術教育における教

授内容と専門基礎知識の関連について調資を行った。今回

の研究では，基礎看護技術と専門基礎知識科目の開講時期

について中心に報告する G

{方法]

:全国の看護師養成機関 624校(大学 119校.短期大

3 {I'-諜程31校<以下短大とする>.3年諜桂養成所474
校<以下専門学校とする>)の基礎看護技術担当教員とし

質問項目:r所潟Jr基礎看護技術開講時期Jr各専門基

礎知議開講持期Jなどとしたっデータ収集法:自記式質問

紙を用いて郵送法で、行った。調査部関:平成 17年 II月c

データ分析:記述統計ー最をまま出した。倫潔的配r.~: :調査をの

依頼者iこ調査の自的，研究結采l土日的のみに用いることを

明記し回収を持って了示とした。質問紙は無記名としたc

[紡糸}

ITII!I又は 272校 (43.6%)であり，義成機関の極7jljのわからな

い2校をi添いた 270校を分析対象としたっ所属は

49 校，短大 9 校，王寺~rう学校 212 校であったc 基礎者殺技術

開講開始時期は， 1年前期が237校 (87.8%)で故も多く.

その内訳は，大学 20 校 (8.4%). 短大 9 校 (3.肝心，場[f"J'~全

校208校 (87.8%)であった。このうち 45校 (19.0%.大学

1 校~草門学校 44 校)は， 1年前期のみで開講していた。

最も遅い開始時期は2年前期の 10校 (3.7%)であり，すべ

て大学であった。 1{手前期から基礎看護技術を教授してい

る養成機関における専門基礎科目の開講時期ついて， r解
部・形態学jでは，必修科目としている養成機器のうち 126
校 (98.4%)において， 1年前期に開講していた。「生理・

機能学jは， 6校 (4.7%，大学5校，短大1校)が1年後

期以降開講していたが，他の養成機関では 1年前期からの

開講であった。また.基礎看護技術を 1年前期のみで開講

し薬物療法Jr注射jの単元を教授している養成機関の

うち 29校は.r薬理学jについて 1年後期以後の開講であっ

{考察]

多くの養成機関では，基礎者護技術と専門基礎科目の時議

時期が同時期であった。このことから.必要な専門基礎知

識を活用して基礎看護技術を教授するためには，専門基礎

科呂担当者との打ち合わせなどを行うことが重要である。

また.基礎看護技術履修後に専門基礎科自が開講される

成機関での基礎者護技術担当教員は，必要となる専門基礎

知識を授業内で自らが教授しその必変J性を関連付けなが

ら展開することが求められると考えられる。

251)看護系大学2年生が捉えた基礎審護按術の“知識"

と“技術"

中納美智保，辻泰代，水田真由美

(和歌山県立医科大学保健看護学部)

{践的]
厚生労働者は，看護学教育の在り方に関する検討会報告書令

の中で，学士課程卒業者の審議実践能力の向上の必要性を

している。そこで学生の看護実践能力を高めるために，

基礎教育でどのように看護実践カを身につけるかを明らか

にする必姿があるc 本研究は，生活ー援助を中心とした基礎

看護技術を 1{下院学び，本格的な臨地実智前の看護系大学

2年生の基礎看護技術の“知識.と“技術"についてどの

ように捉えているかを明らかにすることにより，基礎教育

における看護技術教育および学生の看護実践能力に活かす

ことを目的とした。

{方法]

対象は，基礎看護技術を学んで、いる看護系大学の 2年生日

人で、ある。研究期尚は 2005年6丹から 9月であり，研究

方法は研究者が作成した質問紙を沼いて学構成的面接を

行ったc 面接内容は， r看護技術の知識や技術についてど

のように思っていますかム「なぜそのように思うのですかj

である O 倫理的配慮として，研究の協力は自由であり，協

力しない場合でも不利援を受けることがないことや途中で

協力を中止することが可能であること，そして得られた

データは個人が特定されないように扱うこと，さらに面接

内容の録去について当面を用いて説明し向意を得た。面識

から i~J られたデータは対象者ごとに逐語録を作成し質的
帰納的に分析した。分析したデータは，共同研究者向によ

り検討を重ね，信頼性を硲保したc

{結果]

看護系大学2年生が捉えた基礎看護技術の“知識"と“技

術"として 7カテゴリーを見出した。以前後は援助の必要

条件1.[知識と技術は一体1.[専門家としての知識と技術1.

{学生の自信につながる知識1. [経験をいかして技術が上

達する1. [知識と技術は患者の安全に影響する1. [知識と

技術は患者との関係づくりに影響する}で、あった。

{考祭1
1年間基礎看護技術を学んだ学生は{知識は援助の必要条

件]で，知識をいかしてこそ技術であるといった[知識と

技術は一体}として捉えていたG さらに学生は{専門家と

しての知識と技術]について，患者に一番適した援助を選

択する知識を持つことや，患者の状況に合わせた技術を持

つことと考ーえていた。そして学生は知識があると自分の行

動の判断ができ.行動に自信をもつことができるという[学

生の自信につながる知識}としても捉えていた。また学生

は，本格的な路地実習に行く前であっても基礎看護技術を

{専門家としての知識と技術}と意識しながら， [経験をい

かして技術を上達する}ことや{知識と技術は患者の安全

に影響する]こと，さらに{知識と技術は患者との関係づ

くりに影響する]といった，患者との関係を考えながら“知

識"と“技術"を捉えていることが明らかとなった合
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252)基礎審議技術習得!こ関する f学習日記JIこみる学生

のメタ認知力の変容と，その関連要因

111本十三代.志戸時恵子

ケ丘厚生年金保健審議専門学校)

山田一郎(臨床研究支援センタ

{目的]

学生が自己の能力や学習展望を統合的かつ客観的に認知で

きることは，看護教育の重要な到達自擦の…つである。こ

の語力はー殺にメタ認知力と表現されているが，それを高

める方法として「学習日記jを取 1)上げ.その記載内容の

分析を通じて.メタ認知力の変容とその関連要閣を明ら

かにすることを日的としたc

{対象と方法}

大阪府内の某看護部養成学校へ 2005if.に入学した 1年生

37人を対象として，研究の趣旨と成績評価には無関係であ

ることを説明し協力への同意を得たc 基礎審議技術のう

ち姿勢と移動 rパイタルサイン感染予liJjJについて，

その習得過程を「授業j円安習jf自己練習技術試験 r自
己評価Jr教員評価全体の振り返り jの7段階に区分し

これを rlTIl想時点jとしてその都境 f学習日記Jの提出を

求めたo r学習日記jの記載内容のうち，特に

に関する記絞要素にう詰自し，その紫約分析を迭して学生の

メタ認知力の把援を試みた。なお f学習展望jとは，

内幸子を次の湯船で活かせる見通しjと定義したむ分析の妥

当牲を硲保するため，一連の作業過程において熟練者の助

を受けることとした。

{結泉と考察}

1.対象者の基本属性:対象者の年齢は. 18歳から 40

に分布し中央依は 19.0設であったc 殻別内訳;ふ男性2
人，女性35人であった。

2. r学習援望jの出現動向学習展翠jの出現割合を，

各罰想、時点ごとに比較したc まず， r姿勢と移動jでは，

の時点では1.6%li63lに過ぎなかったが.r全体の振

り返り jのn寺点では 47.6%(30/63)にjさしたc rパイタル

サインjでも関採に 4.1%から 55.4%はへ，

また f感染予防jでは 0%(0/54)から 53.7%(29/54)へ，

いずれも顕著に増加していたむ

3. r学習麗望jの記載内容部分類学習展望jの記載内

容を f目的・対象・具体的方法の全て:1 J r具体的方法の

み :II 汗JIJ象的方法のみ:盟Jr偶人的感舗のみ:NJの

4段階で評価し「導入段[i皆J(1授業jから f自己練習jま

で)と「評価段階J(r技術試験jから f全体の振り返り j

まで)の問で比較した。 f姿勢と移動jについて，評餓 Iに

該当した記載要素数は.r導入段階jで 1件 r評価段賠j

では 10件であったや同様に「パイタルサインjでは

段階J6件評価段[?，ま 16件.r感染予[ijjJでは f導入段

階J7件. 1評価段階J11件と，いずれも増加していた。

以上のように，学翌日記という形態で自己の内省を繰り返

すことで，より具体的な学習展望の表現につながることが

示唆されたぴ

253)コミュニケーションメッセージにおける学生の認

知と言葉かけ

松下出美子(新潟県立看護大学)

{目的}

コミュニケーション技術では，相手が自分に伝えたいメッ

セージは何か，格手が本当に伝えたいメッセージを自分が

遊切に導き出していく言葉かけ(メッ-1::ージ)は何か，判

断できる能力がま重要である。本研究では看護対象者・との会

話場面を学生にイメージさせ，その会話場認の中で格手が

自分に伝えているメッセージやそのメッセージへの途切な

返答(言葉かけ)は何か，というコミュニケーションのや

り取りを紙上事例を用いて展開した。この分析結果から学

生のコミュニケーションメッセージにおける認知と

けの傾向を明らかにし学習指導の課題を;検討するつ

{方法]

対象は研究題旨を掲示し自ら本研究に興味を持つ

方法，内容，成総評価には一切関係ないこと，プ

ライパシーに記長室:することを説明した後.協力を石ri1認し悶
窓を得られた茶看護大学 1年生 34名. 2 年~10名， 3年

生 11名. 4年生 16名の合言，.71名であるc 研究疑問のた

めの紙上事例は 1i判長でもイメージしやすいよう綾雑な病

態や社会背景のアセスメント能力が必嬰な内容は削除し

会話場面から内o手が自分に伝えたいと感じているメッ

セージとは何か拍手のメッセージから自分が答えるメッ

セージは何かjを研究対象学生に記述解答してもらった。

分析は，それぞれの記述データからI=I:J{、的意味のJ面白抜，
類似しているものを分類しカテゴリ北し

{結果]

「相手が自分に伝えたいと感じているメッセージ 37名と

「自分が答えるメッセージ 34名の解答を収集したc 同日予

が伝えたいメッセージjでは?自分の不安やつらさを

訴えているjと学生なりに考え受けとめられてい

るが，ぞれ対する「自分が答えるメッセージ(言葉かけけ

については f大丈夫ですよ r頑摂ればよくなりますよJと

いった安易な励ましゃ fそんな般に考え(思わ)ないで下

さいjなどの相手の感情の否定.非難なと守が多かったっ

[考察}

とコミュニケーションを行う場合，メッ

セージに込められた格手の伝えようとしていることについ

ては辻較的適切に理解できていると考えられる。しかし

その受け取ったメッセージに対する言葉かけをする際に

は.(相手のメッセージから)必要とされる看護約二一ズに

基づいた言葉かけを考えることより.相手のメッセージに

よって起こった自分の考えや感情に焦点がおかれ，

け(返答)は相手のメッセージに対する自分の思いや詳慨

によって行われる傾向にあることが明らかとなった。そこ

で，コミュニケーション技術の学習課題としてf相手のメッ

セージに対する自分の考え・感情jと刊誌手のニーズjの

ずれとその違いを認識しながら，表護的ニーズを偲揺して

いくコミュニケーション能力，人間関係作りに着gした教

育デザインの必要性が示唆された。
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254)基礎看護教育における心鰐蘇生法 (8しS-A正0)の

寵得過程の分析

伊藤洋子(飯田女子短期大学者護学科)

{研究釘的]

これまでの基礎看護教育では.救命救急に関する看護技術

は講義のみであり，心肺蘇生法の演習の必要性を痛感して

いた。この度.一般市民へ扇動体外式除縮動器(以下，

AED)の使用許可を契機に，インストラクターによる心lJiti
蘇生法 (BLS-AED)の演習を試みたや本報告では，教授一

学習過桂を分析し今後の課題を明らかにする。

[授業の概婆}

1.受講2週間前に，心}!i師事会三法に関するプレテストを実

施したo 2. 演習は， 4聞のミニレクチャー後に，インス

トラクタ -17名がロールプレイをグループ毎に行った。

n討f究方法}

1.対象 :2年生 70名の心}!iti蘇生j去の習符ー過程

2舗 期間:王子成 17 年 6 月 23 日 ~7 月 13 日

3.訪j交内容:号ブレテストは，集合間査法により記名と

したo jft予答を採点し解等数・解答率を求めた。器演習終了

後，無記名で演習の方法論(感想や進め方)に関する自由

記内容を整理・分析した。インストラクターによる講評か

ら.習得;1犬況の把捉をする。

4. 倫理的配癒:発表では都i人が特定されないよう

することを含め，研究の趣旨を説明し口頭でj得意を得たc

i結来}

1。受講者 70名で.アンケート Im)1又63名(lITIJI又率 90.0%)

であったc

2. ブレテストでは，心IJiti蘇生j去の適応指擦となるJJ:識の

有無にi渇する知識や心マッサージ、や人工i呼吸の方法に関す

る問題のま答率は， 84.1% (53名)で、高かった。 除縮動の

適正、となる不整振の心電邸波形の見方や通電時の対処行動

に関する問題の正答率は， 23.8% (15名)で CPAに関連す

る専門的な知識が低くかった。淡習方法については， r少
人数帯Ijで理解しやすかったJ34.9% (22名). rわかりやす

く，楽しく学べたJ27.0% (17名).r実践的で良かったj

17.5%はl名)， rプロの人達が教えてくれたJ7.9% (5名)

などであった。インストラクターによる講評では，人工呼

吸法やJJ待合圧迫心マッサージの手技の確実性や除綿塁手jの実

践的な使用などについて，高い評価が得られた。 演習miに

心JliIi蘇生法には f自信がないJ71.4% (指名)が，演習後に

は， r I~If言がもてた J 84.1 % (53名)と答え，授'業にも 96.8%

(61名)が満足していた。また.r事前学習の時間がほしいj

rACLSを学びたいjとの要望もあった。

{考察}

ブレテストの事前評価を踏まえ，インストラクターによる

知識不足や経験不足を補うミニレクチャーやロールプレイ

などの夜接指導を得ることにより，系統的な心，}1i1i蘇生j去の

スキルアップなと苦笑践に役立つ評価に繋がったと考える C

[今後の課題}

事前学習での CPAに関連する専門的な知識の習得や事前

の時間確保，継続的な講習会に参加できるような環境

設定と同時に.人的総保が課題となっている。

255)奨謹前 OSCEが臨地実習iこ及iます影響

一実習中問題の学生アンケート調査かうー

浅川和美，市村久美子，小室使丈.堀内ふさ

(茨城県立医療大学保健密療学部者護学科)

[Tvf究詩的}

領域別災宮前に，者護学科会教員の参加による，客観的臨

床能力試験 (ObjectiveStructur‘ed Clinical Examination ， 

以下 OSCむを実施した。 3年次の習終了後の学生の反

応をもとに，臨地実習における OSCEの影響を評価した。

{締究方法}

OSCE実施後の4ヶ月間に慢性・終末期看護実習，急J性

期看護実習，精神器護実習，周産期看護実習を終了した 3

年次生 52名に対して.アンケート調査を行った。諮査内

容は，臨地実習における OSCE実施項自の経験の有無，織

地実習経験場面での OSCEの影響， f潟地実習終了後の自己

の技術力に対する自信，等であったc

[1i命理的配藤}

調査前に，アンケート協力は任意であること，アンケート

結来の分析は個人を特定しないこと，号事を書記で説明した。

{結来i
実宮前に行った OSCE項誌は. r 1.小児の国定と抑制，

2 患者との基本的コミュニケーション， 3.胸部のフィ

ジカルアセスメント， 4.成人病検診後の保健指導， 5. 

i汰床患者の寝衣交換jであった。 5項目とも， 80%以上の

学生が， Iおi忠実習で経験していたc 臨池で実施した際に，

で、の経験が役に立ったjと答えた学生は. rフィジ

カルアセスメントJr小児の制定..f!lhlJlJJに関しでは約6部，

fコミュニケーションJ寝衣交換jは約4割， r保健指導J
は約 25，切であった3 また. !当分に技術力があるjと答えた

学生は.実宮前より実習後の方が少なかった。自由記述で

は，多くの学生が， rOSCEをきっかけに実習前に基本看

護技術を練習できたJrOSCEでの実施やフィードパック

は，臨地で実設するときの自信につながったjと屈答して

いた。

{考察i
OSCEで実施した 5項目は，すべて臨地実習での実践の割

合が高かったが， r コミユニケ一シヨンH~寝j寝芸衣交J換灸J rf保呆f健退
指i導暮J(は土之臨地で、の笑践で

かつた。「コミュニケーションjは.対象の個別性や状況に

よって， IおJI!!での多様性が大きく，学生の自己練習には限

界がある。また，九三衣交換Jr保健指導Jは，課題の設定

内容が滋;地の状況に沿っていなかったことから，課題内容

の お とu今味の必要性が示された。また，学生がi潟地での

多様な状況に対応、できるための，技術ポイントの明確化が

必婆である。

{まとめ]

OSCEは.路地実習に向けての学習の動機付けになり.

伎の実践力をおめるとともに，学生が自信をもって臨地実

習に取り組むために有用であった。また，臨JI!!実習での有

貯性をi認めるため，課題内容の精選と評価基準の検討の必

費出:が示された。
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256)新卒零護蹄の謀本技能習得状況に欝する実態謂査

報告書についての一考察

前田樹海(長野県看護大学)

東{段倫子(蚊王手赤十字病説)

{背景と践的}

少子高齢化や疾続構造の変化医療の高度化専門化.在

i定日数の短縮fとなど，者護を取り巻く環境は著しく変化し

てお札審議に求められている賎待やニーズなども変化し

ている O かかる状況のゆで，看護教育機関に在籍する多く

の学生は，近い将来，新卒看護師として社会に寅獄すべく，

設業や淡習，実習に日々務進しているところである。しか

しながら，日本看護協会のウェブサイトでは，

員の卒後臨床研修に臨する意見(2005年7月29日Hや

はこれでいいのか?!(2005年9月 15臼)などのメ

ディアを通じて.r新卒看護締の7割以上が;入毅時 1人で

できるjと認識している技術は 103項尽のうちわずか4墳

時 r新卒審議長iliの7割以上は入議後 3ヶ月経逸しても基

本となる審議技術 103環日のうち 68項尽を 1人で実錨で

きないjなどを

している。

論拠はいささか磁情的で¥とく

護郎となる看護学生には負の影響が大きいように.F1Jうっ本

研究の13El9!丈この声明の摂挺となっている r2002年度新

卒看護締の 5者護基本技術jの実態調査報告謡:(日

i岳会.2003けの妥当性検討の必要性を

{研究方法}

2005 年1O~1l月の 2 ヶ月鰐.週 1-2 1lli.標記研究者 2

名で，研究デザイン，分析方法，および導き出さ

安当性があるかという観点から，

関連する文献の調査，およ

[結采と考察]

評価の基準である 103 項践の元となる出歩I~Iま判明したが，

それを罷潟して 103項目に至った退程が不明石(11であり，

卒者護締が1年以内に習得しなければならないとする

は認められなかったc また入戦後 1年以内にjという項

目設定にもかかわらず，入戦時および入総後3ヶ月で、でき

ないことを以て，新卒看護締の基本技術に疑義を唱える

明の論潔構成には飛躍があることが認められたc

新卒看護締を対象としたアンケート部資に基づいており，

したがって，基本技術の出来具合に践する結巣はすべて関

答者の自己評価によるものである。新卒看護師の自

として調査結果を提示するのであれば公正な分析と替える

が，評舗の訓練を受けていない屈答者の自己評価を正しい

ものとみなしその一方で新卒看護郁の基本看護技術がf事
実としてj習得できていないとする分析には矛認がある

そうして生まれた結論には，妥当性についての再検討が必

要であると考えられたっ公的組織の報告等についても，?言

に批判的に吟味する視点をもった専門殺を育成するために

も，その再検討は重要であると考える。
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257)死後のケアに対する看護舗の基本的技簡・儀礼的行

為・患いに関する実態語葦

間中千秋，大西雅子，中村一笑， lJIij本政枝，下回松子，

横111康子(金沢大学涯学音15N"馬病院)

{はじめに}

当院に於ける死後のケアは，従来の我が国古来の.t貫習を取

り入れた内容をマニュアル化し看護技術として指導を

行っている O 私たち医療者は，日常的に人間の死を体験し

門的な関わりから援助を鞍み重ねている。しかし遺体

える方法や知識には繭があり，マニュアルの捉え方も

様々であるC これまで死後のケアについて看護師の思いや

死生観などの実態調査はされているが，死後のケアの技術

検討についての報告は少ない。また近年.死後の処霞に対

して諸料金規定が認められるようになったことから，更な

る質の向上が必要と考えられる c

{目的}

死後のケア11寺における基本的技術の習得状況，儀礼的行為，

思い等の実態を明らかにし死後の処置の質向上と看護部

の指導に役立てるc

{研究方法i
1.期限j:王子成 17 何月~9月 2，士橡 :K病院看護flili440

名 3，データ一枚集:死後のケアについては，選択的翻答形

と !~I 由記述式用紙を作成し者護師の思いについては半構
成'l'lfl!j用紙を!日いたc 4. データ…分析:基本的技術6項詔

(義的の入れる11寺WJ.~fIlの詰め方・新iの詰める 111ft番・~{jlを詰め
る休{立・!こ!の1mじ方.!I誌の閉じ)J)と.儀礼的行為5.反日
NtT'紙の結び方・手の組み方・死化粧の:flJ[r!J・白い布の意味)

を得点化して 1"r1liの経験年数百Ijと死後の処置の件数日Ijに

集計し l~j，}江の王子均1íllの差を一元配i註分散分析ìt~で行い，

差があった場合，多重比較を Excelで、統計宇処現を行ったo p 

< 0.05を有意2をありとした。看護部の忠、いについては内容を

カテゴリ -1とした。 5.11倫命理的配E様意:研究の主旨と方j法去，得ら

れたf慌?古j報の守程秘秘、¥， i硯冴究j途主i中やでで、もr中jド31止i上二は干可司
されなくても本人の不干利iせj益にならないことなどの書:かれた研

究向意書にて問諮意、をえたO 儲人が特定されないように記慮し

た。

{結果}

アンケートの回収は397名(回収率90.2%)で¥男性9名，女

性 388名であった。王子均経験年数は 10.12:t 6.00年であっ

たo 1:{ド毎の経験年数別にみた恭本的技術の平均点は， 6点

ìj~j /.(111 2.3 (:t 0却点で¥議礼的行為の平均点は5点j前点中

2.4 (土 0.58)点であった。経験年数と基本的技術・儀礼的行

為については，全ての項目で有意差はみられなかった。

的技術のケア件数別平均点{之 10 凶未満1.5 点1O~19 閤1.9
}~t 20~29 間1.9 点， 30 I羽以上2.5点で¥ケア件数10図米i諸
と10間以上， 30 間以上に有意、差がみられた。儀礼的行為の

ケア件数日り平均点{え 10関未満 2.5点， 1O~19 関1.8 点，
20~29 閥 2.8 点， 30割以上2.5点で¥ケア{件数 10回未満と

1O@]以上， 30 関以上に有意差がみられ.10回未満と 20部以

上では有意な傾向がみられた。 r初めて死後の処霞をした時の

気持ちjでは，死者に対して漠然とした怖さを感じた 80名.

死者に対して敬愛な気持ち 77名，生と死のあまりの違いに不

安になった38名で、あったc

{結論}
死後のケアに於ける築本的技術と{義礼的行為については，経

験年数に関係はなかったが.ケア科二数が多いほど正しく行え

ていることが分かった。

258)著護師の清潔ケア方法選択に関連する要菌の検討

-;蕎拭を選択する擦に活用する情報の分析ー

高橋綾(埼玉県立大学領期大学部)

{日的i
清潔ケアは日常的なケアであると問時に看護上の判控rrを問

われる専門性の高いケアでもあるc 様々な健康状態や社会

的背景を持つ対象のijlj潔を保持するためには患者の状態を

的確にアセスメントし適切な清潔ケア方法を選択すること

が必姿である。しかし諮潔ケア方法選択に関わるアセス

メントに関する報告は少なく，臨床における看護部の清潔

ケア方法選択の実態も明らかではない。

そこで¥本研究は看護師が清拭を選択するi授に活用するi官
報を明らかにしそれにより看護師の清諜ケア方法選択に

関連する婆国を検討することを目的とした。

[研究方法}

1.研究対象者 :A病院において平成 17年 1月7EIに日

勤をしていた病棟勤務の看護蹄で研究の承諾が得られた者

83名を対象とした。

2. データ収集方法:質向紙調査を実施した。 清潔ケアと

して蒸しタオルによる清拭を選択する擦に活用する情報に

ついて開放式質問で尋ねる自記式調査とし留め設さi去によ

りIITI)はした。

3.分析方法:Berelson.Bの内容分析の手法に基づき分析

したむ?:r対象の自答から ìi詩拭を選択する[~奈に活用する情報
について述べた記述をその意味内容の総似性により分類し

カテゴリ名をつけ.さらに類似、性により分類し分類が表す

内容を大カテゴリ名としたっ 83名の回答のうち費問に対

する問答のないものを除外し 79名の問答を分析対象とし

た。この分析の記銭lji.f立は一文とし分類されたカテゴリ

の記録単位数を算出した。

4 倫理的配惑:研究内容，研究参加の自由， I笠名'1:'1:の保
障等を記載した文書:を添え，示諾が得られた場合のみ費問

紙に隠答してもらった。

{結果}

記述内容は 170の記録単位に分舗でき，これらを分析した

結果，対象者が蒸しタオルによる清拭を選択する捺には 13
項目(大カテゴリ)の情報を活用していることが明らかに

なった。それは.[患者の全身的な健康状態](記銭単位数:

52)， [業務上のルール] (22)， [マンパワー] (21). [患者

の自立度] (17). [)思考の希望](14)， [医師の許可](10)， 

i患者の皮腐の健康状態1(9)， [患者の身体の汚染] (8)， 

U入浴ができない」という事実] (8)， [1'史用百Tfì~な看護用
具・物品] (5)， [)患者のスケジュール1(2)， [患者の心理

的状態] (1)， [清潔ケアの実施状況] (1)で、あった。

{考察]

清潔ケア方法選択のi援には， [患者の全身的な健康状態}な

ど患者の状態をアセスメントするための'情報と， [マンパ

ワー}などの看護部側の要闘であるケア環境に関する情報

が活用されていた。この点はこれまで、の文献と一致するつ

加えて，看護部は{業務上のルール]をi官報として活用し

ていた。このことから，より長い清潔ケア方法選択をする

ためには.病棟あるいは病i淀といった組織としての表護の

あり採が重要な婆閤となることが示唆された。
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260)カフ排気速度が血圧澱窓値!こおよiます影響259) A鰻内看護職者の患者指導iこ寵する研究(第 1報)

一指導!こ対する考えとその実施一

{はじめに}

高血EE治療ガイドライン 2004には. 1聴診j去においては，

カフ排気速授は 2~ 3mm Hg/拍あるいは秒で行う jと記

されているが，オシロメトリックi去による自動鼠圧計で

は約 5mmHg/秒に設定されているc

[研究目的}カフ排気速度が変更できる自動風圧計を用い

て，カフ排気迷度が測定値におよほす影響を検討するひ

{研究方法}

と口頭説明で同意が得られた 18s長以上の男性 66名，

女性 134名の計200名(平均年齢31.3会 16.3歳)を対象と

した。 鼠圧測定にはノーマルモード (5鵬 Hg/秒)とス

ローモード (2.5mmHg/秒〉の排気速授が選択できるテル

モ電子血在言l'H55を龍応し 5分間使{立安静ののちノー

マルモード.1分後にスローモードの;穏に右腕で泌定した。

)1又縮j弱虫lEEと拡張期段在について 2図の測定値の設をデー

タとし統計ソフト SPSSV er.l 0.0を用いて Wilcoxon符

号付き!綴故検定を行い，手工窓水準は 5%未;誌とした。

{結采]

2 留の血圧ìßlj定偵の差を関 1 に箱ひげ~Iで示した。スロー

モードでは，ノーマルモードに比べて収縮JtfJ血圧の中央憶

は2土 6mm Hg 1廷く，拡張期血圧の中央総は 2会 5燃 Hg

高い{O立を示しいずれも有意差が認められた。

{考察}

オシロメトリックj去は，コロトコフ第 I営発生前からの振

動と最大振紹における振動をもとにアルゴリズムが決めら

れてお札聴診法より排気速度の影響を受けにくいようで

ある c 本研究において，スローモードで~X総務 lÍllJEが抵

かった原問としては，オシロメトリックi去のアルゴリズム

による可能性もあるが. iJlIj定!綴!予の影響:も考えられるつ逆

に拡張滞l1fIl在がおかった郎、民は前線のうっ血ではないかと

思われるつ

岩E8英f言，粂松貞子(愛媛大学医学部者護学科)

議藤久美子.石岡

西沢義子

(弘前大学毘学部保健学科)

小林朱実(弘前大学医学部約属病院)
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[13 89] 
現職看護職者の患者指導に関する教育プログラムおよび指

導技能評価ツールの開発にむけた基礎資料を得るため，患

者指導に対する考えと実施の実態について明らかにする包

[研究方法]

患者指導に関する設FJJ11.項E!(こ対する考えと実施状況.

研修への参加等を内容とする質問紙謁交を郵送(一部留置)

により行った。対象者;え読まま協力が得られたA県内の

300床以上の総合病i誌10施設の肴該職者で ICU'CCU' 

術者1)等勤務者削除く 986名であり.選定は各誌設の肴護部

lこ-f壬したc 調査期協は，王子成 17i手 12 月 ~18 年 1 月であ

る。倫理的記慮、としては.プライパシー・

について質問紙に明記し返送をもって了承とした。

[結采および考察]

623名， 間)1文楽は 63.2%であった Q 年齢は王子均

40.0設であり. t主~iJでi立女性が 96.6%. 戦種では看護締が
88.8%と大半を占めた。

指導に対する考えと実越の各項自に，持点が高くなるほど

71主要である常に行っているj となるように 5~1 点を

記点し I宣告絡の得点を比較した。各項設の平均得点は.

考えが 4.9~4.0 点で¥全項目が4点以上であったが，実施

は 4.4~2.8 点で. 4点をJ越えたのは 11吉野だけであったc

考えと実施の得点をよと較すると，すべての項目で考えの得

点が高かった。考え・実施ともに得点が高い項践は

にわかりやすい言葉をmいるJ.設い項目は

者に選択させるJであったむさらに，項目別に考えと実施

の差を見ると. r指導方法を患者に選択させるJほJ)来を怠

とともに線認する患者とともに日擦を設定するj

は差が大きく患者にわかりやすい言葉を用いるj仁患者

の理解度を確認するJr家族にも指導するj等では差が小さ

かったむつまり，盟、者指導において.患者の主体的参加は

と考えているが実施が伴っていないこと，具体的な指

導技術については重要性を認識しそれを行動化できている

ことが披察された。また.11項目を指導]IIjのi手術.指導技

術，指導後の評価にわけでみてみると，考え・実施とも，

準備および詐術にあたる項践の得点が抵く，指導技術にあ

たる項目の得点が高かった。

1日の業務の中で患者指導にあてている時間が;長いと捉え

ている群と短いと捉えている群では.11項目中 9項目で長

い群の実施の得点がおかった。向者向で、差がなかった 2項

131患者にわかりやすい言葉を用いる家族にも指導するj

は，指導待問の長援に関わらず実施されている，つまり重

要視されていると考えられた。また.研修を積極的に受け

ている若手と非顎援的な若手では，積極群の方が実施の得点が

高く.研修への参加と患者指導の実絡には関連があった。



261)由庄測窓自己績習装醤の開発(第2報)

一学生の血圧測定技指習得効果の検討一

武智lIl季，粂松貞子，岩出英{言(愛媛大学医学部零護学科)

{目的i
i船主測定は，正確な手技で正確な測定f践を求めることが重

要である。そのためには.測定した値のま機性を客説的に

評価できる練習方法が必要で、ある。我々は.聴診法で血在

{読を読み取り{長i時に測定値をデジタル表示できる，簡便で

安価な血圧iRU定自己練習装援を開発し学生の練習に使用し

ている。本研究では.この練習方法の効果を検討する。

{研究方法}

対象:血圧測定技術未習得の看護大学 1年生 59名。期間:

2005年 11丹 18日-12月22B 使用物品:水室長j仮在計

(TAIYじN0605P)) 1会，ダブルタイプ聴診器 1倒，血圧

測定自己競腎装誼(以下，自己練習器と略す)は，デジタ

ル自動鼠庄言十(オムロン HEM-7051Tファジィ)に付属し

ているマンシェットを本体から外しその接続部と送気球

を外した水銀i鼠庄計 (TAIYむ?の605P)の送気球部分に繋

がるゴム管を接続し， 自動j駐在討の出力が水銀血圧計に伝

わるようにした。加圧と減圧(平均 5-6 mm Hg/secの速

!支)は自動lfrL!王計のスイッチで行い，減圧i待に被験者の上

!防護IJ)]J誌にあてた聴診器でコロトコフ者を捉え.水銀血圧計

の[J~譲りで I1支給期および拡張期Jfll在位を読みとる o I可i待

に. I~l 毅j血圧計にi匁在{底がデジタル表示される c この装読

による測定値の信頼性は著者らにより検説消みであるc 方

法:血圧の講義.ülf胃終了後.対象をく EI 己斜rllirG~のみを
m"、て 10I別議官するA群と長lfu庄言l'のみをJiJいて 10

閥練習する Bi洋に分け.練??l後にアンケート調査を実施。

その後. Aif下{立をBI別立をを実施し向様のアンケート調査

を実施した。練習各屈の測定値は各自が記録した。アン

ケートの項目は，血圧il!U定技術と自己練習器に関す内容。

分析方法:1仮圧値の検定は t検定，自己学習器使用の効果

はウイルコクスンの符号付順位検定 x2検定c 統計解析

には SPSSver11.0を用い，有意水準は 5%未満とした。倫

理的記届(:研究呂的と研究への在意参加，成績には一切影

しないことを文書および口頭で説明c

{幸吉井ミi
A鮮Bilr共に自己練習器と水銀Jf:江在言l'の測定値誤差に宥

立な2をはなく，収縮期 4.0会 O.4mm狂g. 拡張お]lfIl圧 3.9土

0.5mm Hgという許容誤差範湖内であった。練習前と比較

して有窓な差は認められなかったが. Ai洋Bl洋共に lilll自

の練習後の1U江在iJ!IJ定技術項目の習得者数が増加していた。

l~l 己練習器の練習が楽しかった者 86.4%，技術向上に役

立った者 81.4%であったっ

{考察}

現在の自己練官器は.加庄と減圧の線習ができない。その

ため今践のような結果になったと推察された。多くのさまt生

が自己練習器の練留は楽しく技術向上に役立つとしていた

ことから，改良型として加tEと滅尽の練習も可能な装置の

開発を進めているc
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262)体位変換時の自諌神経系活性と心指数・血の変化

一日常生活および身体自覚症状との関連性一

上姿尚子，樋口マキヱ(九州看護福祉大学)

{目的}

仰臥泣から立位への体位変換に伴う自律神経系活性と心拍

数・鹿在の変化{式日常生活や身体自覚症状とどのように

関連しているか検討する。

{方法i
1.対象者:口頭および議:謝にて実験の主旨および内容を

十分に説明し間意が得られた縫康な若者.男性6名と女性

21名(平均年齢20.3会 0.4歳) 2. 測定方法:心拍数は第

五誘導心電関から.血圧は擦準水銀血圧計そ用いて測定し

たc 自律神経系活性は心拾変動スペクトル解析j去にてmu定
し HF(High Frequency:O.l5-0.4Hz)依 (ms2iHz)を部

交感神経活性の. LF (Low Frequency吐04~O.l5況が IHF
{践を交感神経活性の指揺とした。被験者-は 20分の仰凱{立

の後 20分間立設を継続してもらったの仰IRf立および立{立

にて 10分経過した時点で血圧を測定した。実験中は 12間

/分の調節呼吸としたG 実験終了後に日常生活および身体

自党疲状に認し自記式質問紙調査を行った。 3.統計処

理:データは Student"s付告はや A災OVAを用い統計的に

処理され. P < 0.05を有意とし

{結果]

部玖{立から立捻への体位変換に伴い全症{郊で、 LF/HF1nをは

に増加したが，個体差が大きかった。そこで立伎の

どーク植が>誌を高境詳 (n=5). 5 >をi足度若手出=7). 

そのi笥を中皮群(ぉ=15)とし 3分ごとの平均{療を解析し

たc 高麗鮮では，仰臥{立の HF値は{むの 2若手によとし有意な

抵値を示した。 jLf立の HF能は. 3群とも各fJ'jJ初、{立fItlにょと
し立{立蕊後より顕著に減少したc お堅苦手ほど，立{立の

HF i[tlは低いという逆紹i認のi傾向を示したc 心拍数{え体

役変換に伴い 3群とも有志えによ迫力nし.23i度群ほど増加の袈

疫が大きい綴向が鰻られた。立{支持の拡張期IfllJI.は. 3群

とも各1ifJ臥位I!寺によヒし有に上昇した。低度若手では日常生

活において朝の自覚めが慈し¥朝ご飯を食べない者が他群

に比し多い傾向にあった。なんとなく身体の兵会が悪いと

しミう自覚疲状を感じている対象者{え低皮群43%.中度j洋

47%. I弱震群 100%であった。

{考察]

仰臥設から立政への体位変換に伴い交感神経活性が著しく

克進する ~Jでは. 1ifJ臥位および立設の説交感神経の緊張は

顕著に抵い。これは，副交感争jl経の循環調館に対する寄与

度が小さく，体{立変換に伴い交感神経活性が著しく克進す

ることを示しているc このような自律神経系の変調が身体

自覚疲状として出現していると考えられる。 体{立変換で交

感神経活性が高くならない関では，循環調節における副交

感神経の寄与度が大きく，朝の起床時に影響1してくると推

される。縫常な若年者における体役変換に伴う交感神経

活性の充進の程度は，伸限、{立の磁交感神経の緊張疫に関連

していることが考えられる。これらの結果と日常生活や身

体自覚症状との関連性についてさらに検討していく必婆が

ある。

263)ボディメカニクスと生体負担及び介助時間と接労

度に龍する検討

富田えり奈，熔中弥生，熊本美子(佐賀大学)

藤間設支(佐賀大学成人・

[目的]
ボディメカニクスを活用することは審議者の腰部負担の軽

減につながると考えられているが.労作の高い看護技術に

おける介助動作が主主体負担に及{ます影響については研究さ
れていない。そこで本研究では， 日常頻繁に仔われている

労作の高い看護技術のゆでボディメカニクスの原理が複数

含まれている介助動作について.稔介助時間jと疲労皮との

関係性，主観的な腰痛・疲労の寝度.鼠在・心柏数測定を
行い.ボディメカニクスの活用と介助者の循環動態に及{ま
す影響を検討する。

{研究方法}
対象は，研究の趣設に関意が傍られた本学の零護学生 12
名で¥事前アンケート配布，動作手m立の確認.実i良ブレ

テストを実議した令倫理的記長室として質問j紙への問答は無
記名・任意であることを説明し陪Jlxしたデータは全て数

値北しコンビュータ解析により，偶人の特定はできない

ように配慈した。実数;之介助者役と被介助者投でのロー
ルプレイによる介助動作仰問、{立から鋲IJI玖{立 B:伸旬、{立

から端康故 C:事総子移乗)とし動作時の心的数iJ!lj克各

動作前後でのlfnJI.測定・VAS(主観的な疲労度調安7項目)
を行い. 1邸入のボディメカニクスの習得をビデオにて確認

したc 解析ソフトは SPSSlO.0を用いた。

{結果;
被験者の属性は，乎均年齢22.7歳.B抗120.0であった。;示、

デイメカニクスの学習方法は 1人以外全員が講義・演習で

あり，緩痛!震は5名があったc 3つの動作部では心拾数に

なかったc また被験者の多くが心拍数の高値を示

した所を 10務所に分け，それぞれを検定すると

伎の留所の心拍数が53i依であった。さらに平常時眠在と 3
つの動作後の騒JI.に正の相関があったが.心拍数とE長距に

はキm渇はなかった。 VASr動作がやりやすいjの得点の平
均{憶は A (8.42) B (6.97) C (7.50)であった。各支b作によ

る疲労度や身体の各部伎の様みとの関連性:え「全身がだ

るいjとAr騒が痛いふ f全身がだるいjと 13が疲れる
f総介助H寺院jと紙在.r扇がこる援がおいjにまの松

関があっ

{考察}
事務子移乗動作は，意心移動が大きく作業範臨も広いため

介助者が前傾姿勢になり，心負荷が大きくなると考えられ

るc 数値的には車椅子移采が最も心強数高値を示したが，

主観的なデータからは B>C>Aの!績で動作がやりにく

く.これは被験者の人数やi)!lJ定菌数が少なかったため，統
計的なデータからは動作湖による生体負担に対し

が生じなかったと考えられる。さらに疲労の出現欝所が被

験者間で異なっていたのは.ビデオでは介助動作が習熟で

きているように見えても，個人の身体各部への負担までは
実賂に測定でさておらず ;F'デイメカニクスを有効に使え

ていない可能性があると考えられたなゆえに現在，主に行
われているボディメカニクスに関する学習方法だけでは，

介助者の負担を軽減できるとはいえないと考えられる。そ

のため，臨床では介助者における綾痛者の鵠合が高いとい

う問題があるc 以上の結果をふまえ，労作の高い審議技術

と生体負担との関係を人向工学的な見地から明らかにし

腹部負担軽減の解決策を見出すために看護作業硯究を行う
必要があることが示唆された。
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264)中定法および背負いj去による移乗動作の安全・安

楽・自立の観点かうの比較検誼

伊丹君和，議出久美子，久留島美紀子，ヰ玄関可奈子

(滋賀県立大学入問者護学部)

{研究民的]

本研究では前報悶様，下肢の支持性が{廷でした人を対象と

した移乗動作実験を行い，患者・看護者両者にとって安全・

安楽・自立を考慮した方法について検証した乙

[研究方法]

1.対象およびliJlヲモ方法 2004年 10月，以下の実験およ

び調資を実施した。 被験者は，俊康な王子均的体格の看護

3期生4名(159.2こと 2.5cm，51.4土 7.8kg)とした。筋

屯隠実験の前半は，被験者の1:j:1から 1名を患者投(l60.8cm.
47.8kg)として筋電国電磁を装えきし残り 3名の被験者が

となり移乗動作を行いそのj訟の患者の筋負担をil¥1]

後半は，看護者投(l57.5cm.48.5kg)を回定して筋

装務し残り 3名の被験者が患者役となり移乗

動作を行いその際の看護者の筋負担を測定したっ実験は.

者設現場で移来方法として広く用いられている患者の両足

の間に肴護者・の}十足を入れて移乗する方法 Cf中足法jとす

る)と.前字誌で比較的有効とされた，患者を前傾にして看

護者の背部に伏臥させ移乗する方法 (f背負い法Jとする)

を取り上げて移乗効作を行った。各被験者ともに臨j忠実習

を重ねており移采動作には習熟していたが，実験での移乗

動作方法を統一するため可動作についての事前練習を繰

り返した後に実験を行った。

分析は.表面筋?lil翠iJ!lJ定装置 (SX230)を}ねいて各被験部

について酪続分偵を算出して阿者の.lti![支を行った。実験は

各31現実践しデータは 31mの不均綴とした。また， 1司被
験者にたfして，安全・安楽・自立の綴点から主観的反応部

査を行った。

2. 倫理的配援対象は研究の趣宮に同意した者のみと

し研究参加に同意した後でもいつでも辞退可能で、あるこ

とc また，プライパシーの保護についても文書と口頭で伝

えた。

{結果]

移乗サポートを受けた患者側の結采では.中A法を用いた

場合;こ.主観的反応、では特に上!誌で安楽性は低伎であり，

動作11寺6秒間の筋積分値比較においても右上J施工頭筋 0.19
土 0.01(mV.s)で背負い法 0.13土 0.02(mV.s)と比べて有

高値であったがゆ<0.01).安全性・自立性における

eE閥的反応、は高かったむ一方，背負いj去を用いた場合では，

安楽性は比較的高値であったが安全性・自立性における主

観的反応は低偵を示していた会

;J:た，看護者側の結来では， rl:i)jU去を用いた場合に.右手手

投起立筋で、 0.19土 0.001(m V.s)であり，背負い法 0.12:!: 

0.002 (m v. s )と比べて腰部負担が大きかったゆ<0.05)0 
{考察}
以上より，下肢の支持性が抵下した人に対する移乗動作で、

は.看護現場で広く行われている中足法では患者・

弱者において身体的負担は大きく安楽性は低いものの，安

全性・自立性の面からは有効で、あると考えられた。一方，

背負い法では看護者・患者両者ともに身体的負担は比較的

低く安楽性は高いものの.盟、者領IJの安全性・自立性は抵く，

それぞ

265)縞膜・鶴子体手術後の腹臥位安静における苦痛軽減

に向けた体配分散式マットレス使用の検討

久下久美子資限恵美子 I!~r屯{愛子

(兵庫県立加吉川病院)

山本恭子(兵庫県立大学)

[13的]

網膜・硝子体疾患の予術においては援内ガス注入療法が行

われており.術後約 2週1mの腹臥位による安静が必要であ

るO 従来うつ伏せ枕ゃJJ旬当て枕などの補助具を用いて苦痛

の軽減を留っているが，本研究では吏に体圧分散式マット

レス使用の有効性を検討した。

{研究方法]

研究の趣震を説明し悶意が得られた網膜・硝子体手術を受

ける前の患者または病j淀スタッフで男性 19名.女性 21名

を研究協力者とした。病院普及型マットおよび体庄分散式

マット(スーパーフレックス勺を使用し 15分間腹臥佼安

静を保ち.胸部，心潟部，鱗部， I付関節部の体誌をf本庄il!1]
定器を使用してil!1]定した。問時に，どちらのマットが安楽

かを開き.また体庄分散式マットで苦痛が軽減した部位に

ついて i謂き取り調交を行った。平均値の差の検定は

student t testまたは pairedt testで守子った。

{結果}

体在分散式マット使JIJn寺の体任が病院普及恕マットに比較

して会てのき1;位において有;なにほ1u立を示した。病院普及型

マットにおける体圧を 100%としたときの体在分散式マッ

トにおける体在は腕部 78.3%，心筋部 67.8%，務部 87.0%

および的関節部で 76.8%であ仏心;均斉1¥において最も顕著

に減少した。 JH関節部で、は女性が男性よりも有意な体在減

少が認められた。また.BMIが25未満の群のほうがお以

上の群よりも胸部と務部における減少が大きい傾向がみら

れた。詩iき取り調査により， 40名中 35名が{本圧分散式

マットのほうが安楽であると答え. 32.5%が胸部. 20%が

肩¥17.5%が頚部の苦痛が軽減し 30%が恵、苦しさが軽減

したと答えたQ

{考察}

網膜・硝子体疾患の術後においては長期間の腹臥位安静が

必要となるため，胃音f;圧迫感による食欲不振を訴える患者

が多いが.体圧分散式マットでは特に心践者1Iが除圧される

ため有効で、はないかと考えられる C イ本庄測定結果と研究協

力者へのI.!Hき取り誠査の両面から， 1本庄分散式マットの使

用が腹駄佼安静時の苦痛軽減に有効であることが明らかと

なった。このことから，従米のうつ伏せ枕や胸当て枕など

の補助兵の使用のみにたよらず体tE分散式マットを使用す

ることも有効であると考えられる。
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266)異なる緩衝物体による腹思位時休底分散効果の比

較

i鳴水美和，富関千秋{市立枚方市民病院)

山田一部{臨床研究支援センター)

藤村純it詮(市立枚方市民病院)

[自的;

脊椎の手術時には. i¥IacKay Frame (以下フレーム)と呼

ばれる器具を設置し脊柱をflf!展させた状態、で患者の身体

を綾臥{立で回定しているc そのため存在日持部に発赤が生じや

すく.2005年6月から 9月にかけて行った予俄議査の結来

でも.脊数手衡を受けた男性患者26人中，術後埼室しても

消退しない発赤が 11人 (42.3%)に生じていた。そこでフ

レームによる圧迫によって生じる体在を分散させるため.

異なる緩衝物体の体庄分散効果を比較検討し

[対象と方法1
2005 flミ日月 78から 12丹訪日にかけて，大寂府内某病

i誌に勤務する絞員 50人(男性27人女性23人)を対象と

して，研究の趣設を説砂jし協力の関;なを持たうえで，以下

の実裁を行ったら緩衝物体は.1)ラピーパッド(毛足が

3~4c訟のアク 1) }v素材). 2)自作クッション(メリヤス

編みチューブ包替の中に. 3c羽角の立方体スポンジを詰め

たもの). 3)スーパーフレックス(ラミネート被援された

天然ゴム素材のマットレス). 4)ソフトナース(可変ウレ

タン裂)の4韓類を用窓し間…の被験者について，それ

ぞれフレ…ムを設置した場合としない場合の計8留にわ

たって，測定器(CelloCR270. ケープ社製)により体圧を

測定した。測定部位は. J百.前胸部，腹部i鴎合.膝吉K
足背としたc 実験条件の変更はランダムに行い，そのffl員序

効果を嬰i廷に加えた分散分析を行ったむ統計'処理には

SPSS for Windows 10.0を用いた九

{結果と考察1
1.対象者の基本属性:男性の年齢は 26裁から 69

布しその中央値は 44.0設であった。女性の年齢はお

から 59歳に分布しその中央値は 46.0設であったっ BMI

の中央依は，男性 23.9(19.2 -34.5)，女性 21.2(16.4 28.5) 

であった。

2.測定部{立別にみた体在への影響m子:肩では義街物体

(p < 0.001).年齢 (p口 0.006)の影響力が有意;と認められ

た。以下，前胸部ではフレーム (p< 0.000.年齢 (p< 
0.001).緩衝物体 (p< 0.001).ちは1(p < 0.000. )J号'骨で

はフレームゆ<0.001)，年齢 (p< 0.001)，議物f本 (p

< 0.001). 1.惑ではフレームゆく 0.001).緩衝物体

(p=0.004)，足背では性部 (p< 0.001). BMI (p < 0.019)， 
フレーム (p=0.042)が，それぞれ有意な影響力を示してい

た。また，最も除庄効泉が高かったのはソフトナースであ

り，スーパーフレックスがこれに続いたc

以上のように，躍.前胸部，腸管，総の各部位において.

緩衝物体の違いによる徐在効果がいずれも有意なものと認

められた。腹部では，ギな影響力を持つ要民そのものが

存在せず， 11箆体fb1較2患の影響が大きいものと考えられた号

また足背部には突出した部{立がなく，体躯の末端に技量し

ているため腹臥位では体圧がかかりにくいことからー徐使

効采の差が生じなかったものと考えられた。

26ア)鹿位における圧迫・ズレを毅滅するための効集約な

膝上げ方法の検討

堀野千里，浅井{嘉子.話野真弓.高橋弥由，抑本由美，

森終盤(関111県立大学保健福祉学部看護学科)

(玉野総合医療専門学校)

{目的}

背上げによる袴擦の予拐を詩的に長時間座位又は学座位

における尾令部の任追とずれを軽減する方法についてι検討

した。

{研究方法]

縫常成人の尾'骨部に簡易式体正・ズレカ同時iJ!IJ定器ブレ

ディア(モルテン)を貼付し体圧分布測定システム Clin-

Seat (ニッタ)を設設したベッドに被験者を臥床させ， 30 
皮又は 70!交の背上げ(各 10名ずつ)を行ったc I擦jニげ方

法は，ヨ二，)擦上げなし(なし若手).ベッドの機構を用いて膝

上げ後iこ背上げ(機構群)及び豆大腿後閣に{正反発ウレ

タンで作成したクッションを挿入後に背上げ(クッション

群)の 3通り行ったc 背上げを 40分間継続した後，ベッド

を元に突しずれ下がった設を計iJ/IJしたc また. f言j易式苦

痛得点表を作成し苦痛得点を比絞したっ務郊の比較には

t検定を用いた3 研究協力者へは，研究の目的・

法，さらに参加・仁1:1[訴の自由，プライパシー保護及び、デー

タの匿名散と探管について明記した文章を配布し間

をもって承諾を得た。

{結果]

30度予二げ:ピーク尽力はクッション121くなし群<

の艇で高値を示しクッション群ではなし鮮及び権第群よ

り有窓に (P< 0.01) 1尽かったっズレ力は，全ての方法に

おいて 2N ~j，、下であり，大きな差異は認められなかった。
ズレ量は.クッション群でiiil:/J、であり.なし群より有意中

< 0.01)に低かった。全身の苦痛得点{えクッション群が

なし群及び機構群より有意 (P< 0.00に低かった。

きf，の苦痛得点においても，クッション群が最も低く，なし

と有意;差 (P< 0.01)を認めた 70I支?干上げ:

ピーク正力は，クッション静くなし群<

を示した。クッション群はなし群及び議構群より

< 0.01)に{廷かったc また， なし鮮と機寄与群fmでも

中<0.0討を認めたっズレカは，すべての方法で 1N~j、下

であり. J陸上げ方法の遠いによる大きな設呉は認められな

かった。ズレ:澄;えなし群で最大とな仏接講群及クッショ

ン群と有意差 (P< 0.05)を認めた。全身の苦痛得点は，

クッション訴で、の惇点が最も抵く，機構群と有窓差 (P< 
0.01)を認めた。島管部の苦痛得点においても，クッショ

ン鮮が最も低く，なし若手及び機構群と有意義 (P< 0.01) 
を認めた。

{考察}

臨i床で背上げをする捺には，ズレを予防するためにベッド

の!路上げ機撲を用いて膝上げを行なっている9 しかし本

研究の結来で示すように膝上げ譲構が必ずしも個人の体

現に合っているわけではなく人によっては逆効果になり.

袴癒発生のリスクを高め患者にも苦痛を与えている可能性

があることがわかったむ本研究で行なった大総後屈を支持

するクッション等をmいて，各個人に合わせた!漆上げを行

う必要がある。
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268)ギャッチベッドによる背上げ行為!こ関する実態調

査

荻あや子，村上生美，森将長

([筒山県立大学保健福祉学部看護学科)

抑本由美.小山恵美子

(向山県立大学院保健福祉学研究科看護学専攻)

遠藤明美(玉野総合医療専門学校)

{自立g]

祷癒の原閣である背上げ行為によって発生する「ずれ」を

防止するために，現場でギャッチベッドによる皆上げ行為

がどのように行われているのか.その実態をゆjらかにしたっ

{研究方法}

A県内の病院 80施設と特別養護老人ホーム 35諮設，老人

í~~能施設 20 施設で看護や介護をしている戦員を対象に費

111]紙調査を実施し 536名(回収率 64.8%)からの閲答を得

たc 分析方法は Excel2003で単純集計を行ったc 倫潔的配

!主としては，詣:留で調査詩的と澄名性の保証， 自由参加で

あること等を説明し関意を得た。

おき染]
対象者の年齢は 20代が最も多く，女性が 94%であった。

絞殺は者護向]iが 64%と最も多く.次に介護福祉士 19%で

あった。 臨床経験は 20年以上が 28.5%と最も多く， 5 iド

未満が 19%と最も少なかった。背上げの実態で{丈続仁i食

事介助の角度は 601支が最も多く.次に最大角度， 45皮で

あった。背上げの持続時1I1J は 15~30 分が最も多く，次に

30-60分で， 87.5%は背上げをそのまま続行していた。続

行の方法は 30~45 度で 30~60 分がiえも多かったが. 601交

で 30~60 分や， 60 I主または 90皮で 60分以 i二という凶答

もあったc 飲水や経管栄養.PEG等でもi可採の結来が符ら

れたQ 背上げの知識では，背上げ前のIV、床{立i廷は頭1WJに合

わせるが，身体とベッドの屈曲点に合わせるよりも若干多

かった。角度の1î1~Jæ，方法は経験的に実施するが最も多かっ

たが， 13安をつけるや角度計で禅定するという回答もあっ

た。膝上げではベッドの機能を使用するが最も多く，枕の

使用は 18%で.I陸上げの!綴番は背上げ前が後よりも多かっ

た。背抜きを実施している人は 38%で¥ずれや残留ずれ力

を知っている人は 72%以上いたが，得癒予i坊の背上げ角度

については知らないと問答した人が約 47%いたc 病院と

老人施設の比較においでほぼ同機の結来が得ら札手持上げ

の知ぷ士事に関して有意な差は認められなかった。

{考祭]
食事介助では背上げ角度を 60度から最大lこ保持し食後

も上げをそのまま続行していた。これはl殿下や消化吸収

機能を優先に対応したためであると思われるが，得癒発生

の観点、からは患者個々に応じた角度や時間の検討が必要に

なると考えられる。またi払床位設を頭側に移動し背上げを

していることや，ベッドの機能を使用し篠上げをしている

現状からは，患者の体格や位置に記長ました適切な背上げを

実施しているとは言い難い合角度の確認では経験や感覚を

拠に実施している人が多く.突捺と認識のずれが考えられ

るc さらに背抜き等の知識はあるが活用していないことが

多い等，背上げ行為の一連の;1&殺が必ずしも適切に実施さ

れていない実態が明らかになった。

269)坐位を中lむとした体位変化による警部・彊部の体任

の実態

一宮彩子，千葉由美(東京医科歯科大学大学説)

増IH敦子(了穂寺大学)

{目的]

呼吸器系疾患をヲ守する患者の中には呼吸苦緩和の為 f起き色
呼吸jの姿勢をとる場面が見られる。しかし同一姿勢を

取り続けることによる搾掠形成の危険性もある O 本研究で

は起坐位における持癒予防と苦痛緩和を諮るための恭本

データとして.体{立や栄養状態の違いよる袴箔好発きIH立へ

の体庄負荷の実態を明らかにすることを目的とした。

{研究方法}

研究の日的と方法について議:街及び口頭で説明を行い， 1司

意書に署名を得られた 20~30 歳代の健常者 15 名(男性 7

名.女性8名)を対象とした。調査項告は宰身長，体重，

体脂紡率.上腕周囲長，上腕三等筋皮下脂肪厚水乎仰

初、{立(以後 10度jとする).ベッドギャッジアップ 30度，

G 昆 60底的度，起坐H手吸の姿勢(.l;J、後 f起き長{立」とす
る)，右傾斜，左傾斜の討8稜類の姿勢における啓部及び器

部にかかる体庄各姿勢における主観的苦痛の程境，と

した。尚@の身長.体重からは BMIを算出し.ミ舎の各姿勢

における体庄は，待部は左布二分割，騒音11は左足と右足各々

について，ベッド接触聞において最もおい体庄の植を調べ

た。径の苦痛の程度は各姿勢勾;に 5段階評価で開き取り調

子tをした。

{李完封~]
かかる体庄のど…クは，特き1I左iWJにおいては左額斜

11寺で，そのがiは193.1:t 13.9mm Hg円三均:tS.D)，持者1I右側

においてはお傾斜11寺で， 197.2土 10.3mmHgであったc その

ピークの体圧は，ほとんどの{むの盗勢の体圧と比絞して有

意に高かった~軍部にかかる体庄のピークは，左右ともに

起坐位のときであり.その伎は1i接部 57.0土 29.8mmHg， 

右鐙部64.3会 32.0限mHgであった。栄養状態と体圧との関

係は，野吉1Iでは 451え 60度， 90皮の体庄と体重，上腕筋

商讃とのそれぞれの問に有意義があった。また， 60度.90 

度の体圧と体指肪率との間に有意差があった。騒部では

60 I:it. 90 f:支右傾斜の体圧と体重との陪，左傾斜の体在と

上腕筋面積との開.左傾斜の体EEとBMIとの問にそれぞ

れ有意差が認められた。主観的苦痛と体位との関係につい

ては， 0皮から 60皮にかけての姿勢と者痛の点数との閣

には強い相関が見られたc また，主観的苦痛と持部左側布

袋IJの合計体圧との関に有意差が見られた。

{考察1
45度から 90皮にかけては BMIを除く栄養状態と体圧と

に弱いながらも相関関係が見られた。 30度以上のギヤツ

デアップは「ずれjの現象からも望ましくないとされてい

るが.その角度にしなければいけない場合もあり，その際

には栄養状態が幹部にかかる体庄の日安の一つになり得る

ことが示唆された。また，主観的苦痛は起坐位が01支の次

に安楽な姿勢であったなしかし韻部の体EE'主主主坐{立の11寺に

最も高くなり，持癒発生に十分留意する必要がある C

248 EJ本看護研究学会雑誌、 Vol.2宮沢0.3 2006 



2ア0)呼飯器疾患患者における坐担保持による欝部への

体庄の実態

千葉由美二宮彩子(東京医科歯科大学大学院)

増田敦子(了徳寺大学健康科学部)

{研究践的]

本研究では， I呼吸器疾患を有する患者を対象に全身状態，

体圧分散，得権の形成など袴搭形成の関連安民を把握する

とともに，患者の苦翁との関係を爵主をした。

{研究方法}

対象は呼吸器内科病棟の自力体動部難な入i定患者 16名で，

期郊は平成 15 年 2 月 1 日 ~9 月初日であった。言言査項日
l主体在，重心移動.姿勢の角度，えミ梢援;駁並立酸素地和度

(SpOZ)，フェイススケール，袴癒形成の有無で，実越前後

で B乱立劇清アルブミン (Alb) をみた。議資方法はポー

タフツレ体圧分布話題定装置を捜泊し仙骨と尾骨きtを開始か

ら120分まで 30分おきにil!IJ定したc 重心移動i主体在分布

測定装霞の惑在留より抱擁し苦痛評織はフェイススケー

ルで確認した。分析は統計ソフト SPSSvεr11.5 

成有無と各項誌について XZ検定及び話annぷ羽田eyのじ

検定をした。 倫理的記長室として，議資i得意を得るとともに，

姿勢保持は患者が安楽とする体技とし自力体動はフリー

とし特加な絹践は行わなかった。

{結梁i
1)対象者の基本属性:王子均年齢は 78.5歳，男性 12名

(75.肝心.女性4名 (25.0%)であった。主疾患はsili惑 5名

(31.3%)，肺炎6名 (37.5%). 気管支炎・肺気騒・端怠各 l

名 (0.6%).1l!!2名 02.5%)で，得癒形成者は 3名 08.8%)

であっ

2 )袴務形成に関する要悶

(1)祷痕形成と体!王:体夜測定を行い，加在の見られた知

合は 0~30 分後 10 名 (62.5%に 30~60 分後 9 名 (56.3%).

60~90 分後会名 (25.0%) ， 90~ 120分続9名 (56.3%).減

圧はo~30. 30~60 分後j~6 名 (37.5%λ60~90 分後 3 名

(18.肝心， 90~120 分後 7 名付3.8%) であったc 全経過を
過して 60分J2J、上継続方11夜した者は 12名 (75.0%)で， 120 

分継続加圧した者3名(12.5%)であった。袴癒形成者は

90分以上減在しなかったc

(2)持機形成と角度 :0分から 120分の関に正面の角度変

化があった者は 10名 (65.5%)で，樗癒の形成患者 11名

(84.6%)に対し袴癒の非形成者は 2名 (66.7%)と少な

かったむ f本塁手jの平均関数は 1持問J-:J、降に多かったっ

(3)樗癒形成と Sp02:祷癒の非形成者は Sp0296~100%， 

祷癒の形成者は 90-97%であった。

(心得癒形成とフェイススケール:得議形成者は得議非形

成患者よりもフェイススケールの点数が高い者が多く. 30 

分， 90分後の時点で袴綴の非形成者に比べ，形成者の点数

は高い傾向が見られた。

(5)袴搭形成と栄養状態:袴務形成者の BMI1I僚は

12.90-18.52，得癒非形成者は 12.46-29.00で， Albは

3.5g/dl 以下は 15名 (93.8%)で，樗癒形成者は 2.4-3.3.

得議非形成者は 2.30~3.80 であっ

{考察]

呼吸器疾患を有する患者に対して綾素分在を考惑した多較

に渡るアセスメント，看護が重要と考えた。

271)洗髪とその体位が及ぼす生体への影響!こ関する文

献的検討

(岐阜大学医学部者護学科}

{目的}
エピデンスに基づいた者護教育の実践の為，文献を通して

とその体{立が及ほす生体への影響を明らかにする C

{研究方法]
日分析対象文献:

涯学中央雑誌および最新看護索引より f洗髪 r体位&姿
をキーワードとして検索し本研究の践的と異なる文

献をi添いた詩文献(涼著・総説・解説・会議銭を含む)の
うち，生体への影響に関する 37文献を抽出した。次に 37
文献から，主観的な測定項目のみのもの，洗髪道具・方法
の違いや道主主開発のもの，体設の記裁がないもの，症例j報

を除いた，客観的制定項日を用いた 22文献を分析対象

文献とした。
2)分析方法:分析は以下の3つの視点から仔ったc

22の分析対象文献を洗髪前後で生体への影響を述べた
文献洗髪体位で比較した文献(お).その両方を述べ
た文紋の3つに分類したc

エピデンスが重視され始めた 2001年を境{こ 2つに

分けた。
として用いられた測定項自前

したむなお，生体への影響が土 10%内の場合は生

理的変滋内で有意2をなしと扱っ

53誌・考察i
iえの文献 5{'I二のうち， 2000 年以前(以後，以前とするい

3件.2001年以降(以後.以降とするい 2件.ちの文献 14
件のうち.以前 :12件，以持 :2件.Cの文献3件のうち以
前 :2件，以降:1件であった。
多分析対象文献で得られた測定項目の緯類は 16項詩で，

A'B'Cにおける結果は表 1のようであった。

表1.各測定境協を透して洗髪および洗髪体{立が生体に及:ます影
警撃を競べた文紋数

A (n.5) 

。

洗髪とその体{立が及ぼす生体への影響として，用いられて

いた澱定項目の韓類には A'B'Cで相違があり，かつ有志;
が認められる測定項目も少なかった。このことから，教

育に有用なニこどデンスの蓄積が十分とはいえない為，今後

さらに研究成果を積み重ねる必要性が示唆された令
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272) Miyajima式援部任追法後の排鑓行動盃適時間

宮島多映子(浜松医科大学医学部看護学科)

佐藤みつ子(山梨大学大学院医学工学総合研究部)

{はじめに]

内視鏡で用いられるj若手腹部在迫法は， S字結腸を陪:線、fと
することにより.検査をスムーズに行うことを目的とした

手技であるが，圧迫と何時に排便がみられることがある。

祭者らの開発した Miyajima式腹部圧迫法(以下正追法)

はこの方法を応用して開発した排便促進法である 1.2L
しかし圧迫法後の排便行動の至適時間は明らかではないo

[iiJf究目的}

I}号解析による圧迫法後の排使行動至適時向から，臨床で

の圧迫法の評価持出を明らかにする C

[研究方法1
1.被験者:研究者が蕊接研究趣旨を説明し在迫i去に同

を得た 20代から 30ftの女性 20名(平均年齢23.1土 4.6

: JJ続中，腹部疾患の既往のある者は除く)とした。 2.

圧迫法:大腸内視鏡挿入11寺にJJ支援から S状結腸郊を圧迫す

る手技である。被験者はiJ階、{立で、友膝を鶴崩し右下肢を

左!践上部で交悲した。実施者は左手で被験者ーの左腸骨稜上

高1¥を内側に右手で被験者の勝者1;から腸骨叙IJに圧迫した。

苦高iiを最小限にするため， iE常な務嬬動の電気的刺激とi可
じ迷!支の 16[ITI/分で S分!日j庄j告した。 3. il!O定項目:腸

1告は左側JJ支部(左上前1}引:i椛[と踏を結ぶ総 jニ1/2点:下

行総腸部)に心者iWJ定期マイクロフォン(心音トランス

ジュ…サ-: ::.JEC製)を装着し多用途生体現象監視記録

装置 (NEC製)を生体電気用増IPftlユニット (NEC製)に銭

続し記録したo 4.実験手願:!降食摂取(2時間訪れ，絶

飲食行時間前)→仰臥位安静 (20分際)

圧迫 (5分向)→腸音iWJ定・記銘 (5分間)→トイレで怒

( 3分以上)で、行ったo 5.分析:腸音は多用途生体情

報19手析プログラム BI討じTASII (キッセイコムテック製)

で1分ごとに波形の振幅(電圧)の平均値.百五積を求め.

反復illiJ定による一元配置分散分析を行った。また，安静時

を基準に多重比較を行った。統計解析は SPSS12.0]を用い

た。

{キ古来}

騒音波形の振艇の平均値と面接は 0-5分で有意に変化し

ていた(平均値p口 0.005， 面積 p< 0.001)。多重比較に

よる勝資波形の平均伎と阪績は 1分後で有意に変化してい

た(平均値 p= 0.010， 削積 p< 0.001)。
{考察}

圧迫j去による腸総動の変化は計iJ!iJされた 5分間以上である

と考えられた。しかし最大に有効な時間は圧迫夜後から

1分IlIJであり，臨床ではIvIiyajima式腹部在追法は圧迫直

後から 1分以内に排使行動を開始し 5分以上の排便行動

で評価することが適切であることが示唆された。

1) Taeko IvIiyajima，五'IitsukoSato: ]OUl刊alof ]apan 

academy of Nursing art research. 4 (2) : 79~90. 

2)宮島多iりと子，佐藤みつ子:日看科会誌 28(3) : 12 21. 

2005. 

273)窮脱内尿襲を測定する機器“ゆりりん"の妥当性の

検討

綾部真出先安松久美子，佐藤亜希子.池田i愛子

(佐賀大学医学部再j属病院)

山下米央 (JL'HI医療センター)

安i王!加代子，佐藤和子(佐賀大学1'&学部看護学科)

{百FJ9]
排尿自立およびQOL向上をめざした援助として，カテー

テルを使用せず!間流内尿殺を測定する方法が務自されてい

るつ中でも.排尿パターンのil!1]定のために開発された尿量

モニタゆりりん(以下，ゆりりん)は，稜々の要因の影響;

を受けることが指摘されているC 本研究は，妥当性が確証

されているBladderScannIBVI3000 (以下， 1按11光スキャン)

との比較から，ゆりりんの妥当性および特鍛を検討するこ

とを臼的とした。

{方法}

研究への同意が得られた健康な 20歳代女性9名を対象に

ゆりりん・!接脱スキャンを用いて排尿前の!傍!坑内尿最およ

びお1:尿量を 24時間連続 3日間測定した。 信頼性のある

データ収集方法を探るために，臥f立・段位・立f立でのil!1]定
とした。実iJ¥IJ排尿最とiWJ定値の体伎による差の検定には，

Friedman検定および Wilcoxon検定を用いて分析，特徴

については質的に分析した。

{結来]

雨後器ともにl時JJえ内成長と実iJ!IJ排尿泣には強い正の担問が

あり(ゆりりん:r 口 .758~.963. 勝 JJ主スキャン: r 

.739 ~ .958) ，測定告をはilliJ定休伎によって異なっていた。実

iJ!iJtJI:IJ誌なと測定似の誤疫を体位加にみた場合，ゆりりんで

のiJ限定依の誤設は， I玖{立・座{立・立{立で、有意な差がなかっ

た (p=.311)0 …方， 1樹氏スキャンでの測定値の誤差は，臥

{立・感{立で差はなかった (p=.795)が，廃{立・立{立，臥位・

立{立で有意差を認め(ともに p=.OOO)，立位での測定値は

実illl]排尿量より高い{直を示した合ゆりりんは，比絞自主小裂

で携帯に便利な反面， 24時間のiP，IJ走中には体動によりプ

ローブの位置がずれてしまうことがあった。問、位では!路日光

内尿量:を適切に感知されることが確認できたが，感{立.ff!IJ 

臥位では適切に感知できない場合もあった。また，テープ

による皮熔科書It..発赤・掻嫁惑などの!主府トラブルもあっ

た。!除統スキャンは.測定位置の特定が難しく，勝脱への

振動刺激による排尿への影響も認められたc

{考察}

爵機器ともに務11先内尿翠:と実iJ!iJ排尿最には強い正の相関

が認められたこと，先行研究で!接続スキャンの妥当性カ滞在

読されていることから，ゆりりんは勝!此スキャンと同等の

妥当散があると考えられる。ゆりりんでの測定の際.

マークが41協全て点灯するようにプローブを押さえたり，

プロープに角度をつけ密務性をおめで測定したことによっ

て適切な測定値が符2られたと考える。 ゆりりんでの測定値

は体位による差がないため. どの体i立においても密着性が

確保できればほほ正確に測定できると考えられる。今後

は，プロープを押さえることが不可能な人，意識障害や認

知症患者でも適切な測定値が得られるかの検証が必要で、あ

るc
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2ア4)20歳代女性の欝説内臨翠とその関連器子の検討

池田優子，i左藤亜希子.賓松久美子，

(佐賀大学医学部約属病説)

111下未央(九州民療センター)

安部加代子，i左藤利子{佐賀大学医学部者護学科)

[目的]
人は加議会に伴って残尿i設が増加する。また，残尿

る泊予として.加齢に伴う排尿機能の変北以外

に健康状態や活動議ーなどが推察されているが，それを

る研究は無い。本研究は.加齢による排尿機能の変化

が少ない健康な 20歳代女性における排尿前後の務脱内尿

最とその関連盟子を明らかにすることを践的としたc

、{方法]

研究へのい1意が得られた健康な 20歳代女性9名を対象に，

務説スキャン(以下， B)・ゆりりん(以下， y) を用いて

排尿前の!接続内成量および排尿量を 24持関連続 3日間，

IRf立・座i立・ JL位で測定した。 3日間の活動数はアクチ

ウォッチで測定， 1也に BMI.臨関，水分量，水分出納翠;の

データを収集した。 関連因子は Spearman穎位打i関係数

の検定を用いて分析した。

{結果i
排尿前の勝校内尿選.(/間)は， I玖{立では (B)237.80 

150.24ロ11.(y) 180.15土 72.15mL怒位では (B)239.26土

159.77m1. (y) 176.91土 74.65ml.立設では (B)283.26土

183.26m1. (y) 178.56念 78.88mlであったc 排尿最 v関)

は226.13会 113.17mlであった。排尿後の勝校内援母

間)は， I?J、設では(B)14.18ニ主 23.38mL(Y) 10.28 :t 14.95mL 

(部 6.79ごと 17.34ml. (Y) 6.68土 13.39ml. 立役

では沼)6.88土 18.86mL(y) 3.38会 9.52mlであったc 排

尿を途中で止め再開した11主排尿を我慢した!政排尿埜が

多かった時に残}哀感があ札排尿後の勝校内尿蚤が 50ml

以ょを示すこともあった。勝校内尿:I詮と各部子関に有意な

相関は認められなかったc

{考察;

を!高じた時点の!接続内尿埜は約 200~300ml，排尿後

では 50ml以下であったo 20歳代の健康な女性においては

排尿後に務i院内尿最はほとんどなく， )接続・排尿機能は維

持されていると評価できる。本研究の結果lえ

無い 20歳代の健康な女性に対象を絞ったことによって得

られた務説内尿殻に関する基礎的データとみなすことがで

きると考える。また，勝目先内尿量と関連する調子がなかっ

たことは， 20歳代女性の臆説・排尿機能は本研究で検討し

た関連盟子に左右されずに維持できていると考えられるc

しかし排尿を我'接した持や排尿蚤-が多かった持に残尿惑

があったことから，残尿:誌の増加の婆慌に給千ql函や尿道括

約読の運動なども関連している可能性があるつ今後の課題

として，排尿を中断することや尿の勢いを抑えること，そ

れに伴う不快感と残尿最との関連について検諒する必要が

あるc

275) r洗髪jにおけるすすぎ議翠に関する研究

本多容子(藍野学l;t短期大学看護学科)

務方 巧(翠野大学医療穏健学部看護学科)

[[ヨ的]
洗髪のi祭.患者の安全・安楽を{呆ち，満足度の治¥¥，ミ援助を
提供するために必姿なすすぎ湯髭:を暁らかにする c

{研究方法}
被験者の頭髪を 3分間洗った後すすまを行い，排水を 1Q 

絡に採取し検水とした。厚生労働省令第百一号 f水質基準
に関する法令j を線拠に，検水の界I長j活性剤残習濃度が
O.5ppm になったIl寺点をすすげたと判断しそこに至る必
~湯涯を検討した。界泌活性斉IJ銭安1濃度のìJ!1J定{之共立理
化学研究所の fl塗イオン界}援活性初測定セットJを使用し
た。なお，実験に使mした水道水の努!jnj活性斉Ij残fgi幾度は
< O.lppmであった。
実験内容は表 1に示したむ被験者は実験の目的と i引去の説
明後間窓を:j!L前日の夜に洗髪を済ませた後夜な男女，実
験 1で 22札災毅2で 3名3

{結染}
実験の内幸子と紡泉(表1)。
実験1.づ叫すE''i鈴殺の平均{立会結よ誌で 13.4Q ，授受で
11.3 Q. 長髪で 14.8Qであり，短髪よりま乏援の方が有意に
滋裁が多かった (p< 0.05)0 シャンブーの使用が3
mIJi'1える毎にすす331知設が一平均 2Q J将加したc

実験2. タオルで;芯抱を拭きlf:zる主3拭き取らないの幸安楽に
有窓三をはみられなかったっ玄白;f液シャンブー紛の洗髪の方
が. 10%希釈シャンブ一刻の洗愛より干f:~まにすすぎ渇殻が
多かったゆく 0.05) 被験者が子iづ去にすすげたjと!感
じた滋;立の/rが， 学兵言語活性部残留濃度 O.5ppmに速した湯
より宥立に多かった (p< 0.05)。

{考祭}
洗髪i待は， 13eを造基準として対象の長反撃さの長さを考慰した
j誘致を慾{持すればよいことが鳴らかになった G 対象の満足
感を高めるためのすすぎ渇殺の臼安として 1Q追加が認ま
しいと分かつた。また 10%希釈シャンブー剤使用n寺iふす
すぎ滋iiEが少ないことが示唆されたc テ今ストに記されて
いる fタオルで泡を拭き取る手投jの有効性についての根
拠は得られ者ごかった。今後，被縁者ーをまwやし頭愛の汚染度
とすすぎの関係についても検討していく。

表1 実験内容と結果
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2ア6)皮j警の清浄度なうび!こ皮j欝生理機能!こ及iます溝拭

の彰饗

イ左伯由香. if1野菜子(福間県立大学看護学部)

{目的i
ii号拭は臨床現場において頻繁に行われる看護実銭の 1つで

ある o {青拭を行ったi授の自律神経機能への影響に関しては

多くの研究が報告されているが，攻腐への影響を調べた報

告は少ない。本研究は皮腐生理機能の 1つである角層バリ

ア機能と清浄度を指標に i奇拭時の拭く強さならびに拭く

犯!数を変えた際の皮腐への影響を調べ，成j習の生理機能を

維持するための効果的な清拭について考察することを目的

とした。

{研究方法}

皮腐疾患のない健康な女子 12名を対象とした。実験は空

調設{訟の整った部屋で行い，皮1誇生理機能としてftJ層水分

皮脂量と経表皮水分蒸散最 (TEWL)を，また清浄度

はATPの生物発光を利用して測定評価した。 清拭は湯温

i青拭とし頚訊前腕手掌側，下背音1).下!捷腹~llJ部の 4 ヶ

所を対象とした。それぞれの部位を 1度通常の強さ(中程

度)と通常より強く拭いた場合，ならびに 2種類の強さで

31討す、つ拭いた場合の測定値を比較検討した。また.心地

よさと拭く強さの主観的な感覚は VASを用いて評価し

た。

こは研究臼的.方法等を口頭と文書:で説明すると共

に研究への協力は任意であ 1)途rjlでも昨退河白告であるこ

と，プライパシーは守られることを説明した上で同~fJ、を得

た心

{紡糸・考察]

ほとんどの部位において拭く条件の速いに関わらず，角府

水分量:は?llt拭後手に上昇したが，定路;詮は変化がみられ

なかった。頚部を拭くと TEWLは増加し. ATPは減少す

る傾向がみられたが.その程度は拭く強さや部数において

有意な差はみられなかったむまた，心地よさや拭く強さの

主観的な感覚においても差はみられなかったc したがっ

て，頭部は拭く強さや凶数が違っても皮腐のバリア機能な

らびに諮浄度はさほど影響されないと考えられたむ前腕手

掌側で、は強く拭いたほうが通常の強さより ATPの減少は

きくなったが， ~別れこ TEWL も強さに応じて有

に j\~)JIlした。このことは強く拭けばきれいになる反耐，

のバリア機能が障害されることを示している。背奇r;に

関しては拭く回数を多くすると ATPの減少が大きく，そ

れに伴って TEWLの有意な増加がみられた。下!腿腹仮IJ部

は強く拭くあるいは ITII数を増やすと TEWLの培加と

ATPの減少がより大きくなったっ以上の結果より強く拭

いたり剖数を多くすると情浄度は上がる反ITii，皮腐のバリ

ア機能が低下しこの変化は身体の部伎によって異なるこ

とが示唆された。

{結論l
ift拭を行う i察強く擦るあるいは何簡も拭くと清浄皮は上が

るが皮腐のバリア機能が抵でしてしまう，またこれは身体

の部{立によってその程度が異なることから，拭く吉rH立や対

象者の皮腐の状態に応じて拭く強さ等を加減する必裂があ

ると考えられたc

2アア)巽なる配力の末梢部j患湯清拭が皮j翠血流&aiに与

える影響について

青木健(日本大学医学部衛生学)

須藤小百合(東京女子医科大学東医療センター)

真砂涼子，松任jたみ子(自治医科大学看護学部)

{目的}

温湯治拭にはお5i認を保つだけでなく，温熱と摩擦による副

次的な循環促進効果があるとされ，その効果ついて生理学

的検討がされている O しかし法拭時のEE力については検

討がなされておらず，教科書ト等にも詳細な記述はない。ま

た，長期の安静により循環低下をきたしやすい末樹部への

清拭刺激が.Ej.・える影響についての検討は.末椋部il~拭が末

梢循環をf足す鈎使な看護ケアとなりうる可能性を期待させ

るものであるc そこで本研究では，異なる圧力での末梢部

温湯清拭中および清拭後の末梢部皮}謁血流反応への効果に

ついて検討することを目的とした。

[研究方法}

あらかじめ寄樹ならびに口頭での研究内容説明後.本研究

への参加に向意の得られた若年成人男性を被験者とした。

室j鼠約 26
0

C，相対湿度約 60%に部殺された実験室内にお

いて，実験中被験者はベッド上で仰臥{立姿勢を保持したc

15分間の安静(前安静)後，約 3分間の温湯11守拭を実施し

その後安静状態(後安静)を 15分間保持した。 清拭庄は

1.8 (通常条件)および0.85(弱条件:なでる程度)kgflcrn2 

に設定された。皮綴表面にl!li付されたセンサーにかかる在

力をそニタ…にて線認しながら一定在力の済拭を実施し

た。 1者拭者f;f立は右前!見右および左下!認前面の3部{立とし

この111良番に 1部位につき 101m (求総から中継)，これを 4

サイクル繰り返し計 120I耐えしミた"i¥!f拭方法は湯のj昆度

を50
0

Cに保ちウォッシュクロスを手に巻いて行い， i青拭部

{立には保温のためタオルを被せた。なお， 1部位 00路)

終了毎にウォッシュクロスを取り替えたっ心拍数，血圧，

各部皮!誇j鼠および皮膚血流量(右および左手掌.左前腕)

を連続測定したo fl税制?には清拭前安i1T，5分，清拭持， i青拭
後安静O~5 ， 5~1O分のデータを使用した。

[結果}

通常条件では，おおよび左手掌，左前腕部のすべてにおい

て皮腐i鼠流最が消拭後安静5分自まで有志;な増加を示し

た。また，右手掌および左前腕の皮腐温もi¥lf拭後に有意に

上昇ーしたっ弱条件においても右手掌，左大腿皮腐温にi制式
後有意な上昇が認められた。絢者f;皮腐識や鼠庄指標

には両群ともに有意な変化は認められなかった。

{考察}

通常条件においては青拭実施近{立音[;だけでなく. ii1拭米

実施の毘対.~到来有!í部の皮1誇 j鼠流量にも増加jが認められたc

このことからー末梢き[;のみにおける通常庄のjift湯詩拭にも

末梢循環をある程度促進させる効果があると考えられる。

一方.弱条件においても，部位によっては清拭後皮腐温の

上昇が認められた。したがって，説湯清拭においても状況

に花、じて清拭部位ならびに清拭庄を変化させて{史的するこ

とが効果的であると忠われるc
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278)後頭部冷寵j去における看護部のアセスメントおよ

び実施自的と評舗との欝遥

工藤由紀子(秋田大学i護学部保健学科)

{詩的}

看護部が実施している後頭部冷護法の自的，アセスメント，

方法について明らかにし実施目的と実維後評価との関連

について検討するc

{研究方法}

研究デザイン:学構成面接による調査探究む対象:大学病

i誌の看護師 29名c J器部:平成 17 年 6~8 月。議資内容・

看護問iの属性，最近後頭部冷器法を実施した患者の属性，

f吏用物品，実施臼的，実施後評価 (J~関による鋭祭や検j昆

交換等の評摘を行なっているか)の有無，アセスメントを

含む自由意見c 分析方法:一単純集計命後，イ史用物品開

-患者の年代を対誌のない t検定，患者の性別

をX2検定で比較したα また看護締のすすめで実絡した場

合と患者の希望で実務した場合に分けて検討し看護側iの

すすめ・患者の希望到に実施自的および患者の発熱との関

実施目的と実施後評協との関連について Fisherの寵

議磁率を用いて検討した。 倫理的認識:参加は自由であり

偶人情報は研究白的.L:J，jトに使用しないことを確約したっ本

研究は秋出大学涯学部倫理委員会の承認を得た。

[結果}

9.5土 9.25年であった。{史潟物品は

氷枕 14名 (48.3%).アイスパック袈品 15名 (51.7%)であ

り物品開に経験年数，患者の年代および性加を比較し

なかった。物品選択に関する意見では fアイス

パック製品は寝心地が悪く，氷枕の方が安泰だろうと思い

基本的に氷枕を使用するjなど患者の立場にたって判星rrし

には氷枕を使用する。何となく冷え方が強力

がする数が不足するため夏は冷え切らないまま次の人

に使用するもあるjなど物品の長所短所を考践して実施

していた。詩的では f解熱jが 11

ちよさなど患者の「安楽jが 18名であったっ看護締のすす

め・患者の希望加にtHgと患者の発熱との関連を分析した

結果，患者から後頭部冷議i去を求める場合は f解熱jより

もf安楽jが多い傾向にあり (P=0.064).看護郎からすすめ

るのは患者が発熱している場合が多かった仔=0.003)令ま

は「安楽jを目的とした場合，実施後評価を行っ

ている割合が少なかった (P=O.OOl)c さらに普段から徹熱

のある患者，常にアイスパック製品を希望する患者の場合

も「各勤務者?で一間交換するj等ケアプランに示している

ものの時一勤務者において実権後の評舗が行われずそのま

ま次勤務帯へ取し送られていた。

i考察]

後頭部冷器法は看護締独自の判断のもと実施できる接会の

多い技術であるため，看護師は実施した看護行為の評価を

適切に行う必婆がある。しかし安楽を目的とした場合は実

施後の評価が行われにくい現状が明らかとなったことか

ら，後頭部冷議法が心身に及ぼす影響について安楽の読点

から科学的に検討する必要があるつ

279)混警護法の効果に関する研究の信頼性の検討

樋口香織，藤井徹也(名古毘大学涯学部保健学科)

[13的i
AHCPR (現 AHRQ)は.EBMの推進という立場から，臨

床研究のエピデンスとしての評備をその研究デザ千ン・方

法・統計学的価値から判断できると提唱し評ftlli段階を提

示している。 i昆翠法の効果に関する研究の信頼性について

検討するため. AHCPRの分類 (993)に基づき分析を行

うことを話的とした令

[研究方法}

倫理的配惑として，対象文獄{土佐ミ学中央雑誌 Web版およ

びj日ED諮問に受録されている

などに，或に公表されている原著論文とした。 1996年から

2005年(最終検索 2005:i手 12月)について検索を行ったc

キーワー iごとして「混器法jと封建布jに f効果jと?塁手

をかけあわせ抽出した中から，受にテーマに却したも

のを選出した令対象文献の研究方法について内容を抽出

し. AHCPRの分類に恭づき分析を行った。文献の選出お

よびデータの分析については共同研究者IMlで検討を重ねる

ことにより信頼性の否定保を鴎つ

おき染および考察}

検索と選出の結来，議議j去の交IJ染に関する文献は 411'fで
あった。分析の結染. r 1 a:複数の RCTのメタアナリシ

スJ0 itl二. r 1 b :少なくとも一つの RCTによるJ2件，

II a :少なくとも一つのよくデザインされた非 RCTによ

る 12件.r II b:少なくとも一つの他のタイプのよくデザ

インされた準実験的研究による 11件.r盛・比較研究，相

関研究.症鍔対照研究など，よくデザインされた非実験的

記述的研究による 121'1=. 1V:翌五

見，あるいは権威者の臨床経験J4件であったっ 1 bの研

究は，ラットを用いて薬fi!Jの阪管外議出iこ対するj監護法の

効果を検認したものであった。 IIaの訴究はほとんどが健

常者を対象とした実験研究で. tえ}議j昆・自律神経活動など

の生体反応の変化や主観的評舗をみたものであった。 rrb 

の研究は主に，入院中の患者を対象とした準実験研究で，

床上安静による腰痛や便秘に対する撮護法の効果，術後な

どの終痛の緩和やリラクセーション効果を検証したもので

あった。湿の{冴究は主{こ，研究デザインについてよく検討

されている若手例研究で昆器法を日々のケアに導入したこ

とによる効采などについて検証したものであった。 五?の研

究は 1名から数名の事問研究で，その事部に対するケアの

ゆでの議議i去の効楽について述べたものであった会

入としての菰翠法の有効性を科学的に検証するため，得ら

れる効来やそのメカニズムを鳴らかにした様々な研究がな

されている o A狂CPRの分類は.研究の詰頼性において

RCTや研究デザインを意識している。信頼性がおいとさ

れる 1aや 1bが少なかったことは. i員護法の効果に隠す

る研究に RCTを取り入れ，研究デザインについて十分に

検討する必要性を示している。
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280)自律神経活動からみたホットパック混寵法のリラ

クゼーション効果

一頚部と腰部の施行部位を比較して一

有田J1~美，大島千住，小林宏光謀本挽子

(石川県立看護大学)

{目的}

リラックス状態lネ謡交感神経活動が交感神経活動より援

位になったflおこfぜられる。本研究の目的は，これらの自律

神経活動を指擦としホットパック(以下 HPとする)議

議法にはリラクゼーション効果があるのか.また施行部伎

として頚部と綾部のどちらが有効であるのかを明らかにす

ることである。

[liJf究方法]

1.被験者:20~30 歳代の健康な女性 7 名。 2. 実験環
境昆25~260C ，温度 45~65% ， 3000~4000 ルクスの照

度を採ったo 3. il!U定項目:心電摺 R-R間隔と主観的評

侃Iio :1.実験予!駁.頚音~と腰部のそれぞれに槌翠法を実施

した。 20分間の安静臥床， 20分間の HP加撮， HP 除去後

さらに 20分間の安静臥床とし言[.60分間の心電図 I乙R間

縞を制定した。 HPはリハビリテーション用のものを使用

した。 5. 分析方法.心電国 R公開i潟は心的変動スベクト

ル解析を行い.低周波数成分LF(0.05 -0.15日z)を交感神

経活動の指標，高周波数成分HF(0.20 -0.30Hz)を副交

感神経活動の指標. LF/HFを自律神経活動のバランスを

示す指標として用いた。 LF.HFより Tota!power 
(LF十日F) と LF/HF を求め，安静 'HP 力lI i拡 11 1 • HP 除去後

で対応のある t検定および-71己記;足分散分析を行ったっ

6.倫理的挺悲:被験お(こは締究の趣旨や参加は潟市立志

であることをト分に説明し文書:で出立を得た。

{結果}

il'fi部における Totalpowerは， HP力ni昆ゃにI努力11し， HP除

去後もさらに増加し続け統計的に有意な差を認めた (p< 
0.01) c 室長部での LFの平均値をみると.安静時と HP加i昆
fやはほぼ同じ飽であったが. HFの平均値は安静時に比べ

てHP加温中が2.3倍に増加していた。 LF/HFでは.頚

部において安静n寺よりも HP加温やの方が有意に低下して

いたゆ<0.05)0 
IJ要郊の Tota!powerとLF/HFも.頚部を加iEiした持と向

に変化する傾向を見せたが有意な差は認められなかっ

たっ HPJ!Mflの心地よさについては全ての被験者a において

の方が快の刺激であったと評価していた。

[考察i
~Jiffl)の Tota! powerの増加iおよびLF/HFの低下は，主に

HFの増加が影響したと考えられる。 LF/HFの低下は，

HF が優位になったことを示しているむこ~1-らのことか

ら，頚部をホットパックで間Lめることは，副交感神経を刺

激しその活動を交感神経活動より優{立にさせることが明

らかになった。また，頭部と鰹部を比絞すると，効果は頭

部を撮める方がより大きいことがわかった。以上のことか

ら，頚部ホットパック温器法はリラクゼーション効果をも

たらし腹部に施行するよりも援助に有効であることが示

唆されたc

281)混熱シートによる畏時間混翠j去の効用

一若年女性の慢秘症状に及iます影響一

網野恵子(名苦手市立大学保健福祉学者I1看護学科)

皆対11寿美江(旭川医科大学医学部肴護学科)

[自U9]
熱;(ti!鼠器i去は以前より臨床的効果が実感され，整JJ号や終痛

緩和効果が報告されている。しかし熱布以外の方法によ

る数時間の議議it~!Uîmの効楽に関する研究はほとんど見当
たらない。本研究の目的{丈温熱シートを使用した論議法

により若年女性の使通改善に関する有効性を検討すること

である C

{方法}

使説、を自覚する健康な若年女性を対象に j昆熱シート(花

王:めぐりズム蒸気温熱パワー)を 1B 5 時間以上貼用し，

使途とパイタルサインの変化をiJ!IJ定した。便通状態とその

変化は;日本語版使秘評{繭尺度 LT)鉛(以下.CAS-LT販

とする)を使用しislj定した。倫理的配穏として，研究;意図

と協力者の権利を文:書と口頭で説明し承諾が得られた場

合に被験者として協力を得たG 統計分析は 2元配置分散分

析を用いて晶器i去前後の体j晶・脈J台・ i奴!王及びCASゅLT
!援の数{夜を比較・ 19卒析した。

{結果}

被験者は健康な女性 18名で.年齢は 20土1.7(mean 

SD)歳，下斉I]!立会長未使用である昆器i去I誌のパイタルサ

インは.基i削料品36.4:i:: 0.3cC.主主床i紅後の収縮期i血!王 107
土 9mmHg，拡張期11民}王 66土 7mm Hg. !U長拍 65:i:: 10間/

分，夕方のi民主雨期政夜 110土lOrnmHg.拡張期血圧 67土7
mm Hg， JUfHI~ 69念 9問/分であった。 猛毒法後の基礎体i誌
は.36.4土 0.30Cと変化なく.関係に残りの血圧・紙拍も

変化しなかった{起床直後のJI:z.締期血圧 107土 9mm狂g.
拡張期血在日公 7mmHg，脈拍 67:i:: 9悶/分，夕方の収

縮期血在 110土lOmmHg，拡張揚血圧 66 10卿 Hg，紙拍

70土 8間/分)0便通状態は.温護法前に CAS-LT版で

7.4土1.2であったものが. 5.4ごと 1.8と有意に減少した。

{考察}

CASでは 5点以上の高得点者を使秘傾向と判断している

が.本研究の被験者A は，日常の使通状態は CAS鴫LT版で

7.4会1.2と，かなりの高得点を示す便秘傾向であった。と

ころが， 400Cを5f1討対以上保持する温熱シートを下控部に

1 B 8土 211寺前jの括的で7日間継続した場合. CAS-LT版

で5.4土1.8と有意な (p< 0.05)減少が示された。

体温・!脈拍・血圧僚に関してはいずれも有意な変化は示さ

れず晶翠iよーによる影響は認められなかった。以上のこと

から，溢熱シート使用による長時間温器法は使通を有意に

改装する効果はみられるが， I~I 律神経への影響は及ぼさな

いことが明らかになったc
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282)把援持久運動による筋疲労!こ対する審法の効果

一近赤外線分光j去を用いた筋組識罷素動態の解析一

楊箸隆哉.本国有子，堀内美和，秋山知也

(長野県看護大学)

大平雅美.日浮上真子，坂口けさみ

は言ナi'I大学医学部保縫学科)

谷間恵子(兵庫県立大学看護学部)

{目的i
護法の技術は.そのj員熱効果をねらった窪療技術として，

また，患者への癒しの効果をねらった技術として，吉くか

ら看護技術に取り入れられ，様々な審議場面で用いられて

いるむしかしそのi自l行促進効果に関する研究は，レー

ザー・ドッブラ一政1流言?を沼いた度腐血流やサーモグラ

フィを用いた皮!部品に関するものが多く，深部の務組織の

政液動態については不明な点が多いc そこで我々は，入に

おいて急性務疲労を起こさせるモデルを作成し近赤外線

分光法を尽いた総議ヘモグロビン動態の測定から，筋疲労

の@]f支に対する護法の効果を検設した Q

{対象および研究方法i
飽常な女子学生9名を対象とした。ゴ1"利き手において握力

討を全力で2分間;怒り続ける遂動(以下把援運動とする)

を6分間鴇で3関行い，さらに 30分間の休;替をおいても

う1[滋行うことで，前腕部における急性務疲労モデルを作

成した。 6分開の休憩rtl(2 [司)と 30分間の休憩中に温護

法または冷翠j去をそれぞれ5分間施し何もしなかった場

合と比較検討したc 実験は 1臼1条件とし計磁的に!綴序

を変え，各被験者に対してよ述した 3条件の実験を行った。

実験fm隠は最抵 1:I翠部以上あげた令指標として強力，近赤

外分光j去を用いた前続完f1¥の組議ヘモグロビン動態，

織i鼠流，皮殿様rif.等を，経時的かっ連続的に測定した。

倫理的配惑として，掲示による募接を行い.自由;な忘で、集

まった学生に対して紙部と口頭による説明を行って，

目的，実験方法.考えられる心身への夜襲とそれらに対す

る対処方法等の間知に努めたe その上で納得と悶慈;の得ら

れた学生のみを被験者とし向意書:への署名を得た。また，

会の承認を得た。

[実験結来i
1.把握運動[!主強力は初期に最大僚を示し以後徐々に

減少したっ休憩後の運動儲始時には，揚力はある程度開復

していたが， 2， 3， 41汲gの運動時における擦カの最大

飯は初回に比絞すると減少してい

2. 晶罷法条件は，把握運動を繰り返すことによる撮力最

大僚の減少度が{むの 2条件に比べて低く，また.握力の半

減期が延長していたc

3.殻化ヘモグロビン量は把握運動に伴って減少したが，

運動中握力が減少するに従って国義し運動後は運動前の

値に戻る傾向が認められたc しかし議議法条件では，運

動後の酸化ヘモグロビン最は.運動前の値よりも増加する

傾向が認められたc

[考察i
以上の結果から，本研究に用いた実験モデルにおいて急性

筋疲労の程度やその回復効采を評価することが可能であ

り.競落法が，務組織の政液fまを増加することにより務疲

労の回復を捉進する可能性が示唆されたc
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283) ，i)拍・血任変動スベクトル解析を馬いた足部マッ

サージおよびケア後の自律神経活動の評髄

真砂涼子，亀白真美，松国たみ子(自治医科大学看護学部)

:tI二主主主理江(自治法科大学附属大宮腹療センタ

青木 健(日本大学医学部衛生学)

[El E91 
臥!来状態による下肢の浮腫や{巻怠惑に対ーするケアとして，

足部マッサージが行われている O マッサージ中の刺激効果

だけでなく，ケア後にも爽快感等の効果があり，ケアゃか

ら後まで続く自律神経系への影響が考えられる。そこで本

研究では，足部マッサージがケア中からケア後に与える効

果について，自律神経活動の評価方法を用いて検討を行っ

{研究方法}

あらかじめ書面ならびに口頭での研究内容説明後，本研究

への参加に陪意の符られた若年成人女性を被験者とし1!~

作為;ニマッサージ群と対照群とに振り分けたや室j昆

26-2rc.相対湿度 60-70%に謂撃された実験室内におい

て，実験中被験者は背面部を 40皮の角度に関定された椅

子に義感しネ坐f立の姿勢を保持したむさらに関下肢は

マッサージを実施するため大腿から水平{立になるよう加の

i尚子に挙上していた。マッサージ群においては 10分間の

安静(前安静)後.20分間のマッサージ(足成・足指およ

びj尋問百j関からで!接部へのマッサージを左右 10分づっ)

を実施しその後安静状態(後安静)を 10分間保持したc

一方，対11設群は全測定期信jを通じて三1"-2g:f立安静を保持したc

jlIlj訴ともH手吸数は 1分間 15倒的後に統制されたc

心電図 RRI前部より心主i数および自動血圧計ーにより JIIl圧を

連続i限定し. MemCalcを用いて潟波数解析を行った。自

律神経活動の評倣lこは，心拍変動のJilil波数解析による高周

波数成分 (HF:心臓説交感神経活動の指標)， HFと低周波

数成分の比 (LF/HF:心臓交感神経活動の指標)ならびに

収縮期鼠在変動の周波数解析による低周波数成分 (LF-

SBP:血管運動性交感神経活動の指標)を用いた。解析に

は前安静 5~1O分自.マッサージ開始~5 分自.マッサー

ジ 15~20 分自および後安静 5-10 分自の各 5 分開のデー

タを使用した。

[卒者来]

マッサージ開始から S分自までに心蛤数の有意な低下と

HFの有意な上昇が認められた。しかし前安静からマッ

ザージ中において.fむの自律神経活動指標には有意な変化

は認められなかった。一方.マッサージ終了後安静時には.

LF/HF. )1文総期および拡張期血庄. LF-SBPの有意な上昇

が認められた。対照群においては，測定j諮問を通じて各指

標に有意な変化は認められなかった。

[考察}

先行研究開様，足音11マッサージ開始により心臓副交感神経

活動が料激されることが確認された。一方，マッサージ終

了後 10分程度までは，心路交感神経活動に加え，血管運動

性交感神経活動が克進することが示峻された。したがっ

て，足部マッサージは効来的に自律令1I絞活動を促進する

護ケアとして活用できる可能性が示された。

284)季節護は足浴の効果に影響するのか

長坂 1孟，問中美智子(宮崎県立看護大学)

榊原古一(金沢工業大学)

{はじめに]

足搭は病院内や夜宅で実施されるケアのひとつである O 部

分浴であるため，身体への負荷が少なく，近年の心拍変動

にもとづく解析からリラックス効采があるといわれる(清

水ら.2001)。湯冷め等のマイナス阪を軽減しリラックス

効果を高めるためは.気温などの条件も考惑する必姿があ

るO 季節差がもたらす足浴の感覚検資は，宮下ら(1992)

が実施しているが，心拍などの生務的なデータ比較はなさ

れていなし、そこで本研究では，季節差と足浴による身体

の反応を比較することにした。

{方法}

健常な 20 代の女性9名を対象として，それぞれ 2005~2006

年の夏季 (8もしくは 9丹)と冬季 (2月もしくは 3月)

に足浴実験を実施したo 1屈のデータ測定時間は，コント

ロール (5分).足浴 (10分).間後 (10分)の計 25分であ

るO 参加者は疲伎のままで.湯j谷と浴後の拭き取り動作は

測定者が介助した。なお，湯j替の効果を明らかにするため，

洗浄やマッサージは実施しなかった。 測定項目は心拍，鼓

!摸j誌!陵部表面温，および感覚スケール検査 (VAS)とし

た。動作直前と直後の変化をとらえるため，サンプリング

は4. 6. 10. 14. 16. 20. 24分自とした。 Motomiet al 

(2000) の方法によって.心f~1変動から自律神経の活性を評
備した。 得られたデータをコントロール基準の変化詑に換

し二次元分散分析と多重比較を施し季節問と時間変

化の去を潟べた。

[倫理的自己!きiJ

授襲などをともなわない援めて日常的な動作であるが，

験の参加とデータ公開を協力者がコントロールできること

について説明し同意を得たうえで実施した。

お古来と考察}

感覚スケールにもとづく快適さは，季節に関係なく足浴中

と足浴後の{砲がコントロールに比べて有意に高かった。心

拍変動から評価ーされる自律神経の活性についても，季節防

の違いは見られなかった。副交感神経の活性について見る

と. 4分自と 14分EI. 4分自と足i谷後(16.20. 24分自)

の比較において，それぞれ有窓な上昇があった。湯搭によ

る温熱刺激によって，心臓血管系の副交感神経の活性が優

位になったと考えられる。 足浴による鼓膜j昆の時間変化に

季節的な違いは見られなかったが，足吉1;表面温は冬季の方

が足器時間経過に伴う上昇率がおかった。このことから.

現場においても洛後の保j誌が適切であれば.冬季の方が足

浴による足寄15の政行促進が得られると考えられる。
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285)看護学生が臨地実留で経験した足の用窃りおよび

爪のケア

石川沙忠告，永井奈i孝美(毘立跨関がんセンター)

宇治器開夏，角谷互主希子(愛媛大学病院)

越智奈穂美(路神戸匿療センター)

来松貞子(愛媛大学医学部)

{自的i
看護学生が臨地実翠で経験した足の爪切りおよび爪のケア

状況.認識を明らかにする。

{方法]
対象:I畿地実習経験のある県内者護大学，短期大学生 360
名。務資期間:2005年 10丹G 調交方法:無記名の質問i紙
留め霞き法，内容は，属性，臨地実習で経験した足の爪切

り・ケア状況，足の爪に関する認識。(用語の定義)爪切り

は，形に拘らず切ること c 爪のケア{え先端を水平に切っ

た後対角を少し丸める翠皮切りヤスリをかけてf立を滑ら

かにすること。倫理的記長室:研究の趣旨と調査の便意参加，

結果を研究以外に使用しないことを文書及び口答で説明。

分析方法:臨床勤務経験者を除いた鵠答を分析対象とし

会臨地実習終了者及び各論実習終了者を実習経験多い群，

のみ及び各論実習中の者を実習経験少ない若手と

し. SPSSvεrlOJを沼い記述統計及びカイ

水準は 5%未満とし

{給来および考察i
L 有効回答:189名 (52.5%)2. 実習経験と爪切り・爪

のケア実施状況(表 1) :実習経験と実路関数に夜窓な援が

認められた。爪切り実施場所は，病i究者人i呆経路設，

宅の顕であったc 3. 爪切り実絡時数と自信:患者の爪切

りを 31ill以上実施した学生であっても 67.8%がその爪切り

に自信がないと自答し実施詔数と自信に関連は認められ

約半数の患者の爪iこ舵厚等の異常があ札爪切

りを関難にしていたと推察できる。爪の異常に対処できる

爪切り方法の習得が課題であるつ日頃家族や友人など{患者

の爪切り経験がある学生のうち，患者の爪切りに怠

あった者 58.6%で，他者の爪切り経験が患者の爪切り時の

自誌に繋がる傾向があった。今後，家庭や教育の場で他者

の爪切りを多く経験すること，また爪のケアの専門知議や

技術の教育が翠まれる。

表1 尖習経験とJf¥切り .Jr¥のケア5走路状況

多い若手

間切り災吉露関数

月lのケア見学協数

爪のケア実施i百i数

ネP<O.05

286) Y式足浴法がもたうす生理心理学的効果

百合純子，白井:裕子，佐久間生議，須賀京子

(愛知きわみ看護短期大学)

藤井徹也(名古屋大学涯学部保健学科)

[EI的}

足浴は下肢の清潔だけでなく，循環梶進や入阪を促すこと

を日的に看護場面で行われる頻度の高い看護技術である。

その効果については犠々な報官がされているが.本所究で

は. [え!欝i昆および深部識と鞍i夜中分泌型免疫グロブリン A
(s-IgA)濃度との関連を明らかにしたc

{研究方法i
: 18~20 畿の健康な男性 14 名令

実験は.Y式足浴法(湯温:40~41'C.湯最: 5 L.ベース

ン:i邸主 36cm'深さ 14cm)を行う w、下足;谷群入足搭を行

わない(以下対賂群)の 2つの条件を被験者全員に実絡し

たc 実験の綴序は足i容を先に行うケースと対!!誌を先に行う

ケースが半数となるよう調整した。足浴は. ifIJ草人{立でベッ
ド上安静5分後 10分間浸泣しその後 60分潤ベッド上安

とした。議混23会 1'C.昼境 60~75% で. s-IgA 

の臼内変動を考惑して安定した依の得られる 10時または

14持に実験を行った。 3.測定項自:を夜f議議および、深部

i昆:左第 1足社・左大!腿後側皮腐j誌は皮1都議測定器・プロー

プ (PDK-161:テルよそ社製人第3指成}爵j昆，前額部・

部j楽部議は深部温モニタ…・プロープ (PDK-16LPD-l1 : 

テルモ社製)を用いて測定した。測定時開は，足浴中は2

分間際，終了後は 5分間H認とした。 s-IgA

足浴後，足i苔30分後に分泌i唾液を採取し E.I.As-IgAテ

スト (M.B.L社)を用いてiJ!IJ定した。
支日き

本研究の主旨を説明し舎illiにて参加のi可惹;を得たっ
: ]avaScript-STARを能用し樹計二におい

言(!iの基準僚をもとにした経時的変化について2要伝!被験者

内分散分析を行っ

{結果}

よび深部道:第3指皮}結晶は縄群ともに有意に

したが，足浴若手;土足i谷後も有意に成腐温が上昇し対照

群よりも高い皮}議議を維持していた。左第 1足陛・左大腿

後側皮膚温も爾群ともに有意に上昇したが，左第 l足訟に

ついては，対照訴に比べ足i谷群のII.J議温は全体を通じて有

おかったc 左大腿後側についても，足洛若手の方が尽く

皮腐i誌が上昇しその攻腐棋を維持していた。前額部・左

胸部深部温も雨群ともに有意に上昇したが，前額部につい

ては.足j吾計二は対頴若手と比較して足j谷中は有意に高い上，

その上昇した深部溢が足立主終了後有意に{段下していた。

胸部深部誌の2若手間の差はなかった。ミ会s-IgA濃度:閥群

ともに手J窓に上昇したが，特に足;谷群は足議後から 30分

後にかけて有意な上昇がみられたc

[考察]

足浴群の方が皮!新設の上昇が大きく，またリラクゼーショ

ンの指擦として用いられる指尖の長潟j昆上昇に加えて s-

IgA 濃度も足浴 30分後に上昇していることから.Y式足

浴法での皮腐j誌上昇は，心身のリラックス効果を高めるこ

とが示唆された。
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287)看護部の足や爪のトラブルとフットケアに関する

実態調査

米山美智代

(高i潟市民病院/富Il!大学涯学系研究科修士課程)

八塚笑樹， Jj主 元子(富山大学涯学部看護学科成人看護学)

{目的}

看護師を対象に足や爪のトラブルとフットケアの実態を明

かにする O

{研究方法]

研究に同意を得られた看護脚 431名を対象に調査を行っ

た。独自に作成した無記名自記式の「足の実態に関する調

交紫」をmい，年齢.性別.フットケアへの関心，爪の切

り方，靴の種類，足の症状や足病変の4擢患経験の有無等を

した。足の症状および足病変と他の項自との関連につ

いて境関帰分析(ステッブワイズ法)を行った。分析は統

計ソフト SPSSver.llを用い，有意水準は p< 0.05とし

た。 倫理的記患として，研究の話的，参加の自由，プライ

パシーの厳守を文書:で説明し調査者が対象者に配布し

後日 ITIIJ試したc

[結来]
回収率は 91.7%で， うち女牲者説師の 417音[¥を調査資料ーと

した。対象の年齢は 37土10歳，看護締結験年数日土 11

1f，身長 157:t 4 cm.体重 52土7kgで、あった。よく臨く革ft
の争E類では，運動革ft30%，ゆったりとした靴28%. ミュー

ル・パンプスが28%であった合足の爪の切り方では，バイ

アス切り 5296. スクエアオフ 35%. 深Jf¥11 %であった。

足に症状のある者は 90%で.だるさ 65%.むくみ 54%.冷

え41%の)11f[に多かった。だるさと関連があったのは.高い

年齢と夏場にはだしが多いであったこむくみと関連があっ

たのは，休日の長い外出，重い体重，たばこであった。冷

えと関連があったのは，高いヒールであった。 過去6ヶ月

以、内の足病変の擁患経験は 48%で，平ftずれ 12%. 巻き爪

10%. ~ゑの沼 10%. たこ 9%，外反母蛙 8%の}II貨に多かっ

た。革ftづれに関連があったのは.低い年齢とゆったりした

靴を!泣かないであった。巻き爪と関連があったのは高い

ヒールと低い年齢であった Q 外反母E止と関連があったのは

長い看護締経験と!緩い体重で、あった。フットケアをしてい

る者は 70%で.足に痕;1犬のある者では 73%とフットケア

をする者がやや多かった。フットケアの内容では.クリー

ム徐布 33%，マッサージ 30%.ネ千ルケア 29%，指圧 26%

のliIfiに多かったO フットケア関連の記事を読む人は 49%

だった。

{考察}
女性器護締の 9割が足になんらかの疲状を感じており，特

にだるさ，むくみ，冷えの症状を感じている者が多かった。

これらの症状と関連が示唆されたのは.年齢.靴下の有無，

外出時間，体重，たばこ. 1:こールの高さであった。また.

女性看護l郊の約半数が何らかの足病変を経験しており.特

に草花づれ，巻き爪， ~卒、の日などが多かった。若い人に靴づ

れ，巻き爪が多く，看護郎経験の長い人に外反母祉が多かっ

た。約半数はフットケアへの潟心を示し何らかのフット

ケアをしている者A は7割いた。

288)不眠を訴える入競患者に対する定浴ケアが題眼へ

及ぼす影響

古島智恵(佐賀大学大学説医学系研究科)

井上範江.克玉草子子，分島るり子

({:左翼大学医学部看護学科)

[1iJf究目 (lヲ]
不11誌を訴える入院患者に対するケアとしての足浴の影響

は，十分に検討にされていない。そこで，不服を訴える入

院患者を対象に就寝前に行う足洛ケアの11郎氏への影響を

みるため，主観的睦11民感，および自律神経活動の指擦とし

ての心拍数と LFIHF(交感神経活動指標)について.間一

対象者に足浴ケアを行う日 (F) と足浴ケアを行わない日

(C)を設定し，その両鮮を比較検討した。

{研究方法]

対象は，平成 17 年 6 丹 ~9 月に E 病院に入院Çl:l の男性患

者で，不11誌の訴えがあり， 11垂i恨の障害を説明できる内科的

疾患、および精神科的際害がなく，研究の目的を滋解しi可JlJ:
が得られた者 10名 (55.4土 8.6才)とした。

FとCの計2日間. 19時 30分から心電計と活動設計を装

し翌朝 7時 30分まで R-R問j翁と活動量の連続初定を

行い，起床持に主観的i殴I!民惑についての質問紙(笠間紙)

に答えてもらった。心拍数と LF/HFは.心拍変動解析ソ

フトにより R夜間隔から解析し入眠時刻と起床時刻は，

活動fii:から特定した。その後，心蛤数と LF/HFについて，

安部i寺山ト消灯夜後 (b)・入11災直後(c)・起床直後 (d)

の平均値を算出したc

足洛ケアは.Fのみ?fi灯 30分前に行い，体{立は締!史f立で¥
対象者が心地ょいと感じる21i疫のi易投0.1:t 0.37

0

C)に外

牒部上方までを応分II¥J没した。
お古来}

質問紙の「総得点Jにおいて C株に比べF群が有意に高く

(p < 0.05). 質問紙の構成関子である f夢みJにおいても

同様に有意な傾向 (p< 0.1)であった。心拍数は.雨群と

もに aから Cにかけ低下し Cから dにかけ上昇する推移

を示したが，二元配置分散分析によると雨群に有意な差は

なかった。さらに多重比較によると， F若手のみ aとcの間

で有意な低下旬<0.05)がみられた。次に， LFIHFは，

F若手では aから cにかけ低下し cから dにかけ上昇する

推移を示し逆に C群では aから bにかけ上昇し bから

dにかけ低下する挽移を示した。なお LFIHFの二元配置

分散分析によると，両訴に有意な2をはなかったが，多重土ヒ

較では， F 1浮のみに a-c開に有意な抵下 (p< 0.01). c-d関

に有意な上昇ゆ<0.05)がみられたc

{考察}
質問紙の「総得点jと f夢みjの結果から，足i谷ケアが主

観的に良い11重i肢をもたらしていたことが示された。また，

心拍数と LF/HFは，足i谷ケア日においてのみ安静時から

入I!民直後にかけて徐々に有意に低下していっており，この

ことから.足浴ケアは，不I!民を訴える入院J患者に対し正

常な鰭奴の機序を引き出している可能性がうかがえたっ

以上より，就寝前の足浴ケアは，入院患者の不i恨の改善を

もたらすことが示唆された。
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289)炭酸泉入浴剤(花王のパブ)による思浴鶏累の犠討

~人工炭酸泉浴<:ざ5湯との比較~

張替直美.原田秀子(山口県立大学看護学部)

{目的}近年，炭殻泉i谷が皮腐盗流の増加作用量感持続作

用をもたらすといわれ，医療現場でも設住されているc 本

研究の民的{え夜宅などで手軽に使fflできる市販の炭酸泉

入浴剤による足浴(以下パブ浴)と人工炭酸泉浴(以下炭

酸泉浴).さら湯とを比較し足洛効果の検討をする

ことである。

{研究方法}

実験期開:王子成 17年8月22日~平成 17年9月7日

対象:実験;こ同意の得られた縫康な女子大学生 11名

足i谷方法:被験者は時間を決めて. 1日1種類の足浴を 3

Bt芸j行ったっ蓋{すきの発総スチロール裂のフットパスで.

安静後 10分[t.，.湯j昆38度，膝下3分の l程度まで浸設さ

せた。パブ浴，炭酸泉浴は，いずれも設費支ガス濃度

1000ppm以上で，炭酸泉訟は三菱レイヨン・エンジ、ニアリ

ング絡の人工皮楼泉装置 (CARBOTHERATM)を用いた。

足j奇効果の詣擦と測定機器:足浴効来の生理的指標として，

足背と線鶴の皮綴底流量・ Eえ!部長疫をアドバンス社製の

レーザードッブラ-lIIlIJ1E言i宇でiJ特定した。

データの分折方法:)支腐血流量・皮腐温度は，足i谷I直前の

値を 100として変化率を算出し jむ谷 10分後，足浴後 15

分の時点で¥足言?の韓類と時fjjjについて 2元記j註分散分析

を行った後. 2変数i怒で Wilcoxonの符号付1'1気設和検定を

行っ

[結来1
1.皮!脅威流の変化 足?干の皮腐血流i廷は Wilcoxonの

検定により.炭酸泉j主パブ搭で足洛夜前に比べ足搭 10分

後に有意に増加した (P< 0.05)0さら湯では，足浴i度前と

足浴 10分後に有意義は認められなかった印<0.05)。ま

た，足諮問分後には炭酸泉浴，パブK~ ともにさら湯より疫

に増加した (P< 0.05)0 I漆誌の疫!露五五流

足浴の穏類と時間ともに有意差は認められなかっ

:皮f母j鼠授の変化足背の夜!部品境は. Wilcoxonの検

定により f支援泉i谷，パブift. さら湯において足議直前によヒ

ベ足洛 10分後に手に上昇した伊<0.01) c また.

泉浴，パブi谷では足沼直前に比べ足港後日分に有意に上

昇したが (P< 0.05). さらi誌では有意な上昇は認められな

かった。路銘の茂腐温度は. 2元前誼分散分析により，炭

酸泉浴の方がさら湯よりも有意な上昇が認められた伊<

0.05) 0 Wilcoxonの検定では炭酸泉浴とパブ浴で.足浴 10

分後より足搭後日分に，足洛夜前より足i苔後 15分に存さ;

な上昇が認められた (p< 0.01九また，足洛 10分後と足

浴後 15分で炭酸泉浴はさら湯より有意に上昇した (P< 
0.05) 0 

{考察}
炭酸泉j容とパブ浴では. さら湯に比べて炭酸泉の求総血管

拡張作用により，足背の皮f母i仮流増進作用と，それに伴う

足背および膝趨の皮膚温度上昇が認められたc また，パフ争

浴は炭綾泉i詩に添じる効果があると考えたc

290)気分の変化をもたらす呼吸器撃の知果

-POMS矩縮販iこよる部建一

葉山有香.井上智子，高辻功一，坂本殺代

(大i在府立大学看護学部)

{目的}

入は呼吸を調整することで，緊張を緩和する。呼吸調整に

よる気分の変イιリラクセーション効采などの主観的評備

についてはほとんど報告されていないc 本研究では，深呼

吸，シルベスター法，呼吸介助を用いた呼吸調撃が，成人

女性に及ぼす気分の変化について心理的指撰である気分プ

ロフィール検査 (POivlS : Profile of Mood States)短縮!援で

検討した。

[研究方法i
疾患をもたない女世 32名(平均年齢21.2:i: 1.5歳)を対象

とし 3種類の呼吸謂毅(自発的な深呼吸，上段挙上運動

であるシルベスター法，ヂを1おいてi浮気持に!海部に圧迫を

加える呼吸介助)を約 60分実施しその前後に PO対S

結!援を測定した。対象者の体位はi乳食としたな POMS

綴販の下位尺!支は.r緊張一不安 (Tension-Anxiety) 以

下T輸入).r抑うつ一落込み (Depression-Dejection)J (以下

D). r怒り一故意 (Angε1寸iostility) 以下 l主任)， r活気

(Vigor) (以下 v)， r疲労 (Fatigue) 以下町. r混乱

(Confusion) J (以下 C)であり，分析は下故尺度ごと

準化得点を算出し呼吸調整の実施前後の差について対応

のある t検定を行った。統計ソフトは. SPSS 12.0J for 

Windowsをfflい，有意水準は 5%としたc 研究実接持に

は. El的，方法，研究の参加と I:IJ控rrの自由.プライパシー

の保護などについて.口頭と文書で説明し

無いよう十分な休息を絞りながら呼吸調整を実施したc

{結果・

POMS短縮!援における各下位尺度の平均得点は，実施前で

はす-A43.4土 7.3lL D 39.1 :i: 8.1点. A-H 35.7土 2.7，点，

V 52.7会 10.0点. F 42.8土 6.6点. C 47.6土 6.0点であり，

実施後では T-A36.2 :i: 4.1点. D 35.3土 4.2点.A必 34.4

1.6点. V 48.9土 13.0点. F 37.5 :i: 5.5点. C 44.4土 4.0

点であった。分析の結果，全ての下{立尺度において，王子均

得点が実施後に最下し実施前と実施後の王子均得点間には

有意表が認められた (T伽A，D. FはP< 0.001. A抗.C 1ま

P話 0.01.VはP< 0.05)0 0、ヒの結果から，深呼吸，シル

ベスター法，呼吸介助の呼吸調整は，対象者のネフゲティブ

な感情を抵下させ，活気も抵下した。 呼吸謁撃は呼吸にi主
意を向けることで，緊張を緩和させ， リラクセーション効

果をもたらしたことが示唆された。 POMS妓縮!援を用い

ることで気分の変化を客綴的に捉えることができ，今後，

深呼吸，シルベスター法，呼吸介助のうち，呼吸調整とし

てどの方法が最も効果的であるか検討していく。
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291) ESRタッチング法を用いた不安の改善!こついての

研究健常者での試み

附村宏子(徳島逓信病院看護部)

{目的}

代替補完療法のやのタッチフォーヘルス理論を用いた

ESRタッチング法 (ESR)は不安などの感情を軽減する方

法として有効といわれているものの臼本での研究報告はな

いっこの ESR実施前後の不安の軽減の有無やその程疫を

明らかにし病者への適応を採る。

{研究方法]

30~60 代の女性健常者， 19人を対象に以下の手!綴で行っ

た。く開始前， 1立i在，脈拍， STAI (状態不安)をinlJ定した。

ESR (前頭隆起， 2tm所を軽く触れる)を 3分実施するc

そのおj被験者は，不安を抱いているテーマについて.でき

るだけ詳しく患い出してもらう O 宰終了後，血庄，脈拍，

STAI (状態不安)を測定と気分や体調の変化，感想につい

て費関した。分析方法は， ESR実施後の不安値から，軽減

群，不変若手，悪化群に分類し王子均績を求めた。更に STAI

の実施前後の平均値の援の検定を t検定で仔い. 59b以下

を有意とした。被験者への説明同意と倫理的配慮も行っ

た。

{結来]
19人の三!な今年齢は， 45.5 tえ (7.1)であった。 ESR

後の不安{式表 1のように軽減鮮 12人不変i洋6人.悪化

群1人であったG 軽減群の STAI(状態不安)，ネ 39.8(10.0) 

から 34.800.1)と有意に減少した。不変鮮は， 35.7 (7.2) 

から 38.5(18.9)とよ尽力11した。 ESR後気分と体調の変化は.

落ち着いた (5人)心地よかった (5人)思い出せなくなっ

た(5入)がいた。 ESR前後の血!五脈拍と体部の恋化は

認めなかった念特性不安の王子均は.軽減群.不変辞.悪化

群とも状態不安よりおい傾向であったc

{考祭]
健常者で ESRを用いた結果 63%が状態不安は低下し不

安軽減の一助とすることができる O しかし特性不安が状態

不安より蒔く，データ数を増やし病者への適応、を考えた

し冶。

表 1 ESR法実施前後の特性不安と状態不安実施前後の得点

特性不安 i 状態不安 (SD) 検定

N (SD) i 実施前;実施後;実施前後

改経滋 jI2 41.4(97〉i398(100);348(101);p<om|

不変j洋 6 45.0 (8.3) 135.7 ( 7.2)!38.~(}~Jl2J 
11Mと群 1 44 (ー)I 34 ( ) 150 (ー )1
金平均 i19 427(89);38.2(89);368(I3ml 

292) REM期と NRξM期!こ鵠床を促した場合の覚醒状

j兄及び毘中の眠気の遣い

本間智子.堀内美和，楊箸i役哉(長野県看護大学)

石渡之，新:f:!:il司一郎(ダイキン環境・空調技術研究所)

谷間恵子(兵庫探・立大学看護学部)

{目的]

良い11制限のためには十分な時間，睡眠の深さと自覚めのよ

さが必要とされている o 11制限については様々な研究がなさ

れているが. 目覚めに関する研究は{むと比べ少ない。良い

目覚めを促すために光や音，環境j昆!支などを利郎した研究

はあるが，その後の日中の覚醒状況については明確ではな

い。また，党離を促すi凝に 90分周期の浅睡眠期に合わせ

て起床すると覚躍しやすいといわれているが.起床した騒

11民段階による党擢状態の変化について明確に述べている研

究は少ない。そこで本研究では， REM郊で覚離を犯した

場合と NREM期(1OI・2)で覚醒を挺した場合とで起床

時の覚醒状況とその後の日中の11良気がどのように異なるか

を解明するために事象関連電位 (P300)，単純反応時間，活

動遅:の測定と質問紙読査により検証した。

{方法}

被験者は研究に悶が得られた健常成人女性 10名 (22:t 

2.5歳)としそれぞれに 3日 (firstnight， REM期1臨床，

NREMJ提起床)の宿泊実験を実施した。実験中は，環境瀧

&を調節し 11重i液状況調交後.終夜11本11民ポリグラフ検査

(PSG) ，皮!部品!支.アクチグラフ，心電関を測定した。翌

拶]，研究者が PSGJ二でリアルタイムに REMまたは

NREMを線認後. }~(n ， J校かけの!綴で党離させた後に，被

験者への P300.ボタン押しlii純反応11すIl:tl.全身反応時間を

測定したc また，起床夜後， 1011主 161時， 2211寺に日中の絞

気を評価するための質陪紙調査{全 22項目)を実施した。

なお，倫理的配慮については，長野県看護大学倫理委員会

の承諾を得た。

{結果}

活動量は，計iJlIJ上問題があった事例を除き 8名のデータで

検証した。 NREivI起床11寺で 8 時~16 時に有意な上昇が見

られ， 8 時~10 時までは REM起床時は NREivIj起床時に

比べ活動最が有意に多かった (P< 0.05)。質問紙調室まで

は，起床時の「思考することが苦にならないJI思考の鈍りJ
に関して， REivI 起沫持のほうに得点が高く (P< 0.05)， 

161待の ill良くて倒れそうJiJ思考の鈍りJに関して NREivI

起床時のほうに得点が高かった印<0.05) 0 P300および

単純反応時間では， REM!切の起床によヒベ NREivIjザjの起床

において反応潜H寺が遅延する傾向が認められたが，

には歪らなかった。

[考察i
以上の結果から， REM 期ではる~REìvI期にI臨床を促すより

も.午ー前中に活動や思考的な部分に眠気が少ない可能性が

あ札比較的高い覚醒度が保たれる傾向が認められた。ま

た P300と単純反応時間iでNREM郊において反応溶11寺が
遅延する傾向が認められたことから，起床時の党離度は

REM!拐に起床を促すよりも低下することが考えられた。
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293)注射実施i踏まにおける安全性の検討

一途中中甑と手洗いに焦点をあてて一

{本波茂子.Ul本美紀(日本赤十字北海道者護大学)

{目的}

施設において転倒・転落，誤薬，患者間違いなどの陵療事

故が多いとされているが，特に，注射業務は患者の生命に

重大な影響を及;ます。そこで，注射業務の安全性に然、点を

あて，注射実施j塾経における途中中断および手洗いの状況

と看護師が注射業務に対してどのように考え行っている

か明らかにした会

[方法}

対象 :A総合病院の外科系病棟に勤務する者護師 21

期間:平成 16年8月~王子成 16年9月。調資方法:日勤業

務者?における看護締の審議行為について参加観察を行っ

また， 自分が起こしがちな医療事故や対策などについ

ては耐接にで答えてもらった。注射業務iえ安茂下注射，

争皮内注射，主}筋肉注射静寂注射，季ヘパ 1)ンロック，

圭i主射針故去の 6項告に分類し分析したむ総理的記長室:研

究の自的や主柱震ま名性の確保や秘密の保護，調変の途中

中断の探証など.口頭と文議:で説明し得た。

{結果]

対象者の寝床経験は平均 7.14年(土 6.41).その日の受け

持ち患者数は王子均4名(土 0.82)であった。競察された零

1152躍に対し注射業務は 127鴇 01.2%)であっ

注射業務の内訳は，ヨコ境下注射日開 (8.7%).ミE皮内

注射7関ら).委筋肉注射 I朔(0.8%上安静訳注射 51

関 (40.2%)，安ヘパリンロック 40留 (31.5%)，を注射針抜

17 間(l3.4~ら)であった。 注射実路過殺のi幹線，実路，

後片付けの 275場面において途中中断が48悶(17.5%)み

られたc その内訳:え準備が32閥 (31.3%).実絡が 14r滋

06.肝心.後片付けが21ぽ (2.4%)であったc

は 127場面に対し行為前の手法い手ま りが28関 (22.0%)，

無しが99部 (78β%)であったっ 21名の対象とし

の自分が起こしがちな医療事故は，与築業務が 16名

(76.2%)と最も多かった。その内容は，薬誌の愛や内容の

ミス，患者間違い(間投患者λ指示線認ミス，投薬ミスな

どであった。その!京国として忙しさを 7名 (33.3%)，篠

認不足を 6名 (28.6%人思い込みを 5名 (23.8%)と考えて

いた。 21名会員が俣療事故をj坊ぐために行っていること

は確認であると答えていた。

{考察]

者護締は患者ケアを行う中で，いくつもの看護業務を同時

に行っているが.そのため詮射実施過程における中断や不

十分な手洗いなどが明らかになった。それは.審議体制や

:煩雑な業務内容が影響を及ぼしていることが考えられる

が，肴護部の綬数年数や個人特性が関連していることが推

察されるc

今後はさらに，対象施設や者護締数をま誌やし注射実施退

程の観察を通して分析を震ねていく必要性について示唆さ

れた。

294)注射器の押し子の汚染!こ伴う潜j授の汚染の検証

中JlI真帆(聖路方n医i捺病i詫)
滝内陸子，金若美挙(岐阜大学涯学部看護学科)

{目的}
注射器の押し子の汚染に伴う溶液の汚染を明らかにする

{研究方法]
1)実験;諮問:2005 年 9 月 20 日 ~21 日
2)実験場所 :G大学医学部)

3)実験方法

(1)注射器:注射針付設射器 10ml(人 B.C社)
(2)菌議，塗;{fi関長:表皮ブドウ球菌. 103， 104. 105/ml 
(3)検体数:A.B.C校.各議布菌量につき 10検{本合計

90検体
培地:普通寒天培地

(日培養混度.時間:37t， 24時間
(6)実験手111員

し予を引き出し表面に綿棒で欝液を塗布するc

lOmlを 10問吸い上げる。

(30001溺転.10分開)を行う

を破棄し下惑を援砕するつ
したものを普通寒天培地に均一に塗布する。

24時間培養後.コロニー数を数えるな

4)分析方法:コロニー数の単純集計及び，平均僚と移行

率の算出c

[倫理的配惑}

し使用した培地，物品等は，援療礎棄物とし
て破楽する G

[結来] (表1)
1) 103/ml (注射器製造業社:王子均値，移行率)

え社:2.70cfu. 0.27% B社:8.20cfu， 0.82% Cお::0.90cfu. 
0.09% 
2) 104/ml 
入社:68.l7cfu. 0.68% B社:183.38cfu. 1.83 % C社:

8.l0cfu， 0.08% 
3) 105/ml 
A社:345.56cfu. 0.35 % お社:1527.50cfu. 1.53 % C社:

37.l4cfu， 0.04% 
[考察，結論i
A， B. C社による蓋はあるものの，塗布欝最とコロニー

の平均値が比闘していることから，押し予の汚染の稜}支に

伴い吸い上げられる諮液が汚染されると考えられるc 従っ

て，溶液を吸い上げる捺には，押し予を持染しないように

吸い上げる必姿がある。このことは，安全な看護の提供及

び看護の貿を高めることに繋がると考えられるつ

表1 ~喜愛別のコロニー数と王子;均値及び移行率
(1詳f立:cfu) 

1 2 8 。;87 209 2 150 1120 
? l 10 164 3 470 1150 
3 。l o 1 49 103 2 260 1410 
4 l 17 1 1 38 134 13 230 20告G
;) 7 4 。66 325 8 250 1660 
6 6 18 2 107 116 3 260 2850 
i 。s 204 9 270 1130 
8 ! 1 2 212 13 720 810 
9 I 9 4 500 
10 10 27 

平均{夜 t 2.70 8.20 0.901 68.17 183お 8.101345お 1527.5037.14 
移ff率制! 0.27 0.82 0恒 0.68 1こむぷ型旦型

移行率:押し子:こを設布した磁のうち溶液中iこ移行する閣の努j会
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295)注髭器内庄を提示した採血線習j去の効果

鶴湾尚子，新村洋未(埼玉県立大学)

{はじめに}

注射器を用いた採血を行う場合の内簡の引き加減につい

て，看護技術書:には「ゆっくりJr軽く jと暖味な表現が用

いられており，明石在な教育方法がない。そこで.注射器内

圧や所要時間などの実験データをグラフや数値で提示でき

るような解析プログラムを作成し技術習得の効果を検証

した。

{目的}
採lIfl練習時に注射器内圧，所要時間，波形指数のデータを

提示した群(以下データ提示群)と提示しなかった群(デー

タゴ1;提示群)を比較し採血技術習得の違いを明らかにす

る。

{方法}

被験者は採ItIlのま受業終了後 1年経過した者護大学3年生9

人である。続擬採鼠ffllIl且管モデルを使用し採血練習を 76

IITI連続して行った。練習前後3国ずつ.自作の庄力変換器

に接続し注射器内在と所要時間を測定した。データ提示群

には練習前後以外に途中 3聞の測定をおこなった。提示し

たグラフには，闘のような真空採取管の内圧のほか臨床経

験者が示した植や波形の形の指標も示した。被験者ーには研

究の主宕.成績に無関係であること，途中でも静退できる

ことを文書で説明し了解を得た。

[結果}

データゴド提示群は.練習lIIiの注射器内圧は 18.2kPaだ、っ

たがおk習後一 11.8kPaと小さくなったっ所要時IHJは線程

前後とも約 25秒であったc データ提示群は.練習前の内

圧は-12.1 kPaだったが練習後は 21.1と大きくなり.

所要時間は約 25秒から 15秒へ短縮したc

[考察}

データ非提示若手は注射牟器内絡を引く力の加減は感覚的にし

かわからないため.練習の臼擦が定まらない。データ提示

群が練習後に示した注射器内圧は真空採血管の内圧に近

く，所要時間は臨床経験者の平均値にほぼ一致していた。

自分の内筒の引き加減と自安を視覚的に確認できたことに

よ仏力や時開を意識して練習することが可能になり.一

定の官民に収束した。経験的にしか習得できなかった注射器

内簡の力の加減を示すことで，採血技術を効果的に習得で

きるようになる。

10 時間(s ) 

。
3EL -1 0 害・ 4 

ぷ -20

26 28 30 32 34 

-30 
4lsq -40 

-50 

-60 
-70 

-80 
j羽綴習"1"に示したグラフの一例

296)上腕緊縛強震と末梢皮j露血流霊減少率との関係

後藤 i乳量f~松貞子，寝間英信(愛媛大学医学部者護学科)

[はじめに}

襟準採1fIl法ガイドラインによると静眠血採血II寺の上院緊縛

強度は 40mHg程疫が適当とされているが，臨床現場にお

ける緊縛強度は認血者の経験とtlilJにより行われておりエビ

デンスに乏しい。本研究では皮膚血流韻;の減少率から緊縛

強度の推定が可龍か検討を行ったc

{研究白的]

上腕緊縛強度と末梢皮!誇l(Ili恋愛の変動との関係を明らかに

する。

{研究方法]

対象は研究の日的及び方法を文書と口頭で説明し同意が得

られた 18歳以上の男性 20名(平均年斡23.7土 7.56歳)で

ある。測定は室温 22~25 民湿度 50% に設定された個室

を使用した。血流量測定にはレーザーlIlfl流言l'(アドバンス

社 ALF2ID)を用い，A/D変J祭器 Powerlab4/20 (AD 

Instruments社)を通じサンプリングレート 1001秒でノー

ト型パソコンにデータを記録した。測定方法はさIH立による

5分間安静の後，右手第3指尖綾倶IJに血流量iJ!1J定期のボタ
ン型プロープを認定し右上!被に鼠在測定用のカフを巻い

た。採血用電話加gJ仮帯主!lT 820 (ミズホ医科学工業社製

を改造)をJFJいてカフ!王 OmmHgを2分間.その後カフ圧

20~80 馴 Hg までどお秒毎にlOmm Hgずつ段階的に加圧し

ながら胤ijii設を測定したc 安静1I.'fの1I1似た:註に他人差が大き

かったため各カフ圧における平均111L流廷をカフ庄 OmmHg 

における平均血流量で割った{砲をデータとしカフ庄と1Ill

流哉の変動について日'iedman検定と Wilcoxon検定を

行ったc 統計解析には SPSSver.lO.O を用い有~水準はす

べて 5%未満とした。

{結果i
末梢皮膚血流最はカフ庄 OmmHg時と辻べてカフfE20滋m
Hg~40mm Hgで、は有意な変化がなかったが，カフ庄 50翻

Hgで87%，60mm Hgで 71%. 70mm Hgで 54%.80mm Hg 
で35%と有志;に減少した。またカフ在 50mmHg~80畑区g

において最小ニ釆法による部保車線は y=-0.1732x + 
1.0473の近似車線を示し決定係数R2=O.9983であったc

{考察}

渡辺らは男性6名.女性5名を対象として我々とほぼ同様

の研究を行い，オミ稿!支!誇lfIl流量はカフ庄 OmmHg IIすと比べ

てカフ在 10mmHg ~20mm Hgでは軽度壊力nしカブ在 30mm

Hgから減少しはじめ，カフfE60mm Hg 以上で有意に減少

したと報告している。男性 20名を対象とした本研究では

カフ在 50mmHg~80mm Hgでi酎践的なlUL流設の減少がみら

れたことから. 50mm Hg 以上の庄で上競を緊縛する場合，

求総皮膚血流量の減少率から鼠庄計のカフ圧に換算した緊

縛強度が推定できると考えられるc

262 日本看護研究学会雑誌 Vol.29 災0.3 2006 



297)薬剤の血管持漏出に対する翠j去の効果!こ関する糖

探鵠ラットを舟いた実験的研究

石田陽子，武田利関

[告白色}

糖尿病患者:之創畿を生じたp~~. 治癒が遅延する傾向にあ

るため.本来鼠管内に投与されるべき薬剤が血管外に漏出

するなどした場合，法務や終認，水痕形成など，患者の

QOLを{廷でさせる難治憶の度!議銭安に移行する可能性が

ある。そこで本研究では，このような綴尿病患者を想定し

た薬剤の政管外漏出持の看護ケアについての恭礎的知見を

得ることを EIfl9とし務尿病の病態動物モデルを用いて実

験的研究を仔ったむ

[研究方法;

1)使用薬剤:アシドーシス薬物ヰq撃の漆のおl=il制定遂に用

いられ.かっ臨床において血管外に議iちした諮，重篤な皮

きたす薬剤と認識されている，決議水素ナトリウ

ム注射液メイロン(大塚製薬株式会社)を桂洞し

2)使用動物:アロキサン水和物(ナカライテスク株式会

を生理食塩液;こ溶解し Wistar系議性ラットの尾静!鼠

より 40mg/kgの愛で投与したε 投与後 1ヶ月経過し i奴務

僚が 500mg/dl以上のラットを絡尿病ラットとして本研究

に供した。群構成は薬剤漏出のみの無処援群(対照若手) 3 
匹薬剤議出後冷護法を施行した冷器法群3思

後温翠i去を施在したj昆翠i去若手 3症の合言1・9[J!;を使用したC

3)菜子討議出方法本実験では，静眠内留置2十による阪管

しラットの左右後肢内llliJf丈在静脈に 24Gサー

フロー針を穿刺し血液の逆流を線認した後，さらにi令官liJに
針。をずらし薬剤11'を O.3mli主入することで1m管外j漏出の状

態とした。

4) 冷落法:薬剤j露出部{立の長路表面温!交を 17~20t に保

ち. 20分際Ji令護法を行っ

5) i量器法:薬剤漏出部{立の皮腐表i部品度を 40~42t に探

ち. 20分!部員器法を仔っ

6)検索方法:薬剤j露出後 241待問誌に漏出部の肉眼的観察

および、写真撮影を行ったc 組織学的検索については，議出

し常法;ニ詫し

ン・エオジン染色)を作製後.

た。

ア)倫理的記議本実験は実数動物にち~lする指針(1987)

に準拠し動物福祉の観点から適正に実施した。

[結来および考察}

薬剤i露出部設の肉親的観察で'tえ対熊群と審法群の開で明

らかな差を示す変化は認められなかったc 議1議学的検索で

は，薬剤がi鼠管外にj漏出したき11位において，冷霊法若手では.

対照群に比べ，炎症性綿臨の浸潤などの組織{接客の袈度が

軽度で、あ 1).議議法では，対H在若手および冷審法群にiヒし

炎症性親指の浸鵠が強く，鼓j壊死換が認められるなど，総

議{傷害の程度が意震であった。このことより，割擦の治惑

が遅延する傾向にある患者において，ヨド薬剤が血管外に漏

出した場合昆翠法よりも冷翠i去の方が組議傷害を抑制す

る点で有用であると考えられた。

298)抗がんtiU議出2性皮j翻襲警に関する基礎的研究

及川正広(岩手県立大学看護学研究科博士前期課程〉

武田幸IJ明(宕手祭立大学肴護学部)

[EI 的}
抗がん剤漏出?生成!間話寄は潰壌や壊死，激痛による不援や

QOLの低下，さらにはそれら身体症状が原因で医療不揺

を引き恕こすなど重惑な医療事故とされる。坑がん刻;露出

Vesicant drugs. Irritant drugs. Non輪

vesicant drugsの3種に分類されているが，実際にはこれ

らの皮膚傷害に対する詳細な病患学的検討はほとんど行わ

れておらず¥J主体的な協答像を理解しないまま看護が行わ

れているのが現状であるひそこで本研究では，各掻抗がん

都議出時の史腐海寄を実験的に作製し内接的課察，触診

および血液検交により病態学的検討を行い，適切

街を携築するための基礎的知見を得ることを狂的とし

[研究方法]

1) 11史煎薬剤 :Vesicant drugsとしてマイトマイシン(協

和発欝).エグザール怠(日本化

. Irritant dr・ugsとしてランダ長(日本化薬). Non伽

vesicant drugsとしてロイナーゼ、京(協和発酵}を各添付

れている希釈濃度に務整して使用した。

2) i露出方法:

続j毛吉1¥をつまみ上げ，

させ病変を作製した。

肉眼的観察.触診を

撮影した。また. 1菜麻針Tで採

血を行い.CRP.シアル畿をjj指定し皮下総畿筋組織の肉

眼的観察を仔っ

引倫理的配惑:本実験は実験動物;こ関する指針に準拠し

て実践した。

[結果・

肉線的観察では.Vεsicantdrugsに分類されるエクザー

ル尽を;露出させたラットのみ表溶岩liの法務が認められ，触

診ではマイトマイシンで硬結が触れられたび議出部位の皮

した結果，エクザール旦;主主に}支下組織に11音

赤怠の変イとが主主じていたのに対しマイトマイシンで、はさ

らに筋組織層にまで‘病巣が広がっていた。一方. Irritant 

drugs ~二分類されるランダえは皮下級識にわずかに 11奇赤色

の病変が認められた程毘で¥Norトvesicantdrugsに分類さ

れるロイナーゼ本には著明な変化が認められなかった。長立

液検査による炎裁反誌の検索では，エクザールノRのみCR

Pの上昇が認められた。以上のことから. Vesicant dr・ugs

はIrritantdrugs. Non-vesicant drugsに比べ強く

じるということが確認できた。さらに陪じ Vesicant

drugsに属する薬剤であっても，抗がん郊の議類により主

に表攻から&:下総識にかけ.表題者rStこ傷害が生じるものと，

皮下組織から筋組識にかけ深部に蔭答が生じるものとがあ

り，薬剤によっては，肉眼的観察では確認でいなくとも，

漏出により皮潟深部で重篤な成感髄容が生じる場合がある

ことが示唆され，今後，病理学的検索も含め詳織に検討し

ていく必要がある。
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299)総合病焼審議職のキャリアと倫理的問題への反応

中尾久子.樗木品子(九州大学涯学部保健学科)

藤村孝枝(山口県立大学者護学部)

[El的]

医療技術の進歩や錨値観の多様化に伴い病説での倫理的問

題への対応が求められているc 看護織の専門性は教育と経

験によって高まると考えられるが，倫理的問題への反応も

向様の傾向を示す可能性があるむ看護織のキャリアと倫惣

的問題への反応、との関連を検討した。

{方法}

地方都市の総合病院看護師 335名を対象に無記名での笠間

紙fV~査を行ったO 研究毘的，方法の説明と向意を得られた
場合の問答依頼を行った。調資内容は年齢，勤続年数. 1命
現的fm題場組(17項目)への認識・対応，医療倫浬・看護

論湾Ilの学習体験であるs 統計には SPSSを用い.X2検定，

分散分析，多重比較を行い 5%を有意水準とした。

[卒li:lt~]
I;;J立を得られた者護職の関答 313名を分析の対象とした。

平均年齢は 34.1会 9.2歳，経験年数は 12.8:t 9.0年であっ

た乙現在的言iしている倫理的問題は経験年数で、有意義は

なく，全看護織の 15%が「あるJと問答していた。開題が

あるかどうか f分からないJは経験年数S年未満で 45%.

5~9 年で 36%. 10 年以上では約 20~30%で有意還がみ

られた (p< 0.05) 0的話した倫玉虫的問題に対する間

は.17項目 J:fl13 m EIで経験年数で二笈がなかったc

な向僚の判断Jr不公平な対応H持率jの使用J 三郎jの指示

へ の従 吉E力を超える1:1:ミji¥Jr入手不足のi!llilllJJ終末期

医療jで、全者護織の 40%}J，J二が直面したと@詳していたc

経験年数で差がみられたのは「不公平な待遇JrU家主Hiの指示

への従j版Jr営利的方針Jr虐待への介入jであったが，不

公平な待遇. [主的jの指示への従111託営利的方針は経験5年

未満と他の経験年数鮮で，虐待への介入は経験 15~20 年

と異なる経験王手数群で有意差がみられていた。

倫理的問題への対応は，経験年数が少ない者で「第3者に

相談jが.経験年数の長い者では「当事者と話合うjが多

く有意であった (p< 0.05)0 r一人で悩むjはどの綬験年

も約 20%であった G 産療倫理・看護倫理に関する学習

全体の 56%があると問答しており 5年未満で

86%とおかった。学校での学習体験は 5年未満で 79%で

あったがe 経験 10 年以上では1O~30%程度であり有意で

あったゆ<0.01)0 研修での学習体験では各経験年数で

20%程夜であったc

{考察}

直泌する出題が「あるJ，土産がなかったが r分からないj

はキャリアの短い者で、有意に高かった9 キャリアの短い手ぎ

では，経験年数で設があった項自に庭崩した回答率が低く，

学校での学習体験はおいが.問題の認識がi護味な状態で

あったc 倫理的問題への対処で、はキャリアに応じた対処が

行われていた。しかし「一人で悩むjは全経験年数でみら

れており.キャリア各拐に応じた倫理的関題の存在が示唆

された。

300)審議師の倫理的感受性に関する母子の検討

足立みゆき，大津賀子，渡港立E紀子

(1岐阜大学医学部看護学科)

宮林郁子(日本赤十字九州出i祭器護大学看護学部)

{日(19]
現在，看護自Hiは様々な倫理的な問題に対処しなければなら

ない。そのためには，倫理的感受性が重要であるc そこで¥

看護隔がどのように倫理的な問題を捉え，その'f'lJ断には何
が影響しているのかを明らかにするための予備的調査を

施した。

{方法}
l.対象:J段位・経験年数・勤務部署の異なる審議院iを選

出。

2.データ収集:データのI1又条は. 1命王型的感受牲に関する

インタビューガイドをfflいて，半構成的インタビューを

行った。インタビューは個室などプライパシーの保てる場

所で実施し所用時間は 1 人 20~30 分，インタビューは向

を得て内容を記録したc

3.分析方法:インタピ、ユー内容はグラウンデッド・セオ

リーの手法を参考に理論的サンプリングによる比較分析を

行いカテゴリーの抽出を在った。分析の信頼性，妥当性を

確保するために，研究者2名で検討したc

4.倫理的援慮:研究目的・方法・研究協力と辞退の自由，

プライパシーの保護のための対策，研究成来の報告と公表

について説明を行い，同意を得たコ

{結果i
1.対象者の基本的属性:1)平均年齢42.3歳。 2)肴護

衛riとしての平均経験年数 21.311三o 3))好成する病棟の診療

科(診療科経験年数)I浪科(2 お次治療病棟 (10年)• 
精神・神経科(5年l.整形外科ー(3'Iド)0 

2.倫理的感受性に関する因子のカテゴリーについて:

[1:命現的感受性に影響する悶子] [看護締の倫理的感受性を
形成するj君子;の2つのカテゴ1)ーに分類された。<関心>

<倫理的判断基準>の 2つのサブカテゴリーが統合され

{倫理的感受性に影響する因子]となった。<知議><社

会的要議><殺業人としての安在感>の 3つのサブカテゴ

リーが統合され[看護部の倫理的感受性を形成する時子]

となった。

3.倫理的感受性と倫理的感受性に関する因子との関係に

ついて:[倫現的感受性の向上に影響する因子]は{幸子護師

の伶現的感受性を形成する悶子}に関与していた。 倫潔的

感受性によ f).倫理的問題の判断・対処プロセスが生じ，

その結果が経験として蓄積され[看護締の倫理的感受性を

形成する佳子}と{倫理的感受性に影響する国子}に作用

していた。

[考察}
倫理的感受性には.<関心>や<倫程的判断基準>といっ

た偶人的特性を基盤にしていると考えるc そして.看護締

に求められる<知識>. <社会的要請>による<職業人と

しての支任感>の強化.対処プロセスといった経験が加わ

ることにより，看護締としての倫理的感受性が形成される

と考えられる O 看護衛liの倫理的感受性を向上させるには.

<職業人としての責任感>を強化することが重要な役割を

担うことが捻滅されたε

本研究iネ王子成 16年度文部科学者科学研究費法雄研究 (C)

の助成による研究の…部であるc
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301)臨床看護訴が遭遇している{倫理的題寵に関する対

TLi 

村-出尚恵

(独立行政法入国立病設機構東イ左賀病続的認看護学校)

{研究目的}

臨床の現場で遭遇している倫潔的関題に関して看護繭i丈

どのような対正、;こ至っているかその議迭を明らかにする

{研究方法}

デザイン:質的締約的研究対象 :2施設の就業年数5年

-10 年の臨床看護締 10名c データ収集・半構成的面接。

内容 f看護実践の中で気になる倫理的関題J問題に感じ

考え，患ったこと r対J;tJ他に気になる倫理的問題j 分

析方法:1)逐語銭から，ひとつの文続を一次コード，

味の類似牲によりニ次コード.一次カテゴ1)一作成c 2) 
察側{弱々に関連関を作成。 3)その後，会事タuの一次カテ

ゴリーの抽象イとを二段階行いカテゴリー抽出。儲々の事関

のストーリーを踏まえ構造化 1命理的記長室:研究協力の

自由と守絡を説明.同意舎に署名をもって承諾を得た。

{結果i
倫理的問題の対応lこ至るものは， 1次コード 1015，サブカ

テゴ1)- 53，さらに[ ]で示す 13のカテゴリー

その議選:え{自らがこうあるべき・ありたいと考える望ま

しい者護締橡]をもち， 1命線的問題である{医療者として

患者に向かう姿勢が問題である][医療での患者・家族への

髄報提供がなおざりになっている1[感染時比から結核患

者の権利が読書されている] [議が将来の生活不安から

害新生児の治療拒否をした] [家族の要望は受け入れたい

が慾康食品は医療者の科学的知識では受け入れ難く悩む}

に関わっていた令そこで，自らのカが及ばないとき[)患者・

家族の箆わりに対する自立の念}を.自らの悩依観と遠う

ドi僚やi奈良ji，殺場体制，患者・家族に{考えの迷うものや

現状でもつ否定的な感情iをもち，チーム医療活動内での

問題解決に支i漆を与え{主体的な開題関与への回避}を招

~， [緩和されないままに過ぎた患者の苦指]となり，問題

は見逃ごされたc 相反する対応として，望まし

と看護実践を照らし合わせ[自らの者護苛為の省察}し

を改めて考え議し{患者のおかれている状況がより

よくなるための審議の具現化}とよい看護を追及する対応

につながり，結果{援助に対する患者の良い反応への満足}

となり，望ましい義護部殻という者護の価総授の形成につ

ながるものとして存在したc

{考察}

対誌は，患者がよりよくなるために看護の追及を試みてい

たものの.対応に苦題した問題では， 1命現的な読点を明石在

に持たずに患者をこのようにしたいjという思いから対応、

しベアレンタリズムに陥る可能性が伺え，

で倫理的意思決定や対応に関する教育が十分されていない

ことが影響していると考える。また，論理的な振る舞いを

させない状況として，看護業務の忙しさやチーム医療活動

内で、主体的に自らの考えを主張する力量の不足も潟与して

いると考える O

302)臨床研究における倫理上の問題と関連要因の検討

一範・呼吸機能障害看護の研究文献5年間の題内

鑓査かうー

梅村-美代志(聖母大学)

清水裕子(埼玉医科大学)

{研究日的}

看護職は，研究をする上で人権指針を遵守することが求め

られる。孝子議研究における倫理的配惑に関する研究は.特

を対象に認めるが，臨床研究の実

態は殆ど明らかにされていない3 平成 15年版看護白書に

よると，成人審議学領域が応募数と倫理的配慮に対する不

採択の訴合が高かった。そこで本研究は，患者の自己決定

を脅かす，難病あるいは人工呼吸器を装着する状況にある

成人が含まれるsili・呼吸機能滋害者護の文献を調資し臨

床研究における論理上の問題に関連する要因について検討

することを目的とする。

[方法}

対象は，過去5年期 (2000年-2004:fド)の原著論文 105件

である。対象の選定は.組内涯学系データベース医学中央

雑誌 Web)援を能別し， f審議jと fsili犠・腕がんj・7呼吸

イmliJをキーワードとして用い検索する。

的に主要学会誌 5誌を追加識変するc 絞殺若年齢が 18
設から 65歳までの成人を対象とした文j訟を対象とするc

{命潔的問題の有無は先仔研究引の分折視点により

の研究者2名によって分析を行う。データ分析は，統計ツ

フト SPSSVerJ3を用いロジスティック揺婦分析を行う。

{倫理的配慮}

公表されたデータベースから文献を用いたが，分析にあ

たって級人が特定されないようにし

{結来および考察;

当該文獄の論文掲載誌で

15%，その{自4%で、あった。

が79%をしめていた。雑誌は 24

頭研究者のfYr認は，短期大学3丸大学 16%，大学院3九

77%，その他 1%であった。研究倫理に丹時

題がある可読性J，久間惑なしが31 69%に問題がある

可読殺を認めた。開題がある可能性の内訳を先行研究の分

析読点で分類すると，研究への同窓の記述なし 54%，匿名

殺の磁保不十分24%，問答率記なし 11%，;極端な負担7九

強制的防訳 1%，その他 109ちであった。研究倫理の出題の

有無を従属変数とし論文の掲載誌分類，筆頭研究者の所

属分類を独立変数としてロジスティック[ll]婦分析を在った

結果，有意な関楽器係がみられたな町出口 8，624(< ，05))。

すなわち論文の掲絞誌によって研究倫理の選考基準に廷が

あると考えられる。筆頭研究者の所属では保健医療施設が

77%と，比較した内容に{揺りがあるため一段イとして述べる

ことはできないc 自律・自立した存在である成人の特殻の

ひとつは， r意思決定できるjことにある。今留の研究対象

は自早の尊厳を探つ意思を明確に表現できない人への研究

であるだけに.今後一懸の看護者の研究1論理が求められて

いくと考える。

1)塚本友栄・?な島なをみ:看護学教育研究における倫型

的問題，看護教夜 35(7)， 550 -556， 19940 
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303)著護学生の髄人z罷報取り扱い!こ関する研究

一第 1報一

吉田広美今西誠子(京都市立看護短期大学)

[!ヨ的]
偶人情報保護法が施行され，看護学生(以下学生)の意識

向上のための指導が求められる。他人'情報保護法に基づく

指導法や大学等の実習記録(以下記録)取り扱いに関する

実態の報告はあるが，記録に記殺する個人情報に関する学

生の認識とその絞り扱いの実態調査は見当たらない。そこ

で記録に記殺する偶人情報に対する学生の認識とその取り

扱いの実態を切らかにし教育c課題を得ることを目的とし

たむ

{方法1
1)対象 :A短期大学3間生 51名中 50名。 2)内容と方

法・偶人靖報に関する認識，公共交通機関での行動につい

て，自記式費問紙により 2006年 1月に実施した。 3)倫理

的記襟:本調査の主旨自由意志による調査協力の依頼等

口頭と文書で説明し無記名・任意@J答とした。

{結果及び考察}

学生が偶人を特定する'情報と思うものは，氏名 100%. 住

所 98%.ID番号 70.6%.家族構成・家族歴 68.6%.生年月

日60.8丸病棟名 52.9%.入院・手術年月日 47.1%.病院名

45.1 %. J践業 41.2%. f~U決の諮類 37.3%. 担当匿HíJi .看護側

名 25.5%であ札病IjjE;Gt. ID番号ーのようなとっさに読み取

れない情報は.個人情報を取り扱っている認織が低いよう

であるc これは実器開始前のオリエンテーションで記録の

記絞倒を説明しているが，学生にJ-L体的にイメ…ジされて

い会いためではないかと考える。

公共交通機関で記録の閲覧等をよいと答えたのは 7.8%.

絶対にいけないと答えたのは 45%.どちらともいえないと

答えたのは 43.1%であった。その理由は〈時間:時間がな

い.時出の活用><個人情報の有無:偶人を特定する情報が

なければよい> <周回の環境:周りに人がいなければよい〉

の大きな 3つであった。公共交通機関で記録の関覧等をし

たことがある学生は全体の 27.4%であり，その理由はくH寺

問〉としたものが多かった。公共交通機関での認識と行動

の関連を見ると，閲覧等をよいと答えた学生の 75%.絶対

にいけないと答えた学生の 4.3%. どちらともいえないと

えた学生の 41%が実i授に!恕覧等をしたことがあったO

学生が個人'1吉報を含んでいない記録(とっさに読み取れな

い情報)と考えていても，意識すれば読み取れる情報が含

まれており.倒人が特定されてしまう可能性は十分考えら

れる。いけないと思いつつ見てしまうとの問答もあり，

生はi待陪や絡や11的に追いつめられる状態になりやすく，自

我(現実的思考をするところ)がエス(したいという欲求)

に勝ってしまう状態になり， 自分の行動を合理北している

とも考えられる。

学生は王手汚職者としての倫理観を路地実習の中で培う過程

であるため，具体的な指導の必要性と「閲覧するjという

行動は時間の有;l!!~に影響されるため記録方法等の検討の必

要性が示唆された。

304)審護学生の盟人情報取り扱いに関する罰究

一第2報一

今回誠子， (京都市立看護短期大学)

{目的i
f隣人鵠報保護法が施行され. {fQJ人情報取り扱いに対する看

(以下学生)の窓識向上とその指導が求められ，公

的提出物である実習記録(以下記録)の取り扱いについて

は指導指針ーなどが出されている。だが学生の個人情報取り

扱いに対する研究文献は見出せず，学生の意識について確

認できていない。さらに記録作成や実習内容報告時に学

生が使用している手i脹(Jよj、下手絞)は学生倒々に管理が怪

されている O 記録以上の情報記載が扱察できる手艇の取り

扱いに関する学生の突時を明らかにし教育的示唆を得るc

{研究方法}

1 )対象 :A短期大学3間生日名中間意の得られた 50名C

2)内容と方法:2006年 1月に手艇の種類.管理等につい

て自記式質関紙調資を実施。個人情報の取り扱いについて

は実習開始前にオリエンテーションしている。 3)倫理的

記慮:本調査の主旨.自由意思による調査協力の依頼等口

頭と文書で説明し無記名.f壬玄関答とした。

{結来及び考察i
学生は f手の平サイズの 1)ングノートJ31名 IA6また

はB6サイズの糸締めノートJ11名. rパインダ一式ノー

ト 7名. Î~J作手l様J 1名と切り離し署長い手艇を選択して

いた。これはオリエンテ…ション内容に合致した。手l援の

記載内容は患者実名や担当看護側名を含めたカルテ内容の

転記など詳翁[1'1者報の記載が 33名官、者名の記号化記載は

10名と記紋自己患の認訟は低かったc 手l様保管は実習期間

中「学rJ'l保管J3名.r自宅;ニ持ち帰る 43名で、，携帯方法

は「ポケットに入れるJ10名. I鞄に入れるJ20名であっ

た令手帳紛失を意識しfゴムパネ付 1)ングノートを作成し，

実習衣に装着:するj学生もいた。実習終了後は「保管」が

42名で，その方法の多くが f自宅や専用ケースに保管jし

ていた。「処分jは8名で¥I.l枚ずつ破り捨てたJ5名.

「シュレッダーにかけたJ1名，「そのままゴミ箱へ捨てたj

が2名であった合手i援も記録伺様の取り扱いを指導してい

るが，徹底していない現状が明らかになった。記録作成や

実習内容報告日的の情報記殺した手l援は個人情報の集合物

だが，学生には公的提出物でないこと，個人管理に委ねて

いることもあり.記銘としての認識が抵いと考えられる。

学生の多くは青年期(平均 21.96歳)で、l険業的社会化の習

得時期にあ 1).看護者としての倫理的判断能力を養う主要

な時期である。長J'烏は社会fとの習得課題のひとつを

「フォーマルないしインフォーマルな“規範"に従うJと説

明している o rゴミ箱にそのまま捨てたj行動はインフォー

マルな“規範"に従う倫理的判断が未確立なためと考えら

れる。基礎教育段階の学生が正篠な情報取り扱いを学ぶこ

とは看護者としての人間的成長につながる O 学生自身が何

を学び得るか確認できる，きめ縮かな指導が必要と考える。
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305)臨床零護部の鰭人情報保護!こ関する認識と，その関

連要陸

エド 陽子(新宮市立医療センター)

山田一朗(議床研究支援センター)

撤回啓子賓地万里子，坂本美弥.有?守出紀子

(新宮市立匿療センター〉

{自的}

臨床現場においては.患者の他人箭報i呆諮への配惑が必ず

しもなされていないと考えられる場耐に遭遇する。そこで

今回.審議締が鰯床現場で実鼓している行為について， 1浪
人弱報保護の観点から，その認識構造を明らかにすること

を践的として本研究を行った。

[対象と方法i
W 県内某i玄療機関に勤務する看護職 182入に対して研究

の遜旨説明を行い，協力;こi湾立が得られた 143人を対象と

して， 2006年2月に然記名自記式調査を実施した。 f傭人

博報保護の鶴点から部題と考えられる場面jを211溜列挙

しそれぞれについて f気になり茂jf記長室の必要度jを5
段階の LikertScaleによって鵠答を求めた。また，

LLi I五による汗J:会適応行動スケールjを併せて実施したむ

集計解析には， SPSS for Windows 1O，OJを用いたc

{結果と考察1
1.対象者の基本属性:対象者の年鈴は 22歳から 57

分布し中央値は 35.5歳であった。また.勤続年数は 3か

月から 39年に分布し.中央1[1をは 11.0年であった合

2.信頼性の検証気になり度 I記患の必要援jの

Cronbachα係数は.それぞれ0.906，0.908で，充分な信頼

性を手干していた。

3.尺度持点の分布と関連性気になり度 r記揺の必要

!支Jを構成する 21項誌の得点を合算し総得点とした。

になり!支jの総得点は 50点から 104}町二分布しその仁13央

飽は 79.5}.~であった3 市立!惑の必要度j の総得点は 55 点か

ら105点に分布しそのψ央僚は 86.5点であったc いずれ

の中央値も， 1:j1関点 (63点)よりも高官邸二位置していたc

また両総持点掲の指関係数 (Spearmanのρ)は0.767(p 

< 0.001)であった。各環日ごとに「気になり夜jと

の必要grJr誌の格闘孫数を求めたところ，最も高かったの

は「氏名と患者靖報が脅かすlたメモ用紙をー絞ゴミとして

捨てる (p= 0.785) Jであり.以下 f外来診察特にパソコン

画面の患者名一覧が患者の践に入るく p口 0.748)J来l定者

による入続患者の問い合わせに!おじる (ρ0.729)Jが続

いた。…方入臨時;こ他人がいる部屋で情報収集を行う

(ρ= 0.353) J I患者に関する情報交換の会話が者護室から

聞こえる (ρ=0.462) は相関が扱く気になり度jとほ己

患の必要度jの認識にズレが生じていることが伺えたc

4.社会適応行動スケールとの関連:社会適応仔動スケー

ルから導かれた下{立尺度 f状況への非適応性(目立 0.823)J 
f自信 (α=0.631) Jと， ['気になち度Jr配慮の必要度jの

総得点問の相関分析を打った。その給条.r気になり境jは

f状況への非違応性jとの開に魚の相関 (p = 0.354， p < 
0.001)を，またほ己患の必要度Jは li犬況への非適応'投 (ρ

= -0.215， p 0.037) と r~f言 (ρ0.233.p = 0.023) J 
との問にいずれも負の相関を認めた。

306)完患者・看護蹄の情報プライバシー!こ欝ずる認識

井口弘子(中部大学生命健康科学研究所

太田勝正(名古堅大学医学部保健学科)

[研究背景および目的}

俗人情報保護法が施行され，情報に対する意識が高まり，

f自分で情報をコントロールするjという情報プライパシー

の概念が広まりつつある。近年，患者情報をチームとして

共有し安全で費の高いケアを提供するために電子カルテ

などの導入も進み，患者情報の共有の形態が大きく変化し

てきている。本研究は，今後の情報共有のあり方を検討す

ることを呂的としており.今際1.患者および審議締が，患

者情報のプライパシーと情報共有の在り方をどのように捉

えているかの予備的調査を行ったので報告するつ

[研究方法]

本調査は. 2¥県2施設の審議締 13名(内科，外科，精神科

などλ入院患者 17名{内科，外科)を対象とし学構成面接

法によるインタピューとして. 2005年6H 15 B ~ 8月30

日;こ実施した。結果は内容分析の手i去に準とて整理したc

本調査は，災大学の倫理委員会で承認を得ている。また，

本銀査にあたっては.研究銭的.任意参加，匿名性の保証

等について説明し研究・額接の録音・診療銭の関覧に関

し諮Hmにて同意を得て行った。

{結采および考察]

プライパシーと思う翁報および事前:患者が，一般的なプ

ライパシーとして感じていたのは 4入部淫で、の

ターンの違いJr入 I~生活における日常生活fiJ引浪j などで

あったc プライパシーに関わる情報として r名前住所j

など入税していることが特定されるf官報壱 f感染症ムボ

ディーイメージに関わる f身体的な問題J.円J:会にでたと

きに利害に関わるfjlf報すべてJなどがあげられたっ

患者の一般的なプライパシーとして捉えていた事柄:ぇ

患者の意見と大きな変イとはなかったが， プライパシーに認

する項目の数は多く示されたc 十奇報共有の在り方:

ともに庁長棟内のj家主i!Iおよび者護r.iliJは，患者のす

べての情報を共有しても良いと認識していた。特に患者は

内向線内で情報を十分共有してくれていることjに安心を

感じていたっ入j淀病棟以外の医師およ

ど専門職者，病i定事務などとの情報共有に関しては，

患者・看護保liともに f必要ならば r専門のところをきっち

り見るjなど自分の治療・ケアに関わる部分のみの情報共

有を求めていた。 以上のように，入院生活環境においてプ

ライパシーと捉える事柄は.患者および看護締と

いはないが，看護郎はより多くの患者情報がプライパシー

に関すると捉えていた。また，患者・看護締ともに，情報

共有の範囲をi!ilJr浸できたらしたいという患いも示されてい

たc 情報の項目と共有の相手に(，6、じた共有のあり方を検討

する必要性が示唆された。
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30ア)看護記録の開示時代における患者・看護師関係

豊田久美子(滋賀県立大学)

平英美(滋賀医科大学)

馬込武志(1奈川短期大学)

{はじめに1
2000年，日本看護協会は「看護記銭の開示に関するガイド

ラインjを作成し，患者の権利擁護などにむけて稜極的に

開示の推進をはかつている。患者に f見せてはいけない記

録jから「見せる記録Jへの転換は，患者・看護師関係に

少なからず何らかの変化をもたらしていると推測される O

{研究日的}

肴設記鎮の掲示が進むなかで，看護mffがとらえる患者・

護締関係の変化を明らかにすることである。

{方法1
1.対象 :K府内の病院に勤務する看護締および准看護師

2. 調査期開:2004 年 8~9 丹

3.調査方法露関紙は 独自に開発した自記式質問紙を

JHい.あらかじめ了解が得られた施設の者護管理者に記布

を依頼したc 対象者には調査の趣旨，倫理的配惑を記載し

た!日紙を用いて調査協力の依頼を行い. I現収方法は個人で、

て研究者に投留をしてもらった。 1i命潔的配態として

は，協力は自由意思に基づき.個人が特定されることなく

データー処理立を行い，費伺紙の保管.破棄，個人情報が守

られることなどを厳守した。

{患者:\!~]
研究協力者は 1134名(IillJI又率67%).平均年議ii35.5 (SD: 10.2) 

であった。看護記録開示誌求の経験を持つ人は 68

(5.9%)名で 品n込iみ;
護記主認録録3議議、iL開示が現T主夜!主五より i志主くわ行二われるようになつた場合の忠

者.看護i郎:h辺鴻il形li行i関潟係への;彰;詔3警饗響雪手:に井対対l'して;はま之' 図1のような認識を

示したG さらに 40歳代以上の人や f患者は審議記録を見

る権利を持っているjと認議している人のほうが，看護記

録の掲示によって，患者との{言頼関係や関係伎が構築しや

すくなると答えていた。

{考察}

看護記録の開示を経験した人はまだ少なく，患者・者護締

関係に対する信頼の崩れ. ピジネスライクイとへの懸念もみ

られるもの. ICのいっそうの哲二及や患者が主体となった

なることを期待する状j廷がうかがえる。

f喜多奏会J露連れやすく主る

努i芸作')が毅しく'"る

怒f薬がビジネスライクに

f護綴努i奈がきやすく寄る

審議室主とE塁審が対等

怒替の昌己決定畿を{呈す

患者と審議r.l霊還を共有

慾者が5室擦の主体iこt.る

むが主著書に者る

i道主吉宮γ一 一「

闘争苧そう数う

ロあまりそう恕わない

ロそう懇わ主主い

C九 10号、 20九 3託将も 5{yゐ らQお も 00ちも 10令%

[jgll 看護記録開示と慾者7・1号設的関係
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P2会場第40群

308)妊捕の自動議後席におけるシ…トベルト着用の奨

態調査

中自ら有加盟，大橋一友

(大波大学大学院医学系研究科保健学専攻)

山口稔子(愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻)

[1ヨ的]

これまで自動車の後席ーは安全と言われ.法的にシートベル

ト着用義務が免除されているが，交通事故分析より，後席

采員がベルト非着用の場合，本人と前席乗員の死傷さ容が増

加することから，後席のベルト替用が推進されている C 妊

婦は飴児の命を守るためにも，体型や窓}市に合わせて正し

く善用することが重要であり，散米の医療機関では妊婦指

導が行われている。しかし 日本では妊婦の後席粂王手の実

態は不明であり，指導方法も総立していなし、そこで，妊

婦の安全教育の基礎資料とするために本務査を行ったc

[研究方法}

2005年 3-4月，大限府下のA産科病院の外来で抵娠24
週以降の妊婦に然記名自記式アンケート認査を行い， 196 
名の有効関答を得τた(間収率 98%)。調査項目の内，ベル

トゴlo着用理由の一部iふー殺女性 (n= 273)と比較するた

め，日本自動車連盟とi可じよ民自とし x2検定を行った。倫

理的配惑として，調査協力は自由であ仏拒否しでも

上の不利益がないことを口頭と文書で説明し IHl答をもっ

て時窓とした。

[結果}

1.対象者の背景:r経産婦J53%，妊娠後期 84%，r妊
婦ドライパーJ84%であった。

2， 1妥結乗車状況:r丹に数間以上乗車 38%(68名).r間
乗の践に;之助手席よりも後席を選択 33%，ド妊持と采

率姿勢が変化 11%であったc

3.後席ベルトの形状:fJに数留以上f免許;に乗車する 68
名の内.後席ベルトが fZ点式〈腰ベルトのみリは 37%で
あった。

4.後席ベルト若m状況:円手間・殆ど務mJ3%.門会ど・

く非器用 83%(162名)であった。後席で円台ど・全く

非着用jの 162名の内半数が，助手席-では f毎回・殆

丹1Jしてい

5.後席ベルト#1，者沼の理由:妊婦の上{立3項目は子ど

ものtlt話をするのに邪魔(経産婦のみ回答汁 73%，11m倒j

66%，短時間采率だから 46%であったc 百鈎~J r後部燦

}需は安全 rベルトの場所が不明jは一殺女性よりも妊婦の

方が有意に多かっ

6.後!市ベルト若潟時の懸念事項:上役3項話は.r腹部の

EE迫J68%. r窮!話さJ54%. 乗車姿勢J35%であった。

{考祭}

妊婦の約 3割が後!需を利用していたが，ベルト

絞女性の 14%よりさらに抵芸名の3%であり，ベルト着用の

有効性の認識が抵いことが明らかとなったc 後席には衝突

時に腹部に魚拐がかかる 2点式ベルトの車両や，妊娠後に

乗車姿勢が変イとする者もいることから，妊娠中に正しい采

と3点式(弱とJl要ベルト)の器用方法を指導し安

全性を向上させる必姿性がある。

本研究は，平成 17年度文部科学省科学研究援基盤研

究 (C)課題番号 17592243の助成により行ったc

309)妊嬢および出産前後の女性の喫彊の実態と関i襲撃

国(第…報)

羽関野花美(静i潟県立大学審議学部)

{民的i
我が国では，妊娠・出産・育児年齢に該当する 20-30歳代

の女性の唆壊率が増加している G 喫煙女性の大半は妊娠を

るが，約 4割の者は喫;濯を続けており，また，

約7舗の者が出産後に喫煙を再開しているという報告もあ

るっそこで，妊娠および出産後の喫壌の実態および喫煙・

-喫煙再掬に関連する要因を明らかにし張緩および

出産前後の女散に対する効来的な陪壊・禁煙支援について

の示唆を得ることを呂的とし

[研究方法i
A捺ち市の 1歳6ヶ月完健診の案内送付時に健診対象児

の母毅を対象とした無記名自記式質問紙を詞封し健診時に

閥JI又したっ 2005年 10月-12丹求までに間)1又された 822名

のうち有効回答が得られた 769名{有効関答率 93.6%)を

分析対象とした。調森内容は，年数喫煙授，喫趨状況，

喫煙潔境，

あるc 調ヨをはB市の地域保健課および母子様態担当者の承

諾・協力を持，対象者には調査の趣旨や段名性の保障等を

明記した文書，を費関紙に添付したむ分析には統計ソフト

SPSSl1.5J for Windowsを使用したc

{結来i
分析対象者の平均年齢は 31.0会 4.6畿で，王立喫強者は 126
名(16.4%)，うち?手日i喫煙者は 108名，時々喫煙者は 18名

であった。禁燈者は 120名(15.6%)で，

しなかった者を含む)は 513名 (66.7%)であっ

のうち，挺緩や出援を撲にやめた者は 78名(65.0%)であっ

たことがある者は 79名

(62.7%)で.うち妊娠や出産がきっかけであった者は 59
名 (74.7%)であったc また，現喫煙者のうち 92名 (73.0%)
は今認の健診対象)1(1，の妊娠・出産時に祭主主を試みていたが，

72名 (78.3%)は出産後 1年以内に喫煙を再開してい

現喫穣者のうち，今すぐにでも禁煙したいと答えた者は 95
名 (75.4%)であったc 現i契燦群は，禁煙若手およびゴpl契糠群

によとし夫や以前からの友人・母親仲隠のi契壊率が有意;に

高くゆく .001)，年齢や初産年齢は有志;に{廷かった (p<

.001)乙また，喫燦群は禁'題群に比べて，喫;趨開始年齢およ

び習慣化年齢が有意に低かった (p< .01)。
{考祭]

妊娠や出産を撲に禁煙を試みたり.禁煙する容が多いこと

から，妊娠・出産は禁燦支疑の有効な機会といえる。しか

しながら.禁煙を試みたものの失散している者も多く，喫

煙継続・喫燦湾関には，夫や友人等身近な喫熔者の存在の

影響が示唆されたことから，間閣の喫煙者への禁趨教育や

支援が必要であると考える。また，喫煙継続には喫趨開始

年齢や習慣化年齢の影響が認められたことから，思春期前

後の早い時期からの防'題・禁燦教育や支援が重要であると

考えるc
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310)妊撮を契機iこ禁i躍した女性の喫壊状況別のたばこ

に関する語、い

小林淳子.策藤明子，大竹まり子，鈴木育子， rJi'谷由佳
(けけ諺大学医学部者護学科)

藤村 EI3希子(岩手県立大学者護学部)

片111久美子(板橋区志村縫康福祉センター)

[13的]

妊娠は禁;燥の強い動機付けとなるが，出産後の喫煙再持率

は高く禁煙の継続が諜題である C 本研究では.禁煙継続の

支援を検討するために，妊娠を契機に禁煙した女性のたば

こに関する思いを喫煙状況別に把握することを民的とし

たc

[研究方法}

対象者 :A市の母子健康予絞交付に来所した妊婦で，妊娠

初期，妊娠末期，出産後の 3@の調査に有効期答を得た

259名中妊娠を契機に禁煙した女性。

方法と内容:自記式費関紙調査c 1回目はi辛子手i脹交付時

に手渡し 2，3回日は.対象者が記載した宛先に郵送Q

i喫懲状況等を尋ね，禁煙の自己効力感と意見・感想

の自由紀述を求めた。

分析方法:グループK]法

倫理的関感:調査協力を拒否しでも不利益はない，協力可

能な場合に返信する旨等を文書で、説明。

:キ古来]
対象者の概姿:出産後まで禁煙を継続した禁煙継続鮮民

名，出産後1It'4惣!を符f#Jした出産後喫煙持続j{洋 15名.妊娠米

間までに喫煙を再開した妊娠11"喫熔再開lrf:7 1:1c 

i契機状況別のたばこに関する思い 禁焼継続椛.子供 .m
貌自身・他人のためi喫煙は止めるべき;喫壊したいと忠わ

ない・周閤に喫煙者がいない・禁煙の意思が強いの

できる:喫煙湯原を見ると吸いたくなるし出産後は吸って

しまうかもしれない;出産後のいたずら喫煙や青鬼の負担

感がなければ喫燦しないと思うの4つの島となり.子供の

ための禁慨に関するラベルは 26.7%。出産後喫煙再開群:

妊娠後は喫燦したいと忠わない・夫が吸わないし子供のた

めに禁'壊できる;喫煙は身体に惑いし妊娠rtは禁煙できる

がストレスがあったり出産後・離乳後にはまた吸うかもし

れない;たばこは身体や子供に惑いとわかるが子育てのス

トレスから吸ってしまう:禁煙をする予定もその気もない

の4つの烏となった。妊娠中喫煙再開若手:妊娠中は我慢で

きたので禁煙しようと思えばできるとdit:う;つわりが無く

なったり出産後佼詑、が絞いたら吸うかもしれないし 1本で

も吸ったら止められない:子供のためにたばこをj上めたい

が曜だ写ったり子育てでイライしたり周関に喫煙している人

がいると吸ってしまう;習慣だしパレなければという思い

もあり深く考えていないの4つの烏となった。

{考察}

禁燦継続群では!契煙は止めるべきという規範と考えられる

思いが抽出された。また，ラベル全体の中で子供と結びつ

いた内容が多く，女性喫煙者がたぜこは子どもにとって惑

いという明確な認識をもつこと，その認識を基準にした判

断や行動を支援することの重要性を改めて示した。さら

に. 3群ともにまた吸ってしまうかもしれないという予感

は共通したが，出産後!契燥再開群で、はその理由が抽出され.

禁煙継続を支援する又体的な方向を示唆した。

3け)女性の鍵麗支援に関する検討

一妊婦の体格および骨密度と妊娠中のライフスタ

イルー

楽玲子，松村慈子. tiII村裕子.竹内美由紀，野口純子，

宮本政子(香川県立保健医療大学)

{目的}

女性の生援を通じた健康支援を目的として，健康に影響す

る要閣を検討している O 今屈は，妊娠j切にある女性の健康

への支援のために.妊婦の体格および官'筏t度と妊娠中のラ

イフスタイルの実態を明らかにしその関連を検討する。

{研究方法}

対象・ 2003，20例年の人県での;いいお産の日j事業に参

加した妊婦で，研究目的を説明し識変協力の得られた妊

婦 63 名(平均年齢 30 歳，妊娠週数 12~37 混入方法:体

格は BodyMass Index (BMI)を算出。骨密度評価は，超

音波す評価装援 (AOS-lOO，Aloka全uを用い右頭骨で測

定した音響的骨評価値(以下 OSI)と同年齢の OSIから算

出される Z-scoreを採用した。ライフスタイル把握は， 52 

項目 6サブスケールからなる 8本版健康増進ライフスタイ

ルプロフイール(以下 HPLP)を用い費関紙にて調査したc

分析:主要変数の記述統計，変数 i討の関連性には

Spearman }I誤位相関係数を沼いた。また. 日本産科婦人科

学会栄養illi題委員会の妊娠週数別 BMIをもとにやせ群. 

.iE~'íT 存p，肥満群に分類し，OSI. Z悦 or・eとHPLPを分析し

た。

{結果]

対象の BMI22.7土 2.8kg/ rrl. OSI2.89二と 0.39.Z-score 107.3 
土 14.7%で Z-score100%米満 171:1 (26.9%)であったc

BMIとOSIおよび Z-scoreとは i%未満の.iEの有意な相

関を示した。やせi洋16名 (25.れら).正常M39名 (61.9%) 

• )j~i持者下 8 名(12.7%) で\やせ群の OSI が 2.70 ごと 0.50と3

2作中最も低く，やせ苦手の 62.5%(10名)が Z-scorelOO%未

満であった。また，やせ群では，ライフスタイルを示す

HPLPサブスケールの身体活動や栄養に関する項目のう

ち.r軽い.Jm度な運動jを全くしない妊婦が 50.0%.r聖子菜
摂取Jr乳製品摂取Jr来物摂取jがI日1間程度が40%以

上を占めた。

{考察]

体格を示す BMIと骨密度の OSIおよび Z-scoreとの関連

が示され.妊娠選数別 BMIからみたやせi洋では，脅・密度が

低く. Z-score 100 %未満が約6割を占めていた。出良栄養

調査では 20~30 歳代女殺の約 20%がやせであ f).痩身女

性の健康問題が指議されているが，妊娠中の Ca需要の増

加から生じる母体や胎児の健康問題が殺il討された。また，

やせ詳妊婦のライフスタイルは，適度な運動や栄養摂取が

十分とはいえず，一般的に実施されている肥満予防のため

の健康教育だけでなく，妊婦のやせに対する Ca摂取を含

めた栄養指導や健燦増進のための適度な運動などの鍬別的

な支援の必婆性が示唆された。
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312)出生時体撃の推定要臨!こ関する研究

CLLJ口県立大学看護学部)

{呂的}

本郊では白熱死産や妊娠 28選以降の死産が減少しはじめ

10 年以上経過したが， f氏出生体重克の出生数については，

近年増加傾向にある。 山口県は全国的にみても低出生体重

克の出生割合が高い。低出生体重克の出生妥協については

な説があり特定されていなしミ。最近，出生時体重に及

{ます母体の議床識として，妊娠中の体重増加l:fil:が指摘され

るようになった。本研究では母体のどのような臨床議が出

生体重児を推定する婆沼になりうるかについて検討したc

[研究方法}

山口県内の人口 10万以上の 1都市で平成 17年 3月~平成

18年 2月までの 1年間に乳児健診 1畿 6か月提診を

した母毅を対象として費 i湾紙潔査を実施することにしたら

対象都市の謀健センターから対象者へ 1歳6か月館診の開

るi談に妊娠中の食生活や栄養状況などに関す

いj封し健診受診時;こ関iほした。今国の分析の対

象は，平成 17 年 4}~ ~ 9月までの関に 1歳6か月

した 509人としたc 集計したデータは統計処理を行

しミ 5%とした。

[倫理的記惑]

の依頼，デー

;脅し

るようにf夫頼

ら持られたデ…タは数量化したも

のを統計処理し情人が特定されることがないよう

し

[結采i
有効回答は 478人(93.9%)で¥低出生体議児は 46人(9.6%)

だ、ったc I手殺の託娠慰問中の{本霊場主o設について低主体

をIII~f:.と正常体重児を出生した母親で比較し
前者が8.l2kg，後者が1O.09kgであり，抵体議児を

した母殺で有意に体設増加:誌が少なかった ct= 2.798. P 

と

りが認められ (x2
口 4.598.P = 0.033). 

i設出生体東児を出生した母親で食事への

をしていたとの関答が多仁食事への記患の詳議nにつ

いては，カロリー制強に関する内容が多かった。低出生体

を出生し食事への震と惑をしていたとIill容した母裁は初

産が多かった (X 2 4.525. P = 0.022) 低出生体意見の

出生を推定する要俸として，初経7J1j.分娩様式，欽j留・喫

‘食事への配議の有無について二項ロジスティック関係

分析を在った結果，有意だ、ったのは食事への配惑(オッズ

比 5.684.95% Cl : 1.272 25.398)だ‘った。

[考察i
出生時体重を推定する姿混として，妊娠期間中の体重増加

が段違している可能性が示唆された。妊娠期間中の体重増

加fまには，食生活が際連しており.特に食事に気をつけて

いる初産婦の食事への記長設が過剰なカロリー制限に向かっ

ている可能性が示唆された。

313)出産後3年以内の女性の出産および探失禁状況と

その鶴遠性

河内美江(群馬県立県民健康科学大学)

{話的i
本研究の目的は，出産後 3iI三以内の女殺の妊媛・出議・産

袴の実態を把握し尿失禁の褒状と妊娠・出産(産科医療)・

日常生活上の安田との総連牲を検討することである。

{研究方法i
:G 県A市における乳幼児健康診査 (4ヵ月・ 1

寂6ヵ月・ 3裁兇健診)に来月rrした母親。認査方法:

枠組みを作成し iヨ記式質問紙調交を行ったo AT存探健セ

ンターの保健障の方々に協力を得，乳幼児縫診の際，費関

紙と返信用封f去を来所した母親に配布して頂いたは .000

。質問紙;え留め霞き記入を依頼し郵送法にて隠i
i院を行った(!ITJlI文率 33.4%.有効関答数 327部)。

部:2004 iro 5 fi ~ 9月 1命淫的配議:質問紙は.燕記名で

あり.プライパシーの読書をすることが無いことを明記し

した。また識変への協力は自由怠で参加できるよ

う.調査者のえに郵送法で質問紙が路くようにしたっ分析

方法:SPSSlOβJをmい，独立性の検定. t検定，ロジス

ティック阪婦分析を行ったゆ<.05を谷志;とした)。

{結果i
1) 

2)妊娠・出産の状況:出政関数は. 1 

人λ21ETIが 41.9%(137人)であり.平均;え1.69土 0.75

艇であったc 帝王切開{之 2Ll% (69人)が経験していたむ

37. 3 % (122人)であった。 3)

る実態・初めての妊緩前に尿失禁を

る者は.9.8%(32人)であり，

(201人L 分娩i亙後より 2ヵ丹以内

(160 A). 出産後 2ヵ月以降現在までの尿失禁経験は

35.5% (116人)であった。また，全てのi浮揚ともに 8割が

についての秘訣の有無で

は.相談した者が 27.5%であった。 4) 尿失禁の関連安~ltI・

出産め:後から 2ヵ月までの尿失禁の関連要因は，妊緩中の

られた。また，

られなかったものの，最後の出産年齢や吸引‘

子分娩Iill数，クリステレル給見JI出法についても

強い結果であった。そして，出産後2ヵ月から現在までの

尿失禁の関連袈協は，床上げまでの間;こ休怠できなかった

みられたc

{考察]

帝王切開経毅，初めての妊

最後の出産年齢.BMIの!綴で夜慈悲が

した集問は，経媛q:lから出産後にかけて，かなりおい

ると設えるつまた，尿失禁の関連婆留の

分析結来より，もともとの骨盤底の筋力の低下している

や出産時;こi治安介入{吸引・錯子分娩，クリステレル飴児

!主出法)のあった者，更に，出産後の生活の仕方が尿失禁

ることが示唆された。そのため，なるべく骨

議底に負担のかからないように，妊娠・出産・産揮の援助

をすることが大切であると考えられる O
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314)京失禁で悩む女性が医療機関を受診しない重器

上限恭三子.森田美香(公立学校共済組合北陸中央病院)

塚原節子(富山大学毘学部看護学科)

[目的]

尿失禁は直接生命に関わることはないがQOLを著しく担

し多くの人は援療機関を受診することなく悩んでいる

といわれている。今関，尿失禁で悩む女性が医療機関を受

診しない要因を明らかにすることを話的に本研究に取り組

んだ。

{研究方法}

<調査期間>2005 年 7 月 1 臼 ~8 月 31 臼<調資方法>

ドック受診者に本研究の趣旨を説明し戸a!.if:を得て尿失禁に
関するアンケート誠交を行ったG アンケート結果より，尿

1)と禁で髄みがありながら涯療機関受診経験のない女性 10
名を対象に学構成的面接i去を施行したG 面接内容は尿失禁

での医療機関受診についてどう思うかを中心に開き取っ

た。分析は遂語で記録した内容から類似したものを抽出し

強製化を進めカテゴリーを生成したo <倫現的配患>10
名の対象者には再度研究の趣旨を口答及び文書で説明し

録音の了解とプライパシーの保護，研究以外の目的に使用

しないを約束し承諾を得た。

[結果及び考察}

平均年齢は 48.2 誌で、面接待 fLij は 15~30 分程!支であっ

内容から，医療機関を受診しない嬰悶として.[相談したい}

{受診先が分からない][自分自身のi幻想][切迫していない}

{多忙][自分なりの対処][憾みながらの生活][ためらい]

の8つのカテゴリーが生成された。先行研究から. i，必尿器
科受診に対して不安や務lfG心・他人に容易に相談できな

い・どこに受診すべきかわからないという jぷいがあると言

われている。今揺も同様に，対象者は尿失禁で受診してい

いのかわからず f気軽に相談できる機関がほしいJr治療方

法を知りたいJなど専門知識のある人に[相談したい}と

いう思いが存在していた。そして. r見当がつかないj日E
識がないjなどから自分を悩ます尿失禁という現象lこ対し

て f関心Jr興味jがあり「メディアからの情報jにも敏感

であった。しかし一方的で「暖味な知識jなために[受診

先がわからない]という思いにつながったと考えられる。

また，尿失禁に対しては問~J r否定JrあきらめJ["落胆J
f不安jのマイナスな思いが大きく f入には言いにくいJr人
にはパレないH人に迷惑をかけなしづことから{自分自身

のIIlJ題iとし. ~己対処していこうとする傾向にあると捻
測された。さらに「痛くないJr病気と思っていないJr生
命に関係ないjことから[切迫していない}状況がさらに

を遠ざけ. r時間がないJr機会があれば受診Jと{多

忙}を理由に p 時向をつくってまで援療機関を受診しよう

と思わないのではないかと考えられる C そのため{自分な

りの対処}として「行動制捜H試行錯誤H我捜jをし{悩

みながらの生活}をしていると考えられる。さらに. f芸療

機関に対しては.治るのではという「期待jを抱きながら

も「惹恥心jや「抵抗jがあり f党'提」を決めて受診しな

けれ'1いけないという思いがあると考えられるむそしてこ

れらが f迷いJとなり{ためらい]となって援療機関を受

診しない要因となるのではないかと推測されたc

315)一般成人女性における使失禁発症の実態とリスク

要盟およびQOLについて

坂口けさみ，大平雅美，木村貞治.湯本敦子

(信州大学医学部保健学科)

楊箸際哉(長野県春護大学)

じまじめに}

我が関で尿失禁を経験している女性は 30~40%に達する

といわれ. QOLの抵下が懸念される O しかし失禁が便で

ある場合の実態についてはほとんど明らかになっていな

い。そこで今抵一般成人女性の使失禁発症の実態とリス

ク婆閣について調査を行うと共に.使失禁を為ーする女性の

QOLについて検討したので報告する。

{対象および方法}

1O~70 歳代の健康な女性 3356 人を対象としてお記式質問
紙を郵送.あるいは直接配布した。@)収率は 60.1%であり，

その内の有効問答者 1982人(米産婦 794人，出産経験者

1188人)を対象とした。調査;援活は，不i認定、な使のi隠れを

自覚している場合を使失禁ありとしその有無に加えて，

年齢や出産経験などの生物学的要因および妊娠・分娩に践

する合計24項目.Yuの開発した心潔・社会的ストレスに

関する 15項目. Wymanによる生活への影響に関する 14

項思であった。対象者には文書にて研究目的を説明し向

意が得られたものに調査用紙の問答を依頼した。

[結果}

…A 絞成人女性のr:j:1で使失禁を有する女性は 2.9%(56人)

であり，年齢と共にその頻度は若干のと昇傾向を認めたが，

存立な変化は認められなかった。 出産自数百りにみると，未

産婦に比較して 2@)経様婦で、は使失禁の発症が有志;に増加i

していた令そこで使失祭を引き起こすりスク要時について

みると.肥満女性. 1~1経に加えて，器械分娩，庄出分娩の

4項目において有志;な関連牲が認められたむ QOLについ

てみると. i漏れなくなってほしい，恥ずかしい，人に知ら

れたくない，みっともないと捉えている女性が多く，趣味

やレジャー.旅行.仕事なとオ也の人と交流する場凶におい

て影響が強いと間接するものが多かった。

{考察]

使失禁発症頻度を諸外国における頻度 3~16% と比較して

みると，ほほi湾総の頻度で我が国においても発疲している

ことが明らかになった。そこでリスク姿閣をみると.肥満

女性，閉経，器械分娩および}支出分娩が使失菜、の発疲と関

係していたc この中の間経は，克年期に伴うエストロゲン

の抵下がIJn'~括約筋の弛緩や不全を 51 き恕こし使失禁が
発症しやすくなるものと考えられる。器械分娩や在社i分娩

は直接的に，あるいは潜在的に舷門括約筋の断裂を引き

起こす誘留になっていると考えられるコまた使失禁を有す

る女性では.人に知られたくない，みっともないなど自尊

感情が低下していた。その上， レジャーや旅行，仕事など

外出や他人との交流の場においてストレスを強く感じてお

り.QOLの抵下が明らかになった。以上，分娩を異常なく

経過させるとともに今後関数を集積しながら使失禁を有

する女性の支援方法を縫立していく必要のあることが示唆

された。
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316)改訂母親意識・対児感矯尺震により灘定された妊婦

の変化 一窃麗婦と経産婦の比較一

f子出智子(群馬県立県民穏康科学大学)

今関節子〈若手潟大学窓学部保健学科)

{目的}

改訂母親意識・対克感慎尺度をfflいて.妊娠販の母親意識・

対鬼感情の変化を明らかにすると

{研究方法1
1.対象は A県内ア施設に通説中で正常経過の妊婦 653

名，有効回答数は 515名 (78.9%)であった。その内訳は妊

娠確定診断後~妊娠 15週までの妊婦 174名，妊娠 16週

~31 週までの抵婦 181 名，妊娠 32 適~分娩前までの妊婦

160 名である。 2. 調査は王子成 15 年 8 月 ~16 年 1 月

絡した。 3. 群馬大学医学部疫学研究の倫理審査を受け承

認を得た。欝査協力は，調査用紙にg的やプライパシーの

どを文章イとしスタッフに戸かげを依頼したc 同意

の得られた妊婦に自己作成の費関紙 f改訂母親意識・対克

感活尺度J(無記名自記式. 6 jZ;j子 34項目，累積寄与率

57.5%.各民子の Cronbachs'α係数.78-.87)を渡し 外

来待ち時間に記入か次綴縫診IIiをにお簡に入れ，封をして開

校した。 ι 分析は SPSSver12.0を用いて，各国子を尺度

得点(従属変数)とし妊娠各揮と初産婦・経諜婦(独立

変数)の 2要悶の分散分析を行った。

[結果}

「受給持のとまどいと不安jでは初護婦 19.1点と経産婦

15.4点， r赤ちゃんに対する不安jで1ま初産婦 21.4点と

産婦 18.9点夫や周簡の支援jでは初産婦 16.7点と

婦 14.9点といずれも有意 (p<訓)に初産婦の)]が高かっ

たc また， r赤ちゃんの存在と生きがいjと f母親の実感j

では交互作潟がみられた。 Bonferroniの多議比較を行い，

f赤ちゃんの存在と生きがいjでは，妊援 15:i盟までの初産

婦 25.1点に詑べて，経産婦27.2点が有窓 (p<凱)に高

かった。母親の実感jでは，初産婦の妊娠 15選まで 14.

2点に比べて妊娠 16-31 選まで 20.2点と妊娠 32週以降

20.6点が有意 (p< .01)におかったc また，経産婦の抵娠

15選まで 16.4}立によとベて，妊綴 16 31 ;I豆まで 20.12点と

妊娠32選以降 20.1点が有意 (p<訓)に高かった。さら

に妊娠 15還までにおいて初産婦 14.2点に比べて経護婦

16.4点が有意 (p< .01)に高かったっ

{考察1
7受始時のとまどいと不安J，赤ちゃんに対する不安ム「夫

や周囲の支援jの下位尺度得点において初産婦の方が得点

が高かったことから，初産婦は受始時にとまどいと不安を

感じ赤ちゃんに対する不安が高い。夫との隠係を深めた

り，夫や潤関からの支援が得られていると考える。妊娠経

過が進むにつれて初産婦・経産婦ともに母親の実感の得点

がおくなることから.お!授の!治克に対しでも愛慣を持ち母

親としての意識を高めていると考える。初産婦と経護婦で

は母親;意識や対児感箭に違いがみられ，妊娠各期によって

変{としていた。この尺度を用いて母親意識・対担感情のア

セスメントを行うことにより初産・経産婦への支援に記癒

すべきことが明らかにされた。

317)妊産祷婦の対究感矯及び気分の経時的変化とその

欝運

武自江里子(閣時限療福祉大学大学j涜修士課寝)

江橋芳校〈留経医療福祉大学大学院)

田村一代(大主主レディスクリニック)

[13E19] 
母殺の「子どもを可愛いjという感情は母子関係及び子ど

もの成長発達にまで影響をもたらす。今国は，妊産祷婦の

子どもへの感情及び気分の経時的変化とその関連を検証

しその持拐に関わる涯療従事者として子どもへの感情を

促す援助を考察するための基礎資料とするつ

[研究方法]

2つの産科籍設において，妊娠末期の持点で正常に経過し

同意の得られた妊婦 70名を対象に，妊娠末期・入院r:t・産

1ヶ月の 3つの持拐に，対児感矯尺度(花沢氏)と臼本

抜 POMS(気分尺度)による調交を行った会統計学的処理

はSPSS12.0Jを使用し x2検定・ピアソン相関係数・

比較にて分析した。

{結果i
l 対克感舗の経時的変化と各時期の相関

立す児感情は常に接近得点が毘避得点より高く披移した。王子

均憶は.入院中が最も接近得点が高く，関遊得点・詰抗指

数が設かった。 3つの時期の格関は，接近得点においては

妊娠末期と入院中が0.525.妊娠末期と産袴 1ヶ月が0.596.

入院中と瑳袴 1ヶ月が0.650であったc 留遊得点において

は入続中と護持 1ヶ月で 0.597であった。諮抗指数におい

ては入続中と産捧 1ヶ丹で 0.506であった。

2. 日本版 POMSの経持的変化

各時期の平均績は緊張一不安jは時期での変化はほとん

どなくやや高値で経過し f事fJうつ一落込み怒りー

f疲労JIi.見苦LJは妊娠末期から入院中に減少し入院中か

ら産袴 1ヶ月に上昇する傾向みられたc そのやで f怒り
は長娠末期から入院中，入続中から藤袴 lヶ月に有

(P < 0.05)がみられた。 r活気JI立逆に抵娠末期から

入段中に上昇し入段ゃから産袴 1ヶ月に減少 (P< 0.05) 
する傾向がみられた。

3. 対>E感情と日本販POMSの碍係

接近得点と POMSr活気jの棺関は，妊娠玉長期で0.357.入

設中で 0.559，産祷 1ヶ月で 0.370であった。問遊得点・括

抗指数と POMSは. r活気j以外と正の相認がみられた。

[考察i
接近得点、は妊娠末期と入続可3 ・産袴 1ヶ月と相関があるこ

とから，元々の f子どもを可愛いjという感情が継続され

る可能性が大きい。しかし i回避得点・詰拭指数は入院中

と産袴 1ヶ月で相関があることから，入i詫ゅの「子どもを

閤遊する感慎jを低下させる働きかけが必要となってくる C

また，対児j惑鵠と POMSによる気分は，入院中が3つの時

期の中では最も安定した長い状態であり，これは出産を終

えた安堵感と，支援者が側にいる安心惑によると推iRUされ

る。しかし藤袴 1ヶ月にかけて低下する傾向から，退i淀
し1ヶ月後診までの支援の重要設が示唆された。母親の気

分が良い方向に向くほど対児感情が良好であることから，

母親の気分への機きかけの重要性が確認できた。
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318)母親の子どもの泣き!こ対する対処持動ブ口セスモ

デル 一産後 1~2か月において…

長田}II英子(産業医科大学産業保健学部)

喜多淳子(神戸大学匿学部保健学科)

[!ヨ的}
産後 1~2 か月における母親の子どもの放さに対する情緒

及び認知的反応，対処行動などについて.時間経過に治っ

た質的因子探索分析により対処行動プロセスモデルを作成

しより適切な看護介入・援助への示唆とすること。

[研究方法]

M助産院で出産し，同意の得られた 11名の初援の母親に

対する学構成的面接を縦断で3問実施し分析には質的思

をとった。分析方法はまず，子どもの泣きに関す

る内容を抽出しカテゴリー化および、内容分析を行った。

次に対処行動に関連する要留を整理し対象者会ての対処

をと時間経過に沿って構成した。なお本研究はK大学医

学部倫理委員会の移交・承認を得た2

{結果i
対象者:平均年齢は 31.2:t 3.7歳で¥養育体験のあるもの

は 4 入。対象者会員が核家族で産後卒拐から産後 5~6 退

まで完全母乳育克であった。

6カテゴリー :11):殺のま[泣きへの情緒的反応1.ョD[泣き

の係国の:JftiJ!ljおよび対処行動後の結果の予illiJ].宰{鑓祭お

よび'il!JJ定}安{泣きへの対処行動].(玄{泣きおよび対処

行動後の子どもの状態1.'玄{対処行動後の判断および評伝lil
の6カテゴリーが得られたc

対処行動プロセスモデル :6カテゴリーについて，母親の

!五応及び1手児の変化を時間経過に沿って分析・悲J'I[し

染対処行動プロセスモデル(関1)が得られたc

今関対象となった母殺の対処行動をi時間経過で分析する

と，これらのカテゴリーのいずれかのルートを辿っていた3

また産後早期であるほどそれらのカテゴリーをぐるぐると

循環している母殺が多かった。

{考祭}

初産のH):親は産後早期であればあるほど泣きの原閣を認知

できない場合が多く.子どもが泣きやむまで試行錯誤しな

がら泣きの係閣を採り.認知していくことが示された。そ

こで母親が適切な時期に泣きの原閣の認知ができるよう

に.肴護者は母親に寄 1)添いながら支緩を行う必要性が示

11愛されたむ

関1. s.土毅の子どもの泣きに対する対処行動ブロセスモデル

319) 4歳男の母親における育児ストレッサーと題眠感書

日中の器気との関連

認鍋えみ子，松田かおり， [建国悦代(京都府立i笠科大学)

{自的}

幼児をもっ母親にとって育児はストレスの…[z;jであり，育

児不安や幼児虐待が社会的に開題となっている会一般にス

トレスが生じるとi言動系の興奮の高まりや11制限系の夜接作

用により絞りが妨げられ，また11設11氏陣容やi陸奴不足は.心

身へのストレスへも成りうる。すなわち，育児中の女性は.

i劉!誌が悪化しやすいと考えられる O そこで今田4歳見をも

っ母親の育児ストレッサーと極限感， 日中の11民気との関連

を調交・検討したので報告するc

{方法}

?必至を対象 :4歳児をもっ母親348名 (2000年に近畿.首都

圏の産婦人科医践で、出産)。寵査j諮問:2005年2月25日~

3月31日。鵡査方法:郵送による賛同紙法，自己記入式・

無記名。説査内容:1)育見ストレッサー尺度(吉永・罷

鍋): ;)下位尺度， 25項自から構成され，育克I=j:Iのストレッ

サーの経験頻度と不快感について測定する。両者の積の総

和を育克ストレス度として.得点が高くなるほどストレス

が高くなるc 4分{立に基づいて育児ストレス低群， '1:1{段

高i洋とした。 2)睡眠感 :OSA腰11民調査祭主lA)援をfflい
た。 5下位尺浸. 25 :rrU3っ得点がおいほど， 11酎i民感は良

好である。 3)臼"I:Jの11災気:エッブワ…ス11副長尺度。 8項

目リッカート尺度の総有!を Ess:m¥点として算出した。 得

点が向いほど眠気がある。

て研究[1(10，調子t内容，データ処理につ

いて説明し[lij立を1"j，た U

{ゑ1:f~ι 考察]
有効回答 260名 (74.7%)0対象のす児ストレス!支は平均

115.3土 55.2点，下位尺f支は，親としての効力感 27.2
17.2. 脊児による拘束 32.1:t 17.1，サポート不足 22.3
15.3.子どもの特性 17.2:t 10.7，育児知識と技術不足 16.6
:t 12.2であった。 11割問惑は，起床時眠気 17.0会 7.0点，入

u民と 11制民維持 17.6:t 7.0点.夢み 20.3土 8.0}2:.疲労閥復

16.1 :t 6.5点，睡眠時間 19.7:t 7.2点で.ESS得点:は 9.1
5.1点であった。

育克ストレスがi陸奴惑と ESS得点に与える影響について

検討するために一元配置分散分析を行った。その結采，

起床時眠気，入11誌と 11垂 IIt~維持，夢み，疲労@]復. ESSで有

を認めた(すべて p<.01)c すなわち，育兜ストレス

!支が高いほど.起床持11災気，入11民と醸11民維持，参;み.疲労

路援などの 11丞 II[~の質の悲{とと日中の奴気のま史認が認められ

たc

次に眼目的意 EIゅのu災気を自的変数に，育児ストレス!支

の各下役尺度を説明変数として玄関係分析を行った。その

結来起床H村氏気への重fE!関係数(R) =.472 (p < .01)， 
入11災と路線維持 R= .335 (p < .01).夢み R口 .287(p < 
.01) ，疲労限後R= .464 (p < .01).であったo f!llち，起床

時眠気と入11氏と!既成維持，疲労iさH去には，親としての効力

感低下と育児による拘束が関連することがわかった(共に

p <.0旬。また，夢みには，子どもの特性が関連すること

がわかったゆ<.01) 0 しかしながら.説明率は 8.2~22.3%

と抵仁睡眠感.日中の11民気には育児ストレス以外の他安

広!の影響が大きいことが示唆された。
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320)母親の題鵠鍵康と幼児の鐘麗習構

松田かおり，奨鍛えみ子. I諮問'挽代(京都府立医科大学)

上野範子(薮野大学)

[目的i
幼児期において腫阪を含めた基本的生活習留の獲得は養育

者の重要な課題でもある合 近年，幼克の夜型イとが報告さ

れており，その影響は学童揺まで続くことが指摘されてい

る (Fukudaet al.. 2004) I倭11邸玄生理的欲求であり，

者の11季限縫康やi径駁習績は子どもに影響を与えると考えら

れる。そこで本研究では，母殺のi隊総皆既種i波健康と 4
歳児のI!震11民習慣との関連を検討したc

{方法}

をもっ母親348名に対し郵送による自

の質問紙調資を実擁した。論理的記惑として，倫潔

をうけた後，対象者には文書にて研究目的害

調査内容，データ地理について説明し返送をもって，

を得たc 欝査内容は母殺に対する

& Shirakawa. 200むと 4歳児のI1針決習慣

時刻，睡眠時開の規期性)であったc

11民維持i涼祭器連，睡眠鑓伴症状関連. 11酎即時燕呼吸関連.

入i肢障害関連の 5下{立尺度， 14項目から構

し各下{立た皮得点の

合計f主点からiI議11災建五険得点を算出し

ソフト SPSSverl1.5を用いて X2検定. t 

lま5<;oとしたc

{結果

有効1m答270名 (77.6%)を分析対象としたの母親の鰻IIK
3.0 :!: 1.2点であ弘子ども

なかった。また，下役尺

。‘8土0.5点. 11郎氏判長得点 0.1
0.3点.起床開畿得点1.3土 0.4点，入11足踏25持点、 0.5土0.6
J立で、あった。

よび4歳鬼の就床時刻.起床持刻. 1部俊時開の規期

性を検討した結果，母親のj期限翠債の規出性i之 4歳児の

規則性と関連していることがわかった (p< 
.05)0 

次に子どもの税関空Eがほー殺の蟻限健康悪化国子と関連す

るかを号fjらかにするために母殺のiI町民健康の 5下故尺!支

4歳児の就床持刻.起床時刻. 11黍i限時1mの

規出性による 2群i怒比較を行ったっその結果， 生歳)1(1.の就

床持刻の規期性;え母親の起床開裁と， 4歳児の恕!えミ持刻

の規刻設は母親の睡眠i誌伴症状，起床際総入総障害と，

4設;むの|燦11支持部の競刻性はH震波i諮伴症状，起床開難と

を認めた。すなわち， 4歳克の11劉廷を規期牲が，

の起床開難や， 1淫11民i抱伴症状，入j民j翠害と関連することが

わかったc

以上より，母親と幼児の騒奴健康を改善するためには.

ともに.睦11民の規則笠を整えること，特に恕!末時刻を土定

期的にすることが重要であることが示唆された。

321)担父母と孫の交流実態と影響饗臨

frド選由紀(九州大学医学部保健学科)

さ子(佐賀大学医学部者護学科)

じまじめに}

今日の核家族化・共働き世帯の増加という家族形態の変容

止家庭や地域の育児機能を脆弱化させ.このような背景

のrtJ.被父母は内的子育て支援資源として今や重要な栓霞

に震かれているc しかし現代の祖父母と孫の交流実態は

ほとんど境確には示されていない。本研究;え祖父母と孫

の交流実態を明らかにし交流に影響を及ぼす要留を検討

することを自的とする。

{研究方法i
平成 17 年 8~10 月に.被父母と孫の交流頻度が最も高い

幼克期の孫をもっ祖父母774名に，保育関克の毅およ

去を協力者を過して紫記名自記式調査用紙を記布し 471名の

有効問答を得た。謁査対象に研究恕旨と自由志での協

力.プライパシー保護，鵠報は統計処理され本研究以外に

能活しないことを書面にて説明し河;窓・

問項目{之説父母の背景，孫の背景，孫との交流頻度・俊ゐ

毘としたc 統計解析には， StatceI (エクセ

)v) を飽用し分析には. Spearmanの服役相関係数の検

定と重留婦分析を用い

{結果および考察i
は祖父 179名・祖母 292名，平均年齢は複父 63.7

(SD == 5.9)，損母 61.2議 (SD= 5.8)であった。孫の王子均

視父 2.8人 (SD= 1.7).援母 3.0人 (SDぉ1.7)， 

幼泥拐の孫が初孫である都合は，祖父綴母とも 5割であっ

た。居住スタイルはと婦のみ没者7jが半数をおめ，孫と

る援父は 14.0丸握母 19.5%で，
したc 向居家族の内訳;え祖父子旦母ともに

と娘家族が約半々で，別語では， r歩いていける

に孫家族が怒る説会は怒父祖母とも 3訟を認え，怠子

より娘家族のほうが多く語往していたc 祖父母世代の

設まいは.子ども家族と同諸より i芝居の別語スタイルに移

行するとともに凶器や近読するのは娘家族という額向が

していたc 視母と大設なく， 1可罷怒父の 9JlHI. JJIj器密

父の 6割が親代わりの孫の焚話をしてお句，経父が重要な

育鬼ネットワークの一員として浮上した。孫家族との同法

を規定する姿閣を分析した結果，孫の親が f夫婦共きj

や「…人殺家庭jで，議父母に配偶者がおらず，孫の人数

していた。また，別援では，孫の

毅が「夫婦共働き r一人組家庭jになるほど，孫の家まで

のHg離が近く，孫との交流頻度が潟くなる傾向が認められ，

孫の殺の家庭状況は誕父母:の詰住スタイルや孫の世話実施

の決め手であったとさらに，孫との交流に影響を及ぼす要

毘;え聡住スタイルの遠いや性別で←異な札複父・控母の

異なる「世話役割j認i哉の存在が示唆された合多世代家族

による子育ての可能性を含め，祖父母を対象としたヘルス

プロモーションのあり方を検討食していく必要があると考え

る。

日本看護研究学会雑誌 ¥'01.29 ~O. 3 2006 275 



P2会場第42群

322)産科痛院に勤務する劫産師と看護蹄の職業性スト

レスに関する比較研究

馬場香織(九州大学涯学部保健学科)

渡辺恭子(日本赤十字広島署護大学)

)11口貞親，中尾久子 UL1H大学匿学部保健学科)

i話的}

本研究の自的は.同じ産科病院に勤務する助産siji. 看護締

の職業性ストレスにどのような違いがあるのかについて，

勤務部署(病棟，外来)を考蕗:しながら比較検討すること

であるO

{対象および方法i
研究対象は兵隊県内の産科-病段に勤務する助産締，看護郎

であるや看護部の全面的な協力を得て，質需紙の配布・関

i試を行った。調査は自記記名式の質問紙により実施され

た。記入後は添付した返信用封筒に回答者本人が自分で間

を入れ，封が出来るよう特にプライパシーには配癒し

たc 調??をは平成 15年7月に行われた。 56名から回答が得

られたが嘗小児科病棟に勤務する者を除き.42名(助産締

23名，看護締 19名)を分析対象とした。メンタルヘルス

の指標には NIOSH職業'性ストレス調査票，努力報爵H不均

衡モデル議資禁 (ERI). GHQ28項目!況を用いた。

看護資格(助産sm.者護師J.および勤務部署(病棟.外来)

により，対象を 4'f洋(助法師病棟i民助産締外来群.看護

締病棟群，者護m日外e!Mf:)に分類し分析した。統計学的な

分析には， メンタルヘルス指標の各得点を従属変数とする

共分散分析を用い. 41洋治jで、の比較検討を行った。分析の

i役年齢と勤務形態を共変量とするとともに.あわせて多

重比較 (Bonferronj)をわ二った。
{寿吉井ミ}

王子均年齢は，助産部病筏[{洋 31.11(:t 7.12).効産締外米1洋

40.20 (:t 4.87).看護郎病棟群 27.56(:t 3.91).看護郎外来

計・ 33.70(:t 8.14)であった。

助産締，看護締の比較において有意牲が認められたのは，

抑うつ (p< 0.05).技能の低活用 (p< 0.05).役割媛味さ

(p < 0.05).社会的支援(上司)(p < 0.05).外在的な努力

(p < 0.05)であった。そのほとんどの項目において，看護

締病棟群のメンタルヘルスが最も不良であったc 助産自治よ

りも肴護締の方が，また外来よりも病棟勤務の方がメンタ

ルヘルスは不良であった。 GHQでは有意性が認められな

かった。

{考察}

対象者の数が少ないので考察には限界があるが，ある程度

の職業牲ストレスの状況については把握できたc 産科病棟

に勤務する看護蹄は，今まで習得してきた専門的技術を活

用できていないと感じていること，自分の役割をうまく見

出せていないこと，努力を強いられていること，さらには

ストレス反応として抑うつ的であった。産科病棟に勤務す

る看護服は，助産師や外来勤務者と比べて職業性ストレス

が強く，看護舗のメンタルヘルスに関して，ストレスマネ

ジメントの説点からアプローチする必要性のあることが示

唆された。

323)産科病読に勤務する看護職のメンタルヘルスに関

する研究第 1報一劫麓師・看護闘の持うつに関

連する要因一

渡辺恭子(日本赤十字広島看護大学)

JII口良毅，潟場委識ー J:I~尾久子(九州大学援学者1\保健学科)

{目的]

産科病院に勤務する者謎織について，資桜の違い(助産自活・

看護部)により抑うつに関連する要国にどのような特徴が

あるかを明らかにする O

{研究方法}

対象は K市内の産科病院勤務看護職者指名であるc 調査

方法は自記式構成的質問紙法としたc 者護告1;に研究の趣旨

を説明して理解を得，さらに偲加の費関紙にも研究呂的を

記載し研究に同意した場合の回答を依頼した。問答後の質

問禁は返信用封筒で個別翻i反した。

調査は平成 15年7丹に行った。説査項目は，年齢.経験年

数，審議資格.勤務部署，勤務形態などの基本斡毘およ

びメンタルヘルスに関する項目である o :trnうつの測定には

CES心を用い，それに関連するメンタルヘルスの指標に

は.NIOS狂職業性ストレス誠査察，努力一報鱗不均衡モデ

ル調査'ffi(ERI). GHQ28項毘販を使用した。分析は，助産

部，者護mtî~IJ に行った。最終的な分析では， CES心得点を

耗属変数.それに関連する項訪を独立変数とする重間保分

析を行った。

[結果}
1.看護資格別人数は. U)J渡部 23名，看護師 19名，平均

年齢は.全体では 32.05ほ 7.38)，助産師 33.09(:t 7.63). 

看護側 30.79(念 7.06)であった。

2. CES-Dの得点は，全体では 16.10(土 9.60>.助産伺1
13.55 (土 7.64).看護綿 19.22(土 10.97)であった。

3. I抑うつjに関連する婆悶

1)助産締:単変畳分析では，役割援味さ (p< 0.01).外
在的な努力 (p< 0.01).外在的な報餅I(p < 0.01).職務満

足感 (p< 0.05).社会的支援(上司)(p < 0.1).社会的支

援(家族・友人)(p < 0.1).認知的要求 (p< 0.1)が抽出

された。 CES心得点を従属変数，これらの変数を独立変数

として意図帰分析を行ったところ，有意性がみられたのは

「外在的な報醐 (p< 0.01) Jであった。

2 )看護郎:単変翠;分事Ij'-では，役割葛藤 (p< 0.05). 1総務

満足感 (p< 0.05).外在的な努力 (p< 0.05)が抽出され

た。助産締と同様，以上を独立変数として重囲係分析を

?子ったところ，有志:性がみられたのは「職務満足感 (p< 
0.05) Jであった。

{考察}

助産r，ijiで、は，外在的報舗の低さと抑うつの関連が示され，

経済的な報部1.心理的な報関.キャ 1)アに関する報欄をi認
めることによって，抑うつが軽減される百I能性が示唆され

たっまた，看護締では.総務満足感のf設さと抑うつの関連

が示され，産科病院において助産部と協同して働く看護舗

の職務満足惑を高める工夫をすることにより，抑うつが軽

減される可能性が示唆された。
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324)産科購読!こ勤務する看護職のメンタルヘルス!こ関

ずる 研 究 第2報一震護過誤の体験とメンタルヘ

ルスとむ関連一

川口良親馬場呑議(九州大学医学部保健学科)

渡辺恭子(日本赤十字広

中尾久子(九州大学涯学部保健学科)

[はじめにi
医療従事者の医療過誤の発生には，個々人のメンタルヘル

スが関係していると考えられているc そこで本研究では，

産科病院に勤務する看護綴(助産総看護郁)を対象とし

て，医療過誤の体験の有無(ヒヤリ・ハットの体験も含め

て)とメンタルヘルスとの関連について検討することを母

的として錦交を実施した。

{対象および方法i
研究対象は兵庫器内の産科病院に勤務する助産主ni，
である。看護部の全磁的な協力を得て，露関紙の露e;(fi.関

)1叉を行った。議査は自記記名式の察関紙により実施され

た。記入後は添付した返需用封簡に爵答者本人が自分で間

を入れ.封が出来るよう特にプライパシーには記長室し

たっ読ままは平成 150:1三ア月に行われた。 56名から国答が得

られたが，小児科，病棟に勤務する者を徐き， 42名(助産制j

23名，者議自信 19名)を分析対象とした。メンタルヘルス

の指捺には NIOSH職業性ストレス調査薬，努力報露骨不均

衡モデル調査票 (ERI)， GHQ28項話}援を尽いたc

誤，ヒヤリ・ハットについては露関紙の説明文に

誤:安保の全て，もしくは賞授の一部がある出来事Hヒヤ

リ・ハット:事故には至らなかったけれども，…歩間違え

る可能性が22iい出来事で，ヒヤッとした，ハツ

と捷示した上で諮ヨました窃医療逸誤，ヒヤリ・

ハットの体験は議近 3~4 ヶ月くらいの問にそれぞれ侭間

体験したかを調査したs 分析は助産siji，者護締関に行った。

分析のj祭には.医療過誤，ヒヤリ・ハットともに「体験あ

り I体験なしjの2l洋に分類した。最終的な分析には，メ

ンタルヘルス指襟の各得点を従認変数とし年齢と勤務形

を共変;設とする共分散分析を沼いた。

{結果]

助産締では.医療過誤， ヒヤ 1)・ハットともに有意性は認

められなかった令者護隔では，医療過誤において有意性は

認められなかったものの，ヒヤリ・ハットでは.技能の抵

活用 (p< 0.05). オーノくーコミットメントゆ<0.05)， 

GHQ (p < 0.05)の3尺授において有意性が認められ.全

てヒヤリ・ハット体験ありの群の方が得点がおく，メンタ

ルヘルスは不良であった。

{考察}

医療過誤体験の有無とメンタルヘルス;こ関連性については

見出せなかったが.ヒヤ 1) .ハット体験の有無とメンタル

ヘルスについては，看護締においてのみ関連がみられた。

産科病院に勤務する者護締のメンタルヘルスの問題が浮き

彫りにされた。産科領域で助産師と共関して働く看護sijiの

メンタルヘルスに関して，ストレスマネジメントの観点か

らアブローチする必要性が示唆された。

325)隷茶!こ含まれるアミノ醸成分テアニンの月経節疲

候群 (PMS)改善効果に関する研究

永見綾子，ニ村良子， 1'1'本淳子

前原澄子(京都橋大学黍護学者1;)
小木曽静香，小関 誠(太陽化学株式会社)

{自的}

月経前症候若手〈以下 PMS) は 20~40 歳代までの女性に多

く発症し緑茶のアミノ酸成分であるテアニンの摂取が

PMS症状を緩和することが確認されているつ本研究では.

女性の性議能やlIll液・尿成分など生体靖報の動態から.テ

アニン(サンテアニン)の PMS疲状緩和に及;ます効果を

明らかにすることにより，女殺にとって者選できない健康

開題である PMSに対する審議援助の基礎資料そ得ること

を目的とする。

{研究方法1
l.対象:20~40 歳代の健康成人女性 PMS 症状を自覚

する女性 18名， PMS症状を自覚しない女性 10名を

としたo 2.期間:平成 16年 11月~掲げ年4月のfI

周期で3跨期としたc 3.方法:1) PIvISメモリーの記録

3滞期中，毎朝基礎体温を測定し毎日の自覚症状を IP主主S

メモリー・記録編J(日本家族計略協会発行)に記録。 2)

サンテアニン錠またはブラセボ錠摂取と政法・尿検査 ブ

ラセボをコントロールとしたダブルブラインドクロスオー

第1月経周期を無摂取;加え第2および第3月

期をザンテアニン錠またはブラセボ錠接取期陪とし

た。各月経路j慢の卵胞Jmと黄体拐に採血および採尿， 1包

・尿成分の一段性状および性線*Jレモンの変化を

なお，本研究はヘルシンキ宣言{こ員IJり，三

研究倫理審査会による審資を経て実施したc

i結果および考祭]

?立S'FIJ定では. 2相性の恭礎体温変化を示し生活に支i怒
があるほどの重い症状が黄体郊に周期的に発症している者

14名 (PMS判定 1群). 2縮性で黄体規に周期的に症状が

発寂しているが生活に支報のない袈授の者 10名 (PMS判

定2群)， 2縮性だが黄体既に毘期的に症状が発症してい

ない者4名申立!lS判定3詳)であったo PMS症状の黄体

期における議務総和{[Iをはプラセボ摂取期に比しテアニン摂

取期;こ精神的症状が有志;に低く. P乱部液状の重い判定 1
群では全 PMS症状の緊務総和{[I立がテアニン摂取期:ニ有志;

に低く，精神的症状，社会的疲状が軽減する傾向が認めら

れた。なお，血液・塚成分においてはテアニン摂取の有無

による特銭的な所見は認められなかった。テアニンは血

液・尿成分の動態に大きな影響を及ぼすことなく， PMS症

状のIやでも特に精神的症状の緩和に効来があり. PMS 

状の強い女性においてその効采が発揮されると考えられ
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326)臨地実留における看護学生の丹経関連愁訴と心蟻

自律神経緯能の変化

村弁二文江(筑波大学人関総合科学研究科)

高島尚美(横浜市立大学毘学部看護学科)

徳之津淳子，林啓子(筑波大学人間総合科学研究科)

{目的i
者護学臨地実習は，学生にとってストレスの高い学習形態

である O 本研究では，臨fili実習による月経路j留に関連する

愁訴の変化と心鶴自律神経応、答の関連について検討するこ

とを目的とした。

{方法]

連続する 8週間の臨地実習を控えた女子看護学生に研究協

力者を募か文書での同意が得られた 20名を対象に実習

!日1(開始 3~5 日前) .実習中(開始後 39~52 B)，実習後

後4-14日)に月経周期に関連する愁訴および心臓

自律神経応答についてìJt日定した。月経総連愁訴は，月経言~j
る症状26J:資自の月経前約lO日聞から月経rp

とした。心機自律神経機能指標としては，溺交感

神経反応，交感神経反応をiHlJ定した。副交感神経反応，交

感神経反応は. MemCalc i去による心拍変動パワースベク

トル解析をmい. LF (O.04-0.15Hz). HF (O.l5-0.40Hz) 

とし HFを崩交感神経反応， LF/HFを交感神経反応の指

様とした。実験211寺1m前からの飲食，前日からの運動およ

び飲酒を制限し一定環境下において仰臥位安静1m限で呼

吸制御(15日z)の基にil!lJ定したc 月経関連愁訴の変化によ

る心!際自律事i的王応急与を検討するために，月経愁訴が実習Ij:t

に最も多いlf下(実習中群) 7名と実習iiijより実習中に月

関連愁訴が増加し習後にも減少しない群(実習後夜) 9 

名の計 16名を分析対象としたc 心!段自律神経応答は，約

lO分間の安静後. CWT (Color Word Conflict Test)によ

るストレス負荷を l分関与え. CWTの刺激前(安静時)• 
刺激中，刺激後 1分， 3分 5分で比較した。分析はノン

パラメトリック検定を清い有意水準は 0.05とした会なお，

本研究は筑波大学匿の倫理委員会で、承認を得て実施した。

[結果・考察}

対象全体における月経関連愁訴数は，実習による変化は認

められなかったが.実習中群は実智1=1:1の愁訴数 (11.4個)

が{むのi時期(前 7.11溺.後 7.6倒)に比較し有意に多く，

腎後ま実習前(11.3俄).実習l:jl 03.01関).実習後 06.3

と有意に愁訴数が増加した。安静時の HFとLF/HF

;え実習中群，実普後群ともに，実習時期による有意な変

化は認められなかった。実習中鮮は.実習前と後では

(CWT)による狂ジと LF/HFに;釘意な変動が認められた

が. ~ミ習J:1:tでは認められず，実習中の心!践自律神経応答が

ffrJililJされていることが示唆された。しかし実智後訴は.

実wflIiL実習仁1:1.実習後の各時期で HFとLF/HFに刺激

(CWれによる有意な変動が認められた。月経周期に関連

する愁訴数は，実習に関連して省慈;な変化する群があり実

習による影響が考えられた3 一方.心!践自律神経応答は.

月経関連愁訴数の変化に関連する萌篠な変動は認められな

かったっ単純な愁訴数の変化ではなく怒訴の程変も含め個

人の変fヒとして捉える必婆J性が示唆されたむ

327)審議学生の母性審護学実謹前後!こおける題等感情

の変化

弓削美鈴{足利短期大学)

江総芳校([認i器i笈療裕i祉大学)

[ E1(19] 
-殺に委主Jf.G心を伴う生娘器へのケ7をどのように感じるかは

個人的感性といえるが， 自己の性の捉え方や自尊感'1脊に大

きく影響すると考えられるつ

学生の自尊感情 (Self-Esteem以後 SE) と実習との先行研

究では，実習前後では相関がみられる 1rr~いと対立した報

告がある。

そこで，この SEに校日し母性看護学実留の経験が男女学

生にどのように影響を与えるのかを明らかにしたいと本研

究に取り組んだc

[研究方法i
1.研究対象 1者1;6県にある大学・綬大・看護専門学校

許認校のだ~牲者護学実習生 560 名。関 )1又率 35.7丸 200 名
2.倫理的配慮:研究参加は自由であり.成績判定上不利

益を生じることは無い事，データは本研究目的以外には徒

汗iしないことを明記した文書を用いて説明同窓を得た。

3. 調査時刻J:王子目立 17年 5月-11月

4.龍王正方法: l~l 記式質問紙調査c 実習前・後に質調紙を
向持に配布し己主接郵送回収したs

5. 調査項 [1:工Rosenber‘gが作成した SE尺度を用い，

くそのとおりだJ~r全く迷う j 迄 4 1'jこ法で回答を求め，
iほ答区分を 1~ 4点と得点化c 合計¥1立を 20.r~:未満は SE
u花 20-29点を SE四Mm¥30J，'，(以上を SE初日 群と 3苦手に

分けた〉

玄関連姿隠として.17のLJ性肴設技術項目.実習について

の不安等を 5i'1'法で回答を求めた。

6.分析方法:spss12.0を潟いI11別立相関係数および平均値

の差の検定。

おき来]
実習前後の SE得点は，女子の実習前半均は 21.7:t 5.4点
から実習後 23.2会 5.3点，男子の王子均は 22.6土 4.7点から

24.1土 4.7点と，男女共 (P< 0.01)上昇していたc

実習前後の廷を÷・ー・±群に分けると，一群は女子 38名

(23.4%)にみられた。

女子の SE得点を SE-L'M' IU洋で比較すると，実習詰~jで
は SE-Lilf 55名 (32.9%)SE-VI T洋98名 (58.6%).SE叩Hi群洋
14名 (伶8.4%)でで、あつた治がt久， 実習f後変 SE
したo i群洋i向;渇5移動:はま' いずれも実習前の SE群にfJiまるもの

が多かった。変化した学生は.U浮から Hi洋へ，また逆の

H群から L鮮への変化はみられず， SEふ11洋に1t誌なされて
いた。

実習不安の各項目について SE-L'M' H群i討に

分散分析で P< 0.01の差があったc

[考察i
生殖器に関わる母性看護学実習は男女の SEにプラスの彩

を及ぼしていた。実習を経験することによって，自信や

自尊の念が強くなったと考えられる。他の者設鍛域でも同

様な結果が得られるのかは今後の検討諜題である。

実習不安と SEとは相関があり，実習前に SE司Ll洋では高

い不安得点がみられ，対人関係に応じてお己が変化するこ

とに対して.怖い， うまくできないと否定的に患っている

入は自尊感情が甑いとしていることと一致していた。
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328)中学校性教警後感想文分析による数帯効果判定と

教育時期の横討

(調111県立大学大学院保健福祉学研究科)

[自由主i
学校性教育においては，発達の設階にあわせた性教育のあ

り方が関われているc 本研究では，性教育受講後の「感想

文jを分析し教育効果と効果的時期を検討する事を自的と

した。

[1i芳究方法]

諮問は 2005年6月から翌年 2月。対象は男女共学中学校

5校c 中学 2年 232人3年82入。学校長.t足当教員に悶

生誌からは説明文を読み開設を得たものから鵠

全感想文色文欧でIK切り窓球内容をコードイと

し 27のサブカテゴリーに条約した。 適切性は 24名の生

より検討されたな性教育:之自

おめることを g襟に，グループダイナミクスを用いライフ

スキルトレーニングなど知識の{公認のみならず意識，行動

への働きがけをブログラムし 90分間向採に実絡した。対

2年 1学期 2年3学j場主3年 1学期の 3つ

にわけ，感想文を 27サブカテゴ1)_ 

で分析したむ

{結泉]

された。

11カテゴワーにおいては，宰2年 1学期では，どの項日も

〔人間的成長感] [自己肯定感]{自

としての人

{問題解決能力]

9項自がi窃く 3:fド 1学

期:え{性の健康観念体験知による学び)の 2攻寄が多

かった。 27サブカテゴリーを比較してみると〈工 2:fド 1

期では楽しいことを知る喜びと知議の護得!惑)1項自の

みで 3:fjミ1学期:ふく人を愛することの意味を考える〉

什生のリスクについての学びを深め性の能康に関心をも

く異性への理解を深めた〉などの学びを深める 6項誌が多

かったc ミ2年3学期ではく命のi翠さを知る><性の鍛f[長銀
を持つ)窓識を背走する〉〈将来を展望する〉などの自

己に向けた意識である 20項呂が高い効泉を示していたc

{考察}

成長の加速現象や常幸設のmi撃により.王手い時期からの牲の

と設かな人情j教育の重姿性が言われているc しか

しながら，その効果判定は発育の偶人差からも難しいc 本

研究では中学生の記述から分析することでき当事者の体験に

近い概念化を行うことができた。分析からは意議j言動の活

発化が鳴らかになったc また. 2年生の 3学期が自

を高める効果が大きく，この時期の介入の意味を示唆した。

2年I学郊では牲について学ぶ関心が強く 3年 1学部で学

び、を深める内容がみられ.設i訟に応じたプログラムの必要

性が示唆された。

329) r不妊看護jの動向

一文献レビ、ユーかうの一考察一

(産業医科大学産業保健学部)

[13的}
生殖医療の自覚ましい進歩に伴い.わが関でも

へのケアが注隠されてきている。この比較的新しい分野で

ある「不妊看護jについて器内外の文献レビューから研究

の動向を知弘今後の課題について考察するc

{方法}

罰内の文弱;検索には医学中央雑誌 Web版，罷外の文紋検

索には EBSCOhostからl¥1EDLI災Eおよび CINAHLを

択して用いたc 検索のキーワードは「不妊者護 Unfertilitv

nursing) とし検索対象年は全年とした。抽出された文

国内 29件，間外部{キであり. タイトルおよび抄録か

ら関内の涼著論文 10件，国外の調査研究議文 16件の計26

{牛を対象としそれぞれの研究対象，研究方法およびその

結采について分析を行ったや

[結果]

分析対象とした 26件の文献の初出{土器外の 1989年であ

仏関内では 2002年であった。研究方法は対象が不安f疲
カップル 17件，看護者9件であり，分析方法および、内容は，

不妊症カップルに対しては質的アブローチによるストレス

や対処法，夫婦の関係性. [器禁者へのニ…ズ，不妊治療の

経験や治療後の不安などの患者心理，看護者に対して

的アブローチによる

育に関するものであったさ研究内容の傾向として，国内で

ら患者心理へ，国外では患者心理から

割へと移行していたc

[考察i
わが閣では生殖i哀療の進歩やチーム医療体制の整備と同

においてもその若手は欧米諮問に比べ約 10

とっていたが，現持点においては，チーム

$IJの整備は伸び悩んでいる惑があるものの，

ついては遜色のないものとなってきているc 間内で不妊着

i莞する研究が進められるようになった墳には既に. [銭

外では患者心理に関する研究が進んでいたことから，関内

外での研究内容の傾向が遂行するような形となっていると

考えられる G 今隠は検索のキーワードを?不託

Onfertility nur・sing)Jに設定したことにより，

から出された患者心理や医療体艇に濁する多くの文獄が抜

け落ちてしまっているが，チーム医療体制の整織により，

患者心理に関しては心理士などの専門家との連携がますま

なってきていることを考えると，より広い授点か

ら患者夫婦を中心とした生殖医療の現状を見つめなおす必

要があると思われる。わが関では 2002年度より

の認定看護r，ijii!iIJJ支が始まり.2003年には日

が設立されたことから不妊看護の基援づくりができつつあ

るといえる。今後よりー壕患者のニース]こ沿ったケアを提

供できるよう，多くの看護者が多くの方面から不妊看護に

関する研究を積み重ねていくことが望まれる。
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330)探奇麗児の病気・けがの経験と入院の有無

付I村美津枝，植村ー恵美子，関古 緑，字滋美代子ー

(琉球大学医学部保健学科)

{告的}

乳幼児のけが・疾病の実態とそれらに対する保護者の対処

法と不安を知札保護者への脊児支援につなげる基礎資料

とすることと，子どもを入院させた経験を持つ保護者の気

持ちを知江援助のあり方を考える目的で保育関児を対象

にアンケート調交を行った。

[対象・方法]

平成 17年2月から 3月にかけて沖縄県の 6保管留の入国

時 (0から 6歳)の保護者a を対象として無記名自記式費問

紙による調交を行った。質関紙は家族の構成，克の発育・

発達状況.けが・擢患状況とその対処法に関して選択式，

または記述式で問答する内容とし調査の告杭飼人を特

定せず統計的に処理することを記した趣意書e を添{すし保

ら手渡してもらい設設した閤収箱で2遊間後に回収

した。有効留答のあった保護者 279人とその癌児 314入

(2人の子どもを預けている保護者が35人いた)を分析対

象とした。回収率i立会l&Il児の 61. 5%を占めた合質問項自

のうち特に病気とけがにf，i!;，点を当てその実態を統計分析す

るとともに入j淀経験を持つ保護者と持たない保護者で認

識のよさいを見た。統計分析には SPSSV.10を用いた。

{卒古来]

アンケートの記載は母親が262人で、父親が 10人で、ほとん

ど母親が行っていた。閤児のw殺の平均年齢は 33.2:!: 

4.86歳(19歳-47 父親は 34.9土 5.7~友 (22 歳-67

で30会主代が6f~U を占めていた。入関している兇の平均年

齢、は 3.9ごと l必 歳(0 滋~6 歳)であり e 一人っ子が 77 人

(24.5%). 2人兄弟が 136人 (43.3%>' 3人以上が 89人

(28.3%)であった。

子どもの揺患した病気は風邪，水痘，中耳炎の)阪で多くなっ

ていたc 子どものけがはーすり{誌打ち身刺し傷.火傷，

切り傷の}II員で、多かったc 母親が臭く体験している症状とし

ては，鼻水.，咳・疾，発熱，護紫.T痢./1麗i注.発疹であっ

たc 子どもが病気のときの情報源としては実母を上げたも

のがお人 (12.5%)最も多く，次に友人 32人(10.2%).病

i淀は 6.7%. インターネットは1.3%と少なく.けがや，病

に対する対処法は実母:や友人に頼っている者が多かっ

子どもを入院させた経験のある保護者は. 62人

08.6%)で，節炎での入院が最も多くなっていた。入i淀嬬

I1Uは2日から 6ヶ月以上におよび中央飽は 6.5lヨ.最頻

1iJlfは71ヨで， ア日以上入院した子どもは 31人 (9.9%)い

たc 入院懸の有無で母親の基本統計ゐや認識にほとんど差は

見られなかった。

{考察]

多くの小児科・関連施設は，子どもの病気や症状の対処法，

応急処罷などに対するホームページを持っており，イン

ターネットを利用することで手早く正確な靖報を入手する

$が可能であり，養護者は 1Tでの情報収集の方法を指導

する必要がある。

331)探脊におけるケアと支援

-K黒保育所・幼稚盟における与薬の実態ー

二宮球美(;tL:N'I看護福祉大学者護学科)

{はじめに]
2005年末現在 2万以上の認可保育所が約 200万人の児主主
を抱え，米だ待機児童がいる現状である。乳幼児の昼間の
生活を過ごす場所の多くを保脊所・幼稚留が占めているこ
とがうかがえる。これらを反映するかのように，保育所・
幼殺菌で与ー薬の必要な児が多く存在する。本来薬剤の投与
は医療行為である。 rある程度の投薬は家庭内にあって，
家族には認められている。部外として，審議締(准肴護姉
を含む)は底師の指示により補助業務として業とする(保
助看法人jとあるc 今後，保育所・幼稚園の与楽に関連し
たケアに看護支援が重要となるc

[研究目的}
病児保育施設の数が不j乏している K県において，保育所・
幼稔閣における薬剤与薬の現状を知ることで.今後の保子守
所・幼稚関及び病児保育における看護支援を考える O

{研究方法}
方法.郵送による質問紙調査(択…式).自由記述を含む。
対象:K!泉保育所・幼稚関 392額(悶収率 77.2%.有効回答

75.5%) 
{倫理的配謡t]
質問紙送付iぬ研究の趣致意思決定および調査研究協力
の同意後の拒否の白山について，結染はコード・キーワー
ドイヒし.個人の特定ができないようにし研究のみに使用
することを紙面にて説明し伺意の方のみ郵送での返送を
願ったc

[結来}
1.乳・幼児への与薬の実施の現状は，実施している 89.2%
実施していない 10.8%
2. 乳・幼児への与薬をしない理由は，与薬のミスを!坊ぐ
ため 69.4%.入手不足 2.7%. その他 27.8%
3.与薬の犠類は，底部の処方された薬のみ 79.9%.慢性
疾患など長期与楽の必要な薬 16.0%.市販薬 4.1% 
4.与薬の依頼方法は，依頼者:を受け取る 67.7%.何も受
けとっていない 32.3%
5.薬の管理は，子どものかぱんや担書籍に保管 13.5%
一額所に集めて保管 65.9%. その他の保管 20.6%
6.誰によって与薬は行われるのか，看護締 25.2%. 担当
保育士若しくは担当教諭 57.9%，図長 12.4%.主住保育士
もしくは主任教諭 4.5%
7.与薬について.疑問や留ったことの自由記載は.r与薬
lまするべきかJr与薬の技術・知識Jr与楽に伴う症状変化j
f与楽に関連した保護者への対応よの 4つのカテゴ1)に分
けられた。

[考察}
保育関での与薬は.保脊lfr保育指針の「保育に欠ける乳幼
児への投薬jに恭づき，保護者与の代理として与薬を行って
いる現状が K擦にもあった。与楽の対処として，日本保
育留保健協議会は「保育関と薬jを規定している O 幼稚関
教育袈領には子健康な心と体をつくるjとあるが，与薬に
文すする全国的対応、は決定されていない。 K燥の結果から，
保育所・幼稔関での与楽は必要とされているケアであると
示唆された。与薬に関連する専門的知識・技術部で，ケア
における小児看護の支援が必要であると考える。しかし
与楽援助，薬の保管，与薬者に関しては現行の法律のまま
では，今後も様々な問題を引き起こすと考えられるc 乳幼
児の健康を守るために，保育におけるケアにどのような支
援が必要であるか今後検討を続ける必婆がある。
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332)小児期のライフスキルと鍵療行動の欝係

森口出佳子

(京都大学大学説医学研究科付寓潟次脳援能総合研究センタ

{呂的}

人々の健康と行動との伺には深いかかわりがある。そして

在勤パターンの多くは 10代のうちに形成されるため，館

長持行動を身にfすけるための健康教育をできるだけ卒期から

実越することが案要であるc 喫煙は開始年齢が早いほど健

康への影響が大きいc タバコやアルコールは入門薬物とい

われており薬物乱用行動を誘発する係閣にもなっている令

官大米の研究によれば社会的スキルを含むライフスキルを形

成することが行動変容にとってZ重要であることが知られて

いる。そこで本研究においては近年深刻な問題となってい

る喫煙，飲酒，薬物乱用とライフスキルの関連性を検討す

る。

{研究方法1
7都県の小・中学生 2523人を対象に 2000年5. 6月費関

紙調査を実越した。調査察は無記名で，テストではなく，

記入後自分で封筒に入れ封をすること等を，各クラスの学

級担在が調査手引委にのっとって説明し倫程的記長室のも

と実施したc セルフエスティームの測定には学習jは

ハーターの尺度家族JIまポーブらの尺J3t.r全綾jはロー

ゼンパーグのた疫を思いた。ストレス対処スキルに関して

は，大竹らのストレス・コーピング尺毘 12項目!援を汚いた。

分析には SPSSfor MacintoshB~を使用し統計上の有志;水
~立はち%とした令

{結果}

喫煙未経験者はセルフエスティームのどの項おも高く.望

ましいセルフエスティームを獲得していた。

は，社会的スキルの f関係維持行動.r関係向上行動jが

おく，ストレスには問題中心の対処をしていた。飲酒未経

験者は，セルフエスティームの f家族jの項思が潟く，

会的スキルの f攻撃行動jが依く， f関係維持行動J.関係

向上行動jが高かったc また，ストレスに対して開題中心

の対処をしていた。薬物乱用未経験者は，セルフエス

ティームの f家族jの項Eが高仁社会的スキルの f関係

向上仔動jが高かった。また，ストレスに対して問題小心

の対処をしていた。

{考察}

喫煙，飲酒，薬物乱用経験のない者は，セルフエスティー

ム得点が高く.望ましい社会的スキルを獲得しており，ス

トレスに対して讃極的に立ち向かう対処をしていることが

わかったc 喫燦，欽j爵，薬物乱用防止教育を進めていく上

でセルフエスティーム，社会的スキJv.ストレス対処スキ

ルなどのライフスキルが高められる内容にしていくことが

大切であると考える G

[謝辞]
本研究を行うにあたり多大なるご指導を頂きました，神戸

大学・!日畑徹朗教授に心から原くお礼申し上げます。

333)学謹期のセルフケア能力に関する研究(1)

-6年生児襲の鍵麗認識と健康行動の関連性の検

討ー

塚本尚子.野村明美，山口みのり

(横浜市立大学箆学部者護学科)

[自的}

生活習嶺病は依然として我が拐の死亡割合の上位を占め.

その対策は急務である。生活智慣病の予i丸治療，回読に

は，患者が主体となった生活改養が必要であるが，成人期

以降の行動変容は部難であり，早期の健康教育徹底の重要

性が指摘されている。本研究は.生活習領の形成途上であ

る小学校6年生の健凝認識と健康行動に注呂しその関連

性を検討することを自的とする。

[研究方法}

公立小学校6年生 140名を対象に質問紙調査を実施した。

質問紙には，食事，おl:il!1:.運動，その認識の項践を作成し

強制選択法とした。研究者が学級ごとに記布し 1遊間の

留め援き後一斉翻訳した。研究は，学校長からの許可を得

た後.学校長名で謀議者宛に研究依頼文書:が配布され了承

を得た。克窓に対しては諦資の目的，協力は強総でないこ

とをわかりやすく説明し倫理的配惑とした。

[結果1
117名より閥答を得た([託収事 83.肝心。縫燦認

健E康長行動実施の有7無渋について x2検定を行つたC

とって大切であるjの認識群は非

認識群によとベ• rバランスよく食事を食べるjという行動割

合が有意におかった (p< .0目。 r食べたい時に食べたい

だけ食べればよいjの認識若手は riたまった待問に食事をす

るjが有意に抵かったゆく .01)0

主排illl: r1 B-[活排便することが必要jという

は 1日一鵠排i更をしている水分を多く取るjが有意に

高く作、ずれも p<β1).日常のお1:法状況についてあま

り気にしていないjが有意に抵かったゆ<.05)。国1:使は

関連しているjの認議群は野菜をたくさん食べるj

が有意に高かった (p< .05)0 
f運動は健康に大切jという認識若手は運動系ク

ラブに所属している rスポーツをしているJr故課後校庭

で遊ぶjが有意に高くり穏に p< .01. p < .01. p < .05). 

体を動かさないjが有意に{廷かった (p< .05) r身体を動

かすと気持ちがいしづという認識群は「スポーツをしてい

るjが有意に高く (p< .05). r運動は持;意ではないからや

らないjという認識群では. rスポーツをしているJr外で

体を動かすjが有意に抵かった (p<.0針。
{考察1
6年生の健康認識と健康行動には関連性があったc 特にこ

の時期からすでに望ましくない健康認識と，望ましくない

健康行動との潤に結びつきがあったことは.注目すべき点

であるs 縫康教育において健康観育成の重要性は指摘され

ているものの.兵体的にどう教育していくかは明らかでは

ない。将来にわたって望ましい健康行動を継続していくた

めに学童期からどのように健康認識を促し健全な健康

援を育成していくかは，今後の重要な検討諜懇である。
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334)学童需のセルフケア能力に関する研究 (2)

-6年生児童の主銭的援震と日常生活翠慢との関

連一

LLi rコみのり，塚本尚子，野村明美

(横浜市立大学医学部看護学科)

[13的}

生活習穣は生濯にわたり健康に影響するため，学童期の生

活費慣を把握する意義は大きい。これらの生活費慣は，

日々の心身の状態と結びついており.学校適応にも影響を

及ほしていると予測される。そこで本研究は， 6年生児童

の f元気さJr楽しさjと，日常生活実態との関連性を明ら

かにすることを目的とするc

{方法i
A小学校 6年生 140名を対象にアンケート鰐査を実施し

たあなたは今.元気ですかjという項自を f元気さj，

uどんな気持ちで過ごしていますかjという項目を「楽

しとし(いずれも 4段階評価上 11制見食事量.食欲，

耕三111:，運動， i奇;認との関連性を検討するc それぞれの生活

いては，強制選択としたc 研究者が学級ごとに配

布し 1 :i翠i潟の認め置き後.一斉回収した。児童には，研

究者より調査の自u0，調交協力が強制でないことを分かり

やすく説明し児1をの保護者には学校長より文?芸による説

明を行い倫潔的配慮とし

お古来]

「元気さjは， rとても元気だjが 50.8%. まあま

が44.99らであり. 6年生の大部分は元気であると感じてい

ることがわかったっ一方. r楽しさjは. rとても楽ししリ

が44.996.r落ちついた気持ちjが 35.6%，なんとなく不

安Jが 16.9%であった。 r元気さjと f楽しt:の時には

r口.40の相関があった。 r元気さjと生活習慌について x2

検定を行った。「元気さJ高群は，r競期的な排便[i]数J.rた
くさん食べる(斡食最)J. r食欲あり(税食，昼食，おやつ，

夕食りへの凶答割合が有意に高く(いずれも p<.05)，

f夜Iドに何度も釘を覚ますJ， r夜食の食欲あり jが有意に低

かった (p< .0目。 f楽しさjについては認識高群で rふ
とんに入るとすぐ限れるJ. rたくさん食べる(昼食蚤)J， 

食欲あり jの回答割合が有意に高く(いずれも p

< .05)，なかなか寝付けないjが有意に低かったゆ<

.05) 

[考察;

夜11品Hl

使がみられる時にに，児童は「元気jという感じを抱いてい

た。しさjは.すぐ寝付くことができ，昼食がしっかり

食べられ，食欲があることと関連していた。これらの結来

から， 6年生の「元気さjで表現される主観的健康は.規

則的な生活官僚と密接に結びついており.一方楽しさj

で表現される精神的健康は昼食との結びつきが強く，この

ことは学校生活のあり方を反映していると予iJ!IJされる。

335)学襲鰐のセルフケア能力iこ関する研究 (3)

-6年生児童の毘常生活習覆と保護者の認識との

関連性一

野村明美塚本尚子. JJI rゴみのり

(横浜市立大学j哀学部者護学科)

{はじめに}
生活習慣の行動変容は，成人期で、は関難で、あり.幼少時か

ら遥切な生活皆簡を身につけることが必要であるc 子供の

生活習'慣形成には，家庭での役割が大きいと言われている。

そこで今関，子供の日常生活習慣における殺の認識と行動

との関連を検討する。

[E!的]
親の認識と子供の生活習慣がどのように関連しているかを

明らかにする。

{方法}
公立小学校6年生 140名とその保護者を対象に調変を行っ

たっ調査内容・児童用には，食事，排i也選動に関する習

慣について，保護者用には，家庭での食事，排ift/:，運動に

関する認識と実態についての識変項目を作成しいずれも

強制選択とした。研究者が学級ごとに配布し 1遊間の留

め置き後.一斉回収した。児主には，研究者より調査の詩

的調資協力が強制でないことを分かりやすく説明し保護

者には学校長より依頼文を記布することで倫理的配惑とし

た。

[結果}
先輩 117名.保護者 104名より問答を持られたc 親子関で

マッチングできたデ…タ 79組を分析対象とした。各項誌

について.保護者の認識のイrl!i[，と児訟の健康認識・行動の

千j紙について x2検定を1Jったc

ついて栄養バランスに気をつけた食事内容に

しているjという保護者の認識の高い訴で，児童の「好き

なものを食べればよいjという認識が有意に低かった (p

<β5)。
②排j世について:保護者が子供自身で排池セルフケアがで

きているという認識高群では，児童の f野菜をたくさん食

べるJ割合が有意に高かった (p< .05じまた「使夜、や下

痢の特にも自分で対処できているjという保護者sの認識が

高い群では，児主主の「きまった時間にトイレに行く H使秘

の時は薬を欽むJという行動割合が有意に高かった(JII震に
p < .05， p < .01)。
零運動について :i小さい持から屋外で、遊ばせてきたjとい

う保護者の認識iittjT浮では，児童の「校庭で遊ぶことが多いj

が有意に高かった (p< .05)っ日時間がないときにも子供

が体を動かせるよう工夫しているjという保護者の認、識高

携では，児童の「校庭で遊ぶことが多いjという行動割合

が有志;に高かった (p< .05)。
{考察:
家庭での生活実態は，担童の生活習慣と明らかに関連して

いた。保護者の考えや行動は.幼少時からの在り方につな

がっており，小さい時から麗外で遊んできた経験を持つ児

は， 6年生の時期にも盤外での活動に結びついているつ

おl'iJl/:行動については，殺が子供の初当ftti子製jが自律している

と考える背景には.排推行動のみではなく.適切な食事選

択や異常fI守の対処といった全体的なセルケア能力の高まり

があることが示唆されたc 今後より確実なセルフケア龍力

育成にむけて.親子を対象とした縦続的研究が必要である。
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336)子どもの金生活を還してみる母親の意識に関する

研究 一金生活に対する看護介入の影響を探る一

(元北壁大学大学院看護学研究科)

山本昇(北里大学者護学部)

{話的i
地域で生活する成人期にある人々に対する健康の維持・増

進の働きかけを日的として子育てやの母親に祭点をあて，

母親が提供している子どもの食生活から母親の意識のあり

ょうを抱強しそのM)}IJ的・縦断的な関わりの中での変fと
から.その介入のあり方について検討する。

{研究方法}

本研究は北里火学看護学部倫理委員会の承認の下に倫理的

に十分に紫意し実施した。首都留内にある A市に住

む小学校抵学年以下の子どもを持つ母毅(11名)を対象と

し子どもの食事を 21羽記録(各7日開)してもらい，そ

の前後で4践の箆き取り調査を行ったc

をfflいた行動療法的アブローチであると問時にぞれを糸

口とした煽援での.オーブンーエンド形式のインタビュー

による研究者と協力者の相互作用的アブローチである。お1
イド照的アブローチとは，マーガレット・ニューマンが示

したパターン認識の発現の過程を前誌とし

的な立f診をとら

{結采i
していた母親の意識の背景には，そ

の人の母親の彩響があり嘗また食生活のモデルとなり，良

dアドパイザーとなってくれる人の身近な存在があった。

ける“気づ33"は，<

べさせるために

い野菜に手を伸ばしたj等があったc 一方意識していて

も大幅に変わったことはない実需をは結構ダメでしたj

もあった。

{考察]

されても行動へと反映されないもの

継続的な介入により“気づき"が生じたが，識変i笥情iゃに

;えそれが安定した行動をもたらしたかについて確認する

までには奈らなかった。しかしそこには行動変容を導く

鍵として， 1まから子への食文化の伝承.すなわち食事の内

容ばかりではなく，そのとき食卓で交わされた母親との会

話や食事の作法，そして様々な場面でしてくれた世話なと

とどのような時間をそこで過ごすことができたのかと

いった別の要素があることが示唆されたc さらに母親の意

識や行動が変化することで¥家族全体の変化を期待するこ

とができた。

337)霞積立おける中学生の締簿に関する意識調鷲

本田露子(熊本大学教育学部)

[研究毘的;

i玄療におけるインフォームド・コンセント重視の中で，未

成年である中学生年代においては謀護者の代理決定が箆先

されているc しかしながら子どもの最妻子の利益のために

は，陪意よりも納得を求めていく対応の方が，実質的な子

どもの権利尊重になると考えられている。そこで中学生年

ftが懐く医療における納得に関する意識を把握しその年

代の権利尊重に向けた対応を考える資料を得るため

を行なったc

{研究方法]

でき，

と承知すること

{結来]

回収は， 142部 (2 72 3年生 70部)(@] 

どの中学生にあっ

中学生になってからの外

は 73.2%だったo 2)総得に関する

: [割弱の説明で f斡得できた持の状況・理由jは，

や症状の旅田，治療や検査の必要性とそれらの内容や今後

の見通しについての説明がなされた持，さらに，

や惑の使ffl方法についての説明と最小限の薬の地方が挙げ

られていた。議i解で、きる分かりやすい言葉や備え.

絵，模型.選兵，写真などの使用やュ具体的数値を出したり，

実銭的に話されたIl寺に続得していた。納得できな

かった時の状況・理出jには，病践により診断や見通しが

う， iむの病気の可能性にもかかわらず病気を断定された

持などが挙げられた。

[考察}

医療における中学生の納得{え中学生であろうと病気や症

状の原限，治療や検査の必要性とそれらの内容や今後の見

通しについての説明がきちんとなされ，さらに理解できる

ような分かりやすい説明方法が工夫されて初めて得られる

と若手えられた。
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338)入院中の子どもに付き添う母親の健康に関する研

究 一母親の疲労と夫の精神的サポートとの関連一

関田悦1-t(京都府立腹手!大学医学部看護学科)

{研究話的}

入i淀するこ子どもの疾患は重症化・複雑化してきている。こ

うした状態にある子どもには家族の付き添いが必須であ

り，多くは母親が24時間体制で{すき添いをしている。子

どもの入院は家族への影響も大きく，母親の不安や疲労は

子どもにも影響を及ぼすため，子どもが安心して治療を受

け.健康を回復していくためには，母殺が常に心身ともに

健康でいることが必喜きである。そこで，入院中の子どもに

付き添う母親の疲労と夫の精神的サポートとの関連につい

て検討したので報告するつ

[研究方法]

研究手法:質問紙i去によるアンケート調査c 調査対象 :K

病続小児科病棟入院中の子どもに付き添う母親のうち研究

に i対立を得られた者 20 名。調資期間:王子成 17 年 7 月 ~12

月。調査内容・方法:(1)子どもの病状・入院状況，家族情

母親の生活状況:開局者，夫の精神的サポートの

-育児の協力， (3)母親の睡眠時開，途中覚書室

のま，fi夜， (4)母親の自覚症状の評価:自覚症状しらベ(日

本産業衛生学会産業疲労研究会)を，連続する 3日間にお

いて俗臼 10時と 14時の延べ6問実施した。誠資禁は，研

究担活者が[直接記布し間収した。解析:SPSS12，OJで統

計処理。夫のお付I/l的サポートの程度により対象を「サポー

ト有群J10名(精神的サボ…トがかなりある)と fサポー

ト無許J10名(少しある・あまりない・全くない)に

2群と基本属性との関連はカイ 2采検定および t検定.自

覚症状の評価との関連はカイ 2釆検定を用いて検討したc

倫理的記慮:京都府立i表科大学倫理委員会の示認を得て実

施したC 対象者にi得意を符，調査への参加・中止は自由意

思によるものとし得られた結来は，個人を特定しないよ

うにプライパシーの尊重と保護に配癒した。

[結果}

年齢，家族形態，子どもの数，仕事，在i淀日数など母親の

健康!盟書要因と考えられる基本属性を，夫の精神的サポー

トの有無別にみた場合，大きな偏りは認められなかったC

1 fヨの平均11垂眠時間は， Iサポート有群jの方が約 30分長

く (p=0，067)，就寝後の途中党費量の頻度は fサポート無群j

の方が1114かったo @I覚症状の訴え率は， U洋， lli段班群

ともに「サポート無若手jの方が高く，「ちょっとしたことが

思い出せないJ. I根気がなくなるJ(p < 0.001). I横にな

りたいJ. I物事に熱心になれないJ，Iすることに防違いが

多くなるJ，I物事が気にかかるJ(p < 0.01)， Iいらいらす

るJ.I気がちるJ.I口がかわく J(p < 0.05)で有意差が認

められ，精神的症状を示すE鮮で関連が顕著で、あったc

{考察1
1)夫の精神的サポートが十分にあると.良好な騒11民がと
れやすいっ 2)夫の精神的サポートが十分にあると.母親

の疲労が軽減される。すなわち，夫の精神的サポートは，

母親の健康に大きく影響することが示唆された。

339)病児とのコミュニケーション!こ対する不安の程震

とその変化!こ彰警蓄を及iます肇盟について

青木久恵，演出真禦(福関東医療センター附属看護学校)

門司王立出美(小念病j史的弱者護学校)

(来品:裂病i淀!約成看護学校)

首藤長奈美(九ナN医療センター附属揺関看護助産学校)

山下智美(長崎医療センター附総括掲者護助産学校)

[罰的]
小児看護学実習における審議学生が抱く病問とのコミュニ

ケーションに対する不安の程度を明らかにする。また，不

安の程度の変化に影響した要閣を明らかにするc

[研究方法}

1)研究対象:3年課桂の看護学校 11校における 3年生

398名2)データ収集方法:病児とのコミュニケーション

に対する不安の内容と程度及び不安が軽減した要因に関す

るアンケートを作成したc 評悩は 5段階評価とし実習

前・~-þ・後における不安の程度及び不安の軽減に影響する

と捻測される要因がどの程度不安の軽減に影響を及ぼした

と感じているかについて部査した。 3)分析方法:争不安

の種類と程度については.国子分析を行った。多不安の軽

減に影響する要因については，出子分析を行った。

の属牲による不安の軽度の比較については. 17己記置分散

分析を行ったo 宰不安の続減に影響を及ぼして要国につい

ては，震1m帰分析を行った。 4)倫理的配蕗:本研究の目

的，研究で得られたデータは本研究のみで使用すること.

研究への協力の有無は，実習成績に影響を与えないこと

以上のことについて文書:で説明しi可立を得たi揚合のみ.無

の自己記入法としたコ

{結染1
1)病児とのコミュニケーションに対する不安の程度に影

を及{ます要問{之「受け持ち日数JI受け持ち患者数JI子
どもとの適度な距離」であった。 2)幼稚関実習を終了し

ている学生と終了していない学生の不安の程度には，実習

前・実習中・実習後のそれぞれで有意差はなかった。 3) 

実智中の不安は，受け持ち患者数が一人の学生よりも二人

以上の学生の方が有意に高かった。乳児を受け持った学生

の不安の軽減に影響した要国は， I過去の学習・経験JI子
どもとの適度な距離jであった。幼児を受け持った学生の

不安の軽減に影響した要因は. I匿療者からの褒められ体

験jであった。小中学生を受け持った学生の不安の軽減に

影響した要因は「陵療者からの情報提供JI子どもとの適度

な距離jであった。

{考察i
結果は，実習中の学生の抱える不安に影響する要因には.

さまざまな要民が絡み合っており，その不安を軽減する安

田においても一様ではないことを示している O 幼稚園実習

の終了の有無は，不安の程震に影響していないことが明ら

かとなったが，このことは.学生が抱える不安が幼稚問実

習における学びだけでは解出ができないことを意味してい

ると考える。
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340)小売とかかわる看護部が考える効累約なブリバレー

ション

古株ひろみ，流郷二子楽(議賀県立大学入問者護学部)

[1389] 
どもの権利条約の批准に伴い，近年，入院時の説明や処

.検査時などで子どもへのブリバレーションの取り殺み

が進められている。我々は， s 県下において看護殺がブリ

バレーションをどの様に認識し実施しているのかを抱接

するために鵠査を実施した。

[方法}

S県下の小児科外来を有する 100床以上の各施設の審議部

長へ研究の趣旨を説明しゑ認識をf与え上で¥小児看護に携

わっている看護蹄 594名へ習め置きj去による自認式アン

ケート擬査を実施した会競査項自には，

数小児看護の経験年数.を所属部署ブリバレーショ

ンの認識の有無，答者護部が効果的であったと判断したブ

リバレーションの内容，場E百，使用物品，評価の仕方であ

り，客については自由記載鵠を設けたc 分析方法は単純集

計および記述内容をカテゴリ -1とし分析を行った。

{倫理的記議}

研究紋頼文に研究の主鼠俄入信報の譲護および弓マ払

加の自由，データーの取り扱い方法を明記しアンケート

に封誌を添付し回収時のプライパシー保護に努めたっ尚，

関奴をもって同窓を得たものとした。

[結采・考察]

517名(競技率87%)から問答を得たG 有効回答は 492名

であった。

ブリバレーションを知っていた看護保jiは195名 39，6%で

あった。看護繭自身が実i祭に効来自きであったと考えるブリ

バレーションの具体的な方法については 97名から援数の

回答部が得られたG ブリバレーションの内容は，説明 (85
i9U)が多く，気を紛らわす (20i船，褒美 (11例)，は少な

かったっ場面は採泊1，吸入.手術の説明などであった。使

用物品は人形 (29例)が最も多く，次いで、絵 09関)， 

(18 i予U)，パンフレット(l7i9U)，シール(16i91J)，実物

(16例)，模型 021予U)でりー BG対，歌， VTR.持参のお

もちゃは少なかったc プリバレーション実施の評舗は.ほ

とんどが説明直後であり.実施が効来的であったかの判断

は.処置などが実絡できたこと，が最も多く (75例)，実施

時の子どもの言言動や表情 (35朽のおよび，子どもの理解 00
初日や納得 (8タU) は少なかった。ブリバレーションの概

念は急速に広がっているが，プリバレーションが効来的で

あったかどうかの判断や処設やの子どもの反応や処置後の

子どものストレスの有無などに対しでは重点が置かれてい

なかっ

341)グループ学欝方式で実施する小児審議技術演習の

教脊方法

山崎歩(愛媛大学大学院i豆学系研究科)

中村慶子(愛媛大学医学部看護学科)

[自的}

グループ学習方式で実施する小児看護技術淡習における

びの内容を分析し小鬼者護技術教育方法の評備を行い，

より効果的な教育方法への示唆を得る。

{研究方法]

3年次で実施した小克看護技術演習終了後提出された学習

レポートをデータとしたc 学生レポートを使用するにあた

り研究者が対象となる学生に罰的，方法，結楽活用につい

て，問時に拒否による不利益がないことを説明し犯人会

員の向意を得た。

レポートは熟読後.学習成果を示した文節を学習内容第 1
コー iごとして数量fとし学習数をグループi穏で比較ゃま

内容を小児看護技術の特般的学習内容に詮§して内容

分析を実施し

[結果}

は35名の学生を 6グループに分け， 1関4i待賠
成，パイタルサイン/身体計測/泳活/吏衣/事PIIiIj/与薬/

/蘇主主/吸引のテーマを設定し事前学習を実施後，

担当グループがデモンストレーションを行い，その後相互

に淡安を実施する形式であるc

して抽出した第 1コード総数845件， 1人あたり

平均 15件，グループの合計学習数に占める担当項目

数の割合は 29，5%であったな
内容の分析からは， 3つの学びの存在仁それぞれの

具体的な学習内容が示された。

<小児看護技術特有の学び>:家族との協力，子どもの気

持ちへの気付きと記長玄発達段階の評儲

<看護基礎技術と共通の学び>:根拠ある技術，安全・安

楽への記騒，基本技術との違いや共通性，医療者向の協同

<小児看護実践における課題>:

;翠・不潔操作，謝料iの必要性， 目的の達成，技術の工夫

淡習方法に対する評価記述では以下の結果が示された。

表 小児看護技1f:i演習方法iこ対する三千{版記述及び.具体的内~

;議資方法;こ対する務怒記遂;

くあ議室技1ffの災会議3

〈学望号潔怒のI潟客室イと〉

くii支滋の員長よ長〉

人十撃の時審議L 立iままへの滋

樹と励まし家主主との協力，
基本校綴との遠いや共j議後，後終

あるケアザ立芸~1笠

Elciこ対する滋史認〈匁l議と綴苦手人災際行うことや

臨床への不安， l変苦までの限界

グループからの学び，者三菱締としての自主主や焚f去
の芽生え，体験による学幸子と学び

{考察]技術演習は，環論的学習から実践的学習に展開する

節自として 3年次後期の臨地実習前に{立置づけている G こ

の学習目的は達成され，臨:tIT.実習や実裁に向けた学習課題

の明確化には有効であることが示された。これらの成果を

臨地実習で発展させ.確実な翠得への環境誠整が必要であ

ることが示唆されたc
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342)小児看護学実習における，学生の看護技術体験を混

した学ぴ

小川佐代，Jな越和代，三illi浩美(香川県立保健霞療大学)

{目的;

小児者護学実習は児と家族の状況を自己慮した小児特有の看

護技術実設の工夫が必要とされる。そこで今後の教育活動

に活かすために.小児看護技術実践における病見とその家

族との関わり方の実態と課題を明らかにする。

[1ii去i
1.対象者:小見者護学実習を履修した短大看護学科2年

生 44名。 2.期陪:2005. 4 ~ll 月。 3. 梶査方法，内容:
受持ち鬼のパイタルサインiRU定の実習を体験後 f実施内容

や学んだことをj主体的に記述しなさいjというレポートを

記述させ提出を求めた。 4.分析方法:記述された内容を

文脈に分け 1内容 1項目として分類し意味内容に応じて

コードをつけ，その類似性により学生の看護実践を通した

やびのプロセスとして構造化を試み，サブカテゴリー.カ

テゴリーに分類した。分析は研究者3名の一致が得られる

まで子fったっ 5. 倫潔的配定:・レポートを研究データとし

て)f:Jvミるに当たって，学生には研究民的及び強制ではなく

と

お吉栄]

;玄関係しないこと，プライパシーの確保に努めるこ

と口頭で説明し i可窓舎を提出してもらったc

41名(93.2%)の協力が得られた。 された内容の総デー

タは 534，63のコー F，20のサブカテゴリー. 6のカテゴ

リーに分類された。

カテゴリ -1は f認定1/1の工夫 lil!iJ定iiijの児への説明jな

ど4つのサブカテゴリーからなるぷスム…ズに実泌できる

ための工夫 142，カテゴリー立はは!iJ定1:11の泥の様子j

i切に対する児の反応jなど6つのサブカテゴリーからなる

くfおよ己の理解 131. カテゴリ -illは fできなかったことJ
f実施したこと 2つのサブカテゴリーからなる{学生自身

の行動)97，カテゴリ -IVは fわかったこと I看護郎から

の学びjなど3つのサブカテゴリーからなる〈実施したこ

とによる理解 78.カテゴリ-vは f頑張りを受け止めるj

など3つのサブカテゴリーからなる〈測定後のケア 50.
カテゴリ -V1は ril!lJ定時の家族の協力jなど2つのサブカ

テゴリーからなるく家族の協力 36であったc

:考祭i
でパイタルサインiJW定を体験した学生は， il!IJ定がス

ムーズに実施できるために児と家族の状況を観察し受け

入れてもらえるような声かけや実施内容の説明などを工夫

し測定の実施を通して児と家族の様子や反応が理解でき

たことがわかった。また，学生自身の行動を振返り.実施

できたこと，できなかったことや者護輔の助言から学んだ

ことも記述されており，児や家族へのケアを単に手技の習

得に終わらせず，者護者がどう関わるかを考える機会に

なったと思われる。そして測定の実施だけでなく，実施後

頑張りを受け止める声かけや家族の協力が重要で、あること

も捉えられていた。

343)欝害児の家族に対する看護学生の認識

(高知大学)

{研究日的}

看護学生が障害児の家族をどのように認識しているのか明

らかにするむ

{研究方法}研究対象:}¥大学の者護学科の 2年生で基礎

は終了，専門科目!浸修進行中の学年後期の学生

である。研究に同意の得られた者護学生 54名から回答を

得たc

1. 調ヨ量販問j:平成 17 年 11 月 3 日~1O El 
2. 識変方法:質問紙による長的研究

3.調査内容

先行文献を参考に障害児の家絞の認識をil!U定する項目 54
項目作成しかなりそう思う =4から全く思わない 1の

間隔尺度として 4段時評定法を用いた。 得点が高いほどポ

ジィティブに障害児の家族を捉えていることを示している。

4.分析方法:統計ツフト SPSS(Ver.l2.0)を使用し有

意水準は p< 0.005としたG

5. 調交方法および倫理的記長室

調査者に研究の話的，調査内容， lif司査方法について口頭で

説明を行った。 任意であること，本研究と成績とは一切関

係ないこと，質問紙への回答は無記名で、あること.誠資終

了後は破棄することなど説明し調査への協力と承諾を依頼

した。関JI支は教室に回収絡を準備しも?め鐙きとした。

{患者来1
1. 1添 ~;g児の家族の認泌を 19J らかにするため調査結果を主

I~I子法・パリマックス鴎転を行い.おi有値 1 以上の基準を
設けi羽子 V!防長どが0.4未満，あるいは共通性が0.2未満ーの

:rJi [1を削除して凶子分析した結果.26項目からなる 41羽子

が抽出された。第 11~1子は f家紋の調和J.第 2 因子は

族の奈loJ.第 3 花!子は f 子どもの肯定!~J.第 4 出子は「閉
鎖的思考jであったc

2 抽出された 4~子の平均値は.因子 3 r子どもの宵定

感jが設もifijく，因子 4 11者鎖的思考jが最も{廷かった。

分散分析の結果各臨子関に布為差が認められた。

3. 54項自の平均1i立の上伎3攻昌は「家族は子どもを大切

に思っているJr家族は子どもが順調に成長・発達すること

を願っているJr肉親は子どもの健康な成長を願っているj

であった。下位3項日は f家族は子どもの発達に対する見

通しが立っとボジィティブに考えるようになる r両親は

どものことで、いがみ合っているJr家族は}湾問に人々に

られているという認識が強くなったJであった。このう

ち上設の 2項羽は標準偏差が全項誌の中でも特に抵く，下

位の 2項E!Iま全JJi践のrl:tで標準縦走が特に高い項百であっ

た。

{考察]

降客児の家族は家狭間の陥i軒目jがとれ時loJ
が強く子どもの「常定感Jがあるが閉鎖的思考jをもっ

ていると認識していたc 障害児の家族は，子ども

あっても健康に成長してくれることを顔い，受幸子し家族の

終を深め問題発生時は家族内で解決を図ろうとする傾向が

あると認識していた。家族が子どもの健康な成長を願って

いるという認識には.肴護学生lliJで受け止め方に儲人差が

大きかった。看護学生の背景や特性が欝告:児の家族の認識

を与えていると考えられる。
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344)虐待訪止雷発の効果

一医師・児童相談所・地域{宗罷留の立場かうのシン

ポジウム形式による講義の効果一

伊藤良子(市立名苦手銀期大学看護学科)

としつけの違いjの理解につ

いては 6慈の理解変であった。村上らは f担当者が夜接小

史点待に関係していなくても，審議教育にどのように取り

入れたら良いかと関心を持ち，専門家を招いた講義など，

教育者の連携を強化していくことが必要jいといってお

り，今i母試みたシンポジウム形式によるi豆締・児家相談所ー

地域保縫締の立場からの講義により，学生;え興味・関心

をt'.J-ち詰足惑の得られ，今後に投立つ内容のものとなっ

たと考えられる。また今後は内容理解を更に深められるよ

うな工夫が必要であるc

引用文献

1)村上京子.1む5名 (2002):者護基礎教育における小克

鹿待の位置づけと実態，看護教育. 43 (6). 5020 
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345)在宅後期高齢者の足指・mの状態と爪切りの実態

溝下)lln子(財団法人杏仁会フォレスト熊本)

三重野英子，横山哲f-t，ヰミ弘潔惑
(大分大学j家学者r5看護学科)

{程的]
高齢者の足指・爪の状態は.足指の把持機能や転倒・活動

低下に影響すると言われているo 本研究では介護予坊が必

要な在宅後期高齢者の足指・爪の健康状態と爪切りの実態

を明らかにする O

{方法}

通所介護または通所リハビリテーションを利用する要支援

または要介護1認定の後嬬高齢者42名に対して，足指・爪

の状態と爪切りに関する面接および観察を行った。分析

は. I記述統計および推測統計 (fisherの直接確率許算法)

をSPSS11.5Jにより行ったc 倫理的記怠として，施設長に

しては文書;と口頭で説明し同意書:により同意を得た。

は研究の趣旨と方法を口頭で説明し向意確認を行っ

{結来i
1.対象の概要

対象の平均年齢は 85.1歳であり，男性6名 04.3%)，女性

36名 (85.7%上嬰支援は 12名 (28.6%)，嬰介護 lは30名

(71.4%)であったc

2.足指・爪の状態

足指の形態{え 11)質化 12名 (28.6%).外反 i手ぬ1:6名

04.0%)，勝!抵が5名 (11.9%)に認められた。 Jf¥に関して

は，第 1指の左右いずれかの爪に 3mm以上の肥厚がある

は 22名 (51.4%).巻き爪 15~ヨ (35.7%) .深爪は 20名

(47.696)であったc また第5指の左右いずれかに爪去ぜiiの
fl!l凸がある者は 29名 (69.0%).Jf¥の萎織は 23名 (54.8%)
であった。 42名全員が爪の問題を複数持っていた。

足指を含めた足部会体の不調の自覚は，冷えが最も多く (21
名:50.0%)，次いで、倦怠感， しびれ• :f;冬痛の}I国であったC

3.爪切りの実際

爪切りの実施者は，本人のみが32名 (76.2%).本人と家

族・施設職員あるいは家族・施設i隊員がそれぞれ 5名

01.9%)であった。爪切りが額要ltと答えた者は 37名

(88.1 %)で，擦力の低下 16名 (43.2%).体幹の癌出lfUlJ限
14名 (37.8%に爪の開題 13名 (35.1%).視力の開題 10名

(27.0% )であった。

4. 第 l指の足指・爪の状態と爪切りの実際との関係

爪切りを本人のみで千子っている者 (32名)と他者が実施す

ることがある者(10名)の 2群で，第 1指の足指・爪の状

態を比較したっ他者が実施するilfは本人のみのilfに比べ第

1指が巻き Jf¥である割合が高いi傾向にあった (6名:60.0%
>9名:28.1 %， p口 0.074)。
{考祭}

足指・爪の問題が会対象に認められたことから，在宅後期

高齢者の足指・爪は不健康な状態にあることが明らかに

なったc とりわけ立伎バランスに影響する第 1指の爪が肥

厚や巻き爪の状態にある高齢者については，将来転倒が懸

念されるつ今後は. 8割以上が身体の加齢変化により爪切

りが難しいと答えていることから.本人・家族に対して適

切な爪切りを含めたフットケアの指導や施設職員による

内的なフットケアの実施が必婆になると考える O

346)健康な高齢者の足への関心と定トラブルの現状

西部佳t!t(愛媛県立医療技術大学)

[話BIJ]

高齢者の足トラブルは歩行力に影響し転倒に繋がる。その

ため，高齢者のフットケアの効果的な援掲や継続が重要と

なるc 本研究では.高齢者の足への協心と足トラブルの現

状を明らかしフットケアの現状と課題に合った介入を見

出す基礎資料とする。

{方法}

分析対象:研究協力の承諾が得られた独歩可能な 65歳以

上の高齢クラブ累 240名付:1，有効回答が得られた 138名(男

94/女44.王子均76.4土 5.1歳.純国 65-89殺人調査方法:

自記式質問紙を会合で配布，郵送法にて鴎奴(有効回答率

57.5%)0調査内容:足への関心(足の手入れは大切だと思

うか)，フットケアの状況(毎日の足の鋭察，自分に合う草花

への意識，靴の種類，靴を履く持の異物混入の確認.足を

洗う頻度，入j谷後の世間の拭き取り，爪の切り方).足トラ

ブルの現状を 2-4件法で翻答を得た。分析:足への関心

と足トラブルおよびフットケアの状況，足トラブルとフッ

トケアの状況の渇係は x2検定を用い検討っ倫環的記蕗:

本学倫理委員会の承認後，対象者に協力依頼し承認を得たc

{結果・考察]

健康な高給者の足への関心、は，足の手入れは大切だ、と思う

人が60.9%(84名)と半数以上であったが，千万:日足を親祭

する人は 31.9%と少数であった。プットケアの状況では，

，y，ttを履く時に小在苓:の異物混入の有無を確認する人は

43.5%. 自分に合う靴を立:議している人は 63.8%.毎日足

を洗う人は 57.2 9ら.入i谷後に~[I:IHJ を拭く人は 51.4% と，約
半数は足トラブルを防ぐケアを実践していた。しかし普

段援く靴の誕類では， 30.0%が転倒の多い主主題・つっかけ・

スリッパを使用し 89.1%は適切な爪の切り方の知識に誤

解があったG 足トラブルでは，約半数の 48.6%に. I箱入爪

や勝臆・鶏根.自縛.ひび割れの苦痛があった。足の手入

れは大切に思うかの有無と各々の関係では，足トラブル (p

< .05).毎日の足の競察 (p< .001).自分に合う靴への意

識 (p< .01).入浴後の駐問の拭き取り (p< .001)におい

て.足の手入れが大切と思う人に足トラブルが多く，足の

観察や具体的なケアの実践者ーが多かった。そこで次に足

トラブルの有無とフットケアの状況の関係に着召したが，

足トラブルの有無と有意な関係はなかった。 高齢者は.足

トラブル出現により足への関心は高くなるが，足トラブル

とフットケアの具体的笑践は結びついておらず，足の観察

の重要性や観察ポイント，適切なケア方法に関する知識は

不十分であり.効来的な対処行動に至っていない暁状が示

唆された。今後は，足への関心を有効活用しながら側々の

足トラフツレの現状に合ったケア方法の提供を充実させ，足

トラブル予防の動機付げを強化した介入が必要である O

(本研究は科学研究費 17592317の助成にて実施したJ
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34ア)老人保健施設入高高齢者の弔髪中必須および有害

ミネラルの実態

干高鴎龍子，小玉敏江，荒井一歩(東邦大学援学部看護学科)

{底的}

必須ミネラルは必摂常:量元素とも呼ばれ，生体に欠かすこ

とができない栄養素である G 一方で‘，鉛や水銀などの毒性

や有害性の大きなミネラルは有害元素とも呼ばれ，体内か

らの排出が求められる。有害ミネラルは体内に蓄積された

ものが毛髪に排出されるため，高齢者では若年者よりも毛

髪中有答ミネラル濃度が高いと雷われている。本研究で

比老人保健施設に入所中の高齢者の毛髪ミネラルの実態

について検討したc

{方法]

某燥の人老人保健施設で，入所者の散髪時に散髪した毛

髪を 20ミリグラム軽度採取し ICP

マ質f登量分祈装翠) を用いて毛髪ミネラ jルレ翠量;をi涼測立溺t定したc 対

象者者nは立路設入所後 3 ケ月 j以以;グぷ~、上を経i過丞しており. 一定期間持

じ食事内容を摂取していることを前提としたc 期間は

2004 年 9 月 ~12 丹 o 1命渡的記長霊として.定期的散髪への

取し込み時点で利用者・家族に間意を得た窃分析は認知事E
との濁速について相関係数を算出し検討した。計算には

SPSS14.0呂ndAmos6.0 for Windowsを沼いた。

{主主来]

対象者は男性 10名，女性 23名の計 33名で，平均年齢は

84.5歳出D8.99)であったむ入所してからの期間は平均 1

~2 年で\認知疫の殺1Jt lえ絹鐸式判定で正常 12 名，軽度
4名，中等度 11名，高度4名，最高度2名であった。自立

自立 27名，一部介助4名，全介助2名で，移

動は自立歩行9名，杖歩行6名，車椅子自走8名，王手様子

介助 10名であった。泌定した毛髪中必讃ミネラルの中で，

マグネシウム・カルシウム・クロム・マンガン・錆・コノく

ルト等が，対象者の 75%以上でf!fいレベルを示した。また

有害ミネラルにおいては，中レベルからおレベルの体内蓄

績がみられたミネラルは水銀・アルミニウムであった。認知

疲の程度との関係では，アルミニウム(相関係数1・ 0.345).

水銀行.= -0.409).カ ド ミ ウ ム -0.351)が負の相j惑

を示した (p< 0.05)。
{考察]

今回の結果では，老人保健入所中の高論者で必須ミネラル

の不足傾向，並びに，有害ミネラルと認知読の稜度との間

に負の棺関が認められた。この負の椙憶に関しては，体内

された有害ミネラルの毛髪への排出が低下している可

能性が考えられるが，さらに対象数を増やしての検討が必

要である。ミネラルは，施設や病院での食事においても不

足する傾向にあるといわれている O 施設入所の高齢者は，

身体症状の訴えが不確実なことから，身体状況の観察が重

要であり，加えて，必須ミネラルを補給する金生活の工夫

とともに.有害ミネラルの排椴を{廷すための食品選択も大

切である

348)高齢者の笛ブラッシンク効果と性，喫煙，義詣との

関係

伊藤長由美藤原奈桂子(名古屋市立大学看護学部)

[話的]
苦ブラッシングが高齢者の味覚関値に変化を及ぼすか否か

調べることと味覚開催の変北{久性，喫煙，義歯と関連が

あるか否か知ることを目的に謂査を行った。

{研究方法}

地域性民を対象に平成 16年7月から 9月に自記式関診票ー

による関診と味覚関値観査(舌ブラッシング指導前，舌ブ

ラッシング継続1遊間後)を実施したc 間味(討，寝，酸，

苦)の味覚鶴債を 1から 10の10段階(数字が大きくなる

につれ関僚が高く，味覚感受性が抵いと仮定した)

的に詳備したc 味覚箆{印式 10m!の濃度勾配液を 3秒、時

口i控に含ませる全口控法を用い，旅費が変わる毎に飲料水

で合敬した。舌ブラッシングは，領加に用意した舌クリー

ナ(ユニロック製)を用いて毎日就寝前 1間，者の表顕を

舌の奥から手伝iへ 10関毅くこすり，ブラッシング後は合

敬することを指導したち者ブラッシングの継続約 1適時の

時点で同様の方法で味覚隠値を判定した。統計分析は，

SPSS.l3.0を沼いた。なお，本研究は名古罷市立大学看護

学部研究倫理委員会において審査，承認された後に笑施し

たひ

{結果}

研究趣旨に陪意を得た 60~82 畿の高齢者 54 名のうち 1 選

隠の介入(舌ブラッシング)に参加し 1遊間後の認資協

力が得られた者は 48名(男性7名，女性41名)であった。

介入部の鰐依の平均値(標慾偏差)は.1=1'1床:5.6 (1.2). 

i床:5.3 0.5).援味:3.8 (1.5).苦味:4.6 (1却であったc

関fuきを性設で比較した結果，男性.女牲の!綴に甘味:5.7 

(0が.5.6 (1.3).塩味:6.0 (1却.5.1 (1却，酸味:4.70.0)， 

3.7 (1.6)，苦味:4.3 (2.6)， 4.7 (1.7)で、あった。性別で比

較した結果，有意差はなかったが，男性は，酸味(p< 0.07)， 

塩味 (p< 0.09)と開催が高い傾向が認められた ct検定)

i契機，義歯の有無の比較では，喫4壊有群，義歯有若手の関{滋

は奇襲鮮に比べて 41床とも高かったが，有意差は認められな

かった。

介入後の味覚閣僚が介入前の開館より{まくなった者(効条

あ乃)は，甘味26名 (55.3%に塩味 18名 (38.3%に綾味

29名 (60.4%).苦味23名 (47.9%)であった。特に苦味に

ついてのみ効果に差を認め，性別 (p< 0.05) :男性6名

(85.7%)，女笠 17名 (41.5%λ 喫煙 (p< 0.05) :無 16名

付0.0%に有6名(100%)，義務担<0.07):無4名(28.6%に

有 19名 (55.9%)であった (x2検定)c

{考察}

舌ブラッシングが味覚感受性を高める可能性が期待でき，

特に，その効果は性~Ij，義l窓喫壊の有無との関連が示唆

されたc 高齢者が自らの持てる力を維持しわずかな味の

差を感じ取り，よりおいしく食事摂取ができるよう，ブラツ

シング継続効果について研究を進めていきたい。

日本看護研究学会雑誌 VoL29 No. 3 2006 289 



P2会場第46群

349)高齢者時設における捧癌予防!こ関する審議者の認

識と実践

一翠たきり高齢者と寧椅子高齢者の比較一

萩i翠~つえ，内山久美，蔵本文乃(熊本保健科学大学)

{目的}

近年，施設高齢者の「寝たきり jを少なくすることが推奨

され，昼間は車椅子に座って過ご、す人が多くなってきた。

しかしそこで使われている車椅子を見ると，その人の体

格や体型に合っていなかったり.移送用のl!I椅子であった

り， しかも長時間 f座りきり jであったりして，袴癒予防

の観点から見るとかなり問題を抱えていることが推測され

たむ今回，看護者が高齢者の司王椅子使用を袴癒予防の観点

からどう認議して.どう実践をしているか実状を明らかに

するために調査を行った。

[研究方法}

は介護老人保健施設に勤務している看護者で，研究目

的，方法などを禦1詳し質跨紙調査に協力の同意が得られ

た人 44名で，郵送により問答を得た。なお.この鵠査内容

は学内の研究倫辺委長会で承認されたものである C 結泉の

分析にはx2検定を}おいたむ

{結J長]
きり高齢者に対して定期的除在の必要性ありと答えた

人は 88%，車椅子23i鈴者に*'1'しては 95%であったっ体{立

のずれが搾癒発生に繋がると答えた人は，

66%，取締予の場合 70%であったっまた，

者の支務と答えた人は寝たきり布告言者に対しては 80%，tjf

椅子1f五齢者に対しては 77%であった。実際に.むたきりお

に対して定期的に徐圧をしている人は 42名'1'41名

(1!告回答 2)であり，その中で徐任問i泌を 2U寺/HJ以下と答え

た人が80%であった。一方，車椅子高齢者に対して定期的

に除圧を促したり，行っている人は 44名1:1"14名.不定期

にしている人は 27名，していない人は 3名であった。自

分が担当している寝たきり高齢者が何時湾問一体設でいる

かを知らない人は 39名中 2名(無関答5)であったが，

椅子高鈴者に対しては 42名Iごい 9名(無部答2)であった。

リスク評価の実施状況は寝たきり高齢者に対しでは

41名rjl22名が実施しているのに対し車椅子高齢者に対

しては 41名中 14名が実施していた。また.寝たきり

に対しては袴績好発部の皮腐観祭を 43名全員(無回答

1 )が仔っており，その 71%が体位変換時やオムツ交換n寺
など1B複数路行っていた。一方，JIf.鈴子高齢者に対しで

も坐fj-結節奇1I等の皮膚観察を 42 名中 37 名(~回答 2 )が

行っているが， 1 B複数出観察しているものはその 53%で

あった。

{考察i
長時間の圧迫とずれが袴病発生に繋がること，そして，そ

の予防が看護者の責務であるという認識は寝たきり高齢者

に対しでも車椅子高齢者に対しても共通していたc しか

し実践の場面では.主ド締子高齢者に対しては，寝たきり

高齢者よりも除圧やリスク許制，皮腐の観察など関心、が低

いことがうかがわれたむ

350)膏譲造設伊豆G)患者の排便管理と罷の性状の実態

糸キヨ子，平松知子， JE源寺美総.大島あゆみ，松本3111里，

康問容子(金沢大学大学説底学系研究科保健学専攻)

[目的]

経皮内規銭的野楼造設術 (PFG) は経口摂取できない患者

の栄養改善に効果をもたらし近年急速に増加している合

このような患者の排便管理はド剤等の使用により行われる

ことが多い。今撚 PEG忠、者の効果的な排便ケアを検討す

るために排便管理と伎の性状(オムツ汚染)について実態

調査したc

{研究方法]

1)対象 :A療養型施設(阪療・介護を含む 500床)にお

ける PEG患者47名。

2)調査方法:宰排便管怨の現状として，下剤使用状況，

栄養郊の種類や方法，患者の活動状況等について誠ベた。

ま排便の実態は 1拐のおi'iill:物の最， 'l:it~犬，漏れの範鴎， {，吏

用オムツやパットなどについて最の測定と性状を把握し

3)分析方法:排便管潔の現状と排便の実態をそれぞれ分

析し両者の関係は苓i-f7Uごとに分析した。

4)倫理的配蕗:施設の岩波部長・ケアスタッフ(看護紙

介護部を含む)に詩的.方法について説明を行い，同意を

得た。 1言Jmを得たケアスタップに諦査票の記入を依頼し

た。

{結果1
1)対象の慨*:47名の内訳lえ UHt11名，女性 36名で、

あ;久平均年齢は 84，0ェ10.9歳であった。疾患は脳卒中

29名 (61.7%) とぷも多く.ついで認知症 11名 (23.4%)

の}II誌であったc 活動レベルは終日臥床が 11名 (23.4%)で

あり， 1 El 1IilJホールなどに車椅二子で出ている者は 14名

(28，6%)であった。栄養剤としてはサンエット N3!}が 35

名 (72.9%)使服されており，白湯を含めてトータル 1287

土 247.4(750 1800) mlが注入されていた。

2 )持1:使管理の実態:39名 (83.0%)はで刻や康薬を使用し

ていたc 使用している下剤はピコスルブアートナトリウム

(シンラック法廷)が最も多かった。またその大学は座薬と

の併用であった。 1El2拐の排使時間jを設けており.午前，

午後ほほ半数ずつであった。排便!期総は 1~3B が 17 名

(36.2%)， 4 ~ 5 EI14名 (29.8)の}I浜であったc

3)排伎の実強 1回排便:長(ー音1I尿を含む)は 195.1

145.2 g (5~665 g)であったc 伎の性:1犬は軟伎が42.6%，

i足状使 29.8%の}llflに多かったむコロコロ伎は 3名 (6%) 

みられたコ摘伎は 8名 06.3%)に行われていたC

4) f耕j井!
i問可じでで、あつたo 1使史のj様縁れ;は土パツ iドご F戸件内i人句、ヨ~ 38名 (げ79.2号%むω)， おむ

つ6名(12.::5%)，寝衣・寝兵4名 (8.れら)の}II良にみられたc

{考察]

以上を通して.PEG患者の排便管理はほぼ下刻などでコン

トロールされているといえる。しかし. 必11コントロール

できにくい事例が見られたので，これらについて今後検討

しよりよい排使ケアについて検討する必要がある
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351)藤関節痕を患った高齢者の対処持動と Qむし(生活

の嚢)

(名谷市立大学保健福祉学部看護学科)

主主持哲子(JI!!}II医科大学医学部看護学科)

藤井瑞建r. (元市立名寄短期大学)

根本和加子.渋谷恵子

(名寄市立大学保健福祉学部審議学科)

[!ヨ的i
本研究は変形性族問宣告症のを怒った高齢者がどのよ

うな対処行識をしているかを明らかにし者護的示唆を得

ることを自治とした。

[対象と方法i
1.対象は S市内の整形外科専門病i誌に通説中の OAと

診断されてから 1年以上経過した高齢者で¥研究に協力を

得られた 10関である。 2.方法は，対象の希望する場所

で1時間軽度のインタビューを行ったc その際.研究目的，

方法，研究参加は自由で拒否しでもよいことなどを説明し

研究参加の同意書:を交わした。面接は半襟成的面接で¥対

象の診断から王立ぞままでの経過とその対処法などを自由に

てもらった。インタピューは対象の了解を得てテープ

し逐言語録を作成したo 3.分析は逐語録から対象

OAに関する全ての語りを抽出，コード化しさらに

意味内幸子から類似性に基づきカテゴワ-{とし

[結果と

1.対象は，女性9名，男性 1名であ;久平均年齢77.7
であった。平均治擦期IllJは 9:i'ド 1カ月 j乱家談議成;え 3

らしで， 7名が家族とのやJ1iきであっ
2.分析の結来5カテゴ1)…に分類された。く疲状?では，

<症状の経過><痛み・騒れ>によって<日常生活上の思

をきたしていたo 感諮?では.<百定的>

とf寄げなくなるJ絶望感j などで <i守定的>には

くてもがんばるJr先綴のことを考えると頑張れるjな

どであった。しかし長年の膝痛によるゆf処行動?では，

<気持ちの切り替え><痛みと謁和><ダンスで緩和>な

どであった。<無理をしない生iJfi>では. r休み休みJrだ
ましだましjなどが含まれた。<患部に負担をかけない>

では座り方の工夫 r杖を使用するH[;普段は後ろから降

りるjなどの工夫をしていた。さらに<足の強化>では「足

の訓練jなどであった。痛みの出現時には<受診行動>を

していた治療 e 患部の処龍三では霊気 r内線薬冷

やさなしり f緩めるjなどであった。<家事・外出時の魚拐

軽減の工夫>ではf少しずつ安物をする重いものは配達j

f夫の協力Jなどであった。ぷ趣味活動・役割遂行?では「和

や「旅行Jr家事役説よなどをして生活に躍り

を見出しているものと考えられる。

[まとめ}

以上のことから.OAを患った高給者が，苦痛を手干し

状に応、じ〈治療・患部の対処?をし高齢者なりの様々な

をしつつ<趣味活動・役割遂行>を通して豊か

な生活をすごしていることが鳴らかになった。

352)脅組懇症患者の睡眠実態調査と睦器障害iこ影欝を

与える臨子の犠討

福録恵子.藤田淳子(京都府立医科大学涯学部看護学科)

[研究自的i
骨粗諮疲患者は， ii受性的な終痛などによる ADL低下や転

倒・骨折に対する不安，姿勢・体形変化による

を生じやすいため羅奴滋害が高いと捻測される。しかし本

疾患の睡眠障害に関する研究はほとんどみあたらないc そ

こで今簡，骨粗軽症患者の鰻限実態調交と 11季限障害への器

を明石iliにすることを日的とし骨粗慈疲患者の睡眠

実態と円背・活動fl寺の終搭・ ADL'活動最;の軽度との関連

性について検討した。

[研究方法i
京都市内の3ヶ所の病院および診療所において，原発性骨

と診断された女性 146名を対象とし 2005年6月~

9月に認交をおこなった。骨組怒症患者 QOL評価費問

ピッツパーグ騒il民調資粟を用いて痔掃の程度， 日常生

活動作，際i波状況等について調主をしたっ分析には SPSS
Ver.l3.0を用い， Mannベミァhitn貯の U 検定. Kruskal-

Wallis検定を行い有意水準 5%とした。倫理的記長室とし

て，実施前に京都府立医科大学の倫理森査委員会で承認を

受け，被験者に対し十分な説明をおこなった上で了承が得

られた方のみ記入を依頼し

[結来]

ピッツパーグi淫紋議査翠 (PSQI)で陸i促障害判定基えさとな

る6点以上を示すものが骨組緩症患者の 44%に認められ，

よる女性の存続察 21.5%に辻べ高かったc また

いずれの年言論群においても PSQIカテゴリーのうち“際限

が最も得点がおかったお縫日良薬の常沼率は 20%で一

段常用率に比べ高かった。 PSQI得点と艦奴障害との

は.円背の有無では非同背若手 6.6会 3.4点，内7f群 5.4土3.5
点で雨群;こ手差令認めなかった。活動時の建議穏授は，

くない群 5.5土3.3点，少し痛い~翁い若手 6.8念 3.4点，
ひどく痛い~我慢できないくらい痛い群 8.0土3.6点で，

終痛程授が増強するに従い高くなり群向に有意差を認め

た。また活動長の程授は，全くしない群 7.41念 4.3点，選

1~2 図若手 6.5 :t 3.0 点，週 3~4 鰭若手 5.8 土 2.7 }之 ほほ

毎日群 5.5之 3.1点、で有意義を認めなかったが，

低下するに従い得点が高くなる傾向が認められた。 ADL
では，不自由な項自を有する若手 6.7土3.6点.無い群 5.1土

2.7点と有する群の得点が高く.PSQIカテゴリーでは“日

のi漆害ーが認められた。

{考察}

による臨i段階答への影響は大きく.また ADLの低下

に伴う活動量の{廷でが煙波様答をまねくと予測され，官-経

怒症患者の謡il長障害に対するアプローチは重要である。特

に日中の活動牲に対する働きかけがi隊側窓寄の改装に必要

であると考える。

本研究は平成 17年度科学研究費助成(若手研究沼)課題番

: 17791638)を受け行ったっ
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353)高齢者の抑うつの緩和とその関連要因

古川秀敏，悶武和子

(県立長崎シーボルト大学看護栄養学部看護学科)

{目的]

抑うつは高齢者においてよく見られる精神症状であり，時

に自殺などを引き起こす場合もある O 本誠査では.高齢者

の抑うつの関連要図を明らかにし今後のケアの基礎資料

とすることを話的とした。

[方法]

対象は NJ果N町在住の 65歳以上の高齢者 290名(男性:

142名，女性:148名，平均年齢:74.9土5.2歳)であるc

UCLA孤独感スケール. Mini-Mental state Examination， 

Dukεsocial support inventory， Geriatric Depression 

Scale短縮版(以下， GDS)を用いて，面接調査を行なっ

たfJi:せて，性，年齢，語{主状況，ボランティア活動およ

び余暇活動の有無，主観的健康惑なども収集した。調査項

目からパス国を作成し検討した。統計解析には SPSS11.0J 

for・Windowsおよび Amos4.0を熔いた。倫潔的配慮とし

て，調査対象者には，研究の趣旨と調査の目的，研究協力

の較否が可能で、あること，データ管理を厳重に行うこと，

個人の特定がされないように配慮すること等を説明し向

3立を得た。
[結果}

GDSの得点は， 2.4 :t 2.3点(15点満点)であり.有意に女

性のほうが高い値であった(男性:2.1土 2.1点，女性:2.8 

2.5 点)。そこで，男女別にパス~の検討を行ったc 男性
のモデルでは喪失感，ソーシャルサポートの関迷が認めら

れた (x2来値=1.883， p = 0.966.残差平方平均平方根(以

下， RMR) = 0.014，適合度指標〈以下， GFI) = 0.997，修

正適合度指標(以下.AGFI) = 0.979)0また，女性のモデ

ルでは.社会参加，ソーシャルサポート，主観的健康感の

関連が示された (x2乗fi@:= 2.697， p = 0.952. RMR = 
0.019. GFI = 0.993. AGFI = 0.949)。
{考察}

検討した男女，双方のモデルにおいて.P 11庖が0.05を超え，

RMR億が0.05未満，さらに GFI.AGFIの値も 0.9を超え

ていることより，雨モデルがデータに適合していると考え

られる。男性では喪失感とソーシャルサポートの関連が，

女性では社会参加，ソーシャルサポート，主観的健康感の

関連が認められた。本調査結果は，先行研究を支持するも

のであかが[1うつの緩和にはソーシャルサポートが有効で

あることを示しているo さらに喪失感，社会参加，主観

的健!実感といった男女跨で異なる関連要留が認められたこ

とから.抑うつの軽減には性別を踏まえた上での援助が重

要であることがうかがわれる。

354)施設高齢者の転倒環境

加藤真由美(新潟大学i涯学部保健学科)

泉キヨ子，平松知子，正源寺美総(金沢大学大学j完)

{自的}

本研究は，高齢者施設の転倒発生に関わる環境(転倒環境)

を高齢者サイドの読点から明らかにし転倒予j坊につなげ

ることであるO 転倒環境とは施設構造・状態，移動用兵，

環境と関連した高齢者の行動などであるO

{方法}
1.転倒環境の抽出

転倒環境は MEDLINE，コクランライブラ 1)，医学中央雑

誌を用い施設高齢者を対象とした 12の研究を選択しそ

こから項目を抽出した。さらに研究者らの意見を加え計

50項目から成る転倒環境リストを作成したc

2. 研究方法

1)対象:65歳以上の高齢者 31名 (82.9念 8.5歳にうち介

護老人保健施設 22名，医療型療養病床9名であるc

2)誠査方法

1人の研究者が開き取りおよび参加観察を行い(計85時

間)，リストに挙げた 50項自と研究者が転倒環境と判断し

た内容を誠査した。下腿長とベッド・取締子・ポータブル

トイレの高さを測定しその差を Spearmanの順位相関係

数で転倒との関係をみた。率椅子の空気EE1まタイヤと床の

接触阪の長さをiJliJ定した。

3 )倫理的記謡:

-家族および施設には本研究の目的・方法・リスク・

倫理的記騒などを説明し者:煽による同意を得た。参加観

祭は対象・家族および施設から許可を得てケアに参加させ

てもらい.フィールドノートに記述した。

{結果}

1)対象の概~
移動能力は車椅子使用者 22名 (71%上歩行補助具使用者

6名(19.4%).独歩3名 (9.7%)であった。合併症は片麻

海 11名(35.5%).失語症2名(6.5%)，運動失説 1名(3.2%)

であった。
2)転倒環境

転倒環境は計 123偲あり，重複をまとめると 72個，リスト

の項自~iJに振り分けると 25 項自となり，残り 25 項目は全
くみられなかったっ最も多かった項日は<移来日者・粂準時

の危険>であり，内容はれ忘れて)111;尚子のブレーキを止

めないで移乗JI関節拘縮・変形による不安定な姿勢Jなど

であった。リスト外の環日として，打率椅子路面が高くて

も)自分が環境や状況に合わせるJI(婆介助でいなるべ

く自分でするjといった<対象の考え方>や歩行補助具の

選択など<高齢者・家放と医療者の意見の不一致>が挙

がった。 TJ関長と車椅子の治iさの差は4.6土2.6( 1.0~8.0) 

cmで‘あり，転倒とは 0.594(p < 0.01)の関係があった。

{考察i
E存続子は運動機能障答のある施設高齢者にとって生活を支

える重要な移動用兵となっているが，認知機能抵下や関節

変形などにより正しく使用できない，体格に合わないなど

の危険が明らかとなった。高齢者は加齢により環境に対ーす

る遊応力が低下しており，また自分が環境に合わせると

いった患いがあるため，安全な施設環境を提供するには車

椅子の工夫など環境が高齢者に対応するよう検討していく

必要がある。
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355)多襲ロジスティックモデルによる「転部・転落アセ

スメントシートj再議成の試み

イ左藤久美子{箕面市立病院)

内藤紘美(箕面市立介護老人保健施設)

山田一期(臨床研究支援センター)

[自自主i
過去の転倒転議の既柱援と入院時点におけるリスク袈鴎と

の関わりを判別分析によって検討し昨年震の本学会で発

表した。ところで転部転落は.その発生頻疫の最大類境を

100%とする確率現象ととらえることができる。そこで今

年震は，入院後の転倒転落の実態と入続時点のリスク要

問との関わりについて.多重ロジスティックモデルによる

分析を行ったQ

{対象と方法}

大阪府内某箆療機関に 2005年8月から 2006年 1月までに

入院した患者 147人を対象として，研究の趣旨説明を行い

協力の爵窓を得たうえで，独自に作成したシートに基づく

鵠報収集を入臨時に行った。内容は f性 I年齢過去の

(捜党・聴覚)J 機能障害(庶務 eパー

キンソン綴・脅関節の変形拘縮・ふらつき)J 活動能力(筋

力低下・杖使用・歩行器使用・ヱドいす{吏取・移動移采の要

介助)認識カ(認知症・記協力低下・判断力抵下・埋解

力低下・不器行動・見当識i怒害・意識混濁)

鎮痛剤・入政導入剤・抗不安楽.r匂誌やjJ薬・抗うつ剤・利

尿斉IJ.下剤・抗パーキンソン築 e化学療法剤・ i年在剤) Iお1:
il!l: (干支開封1:討を・尿失禁・大使失禁・類尿・袈排il!l:介駁).ト

イレまでの距離けである G r入院中の転ff~ .転謡jの有無

を分類変数，ぞれ刀、外の項EH立会て fあり Jrなしjの2frffi.
データfとして把握し多重ロジスティックモデルを遥府し

て，手nまな関連要密の抽出ならびに OddsRatio (OR)を

算出した。なお変数選択方式は変数減少尤度i去を用いた。

集計解まrrには SPSSfor Windows 1O.0Jを用いた。

{結染と考察]

1)対象者の基本属性:r転倒・転務あり群(発生群りは

男7人，女 12人.計詩人で，年議会は 33設から 92

布しその中央111査は 78.0裁であったっ一方 f転倒・転落な

し群(対日程群けは男 40人，女 88人，討 128入で，年齢は

17裁から 100裁に分布しそのや炎筒は 76.50設であったC

2)多量ロジスティック分析の結采.転倒・転落のリスク

を抵下させる婆留としてf尿失禁 (s = -3.763. P = 0.020. 
OR = 0闘023)Jrバランスf!f下 (s= 3.374. P = 0.018.0R 

= 0.034) J r~げìであること (ß 出- 2.973. P 0.017. OR 

= 0.051) J r骨関節の変形持縮 (s -2.731. P 0.048.0R 
0.065) Jが採択された。これらは従来， リスクを上昇さ

せる要阪と考えられてきたが，今回の結果はこうした要四

を持つ者に対して涯療者が特に気を配ったことを反映した

ものと考えられる C 一方. 1)スクを上昇させる要国として

日最去の転関経験 (s= 3.486. P = 0.014，OR = 32.642) J r降
任剤眼形 (s= 2.659. P = 0.023， OR = 14.278 ) J I判断力

低下 (s= 2.393， P 0斜1.OR 10.950) Jが採択された。

これらの変数を府いたときの的中率は 94.6%となり，より

適合度の高いモデルを得ることができた。

356)急性期病院における運動器疾患のない高齢入諜患

者の歩行能力器下の要閣に関する研究

i務野智香子.泉キヨ子，王子松知子

(金沢大学大学協医学系諦究科保健学専攻)

{日的i
急性期病院における高齢入院患者の歩行能力の低下の実態

いて報告されているが，運動器疾患のない患者

を対象とした講究はない。そこで今思急性期病院におけ

る運動器疾患のない高齢、入院，患者の歩行能力低下の要因を

明らかにすることを目的とし

{研究方法]

1)対象は.A病院 (384床)に運動器疾患を有さず，内科

疾患で入院した 65哉刀、上，入院議は歩行がI可能であった

退院時に歩行諮カが低下していた患者を対照若手(以

下歩行抵下群)10名. f足下せずに退院した患者をコント

ロール群(以下歩行維持若手)10名について性，年齢?をマッ

チさせ調査したc

2 )データは過去 1i手陣の入i詫診療銭及び看護記銭をもと

に対象の属性(年齢・性別・合併症数・在i完日

先・診断名)，予測要問(床上生活尽数・点滴日数・尿道カ

テーテル留置日数・入i結時の自覚症状と持続日数)につい

て調査した。

3 )分析は， 2若手関の比較と要国間の関連について検定を

行ない，統計解析には Dr.SPSS立11.0Jfor windowsを用

いたむ

4 )用語の操作的定義として，歩行能力設下とは，人の竣

助や歩行補助主主b必要とした状態とした合

5)倫理的記慮として得られたデータ;え病院や綿入が特

きないように記号北し{傍人官報が擦れないようにし

たc

I結采:

1)歩行能力抵下嬰毘:表に 2群掲の比較を示す。

2)各要鴎との関連については，夜i淀日数には，

日数・尿道カテーテル器置日数・点滴日数・症状持続日

において有意な正の相関があった。床上生活日数には，尿

道カテ…テル皆既日数・疲状持続日数において有意な正の

相関があったc

[考察]

以上の結果を通じて，看護締は歩行能力を抵下させないた

めに，早期離床や尿道カテーテルの早期抜去を心がけるこ

とが重要であると示唆された。

表 2若手間の比較

症状終車交日数

派j二魚沼日護士

長支滋カテーテ)vWlf設日数

B 

11土3.83
20.7土20.7
28之27.8

1.5ごと2.1

1.5:士2.3 0.001料

1.5土2.3 0.023ネ

率。一峨

的
品
一

4

6
一
<

7
一
<

王子士急{良之
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357)認知痕高齢者グループホーム科F話番の2年閣の糧

神状態，毘常生活動作自立震の変化と関連警割

小山幸代(東海大学健康科学部)

小林小苔合(東京大学援学系研究科博士後部課程)

[目的}

グループホームに入援した認知症高齢者の精神状態，日常

生活動作自立度の 1年間の変化とそれに関連する要閣を分

析するc

i対象1
Y市内 11グループホームに問所持に入居した高齢者 98

名。 2年間入居していた 61名を分析対象とした。男性7
名，女性 54名。 年齢は， 54才から 93才，王子均 80，28二t・0
{調査内容および方法]

号精神状態の評価には， N式老年者用精神状態詳備尺境

(以下 NMスケール)• 日常生活動作自立度の評価には N

式老年者用日常生活動作能力尺度(以下 N-ADL)を用いた。

器対象者の属性(性別，年齢，痴呆の診断)は入居時の記

より調べた。

客観察式の評価表記入は.評{語表の使潟について説明，確

した後，各グループホームのホーム長あるいはそれに変

わるスタップに依頼した。評保li'ま.入J~}直後 (2 週間以内). 

6. 12. 18. 24ヶ月後に行った。

客分析は，各期IIJ1の NMスケール. N-人DLの合計および

項呂別得点の変化，有意な差があった期間の変イヒ得点と高

齢者の弱性およびその時点の NMスケール得点. l'ふADL

得点との関連をみたっ分析は. SPSS Ver.11を用いた戸

fま倫理的配fill::各グル…ブホームの責任者の了解を得た夜，

対象者の入居時;こ家族に調査の概婆を説明し了解を

対象者には.調査実施11寺に訪開の詩的をわかりやすく説明

し了解を得られるようにした。

{結果i
NMスケールの変化

合計得点平均は，入活度後 31.58:t 9.38. 6ケ丹後 31.87土

9.85. 12ヶ丹後は 30.38:t 9.72. 18ヶ月後 28.63土 10.21.

24ヶ月後 27.50土 10.79であったc 入居産後から 12ヶ月

まで有意な差なし。 18ケ丹後からは有意に低下していた

(P < 0.005)0 
?ふADLの変化

合計得点王子均比入居直後 41.75土 5.48. 6ヶ月後 42.22:t 

4.71. 12ヶ月後:は 40.71:t三69.18ケ丹1&39.49 :t 7.25. 24 

ヶ月後 37.54土 8.70であった。入居直後からと比べて 18

ヶ月まで有志;な2をなし。 24ヶ月後には有意に抵下してい

た担<0.005)0 

NMスケールおよび N-ADL変化得点と関連要問

註後-18ヶ月間の NMスケール変化得点と直後 N-ADL

生活関得点には y= -.27 (p < 0.05)と有意な負の関連が

みられた。直後一 24ヶ月間の?ふADL変化得点にはどの

泊予とも有意な関連はなかった。

{考察i
認知症高議会者グループホーム入居者の精神状態は 18ヶ月

から低下しその変化には生活関の状態が関連しているこ

とが示唆された。日常生活動作は 24ヶ月に低下しそれ

に関連する因子は認められなかった。

358)認知疲予拐の熟果的な介入方法の検討

一老人クラブ、に所属する高齢者への集合調査かうー

竹垣1*子，高木初予，水戸美津子

(自治医科大学看護学部)

{臼的}
地域で生活する高齢者が認知症をどのように考え. どのよ

うな健康行動をとっているのかを集合誠査から明らかに

し高齢者の実情にあった認知症予防の効来的な介入方法

を検討する C

[研究方法}

対象老人クラブに所属する 79名。調交項目:基本属性，

認知症および健康行動に関する事項。調査方法・集合誠査。

分析方法:調査項自別に単純集計ーおよびx2検定を行ったc

統計解析パッケージ Halwinを用いたc 倫理的配蟻:研究

の趣旨参加の自由を書面と口頭で説明し同意を得た。

{結果]
有効思答率は.721ノ79= 91.1 %であった。対象者の王子均年

齢は. 74.4歳(標準備主主 5.2歳l.性別は男'段 41.7%，女性

54.2%. 11号館答 4.2%であったc 認知症予紡への関心の有無

は.rあるjが 76.4%， rなしづが 23.6%であった。 健康のた

めの取り組みの有無(認知主主予紡苛動を含む)は， rあるj

が 93.1%. rないjが 6.9%であった。高齢者が実施してい

る健康行動の内容を表 1に示した。

{考察}

健康行動の実施状況を調査することにより. 9割以上がfさ
をど意識して生活していると分かった3 この健康行動の実

施率ーから見て.高齢者は自分の縫疫を考えながら生活して

いるといえる。これは.高齢者が自分自身の生活を縫康と

いう側面からもマネジメントする能力があるといえるだろ

う。しかし表 1に示した健康行動の内容はすべて認知症

予知に効果があるとされる行動であるにも関わらず，認知

波予i坊のためと問答した入は少ない。これは，認知疲予p}j
にライフスタイルへの介入が有効で、あることが一般には知

られていないからだろう。加えて.認知抜予訪介入が生活

習壊を含んだ多岐にわたるものであれば，専門織の介入に

より完結するものではない。従って，健燦行動をとること

が認知症予防につながることの啓発活動が必要で、ある。

表1 高齢者が実施している健康行動 N=67 <後数問答〉

健康行動の内容 i 健康 i認知疲刊 実施
(人)(96) 1 (人) (%) (年)

水分が不足しないようにする， 49(73.1)1 8 (11. 
遂動を定期的に行う : 49 (73.1) i 7 (10.4) 2-20 
果実や野菜を多く食べる 辻6(68.7) 6 (9.0) 10 -40 
趣味を持つ 146 (68.7) 21 (31.3) I 10 -30 
魚を多く食べる 143 (64.2) 6 ( 9.0) I 2 -40 
新i習を読む 142 (62.7) 17 (25.4) 110 -60 
隊11誌や休怠を十分にとる 140 (59.7) 7 (10.4) 1 10 -30 
生活の中で楽しみを見つける 37 (55.2) 15 (22.4) 1 10 30 
人と交流する 36 (53.7) 16 (23.9) I 2 -60 
勝IJJjをとり過ぎない 36 (53.7) 9 (13.4) I 10 -40 
ストレスをためない よ33(49.3) 10 
i家事をする 14 (20.9) 60 

f，n{1Jをする i 23 (34.3) 9 (13.4) 4 60 
欽j滋はほどほどにする 116 (23.9) 6 ( 9.0) 10 -20 
気持ちを明るく持つ ! 15 (22.4) I 2 ( 3.0) 2-60 
脳ドリルをする 112 (17.9) i 6 ( 9.0) 10-60 
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359)路設入所高齢者の隠れた主張

ーもっとできる自分を知って欲しい一

j中や由美. 113聖子静子(愛媛県立医療技術大学)

沼本敦子(神戸市看護大学)

[自的}

介護老人保健施設で、身体障害をもちながら老いを生きる高

齢者の自己意識のうち，今時はケア提供者との関係牲に若

告しその内容を明らかにする。

{研究方法}

1.研究協力者:認知rrm警がなく会話が可能な 71 歳~91
歳の8名〈女性5名，労i生3名) 2. データ収集および分

析方法:学講成的面接により，一人当たり 2~31乱一国

当たり約 1時間の溺接内容を逐語議におこして比較分析を

行い，データに恭づいてカテゴ1)_{とした。 3.11命潔的記

:愛媛県立援療技術大学倫理審交の承認を得た研究計略

γて行い，研究協力者は研究数百途中辞退の自

由，プライパシー保護.結条の公表について文書と訂頭で

し間意、を得た人とした。

{結果}

施設で生活する高齢者がケア提供者との潟係性のなかでい

だく思いは.[もっとできる自分を知って欲しし守であったっ

これは自分の健康は自分で守りたいこのままでは

もっと怒くなる自分の力を信じて欲しいjで構成され

る。

自分で守りたい;とは， 自分の幾康に関心

のある自分が今の病気の状態や治療が分からないため.

康管理の方法を知りたいという患いであるc これは 自

について知りたい自分の受けている

いて知りたい鑓康に気づかう自分を分かつて欲しい?で

構成される。

このままではもっと悉くなるjとは，今の生活が続くこ

とで身体議誌が増慈し生活に楽しみがないという患いで

るようにおi復するのか心記このま

を{可とかして欲しいこのま

されるむ

とは，ケア提供者に自分の将

たいという思いが伝わらず， もっとできる

自分を認めてもらえないと感じるなかで，前向きに老いを

生きたい自分が制御されるような患いであるc これはま

だ自誌がある}乳母をしてもうまくいかない?くできる自分

を探りたい〉ミゑくなった今の自分をえて欲しいケアス

タッフに意見が言えない?で議成される。

[~察]
自分の健康に関心をもち， 自分の健康は自分で

守りたいと思っていたが，ケア提供者が支議してくれてい

ると感じていなかった。それは，病気や治療，リハビリの

経過などを含めた健康状態をケア提供者がどう考えケアし

ていこうとしているのかが高齢者に伝わらず，ケアの方向

性を了解していないためと考えられるc ケア提供者は，高

齢者の身体機能などを継続的に安定しそれを説明してい

くことで，高齢者の患いと現実とのズレを様めていかなく

てはならないc また，ケアスタッフに窓見を言えなし

者の心性を踏まえたうえで関係性を構築しながら高齢者の

患いを汲み取り援助する必要がある。

360)ケアハウスで暮うす高齢者の自常会話の実際

{目的}

彩(独立行政法人関立病i実機構九ナ1，医療センター)

(大分大学医学部審議学科)

現在，ケアハウス(経費老人ホーム)では入居高齢者の交

流促進についての支設が課題になっている G 本研究では，

ケアハウスで暮らす高齢者の日常会話の実際を明らかに

し他者との交流におけるケアのあり方を検討する G

{研究方法]

ケアハウス入居者 18人に対し面接諮交を行ったc 平均面

議時間は 57.2 分 (25 分~2 持関)であったc 一日の過ごし

方を尋ね.その諮りの内容から他者との会話の場部を描出

し，日常会話の頻度，場所.格予は量的に，

容は資的に分析した。また.

は半構成的弱接を行い質的に分

析したc 倫理的記長室として，ケアハウスの施設長と

と口頭で説明をし

{結果}

82.7議.女性 14人，男性4人であった。

他者との会話場弱は全部で 63場面が抽出された。

日常会話の頻度;丸一人一日王子均 3.510(l @f ~6 回)で

あった。日常会話の場所はロビーが24場面 (38.1%)と

も多く，次いで接室，食堂の)1援であった。日常会誌の棺手

は入居者が49場甑 (77.8%)であった。日常会話の内容は，

ミたいことがぶちる停に呼ぴ正めて認すなどの<自分が話ー

したいから行く詫動的会話>.段長がぷゴ茶ヨ子持つでさでぐ

れる/王子fJ訴すなどの<相手が来てくれる受動的会話>. .4ぢ

ご子こにいるλと訴をするなどのく白常生

活の流れで出会った人との会話>.λ L七いるZ芝λ jji~主主

でぐれるなどの<決まった1苦手と

になっている会話>の4つのカテゴリーが抽出された。

一日のやで…番楽しい特については，部屋で読きをする時

などの<一人で趣味や好きなことをする時>. ];主人

:1:1去、ぐ13Lゃべりすぷ持会どの<他者と交流している時>.

<恭しみは特iこない>の 3カテゴリーが描出されたc 日常

会話に対する思いとして;ふ るっと会晶子jji~めったほう jjrlt ミ

L唯どの<交流に期待している>. るっと訴がLI::いけど

r古jjl、合わと:為いなどの<交流に期待はあるが環境に問題のあ

る現状>. Jt{ff]!c主訴は認λ1)L ミ~>いほうがrp Itミなどの<交

流に期待しておらず現状のままがいい>という 3つのカテ

ゴワ、一ー!が抽出された。

{考察}

ケアハウスで暮らす潟齢者の日常会話の場所や相手は施設

内に設定されており，頻度は繍々によって様々であったc

また.日常会話への期待や楽しさについても一律でなく，

他者との交流に欝錯する高齢者の背景には，話す拐守主がい

ない，人向関係{ニトラブルが生じることへの恐れなどの理

自治宝あることカf明らかになった。した治宝って. ケアハウス

らす高齢者へのケアにおいてはー他者との交流に対す

る偶人の患いを傾聴し個々の多様な交流のニーズにそっ

て縞知的な支援を行う必要がある。
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361)ケアハウス入居高齢者の生活の震 CQOL)

一施設の設寵形態の違いによる関連一

檎原資志子(111梨県立看護大学短期大学部)

{目的]

高齢者の生活の質 (QOL)，え構成している要素を縮かく

分J析することで明らかになる。 W.o.Spitzerによる QOL

尺度が定量化されたものであり，その5つのテーマは，

活動レベル(職業含む)会日常生活活動舎健康に対する気

分宰社会的支援安心王室的展望で、ある O 今回， 2地域におけ

るケアハウスの設置形態の違い，すなわち自立した生活が

B的の入居生活に医療・福祉の概念が含まれるか否かが

高年期の QOLに寄与することを検討した。

[方法i
A地域(高齢化率 21.3%)6施設と B地域(高齢化率 24.2%)

6 }jち設の 2地域のケアハウスで 12施設の 2形態，却ち(特

3施設 104名・特養併設なし 7施設 146名)の入

65歳以上男女 250名を分析対象とした。 1主義訪

問し出窓:を得，プライパシーの保護と安全保持の上， 自

式質IHl紙によるデータ収集を行った。一部は文書で依頼し

郵送した。質問紙は Spitzεr(1986年)作成の QOL尺度の

5つのテーマを含む 16項目を含んでいる O 形態間各変数

はカイ 2粂テストで有意差検定した。又，今Iill.QOL全体

を比較するために各変数の合計点を Spitzersumとしさ

らに Spitzeractivity にボランテイア活動を行ってい

る対象に 1点を加点した Hiharaactivityを作り.それを含

めた各変数の合計点を Hiharasumとして，ドlujf(，を t検定

で比較した。

{結果・考察]

カイ 2釆検定結果より，特設1)1:設のほうがボランティアに

参加するが多く，福祉サービス活用伊口 0.0573)，健康作

り (p口0.0050).外出lITl数も多い (p口0.0115) ことが明

らかとなったc また，相談相手には，医療・福祉関係i隊員

を選び (p= 0.0011)，身体を動かすことを趣味に持ってい

る傾向 (p= 0.088)がみられた。また.QOL全体の比較に

おいては，特養{jt-設のほうが有志;差のある検定結果

Hihara sum t値口 2.033 p値 0.0432であり，高齢者ーの

QOLを高めていた。 flPち，医療・福祉職のコミュニティヘ

ルスプログラムを受ける機会があり，身f本的精神的なアク

テイピティープログラムの支援を受けた方が.ボランタ

リーな社会参加をすることで.より貿の高い健康へとつな

がること治宝明らかになったc

{結論}

高年者の生活環境としての地域の施設は保健・医療・福祉

の複合体であることが望ましく，看護・福祉戦が活動を支

援するは，そのシステムを活用したものでなければなら

ない。高年者が自立した生活を営むための潜在能力を発揮

するためには.施設生活による規範の形成がされているこ

とが特養併設形態において考えられるC アクテピテーな社

会参加は人的，物的な環境が有用で‘あり.医療・看護・福

祉の概念を含むことが必要で.高年期の QOLに寄与して

いることが示され.また.QOLを科学的.定一量的に記した，

アクテピテーの新しい指標の有用性が示唆され，今後の検

証を課題とするO

362)適所リハピリテーションの認知症高齢者のストレ

スかう捉えた体毅

大森美津子(香川大学肴護学科.)

小林泰男(JIII崎医療福祉大学)

大i議智華(香川大学看護学科〉

{目的}

通所1)ハピリテーション(デイケア)に通う認知症高齢者

のストレスを増減させる状況とその状況における認知症高

齢者の体験内容を明らかにする G

[研究方法}

対象はデイケア通う認知症高齢者3名，研究期間は平成 17

年 8 丹~1O月。データ収集はストレス指襟として峻液ア

ミラーゼ活性値の測定を来所時.退所持とプログラム・出

来事前後に泌定(対象毎に 3日)し参加観察を行った。

i経液アミラーゼ活性値は交感神経一説腎縫紫系 (SAIvI
system)のや!I経活動を評価でき，ストレス負荷に対する応

答が速やかな指標であるc また簡便に昔話定でき，不快スト

レスでi殴液アミラーゼ活性依が上昇，快適ストレスで下降

する。対象の唾液をストリップで採取しストレスモニ

ター (α 孔myType 2.0)で測定した。データ分析は，対

象1手にプログラム・出来事前後のi唾液アミラーゼ活性債の

差を求め.認知l症高齢者がプログラム・出来事で体験して

いる内容を分析しさらにそれらを合わせて分析した。 倫

理的配惑は，研究の目的・方法等を対象・家族に説明し

文書:で同意を得たc 対象にはiJ!iJ定}誌にも毎lITl説明し時意を
本研究は大学の倫玉虫委員会の承認も得ている O

{結果・考察}

対象の概要は，デイケアの認知症高齢者が男性2名，女性

1 名であ札年齢 74~97 歳. HDS咽R得点は 7~12 点で

あった。

認知症高齢者のプログラム・出来事爺後の!援液アミラーゼ

活性備の差は.一 37~+ 39kじ/Lの間にあり，様々な状況

の中でストレスを感じたり，ストレスが!怪減していると考

えられる。一例を挙げると.A氏は施設に入所している重

度の認知症の姿との面会で¥心の交流ができた時はi震波ア

ミラーゼ活性値の差が-29kじ/Lとストレスが軽減してお

り，心の交流が上手くいかない時には唾液アミラーゼ活性

債の差は+24kじ/Lとストレスが増強していた。 入氏はデ

イケアlこ通所しないi待も妥に会いに来るなど妥はA氏に

とって大切な存在であり，安との交流ができたかどうかは

A氏にとって案要であることが考えられるむレクリエー

ションにおいても，差がマイナスの状況は駿磁的に参加で

きており，設がプラスの状況は自分の位置が不確かで‘意欲

的に参加できていなかった。入浴においても.定がマイナ

スの状況では入浴し疲れた感じがなく，差がプラスの状況

では琉ただしく疲れたと感じていたc このように，出来事

は向じでも，その状況によりストレスの増減が生じていた。

他の人も同様に，様々な状況でストレスが増減していたが.

その状況は安との面会なとε偶人に特有のものと入浴など認

知症高齢者に共通するものが見られたc
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363)介護老人保健施設を務用している高齢者の交流に

関する研究

IlJ精美沙(自治医科大学病院)

高木初予，水戸美津子(自治i豆科大学看護学部)

[13 89] 
介護老人保健施設に入所している高齢者が， 日常の交流の

中でお互いがどういう思いを持ちながら生活しているのか

を明らかにし看護I践としての援助すべき内容について考

る。

{研究方法}

対象:介護老人保健施設に入所している認知症ではない高

5名。データ収集:学構成的面接法。面接内容:生活

を共にしている高齢者への思いを語ってもらったc 分析方

法.認知症高齢者に関して諮っている部分をKJ法を用い，

rJ忠いjとf関わり jの視点で，逐語誌から一文ずつラベル

を作り，グループ編成，隠解fι 関係裂を示した。倫理的

として，研究の謎旨を説明し書記と口頭で同意を得たG

{結果及び考察]

ラベルは総数 166枚で.33の小カテゴリー.11の中カテゴ

リー， 2の大カテゴリーに分類できた。 以下.大カテゴワー

を[ 1. J:tカテゴリーをと示す。本研究では，認知

ない政j議言者は認知抜高齢者に対し {初手への患い}

において 5会話が擦れ違うふ f言動を受幸子できな

カがないと判断する能力を認める立言問していな

手助けの必要な人だと判断す

ていることに呆れ返るjという思いをもっていることが鳴

らかになったc そして接触を断つふ?言葉を交わすふ

うjという{相手への関わり}を行っていたc これは，

認知症高齢者相互の交流と異な札認知症がない高齢者が

うjことにより，ぶつかり合いを避け.

をi怒っけないような関わり方をしているためではないかと

考える。 従って，看護殺は認知症がない高齢者が施設内で

の交流をどのように感じ，何を望んでいるのかを把握し

日々の生活の中で交流のできる機会を頻繁につくることが

必裂と考える。

閣1:大カテゴリーを構成するやカテゴリーと
小カテゴリーの潟係

364)介護老人保韓路設スタッフの高齢者の性に対する

知識・態度と性的言動への対tr;i

河野鐙子.小野菜喜，菜援典子(大分県.立看護科学大学)

[研究日的]
介護老人保健施設のスタッフを対象iこ高齢者の性に対する

知識・態度を測定し高齢者が示す性的言動への対応との

関連を明らかにすることを目的とするz

{研究方法}

介護老人保健施設のスタッフ 141人に対して無記名自記式

質問紙諮査を実施した(有効回答:109部入質問紙は，高

齢者のセクシュアリティに関する知識と態震の日本語版評

価尺夜 rASKAS-JJと高齢者が示す性的言動への対応、に隠

する内容である。

分析においては SPSSを用い. Mann-Whitneyのじ検定，

Pearsonの相関係数等を算出し検討し

対象者には研究の怒旨を文章で説明し同意を得られたも

ののみを対象としたc

{結条]

スタッフの ASKAS-J平均得点は知識82.4土 16.6点，態!支

99.5会 14.6点であり，先行研究(赤嶺， 2002)との比較か

ら全体的に知識が抵く.態度が寛容でなかったc

は審議mポの知識が最も高く，そのlやでも看護締と介護福祉

士には統計的な有意義があった。また知識得点と態度得点

には弱い正の相関がみられた。

性的言動への対応では，知識の手fl.設や態疫の寛容さに関わ

らず r~寺に何もしないj と答えるスタップが約 8 認と多く，
そのスタップの約半数が自身の対吃ぺこ不安を感じていた。

{考察}

ASKAS-Jはの生物学的側面に関する内容が主である

ため，他殺欝に比べその側面の学翠機会が多い孝子護部の知

識が高かったと考えられる O また知識得点と態度得点には

弱い正の相関がみられたことから，全体的に知識が抵いこ

とが寛容でない態疫に彩饗したと考えるc

性的言動への対応、については，知識・態誌の他に.'1"1を表に

l:I:lすことをタブー視する臼本の文北・社会背景が影響して

いると考えられる。また対忠への不安の保持{え心潔的葛

藤や混乱につながると予測される。そのため，高齢者の牲

への王室解を深めると共に，性的言動に対してケアの必要性

や自身の対応に不安を惑じた場合iえスタップ間で共有し

話し合うことが必要で、ある。

表 1 スタッフの属殺と

B号.8土 28.6

Iα0.0= 12.3 

*Pea路onの綴関係護士p<.01 紳 Mann司whitenyのu主主iE p< .005 
. ASKAS-JI之匁Jj談後点総額35-105点，主主~1号点絡協26-182点であり，

点差立が低い程より匁l織が潟く慾皮が党苦手であることを示す。
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365) 高齢者の性規範jから考えるケア

谷田恵美子(吉備留保大学看護学科)

{目的]

高齢者の性規範について高齢者・中年・若者のlitft関の特

搬を明らかにするc

[方法}

属性等・性規範 10項臼(田肢択一)の調査。実施調査員に

大学生以上の若者・ III年・高齢者の男女各2名〈便宜的襟

本抽出)を依頼。事前に約 1時間の説明を実施。意図，本

人の不特定，本研究のみ利用を文章で説明し了解を持参た

人のみ実施。留め誼き，自由意志による自己記載後日路収。

2005今'-9H実施。分析には SPSS，A主的So

{結来}

1m答{立高齢者 182・中年 187・若者 188ゃ高齢者は 2人

らし.1世代e 中年・若者はニ世代が多い。

'1切uilri(国1)の比較を試み， r号オシャレJr事話J 性

はより常定的なのは高齢者<中年<若者で

あった。を枯れるJ 茶のみJr掌;理解Jr事家負担jは

より肯定的なのはお齢者>ヰ:年>若者であったc

いびつな f季窓愛J.不道徳jを除いた 8項目を親祭変

数.(~の営みJ(全1:会規範)をi許在変数とし構造イと (Amos.
最尤法)した。c.R.> 1.96， GFIO.92~0.94o 襟添化推定値

0.8 以上は三世代とも 0.87~0.96 であった。

が f安そ!I解J0.96 で治~l，、c

{考察}

高齢者の性について若者は肯定的で I~総存者自身は否定的

傾向が見られた。高齢者はおしゃれやt生iねな話題にさJ定的

でお茶のみ友達程度としながらも，恋愛や性行為が不道徳

とは考えていず.位:に対して前向きな姿勢が伺える。しか

し結婚に対するよいイメージを持っていなし~そこには家

族に負担をかけたくない思いが考えられる。

8項目に関して構造では.生の営みは三世代とも時様な傾

向示し社会規範はlitft関の差が大きかったっ三位代とも

に性的・恋愛の話が大きな影響力を持っていたことからケ

アではまず性的・恋愛の話を取り入れたケアが望ましいc

高齢者は性的に枯れる意識は影響が弱く，恋愛や結婚に関

しでは将閣の捜解なさで影響が強い。中年;立高齢者の結婚

が人生の充実させる.家族に大きな負担で影響が強い。

るc

全体に肯定的な考えを持っているが，茶のみ程度の交

;詔響が強いc これらの特長を踏まえたケアが望まれ

図1 r高齢殺の性波範J:潟齢者・中年・主主年の平均値の比絞

366)認知症高齢者の主介護者が一般病院の看護部iこ対
して抱く期待

問中利佳 (lilf:のFう病i淀)
赤司千波，架!議典子(大分県立看護科学大学)

{目的;

主介護者が抱く一般病院における認知産高齢者の委設に対ー

する看護ffiliへの期待について検討すること。

{方法i
一般病誌に入院経験のある認知抜高齢者の主介護者5名を

対象に， 2005年8月から 9丹にかけて半構成的函接調査を

行ったc 認知症高齢者が一般病院に入院した際に主介護者

が看護臨liに対して抱く期待，不満.良い印象についての語

らいを録音及び記録、し.得られたデータは KJi去を参考に

してカテゴリ-{とした。なお.入i箆j器開は調査時点から 1
年以内とし対象者にはプライパシーの保護等を文書及び

口頭で説明し同意を得て実施したc

{総菜・考察}

分析の結果，不満や良い印象から解釈された期待=を潜在的

な期待.主介護者が諮りの中で表出した期待を顕在的な期

待とした。各5つが抽出された。

潜在的な期待の{認知疲を現解して欲しい1[ゆとりのある

声かけをして欲しい] [認知疲高齢者ならではの生活援助

をして欲しい}は.看護自iliの認知症についての理解不足か

らくる思いやりのない戸かけ等から生じていた。また患者

の状態に合った看護をしているというような看護師に対す

る良い印象からも生じたものと解釈できた。{忙しさを感

じさせないで欲し1"¥]は，忙しさから安全・安楽な看護をし

ていないという不満から生じ[家主主の気持ちを配慮して

欲しい}は，者議長i!iが家族に対して配慮に欠けた言動をし

ているという不満から生じていたっまた家族の気持ちを配

惑した対応をしている看護師に対する良い印象からも生じ

たものと解釈できたc

他方，顕在的な期待の{偏見を持たずに関わって欲しい}

LEEt者を看てその人に合った声かけ・者護をして欲しい][残

存機能を活かした自立につながる看護をして欲しい1[知

識や智恵を活かしたプロの看護をして欲しい}は，認知症

ということで差別しないで欲しことや紙オムツを使用しな

いで欲しいという思い等から生じていた。また， [家族が

納得するまで説明をして欲しい}は，家族に行われる様々

な説明が全て不足していたため生じたものと解釈された。

明らかになった潜在的な期待と頴在的な期待は，家族と

護締との関わり及び認知症高齢者と看護部との関わりの 2
つに分類できた。家族との関わりにおける期待は，認知症

高齢者を介護してきた家族の気持ちゃ不安な今の状況を理

解して欲しいという背景から生じていたと考えられる。一

方，認知症高齢者との関わりに対する期待は，一般病!誌の

肴護隔が行う看護に対して，認知疲を理解していると

いがたい看護場面に幾夜となく関わってきたことから生じ

ていたと考えられる。そこで，導き出された期待は，家族

の気持ちに十分担癒して信頼関係を築いて欲しいというこ

とと.一段的な看護に加えて認知症を;f!j!f詳し宮、考の状態に

合った認知疾のJ専門的な看護を望んでいるという 2点で

あったc
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367)介護探検施設立勤務するケアスタッフにおける

BPSDの据え方

九津見雅美伊藤美樹子，三上洋

{大寂大学大学院医学系研究科保健学専攻)

{目的}

認知疲高齢者にみられる BPSD(Behavioral and Psvcholo-

gical Symptoms of Dementia :不安，妄想などの心腹立討の

症状と攻繋，不捻.1Jl'植などの行動面の波状)のケアス

タップの捉え方を明らかにすることを目的としたっ

{方法:

2005 年 1 月 ~5 月に大阪府東大i夜TlJの介護係強雄設に勤
務するケアスタップ詩人(介護職 11人，者ー護綾4入。男

性5入。 年数 23~58 夜c 経験年数 8 ヶ月 ~14 年)を対象

に半龍造的インタビュー議室去を実誌し. Grounded Theory 

に費(l9分析を行ったっ本調査は大阪大学

ま

の依頼時に研究罰的・方法，調査への参加及び中止は自

由であることについて文書および口頭で説明し

あるc

{結采および考察}

と身体の安寧を

自身の言葉を?斜体jで

〉はサブカテゴリーで

という 2つの捉え方がみいだされ，これら

には食事や入浴などへの

力〉が含まれた。

BPSD 

すという

まれたc 壬と

心と身体の安寧を脅か

求〉などが含まれた。主 fBPSDの連強jと;えある BPSD

が[ll]一人での BPSDの増強の混となったり，他の認知誌

において新たな BPSDの発生誘因となるという

念である。「語学釘のんぷ子のまま拷綴Lてるらつでる才が

いいかとむと。ぞのうちE政7Jf怒っかったら砂留るとまりま

すL 変に砂揮を?とめたりするとこの人不可ごと去ぷんとや

企L吋叫づのようにく俳椙〉を絹止することでく不器〉と

いう別の BPSDが発生する可能性があることが示された二

{結論}

BPSDにはふ心と身体の安等を脅かす生活の場の安寧

を脅かすjと，部PSDの述鎖jという挺え方がみいだされ

た。rBPSDの連鎖jがケアスタッフや問題の人にとって

BPSDが問題行動と称される一溺であると考えられた。

本研究は，平成 16年設 j対話法人総合健康推進財毘の

劫成を受けて実施されたc

368)介護スタッフの認知痘高齢者iこ対するコミュニケー

ションの特散とその関連聾盟

w臨紀代美(名古盤市立大学看護学部)

西国公Ili'i(静岡県立大学表護学部)

[El (19] 
よりコミュニ

ケーションにi徐容が恕こりやすいむ過去，認知症高齢者に

対するコミュニーション方法として?大きな戸ゆっくり j

などの方法が推奨されてきたが，それらに関する評舗は仔

われていないc そこで，認知疲高齢者に効果的なコミュニ

ケーション方絡を検討するため，今留は認知抜高齢者の介

のコミュニケーションの実態とその姿国を明らかに

することを自的としたc

{研究方法}

対象者は.A県の介護老人福祉擁設および同系列の通渋

サーピスの介護職員 47人である G 研究に先立ち研究考の

は研究の怒

号，回答は強制ではない旨を記載した研究依頼文，アンケー

ト調査用紙を!!ie;(li. 2遊間後に個別の封箔で関税した。言語

査内容は，スタッフの性，年齢，資絡の有無，

うつ感j

した。分析は，統計ソフト SPSS12.0J for wIndows 

を用いて質的変数には X2検定を表的変数には相

や対応のない t

[結染および考察]

男性32人 (68.196L女性 15人 (31.9%)

29.8 4.8説女性 29.7土 6.0

見られなかった。介護涯は平均 39.6土 32.7か月で

あ札男性，女性での差は見られなかった。

揺祉士6人.ホームヘルパーが22人 (r"J2 

り)で，然資格は 21入であったc

ついて，強位疲労が45.21%で最も潟く.ついでイライラの

状態 45.21%であった。介護スタッブのコミュニケーショ

ンの特徴として，平均得点3点以上の項目は f大き

「ゆっくり話すj同時手の話に関心、を持って相槌をう

つjであり，逆に平均点の抵い項詩は?テレビ・ラジオな

どの気が散るものを捻く r大げさなリズムで話さな

を省略しないjであったc これらの

使用には. t'!7JiJでは女性が，ヘルパー資諮の有無では無い

介護援では長い者が，疲労惑の訴えが抵い者の方が，

多くのコミュニケーション技法を用いていた。以上から，

認知症高齢者の介護スタッフが鎚服するコミュニケーショ

ン技法;之介護者の議々の要因によって影響を受けること

カ宝わカ、った。
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369)高齢者のアクティピティケアに講わる職種の実態

と連携上の課題

原田秀子，問中マキ子. i登JIl綾子，堤 雅恵

(山口県立大学者護学部)

涌井忠昭(宇部フロンティア大学短期大学部)

小林敏生(広島大学大学院保縫学研究科)

{沼的]

公的介護保倹の改正から考察できるように，高齢者のアク

ティピテイケアのあり方は今後重要性を増すと思われる。

そこで.高齢者のアクティピティケアに携わる職種の実態

を明らかにし効来的なケア提供に向けての連携上の課題

を検討する O

{研究方法}

:y県内の特別養護老人ホーム(以下特養)87施設，

介護老人保健姥設(以下老健)60施設，介護療養型匿療施

U.:J、下療養型)布施設方法:独自に作成した質i渇票を

各施設に発送しアクテイビティケア実施部署に罰答を依

頼したc 各施設には研究の趣旨を文書にて説明し協力の陪

をた。主な誠査内容は舎 1.実施しているアクティビ

ティケアの内容及び担当職種. 2. アクティピティケア実

施上の問題点である。分析方法:絡設j習での比較には x2

検定を剤いた。統計処理は統計ソフト SPSSVer.l3を使用

し有意水準を 5%とした。実施上の問題点の期答内容は内

容分析の手法を用いて分析したc

[結果]

ITIIJI又数 110施設(間収率 49.3%人有効問答数 109施設，そ

の内アクテイピテイケア実施施設は 106施設であった。ア

クティピティケア実施部署の王子均利用者数は訂名司女性

がア割を結えていた。年代は 80歳代が最も多く 4治以上

を占めていた。また老健では{也施設に比べ軽介護の割合が

高く，認知症の総合が抵かったc 実施部署の職員構成は，

看護i肢は療養塑に，介護織は特養に最も多かった。実施し

ているアクテイピテイケアのうち力を入れているものは，

各線設とも丹毎の行事が最も多かった。各施設での担当戦

麓の特設をみると，老健では介護職・看護殺に次いで，作業

療法士・理学療法士・その他の総額・栄養士の担当割合が高

かったζ 特養では介護職・看護織に次いで，その他の織種・

栄養士の担当都合が高かった。療養型では介護)1設・看護級

以外の戦種の担当都合は低かったc

{考察]

いずれの施設でも介護職・看護織の担当割合が高かったc

1/"でも介護職の担当割合が高く，介護職が中心となり

織と協働しながら実施していることがわかった。介護l際・

者護Jf~:jさに入所者のニーズや生活を把握していることや，

介護織のうちでも介護福祉士はレクリエーションについて

の教育を受けていることから，介護l段・看護織がrj:l心的な

役却を担っていると考える。看護織は健康状態のチェック

及び実施中の綴察の担当割合が高かったことから. I玄療機

としての専門性を生かし安全確保に努める役割を来たして

いることがわかった。しかし限られた職種だけでは対象者

のニーズに正、じたプログラムの立案・実施・評倣は難しく，

担~!H裁種の負担も大きい。よって効来的なアクティビテイ

ケアの提供のためにも多織稜の連携が課題である。

370)介護老人保龍施設iこ勤務する看護識が捉える課題

と研修ニーズ

斉藤敦子(埼玉県立大学綾部大学部者護学科)

{はじめに}

我が院では，急、速に少子高齢社会が進展している。 2006年

4丹(一部 2005if 10月)から改正される介護保検制度で

は，さらなるサービスの質の向上が求められている O サー

ビスに携る看護職が専門性を発揮することとそのための研

修の強化が必要となっている O そこで，地域での中間施設

である介護老人保健施設(以下老健とする)に勤務する

護織が日々の業務を遂行するうえでどのようなことを課題

と捉え，どのようにその課題を達成したいと考えているの

かを明らかにしたいと考えたO

{研究呂的}

老健に勤務する看護識が業務上の課題として捉えているこ

とを明らかにしその課題を達成するための効来的な研修

方法の示唆を得る。

[研究方法}

研究参加の協力が得られた4筒所の老健に勤務する看護殺

に対し自己記入式質開紙を用いた実態諦査を行った。質

関紙は，先行研究を参考に筆者が作成し.r課題Jの内容を

{采健・援療・福祉の専門教育の柱である知識面・技術部・

態度額の 3つのカテゴリーにわけて調査した。 95.0%以上

の有ー効回答が符られた 47名を対象に単純集計，相関関係

分析を行い， 自由記述部分については，内容の類似性を筆

者が平日 i析して分類した。調査期間は 2005 年 8 月 ~9 月で
ある。 倫域的配癒として.郡安目的および調査内容につい

て依頼文芸?を!おいて説明し同意書に署名を得た。

{結果}

対象の属性l丈高齢者施設での業務経験年数 1年未満9

名 (19.1%). 1~3 年未満 10 名 (21.3%). 3 ~ 5年未満

11名 (23.4号在). 5~1O 年米満 11名 (23.4%).10年以上6
名(12.8%)。
年齢.王子均 37.5歳，最年少 25歳，最年長 69歳であった。

法律・制民認知症について.観察技術，指導技術.

使い，話し方を課題と捉えている人が55.0%以上であった。

経験年数との相関関係分析では，食事援助技術と排討を援助

技術の相関係数が約一 0.31となり，やや魚の相関関係があ

ることがわかったc 課題の達成方法は.どのカテゴリーで

も自己学習が最も多く，次いで、研修会への参加がよいとす

る人が多かった3 希望する研修会の方法は，会てのカテゴ

リーで講義が50.0%以上を占め，最も多かった。また，他

施設及び他職種と合同で学びたいという意見が得られた。

[考察}

知識国では，法律・制度を課題と捉えている人が最も多く

39人 (83.096)であった。このことは最近多くの法律ー制

度が改変されていることと多くの者護職が持っていると予

測される苦手意識が関与していると考えられる。また，日

常生活援助の数項目で経験王手数が増す絡に課題と捉える説

会が低下することがわかった。つまり，他の環器では，絞

殺を讃んでも自信を持ってそのサービスを提供するには

至っていないと言える。これらのことから，認識している

課題について効果的な研修のあり方と研修を通して紫の高

いケアの実践に寄与する必要性が示唆された。
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371)看護学生のデイケア施設見学による高齢者観の育

成

高i潟哲子，綴部ユカ 1) (地川医科大学医学部看護学科)

{目的]

老年春護学教予までは，学生が高齢者理解を深めることを目

的として，高齢者疑似体験や.各施設の見学などを行って

いるひ中でもデイケア施設見学(以下施設見学)は，活気

ある高齢者と接し高齢者の持っているカを実感すること

が出来る良い機会である。本研究では看護学生が持つ，施

設見学後の高齢者観を明らかiこすることを目的とし高齢

者理解を深める方法を検討する

{研究方法i
本研究の対象は4年齢看護大学の 3年生で.老年表護学教

育の一環として行われた雄設見学に参加し見学後，高齢者

観のレポートを記載した学生のうち，研究協力が得られた

者のレポートである 3 条件は，老年看護学の講義と実践看

護技術学(老年)を受講している者とした。

データは. Berelson.B. (補禁他訳)の内答分析に恭づいて

行う c

{伶潔的配窓}

この研究への参加，拒否.中断によって学生は一切，不利

益をこうむらないこと，収集したデータは機管課持のため

で処獲し厳重に管理することを，老年審議学の講義と

(老年)のプログラムが全て終了した時点

で，義諸に対して説明し個々に書面にて承諾を得る。

[結果]

本研究の対象は，条件にあった学生62名のうち，承諾が得

られた 61名であった。年齢は全員 20歳代で，祖父母との

持経経験がある者は全体の 29.9%と，高齢者との生活経験

が少ない傾向にあったc

路設見学後のレポートから得られた素材は 391文j尿で，そ

のうち高齢者関が記載されていた 262記録単位をデータと

した。高i論者観の内容分析の結来，誌の{カテゴリー?と，

73のサブカテゴリーがml/:l:¥された。

カテゴリーは〈明るい安心感を与える洞察力がある

〈表現力がある三〈自律している〉ミ自負心がある

必姿である》三活力がある気遣いができる遺体設があ

る3ミ協調性がある老化による変化がある〉ミ寂し

極的である尊敬できる三く素変である社交的である

、力がある?で，主にポジテイブな高齢者観が抽出され

た。

{考察i
ネガテイブな高齢者観を持ちやすいと言われている

主主の高齢者観を，ポジテイブタな方向へ広げ，バランスを取

ることを践的として施設見学を行った。続い通りポジテイ

ブな高齢者観が多く見られ.ポジティブな高齢者観を育む

ために施設見学の有効性が示唆された。また.73のサプカ

テゴリーから誌のカテゴワーと，多くの高齢者視が抽出

されていたc これは講義において，老年看護学の恭本的な

知識を修得した後だ、ったことから，高齢者を観察する多く

の説点が養われていたことが影響したものと考えるC

{まとめ}

看護学生は.老年看護学の基本的な知議を修得した後に，

路設見学を体験すると，高齢者観が広がり対象理解刻家め

るための多くの視点が養われる合

3ア2)適所介護 1自体験における看護学生の学び

一実欝レポートの分析より一

泊中小百合，太賠節子(滋袈窪科大学医学部看護学科)

{研究詩的i
学生が通所介護体験において，どのような体験や学びが

あったのかを明確化し今後の実智計磁立案に役立てるこ

とである。

:研究方法}

対象:2004年 10fJ -2005年2丹に 3タイプの通所介護体

験を終了した 3年生47名のうち，本調査に協力を得た 35
名 (74.5%)の実智レポートである。

倫理的配惑:学生に口頭および文書:にて研究詩的，方法，

研究協力l主張意であること，参加拒否による不利益は全く

ないこと，研究データの施設名，学生名は記号イとし繕設

や個人を特定できないようにすること.またデータは研究

以外に使用せず，終了後は処理すること等を説明してゑ諾

を得た。

分析方法:実習レポートを精読し複数の研究者苅で学生

の学びや気づきとして記述されている内容を 1文1意味と

して取り出したc これらの文宣言を通所介護の3タイプごと

しサブカテゴリーをおtl出したc そして. 3タイプ

の通所介護で体験した学びの共通点を質的滞納的

し主カテゴリーとして抽出し命名し

{結果1
j議所介護体験の記録から文家イとして取り出した学生の学び

は総数237fq二. 1人あたり平均 6.8件の記述であった令各

通所介護における共通する学びとして{利用者に適した援

助方法 (74件・ 31.2%)][高齢者特性・通所介護の特畿の理

(48 f牛:20.3%)] [利用者に適した援助の必要性・

(38件:16.0%)][通所介護の役割 (36持::15.2%)] [コミュ
ニケーション方法 (20件:8.4%)] [通所介護の運営{軒河口7

件 :7.2%)] [自己のふり返り (4件:1.7%)]のアカテゴ

1)ーが取り出された。

3タイプの遥所介護の学びはおから 35サブカテゴリーで

あった。要支援~要介護3の高齢者中心の通所介護では，

{高齢者特性・通所介護の特畿の理解]の学びが多く，身体

よび認知症高齢者中心の通所介護では，送迎

場立互において，家族の介護負組軽減に貢献する通所介護の

役割と意義を学び、とっていた会

{考察i
約 2/3が対象の滋鮮や通所介護での援助に関した学びで

あった。既習の看護学教育によって学生が身につけた者護

過設の思考過裂を通所介護の体験の場でも展開していたた

めと思われるc 症療の場のみならず.福祉の場でも

を等援した個別ケアを基設とする学びの構造が伺え，本学

の領域j.J1j実習の績み重ねの成泉と思われる。また，各通所

介護の主主:びがおから 35サブカテゴリーであったことは，

科用者の要介護疫の遠いによって，援助の必要性・重要性

や方法の異なりを学んだということを意味していると考え

るC 各通話rr介護の学びを学生間で共有する時間を設けるこ

とで，より学びが深まると思われるc
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373)基礎看護学薬翠における高齢者とのコミュニケー

ションiこ関する審護学生の認識

岡部美佐子(春日部市立看護専門学校)

根岸貴子(さいたま市立高等看護学説)

内村恭子(埼玉燥看護協会)

高矯公子(早諮問法療技術専門学校)

脇坂出紀子(大宮医師会看護専門学校)

大J111尚子(埼玉県立常盤高等学校審議専攻科)

[目的}

高齢社会に伴い，臨地実習で、は学生の大半は高齢者を受け

持たざるを得ない現状であるc 本研究では基礎看護学実習

で，高齢者とのコミュニケーションに対して学生がどのよ

うに認識したかを明らかにすることを目的とした。

{方法}

1.研究対象 :A看護専門学校 (3if課程) 1年生で，認

知症・ 65歳未満の患者を受け持った学生・社会人経験を持

を除いた 42名 2. 調査;諮問:乎成 17年 12月上

旬 3. 龍王長方法:基礎看護学実習後に高齢者とのコミュ

ニケ…ションについて，思ったことや感じたことを実習前

後に分けて無記名で記述してもらった。 4. 分析方法:記

述内容を K]法により分類しカテゴリ…fとした。分析は質

的研究の教育を受けた研究者 1名が入札信頼性と妥当性

の総iおこ努めた会 5.倫理的百三恵:flQl人の特定がされず，

成績評舗にも反咲きれないことおよび研究行的以外には使

用しないことを説明し

{紡糸}
前期・後部高齢者のおi合は，各 21名であった。記述内容を

分析した結来. 309のコードが抽出され.内容の類似性に

よって実習}誌は 2のコアカテゴリーと 3のカテゴリーに，

実習後は 2のコアカテゴリ…と 7のカテゴリーに分類され

た。以下，コアカテゴリーを三.カテゴリーを<>で示すc

実習前のコアカテゴリーは5マイナスイメージ心構え

サブカテゴリーは<会話が成立しないのではないかという

不安>と<高齢者に対する惑いイメージ>. <高齢者と会

話を成立させる心構え>であった。実習後のコアカテゴ

リーは?高齢者の肯定的な捉え方自己の課題と気づき山

カテゴリーは<高齢者が受け入れてくれた>， <高齢者と

のコミュニケーションはとりやすかった>， <肯定的な印象

をもった>. <高齢者と話ができるよう努力した>， <コ

ミュニケーション技術不足>， <患者理解のためのコミュ

ニケーション>， <コミュニケーション技術の烹要性>で

あっ

{考祭]
実習}誌に高齢者ーやコミュニケーション技術に対するマイナ

スイメージをもっていた学生は非常に多かったが，実習後

は肯定的に変化した。これは高齢者が受け入れてくれ， ま

た学生自身も心構えを持って実習に臨み.実智rllも高齢者

と話ができるよう努力した結果である O 一方，自己の学び

や気づきとして，笑翠後.コミュニケ…ション技術不足を

感じているのは初めての臨地実習では当然の戸惑いと

る。更にコミュニケーション技術の重要性や者護綿一患

者関係における相If.作用のやで，コミュニケーションが対

象を浬解し信頼関係を築くための重要な手段の一つである

ことに気づいたことは.学生にとって非常に意義深いっ

374)高齢者を理解するためにインタピューを行った学

生の学び

伊藤良子(墜野大学医療保健学部肴護学科)

大町弥生e 中111由美，綿貫成明，宮:tlli真?ii:，王子木尚美.

辻村史子(蕊野大学)

{目的}
学生が高齢者の儲別性を理解するために行ったインタ
ピューでの学びを明らかにする。

[研究方法}
平成 17年度入大学看護学科 1年次前期の f対象の理解j

の授業修了時，学生が高齢者に「どのように生きてきたかを
その思いや気持ちjをインタピューしその内容と自己の
振り返りをレポートに記述した令
学生 88人のうち，研究への同意が得られた詩人のレポー
トを分析対象とした。レポートの内容を意味のとれる一文
または一節でIR切り 1つの記録単位としカテゴ1)を抽出
したc その過程において共間研究者間で合意が得られるま
で検討した。
倫理的記麗 :A大学研究倫理委員会の承認を得た。学生に
研究の趣宮，陵名性の保I~. 成績に影響しないことを口頭
と書面で説明し間意を得た。

{結果]
レポートの内容から 714の記録単位を抽出した。「高齢者
の生き方jに関するものは.28のサブカテゴリと 5のカテ
ゴ1)が脱出された(表 1)つまた「インタビュ一時のコミュ
ニケーションの方法jに関するものは 14のサブカテゴリ
と3のカテゴリが抽出された(去2)。

{考察i
を中心として家ililJ皮を守る rl:lで，子どものと

きから一生懸命仕事をしはご族で支え合いjながら生きて
きた高齢者を捉えていた。そして物がない生活をし「戦争
を生き抜いたJ経験が，高齢者の f今を大切に生きるJと
いう前向きな姿勢の礎になっていることを理解していた。
またお齢者の生き方を理解するにあたり，コミュニケー
ションの方法についてお齢者へ関心を寄せ.相手のベー
スに合わせるなど「高齢者への恕癒jをしていたc さらに
f言葉の意味を大切にしていく jという課題を認識してい
た。
インタビューは， 学生が高鈴者と人間関係を構築しなが
ら，高齢者の生きてきた背景を知り，その背景が現在の生
きる姿勢に影響していることを学ぶ有用な機会であると
11愛された。

表 1 高齢者の主主き方

表2 インタピューi待のコミュニケーションの方法 れロ 173
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375)審議学生がグループホーム実蜜での認知症高富害者

への対誌で爵難を感じた場面

有田久美，太田美津子(揺鴎大学的廃審議専門学校)

大ifliゅう子(閣総j玄療福祉大学大学院)

{目的i
グループホーム実習は. 日常生活を通して入居者と関わる

ことで.病者ではなく生活者としての認知疲高齢者を捉え

ることができる場である O しかし特有の認知能力の抵下

どからコミュニケーション能力が低下してい

ることが多く，多様なアブローチが求められるため.

の少ない学生にとって関難を伴う対応である。さらに

習やは入活者と常に行動を共にするため，病j発実習とは

た特有の関難に遭遇することが予想、できる。

本研究では，グループホーム実習での認知疲お齢者への立す

している器難を感じた場面につ

いて実態を明らかし今後の実習指導の示唆を得ることを

目的とし

{研究方法}

対象 :3年課程看護専門学校3年次生 37名。務資期間.平

成 17年S月 ~10 月む調査内容・認知症潟数者との対応の

中で罰難を!惑じた場面を自由記載で調資用紙に

方法‘実習限始持に潟査話的を説明し実習終了後にアン

ケート間収絡に提出とした。分析方法・記載内容を踊った

場溺ごとに長IIIHし内容の類似性に基づき研究者向で検討

したc 倫理的記!さ~ :記載は無記名で行

い.実資計三{阪には影響がないことを説明したつまた，学術

話的以外では使f詳しないことを口頭で説明し調査用紙の

提出を持ってや]jまとした。

{結果i
36名 (97.3%).有効回答率 36名 000.0%)であっ

た。複数問答を含むのべ 67場部について分析を行ったc

最終的に 10カテゴリーが抽出されたむ「同じ苓を操り返し

たり，現状の事実と違う言言動，行動があった持の対応(16)，

定的な反応や悲観的言動がある時の対応J(10)，予iJlU
外の行動にどうしてよいのかわからないJ(10)，排衝をし

ている対象への対応(7)， rアンピパレンツな状況下での

判断が求められる持の対i.6J(6)，r1むの入蔚者との関係で

侭らかの反応があった持の対応(6)， r声が開き

いたいことがわからない時の対応J(必，

設のa誌を確認している場揺での対応(心，

の状況が抱擁できていないことでの不安J(お， iスタッフ

の対誌で疑問を感じたn寺の対応 (2)であったc

{考察}

学生は，認知抜高齢者の言葉での反応{こ対して関難と感じ

ている場磁が多かったc また，それに対して何か反応を恕

こさなければとの迷いに国難を感じていたc まずは，認知

症は認知の障害であることの疾患の潔解を深めるととも

に，なぜその行動や反応をとるのかという行動の意味を考

えられるような関わりが重姿であり，学生が国畿を感じて

いる持にタイムリーに潟わる必要性が示唆された。

3ア6)高齢者iこ対する却象形成の実態ιその欝遺書雲間

下関節子.古木久美子

(箆i家公務員共済総合連合会京甑奈鵡践)

出自一朗(臨床研究支援センター)

[践的]
高齢者に対する印象形成の実態と，その関連要因を明らか

にすることを詩的として本研究を育った。

{対象と方法]

<様変 1>大薮府内茶病院に勤務する看護締 52人，

師以外の~療従事者 24 人，一段築関(病院殺畏の家族で非

27人，計 103人を対象として，無記名自記式

質関紙による調査を実施した。調査に先立ち，対象者には

研究の慾皆説明を仔い.協力の同意を得た。鵡査察には，

鰯床経験年数)J i高齢者と*u断する

との判衝に寄与する印象 (32~妥百:以下

「高齢者の印象形成に彩饗を及ぼした妥協Ji高齢者と対話

する頻度，こi謁する項目務を譲り込んだ。 7印象jの項目群

には関子分析を施しま詰i出された各協子得点、を許備指援と

して用いたっなお集計解析には SPSSfor Windows 1O.0J 
を沼い

<識変2>看護輔の取し送り場面を模擬的に得議し

さjを強識した場合としない場合の 2通りの場面を

定したっ事前に協力の承諾を得た者護締 20人に，この状

況を録音したテーブを総取してもらい形成された印象j

と「自分がr:J3し送ると想定した場合の強調点jについて自

由記載を求めた。続いて，その類似性にしたがって記載内

容の分類を行った。

{結果と

1.基本属性:各群ごとにみた年齢のや央佑は，

36.0歳 (22 59). [豆療従事者40.5歳 (23-60)， 

国44.0絞 08 72)歳であった。

2.調査 1の単純集計結采高齢者と判断する年齢jでは.

170歳jを挙ぜた者が 51.0%で最も多く.次いで 180

J 165議 02.7%) の顕であった。高齢者の印象

形成に影響を及ぼした要因jについては， 1泣から 31立ま

で殉挙してもらい， H立に 3点， 21立に 2点， 3f立に 1点
を与えてその合計得点を謁べたむその結来，最も高かった

のは f自分の援父母(184点けで，以下「街中を歩く人 028

点)近所の人 (81点)テレビ番組の登場人物 (51点)

が続い

3.高齢者に対する印象形成の議造:関子分析の結果， 6 
鏑の国子執が抽出され，それぞれ「尊厳認知J1わがままJ
f転問骨折Jr加齢現象Jr時ItllJ1非予測性」の軸と解釈で

きた。このうち f転問骨折j執の因子得点平均艇は，

従事者(… 0.303).一段集部(-0.242)に対して，審議締

(0.266)が高値を示し有意な若手間絞2去を認めた(分散分

析. p = 0.006)0 

4.調査2の集計結果:いずれの場面設定においても転

倒のm:険性jは提示されていなかったc にもかかわらず，

f自分が申し送ると想定した場合の強調点jとして「転倒の

危険性jを挙げた者が過半数を占めた。このことは，印象

形成の分析結采を裳付けるものであり，看護部が「高齢者j

と「転倒の危険性jの間にある穣の自動思考を行っている

ことが示唆されたっ
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377)国内の震学・看護学領域におけるヱイジズム(高鈴

者慧別)Iこ関する文献研究

総覧恵美子(北里大学看護学部)

{目的}

エイジズムとは f高齢者を高齢であると言う理由で系統的

に類型化し差別する過程H特定の年齢集出，特に高齢者

に対する偏見もしくは差別」を意味し 1969年に米留の

Butlerが提唱した用語である。近年，老年看護学教育にお

いても取り上げられているが，それにもかかわらず医学・

看護学領域でエイジズムがどのように扱われ，どの程度の

研究がなされているかは明らかでない。そこで本研究はエ

イジズムに関する文献検詐を行い，国内の医学・看護学領

域における研究の動向を明らかにし今後の看護教育・研

究への示唆を得ることを日的としたc

[研究方法}

医学問迷の文献データベース「医中誌 WebJfJMEDPlusJ 

を出い， 2006年 1月に過去 20年間についてfエイジズム/

ageism/高齢者差部/老人差別/老年差別jを検索語とし

した。文獄数が少ないことが予ifiljされたため昏文献

の鵠別は1決定しなかった。分析は.発表年，文献の種別か

ら分類するとともに記載内容から論述している領域・対

象・テーマを抽出し整理・検討を加えた。

{結果}

1)抽出された文献は 19件で¥1996年に最初の文献が発

されて以降 2000年までのS年期に 12持ヘぞれ刀、i径の 5
年間に 7件が発表されていたコ 2)文i紋の稜加は論説・

壊に該当するものが 16件，学術集会抄録が 1件で， s王者:論

文は小川 (2001)による看護学生対象の調査研究と係[II

ら (2004)によるー殻若年男性を対象とした日本語版尺泣

作成のための鐸査研究の 2件のみであった。 3)取り上げ

ている領域・内容は，霞療者やi装療・介護サーピスの提供

にみられるコニイジズムなど高齢者援療全般から論じたもの

が6件と最も多く.次いで高齢者の終末期涯療・ケアに限

して論じたものが5件，老年看護教育 1件，高齢者の精

神保健 1件であった。一方，関内の急、速な高齢化や高齢社

会の問題，配齢者の権利擁護と制度.上述の尺度作成など，

医学・看護学とは直議関連のない文献も 6件含まれていた。

{考祭}
i五11勾の涯学・看護学領域，中でも終末期医療・ケアにおい

て.少数ではあるがエイジズムは取り上げられ，問題視さ

れはじめていた。しかし系統だ、った研究はほとんどなさ

れておらず.エビデンスに基づく知見は皆無に等しいこと

が明らかとなったc 複数の文献で'jzsべられているように

エイジズムは高齢者を対象とするあらゆる臨床の場で存在

し得る。本研究者の教育経験上，看護学生の高齢者との接

触経験は乏しく，これは潜在的なエイジズムを生み専門職

としての適切な援助を妨げる。今後，援療者や医療系学生

におけるエイジズムの認識等について研究を実践し問時

に高齢者の正しい理解とエイジズム時止を図っていく教育

の必要性が本研究を通して示唆された。

304 日本看護研究学会雑誌 VoL29 NO.3 2006 



P2会場第 50群

378)統合失調痕者における視覚的認知!こ関する研究の

検討

白石裕子.郎包和也(香川県立保縫箆療大学看護学科)

{目的]

統合失誕症者(以下 SC)の重要な波状としての認知障害

は対人交流や生活障害の婆閣となっているc 近年，認知行

動療法が注自を浴び，精神科・看護においても認知行動的ア

プローチが試みられているc 今回.審議における認知行動

的アブローチのこにどデンスを得るため， SCにおける視覚

及び表情認知に焦点をあて研究の動向を検討するc

{研究方法i
MEDLINE，際中誌にで 1990~2005 までキーワードを内見
覚Jr統合失調症(続初l分裂病)J社会的認知Jr表情認知j

で検索し SCの規覚的認知に関する研究論文を抽出し

{結果]
諏訪らじは，眼球運動解析機器を用いて横 S字製国7訟を
刺激として研究を行い， SCでは眼球を動かす範闘が狭く，

さらに符認課題では，健常者では課題終了後も夜前の結泉

を確認するような動きが見られ，持間的，空罰的つながり

のやで刺激を把握しているが， SCでは密片的に各刺激を

処理している事が推測され，感情磁.運動揺の障害との関

連を示唆しているc 松井らかは， WAIS知能検査のプロ

フィールでは，絵の中の欠損部を発見する絵爾完成問題の

成裁が悪く，視覚的探索課題がSCの認知降客の特設を捉

えていると指摘している。小鶴ら 3)は視覚弁加課題を用

いて SCの前注意的処理接誌を検討しその障害が初期の

娘球運動が誤った方向に誘導される

森出

のf瓜五M在i段R忠Iを用いた脳内のi試武活官龍部IH殺立を縫?強包吉，者者‘と比絞しし， SC 

の特教として f笑いjという陽性精製j認知に.iliみがあ

を示唆している。陶器らおは日本人と白人を対象に表情

認知検斎課題を比較する研究を行い， SCでは人犠をi務わ

ず健常者によとべ，恐怖や嫌悪といった不快皆勤の認知に障

害が認められたと報告している。

[考察i
以上の結果より， SCの視覚認知は範閉が狭く断片的で再

認、や探索が苦手，新たな料激への眼球連動が誤った方向に

行く事，表箭認知では，健常者と比較して「笑いJr恐怖j
f嫌悪j等，人の感靖を表情から読み取る事の態答が示唆さ

れた。今後，看護の視点からの実証的な硫究で，その特援

を明らかにし認知行動的アブローチを用いた効来的援助

の手がかりとしたい。

{文獄i
1)諏訪法他:アイマークレコーダーを用いた精神分裂病

患者の視覚性認知障害に関する研究 再認課題に識即時間

を絞り入れて 精神医学33(7)， 697 -704っ 1991
2 )松井三枚他:精持分裂病患者の臨床症状と WAIS所見

との関連について 精神震学33，219 2270 1991 
3)小鴎和重他:統合失謁症患者の視覚靖報における前注

意的処理の障害について 精神神経学雑誌 107(3)， 235 
247， 2005 
4)森田喜一郎: 統合失調症者の高次脳機能の特殻

常者との比較検討‘ 久智米産学会雑誌68(7)， 221 -230， 

20050 
5) 問団俊他:統合失調症における表構認知路答の通文イヒ

的研究務争11陸学45(5)， 535 -5410 20030 

3ア9)統合失調痕患者の幻轄への対処ストラテジー

則包和也白石裕子(香川県立保健医療大学者護学科)

[目的]

本研究では，幻聴症状がある患者を対象として，幻聴に対

する自己対処(コーピング)の特畿を鳴らかにするつ

{研究方法}

持続的な幻聴症状を持つ'題性期の患者を対象として，半構

造化面議を実施したc 幻聴をストレッサーとして捉え，

Lazarusのストレスー対処理論で提唱されている 2次評価

の部分における対処分析を手がか引こして，面接から得た

対象者の対処法を.情動中心の対処と問題中心の対処の 2

つのストラテジーに分類した後iこ，研究者2名で.類似性

を剥iにカテゴリ一分類を行なったc

{倫理的配議]

本研究は，幻聴、を体験した患者を対象者とすること.商議

において幻聴に関連したことを話題にするため，以下のこ

とについて腎Zました令主治医，師長，施設長，カウンセラ一

等のスタップに本研究の::t設の説明を行ない，患者の研究

への協力が治療の問題にならないことを確認した。患者へ

は，研究の目的，プライパシーおよび{個人情報の守秘，研

究者の連絡先，研究参加の拒否・中断が自由であるという

内容を記殺した開設舎を提示しながら，研究者が読み上げ

て説明を行ない，署名にて間意を得た。

{結果}

面接間数は 1名につき 1図で，面接待問の平均時認は，

35，5土 13.5分であったG 対象者数は合計30名で，男性が

19名 (63.3%)，女性が 11名 (36.7%)であり，平均年齢は，

50.2念 11.7歳であった。利沼施設および治療形態から分

けるとお持11科病i廷に入i完治療中の対象者23名，精神科病

院に通院している対象者3名，デイケアや援護寮等の各施

設を利用している対象者4名であった。

i選抜から抽出された全対処法の数;え 149件であり，その

うち情動小心の対処が 119件 (79.肝心，問題中心の対処が

30件 (20.1%)で、あった。 1育動中心の対処は， [活動活発化]

{活動抑制1[幻聴と関わる1[幻聴と関わらない1[信仰に

よる心の安定}の 5カテゴリーと 15サブカテゴリーに分

れた。また，問題中心の対処は， [有効だった対処法の

活ffl][他者からの助言を求める][正確な知識を得る][幻

聴に対する確認]の 4カテゴリーと 11サブカテゴリーに

分類されたc

[考察]

従来，幻轄に対して患者はほとんど被支配的であると考え

られていたが，これらの結巣より，患者は様々な方法を用

いて幻聴に対して自己対処を行なっていることが明らかに

なったc 幻聴への対処ストラテジーとして，情動中心の対

処法が多く用いられていることは，幻聴を自分では対処で

きない大きなストレッサーと感じる傾向が強いと控糊され

た。また一方では.開題中心の対処法も用いられており，

統合失調症で際害されることが多いとされる合理的，容認

的な判断や思考が可能であるケースもあると考えられた。
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380)統合失調症者に対する看護の評価と今後の課題

森 ニ内容，下里誠二，松本賢哉，宇都宮智

(国立看護大学校)

故伯幸治，鈴木美穂(国立精神神経センター武蔵病i淀)
111田 洋(下総精神援療センター)

[自的}

平成 15年以降.統合失調症者の社会参加を促すことが求

められているが.病識の欠如による競薬拒否や社会生活に

対する不安など患者の抱える問題が大きいc そのために病

識を促し服薬行動をスムースにするために患者の問題を患

者と共有し不安を解請しながら問題の解決に向かうため

の援助計簡の実践を評価し今後の援助の方向を検討する

ことが必要と考え，本研究の日的とした。

[方法}

対象者は統合失言毒症者の診断で入院し退院した患者 10

名である。同一患者の入慌時と退院時の服薬量 (CP換

算).精神症状 (BPRS).服薬に対する態度 (DAI-10).病

(SAI引，社会主主活能力 (LSP). 自己効力感 (SECL).

主観的満足感を比較した(対応のある t検定)。対象者に

実務した審議を DAI-lO.SAI-]. LSP， SECL，主観的i荷足

感のスケールの変化で評filliすることにし

{倫理的資己惑]研究の協力は任意であること，陸名牲を保持

し結果は統計前に処理すること等を口頭と文書で説明し

署名をもって向立とした。なお研究開始前に対象病院およ

びI@立肴護大学校の倫理委員会の承認を得た。

{結果]

対象者は男性8名，女性2名の計 10名であり.平均年齢は

36，6 (会 16，6)歳であった。また服薬殺(入院iI寺:964，9 :!:: 

534，Omg，退j淀時 837，5:!:: 449，8mg)はやや減益， BPRSの

得点、(入院時 36，7:!:: 11ゑ退院時 7，5土8，9)(p口 0.012)は

精神波状の改蓄を示していたc また対象者の LSP(入段

持:90，5土 27.2.退院時:130，5土4，84) (p = 0，02) と，

DAI-lO (入段時 3.1土 5.1，退院時 3.3会 5.8)(p口 0.008)

が上昇していることが認められた。しかし病識. 自己効力

感，主観的満足度の得点は上昇していたが表奥は認められ

なかった。

{考察;

精神症状が改善し社会生活能力や瓶薬態授の改養，病識

や I~l 己効力感，主観的満足感には差異がなかったことから，

看護師が日常生活援助や瓶薬の継続を促す援助に力点が霞

かれていることが捻察された。しかし患者は退院後の生活

に不安を感じ服薬期[均等の疑問を抱いていた。今回の援

助言1-爾では，病識や不安の解消にはあまり有効ではないの

ではないかと思われた。患者が自信をもって社会生活を送

ることができるようにするためには，患者の自己効力感を

あげるような援助が必要なのではないかと思われ，これら

を解決するようなプログラムを作成することの必姿性が示

唆された。また対象者の変化は治療等の影響が関与してい

るとも考えられるため，今後検討を重ねていくことが課題

である O

381)統合失器症患者の退院の意思決定に関する体験

i察田由美(岡山労災看護専門学校)

{話的]
入院を経験した統合失調症患者(以下仁患者jとする)が，

退院の意思を閤める過程でどのような体験をしているのか

を明らかにし退院に向けた意思決定を支える肴護への示

唆を得る。

{符f究方法}

:精神科痴院退院後，病院併設のデイケアに通所し

ている患者。

倫理的配掻:高知女子大学研究倫理審資委員会.病j淀倫理

審査委員会にて承認を受けた。対象者へは.研究の趣旨，

倫理的配惑を口頭及び文書:にで説明した上で，自由意思に

より参加できるようにした。

ンタビュー:研究者が作成した学構成の質問紙を用い，

対象者に退院の意思決定をした時期を随想、してもらい，そ

の時考えたことや感じていたことを自由に諮ることができ

るようにi隼めた令

-インタビューを逐語録にしケース後を念頭

におきながら諮られた内容を文紙ごとに分類，質的に分析

した。分析の信頼性と妥当性を高めるために，精神看護の

専門家によるスーパーパイズを受けた。

{結果1
1iJl究対象者は男性9名，女性 1名の言1'10名であり.王子均年

齢は 43.1殺であったc

患者が退院を意思決定した逃絞を分析した結来，以下の体

験が明らかになった。仁退院したいという思いを留める〉

では.選践できそうだという実感や，退院のための準備に

取り総むこと.支えになる気持ちを封。つことで.退院に向

けた前向きで現実的な気持ちを閤めた体験が語られた。ま

たe 入技生活の受け止め方が退院の怠思決定に影響してい

たことも語られた。〈退j完後の主主i舌をj主体的にイメージす

る〉では，退院後の生活に希望を持ち，様々な方法で退読

後に生活する場所や生活の仕方を決定し仕事の必要性を

見極め，生活について経済的に予測することで，退!淀後の

生活を現実的にイメージし 退誌を決定した体験が語られ

た。〈退院後の病気との付き合い方を模索する〉では，統合

失調症という病を自分なりに解釈し病気との付き合い方

を見つけ，病気とともに生きていくために自分自身を受け

止めようとしていた体験が語られた。また，医師との付き

合いや薬物療法.退院後の治療への取り組み方を模索した

ことも諮られたo 家族との関係をみつめる〉では.自分に

とっての家族の存在をみつめ，家族それぞれの事指や思い

を理!詳し家族との;将来の生活を忠、い描示現状のiやで退

院を実現できる方策を選択した体験が語られた。そj忌誌に

向けたサポートを確信する》では，医療スタッフのサポー

トや，退院に向けた社会福祉制度の存在が確信で、きた体験

が語られた。

{考察]

患者が体験している病の意味を尊重しながら，退院への思

いや退院後の生活保を言葉にできるように支捜し自分へ

のサポートの存在が実感できるよう患者のニーズに応える

ことで¥患者自身が退院したいという思いや窓欲がおまり，

退院に向けた窓思決定を支えることができると考える。
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382)デイケア・作業所に適所中の続合失調症患者が自尊

I[)を窟寵するプロセス

(関山県立大学)

隠方弘子(関は!大学)

{目的]

統合失調症患者の生活の質が向上するためには，後らの自

尊心の向上が必要であると指摘されているs 本研究は，

Rosenbεrg，は.に従い，自尊心を it3分が設定した価値恭

準に照らして白分を受容することであり，自分に好意を抱

き.自分を尊重することjと定義し.統合失調症患者が自

尊心を関援する内的体験のプロセスを，彼ら自身の語りか

ら明らかiこすることを目的としたc

{研究方法i
U 対象 :A市内で3年以上在宅生活中の B病i完関連の精

神科デイケアまたは C小規幾作業所にj議所し務卒中症状が

安定している 11名の統合失鶏疲患者としたo 2)データ

収集方法と分析:インタピューは，一人-[ij1.60~90 分開

実施し今の生活をどのように患い感じているのか等につ

いて自由に話してもらい録音を行ったc データ収集は，

2003 年 7 月 ~2004 年 7 月に行ったc 対象者が自分に好意

を抱き. 自分を尊i立する内容(または，その逆の内容jを

諮った部分を抽出しそれを貿的帰結的に分析した。 3)
{命浬的記慮:研究への参加は自由意志とし参加を表明し

た患者に対し研究践的，個人が特定されないこと，研究

への参加により不利益を投じないこと.話したくないこと

は終倫理に話さなくてもよいこと等を説明し

{結果]

人のケースから 161跨の概念が生成できたc その生成さ

れた概念をもとに.f也の 10ケースを比較分析した結果，

たな概念が追加され最終的にお飼の概念が生成でき. 9 
憾のカテゴリーに条約でき

はわからない夜、がない私はこれでいいのかも

は頑張る三〈夜、はダメだ私はうまくいかない私はこれ

でいいと思う私はこれでいい[夜、はまあいいかと思う}

であった。{私はまあいいかと思う}がや核カテゴリーで

あったっく私はこれでいいのかも…私は頑張る》ヨムはこ

れでいいと思う私はこれでいい}のカテゴリーには[弘

はまあいいかと思う]こと私はわからない夜、がな

ダメだ三〈私はうまくいかない?のカテゴリーには{夜、

はまあいいかと思う}と思えないことが織り込まれてい

{考察}

統合失調被患者の自分への患いは，精神症状に左右されな

がら私は頑張る?と坊主はダメだ荘、はうまくいかな

い〉とのnnを揺れ動き，また〈私はこれでいいのかもい

と〈私はこれでいいと思う?との隠を行きつ戻りつしなが

ら，長い歳月をかけて自己コントロール衡を身につけ，

はこれでいしゅという思いに圭ると考えられる。自尊心開

複の芽生えである《私はこれでいいのかも…?の患いに至

るには，わかってくれる人の存在が必要であり，

の際わりの重要性が確認できた。また{私はまあいいかと

思う}ことができるために.<ゆとりをもっ><気持ちを

割り切る>ことに対する働きかけが必要で、あることが示唆

された。
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383)精神科急性期閉鎖病棟における襲力とその誘因

宇都宮智，松本賢哉，森千鶴

(国立看護大学校)

山田 洋(下総精神援療センター)

佐伯幸治，鈴木美穂(閤立精神・神経センター武蔵病院)

{自的}

務神科総床場面では暴力に対する援助が求められることが

ある O 中でも急性期病棟では非自発的入院であることや精

神症状により患者の攻撃性に対する援助が重要である C そ

こで本研究では精神科急性期閉鎖病棟に入院した精神障害

者の暴力とその要j還を採ることを目的とした。

{研究方法1
3つの給神科単科病院の中の急性期閉鎖病棟に入i淀してい

たすべての患者を対象として問ーの 6ヶ月問看護部が観察

した。本研究では暴力は f容認できないと判断される行動

であって脅威を与えるものjとしてとらえ，暴力発生時点

でStaffObservation Aggression Scaleによって.看護郎が

評価を行う方法でその内容を検討した。本研究は対象施設

の倫理委員会の承認を受けて行い，データ収集にあたって

は綿入が特定されないよう配癒し

i結果}

対象は 383名で男性 247名，女性 136名で、あった。このう

ち52人が暴力を行い，総件数は 92件であった。入院から

7日以内に起こった暴力であるかどうかで2分し標的と比

較したところ， 7 B以内には 23f!!:のうちスタップに対す

るものが 19件と多く他患者に対するものは 2件のみで

あった。また， 7日以降では 71件のうちスタップに対す

るもの 31f!t:，他患者への暴力的件とスタップ，他患者両

方に攻!撃が向けられていた(X 2 = 10，9， p = 0.004)。
スタッフへの暴力の要菌はセルフケア支援 15件，与薬 6

件，療養上の制限に対するもの 16件，妄想、にもとづくもの

6件.その他7件であり，他患者への暴力の要閣は他患者

の迷惑行為によるものが23件，本人の妄想、にもとづくも

のが7件であった。

{考察]

精神科急性期病棟では，入院初期には精神症状に加えて非

自発的入院であり閉鎖された環境が不満となってスタップ

に向けられることが多く，その後は他患者という人的な環

境に大きく影響されていた。入院中の精神i翠害者の暴力は

ljHこ紡干111症状の影響が大きいことは明かであるが.それに

加えて特に閉鎖環境という安田が大きく影響していた。セ

ルフケア支援や与薬持，あるいは療養上の制限を行う捺に

は，看護者は患者の攻撃性に対しでできる限りニードを満

たし問題解決をはかりつつコミュニケーションをはかる

ディ・エスカレーションテクニック U のような介入スキ

ルをもち，患者を援助することが重要であるO また，入院

環境での快適さを保つためには，他患者という人的環境を

誠整することも重要であると考えられた。

{文献1
1)下車誠二:デイエスカレーション，包括的暴力防止プ

ログラム認定委員会(編):包括的暴力防止プログラム，

53悶65. 医学書il見東京. 20050 

384)精神科看護時の病的多飲水患者への看護に対する

意識と閤難性

佐藤美司会. 1幻根俊恵.磯村総子(山口大学i笈学部保健学科)

作間裕美(滋賀i亙科大学医学部看護学科)

{呂的]

精神疾患患者のうち，飲水欲求の強い病的多欽水患者は約

10 -20%に見られ.そのうち約 3%が章第な合併症であ

る水中毒を来す。精神科看護においては水中毒予坊が重要

であるが，患者の理解力低下や病識の欠如などで¥看護問

難であることも多いc 本研究は，精神科に勤務する看護者

の病的多飲水患者についての者護に対する意識と罰難性

を，暴力を受けた経験の有無の留から検討することを目的

とした。

{研究方法}

H17 1:ド 6~7 月に X 県内の精神科，病院に勤務する看護者

を対象に諦査を行った。アンケートは水中毒・病的多欽水

について看護の意識，暴力を受けた経験などについて尋ね

た。実施には，あらかじめ看護賞在者に研究協力について

文書で依頼し協力の意志を確認できた施設に責任者に一

括送付し調査を依頼した。なお，アンケートは自記式で然

記名とし記入後に添付の封筒に糊付けした形で回収した。

倫理的配惑として.アンケ一ト用紙に研究の趣旨とf倫命迎的
配f磁塔長革:について明記した文書二をi添恭制f付付dす-しし. 関答者が熟読した上

でで、¥， 1持可;芯立志z

[*手結占来]

アンケートは 566部記布し IITI収した 498郊を有効問答と

した(関収率 88.0%)。平均年i捻 43.5土 11.5歳，平均精神

科経験年数.9.5念 7.9iドであった。病的多飲水患者の看護

経験は 56.1 %の者ーが持っていた。看護経験のある者に.

看護に対する意識について質臨したところ， 97.1% (rそう

思うJrややそう思う」の計:以後間じ)が日病的多欽水

患者の)看護は難しいjと答え.i'l布い看護が嫌商1fuJ
が)11買に 61.2%.40%， 35.1 %であった。また，病的多飲水患

者についてわからないこととして看護の方法 62.5%，

f患者の心理 43.5%，多飲する理由 44.9%，と答え，こ

れらの患者に対する看護は看護計幽多飲行動への戸

かけ中毒症状への対でそれぞれ53.2%， 49.8%， 

48.3%が「わからない」と答えていた。多飲行動を注意し

たことに対し 5暴力・暴言を受けた経験jは50.2%が持っ

ていたc 暴力等を受けた者と桧性感情について x2検定を

行った結果.暴力・暴言ーを受けた者は?嫌だjという感情

を抱きやすい傾向を認めた (p< 0.05)。
{考察}

病的多飲水患者は了解も悪く，看護国難であるといわれる。

本研究の結来からも，看護経験者の多くがf看護は難しいJ
といい，その困難牲が伺える。また.患者の飲水行動は看

護者にとって水中毒予防の観点から桟意を行っているもの

の，患者の飲水欲求も高く，半数が何らかの暴力・薬害を

受けており.これらの者は嫌悪感を抱きやすいことが示唆

された。病的多欽水患者への看護についても，多欽水行動

が理解しがたい行動であるが故に日常から悩みながら

行っていることが伺えた。
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385)精神科摘榛看護師の麗会家族!こ対して行う患者の

状況説明に関する研究

揺垣久米，久米和興(名在麗市立大学看護学部)

{日的}

精神科病棟の看護締が沼会家族に患者の状況を，どの程度

説明しているかを明らかにしそのことを主主に看護師の説

明のあり方を検討することである。

i研究方法i
A市の精神科病床を持つ病院のうち，研究の用意を得られ

た病棟勤務者である看護締(滋看護師を含む)741名を対

象に質関紙諒査を実施した。倫理閣の記長室は学内の研究科

教授会で承認されたc また対象施設には警部で倫理的配惑

を説明し同意を得た。費関紙は，家族に患者の状況を説明

する時に必要と考えられる 30項活からなり，その説明頻

度について 5段i穏で調査したむまた説明に必要と考えられ

るマニュアルの活用状況について調資した。データの統計

解析は SPSSl1.0を用いた。なお.Friedman検定後の多重

よと絞については. Bonferroniの多重辻較の考えから露出し

た有意水準をその都度求め，それを基に Wilcoxonの符号

付与き顕i立検定を用いて行った。

{主主糸i
説明頻度が高かったのは.生活リズムを説明する，腫奴状

況を説明する.窓欲・行動i滋答の状態を説明する，感官障

害の状態を説明するなど8項践であった伊<0.01)。同

様に説明綴疫が{まかったのは，入販rllの身体の状態を説明

する.排尿状況を説明するなど4項践であった (P< 0.01)。
役殺者は看護師より食事や排illl:などの生活面6項自におい

て，者護師iま准者設締より i滋阪や精神疲状など 17項目に

おいて説明頻授が高かった (P< 0.05)c説明のためのマ

ニュアルを活用している看守護蹄は 11.7%で少なかった。マ

ニュアル活用若手は非活用群より殆どの項設で説明頻度が高

かった (P< 0.05) 
{考察}

説明頻度が高い項目は，精神疾患の懇北や改養を表す指標

となる項自で家族が最も濁心があるため渇くなったと考え

るG 説明頻度が抵い項目は，行き届いた観察が難しいため

経くなったと考える。役職者は看護Riliより食事などの生活

弱6項自において説明頻度が高かったのは，生活屈の項g
も他の項自と関様に説明することが大切であると患ってい

るためと考える。者護締;主権者護師より精神症状など 17

項目において説明頻度が高かったのは.専門殺の知識が高

く説明の重要性を認識しているためと考えるとマニュアル

を活用している看護締が少なかったのは，マニュアルを作

成している病擦が少ないためだと考えるC マニュアル活用

若手は非活用若手より説明頻度が高かったのは，マニュアルを

活用することにより必要項目の諮れが減少し説明頻度を

一定のレベルに確保できるためと考える。以上のことよ

り，説明頻度にばらつきがみられる状況があり，零護蹄の

家族に対する患者の状況説明を充実させるためには説明の

ためのマニュアルを作成し活用することが必要と考えるc

386)靖神科看護部が据えた急性期患者家族む状況

甘佐京子，牧野耕次(滋賀県立大学人問看護学部)

[目的i
精神科急性期において，統合失調症およびそれに準ずる精

神病関内の疾患を持つ患者の家族に対して.入j淀時からの

アセスメントおよび看護介入の実践を呂指し家族アセス

メントの視点色審議締の規点から明らかにすることを目

的とし

{研究方法i
精神科に 5年以上勤務する審議締 10名に対し急性期の

家族の状況や家族へのケア実践についてインタビューを

擁した。その内容を逐語銭にし質的な分析を試みた。本

研究では. I看護制が観た急設期恵、者を抱える家族の状況j

と「看護主ijiから観て気になる家族jの二点について分析を

行った。

[倫理的記臨}

対象には，プライパシーの権利，参加や産rr及び紫関に対し

て拒百する権利を保証すること。また，顕慈の中で語られ

た患者の情報に関しては澄名散を保持することを説明し

たc

{結采}
f審議締が観た急、性期患者を抱える家族の状況(以下家挨

の状況けからは家族の状況を示す内容として.70のフレー

ズをお11出し最終的には 5初めて体験する場所・医療に対

する不安を持つふ 5入院磁の状況により疲労と恐怖惑を持

どもを手故す事への悲しみと抵抗ふ?殺としての

を感じる予測がつかない治療に対して不安

毎病気関援に向けた医療への部待ふ忍うように

路復しない事への怒川患者・家族の今後に対する不安

5精神病であることを受容しがたい患いをも

ることができた。また，

護締から観て誌になる家族(以下気になる家族)Jを示す内

容として.54のフレーズを抽出し最終的には;初発の若

三患者との!議活の交流に過不足が生じてい

る家族ふ?病気や医療に対して家族関のコミュニケーショ

ンが不足している家族精神病であることが受容しがた

討会療に参加できない家族医療に対して久的

討す処接棋が1111い家族ふ f家族呉がさ予さを抱え込

んでいる家族入i発前に不安や恐怖を体験している

の九つのカテゴリーへと分類することができたむ

[考察}

「家族の状況jとして， tm出された九つのカテゴリーは，

族が急、性}誌に示す対処反応であり，意図的に表出している

ものではない。家族員の発病・入院というストレスを受け

て家族が示す対処全般であり，綴祭した内容を.遮応か不

透J1;か判断していく事:になる。一方.r気になる家族jとし

て抽出したカテゴリーは，一殺的なfX.J1;も踏まえて提示さ

れた家族の状況から，精神科の看護締としてのアセスメン

ト能力を葱に抽出されたものであるC 部ち，正常なストレ

ス反応、を逸脱している状況(不適応)を念頭に逸脱する

婆留となる家族素毘(家族の持つ資源およびストレスの認

知のしかた〉について，専門職である看護目前としてのアセ

スメントの摂点を示していると考える G このこつの視点を

活かしたアセスメントツールの開発を今後進めていきた
し、。
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387)地域で生活する精神障害者の家族介護者が抱える

介護負担感!こ影響を与える要菌

藤野成美(跨南女学技大学)

附村 仁(広島大学大学院保健学研究科)

[自白色i
地域で生活する精神障害者の家族介護者が抱える介護負担

感にどのような要閣が影響を与えているかを明らかlこする

ことをB的とした。

{研究方法1
1)謡資対象:精神科諮問看護ステーションの科用者(以

下，利用者とl絡す)30名とその家族介護者 30名。(利用者

の性別は男女それぞれ 15名，家族介護者・は女性 26名，男

性4名c 続柄は母親21名，父親2名，記偶者，強.姉妹が

それぞれ2名，嫁 1名)2)調査期跨:2003 年 8 月 ~12 月

3)調査内容:科用者に対しては一般的背景と LASMI.生

活満足度スケールを，家族介護者については一般的背景と

に関するデータ， Zar・it介護負担尺夜臼本語版.生きが

い揺を調査した。 4)調査方法:対象者の自宅へ訪問看護

r.mと同行し質問紙を用いた賠き取り商議調査を行ったC

5) 総滋的配怠:湖南女学院大学の倫理委員会において審

られた後に実施した。 6)分析方法:統計解

析には SPSSVerJO.Oを使J:f:Jしさらに統計ソフト Amos

Ver.5.0をJ:f:Jいたパス解析によって関楽関係モデルのデー

タへの適合性を検討したc

[結泉及び考察]

1)一般的背景:利用者の平均年結は 44.1歳 (SDl6.3)，発

症年齢は 29.4歳(SDl6.2)，平均挺病期間は 14.8;''1'. (SD9.8). 

診断名は統合失調症 22名.不安神経症3名， うつ病3名，

人格障害2名であった。家族介護者の平均年齢は 61.7
(SDl3.0) ，一日の王子均介護時間は 6.6時間 (SD7.l)，平均介

護期間は 14.7年 (SD9.5)であったc 2)介護負担感に関連

する要路:介護負担感を従属変数として重関帰分析を狩っ

た結果，介護負担感に関連する要国として，課題遂行，家

族介護者の生きがい感の2変数が抽出された。 3)介護負

担惑と家族介護者の生きがい感及び課題遂行，生活満足度

を内生変数とした共分散構造解析による由来関係モデル:

モデルの遮合度は. X2 
/ df = 8.58， GFI口 0.92，AGFI 

0.78. AIC = 34.58. RMSEA口 0.05でありデータに適合す

ると、I'IJI訴した。家族介護者の生きがい感には，家族介護者

の年齢が低いこと.利用者の生活満足度がiおいことが夜接

しており， LASMI得点が高いことは利用者の生活満

足度を低くしそれらが家族介護者の生きがい感を介して，

介護負担惑に対する影響力を強くしていた 3 最終的に介護

負担感の軽減につながる直接的な影響要閣として.家族介

護者の生きがい感が高いことと利用者の課題遂行能力に問

題が少ないことが示された。以上の結果より家族介護者の

介護負担感を軽減するためには，精子~l[.誇害者の QOL を潟

める支援が間接的効采をもたらすことが示唆された。

388)パニック障害患者の悩みとその対処法のプEセス
に欝する研究

三11汀ちずる(Jt島関経大学看護学研究科看護学専攻)

山崎主主志子(広島国捺大学者護学部)

{研究自tJ0]
パニック隊等 (PanicDisorder，以下 PD とする)は I~3

%の人が慌，思するとされるが，適切な診断がくだされるま

での経過が長期間に及ぶという現状がある O

PDに関する研究を概観するとストレスコーピングスタイ

ルを調査したものがいくつかある O そこでは PD患者は特

有のコーピングを使い，治療良好例と難治例では使用する

コーピングが異なるとされる。しかしこれらの研究は日

常生活における一般的なストレス対処法について検討した

ものであり， PD患者が発症によりどのような儲みを抱え，

それにどう対処しているかというプロセスは明らかになっ

ていない。そこで本研究では. PD患者が発症産後から面

接時までの陪にどのような強みを抱え，その悩みをどのよ

うにして軽減・!拝決しているかというプロセスを明らかに

することを民的とし研究を行った。

{用語の定義}

悩み :PD発症によって生じた日常生活を送る上での留り

対処法 :PD発症によって生じた留り事を軽減・解決する

ための行為

{研究方法}

1.調査方法・対象者の11詩人特性の{弘 PD発症後に生じ

た協みとその対処i*について副長=減交を行ったむ

2. 調査期間・ 20例年 12月-2005"F 4月

3. 対象者 :PDと診断さ;lt. :fJ百五通院中で症状が落ち着

いており話ができるJj10名。性別は努性6名，女性4名

であり，年齢は 24-71歳〈平均年齢43.9歳念 15.3)で¥発

症から現在までの年数は 2~22 年(平均年数 8.1年土 8.1)

であった令

4.倫理的配播:・実施場所としてはプライパシーが保持で

きるよう病院の話会室で行った。面接時間は 111寺前前後と

し対象者が苦痛や疲労を感じないよう記底したっ間意が得

られた対象者にはテープレコーダーでの録音を行い，対象

者会員に研究終了後はテープレコーダーや記録物は破棄す

ることを伝えた。

5.分析方法:修正版グラウンデッド・セオリ…・アブロー

チを使用した。

{結果および考察}

PD発症後{土持金作原rzgの不明jが生じそこから;発作恐

怖丹十IsiIllJllfU. 仕事への支障就職の不安人付

き合いの支障jが生じていた。 PD診断後は， PDについて

適切に理解することでこれらの悩みに対する対処法を増や

すことができ，さらに， [鐙時間行動]， [土手間避行動1. [お

守り]という自己工夫による対処法を獲得できた者は儲み

を軽減できる傾向にあった。このことから， I歪療職者とし

て患者自身が PDについて適切に理解し自己工夫の対処

i去を増やしていけるよう援助することがPD患者の PD発

よる悩みの軽減をはかる上で、重要で、あることが考えら

れた。
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389) DV被害者から見た DV加害者の家接関係の意味

づけ

村方多鶴子(宮時大学)

{話的1
2001年に内関係fが行った事例調査で，加害者に女性蔑視，

所有意識.性別役観分担意識があることが明らかとなった。

しかし加害者がなぜそのような意識を持つに至ったか，

十分には明らかになっていない。そして 2003年には.被

害者保護の観点から加害者暴力防止プログラム留意事項が

された。プログラム作成にあたって，被害者のニード

を反映させるためにも被害者の声を開くことは重要であ

る。そこで今間被害者に阪接を行い，暴力に繋がる加害者

の錨値観・{言条に影響を与えていると考えられる加害者の

家族関係を，被害者がどのように意味づけているかを明ら

か{こする。

[方法}

磁接対象者は. DV被害者支緩機関に研究の趣設を説明し

紹介を受けた，現在加害者からの暴力やフラッシュパック

の恐れがない被害者である。調査期関は 200'1 年 8~9 月

で. 1 ~2 時間半経度の半議成約百互設を磁接室で、行った合

紫関内容は加害者の家族関係，加害者と被害者の関係等で

ある 3 分析方法;え樹接を録音した ICレコーダーから

語銭を作成しテーマに関連ある言葉を抽出し意味内容

を十分検討した上でカテゴリー化した。倫理的配擦とし

て.研究の趣旨，守秘義務.研究ti~1J を辞退する線利，デー

タ取り扱い等を害弱と口頭で説明し問を持た。

{結泉;

恋人から暴力を受けた女性6名で. 20 

代1名.30代3名.50 代 2 名であるc 加害者の~F言語}は， 30 
代生名， 50北と 60ft各 1名であったs 当時の関係は交器

中1名，婚期関係5名で，現在全員が離婚し交ゅの者

も崩れていた。被害者が意味付けていた加害者の家捺関係

では父が暴力的環境で成長J父から母への暴力H父か

ら加害者への一方的押し付けJ父親の影響力大 rfまの身

体的虐待JI母との信頼関係不十分J離婚なやかしすぎj

f安心惑がない家提jの9のカテゴ1)がお11出されたc

{考察}

加害者の f父が暴力的環境で成長jしたことが，

f父から母への暴力J父から加害者への一方的押し付けj

ていると捉えていた。他に f父親の影響力大 rほ
の身体的虐待jから，加害者は男女・綾子関係における力

関係を学智し相手の摂点で物事を見ることができず，弱

者への支配を身につけたC つまり，夫婦/恋人関係は対等

ではなく自分が援投，姿や物苦手を自分の思い通りにしても

よいと感じたc そして，安/恋人・子どもに対する共感性

欠知のために，自分中心の考えや行動をとり，暴力を軽ん

じるようになった。また父から母への暴力jを見て男性

擾{立の窓殺が強まり.r母との信頼溺係が不十分jた、ったた

め，母から得られなかったものを姿/恋人から得ょうと，

女性に対する期待が高くなった。加害者はこのような全育

家庭を f安心惑がないjと感じ，被害者意識が強くなった

と被害者‘は意味づけしていると考えられるc

科研費の助成を得て行った。 o箆芽研究 15659531)

390)構神欝害者が適所している小規摸作業所に対する

地区住民の意識

智(山形大学涯学部F付属病院)

久米和輿(名古屋市立大学)

(LlJ形大学医学部看護学科)

{研究目的}

精子qI[慈害者への偏克から地域住民と施設との問の摩擦(以

下，地域コンフリクいが発生し精神路害者のための施

設建設が進まない現状があるc 本研究では務神障害者の社

会夜帰施設である精神障害者小規模作業所〈以下，作業所)

が開設され，地域コンフリクトが生じていない地区生民を

対象に，作業所に対する地毘住民の現在の:訴訟を明らかに

すると共に，作業所の開設さ当時から議査持までの関に作

業所に対する:!lli毘住民の意識がどのように変化したかを暁

らかにすることを目的としたc

[対象者及び研究方法}

地域コンフリクトが発生した地域校長への開き取り

行った先行研究と作業所の議長からの意見を参考に質待

用紙を作成した。その後. 11fT!村会役員に予俄調交を行い，

質問内容の妥当性を確認した会

;地区我氏 846名に質j笥用紙を髭布し!IiI;送法で関i試したc

関段数は 312([波紋本 36.9%)，有効問答数か 296(有効閤

94.9%)であったG このうち作業所の存在を知ってい

る入 225名(有効国答の 76.0%)を対象者としたo Mann-

Whi如何じ検定， Sp色呂1・manJn町立相関係数の検定などの

統計処潔を行ったっ倫理的配惑では，対象者の匿名性と秘

密の厳守，任意の参加を保証し

{結来及び考察}

1.作業所に対する住民の現在の意識

49.1%の人が作業所の存在lこ賛成の態疫を示していたc 自

宅から作祭所までの距離と作業所の賛否には相関がみられ

(p < 0.05)，範離が短い人の方が作業所の存在につL

成立さ疫を示していた。

との議制!体験の有無について. 28.2%は体験が

あり， 64.8%は体験がなかった。接散体験のある入が接触

体験のない人よりも，作業月rrに対し好意的態度を示してい

た (p< 0.01)0 

2.作業所に対する{主民の意識の変化

r f'r業所の存夜に対する賛否jについて，接触体験のある

人は，賛成意見が40.8%(開設当時)から 73.5%(現在)へ

増加し現在の方が賛成の態度を示す人が増加していたゆ

< 0.01)。接紋体験のない人では，賛成立見が20.8%(開設

さ当時)から 44.8%(現在)へ増加し現在の方が賛成の態度

を示す人が増加していたゆ<0.01)。
f作業所の活動内容の認知jについて，接触体験のある人

は，知っている割合が9.2%(開設当時)から 18.5%(現在)

へ増加し現在の方が活動内容を知っていた (p< 0.05)。
接触体験の無い人では，知っている訴合が6.8%(開設当時)

から 11.0%(現在)へ増加し現在の方が活動内容を知っ

ていたゆく 0.01)。
J2J、上のことから.地誌住民は，続殺i障害者との接触体験の

有無に関わらず，施設が存在していることによって生民意

識は好意的態疫を強めていることが明らかになり，作業所

は地区住民から受け入れられていることがネされたc
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391)アルコール依存症者の断港会参加の意義

藤i割安奈(前大分大学涯学部看護学科)

松岡 総(大分大学医学部看護学科)

{目的]

アルコール依存症の治療場面では誌rri援が求められるが，単

独での断酒継続は密裏lfiであり， 自助グループが新j践に有効

だと言われる。アルコール依存症者の院rr滋会参加による

識と考え方の変化を明らかにすることを日的とした。

{研究方法i
1.対象:断滋会例会に参加するアルコール依存症者8名。

平均年齢 64.6 歳 (56~74 歳入

2.方法:質的記述的研究で，部議ガイ Fを用いた半構成

(j~l磁接を行った。質問項自は.会産rr沼会参加のきっかけ宰
継続参加の理由ι玄;断拐の捺に留難な出来事号断酒前後の政

び地者{こ対する意識の変化，について8自に諮ってい

ただいたc 間意を得て録音した面接内容を逐語録におこ

し内容分析を行なったc 倫理的配慮として，対象者に研

究の日的と内容を説明，援名で俗人が特定されないことな

どを保証し対象者へのインタビューの承諾を得た。

[結果と考察]

断酒会参加のきっかけは毘締及び、断消会会員等の勧めであ

り，再欽酒の袈fElとなる危険性のある出来事は，ストレス

が高いことやj衡を飲む機会の多い行事などであった。

病識の変化では，民rr猶前は病識がなかったが. lifri凶過程で

のアルコール依存続についての学習や，体験談による自分

自身の振り返りなどによって，病気が自覚された。断沼会

参加による正しい匁lil訟のj堅持が援IfirJiへと向かわせており，

病気について正しい理解を得られるよう支援することの必

要牲を示唆されたc t組関前は，自己・ 1t!!.者に対する意識の
どちらもマイナスイメージであったc 断溺後は，自己意識

では，感'1育のコントロール，ありのままの自分，生きる希

望など，他者に対する意識では.家族や澗ltfIの人たちへの

泣省・感謝の気持ち，良い人間関係など，どちらもプラス

イメージが多かったむこれらのプラスイメージへの変化

は.経庁消継続による身体・精神活動の活発化と，断酒会へ

の継続参加によると考えられる。

継続参加の理由では，再飲酒に対する不安，断酒者の体験

誌がiおけること，仲間と共に悩みを語り合えるなどが見出

されたっ断酒継続の要国には. I主rr滋会への継続参加と家族

や周期の人々のサポートがあると考えるo 新j商会に参加i

し兵体的な断滋方法を主oり.付1向からの精神的な支えを

得ることで，存飲酒の危機を乗り越え，断j留を継続できる

と思われる C アルコール依存症の者護では，対ー象者とその

家族に断調会に入会するよう勧め，住rr酒会の人々をサポー

トすることが重要であると考えるc

392)甑;盟会の参加者における iくOMIチャ…トの有用性

上修育代(飯間女子短期大学専攻科地域看護学専攻)

{目的}

KOMIチャートは，対象者の生命過程，生活過控，社会過

控における認識耐と行動磁の変化を本人と援助者が共に確

認できるアセスメントツールである。断酒会の参加者が，

飲酒に伴う心身の変化や日常生活の綴々な体験を振り返

り， また，校rri箆縦続の中で暮らしゃ人とのとの関わりを改

善してきたことについて自覚するうえで KOMIチャート

がどのような有用牲をお:っかを探るc

{研究方法}

研究デザイン:質的記述的研究c 対象者 :S断酒会参加者

で，本研究の趣旨に同意;の得られた者。調査部間:2004.2 
丹 ~3 月 c データ収集方法:1)家寵訪問にて断獄会おけ

る対象者の従来の体験談に対する思いをインタビューす

る。 2)KOMIチャートの概要説明後，本人の状態期(会

断酒前.多断酒後 1年.舎現在)別に想、越された状態を

KOMIチャートの認識面と行動面項目に沿って開き取る。

3) KOMIチャート作成後に読み取り方を説明し気づい

たことを諾ってもらう c 分析方法:1)会・零・舎の変化

をKOMIチャートに表す。 2)データ1)および3)のテー

プ銭?まから逐語録を作成する。 3)逐語録から対象者の体

験の振り返りや気づきに関連する文節を描出する o 4) 3) 
をKJj去にて分類する 5) 4)の結来から KOMIチャー

ト作成前後の対象者の体験の振り返りの相違としてまとめ

るc 信頼性の確保:方法4) ら)の解釈が妥当であるかを

対象者に線認するつ倫理的況感:対象者には研究の趣旨等

について説明し協力は任意であること，途中で断ること

ができることを伝える。秘策の厳守，データについては本

研究以外には使用しないこと.研究終了後に破棄すること

を約束する

[結果}

同意が得られた対象者は2名であった。対象者は，従来の

自己の体験談について「匿締が説明した心身の状態をその

まま語るだけでは自分のためになっていない」などの

病を語ることの関惑 .r酒を飲まないことを自慢していたj

などの?控rr酒することの目的ftJ.r欽j出場の生活と断j隊生

活を比べ具体的に何がどのように変化したのか語ることが

難しいjなどの;生活状況の諮りにくさjを感じていた。

自己の KO~11 チャートの読み取り後では. r断iiJ!iによって
食べることや排准のことなどの生きる営みが罰復していた

ことJr空気やfiJs:7e(こ関心をもったことがなかったjなどの

5生命の維持過程への関心. r他の入との関わりを楽しく

感じるような変化があったjなど;人との部わりの質への

気づき. r迦Il未や学習が拡大していること」など;自分ら

しい生活に対する意欲への気づきjがあった。

[考察}

対象者は.断調会における自己の従来の体験談では心身の

変化や治療などに関心向けられ生活状況を語りにいと感じ

ていたが. KOMIチャートを介しての振り返りでは舎断滅

により日常生活や入との関わりにおける認識函と行動函の

具体的な変イとがあることを自覚していた。以上から断酒会

参加者の体験の振り返りに KOMIチャートが有用である

ことが示唆された。
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393)心の問題を抱える患者!こ動物を介在したときの気

分の変化と看護の可能性

熊坂経行(静開県立大学)

升秀夫(筑波大学)

議額富久(大注文病院)

小窪和博(東j農地域保健所)

[13的]
動物を介在し患者の入院生活の貿 (QualityOfLife)の向

上を程的とした動物介在看護を探っている。今留は.心の

開題を抱える患者に動物を介在したときの気分の変化と

護の現場における動物介在の可能性を探ったむ

[研究方法}

結阜県にある精神神経科 O病院で 2004年9月日日に患

者及び御家族に研究趣旨と方法について十分な説明を行

い，間意を得て動物介在を実施した。対象は心の照題を掠

え，動物嫌い・アレルギーがない患者 28名(平均年齢:

53.89土 9.52議)。動物はボランティアの協力を得，獣医師

が縫康診断を行い介在に問題がないと診断した 10頭の犬。

犬と 30分韓度自由に接し前と設で¥坂野らの気分調査察

(緊張と興奮，爽快感，疲労感，抑うつ!&不安感)を用い

得られたデータは留子ごとに粗点を合計し王子均僚を

求め，介在前後において t検定を行っ

{結来}

結果は表の通りであり，若干.介在後に f爽快感Jがお値，

「不安感jが抵依を示したc 介在前後の各顕子の平均にお

いて，ギヂ;な差はみられなかった3

[考察}

動物介在後に f爽快感jは若子増し， i不安感jは軽減のi傾
向がみられた。しかし f緊張と興奮汀疲労感Ji持うつ感j

は，プラスの変化はみられなかった。有意な変化が見られ

なかった係閣として，入説中において動物介在が初めての

体験であったことが関係していると考えられる。対象者

28名のうち， 20名は動物が好き (6名はどちらでもない，

2名カ滞在い)で， 20名全員が入続前に伴侶動物と暮らして

いたc 動物介在を継続することにより，今後，プラスの変

化がみられる可能性が考えられ，生活意欲向上や自

の芽生えなどが期待できることから，者護の現場において，

動物を入院生活に取り入れた環境作りを検討していく必嬰

があると考えられた。

表気分調査察における動物との数れぞ?い前後の変化{全体28名)
(ユ1ean求 SD)

23.8土 8.1
20.3土 6.5
20.4土 7.0
23.1 ごと 7.3 

24.3 :t 6.5 
21.7 ごと 7.9 

21.0 :t 8.6 
22.8土 7.5

394)集司心理教宵の参加中舗の嬰到に関する研究

イ左{自主宇治(盟立精干ql・神経センター武緩病院)

松本賢哉(弱立看護大学校)

{目的i
A病院精神科急J段期病棟ではコンブライアンスの向上を

目的に 4~7 名の小グループでの心理教育を導入した。 4

路を 1クー jしとして.全家連の統合失調症を知る心理教育

テキスト当事者}援に基づき作成した資料により統合失言毒症

の症状と経過，薬の役割と部作用，再発予坊のための対処

方法，日常生活のすごし方と利用可能な社会資源について

学習するC しかし拒否や病状の悪化のために参加を中断す

る疲例が一部に存在したむそこで集部心理教育参加者の対

人海係詫力，強薬に対する讃え，病識，病状を課査し中

盤rrとなる要閣を明らかにする

{研究方法}

対象者は A病院に入践rtの統合失言毒症患者 (ICD-lO)で集

団心理教育参加者のうち患者本人と家族の間意が得られた

ものとした。謂室長は集部心理教7ぎの実施蕊前と 1クール4

回終了後に磁性・陰性症状評価尺度 (PANSS)，病議評価

尺度日本語版 CSAI-]).Oll薬に対する携えの調査票(DAI-

10)，能者意識尺度， Kikuchi、sSocialSkill Scale . 18項目版

(KISS-18)を測定した。対象者の基本的属牲として性関，

精神科入設i荷数，入続形態，最終学歴， l'也の治療の

f芥用の有無を爵至ました。分析には SPSS11.0をfflい，中断

群と非'il断若手の各尺度の結来を t検定で比較したむ本研究

の実施に当たり A病院倫浬委員会の承認を得た。

{結果]

現在までに 2クール実施，11名のデータを得た。そのうち

2名が病状悪化や本人の拒否のために途中で、参加を中断し

性別は男性が7名，女殺が生名で年齢の王子均は 38.73

12.12設であった。中断若手と非中断若手の比較では，性'i.lIJ

や年齢， 入i淀形議等にl主主導若手間に有意2をはなかった。

PANSSの総合絡や/1病理評備尺度では非中断若手の平均が

30.22土 5.01.中盤rrf洋の平均が37.50土 0.70で有意差 (P= 

0.002)が認められた。対人爵係能力の評価として識査した

他者意識尺度では内肱外的.空想、的各尺!交がともに中断

鮮では高い傾向が見られたが，有意差は認められなかったc

また KISS検出においては中断若手の平均が76.50土 12.02，非

中断若手の王子均が46.22念 10.18でおい傾向が見られたが有

意表は認められなかった。

{考察]

今罷の結果からは，中義rriif:では導入時の総合精神病理尺度

が高得点となり，導入時の病状はや建rrに影響があるため，

導入に当たっては十分な病状の詳細が必婆である。また中

断群においては他者意識尺震が高い傾向がみられ，集窃内

lこ入ることに対して緊張やストレスを受けやすいと考えら

れるc 一方で KISS-18は中断群が著しく高得点でソー

シャルスキルが高いとの結来となったが，これは病状と関

連して自分自身の能力に対する検誌が不十分であると推察

されたc
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395)轄神科訪問毒護の効果の認知に関する研究

村松仁，角演奏菟藤井博英(青森県立保健大学)

石井秀宗(東京大学)

中村恵子(青森県立保健大学)

坂井高1¥恵(元青森県立保健大学)

[ EI (j守}

精神科訪問看護の効果の認知を明らかにすることを庭的と

した合

{方法i
会開の病床数 100床以上の精神科病院で精神科訪問看護に

従事する専門職者を対象に費出紙調資を実施した。内容

は基本属性(年代，性別.資格，職位，従事年数等).所

属施設に関する項自(設立主体，病床数等)，訪問看護実施

状況(職員数，利用者数等)，精神手~訪期看護の効梁の認知

としたと精神科訪問看護の効来の認知は，本調査に先立ち，

務干111科訪i笥看護に従事する専門職者 50名に学構造化面接

を行い，結果を内容分析し精神科訪問看護の効果として

認知する 59項目を抽出したむなお，この 59項目は研究者

向で妥当性の検討を行い決定した。この 59項目について，

精神科訪問看護の効果を fとてもそう思う jから「全くそ

う忠わないjまでの 5段階で評定させた。統計f終析は，
SPSS for Windows Ver.l3，0を使用し基本属性寺;は基本

精神科訪問肴護の効果の認知は母子分析(国子:fl1J

出は重み付けのない最小2~gj::t ブロマックス国転.出子

数{まj主i子パターンが0.4以上の項目を採択し決定)を行っ

た。倫理的記長撃は研究の趣旨，研究協力は任意，無記名言!~

結来は統計処理を行い個人を特定する分析はしない，

調査協力を断つでも不利益は生じないことを説明，文書で

記布した。なお.本研究は青森県立保健大学倫理委員会の

審査承認を受けて実施したc

{結果}

記布施設数 1348施設，自己布部数4044部ー 1294部回収.う

ち精神科訪問看護に実施ありと関答した 951部を分析対象

としたc 精神科訪問審議の効来に関する 59項自の因子分

析の結果， 8悶子が抽出され，第 1昭子は同士会生活技能J.

第2因子は f状態悪化への対処J，第3因子は「生活拡大J.

第4f!S1子は f自己表出J，第5閤子は f家族説整J.第6悶

子は r!J託薬コントロールJ，第7因子は f基本的生活技能J.

第81双子は「在宅生活の維持Jと解釈された。なお，各E母
子の α{系数l丈それぞれ， .90， .90. .88， .90， .89， .85. .84， 

.78であった。

{考察i
紡千111科訪問看護の効果として「社会生活技能J. r状態悲化

への対処J.r生活拡大J.r自己表出J.家族調整J，rtl良薬
コントロールJ.r基本的生活技能J，r在宅生活の維持jの

8項自が明らかとなった。これは，精持l科訪問看護におい

て精神障害者の地域生活を支援する指標とも捉えることが

可能と考えられ，また入院中からもこれらの生活技術の再

獲得に念頭をおいた審議が必要と考えるC
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396)精神科新人看護師が患者との関わりで認知するス

トレスに関する研究

楽u1真滋子守 和泉孝典

(和歌山県立こころの医療-l:ンター)

{自的}

務争/l科経験f手数1年一生年の看護締 (W、下新人看護約i)が，
患者との関わりで認知するストレスとストレスコーピング

議後のストレッサーに対ーする感情，コーピングの特緩や

コーピング後のストレスの有無を明らかにするc

[研究方法}

近畿E室内の精神科で、勤務する新入者護締のうち，研究の趣

旨を説明し協力;こ同意を得られた 200名を対象として，

2005年 11月~何年 12月にかけて無記名自記式調査を

施した。調査察は.ストレスを抱いた出来事，思1mのコー

ピング尺度.コーピング前後のストレッサーに対する感情

5項目について，会く感じなかった~強く感じたの 5段階

で評倒してもらう内容としたc

{結果と

1.基本弱性:男性 55名，女性 145名

1ヵ月一 38年9ヵ月と分布し平均値は 7年2.6ヵ月で

あったc

2. ストレッサーと感情について:新人看護締が患者との

関わりでストレスそ受けたことがあると答えたのは 193名

であった令そのストレッサーで最も多かったのは f執殺jな

訴え (37%) 次いで?暴力(l5%)Jであった。またコー

どング前のストレッサーに対する感箭で最も強く抱いてい

たのは〔親和J2.6点.次いで、〔怒りと疲労感 2.4点であっ

た。ストレッサーとコーピング前の感情で t検定を行っ

た。その結果 f執効な訴えjは[学習性無力感J[親和[自

と妥例記が有意にi渇くゆく 0.01).
(p < 0.05). r主主言jでは{怒りと疲労感)ゆく Oβ1).自

{ま[自交と動揺)が有意:に高かっ

た (p< 0.00。
3 コーピングと感情について:

コーピング;主将題焦点型 (57%)と賠避・

分かれ動焦点型はみられなかったっすなわ

障は自分の気持ちを調節するよりも，その生じた陪題から

逃避することや，解決することにJ是われてしまっている傾

向にあることが示唆された。またコーピング前の感情と.

コーピングで t検定安行ったc その結果{学習性無力感]

が高いと有意に関遊・逃避裂のコ…ピングをしていること

が示唆された伊<0.05) 0 

4. コーピングとストレス解j自の有無について:コーピン

グ後ストレスが解治したと答えたのはお名であっ

コーピングとストレス続出の有無でx2検定を行ったが有

意差はみられなかったc

5. ストレスと感鵠について:コ…ピング後の感靖とスト

レスの有無で t検定を行ったむその結果{怒りと疲労感]

〔緩和]がストレス解出した鮮のほうが有意に低かった (p

< 0.01)。前協の研究では[怒りと疲労感)がストレス解消

に関連している結果であったが，本研究では〔殺和〕もス

トレス解請に関与している結果となった。すなわち〔怒り

と疲労感][親和]が和らがないi浪り，ストレスが解消され

るのは沼難であると示唆されたc

39ア)中堅看護錦の後議背成への役割意識

~S 精神鶴読での商接調還まから~

板援態輝(福井記念病i詫)
出口禎子.池田明子(北里大学大学j詫)

{包的}
5年間勤務しだき吉村l病院では経験年数が増えると，

後業育成の役割を求められる機会が増えたっ実際に教育や

指導を仔うとj玄関しに都止や批判を受けてしまい，自

を抱いたり後悔したりして後輩育成に消権的になることが

あったc 中堅として同じ卒後教育を受けていても後翠に対

する個々の指導姿勢は議々であると推察できる O

そこで本研究の自的は，精神科の中堅看護師に極接調去をを

行い.I1灸議育成の諮にfilJを考え.filJを罷難に感じているの

かjの実態と後輩育成をする

ililJの内容を知ることであるc

{研究方法]

2005 年1l~12 月.神奈川県下の S 精神病院において，

神科での看護締経験4~6 年の看護師に後輩育成につい
て半欝成的面接を行ったc 認査対象は.看護部長に依頼し

病棟幸子長から候諒者の詔介を受けて選定した。 倫理的記援

は，候補者に研究内幸子や守秘.参加持の権利等の十分な説

明を行い.ド1]意を得ることを遵守した。

その後. 1路加に許可を得て録音した面接内容からインタ

ピューガイドに恭づいて逐語銭を作成し後輩への指導姿

コードイとして，内容を分析したc 分析の選程は指導教

員から臨時スーパーヴィジョンを受けたc

{結果}

1. の属性 男性4名・女性6名(討 10名L
3年制専門学校卒で，

5 年 3 名 • 6iド3名であった。

2. 面接内容の分析(抽出された傾向を

(1) 

411三毛

きく 2つの傾向が抽出され

たさ舎は 5名の内4名が自分は後裁のモデルであることを

自覚し後援の註置に添って一緒に考えるという関わりで，

後の 1名は一緒に考えることは大切だが実設するのが殺し

5 

される。

後議育成に伴うliI難!惑として，後澄育成への諮様的な

姿勢や務め.迷いが語られた。

(3)後援育成に関する要望として. I完内研修のあり方や諦

修内容の符考.先輩者護師の技術向上，人材の整備等が語

られた。

{考察]

研究対象である 4~61ドの看護簡は，上可や先議から中堅

の役訴を期待される一方で.知識的にも指導者としても一

人前から脱したばかりで，中堅としては不安定な持期にあ

る。また後遊育成への要望からは，まだ指導を受ける

でいたいとの顔援を持っていることがうかがえる。後らが

自信を持って後室長育成に取り組むための有効な支援体総

は， δ頃から後援育成への承認、や支持を得られ役鋭意識を

持てるような支援.モデルとなり相談に乗ってくれる人材

の記援や育成，主体的に知識や技術の向上に取り組める

境の整備であると考える。
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398)絵本を利用した学生の授業評髄

一読後感想文の分析を試みてー

一ノ山監湾(富山県立総合衛生学院)

上野栄一(福井大学底学部看護学科)

{目的]

授業で学生が患者一看護師関係の構築に必要とされる椙互

関係に着自できるように学習の展開を賜っているc 今回，

人ttll理解や信頼関係の形成過程に重要な現象が描かれてい

る絵本を授業に取入れ，学生に絵本の読後感想文の記述を
求めた。

本研究は読後感想文を分析し学生が考える信頼関係形成

の捉え方を把握して学生の学びの特般を明確にすることを

臼的とした。感想文に反映された学生の学びを把握するこ

とで授業評備につながり，今後の教育活動への課題に示唆

を得る議会だと考えるつ

{研究方法1
1.訴i査対象:王子成 16年度から 17年度の 1年次から 2年

次にかけて精神器護学の講義を履修し研究・報告に同意

を符られた学生 50名とした。

2.分析方法:絵本「くまのこうちょうせんせい」金の星

社，こんのひとみ作の読後感怒文を分析したc 舎読後感想

文の電子テキスト化多形態素解析の実行，分析単位を名詞，

勤前の車誌とし頻度を算出くをll¥現綴度の多い名認を類似性

にJ毒づいたグループイととその[:51子をネーミング@特殻的と

捉えた動詞と連動する文脈をコロケーション解析で分析し

たc また，絵本の記救内容を形態素解析し単語のグループ

化と凶予をネーミングした。

3. 認可1t~期間:可勺'1X: 17年 11月-'1正月比 18if~ 1 fJ 
4. 倫理的配慮:学生に研究の趣旨や権利を口頭と

説明し署名にて同意を得た3 研究の協力の有無に関わら

不利益はなく成載に関与しないこと等を約束した。また，

絵本の記載内容を形態素解析するため，出版社及び著者か

ら図書使用承諾を持-た。

[結来}
絵本の内容を形態素解析した結果，対人関係，コミュニケー

ション，状態.時限環境.心理の 6顕子を抽出，感想文

の名詞 (4.695諾)では絵本と類似する国子を抽出した。例

え'i.対人関係国子(他者，相手，人等).コミュニケーショ

ン因子(言葉，言語等)である。動詞 (2.414諾)の中から

学生の学びが反映されている「思う・考えるj等を中心に

コロケーション解析し先行文服と後続文!慌に注目した結

果，信頼関係形成や相互理解に必要とされる学生の考え方

の特識を把握することができたO 例えば.rJ思う jに関する

先行文i抵は f信頼関係を上手・く築くには， 自らを理解する

ことであり.ぞれが他を理解することにつながっていくと

等である。

{考察}
絵本から抽出できた顕子と読後感想文から抽出した田子を

患者一審議蹄関係の講築に必要で治るキーワードとして捉

え，教育内容に活かせる項目として精選することが可能と

なった。また，動詞においてはコロケーション解析し先行

文脈と後続文紙から学生の知識と体験した現象を学生自身

が分析し対人関係に活かし知識と技術を融合させている

事実が示唆された。授業で使用した絵本の教育的効泉や有

用性の根拠が形態素解析・コロケーション解析結果から見

出せたと考えるc

399)養護学生の研究的思考とスキルの基礎的な育成!こ

関する検討

一問題解決裂グループワーク学習の遇謹か5-

前出自紀子.増田安代(九州者護福祉大学看護学科)

[詩的]
精神春護学の授業における問題解決裂グループワークの取

り組みのプロセスをとおして，基礎的な研究思考とスキル

の習得状況と今後の課題を明らかにすることを目的する。

[研究方法}

対象平平成 l口7年度に綴干や符神fl申/I看肴」護学を!躍誼創{修[多多した K看

主年手生 lロ29名。 期尚:平成 17年4月 19B-王子成 17年6月

25託。方法:rライフサイクルと危機的状況Jというテー

マで，期題解決型のグループワークを実施した。ボート

フォリオの作成，研究レポートの提出，学会形式の発表会.

その後にアンケート調査(留め罷き法)を実施した。調査

項目立，主体性に臨する 4項民達成志向に関する 4項目，

探究心に演する 2項目満足感に関する 2~資自.合計四項
目と自由記述(学会形式の発表会，来賓招待，ポートフォ

1} :才教員の穏わり)とした。分析:宰研究レポートと発

表内容から指示された書式の整理がされているか，問題の

背景・要因の抽出，当事者と家族・地域への関わりについ

て文献や調査から分析されているか評価したc 号アンケー

ト調査の学習効泉に隠しては.エクセルで単純集計し比

較・検討した。自由記述については.記述内容からそれぞ

れの設問の意義や学びに対する判読可能なキーワードにな

る主文を K]i去にて分類しカテゴリー化したc 会ポート

ブオリオからは文献等の資料，討議内容や自己の見解の記

述，グループワークでの提出論文.発表原稿が整理されて

いるかを評悩した。倫理的記蕗:学生に研究の意i裂と話的

を説明し同意を得た。

{結泉及び考察]

研究レポートをみると所定の形式での整理は約 7割ができ

ていた。レポートの内容においては問題の背景と要閣につ

いて，文献や事例検討.アンケート，インタピューなどか

ら分析しているが長い{頃向にあった。インターネットか

らの情報収集が多く，安易な検索に程まっていたことに起

関していることが推察される。ボートフォリオについて

は，資料の内容や量・討議内容においてグループ格差がみ

られ.凝集性や主体性がおいグループほど学習効果が高

かったっアンケートから，主体性を示す4項自のうち，積

極性・責任感・忍耐力は 5-8割ができたと答えているの

に対し説明カだけが3割弱という結果であった。自己表

現が閤望I~な学生に対しての関わり方を工夫する必要性が考

えられる G 学会形式の発表会は，専門職への動機づけや自

己研鐙，ボートフォリオの作成は，自己評価や研究の基礎

となるスキル形成に繋がることが示唆された。今後の諜題

として，早期から硫究的思考を取り入れた文献検索を教授

する必要性，思考ーの深まりや課外による学生の負担を軽減

するためにゆとりあるカリキュラムの構築が必要であると

いうことがあげられた。
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400)精神審議実翠!こおける学生の戸惑いと実習指導方

法についての犠討

渡辺尚子，中村博文(千葉県立衛生短期大学看護学科)

[呂的}

本研究は，精神看護実習において学生が看護祁断や行動に

戸惑う場面とその対処の現状を明らかにすることで，効来

的な実習指導のあり方に示唆を得ることを程的とした。

{方法1
A短期大学看護学科の学生で研究承諾の得られた合計 117

名を対象に， 2005年 5月から 12月にかけて行われた 2週

間の精神者護実習のうち病棟実翠 (6日間)における体験

について，実習終了後自記式質向紙による調ヨ査を行った。

質問Hま，笑習中看護判断や行動をとるのに戸惑った場面に

ついて.いつどのような状況であったのか，その持の対応、

や気持ちなどについてで，その記述内容をカテゴリー化し

質的に分析を行ったc そして学生に対する効果的な学習支

援・実習指導のあり方を検討した。なお倫理的配慮、として，

本研究の主旨およびプライパシーの確保.成議等には全く

影響がないことを説明し間意を得た。

{結果}

有効閥答率は 96.6%で¥実習を開放病棟で行った者 76名，

閉鎖病棟でイ子った者は 37名であった。学生は 6日間の病

中， 2日目をどークに 4日仔のi討に戸惑う機会が多

く，またその場所も患者との関係が深まる中で，教員や臨

地実饗指導者a が呂の弱きにくい場所で生じている現状がわ

かったむ兵体的な状況は，実習初日の戸惑いのほとんどが

「コミュニケーションj場磁であり“患者と話したいがタイ

ミングやきっかけがわからない"“患者の言動の意味がわ

らない"というものであった。 2日目から 3日目にかけて

は.仁患者の行動を促したいがうまく促せないjというもの

が目立っており，自分の思い通りに患者が行動してくれな

いという内容が多かったc 4 B Elから 5日日は f妄想への

対応JrJ患者の要求への対応 r患者の急、な言動の変fとjに

ついてで.日々の状態と比較し精神症状を従え，アセス

メントする中で、戸惑っていることがわかったc そして最終

日においては f他患への対(，6Jが自立って多く受け持ち

患者に影響する他患に対してどのように対応すればよい

か"というものであった。学生が行った対吃、や気持ちとし

て，初日は fごまかしたJr不安jというものが多いが，

習を進めていく中で「表現や対応を工夫したJr看護締に報

したJr周りの状況を含めて様子を見守ったjという対応、

が増えていた。

{考察]
実習当初は戸惑うだけで教員や臨地実習指導者に報告す

る，伝えるという対応ができず不安や駿味な対誌をとって

いることが明らかとなった。実習 4BElから最終日にかけ

ては，看護判断を行い，それと同時に自分でケアを工夫し

たり人に協力を求めることができるようになっていた。実

智における効果的な学習支援として.実習卒期に学生自身

が自分の対応を振り返り.その行為の意味を考えーま

語化させるようにすることが，短い実習の中で看護アセス

メント能力を早期に獲得し実践する一助となることが示唆

された。

401)精神看護実智における学生の学びとクリテイカル

シンキングの関連

中村博文，渡辺尚子(千葉県立衛生短期大学者護学科)

{自的i
路地実習において，学生がどのような学びを得たのかは教

員・指導者の最も関心があるところである。その学びが学

生のどのような思考のもと，学習として成立していくのか

を把援する事は教授法の強fとになると考えたc 本研究の目

的は，精神看護実習における学びとクリテイカルシンキン

グ(以下 CT)の関連牲を明らかにすることで，実習におけ

る学習支援のあり方を示唆するものである。

{掛究方法}

1.対象 :A短期大学に在籍する研究承諾の得られた審議

学科の学生 76名を対象者とした。 2.爵査方法:2005年

10 丹 ~12 月の 3 ヶ月開に精神看護実習を行った学生に対

し実智終了後，自己記入式境問紙にて爽習での学びと

CT能力について鵠査を行った。具体的には f実習での学

びjは実習呂擦を尺度化し 7対象の浬解対象のセルフ

ケア能力地域生活の援助自己理解jの計 15項自と，

CT能力については田村らが作成した rCT龍力の自

ulli尺IJlJ計26項自を用いた。 3.分析方法:実震での学び

とCT能力において松関関係と議関係分析を行い，関連性

の強さを明らかにした。統計的解析は SPSSVer.l2.0 for 
Windowsを使沼し有意;水準を 5%とした。 4.倫理的

:研究の趣旨と研究への協力は学生の自由意志で成

しないことを充分に説間し同窓を得たc

[結果}

1.相関関係の結来:r実習での学びjの

iCT能力jの;知的誠実さ接疑的姿乳d 日 仇 μJIムわ

習での学びjの;セルフケア龍カjと rCT能力jの f知的

さ・継続性知的成熟度， i実習での学

と rCT能力jの 5知的成熟度j

習での学びjの f自己

と rCT能力jの f柔軟性知的誠実さ

などで有意、な相関関係にあった。 2.重閥縁分析の結泉:

での学びを従属変数として分析した結果対象の理

では;知的誠実さ (s .405.p < .001) J 
(s = .317.p <亙感力 (s口.l99.p<が，

ルフケア能力jでは;知的誠実さ (s = .438，p < .000 J 
(s = .324.p <創)jf懐疑的姿勢 (s .l94，p < 

.05日が域生活の支援jでは 7知的成熟度 (s= .297.p 
<君、謝強さ・継続性(s = .288.p < .05はが自 己

では 5柔軟性 (s口.255.p< .05)J 自己認識カ (s

= .236，p <知的誠実"2' (s = .235，p < .05はが実智

の学びに影響を与えていた。

{考察]
実習での学びを深めていくためには，知的な誠実さや成熟

度，懐疑的姿勢の強イとが必要であることが示唆された。つ

まり自分の考えを苔定されてもそれを素藍に受けとめた

り，お瓦いの意見や考えを交換する事が学習の基本である

と考えること，小さな事にも疑陪を持ち解決しようとする

姿勢などが，より深い学習への導きとなっていた。この事

から，器地実習でのカンファレンス等のあり方が，学習効

果を深める重要な要素の一つであると考えるむ
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402)精神看護学実欝における看護過程の有効性の検討

一看護運程を用いたことによる学びの変化一

折山平菌(広島市立看護専門学校)

{自的]

精子1¥1者護学実習で看護過稜を取り入れた場合の学生の学び

を分析することで，看護過程の有効性を検討し精神看護

の指導方法の示唆を得るO

[fvf究方法]

対象 :3年課程肴護専門学校の 3年生で，王子成 16年9月か

ら12月までの 4遊間の精神看護学実習に若護i塾経を展開

しなかった学生 36名と，平成 17年の伺時期に看護過程を

展開した学生 28名とした。精神看護学実習終了時主張

学生に対し研究の詩的や意義，倫理的配惑について説明し

同意を得た。平成 16年度有効回答 29名(鴎収率 80.6%)，

王子成 17年度有効問答 25名(回収率 89.3%)を分析対象と

した。データ収集:学生の実習後のレポートより実習の学

びとして抽出した「適切な距離Jr内服の重要性Jr病識.

病惑が内服に影響するJrコミュニケーション技術Jr他職

績の連携Jr家族のサポートの重要性Jr看護者としての態、

夜Jr病誌の構造Jr対象の理解Jrケアの提供Jr自己理解j

r~1 らが対象の影響民子となる J r対象のペースに合わせた

援助Jrレクリエ…ション療法jの 14項自として， 良記式

質問紙調査により各項民を 4段階で沼答を得た。また，最

も学べた項毘の上{立51立に)lliif立づけを指示し 16年度と

17年疫を比 11浸した。データ分析には，統計ソフト

SPSSverll.OJ for Windowsを}詩い，検定はら%有意水準で

判断したo 16 iJ2度と 17if三夜の学びを t検定し f学んだこ

とjの順位の一致牲を kendallの一致係数によって検討し

た。

{結果]

各項目を t検定した結来，レクリエーション (p= 0.012)， 

ケアの提供 (p= 0.014)，自己理解 (p= 0.022).適切な親

露!t(p = 0.027)が看護過程を使用した学生に高かった。ま

た，最も学べたこと上位 51立のJllii1立の一致性を kendallの

一致係数によって検討し 16年度は「対象のベースに合わ

せた援助J(p = 0.006， )， 17 iF境は「自らが対象の影響底

となるJ(p < 0.001)が最も学べたと回答していたo 16 
年度と 17年度で 80%以上の学生が学べたと翻答した項目

は2項怪から 11滋毘へと増加した。しかし「家族のサ

ポートの震~t生j について学べた学生は 52% と最も低い値

であった。

{考祭]

を導入することで¥対象にとってのレクリエー

ションの意味や看護r，iliのケア提供の方法，対象との筏jわり

の1:1"で対象との適切な距磁を保つことや自己を振り返るこ

との重要性について思考が深まり，これまで苦手としてい

た対象理解から看護の援助方法まで考えることが可能と

なった。また関わりの中で，学生自身が対象に影響を及

{まし得る存在であることも感じることができたc 今後J家

族のサポートの重要'1生jについても実習前や実習中に意罰

的に教授する必要性が示唆された。
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403)口イ運応モデルの家族アセスメントの枠組みを用

いた審議学生の家按アセスメントの分析

小林裕美(日本赤ト字九州国際看護大学)

乗越子校(鳥取大学涯学部保健学科)

[13的]

における，ロイ適応モデルの家族アセスメ

ントの枠組みを用いた看護学生の家族アセスメントを分析

しその傾向を鳴らかにする。

{方法]

看護学生が夜宅看護学実習で使沼した記録期紙を質的に分

析した。対象学生は訪問看護ステーションにで4日間実習

し 9件前後のj湾行訪開のうち 1名の療養者と家族につい

て看護診断まで行っているc 家族アセスメントは A4サ

イズ 1枚の用紙に記入し者護診断は lつ程震としている

分析方法は，まず情報として記載している項呂を数で示し

た。次に看護診断却に分け，アセスメントの内容を読み取

り分類しそれらから傾向を考察した会分析は研究者間で

吟味し確認したc 倫理的記長室として対象学生 83名に研

究の話的，プライパシーの保護等を説明し署名による同

意を得られた 80名分を使用した令

{結泉i
f寄報としての項誌は多い願に，家族構成メンバ-

100%に住居 (70.肝心，家族の相互人関関係 (67.5%).家

族議成メンバーの役割(67.5%).医療者との関わり (66.2%)

法潔・衛生状態 (50.肝心交通手段 (37.5%)である。

診義rr名は.家族介護者役割緊張 24 (30.肝心.

役割緊張リスク状態 26(32Mb). 家族機能の破続 7

(9.0%) .家族コーピング無力イヒ3 (4.0%)である。 最も多

かった家族介護者の役割緊張およびそのリスク状態の原

悶・根拠は療養者の介護愛会介護者自身の健康状態z妻

家族の関係性委主介護者以外不在・家族員協力不足孝介護

者の社会生活とのかねあいの 5つに分けられた。また，こ

のうち 31(62.0%)がアセスメントの内容より主介護者の

みでなく家族を 1つの感泣としてとらえていたc さらに

「家族機能の磁毅jの7のうち 6はロイ適正、モデル家族ア

セスメントの4様式(物理的資源・グループアイデンティ

ティ・役都議能・相互依存)すべてをアセスメントしてい

た。

{考察i
学生の傾向として，主介護者の縫康状態にまま自し

を介護する主介護者とその他の家族員jという見方をして

いた。それは介護カや介護負担感・常定感をとらえる項目

も実習目標に含まれることが影響していると考える G しか

し家族の関係性にもよく着目しており. rその家族全体で

ささえる介護jとして他の家族員のこともアセスメントし

ていた。従って半数近くの学生が家族アセスメントにより

「主介護者をや心とした在宅療養をささえるまとまりJと

してみていたといえる 3 役最，交通手段は実擦に見たため

地域アセスメントの鵠報としやすかったといえるc ロイ適

応モデルの家族アセスメントの枠組みは看護学生に容易に

使いやすく，家族肴護の読点が得られると考えられる。

404)脳死下鰐器提役選択後のドナ一家族の{患者との椙

互作用における心理プロセス一母親の語りから

高山裕喜校(福井大学病院)

溜弁明子，岩田浩子(福井大学援学部看護学科)

{研究話的i
臨死一fs議器提供選択後のドナ一家族と他者との相互作用に

おける心理プロセスを明らかにする。

{方法i
対象は，関内の脳死下鱗器提供を行ったドナーの母親4名

であるc データ収集方法;丈プライパシーの保てる個室で

母親の諮りを中心に学講成的弱接法で仔い，駿器提供選択

後から現在までの生活を振り返り，他者との相互作用にお

ける心現を忠商に諾ってもらったっ面接内容は承諾を得て

録音し逐詩的に起こしデータとしたc 分析方法は，

Grounded theory approachの手法をガイドラインとし

統比較アブローチを用いた。分析時には，定期的にスー

パービジョンを受け結果の妥当殺の確様に努めた。

{倫理的記長室}

ドナ一家族の会で関りその後信頼関係を

築いた上で同意を得たc 玄2ドナー家族から次の対象者を紹

介して頂く機器法を用いた。

931予)を得た。

{結果と考察}

他者との調互作用における心理

心理の共通カテゴリーは{気持ちの一致と支持による安心]

{子供を自捜したい][話すことで楽][現実認識ができ冷静]

{質的な永遠時間への額い][気遣って欲しい][自分を納得

させる] [底なしの悲しみ] [うらはらな言動に疑問を含ん

だ懇り]の 9つであった。子棋が突然.生命危綾状態とな

り毅器提供を考えた母親は，脳死の真実を知りたいと患い，

E菌死と告げられても{現実認識ができ冷静}であるc

提供選択後i久子供との時間が紛摂され{費約な永遠時間

への願い]の心理となる c 1也者の共感的脅動により{支持

ちの一致と支持による安心i一方的な言動に{うらはらな

に築指を含んだ怒り]あきらめて{自分を納得させる;

心理になる O 子供を亡くし{底なしの悲しみ]をもっ母親

は，他者に{話すことで楽]自分を{気遺って欲しい]。そ

の一方で議器詑供{え誇りで{子供を骨援したい}。これら

カテゴ1)ーの絞底には，子供を通して他者;ニドナーの母親

の自分を認めて欲しい存在意味への欲求の患いがあると

えられた。

他者との相互作用による心理プロセス

駿器提供前は，目的達成の段階で子供の意思達成のため前

向きに取り組み[現実認識ができ冷静][紫的な永遠時間へ

の綴い}の心埋がある。 騒器提供Iやは. 11患者の言動により

揺れ動きの段階で，怒りの感情が真撃な医r，市の対応、で消失

し{気持ちの一致と支持による安心][話すことで楽]の安

定の心理に変化するなど採れている G 綾器提供後~現在

は，変革の段i穏で毅器提供の影響を受け，関る他者により

気持ちが変革する段滞である。[底なしの悲しみ]は，提供

後から表れ他者との関りで助長されながらも，時間によっ

て怒され立ち直りに向かっていた。
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405)高齢者患者家族の介護意欲を支える看護部の詰葉

飯野玲子，岩波小百合，有沢知子，浜岡呂美，杉自克子

(厚生述i骨JII病i琵)
上野栄一(福井大学医学部看護学科)

[El的]

高齢者患者は 病状が悪化し易く治りにくいことが多く，

家族はその時々で様々な不安に包まれる。しかし患者に

とって家族の関わりは非常に嬉しく，貴重な介護協力とな

る為，看護締の高齢者患者家族に践を向けた援助は重要で

ある。本研究では 患者家族の介護意欲を支える看護師の

ケアリング行動とその構造を明らかにした。

[研究方法}

災病院の内科病棟に入院中の 70歳以上の捜性疾患患者家

族25名に質i湾紙を記布した。 24名の回収データーのやか

ら介護意欲を支えたとする看護郎の言葉を林義樹氏のラベ

ルワーク問解作成の技法を用いてカテゴリーイとしストー

リ-tl:を考惑して分析した。質問紙は，家族に研究の主旨

の説明を持い，間意を得られた家族を対象とし解答は，

然記名・任意でしかも本質問紙に濁する問い合わせが可能

なように研究者の連絡先も明記したc また回収したデー

ターは綿入が特定されないようデーター解析後迅速にシュ

レッター処理した。使用尺度は開発者に連絡し使用許可

を得た。

{結果1
24枚の法ラベルを 8つのカテゴリーに分類できたc (家

族・患者に気持ちよく迅速に対応する言葉J(家族の心と体

の負担を和らげる言葉)(家族の問題を探り受け入れる

葉) (家族をパックアップする言葉)(家族と同じ忠いでし、

る言葉) (何時訪ねても快く迎える言葉) (家族のjJに自ら

気付いてもらえる言葉J(肴護rlijiに心を開き不安を解消で

きる香菜〕と命名した。カテゴリーを順番にストーリー化

することで，看護締の家族に対するケアリング行動が紡糸

としてエンパワーメントと心の掲示の必要性を導く苦葉を

引き出した。

[考察]

分析の結果，介護意欲を支えるケアリング行動はその構造

から，簡潔に 2つにまとめられた。家族は，入院当初.介

護に対してパワーレスであるが，看護師のケアリング仔動

により介護意欲を強化できると推察できる O また家族が看

護部に心を開示できた場合は介護の身体的・精神的不安の

[i]避を導き，安心して介護に取り組めると披祭できる。中

野らは.r家族は主体的な存在で，様々な困難を乗り越えら

れる集団でもあり，看護者による媛かいケアリングの実践

が家族にエンパワーメントをもたらす。Jまた，渡辺らは「看

護師が患者への最養のケア提供を保証すると家族と信頼惑

が生じ共感的な関係性を生み出せる。jと述べている事か

ら，本研究の結果が裏付けられたと考える O 家族の介護を

支えるには，家族の立場の理解と長j羽化する介護に対する

精神的援助や家族自らが介護に対して成長できる関わりが

有用で、あると考える。

{引用文献}

1)中野綾美，野嶋イ左由美家族エンパワーメントをもた

らす看護実践，へるす出版. P8~9. 2005年

2)渡辺裕子，鈴子|三和子:家族者護学， 日本看護協会出}援

会. P 184~ 185. 2005年

406)看護学生の家族看護観の分析(第2報)

一額域踏襲欝後の変北一

内 111久美，山口裕子.~掛和恵、，亀山盟~

(熊本保健科学大学保健科学者rs者護学科)

{目的}

本研究の居的は，委譲学生の家族看護観の基礎看護実習後

と領域別実習後の変化の有無を知ることを自的とする C

{研究方法}

;家族看護論を履修し基礎および領域別

実習を終えた4年制大学看護学生3年次生 104名。調査方

法;内容は，舎家族と考える範風多患者の家族との対面

経験および@会話内容，さじ患者の家族からのi吉報の必要性

および⑤その理由，舎患者を生活者と捉えているか，会学

生や家族の入i詫経験の有無と舎家族看護への影響，の自由

記載を含めた費問紙を使った。分析は Excelにで行い，自

由記載は Hansonらの4つの家族の掠点 (a.背景としての

家族. b.クライエントとしての家族. cシステムとしての

家族， d社会の構成要素としての家族)に分類し数量化し

た。分類は信用性を高めるために 4人の研究者で精読し検

討した。倫理的配議;研究への参加は自由意志とし研究

の趣旨を口頭および文書:で説明し閤収箱への投函とした。

また，データは研究以外には使用しないこと，数量化によ

るプライパシ一保護を説明し承諾を得た。

{結果および考察}

質問紙j回収率は 93%(有効隠i答本 100%)であった。以下

基礎肴護実習後と比較する。調査内容舎では，親(100%上
兄弟 (98%)が最も多く.次いで、祖母 (76%).桂父 (69%に
ベット (47%)，親戚(19%). 友人 cl%)で¥学生が家

族と捉える範関に変化はみられなかった。事③では，患者

の家族と会話した学生は 99%で，その内容を Hansonらの

分類でみると， aが57%，bが 18%，cが3%，dが2%と

わずかではあるが f社会の構成要素としての家族」の内容

がみられた。これは在宅者護実習の影響が伺える内容で

あった。学生は実際に患者の生活をみなければ「社会の構

成要素としての家族jを捉えることに困難があると言える。

それを反映するようにでは家族からの情報が必要だ

と答えた学生が98%であるが，その理由として aが68%.

bが 13%.cが9%.dは0%であった。 しカか、しし，舎でで、は

者の家族の存在を意識している学生は 96%.家族は個人の

健康に影響を及ぼすと答えた学生が 99%であったことか

ら，学生は患者を生活者として知識では捉えることが出来

てな実捺に'1官報を取る捺には f背景としての家族jが前

頭に出てくる内容であった。会審では 86%の学生が家族

または自分自身の入説経験があり，そのうちの 26%がその

体験が家族への看護に影響を及ぼしていると答え基礎実習

後の 61%より低下した。学生の家族看護観を育てるには，

看護の対象を“患者“と捉える前に“家族の中に生まれ育

ち生活する人間"として捉えることを実習の場で再認識さ

せる必要があると考える O
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407)標準予措策コンブライアンスの現状について

一日本における調査文献のレヴユーから

森みずえ(九時看護福技大学)

{はじめに}

標準予防策は感染の拡大を水際で食い止める実践的な予防

策である。その主なものはつ〉手指衛生会感染問御用具の使

用争鋭利機材の取り扱い宰環境の清潔宰使用器材の指毒・

滅菌など基本的なところにある。しかし欧米ではもっと

も重要な部分である医療職者の手洗い，手袋の務用などに

腐するコンブライアンス(遵守)の低さが大きな問題となっ

ており.日本でも同様の傾向が指摘されている O そこで，

B本における予妨策実践の現状ではどのような問題がある

のかを明らかにし標準予防策のコンブライアンス挺進へ

の課題を見出したいと考える G

{研究自的]

日本における箆療職者の襟準予防‘策(手指衛生，手袋・ガ

ウンなどの使用，針刺し予紡)コンブライアンスに関する

調査結果を概観しその傾向を把援する。また欧米にお

ける研究結果との対土とからその背景，要問について考察す

るc

{研究方法}

[擦準予防策，スタンダードブリコーション，手洗い，手

指消毒/衛生.手袋，ガウン，マスク，ゴーグル，針刺し

予防，鋭利器材]と(註nd)[遵守 (or)コンブライアンス，

アドヒアランス〕をキーワードに際学中央雑誌およびF
MEDシステムで検索を行った。対象年は，擦準予防策発

表年(1996)からの 10年隠で，認査研究論文で涼著を中心

とした。散米の調査はレヴュー文献を主体に MEDLINE.
CINHALで検索した。

{結果]

擦準予防策に関する笛内の調査文献，総数53を収集したc

そのうちコンブライアンスに関するものは 16文献であっ

た。その中では擦式法毒剤の使用を含む手指衛生を調交し

たものが最も多く，ついで手袋，マスク，ガウンの績であっ

た。針刺し予i坊仔為については l文献のみであった。

について)手指衛生の遵守本は 30~90%台と大き

く幅があり，観察法では抵く質関紙法では高い傾向にあり

こ極化していた。手袋着用はさらに遵守主容が低く，貿問紙

による調査でも 50%台のものが多かった。マスク着用は

自己申告で 60%台，ガウンは 80%台を認めた。針刺し予

紡では約 30%であった。手洗い遵守への影響要国として，

仕事量や教育，経験年数などが報告され，手袋務用では，

やりにくさ，血液媒介感染のリスク認知の低さなどが示さ

れていた。

{考察}

手指衛生のコンブライアンスでは，実態，要閣ともに欧米

における報告と向様の傾向が見られた。しかし全ての要

図が見出されたわけではなかった。また，擦式手指消毒剤

に関して，適切な住用法の定着という新たな課題が見出さ

れたc 手指衛生以外の襟準予防策においても，欧米の調査

結果を踏まえつつ，今後の調査研究の集積が必要と思われ

るc また，調査方法による結果の差異や開題点もあり.よ

り街使で有効な謁査方法の開発が望まれる。

408)手洗い・消毒蔀後の手指かうの黄色ブドウ球蓋検出

状j光 一鼻腔内{采醤・手荒れとの関連について

JII口真.紀子，島内子恵子(宮時県立看護大学)

[!ヨ的}
黄色ブドウ球議 St，ゆhylococcusaureus (以下 SAとする)

比手指の一過性縮欝で¥流水と石鹸を用いた手洗いでも

除去されやすいとされている。しかし鼻腔に SAの保障

や手荒れがある場合に手洗い後の手指からも SAが検出

される場合があるC そこでお毅手洗い後に手指治議を符

い.SA検出状淀と鼻腔内保醤，手荒れとの関連について

検訴した。

[研究方法i
185名を対象とし普通石鹸による手洗い前後，

速乾性手指諮毒剤サニサーラ EGで消毒後の手指をマン

ニット食塩手形培地にスタンブし生理食塩水に浸した滅

菌綿棒で左右の鼻腔を拭き取り，マンニット食壊培地に塗

布した。検出関の中でコアグラーゼ磁性のものを SAと

し薬剤感受性を調べ. DNAのパルスフィールド電気泳

動 (PFGE)を行ったc 手荒れについては質調紙にて回答

を求めた。統計処理は. Student' s t却 stおよびx2検定を

行ったc

{倫理的部患}

対象者には，事前に本研究の自的，プライパシーの保護な

どについて文香および口頭で説明し同意を得た。

{結果]

手指の SA検出率は，手洗い前 21.6%.手洗い後 10.3%.
j誇議後4.9%であった。手指の SA検出鴎数の王子均ま

偏差は，手洗い前8.5土7l.3cfu.手洗い後1.2土 6.3cfu.消

毒後 2.1土 19.6cfuであった。 消毒後に SAが 100cfu以上

と多数検出された者が2名みられた。委主藤 SA保留者は

66名 (35.7%)で，その手指SA検出家は，手洗い前43.9%.
手洗い後 22.7%.消毒後 12.1%であったが，委主控非保弱者

はそれぞれ9.2%.3.4%. 0.8%であり，手洗い前後におい

て，鼻腔保頭者の SA検出率が有意におかった (p< 0.05)0 
手荒れがあると答えた者は 59名 (32.1%)で，その手指

SA検出率は，手洗い前 20.3%.手洗い後 15.3%. 選議後

5.1 %であったが，手荒れのない者はそれぞれ21.6%.7.2%.
4.8%であった。手荒れがある者はない者に比べ，手法い後

の手指 SA検出率が渇く，手洗い・消毒後の手指の SA検

出菌数が多い傾向がみられたが.有意差はなかった。塁手控

と手指の南方から SAが検出された場合，その PFGE裂

は，手洗い前 72.4<}ら，手洗い後 100%.消毒後87.5%が詞ー

または近似であった。今回検出された SAはいずれもメチ

シリン感受性であったc

[考察]

鼻腔 SA保龍者は非保菌者より手洗い・ i誇毒前後の手指

SA検出率が高く，鼻腔検出議と手指検出頭の PFGE裂は，

高い…致率を示したc 手洗い・手指消毒に一定の効来が確

認されたが，消毒剤使用後も多数の SAが手指から検出さ

れる場合があることが分かり，今後の検討が必要と考えるc
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409)看護学生の感染笥理教育に eラーニングを導入し

た教育方法

捜部節子，高島尚美

(公立大学法人横浜市立大学医学部者設学科)

佐藤陽子(東京大学医学部附属病院)

{日的}
看護学生の感染管理教育における eラーニングの教育効果

を明らかにする O

{研究方法}
1 調査期間;平成 15年4月から平成 16年2月

2 調査対象 :Y看護短大 1年生 120名， 3年生 115名

3 調査方法:市販されている感染管理教育プログラム(以

下，プログラム)のソフトを利用しプログラム実施前 (4
月)と実施後(翌年の2月)の 2国アンケートを実施したc

プログラムは大学内の端末から偶人の ID，パスワードを

入力すればいつでもアクセス可能な状態としたc アンケー

トは感染管理に関する 50の用語を記殺し各局語に対し

て f知っているJr開いた事がある」日立らないjのいずれ

かに回答するように作成したo 2月の調査ではよ記の項目

にプログラム実施の有無の 1項目を追加した。倫理的配惑

は対象者に研究者が目的・方法について説明し向意を得

た者のみアンケートに問答する事とした。アンケートは無

とし，個人が特定で、きないようにした。

4 分析方法;〈工:各学年における知識の変北(攻自別)

ブログラム実施の有無による知識度の椅遠(項日別とカテ

ゴリー別)について分析した。各;項自に関してx2検定，カ

テゴリ…7JIjは 2要因の分散分析を能用し.ギ確率5%で

検定し

{結来・考察}

i 調査用紙の回収率

1年生の 4月は魁i収数77枚 (IHPlx率 64，2% ) ， 2 fJ ，ま1m収
数 100枚 (87，0%)0 3 年生の 4 月は問~又数 88 枚 (76，5% に
2丹はi段収数89枚 (79，5%)0
2 各学年における知識の変化(項呂別)

1年生において 4丹に比較して翌年2月の知識度は全 50
項目中 49項目で「知っているj割合が上昇A し有意援がみ

られた。特に 50%以上の上昇がみられた;項gは f易感染

者J759ら，r?肖議と滅菌の相違J71%等7項目であった。 3
年生においては全50項目中 43項昌で「知っている」都合

が上昇し.有意差がみられた。特に 50%以上の上昇がみら

れたのは f襟準予訪策J66%， rN95J 65%等6t民話であっ

た。

3 ブログラム実施の有無による知識の変化(項目別とカ

テゴリ-7JIj)

1年生においてプログラム実施者は 77名，非実施者は 15
名であった。会50項目中 45項目において非実施者に比較

し実施者の向日っているjの割合がおく，有意義がみら

れた。 3年生におけるプログラム実施者は 60名，非実施

者は 23名であった。全 50項羽 ~II 11攻践において非実施

者ーに比較し実施者の f知っているjの割合が高く，有意

差がみられた。吏に 50項告を 6カテゴリーに分類して比

較した結果， 1 年生は全6カテゴリーで実施者の f知って

いるjの割合が高く有意差がみられ， 3年生は 1カテゴリー

のみ有意濯がみられたc

以上の事から eラーニング導入により感染管理に関する知

識度は有意差を持って潟くなる事が判明し今後の看護学

生の感染管理教育に有用と思われる。
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410)看護行為・業務内容かう捉えた養護の中日比較訴究

王泳霜

(前大分大学大学説涯学系研究科修士課韓看護学専攻

基礎看護学領域)

小橋光子(大分大学医学部看護学科基礎著護学講感)

[自自立i
中罰と日本の類似規模の病棟で，看護業務をタイムスタ

デイ (Timeand主主otionStudy)により測定して実態を把

握し雨留の業務時間と業務内容・割合を比較することを

民的とする。

[方法}

連続観測法を用いた他討式タイムスタディを使い.24持湾

内のすべての者護業務(看護締長，看護助手業務は除外)

が把握できるようにや関4名(述べ人数6入)と日本3

名(述べ人数5人〉の看護婦の業務内容を観測し故伯ら

( [療養上の者護][診療支援看護][その

地の者護][業務外}の4つの大項自，中項目 331民小項8
169縞)に基づき分析した。倫理的記長室に関しては，大分

大学医学部倫線審交委員会にて，本研究における稔潔的記

長室に関しての審資を受け，研究の許可を得た。

{結果1
1.業務時間:中関は日本より，業務時間が少なかったz

また. f待部外勤務に得しては，中国が約-50 分間~1O分

間， 日本が約 20 分開~60 分間/人/日であった。

2.業務割合の比較:中関は日本より.[療養上の看護][診

が少なく. [その{訟の看護1[業務外]が多く，

などは少なく，

などは多かったc 両国共に

[間接看護}は{直接表護}より多かった。

{考察・結論i
縄問の看護業務の比較により，以下のことが今後の課題に

なると考えられた令

1.業務時間:中国では.<勤務時間を守ることと

の養成). 日本では. (看護簡の時防外勤務の短総イヒ〉であ

る

2.業務内容・割合:中留では. [療養上の看護]業務が少

なかったことから<家族の役割jや生活援助のあり方を検討

していくこと>.情報交換j業務が少なかったことから<匿

のコミュニケーションの増加>.話号室起業務が少な

かったことから<1盟関殺を持った看護とそれに伴う

の検討>. [間接看護業務]が少なかったことから<支援シ

ステムを充実すること〉である O 日本では.<在i淀日数の接

続と病床稼動家の増加による頻繁な入退説><リスクマネ

ジメント)(電子カルテの導入〉によって，防接審議業務が

増えており，直接看護業務が減少していることについての

検討であるC

411)看護舗による無資格看護者への業務委託について

の検討 一豪州の現状が示唆するものー

伊藤紀代. {;左藤洋子(北海道大学法学部保健学科)

{自白色]

匿療技術の発展は高麗i室療を必要とする在宅療養者の生活

の質向上に多大に貢献したc しかし在宅療養には，

切掲児の通常保育関への通関や ALS患者に対するヘル

パーの吸引などの開題も多く，看護左手丹殺の対忠が待たれ

ている O 一方，オーストラリアでは，一部のナH看護協会は

看護部による無資格者への業務委託を認める基準を 2004
年採択し実際に運用されるところとなった。そこで，本

研究では. r可ナHの看護業務委託の現状と開題点を明らかに

し B本への適用の可能性を検討するc

{研究方法1
2005年，間豪州の離がい者擁設と高齢者ナーシング*-ム

に研究者が6ヶ月間参加観察を実施。フィールド記録と間

違法規に基づき問題点を抽出しわが留の法規及び看護制

度の視怒で検討したっ倫理閣ではさ当該施設の竪名牲に配議

した。

{結采]

オーストラリア NursingAct 1992は，看護鯖以外の者へ審

議行為を委託することを禁じているc これに対して. r可烈

審議協会は独自の法的解釈としてすが看護とされるかは

実践内容や患者ニードのアセスメント内容により

fとするため.看護部がヘルパーな

委託することもあるJllと公表してい

の者議行為を法援に定めず.看護婦のための Decision-

making tr伐を作成し業務委託の決定をした者護締にそ

の寅荘をもたせている。開制度の窓、者1l!1]の利点として，在

宅または施設という選択紋の増加，経済的，ケア提供者の

過労r;jj止等が挙げられ，看護駿側の利点としては専問的判

断機会の増加が専門性向上に寄与する可能性が示された。

また，看護締以外の者によるケアに看護締が支授を取るこ

とから.無資格者に対する看護部による教育が必要条件と

して共通認識されていた。しかし気管内吸引等儲々の技

術の委託に統一的基準がないため，ヘルパーの委託業務拒

施設内での混乱も観察された。この妥協として，

護師ならぴ、に被委託者双方に対する必要な教育の不明瞭

ざ看護師それぞれの業務委託技術の相違が挙げられた。

[考察}

西愛ナliの現状は，看護業務を委託する時には者護師が教育

するべきであるという見解を導き，そのための的確な患者

基準や被委託者に対する教育制度の整僚の必要性が示唆さ

れる。昨今，わが留では研修を受けた養護教諭の吸引が認

められる等，一部の看護業務の委託が実行されつつあり，

これらの拡大は不可避と予想されるc 背景の異なる他留の

事部をそのまま使用できないが，患者の安全なケアを受け

る権科を守るための，看護専門駿による制境的検討が急務

であると考えられるc

1) N urses Boar噌dof Westεrn Australia 

http://www.nbwa.org.au 
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演 題 バ耳二二ミ ヲi
COIei:発表漢題)

演題番号(発表群) 淡 題 番 (発表若手)

iii5 楽産典子 364. 366 

四十竹美子ft 025. 26 安杖 82. 237. 238 

松 原鶴代 157 安東和代 77 

青木きょ子 127. 0128. 129 安藤詳子 206. 0208 

青木 健 0277. 283 

青木久恵 0339 し1

赤坂 181 飯田加奈恵 158. 159 

赤i挙 千春 118 飯野玲子 0405 

赤南千j皮 366 飯盛光葉 103 

秋 山知也 282 五十議恵子 014. 15. 16. 153 

浅井 114. 0247 井主主 理江 283 

浅井 267 生島祥江 186 

浅川和美 0255 生出奈美百I 221 

i支部庚子 34 井口弘子 108. 0306 

浅招 91 池間明子 397 

浅野美礼 248. 0249 池田敬子 23 

浅見多紀子 22. 0116 池田菜々 0106. 107 

鯵 坂由紀 08 池田 273. 0274 

鹿半上 真子 282 石井敦子 69 

麻 生徒愛 144. 187 石井千有季 0131 

足立みゆき 90. 0300 石井秀宗 395 

東 玲予 170 :0関 82. 0237. 238. 259 

知美 45. 047 石111i少也使 0285 

穴沢小百合 0228 石川みゆき 081 

穴罰博美 233. 0234 石川りみ子 0133 

開l努あゆみ 64. 65. 66， 67. 0102 石間和子 0198. 204 

安部浩太郎 226 石出 願ヲ乙 204 

阿部テル子 259 石間美自記 69 

甘佐 0386 石間陽子 0297 

天野雅美 95 石塚 2 

綾部真由美 0273， 274 石犠廃:奈 82 

荒井一歩 347 石村智佐 125 

新弁務一部 292 石渡貴之 292 

荒井真記子 114 泉キヨ 101. 136， 142. 0350， 354. 356 

荒尾博 美 041. 42. 43 和泉孝典 396 

荒木こずえ 0181 磯見智恵 144. 187 

有沢知 子 405 磯村聴子 384 

有a久美 0375 井高ひさみ 209 

有聞広美 0280 板垣憲嫁 0397 

有竹由記子 305 伊丹君和 0264 

有本 131 市江和子 44 
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絵美 339 上野範子 320 

一ノ山隆司 0398 上原佳子 222 

市原多骨子 111. 119， 139， 0140 植村恵美子 330 

市村久美子 255 被村裕子 311 

とも 259 字康美代子 330 

伊藤紀代 96， 0411 宇治田明夏 285 

伊藤まゆみ 0153 字城靖子 050 

伊藤良由美 0348 後馬場直子 88 

伊藤美樹子 63， 0156， 160， 167， 367 内川洋子 227 

伊東美故江 221 内田倫子 97， 098， 99， 100 

伊藤洋子 0254 内田真紀 73 

伊藤良子 0344 内村恭子 373 

伊藤良子 0374 内山久美 17， 20， 349， 0406 

稲垣健治 D 戸 宇都宮智 380， 383 

稲摂久未 0385 梅田徳、男 112， 0164 

井上品代 30 梅村美代志 0302 

:):j二上悦子 217 鵜山 治 154 

チj:ノ上梢 173， 0174， 175 j甫 綾子 024 

ヂ1:上智子 290 i街灯i加代子 0183 

井上範江 199， 227， 288 

井上 55， 56 え

井上 ノ予告しT 191 江IIJ奇フサ子 191 

ヂ1:下期代 58 江島由希子 0147 

務股千代子・ 0132 江藤政矢子 170 

今チ1: 芳校 232 江i総芳校 317， 327 

今川 純子 012 遠藤明美 267， 268 

今関節子 316 遠藤英子 231 

今西誠子 1， 303， 0304 遠藤良仁 91 

今村利香 0225 

今留 忍、 0158， 159 お

入部久子 239 及川i崩実 097， 98， 99， 100 

岩城藍子 190 及川正広 0298 

岩城小百合 405 蔚野綾子 237， 0238 

裕子 07 大石郁子 31 

岩間 英 信 0260， 261. 296 大ifn 智肇 362 

岩田浩子 130， 144， 145， 0187， 196， 404 大浦ゅう 375 

岩丹すみ江 106， 0107 大JlI 明子 0112， 164 

を}永和代 24 大JlI小百合 159 

岩j誇 優美 44 大JlI澄江 31 

大JlI 尚子 373 

つ 大北美恵子 0130 

上木礼子 70， 76， 93， 222 大口 70， 76， 093 

上回恭三子 0314 大久保清子 070， 76， 93 

植関啓子 305 大津英j挙実 159 

上部稚代子 23 大浮早苗 17 

上野栄一 210， 213， 0222， 398， 405 大島あゆみ 350 
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大島手控 280 小i矯光子 41， 42， 43， 163， 410 

大島 i'3子 242 0343 

太田勝lE 306 折山早萄 0402 

太朗 虫干支 173， 174， 0175 思田陽子 88 

太関節 子 372 

太関浩 子 0200 か

太田真由美 224 設トB3 0221 

太部美津子 24， 375 掛橋二子賀子 202， 203 

大竹まり子 162， 310 純子 0203 

大津綾子 090， 300 影はi 隆之 46 

大角 手口 156， 0160 鹿子;j王寺口寛 0103 

大西悦 子 86， 87 葛西智賀子 0224 

大時雅子 257 梶尾智子 88 

大関美智恵 86， 87， 189 風間たま代 5， 06 

大野木裕明 76 片関 健 192 

大橋一 友 308 片絢 044 

大王子 雅美 282， 315 片川久美子 310 

大阿弥生 374 片倉 157 

大森美津子 0362 片山陽子 86， 87， 189 

大薮 83 香丹 毅史 45 

小笠涼祐子 0126 問弁 242， 250 

小笠原ゆかち 0215 加藤千恵子 022 

間関部子 060 加藤 210 

縄問恭子 71 加藤麻衣 057 

問問美桂子 0373 加藤真由美 75， 0354 

緒方 エヲ 275 角谷亜希子 285 

i荷村 387 魚 395 

同村宏子 0291 悦子 072 

関本 。1.8 会子由美子 155 

関本政枝 257 金子 22 

i潟本有子 157 038. 39 

関本祐子 0135 兼本主主紀子 193， 0194. 195 

小川佳 代 0342 金LlJ 64， 65. 66， 067. 102 

荻あや 子 0268 金若 0271. 294 

i中中由美 0359 持十谷 由佳 45. 162. 310 

奥 祥子 21 上JII 智子 0136 

小倉能理子 237， 238， 0259 上様育代 0392 

長田 Jij夏子 0318 紙野 0214 

小 津和弘 44 亀崎 ~ 207 

持 本由美 267， 268 亀田 283 

小関 誠 325 亀山 立五月 406 

小 田心火 14. 015， 16 狩野太郎 204 

越智奈穂美 285 河棺てる美 0190 

小野 364 河内 0313 

小野木麻里 0167 川上千普美 0113 

小熔香寿美 0125 河上裕子 0220 
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JII口貞親 322， 323， 0324 久留島美紀子 264 

川口ちづる 165 桑田 27， 028， 29， 153 

川口真紀子 0408 桑村由美 111， 0119， 139， 140 

)11島和代 120 

川中早百合 03， 4 iフ

)11 i.皮公香 0137 玄永春奈 0157 

河原田栄子 110 

川本起久子 020 c::. 

JII本利恵子 64， 65， 66， 67， 102 小池 敦 165 

神沼清子 198， 0204， 205 小泉仁子 126 

冠野真弓 267 小板橋喜久代 201 

織綴富久 393 

z、tー 上妻尚子 243， 246， 0262 

木内伎織 104 河野優子 0364 

岸関利香 063 古賀節子 19 

淳子 318 言株ひろみ 0340 

北)11かほる 0219 小木曽静香 325 

二|ヒ烏 182 小窪和博 393 

北端恵子 084 越田美穂子 86， 87， 189 

北宮千秋 0166 小関真紀 115 

北村久美子 178 小竹久実子 158， 0159 

水戸久美子 0312 小三五 敏江 347 

木村和美 84 児玉有子 288 

木村貞治 315 後藤 1子 0296 

後藤姉奈 183 

く 小限美和子 115 

久下久美子 265 小西友盟 217 

九津見雅美 156， 160， 0367 小i賓優子 181 

工藤せい子 082， 237， 238， 259 小林朱実 259 

工藤智美 0265 小林淳子 162， 0310 

工藤由紀子 0278 小林小百合 357 

開方弘子 382 小林敏生 369 

間深尚子 0295 小林知子 033 

図武和子 353 小林泰男 362 

総 330 小林春奈 210 

久保江里 46 小林裕美 0403 

久保かほる 22 小林宏光 280 

久保険子 64， 65， 066， 67， 102 小林真由美 0145 

熊谷有記 021 小林瑞枝 0114， 247 

熊坂睦行 0393 小林幸恵 0227 

熊本美子 263 小松万喜子 242 

久米和輿 385， 390 小室佳文 255 

倉 石真理 0138 小山恵美子 268 

倉田貞美 0161 小山幸代 0357 

蔵本文乃 20， 349 近藤美知子 209 

築山真理子 0396 近藤裕子 111， 139， 140， 0241 
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近藤由香 0201 車際育子 078 

“」←剛 賓 崎美奈 0329 

務部菜穂子 170 賞松久美子 273. 274 

斎藤明子 0162. 310 佐野明美 48. 049 

務 藤敦子 0370 佐野 31 

察藤久美子 237. 238. 259 佐野菜緒子 0110 

斉藤ひさ子 321 佐野芳美 31 

斉藤三枝子 69 浮田愛子 150 

策藤美紀子 237. 238 浮間由美 0381 

森藤 390 

務藤やよい 114. 247 し

佐伯幸治 380. 383. 0394 下関節子 0376 

イ左f自 由香 0276 志戸間恵子 252 

j霞井明子 404 柴北 王手萄 0163 

坂井郁恵 395 柴崎いづみ 22 

坂井瑞子 09 柴爵恵子 243. 0246 

玲子 0311 渋谷恵子 351 

榊JJR 0188. 284 渋谷英恵、 0186 

坂口けさみ 282. 0315 渋谷麻希子 88 

坂口桃子 192 渋谷まさと 226 

坂 下玲子 154 島内千恵子 408 

坂出 五丹 5. 6. 035 鵜木美和 0266 

坂梨 37 島田祥子 181 

坂本雅代 290 島部 j童生 103 

坂 本美弥 305 島本顕子 88 

坂本由希子 23 清水裕子 302 

作悶裕美 0192， 384 下累 380. 0383 

佐久間佐織 286 下宿松子 257 

機 弁成美 159 下高原理恵 225 

機井和江 0248， 249 339 

佐々 木古車、 222 正;原ミテ美穂 350. 354 

笹悶友恵、 115 生野 152. 173. 174， 175 

生今週やよい 032 所i零好美 106. 107 

佐竹みゆき 153 白井瑞子 86. 87. 189 

薩JlI亜希 0172 白井裕子 286 

イ左藤盟希子 273， 274 自若裕子 0378. 379 

イ左藤 和子 273. 274 白尾久美子 048， 49， 236 

佐藤久美子 0355 白木智子 034 

佐藤子史 45 白砂恭子 0236 

佐藤真澄 69 自国久美子 117 

佐藤美紀 242 神宝貴子 0382 

佐藤道子 02 新村洋未 295 

佐藤みつ子 68. 81. 185. 272 

住藤美幸 192. 0384 す

佐藤 陽 子 409 米成弘子 41. 42， 43 

佐藤洋子 096. 411 米弘理窓 345 
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須賀 286 経 朋也 05 

管原清子 031 高橋 綾 0258 

菅原真由美 191 高 橋 弥 白 267 

杉浦圭子 156. 160 高橋公子 373 

杉田克子 405 高橋多佳子 31 

杉本糸美 83 高橋方子 132. 0229. 230 

杉本由美 085 高橋正子 0197 

杉山さちよ 178 高橋真理子 0189 

杉山祐子 31 高橋理恵、 0202 

鈴木育子 162. 310 高克沢恵美子 115 

鈴木英子 045. 47 高山直子 0169 

鈴木幸子 23， 125 高山裕喜校 0404 

鈴木純恵 147， 148 多JlI晴美 58 

鈴木 ま少 22 滝内経子 294 

鈴木タ岐子 22 竹内千恵子 094 

鈴木美穂 380， 383 竹内美由紀 311 

須藤小百合 277 武内良詩子 0152 

痕永準E立 114， 247 f守貫主 152 

澄JlI桂子 369 武田江里子 0317 

武忠利明 297， 298 

せ 武剖美和 0149 

治家麻子 71 竹村真埋 11 

j潟 0134 竹本知恵子 79. 080 

関戸啓子 040 竹本二重子 165 

竹本柱i香里 229， 0230 

そ 竹山ゆみ子 064， 65. 66， 67， 102 

曽田陽子 242 田代ひろみ 242 

盟国悦代 319. 320， 0338 立石和子 019 

問中晶子 027， 28. 29 

た 田中英子 7， 20 

平 英美 307 邸中京子 115 

陽子 0305 田中小百合 0372 

高井研一 124 問中 二子秋 0257 

高間 351. 0371 問中 陸 0216 

高調素子 0141 邸中マキ子 369 

高階淳子 0205 問中三千雄 190 

竹短 {女子 0358 問中美智子 188. 0226， 284 

高木初子 358， 363 問中美穂 244 

高木日登美 69 E夜中和俊 0366 

高木良重 71 邸主量 雅美 0127， 128， 129 

高崎芳成 127. 128， 129 谷間阜商 14， 15. 16. 197 

高島尚美 037， 326. 409 谷垣静子 62. 0184 

高田麻{衣子 074 谷岸悦子 19 

高谷真由美 127， 128， 0129 谷口まり子 207 

武智由季 0261 谷田恵美子 0365 

高辻功一 290 谷田恵子 282， 292 
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谷村千 華 193， 194， 195 富田えり奈 0263 

玉井なおみ 133 富田千秋 266 

田村綾子 111， 119， 0139， 140 習焔寿美江 281 

田村一代 317 豊島由樹子 5 

畳間久美子 264， 0307 

ち 鳥原真紀子 153 

地費伸子 075 

Jft田敬子 154 な

樗水晶子 299 内藤麻美 355 

由美 269， 0270 永井奈津美 285 

!=T{I長稔美 21 長家智子 235 

長 先代 0210 中尾さゆり 135 

中尾久子 0299， 322， 323， 324 

つ 長尾秀美 239 

塚越みどり 37 中JlI真帆 0294 

塚原節 子 25， 026， 57， 138， 314 長坂 j孟 188， 226， 0284 

塚辺 55 !=t 089 

塚本尚子 0333， 334， 335 中鵠有加盟 0308 

柘植靖子 159 長鳥 0233， 234 

辻あさみ 023 長瀬睦美 0150 

辻 幸代 251 中田良江 31 

辻 88 長田千穂、 069 

辻 ミサ子 155 長田 48， 49 

辻村史 子 374 中野菜子 276 

津田 46 中野静子 359 

二仁田 183 中野 隆 250 

土産愛 美 0108 中執美智保 0251 

土屋八子代 97， 98， 099， 100 永松有紀 64， 065， 66， 67， 102 

筒井硲 子 0148 永見 0325 

堤 雅恵 369 f制度由紀 0321 

中村 257 

て 中村 173， 174， 175 

出口被子 397 中村 341 

銭芥 0235 中村恵、子 395 

とみ江 068 中村秀敏 3， 4 

泰子 55， 056 中村博文 400， 0401 

寺町芳 子 191 仲村美津枝 0330 

中村充i告 0212 

と 中村みゆき 0206 

東1¥菜倫子 256 中村山子 061 

藤 内美保 077 中山和弘 250 

智子 083 中山由美 374 

土岐 智 子 158 永山くに子 25， 26 

砺波孝IJ圭 222 鍋島由香 86， 087 

富i湾 0328 行田智子 0316 

冨i率塁王忘子 82 鳴i竜 i褒子 265 
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羽殴誠子 104 

畑古節未 0240 

新出規子 052 畑中弥生 263 

磁器美子 151 羽田野花美 0309 

i!.!3JI1 真理 217 畑野 23 

西沢義子 82. 237. 238. 259 蜂ヶ崎令子 0231. 244 

西烏 j愛子 75 報部ユカリ 371 

西富貞子 0118 罵場香織 0322. 323. 324 

関節佳世 0346 浜開昌美 405 

西国公昭 368 j賓田恵美子 265 

仁科祐子 062. 184 i輩出佳代子 0122 

頭堀好恵 5. 6 讃口典子 0209 

西村規子 0124 i賓地万里子 305 

西村淑乃 59 i賓野香苗 030 

西山久美子 146. 155 早川有記 0105 

i!.!3山ゆかり 44 林 啓子 326 

彩子 126. 0269. 270 林千加子 092 

球美 0331 林田裕美 115 

ニ村良子 325 林部 りか 013 

葉山有香 0290 

ぬ 原 元子 018， 213. 287 

沼本数子 359 原口由紀子 184 

原額千鶴 41. 42. 043 

ね JJli:、田秀子 289. 0369 

絞岸 373 張事事 0289 

線開悟美 079. 80 

根本和加子 351 ひ

日浦美保 58 

の 極東繁香 11 

野口純子 311 東香代子 88 

野崎真奈美 244 樋木和子 75 

野j事明子 236 樋口香織 250. 0279 

野村明美 37. 333. 334. 0335 樋口マキヱ 262 

則包 手口也 378. 0379 樋口美紀 088 

乗越 守二校 403 菱沼久子 14. 15. 16 

来松貞子 260. 261， 285. 296 尾藤嘉晃 396 

人見裕江 219 

は 樋之津淳子 326 

奔原 {愛子 14. 15， 16 檎Bま登志子 0361 

萩i翠さつえ 0349 平井麻衣 158 

自由 梨 奈 0185 平尾敦子 193， 194. 0195 

橋本頴子 0182 王子賀 愛美 054. 245 

長谷川智子 70， 76， 93. 222 平j好勝美 33 

長谷川真美 12， 38. 039 王子木 尚美 374 

長谷川美津子 10 平松知子 101. 142. 350. 354. 356 

長谷部佳子 110 広i翠健次 157 
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綾田真理

農民容子

農野祥子

13¥ 

深i禁

福井

福江まさ江

福鵠龍子

福田和美

橋本 恵

福銭恵子

藤井徹 也

藤井智 子

藤井博英

339 

0101， 350 

0171 

0351 

191 

0146 

0347 

0199 

0168. 176. 177 

0352 

0250. 279. 286 

0178 

395 

藤井宝恵、 122 

藤井鍵砂子 70. 076. 93 

藤井瑞恵

藤井佳子

藤崎功子

俊奈

藤田君支

藤田

藤EEl

藤田

藤野成美

藤野みつ子

藤 村孝枝

藤村線 世

藤村真希子

藤村由希子

藤本悦子

藤原奈佳子

布施淳子

ーツ森栄子

舟越和代

古川秀敏

古JlI祐子

古 島智恵

古瀬みどり

古 関雅俊

lま

351 

3. 04 

0104 

0391 

0143. 263 

352 

0120 

0243. 246 

0387 

58 

299 

266 

181 

310 

280 

348 

54. 245 

55. 56 

342 

0353 

0123 

227. 0288 

162 

239 

縮JII 淳子 073 

細野恵子 0281 

堀内ふき 255 

堀内美和

堀田イ左知子

堀野千E塁

本江斡美

本田彩子

本国可奈子

本間智子

本田稜子

本多容子

ま

前JII

前回樹海

前田ひとみ

前田由紀子

282. 292 

0154 

0267 

27. 28. 029. 153 

32 

264 

282. 0292 

0337 

0275 

札 042.43 

0256 

46 

19. 207. 0399 

前原澄子 325 

真木 智 0390 

牧野耕次

牧本清子

馬込武志、

真砂涼子

工討す 啓子

チト 秀夫

増留敦子

益呂美津美

増田安代

増田容子

桝本妙子

松芥 文

松浦和代

松箆ミヨ子

松建理佳子

松関 緑

松努英士

松浮洋子

松下

松田かおり

松田たみ子

松原みゆき

松村窓予

松村菜穂、美

386 

143 

307 

277. 0283 

059 

393 

126. 269. 270 

0109 

399 

0173. 174. 175 

167. 176. 0177 

18. 0213 

053 

36. 171. 193. 194. 195 

146 

113. 391 

010 

0245 

0253 

319. 0320 

277. 283 

0211 

311 

0144. 187 

松村美弥子 75 

松本淳子

松本啓子

松本賢哉

松本

69 

179. 0180 

0218. 380. 383. 394 

0142. 350 
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松山友子 228 も

員鍋えみ子 0319， 320 安井国 敬司 058 

間部知子 0196 望月 31 

望月志津子 31 

み 本JII 箆弓 173， 174， 175 

三浦浩美 342 百木久美子 376 

三重野英子 345， 360 森 0115 

三上 洋 156， 160， 167， 367 森 千鶴 218， 0380， 383 

水回真由美 251 森 終長 267， 268 

水野美香 0242 森みずえ 0407 

議下 }II賀子 0345 森口由佳子 0332 

道議文子 232 森毘美香 314 

美和 168， 0176， 177 森橋記子 104 

三割Iちずる 0388 森本美智子 0121 

水持美津子 358， 363 諸紅白記子 120 

南川貴子 0111. 119， 139， 140 門司真由美 339 

蓑口 務 0336 

宮措ひとみ 184 や

宮腰由紀子 77， 122， 192 産主E諮美子 37 

宮崎伊久子 41. 42， 43 安Hl加代子 273， 274 

宮崎 関i 220 安部梨花 88 

宮崎みどり 0155 {本波茂子 55， 56， 60， 0293 

g:l!!! 立法 374 安原由子 0232 

宮島多i決子 0272 八塚美谷; 18， 213， 287 

宮林郁子 62， 300 柳井 243， 246 

宮本政子 311 楊箸陵哉 0282， 292， 315 

三好さち子 0193， 194， 195 矢野章永 0151 

三輪 主ラ 0360 薮下八重 135 

山内一史 091 

む III内まゆみ 53 

向井智子 086， 87 山口亜希子 115 

村井文江 0326 山口桂子 48， 49 

村方多鶴子 0389 山口多恵 146 

村上生美 268 山口雅子 308 

村越関美 051 山口みのり 333， 0334， 335 

村瀬千春 64， 65， 66， 67， 102 山口裕子 017， 406 

村関節子 071 1111崎 歩 0341 

村間 尚恵 0301 山崎恵子 157 

村松 0395 山崎登志子 388 

村松由美子 78 山崎美沙 0363 

村本淳子 325 山下智美 339 

村本知穏 0207 山下米央 273， 274 

山下みゆき 88 

め 山田一期 50， 78， 79， 80， 83， 84， 88， 104， 131， 

日締陽子 036 135， 217， 252， 266， 305， 355， 376 

山部加奈子 0217 
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山間京子 182 流都千空宇 340 

山由紀代美 0368 

山田智子 153 わ

山田 i羊 380. 383 和歌恵美子 115 

山田 046 若鯖淳子 0179. 180 

山田美由紀 97. 98. 99. 0100 若杉加寿代 41. 42. 43 

山中瓶子 23 若林たけ子 0165 

素子 89. 103 若村 154 

山根俊恵 0170. 384 脇 幸子 0191 

出本 i溌没 115 !協坂由紀子 373 

ul本君子 095 涌井忠昭 369 

山本恭子 265 分為るり 199. 227. 288 

山本十三代 0252 手口 157 

山本 13 渡議!lli紀子 90. 300 

出本 昇 105. 336 渡辺恭子 322. 0323. 324 

山本 11青章 112. 164 i浸透瀬子 223 

ul本 0239 タミ子 011 

ulヨド 055. 56. 293 護主量知佳子 0244 

渡辺尚子 0400. 401 

ゆ 綿貫恵美子 216. 0377 

弓掛和恵、 406 綿貫成明 374 

弓前 0327 渡部節子 37. 0409 

j号野智香子 0356 五 泳霜 0410 

湯本敦子 315 

純子 0286 

よ

横手芳 窓 92 

横箆 幸子明 14. 15. 016. 244 

横山 哲f-t 345 

横 山真代 210 

談 山康子 257 

吉J11日和子 144. 187 

吉田和枝 183 

吉出 115 

吉郎広美 0303. 304 

祥子 228 

吉村雅 世 214 

吉村弥鎮子 0117 

吉行部 美 106. 107 

米倉摩 弥 0223 

米i泰 弘恵 70. 76. 93. 222 

米山美智代 0287 

。
lJ;j{ウイ 1'i志狩よし子 85
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336 

第32回日本看護研究学会学術集会 企画委員・実行委員

〈学会長〉
大分大学法学部看護学科

松詞縁

〈金雷委員〉
大分大学医学部看護学科

(2006/06/25現在)

50音順・敬称略

井手知恵子，江崎フサコ，小轄光子，原田千鶴，播井幸子，

三重野英子，水谷幸子，宮崎史子，脇幸子

大分大学医学部隙属病読

後藤美貴代

大分県立看護科学大学

赤 南 千 波

九州大学医学部保健学科

大地美也子

熊本保健科学大学

萩i撃さつえ

佐賀大学医学部看護学科

斉藤ひき子

産業法科大学産業保鰻学部

) 11本利恵子

茨城県立霞擦大学保健医療学部看護学科

JII波 公 香

車療法人真鶴会小倉第一病院

隈 本 博 幸

〈実行委員〉
大分大学医学部看護学科

阿蔀典子，荒尾博美，北裕子，里見美子，志賀たずよ，

末弘理恵，菅原、真出美，寺町芳子，前川幸子，松原みちる，

宮崎伊久子，横山哲代，若杉加寿代，末成弘子

大分県立看護科学大学

安部恭子，大島操

九州大学医学部保鍵学科

長家智子， )l1J二千普美

九州看護福祉大学看護搭祉学部看護学科

山本恵子

佐賀大学医学部看護学科

幸松英智子

産業医科大学産業保寵学部

金山正子，久保路子，永松有紀，家屋和子

霞療法人真鶴会小倉第一病院

川中小百合藤井俊子
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名 誉 会 葬芝

ネす 越 康

松 間 1手 夫

ごと 田 時 子ロ

木 場 ，日i::コ2ヨ， 五τEま翌==zずA 

宮 崎 手日 子

内 海 混

伊 藤 暁 子

石 )I[ Z念 生
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理事・監事名簿

理 役職名 氏 名

主里 長 山 口 中主 子

副 理 長 i泉 キヨ

高5 理 長 i鳴 みどり

理 事- [石 井 ク

理 事 石 垣 靖

理 事 大 串 t~悶~ 

理 太 回 久

理 自 技

理 是正 克 子

理 jll 口 孝 泰

理 i可 野' 保

理 黒 自 結 子

理 尾 恵 子

理ー 近 出 若夫

理 手 島 Eペtミ戸f、

君! 11奇 i潟

君! 事: :中 木 ゼiロr1 夫

理 i早 j 11 手口

理 I i菜 井 代

理 松 木 光 子

理 1要 出紀子

監 )田 島 桂 子

i医EEtLz ;松 出 たみ子

(アイウエオ}駁)
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日本看護研究学会

平成時 --18年度委員会委員名簿

(任期 平成16年4月 1日~平成19年3丹31B) 

理 役職名・委 会名 氏 名

理 長 山 日 詮

副理事長・総務担当理事(長) <兼任〉 泉 キヨ

総務担当理事 恵

部理事長・渉外担当理事(長) <兼世〉 JII 向島 みどり

渉外担当理事 f守 尾 恵

会計1e.当理事(長) 日要 由紀

会計担当理事 大 串 靖 子

会委員(長) JII 口 孝 泰

会委員 出 搭 ナ

編集委員 中 木 高 夫

編集委員会委員 i支 野 みどり

編集委員会委員 金 域 千手 教

会委員 井 利 江

編集委員会委員 野' 明

奨学会委員会委員(長) 近 出 敬

奨学会委員会委員 紙 克

奨学会委員会委員 鵠 明 美

奨学会委員会委員 中 西 染色

奨学会委員会委員 島 朝

学会賞・奨励賞選考委員会委員(長) ;架 井 代

学会賞・奨励賞選考委員会委員 石 ま寄 子

学会食・奨励賞選考委員会委員 太 自 久

学会賞・奨勧賞選考委員会委員 出 正 枝

学会賞・奨動賞選考委員会委員 i可 野 保 子

将来構想検討委員会委員(長) 石 井 ト ク

将来構想、投討委員会委員 Jll 手首 生

将来構想検討委員会委員 松 木 光 子

将来構想検討委員会委員 尾 ベ一与、 一一一-

将来構想検討委員会委員 国 中 f奇

将来構想、検討委員会委員 ネ公 回 たみ子

監 事 回 桂

監 松 田 たみ
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理事役職名・委員会名 氏 名

法人化検討委員会委員 茅 島 江 子

法人化検討委員会委員 早 111 手口 生

法人化検討委員会委員 はi 日 桂 子

倫理委員会委員 五 井 ト ク

倫理委員会委員 111 口 孝 泰

億理委員会委員 手 嘉 A釘ρ 

鎗理委員会委員 松 木 光

学会誌発行30潤年記念事業実行委員会委員 江 守pム丁ー・ 陽 子

学会誌発行30潤年記念事業実行委員会委員 尾 1手 窓美

学会誌発行30潤年記念事業実狩委員会委員 田 中 裕 一
学会誌発行30潤年記念事業実行委員会委員 中 野 正 孝

学会誌発行30潤年記念事業実行委員会委員 松 自 たみ子

学会誌発行30潤年記念事業実行委員会委員 一 木 明一
医療技指評価ワーキング委員 泉 キヨ子

法療技櫛評価ワーキング委員 章氏 屋 克 子

医療技街評錨ワーキング委員 111 高島 みどり

医療技術評価ワーキング委員 松 自 たみ

箆療技締評価ワーキング委員 目要 串紀子

(いずれもアイウエオ頗)
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評議員地区別名簿

北海道地区 (8名)

氏 名 所 属 氏 名 所 属

井上弘子 野JlI道子;北海道医療大学看護福祉学部

石塚百合子[元札幌躍科大学保健痕療学部 王子 典子 北海道援療大学看護福祉学部

石垣靖子 援療法人東札幌病院 松木光子 日本赤十字北海道看護大学

川合育子(北海道看護協会 i祭出智代 長野'祭看護大学

東北地区 (11名〉

氏 所 寓 ;氏 名; 所 属

間部テル子 弘前大学医学部楳健学科 新道幸恵 青森県立保健大学健康科学部

酒井範子 秋田大学医学部保健学科 議錨 東北大学医学部保健学科

石井 トク 岩手県立大学看護学部 高橋みや子 山形大学医学部者護学科

大串靖子 青森県立保健大学健康科学部審議学科 主立沢 義子 弘前大学援学部保健学科

木村紀美 弘前学院大学看護学部看護学科 ;米内山千賀子 弘前大学毘学部保健学科

工藤せい子 溺立大学法人弘前大学医学部保健学科

関東地Iz:(12名)

氏 名 所 属 j氏 名 所 E喜

牛込三和子 群馬パース大学 斉藤やよい 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科

江守陽子 筑波大学大学院人間総会科学研究科 問中裕二 千葉大学審議学部

加納控代子 ナースサポート KK 手島 d設Qま，、 千葉大学大学院看護学研究科

JlID 孝泰 筑波大学人間総合科学研究科 中島記車、子 新潟!県立看護大学

紙競克子 筑波大学人間総合科学研究科 松田たみ子;

小板橋喜久伐 群馬大学底学部保健学科 帯労包?之 恵美 千葉大学看護学部

東京地区 (22名)

氏 名 所 罵 氏 名 所 E雪

蘇Eまきよみ 聖路加看護大学 柿JIl 房子 新潟県立者護大学

飯田澄美子 袈隷クリストファ-大学看護学部 桑野タイ子

飯村 恵 子 日本赤十字看護大学 小関恵美子 大分県立看護科学大学

大島 弓 子 愛知巣立看護大学 佐伯由香 揺縄県立大学看護学部

尾岸恵三子 東京女子医科大学看護学部 佐藤みつ子 山梨大学大学院医学工学総合研究部

太回勝正 名古監大学医学部保健学科基礎看護学講座 七自慈子 広島国捺大学看護学部看護学科

茅島 江 子 東京惑窓会産科大学法学部看護学科 竹母恵子 国捺l2I療福校大学

}II鵠みどり 18本赤十字者護大学者護学部 箭井真優美 日本赤十字看護大学

川知安正 国立者護大学校 ドドヌド 高夫 日本赤十字看護大学

金井パ、yク綾子 東京女子陸科大学大学院看護学研究科 吉間喜久代;

金井 日本社会事業大学 和賞 能子厚生労働者看護研修研究センター
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東海地l2S:(26名)

氏 名 所 E言 氏 名 i 所 E言

天野瑞枝 藤田保健衛生大学衛生学部看護科 自毘久美子 i静関県立大学審議学部

浅野みどり 名古屋大学監学部保健学科 関根龍子 ElEI大学看護学部看護学科

池田明子 北里大学看護学部 高橋真理 北里大学看護学部

稲吉光子 北里大学看護学部 高橋弘子 愛知県立看護大学者護学者[$

市江和子 日本赤十字農問看護大学 骨内登美子 蚊卒大学産学部看護学科

大津捷子 岐阜大学医学部審議学科 中野正孝 三重大学産学部看護学科

大西 文子(藤田保健衛生大学衛生学部 野村志保子 久留米大学涯学部看護学科

関崎寿美子 l北里大学看護学部 前原澄子 京都議大学

大王子 政子 三上れつ 慶臆義塾大学看護医療学部

太田喜久子 援態義塾大学看護医療学部 村本淳子 三重県立看護大学

鎌倉やよい 愛知県立看護大学 森田チヱコ

}II 子 JII崎握療福祉大学保健看護学科 山口桂子 愛知県立看護大学

黒区l 総子 北里大学審議学部 渡議 JI頴子 翠隷クリストファー大学看護学部

近畿・北陸地l2S:(31各)

氏 名 所 属 氏 名 所 属

天津 栄子 j石川県立看護大学 近悶敬子 関留学臨女子大学人間看護学科

東ますみ 兵庫県立大学大学院(応用情報科学研究科) 能弁裕子 滋賀路立大学人間看護学部

泉 キヨ子 j金沢大学大学院医学系研究科 j白 祐子 岐阜県立看護大学

上野範子 鹿野大学医療保健学部 豊田久美子 滋賀県立大学入問看護学部

小笠原知校;大甑大学大学院腹学系研究科 西村真実子 石川県立看護大学

奥富 i路子;大阪大学大学院底学系研究科 浅間度予 京都府ー立[芸科大学涯学部着護学科

JII烏和代石JlIJ巣立看護大学 f壬 和子 京都大学医学部前属病院者護部

桂 敏樹 京都大学涯学部保健学科 野島良子

勝田仁美 兵庫県立大学看護学部 早JII 和生 大阪大学大学院涯学系研究科

令¥l郡 1専 弘前学院大学看護学部 平田 雅子 i元神戸市看護大学短期大学部

真国弘美 東京大学大学i淀鹿学系研究科 王子河 勝美 神戸市看護大学

鵠森好子 京都大学医学部F付属病院審議部 宮島 朝子 j京都大学医学部保健学科

高Illi 静子; 村上静子

高見沢恵美子 大阪府立看護大学 山田一期 KRCC臨床研究支援センター

種池礼子 明治毅灸大学看護学部 矢野 :子 薬野大学犀療保健学者[i

~UJII 議 滋賀法科大学産学部看護学科
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中医・四露地誌 (22名)

氏 名 i 所 属

東 玲子 山口大学法学部保健学科

猪下 -Je 香川大学医学部看護学科

池田 敏子 1 1潟山大学医学部保健学科

太田にわ 関山大学医学部保健学科

河野 保子 1111臨療福祉大学霞療福校学部議後看護学科

JII罰智恵子 j愛知県立看護大学

梶本市子 iぬ知j疫療センタ一 審議潟

近藤 裕子;徳島大学医学きrs保健学科

柴国恭亮 JII真心会看護医療大学

関戸啓子 諮島大学{震学部保健学科

関島綾子

九州地区(16名)

，B;;主J 所一一一主
将葬品スミ子 lu開設福祉大学看護学科

井上範江 j間大学際学部審議学科

井上 断 j熊本慨科学大学看護学科

小田 正校;闘女学説大学保健福祉学部看護学科

大地英母子;九州大学医学部保建学科

J11本利恵子

河合千恵、子

北原悦子;九州大学低学部課健学科

氏 名 l 所ー 属

問中マキ子;山口県立大学

中関純子 愛媛県立医療技術大学

林 優子 京都大学医学部保健学科

深井喜代子 関山大学涯学部保健学科

太湯好子 関山県立大学保健福祉学部看護学科

宮腰由紀子;広島大学大学院探縫学研究科

道重文子

宮脇美保子

潟江七海子

横手芳恵

移p 修王子

京都矯大学看護学部

j畷天堂大学医療看護学部

香川県立保健監療大学

関山県立大学保健福祉学部

東京女子医科大学大学院看護学研究科

所 属

佐賀大学医学部肴護学科

五，1acMasterUniversity 

熊本大学夜学部理健学科

福i潟県立大学審議学科

国捺援療福祉大学大学i淀

(評議員選挙会台特の中出による所露ですむ但しぞれ以持;本人より所属変更の市出があった場合，所弱は変更してお

りますJ
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平成18年度日本看護研究学会総会議事事項

理事長挨拶

報告事項

1.学会員の動向

2. 委員会報告について

1)綴集委員会報告

2)奨学会委員会報告

3)学会賞・奨励賞選考委員会報告

4)将来構想検討委員会報告

3. *-ムページの運営について

4.役員選挙について

S その他

-日本学術会議について

-日本看護系学会協議会の活動について

-審議系学会社会保険連合(器保連)の活動について

議

九三

1.王子成17年度事業及び会計に掲する

1)事業報告

2)会計報告

3)監査報告

2. 将来構想検討委員会からの提案について

3. ホームページの改訂について

4. 王子成18年度事業計翻案について

5. 平成18年度予算案について

6. 第34翻(平成20年度)学術集会会長選出について

7.その他
言

第33題(平成19年度)学礎集会会長挨拶

-平成17年度学会賞・奨励覧表彰授与

e平成18年度奨学会研究奨学金授与

-平成16年度奨学金授等研究発表表彰

γ 
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平成18年8月24日(木)

13 : 00 ~ 13 : 50 

於別府市ピーコンプラザ

A会場コンペンションホール

(B 1 F) 

345 



346 

平成17年度事業報告

1.第31国学街集会の開催:(石垣靖子会長) 7月21B .22日 札幌市

2.機関誌の発行:28巻 1 号~5 号 (5，500部)

3. 奨学会の運営:奨学研究費 応募なし

奨学会研究発表 叶谷由佳氏(山形大学)

(平成15年度奨学研究費授与)

4. 学会賞・奨励賞の運営:

学会賞:大串靖子氏(青森県立保健大学)

奨励賞:静野友重氏(元:介護老人保健雄設「ミネルワJ)

5. 地方会の運営:北海道，東海，近畿・北陸，中国・西国，九州

6. ホームページによる情報提供

7. 将来構想の検討
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科' 日

1 資 の部

流 動 資 産

思 rえA三ゆ 資 産

資 産 i口込 計;

宜 負 の部

i来 動 負

国 Jみとぺ， 負 {長

祭 {長 l悶込

III 正味期 の者ji

lE 19長 財 1室

正 i床異オ 合計

負 及び正i米財 合計

貸借対照表総括表

平成18年 3月31日現在

(単位:円)

計 段会計
特別会計 (特別会計

(奨 会) (選挙事業積立金)

36，946，751 26，783，4631 7，878，452 2，284，836 

40，061，718 40，061，718 O O 

77，008，469 剛山( 7，878，452 2，284，836 

14，008，000 l久附 O O 

O O O O 

14，008，000 1 14，008，000 O O 

63，000，469 52，837，181 7，878，452 t 2，284，836 

63，000，469 52，837，181 I 7，878，452 2，284，836 

77，008，469 66，845，181 7，878，452 2，284，836 
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収 支計算書総括表

自 王子成17年4月l日

王子成18年 3M31日

(単位:円)

科 メ口』 一般会計
特別会計 特別会計

日
(奨学会) (選挙事業稜立金)

I 収入の部

入 ~ 金 4又 入 1，902，000 1，902，000 O O 

iヱミb、 費 ~X 入 37，420，000 37，420，000 O O 

雑 収 入 2，732，629 2，731，381 1，178 70 

そ の他の収入 4，000，000 4，000，000 O O 

繰 入 金 収 入 500，000 O O 500，000 

当期収入合計 (A) 46，554，629 46，053，381 1，178 500，070 

前期繰越収支 額 50，920，503 41，257，833 7，877，904 1，784，766 

~X 入 i悶L 計 (B) 97，475，132 87，311，214 7，879，082 2，284，836 

H 一J与〈畑~ 出 の部

理 費 35，769，853 35，769，223 630 O 

民 資産取得支出 768，978 768，978 。 O 

特定預 金支出 37，497，550 37，497，550 O O 

そ の他の支出 3，000，000 3，000，000 O O 

繰 入 金 支 出 500，000 500，000 O O 

当期支出合計 (C) 77，536，381 77，535，751 630 O 

~期収支差額 (A) ー (C) ム 30，981，752 ム 31，482，370 548 500，070 

次期繰越収支差額 (B)ベC) 19，938，751 9，775，463 7，878，452 2，284，836 
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、2

，J
岡

部
一の

一
環

入
一

担
一

〆
t

、-

平成17年度

般 会計収支決算書

自

費

平成17年度予算 i王子成17年度実績

37，420，000 Iム
呉

495，000 

1，253，000 

1 I会 36，925，000 

34，125，000 内 i継続会員

自

地
潟

32，872，000 (設1)

過年琵追加入会等 110，000Iム 110，000 I 註 2)

訳[新入会員 2，800，000I 久438，000Iム 1，638，000I 634名X7，000円

1入会金 1，200，000I 1，902，000 Iム 702，000 I 634名x3，OOO向(予算 400名)

600，000 I 600，000 I 0 I 28巻1・2・3・4・5号

1，020，000 I 1，040，000 1ム 20，000 1104件(大学図書館等)

収 入合計

(詮 1) 

王子成17年度会焚

王子成17年度予算時

謎絞会民 4，875名 (H.l6未収会費分 277名含む)

過年度会費約入のよ会員義主総 9名

王子成17年度決算i母

会費約入会員数 4，429名 (B)

1，087，280 Iム
4，101 1ム

4，000，000 

O 

l，086，280 I護け金(法律事務所)返金5万含む (註 3)

1，101 

0 i第30国・第31路学術集会

O 

46，053，381 Iム 2，304，381

41，25市 331 0 I未収金1，896，000円含む

87，311，214 Iム 2，304，381 I未収金1，896，000河合む

(註4)

(設4)

(A) ー (B) =455名 内訳

王子成17年度退会 会期 8条3)による資格喪失

! 平成16年度会受納入のよ送会

i 平成17年度発生

王子成17年度米納入者

(設2)

過年度追加入会等 新入会 (H16)4名
未納入会費約入のよ，継続 5名

未納入年会資納入のよ，誇入会 2名

(註3)
出版箸作権料

内訳 雑誌

5J1j別

出版著作権終毒事

〈註4)
未収金内訳

会費 266名x7，000=
1名x4，∞0=
有料 31午

88名(王子成16年度未収分277名中)

(住所不明者12名含む)

72t. (平成16年度未収分277名中)

28名

267名 (平成17年度米収分)

40，000FIJ 
56，∞OFIJ 

130，∞0 
686，430 
270，850 

1，087，280 

1，862，∞o 
4，000 
30，000 

1，896，000 
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項 呂 !王子成17年度予算 i平成愛美蚕 i長
1.学術 集会補助費 500，000I 500，000 I 0 I第31閲

2.総 会 運 営 費 150，000I 140，022 I 9，978 I第30回総会関連費第31@]垂幕・総会名札他
3a地方会補助費 1，200，000I 1，200，000 i 0 I 註1)
4.諸 会 費 180，000I 80，000 1 100，0001日本看護系学会協議会会費
E:理 事会費 3，500，0001 2，730，381 I 769，6191 

内 U.L舎一一年…塑.........金j…一一一..8QQ1QQ9..I..........ゐ.3Q~1~Q1.J......一 ...4~~17'9.号L会議芳一一
訳 J2J定開里烹企j-mqaqqi MPim1A 略的定期照会J堅持

i3)総会時理事会 700，000! 664，706 I 35，294 !総会時の理事会・評議員会・名誉会員関連
6.会議費・委員会運営費 2，720，000I 1，590，112 I 1，129，888 I 

11)奨学会 委員 会 220，0001 135，420 1 84，580 1通信費.事務覧会議費

内["ぉ帯事玄長二盃:r:::::::tÓQQ返り立雨量点i二二記;りl~:l逗逗貢~...事券:営...~.長議雪-----
訳L.~.L主令室:努ー鞘堂選雪季員会L ー 守宇 .4.~Q1Q明L..........?!私~Q~.I...........J~~lW?.l.造雪主ー豆墾主主ー誇主主含堂1075男二警型実5万里

i4)将楽構想検討委員会 1，050，000I 500，899 I 549，101 i器党務費会議批事案樹・制協議設・ロゴマ寸縫

7.印刷費 16，593，100I 16，725，710 Iム 132，610I 

内 IJL竺…一一…一金一 ...誌.I.. ....Jも~.9~IJ:QQ.J…… 1も号ì.~.~ll9.~L会一 33月lQ9.~J~空整112/3/主号芳一一
! 2)会報 100，000I 0 ! 100，000 I 
!「守一3注ぎ訂"y了γf也一…-一-号ぞ不毛ぞ-一-一一一一-一一一一一一一一- 一…勾丙み万‘一…………φ…………一烏一………-一……今一一-一今一一一-一一-一一福宇r守一…………-一……一…守一……“………φ……ω…ωω……-一也記揃b弘:而耐U引釘訂1".一……宇一一宇一争 一…………e………匂……1匂…令

8..通 f信言 費 5，必訓6臼1叩O仏ω，00∞O∞01 4，67均0，715I 939，285 I 

内 竺一一一一一一一一一-一一一一一一宇 守一……守一…守一-念会令…………令一…也一命 ω…………匂一……令一…-一.~辞誌誌寺主主一一一J宇 -一………勾一……φ一…-一e…ιもも叩8坦60
1川 2 …舎…一堂一一一第一…史上一一一..J5Q1QQQ.L.一一一一週日2.Q.I....一一一....4~A~Q .l.
試 3)事 務 通 信 600，000I 480，805 I 119，195 I TEL . E必し郵梗・メール・入会ゑ認通知書

9.事務局運営費 1，937，000I 1，838，215 I 98，785 I 

勾家令司令ゐゐゐゐー一ーーー φー一守ーやヤや会切子立.1一一ーー一一J).5J~lQQQ.l 一一一ー..J，-~J~l~5.QJ会ーーー守一一手宇佐子~l~現/.l~l抑里要望号明\:;>)'1;'待望前主明空白
内璽…務雪!雪…金ei-- &qqqim--一弘りQQJ...命令合 一

川 熱 烹; 純則馴叩.2QQ1QQQ.1明恥型明配Q.1...........J2.1凱郎山.1)日服此2主ぷ1堕里
4引) ?出自 耗 品 2費そ 3鉛Q1Q∞00引 5忍17'万59引 2μ4.2μ1:1..1洗斉都3正， トイレ用I品日弘1. ゴミ袋代等
5幻 ) 什 器 i俄絡 品 5却0，冷，00∞00引 5臼1，0出19引!ム 1，0191 FA却X;機機

10 備品，器具購入支出 768，978 ム 268，978 Iパソコン，会計ソフト導入

社設俄購入 支 出 資 1，000，0001 0; 1，000，00旦L一一一一…

12 事 務一一…2，60面白二ご工517，274 盤立主出血二之さ丘二三笠ヱ盟議
13. 人 f!l: 'í~ I 5，100，000 I 3，586，65引 1，513，34

L.n常 里一一 φ 第一 1.......3.，.9QQ1QQQ.I.........?&5'ïll~5..!.........L.2戸)~?5.J} 名
内1"2")臨時援 用印;QQ~:î::::::::::::6:7~;~~9.:1ム .2~1~~型[発送・務禎助
訳 L})…者 一一一一望-----------警J.一一一一一…符Q1QQQ.J一一一一一部経坦J一一一一一……持111:Q.¥}里烹含空開Ilj基金二芳:念(守一一一

14)福利厚生費等 200，000I 0 I 200，000 I社会保険・雇用保険料等

14. ホームページ関連経費 2，500，0001 574，140 I 1，925，860 Iホームページメンテナンスギ1
15.特別会計繰入金支出 i 田0，000I 500，000 I 0 1 
内 11)奨 学 会 oI 0 I 01該当者なし
訳[玄}一選挙事議詰五盃ー; 一通泌OO'j............5OO:OOO.j........一一一…"oTー

16.学

自 王子成17年4丹1日

主 王子成18年3丹31日

考

(支出の部)

成
問

(註 2)

(設1)地方会補助費:300名以下出150，00河 301名以上=200，000円 601名以上=250，000fIl 1，000名J-J，J::.口 300，000JIJ
300，000円=近畿・北|後 (1，179名)

250，000fIl東海 (854名)・中殴.Im悶 (730名)・九州 (636名)
200，000円=該当なし
150，00QPl口北海道 (278名)

(設2)公認会計士による外部駁変(168，000円).年米調数作成 (50，000内)パソコン支援怒号変(120，000内)を含む
ぅ向、議::f:'Ui用 (262，500円)

{設3)妻子:越金は.特定預金支出とし各事業積立会事に分ける
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一般会計貸借対照表
良 平成18年 3丹31日現在

(単位:丹)

科 自 会

資援の 部

1 流動資産

ミ晃 金 10，487 

立E立ヨ ij'き 預 金 21，719，201 

未 収 金 1，896，000 

前 払 泣̂-三 157，775 

貸 fす 金 3，000，000 

流動資援会計 26，783，463 

2 li1tl定資緩

さtきI3FζL 備 202，3部

号号 3主 機 n仁u2 2，676，255 

i成{磁倹去n累計額 2，202，478 

然形回定撃を渓 1，088，035 

手立 議 方5 入 機 149，968 

数 委主 {菜 言正 金 650，000 

記念ぞ評議積立貯金 10，499，699 

法人E増設考書鱗緩1L貯金 23，997，851 

損害対策準備貯金 3，000，000 

回定資産会計 40，061，718 

2受 長室 ぷ口お 言十

立主主俊のきt

l 流動負僚

前 1tι ， dZb3、Z 塁塁 13，923，0αD 

更新料引当金 85，0∞ 
流動災後合計 14，008，000 

2 協定負i皮

溜定主主僚合計 O 

気 {表 ぷ口為 言十

取正味Jtl 援の部

iE味財産

(うち当期工E球目オ渓増加額)

祭儀及び正味M援会計

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1) 崩定資産の減価償却について

圏定資産の設備，器具備品及び無形罰定資産は，定額j去による減儲償却を実施している。

尚，それぞれの取得価額及び減価讃却累計額は，財産経議表に記載のとおりである。

出資金の範聞について

額

66，845，181 

14，008，000 

52，837，181 

5，235，229) 

66，845，181 

資金の範聞には，現金・普通護金・定期預金・未)1又金・前払金・前受会費・未払金・更新料引き当金を含めることにしてい

る。
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2. 次期繰越収支差額の内容は次のとおりである。

科 日 前期末残高 当 期

現 金 9，480 10，487 

通 預 ノ:ill:¥. 17，373，416 21，719，201 

rZJヒC. j嬰 ?長 37，005，187 O 

未 J!又 金 2，031，000 1，896，000 

前 千五 金 131，000 157，775 

ぷ口》、 言f 56，550，083 23，783，463 

前 バムι :$: ・MLF、 費 14，913，000 13，923，000 

米 払 金 O 

更新料引 当金 170，000 I 85，000 

l口h 15，292，250 14，008，000 

次期繰越収支差額 41，257，833! 9，775，463 
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手千

般会計財産

日

録表
在
)
一
円
一

時
A

一

汁
寸

d

m
印
役
一

今

0
4段
「
-

月
件
一
綴

つd年
内

δ
4
1
i
 

い
v~

'
S
F
 

区
'

委主

波長主守主詐有lifi

ご子手書銀行ゅうた文r.s

三遣を東京UFJ室長行二!二祭文成

郵便勾

京議室長雲行本詩T3主1吉
平成17者三夜会焚 (267;t分)
学会誌i広告子科 (3伶j

事務E毒事務所平成181ド4月分災科

攻守主会会滋焚(守主主主18年4月168分}

ふ
成
金

漏
出

産

送

部

融

政

問

視

経

。η
0

4
態
d

の
山
市
川
山

緩

l

交

未収金

li吉弘会

焚付金 努~321羽学持:j!議会

2 f，認定撃を主義
設綴

シャツタ}工務(H14.12) 
議案長選後去fJ総計綴

流動資

202，388 
25，500 

経呉儀ふ

東芝ファクシミリ TF喰 27(H 4.3) 236却金

議案縦長支~J~設討議1

ユ15シュレッダー 2270Sれr-1¥ (H7.6) 

きま鋭意l~J~設計一綴

コピー後スどりす2210一式 (H9.3l
長室{溜f露m設計額 ム 792，714

キャノンレーザーブザンター(H12.9i 136，395 
議案{磁器塁線議員十童話{

2富士滋パソコン FMV~主主(H12.l2)

j議{議後去p緊言i綴
NECパソコンI¥V¥121双(H14.4)
;議{緩護霊お15言言十後

(H16.2) 

ノートパソコンLctsnotc一災{日17.8)
隊総然災i然討議

然彩Iiil浴室霊

学会ホームベージ製作後Ifj(H15.3) 

学会ホームベ…ジ製作受Ifj(HI7.2l 
PCA公主義i夫人会言tOi.lO) 

認総会u入後

官室1l1il台 043鴫22ト2331
F必灯台 043-221時2332

数金i室長正金
議祭主審j労災{替数委主然J託会

式己念寺雲際交貯金

千葉を銀行rft::Jと支!主
務総HU
3主号室銀行本容J";主}道

法人j翁設機長若干設定安?是主

三三きを完工ぷUFJ銀行手議室支!万
五(J器銀行本関T3tr.s
京畿銀行本監J3tJ否
認後mJ

雲f，{受JijJ

長l，撃対策えさを議後立貯金
務H~主JijJ

E 気 後の説1;
1 流動災後

liIi受会資 王子足立18iFt主会後会李
!E級事151当金

112，523 
301，0号8

74，984 
74.984 

9，500，699 
800，∞9 
1ω，∞9 

9，506，851 
10，000，α:JO 

291，∞0 
2，000，(籾

2，200，∞。

3，000，(獄。
協定資
、ん-
Eτ 

20，103 
4，998，692 
3，618，522 
13，081，884 
1，866，000 

30，()(∞ 
131，000 
26、775

合計

10，487 
21，7l9，201 

1，896，∞o 

157，775 

176，おS

11，845 

9，527 

41，721 

6，819 

19，471 

35，662 

118，298 

255，934 
1，088，035 

344，943 
322，0む3
421，0ヲ2

149，968 

650，000 

10，49号，69百

b. 

'" 

ふ
i
令
ず
e

A
口

2 Il現定数{長

事務JijJ苦手務íifryを{昔更新終ヲ I~金

流動災後会計

協定負

災 彰晃

.iEま

{食合計
L_ 守i
口 削

J!{ 表

23，997，851 
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26，783，463 

14，008，00む

66，845，181 

。
14，008，000 
52，837，181 
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一紋会計正味財産増減計算書

宇j 日 金

I 増加の部

1 資産増加綴

告書兵備品購入額

無形鴎走資産購入額 467， 

貸 付 ノ王立、i t習 力司 額 3，000，000 

記念寺手書室積立預金増加額 10，499，699 

法人開設準俄積立預金増加額 23，997，851 

損 害 対 策 準 備 預 金 増 加 額 3，000，000 

2 負僚減少額 O 

ま詩 カB 額合 計

五減少の部

1 資産減少額

当 期 ~X 支 2を 客員 31，482，370 

設 俄 減 価 償 却 額 7，650 

器具備品減価償却額 230，521 

無形回定資産償却額 310，758 

1i' 付 会 減 少 1ll'i 4，000，000 

2 災u'P¥!ilJll叡 C 

i成 少 手m ZZごh1 

~WJlE l~ç財産増加額

前期繰越正~未財産額

期末正I来財産合計額
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自 平成17年 3丹31日現在

自 平成18年 3丹31日現在

(単位:円)

額

41，266，528 

O 

L，266，528 

36，031，299 

O 

36，031，299 

5.235.229 

47，601，952 

52，837，181 



奨学会特別会許収支計算書

、、，，
m

部
一

の
一
科
一
}

入
一

政

一

受

f
s
t

、-

自 王子成17年4月 1日

歪 王子成18年3月31日

(単位:河)

自

利息

決算額
ヒ
将

U

H
悼
阿 考

委員会 運営収入

円
一

向
忠
一

局
…

百
」
…

J
1
…
 

郵
一

円
…

・臼
w
b

…

4

京
1

一

銀
一間一利一

i

引-一応?

般会言十よ り の 繰 入

期校入 合計 ;

越収支差額 i

合計

(支出の部) (単位:円)

斡， 日 jた {椅 考

奨 ，づさ~ 金;

ZZ2〉Z、 安 j O 

j母 費 O 

630 手数料.(残高説明)

当

当

次期

次期繰越収支差額の内訳

現
計現 。時

通 漬 千葉銀行千葉駅前支自 490，047円

趨 預 金 郵{吏局 88，405問

定 期 務 :1I主払L 千葉銀行本自営業部 久300，000円

疋r<-. 期 頭 金 郵便局 3，000，000円

ぷCJ為 7，878，452汚
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(収入の部)

科， 呂

バム〈ん 取 利 ，怠

一般会計よりの繰入 i

当期収入合計

前期繰越収 支 額

~又 人 ム口、

{支出の部)

科 呂

エ之〉4、 費

;m 

正fJ 長1lJ 費

司王 務 費

当 期 支 出

当 期 J!x 額

次期繰越 J!文 五~[

次期繰越収支差額の内訳

現 金 現金手許有高

普通預金 郵便局

lE二h1 

356 

選挙事業積立金特別会計収支計算書

決算額 f訪

70 

500，000 

500，070 

1，784，766 

2，284，836 

決 額 備

O 

O 

O 

O 

500，070 

2，284，836 

0円

2，284，836P1 

2，284，836円
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主宮~

自 王子成17年 4月1日

ヨ三 平成18年 3丹31日

(単位:P1) 

(単位:I弓)



会 計監査報告書

日本看護研究学会

漂 事 長山口桂子様

平成17年度日本看護研究学会の貸借対思表総括表，収支計算委総括表，一般会計の収支計算委，正味財産増減計算書.

貸借対熊表，財産自録，及び特別会計の収支計算書について相違ないことを認めますc

平成18年4月14B

千葉市中央区新宿 1了自 1番3

大鵠会計事務所 〆明弘

公認会計士大鵠長噂錫

監査報

日本審議研究学会一般会計，及び特別会計(奨学会，選挙事業鞍立金)の平成17年度に関わる会計を監査致しましたの

で，報告します。

1.監査実施臼 王子成17Sfミ10月23日

平成18年4丹29日

(半期絡に監奪実施)

2.平成17年度決算審査

王子成17年4月 1Bから平成18年 3月31日の掲の様簿，並びに説撚語表，現金，預金通帳の提示を受け，平成18年

度会計ー収支報告書:に基づいて監査の給条，いずれも適正であることを認めます。

3. j主意事項

特別会計(奨学会)に関しては，資金の有効活用が望まれる

平成18年4月29日

日本署護研究学会

監事 国島桂

買さ5

監事 松居間轡
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平成18年度事業計画(案)

1. 第32自学術集会の関鎧:(松岡総会長)8月24日， 25日 別清市

2. 機関誌発行:29巻 1号'"'-'5号

3. 奨学会の運営

4.学会賞・奨励賞の運営

5. 地方会の運営

6.評議員・理事選挙(マークシート方式導入)の実施

7. ホームページの改訂(新WEBシステム導入)及びホームページ

による情報提供

8. 将来構想の検討

1 )法人化の検討

2)倫理規定の検討等

3)学会誌発行30周年記念事業

/ミ

9. 診療報酬改訂に向けての匿療技術評価の検討
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(羽入の部)

項 自

l 会 費

内 継 約。三E ム""、 Eミ

平成18年度

一般会計収支予算書(案)

平成17年度実韻 平成18年度予算 j 鏑

37，420，000 39，179，000 

32，872，000 36，379，000 予算会員 5，197名

自平成18年4月 1B 
王子成19年3丹31日

考

1) 
...亭司酔噂司亭・司'司...圃唱圃唱....・ 4・・..齢令情物情ww.._......._..._.._ーー・・・・・・・・喧喧同......似合合和合唱樹情物情#暢齢ー骨・..唱._----

過年1i追加入会 110，000 O 
a 唱圃唱色唾唱...唱b・・・・6・b・..僻仲繭駒静..ー'・司・・・・_____________w.叫・叫叫酔#仲仲仲仲 W 刷ト暢柑..晶亭事件..・亭専専...ゅ件前酔令輸.....・

訳 新 入 iエLま 員 4，438，000 2，800，000 400名 X7，000問

2 人 iZL 2Z 金 1，902，000 抑制。 1400名x3，000円

3 学 会誌広告料; 600，000 500，000129巻ト 2・ 3・ 4・ 5号

4 有 学十 E誇 ミ再芸受i宅A 料- 1，040，000 1，090，000 109件(大学関書館等)

5 出臨著作権 料 1，087，280 I 1，000 I 
6 5と1ん 年記 手せ ，患、 久101I 300，000 I郵便定額満期 区18.5.31

71学術集会戻り金 4，000，000 3，000，000 第32間学術集会

8 寄 付 (t O O 

当期~又入合計 46，053，381 45，270，000 I 
前 期 繰 越 金 i 41，257，833 9，775，463 未収金1，896，000円含む

収入会計 87，311，内 耐え4631米i託金1，896，附含む

(言主1)

王子成18年度予算(梁)会員数

綴続会長 (4，429十267) 久696:t， (H17公約者267名含む)

(A)ー (B)平成18年度送会希望者 133名

5，330名 (Al

5，197名 (C)

(註2)

広告綴毅 500，000 内訳

医学議:続

底的i薬出版

京都科学

ヌーヴェルヒロカワ

25，000 x :iF 5関 125，000 x 4 = 500，000 
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(支出の部)

項 目 1平成17年度実績 l平成18年度予葬
1.学術集会補助費 500，000I 500，000 I第32田
2.総 会 運 営 費 140，022I 150，000 I第32回黍幕・総会名札他

3.地方会補助費 1，200，000I 1，980，000 I 註1)

4.諸 会 費 80，000I 280，000 I B本看護系学会協議会会費8万円，看護系学会等社会課後連合会費2訪問

5.理事会費 2，730，381I 3，400，000 ! 

内 LJ.Li者一一年一一型一...事.~..念一一一一 30生?9U一一一一一一切り1999.1 会理埜士哩一……
! 2)定例理事会 1，761，474I 1，900，000 I定例理事会・監査

訳 3γ謙一是正一尚一遍暴言1一一-bbU泌… 90正面o語蚕祥弘通挙;長語議亘云二五言云員一.一議言語厄補語尋-

6，会議費・委員会運営費 1，590，112I 3，020，000 I 

内 宇よ

L.~幻也}…務一…一J集集皐- 一雪雪号¥長 e 金会J守宇一一宇一...一………-一……-一………司一…宇一…宇一e一…勾一守何持"♂型明90也J上上Lししし匂…………陪…………匂………也一…匂…&一………-……ω……吟…匂………笥一…-一.1;.0仰9りω』型0..]一J逗津f信雪言-雪誌一よt一J墾墾塑空立..一一会i議善1望埜そ主F一………守一…
-一一

[)J 学会賞・奨励賞委員会 1................2~~1~93..I................49QI999.1 通信費，事務費，会議費，学会費10万吐:禁場雪男五肝
言刻烈 [匂…必乏秀生匂よ~究?交今?素普T塑苦想f整啓舎聖守雪季員念.Lし-一一一-一一一宇一……-一司一……守一守叩一…ゐ一宇切り弘2号棺雪明q旦也J上Lしし司一……⑤………a…但一-一……笥…企笥一……-一…-一ι-
…I 5)そ の f他也 o引 200，0∞O∞O引I~痘室療技術評価ワ一キング
7.印刷費 16，725，710I 17，470，000 I 

内 i一.J)よ-竺一一…一一一一-一一一一-一一-一一-一一一一一一一一-一-金一一一一宇一一一一一一一一一-一一一一宇一一一一一一一一一一一一一誌J上Lし守一一-一一一一一一一一一一-一-一一……-一………-一…-一…-一1拡ι持i
訳 f..~幻}念 務引i q; 1卯処仰19明明叫q明叫q引i i3)そ の 他 194，512! 370，000 I会期・会費請求等，封街

8.通信費 4，670，715I 5，250，000 I 

1よザラミ…金一一一一…誌j一 一....4)9昇?1~~9.1一一一一一ι~9Q1Q99.L空間15 哩よ1主主主立静1900円J
~J 会費 i請求 1........... .... JQ!I5.?9.1..... ...... .....1~Q1Q99..1 
3)事 務 通 信 480，805I 600，000 I TEL . FAX .郵便・メール・入会承認通知書

9.事務局運営費 1，838，215I 1，827，000 I 

容 .--.一一一一一一一一一賃上一一……);.51三2明j一一一一一...1;男?"Q明.Lm却q円主12-7瓦
内去一塑一性一雪!一主一金;一…............~5.1Q90..I......………..~~IQ99.! マ

i 3)光 熱 費 121，187I 150，000 気，ガス.水道，下水道

i沢 ; : ヲ 瓦 孟---_. 立 己記白1!雨i雨副頭仁仁二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二...二二二予 10
;5)付什a 器 備 品 5日1，0悦19I 1叩0，00∞oパ一テイシヨン

10. 1f!il品， 器 J4購入支出 j ア68，978 1，500，000 Iパソコン.プリンター・コピー機

ll 設備鱗入支出資 301，098 50，000 I 
12 事 務 費 13口三笠，500，000I封能・ラベル・コピー別紙

13.人件費 3，586，654I 4，950，000 I 
11)常 }話用 2，657，125I 3，:印0，000I 3名

内;::む 1:詰:……隊合一議 扇 1::::::::::::::::6j1;~~~:I:::::::::::::)ぬ当面]詮議. .事務補助一一一

訳[..:3)..持一一一一一一芳一一一一一一芳明男ぷ9.!一一一一一ー詩型1999.1塑烹含一二三ぞ丹空集金二段念i庁……
;4)福利厚生費等 oI 200，000 I社会保険・雇用保険料等

14 ホームページ関連経費 574，140I 7，000，000 I企画会議費，ホームページリニューアル

15.特別会計繰 入 金 支 出 500，000I 1，100，000 I 

内一望一ー 学 会 1..........................9.1............... .4QQI999..I..~ 名
訳 2 選 挙 事業讃立金 1................500:ooo.I..............."7oo必引一語議員一逗恭二一語挙選挙ゐ実話一-

16.学 術集 会貸付金 3，000，000I 3，000，000 I第33副学術集会

17.慶弔費 oI 100，000 I 
18.会費 鍛収不龍額 616，000I 0 I (平成16年度

自平成18年4月l臼

平成四年3丹31臼

考hhnn 

日
明

(註 2)
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日本看護研究学会会期

第 l章名称及び事務所

第 1条( 名称 )

本会は日本看護研究学会C]apaneseSocie勺'ofNursingResearch (].S.N.RJ と称するc

第2条(事務所)

本会は，事務所を〒260ω0856千葉市中央IK亥塁手 1了日 2番10号に議く。

第 2率 目的及び事業

第3条( 目的 )

本会は，広く審議学の研究者を組織し看護学の教育，研究及び進歩発展に寄与する事を目的とする。

第4条( 事業 )

本会;丈前条の目的を達成する為に次の事業を行う G

1 )学術集会の倍程

2)学術講演会の開館

3 )学会誌の発行

4) 

5)学会・奨励賞事業

6) 関係学術fiIl体との連絡，提携

7)その飽， 目的達成に必要な活動

第ち条 (会員の機成)

3窓会 長 及 び 賛 助 会 員

本会は，会長及び賛助会員をもって構成する。

第6条(会

とは.看護学を研究する者で本会の目的lこ賛閉し

費の納入を完了した者をいう。

の推薦並びに現苦手会の承認を経て，所定の手続きと会

第ア条 (賛助会員)

賛助会員とは，本会のg的に賛同し本会に寄与する為に入会を希望し捜事会の承認を得た者をいう

第8条 (入会及び、退会)

本会に入会を希望する者は，所定の手続きによる入会申込書を本会事務所に提出するものとするc 入会金及び会費の

納入を完了した時点で本会の会員又は賛劫会員となる。

2)次の各号の一つに該当する会員・賛助会員は退会した者とみなす。

a. 本人から退会の申し入れがあった時。

b 会員及び賛助会員としての資格を喪失した時c

3)特別の理由なく， 2年以上会費を納入しない者{え会員・賛助会員の資格を失う c

第9条( 徐名 )

会員・賛助会員が本会の名誉を著しく傷つけた場合には，理事会の議を経て，除名する事が出来る。

第10条 (名誉会員)

本会に永年に宜る貢献の認められた会員を理事会の推薦により，評議員会，総会の議を経て名誉会員とする。

2)名誉会員は，会費の納入を必要としない。
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第4章役

第11条(役員)

本会は次の役員を置く。

1)理事長 1名

2)副理事長 2名

3)滋 事 若干名

4)監事 2名

第四条 (役員の選出)

投員の選出は次の通りとするO

1)理事長及び副理事長は，理事の互選により選出するO

2)理事及び監察は，別に定める規定により評議員の中から選出し理事長が委蝦する。但し理事については任期中

の欠員は補充しない。

3)上記2)で選出した理事の他に，理事長は理事会の承認を得て，会員の中から 2名以内を指名して理事を委嘱する

こと治宝できる。

第13条 (役員の任期)

役員の任期は 3年とし再任を妨げない。但しヲi続き 6年を超えて在世する事が出来ないc

2)理事長，開理事長，監事に事故ある時は，評議員会の議を経て交代する事が出来る。その場合の任期は，残余の期

1H1とする。

第14条 (理事及び理事会)

本会は，会務を掌理する為に理事をi泣き.滋事会を組織するむ

2)殺事。長は，本会を代表し会務を総務!する。

3 )副理事長は理事長を補{左し理事長事故ある11寺はこれを代行する。

4)理事会{之理事長が必要に応じ招集し議長は海事長が当たる。

5 )理事会は.周三JJの過半数以上の出席がなければ.議事を!泌さ議決する奈は出来ない。

6)理事のiゃから常任理事若干名を互選し本会の総務，会計.渉外，編集，奨学会などのf仕掛運営を担当する O

7)企画運営に当たり，必要に応じて委員会を総織するC

この委員会規定は別に定めるO

第15条 (監 事)

獄事は，本会の会計及び資産を監査する。

2)獄事は，理事会に出席する事が出来るc

第16条(評議員及び評議員会)

第 5章評議

本会は，理事長の諮問にri5じ重要事項を審議する為評議員を置き.

2)評議員会は，年 1回定例に滋331長が招集し議長は理事長が当たる。

を組織するO

3)評議員の 3分の 2から詰求があり.旦つ理事会が必要と認めた場合は，理事長は臨時に評議員会を招集しなくては

ならない。

4)評議員会は.評議員の過半数以上の出席がなければ議事を開き，議決する事は出来ない。

第17条 (評議員の選出)

評議員は別に定める規定により会員の中から選出し理事長が委嘱する O 但し任期中の欠員は補充しない。

2)評議員の任期は3年とし再在を妨げない。 但し 51続き 6年を超えて在任する事:が出来ない。
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第6章 学 術 集 会 会 長

第18条 (学術集会会長)

本会は，毎年 1沼学術集会を主宰する為に学手詩集会会長を龍く O

第四条 (学術集会会長の選出及び在郷)

学術集会会長は.理事会の推薦により評議員会で会員の中から選出し総会の承認を得るc

2)任期は 1年とする。

3)学術集会会長は，理事会・ 会に出席する苦手が出来る。

第ア 総 ム一品

第20条(総会)

本会の総会iえ毎年 1部，理事長が招集して需{践する合

2)理事会が必要と認めた場合，評議員会の議決のあった場合及び会員の過半数以上から目的を示して総会の関慢の詩

求のあった場合には，理事長は，滋時総会を関躍しなくてはならない。

3 )総会は会員の10分の l以上の出席がなければ議事を開き議決する奈は出来ないc

4)総会の議長は学術集会会長が当たる G 議事は出席会員の過半数をもって決し費否問数の場合は議長が決する

第8章地方会

第21条(地方会)

本会の白的に射して，地方活動を行う為lこ，地方会会組識する事が出来る

2)地方会の名称は， 日本者護研究学会を廷した地方会とする。

3)地方会の役員又は世話人に，当該地区の理事を含めなければならない0

4) 地方会の逮営については，夫々において~Ijに定めるつ

第9 ム一品

第22条( 会計 )

本会の運営は，入会金・会費及び本会の卒業に伴う収入等によって行う G

2)会計年度は，年度4月1日より翌年3月31日迄とするo

第23条 (入会金・会費)

入会金は次の通りとする

入会金 3，000円

2)会費は次のとおりとする O

年会費 会 員 7，000円

賛助会員(l口 30，000円

第10章会期の変更

第24条 (会期の変更)

会期の変更は，理事会及び評議員会の議を経て総会の議決によって行う c
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付期

この規則は，昭和57年5月10臼から実施する O

1)昭和58年6月l日 一部改正(会費)実施する。

2)昭和58年 5月1日 付期 1~4項削除

3)昭和59年7月23日 一部追加改正(理事会)実施する。

4)昭和60年9月7日 条項追加改正(名誉会員)・(地方会)実施する。

5)平成 2年8月4臼 一部改正(潔事会)・(評議員会)実泌する。

6)平成4年8月1日 一部追加改正(壊事及び理事会)，改正(事務局)実施する

7)平成 S年7月30日 条項追加(入会)，一部迫力D(地方会)・(会計)・(会費)実施する。

8)平成 6年 7月29日 全面改正実施する。

9)平成立年7月31日 一部改正(役員の選出)実施する。

10)王子成12年7月28日 一部改正(会費)王子成13年度より実施するc

11) 平成14~三 8 月 8 日 一部改正(事業)(会員)実施する。

12)王子成同年7丹29日 一部改正(役員)実施するc
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評議員選出規定

1. この競定は，会期第17条による許ー議長選出に関して規定するc

2. (地区・定数)

全留を付表に示す地区に分け，夫々登録したま!lz匿の会員獲3年以上の約 5% (関捨五入とする)を地区の評議員定数

とする。

3. (被選出資格)

評議員の被選出者となる資格は，会員接5年以上の者で選挙公示迄に会費を完納している者。

4. (選挙者資格)

会員経3年以上で選挙公示迄に会費を完納した者c

5. 選挙公示)

の{壬期満了の 1年前の理事長が評議員就任の期間を明示して，

6. (選挙管理委員会)

を公示する

の互選により選挙管理委員 3名を選出し理事長が委嘱し選挙管理委員会を組織する。

2)互選により選挙管滋委員長を選出し理事長が委嘱する

7. (投票締切日の公示)

選挙管理委員会の協議により投票総切日を決定し，

2)投票締切日は，年度米3カ月以上前に決定する

に公布するむ

8 選挙管理委員会は， f!lz設問選挙人受持者名簿及び、被選出者登録名簿を作成し定めた締切日 2カ月前迄に選挙人で

ある会員に記布しなくてはならない。

9. 投票は郵送により行い，投票用紙，投票用紙入れ密封封簡及び返送用封簡を各選挙人に記布し定められた投票締

切日迄に投票を完了するよう文書で徹底路知させる O

2)投票締切日出印は有効とする O

10. 規定による投票用紙は登銭地区評議員定数による速記制とする0

11. (投票締切)

投票締切日消印の投票封筒の部議をもって締め切る 0

12. (部禁)

開票は選挙管理委員会員が交ち会いの上行う O

13. (無効，有効票)

投票用紙に地底定数以上の者にe印を記入したものは，その投票潟紙について全員無効とする。

2) .印が地区定数に;詩たない投票用紙については，そのe印をfすした者の得票として有効とする。

3) .印以外の~n (初jえばx~I] ， 

14. (持票及び名簿作成)

が記入されたものは，その者については紫効とする。

各地区毎.得票数上伎の者により定数枠内の者を該当者としこれに次点者を明示して加え，得禁数を記載せずに

の名簿を作成し理事長に提出する

2)最下位得票者に同数の者のある場合は，間得票である旨明示し入会年度閣に名簿を作成するつ

3 )次点者に同得票数の者のある場合も向得票である民明示し入会年度JJlfiに名簿に加えて記載する

15. (理事長推薦)

理事長は必要に忠じ，この選出方法とは別に若干名を評議員として怒事会に捻薦する事が出来る。

16. (評議員の決定)

理事会は選挙管理委員会の報告と.理事長による推薦者について地区毎に審査し評議員を決定する O

17. この規定は，昭和57i!~ 5月訪日より発効する
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付期

1)平成2年8月4日 一部改正実施する。

2)平成S年 7月初日 一部改正実施するO

3)平成6年7月29日 一部改正実施する0

4)平成 8年7月27日 一部改正実施する。

5)平成18年4月訪日 一部改正実施する。

<付 表>

地区割

1 北海道

2 I東 i七

関 東

東 主ヌ

東 j毎

近畿・北陸

Iこt菌・問題

九 ナトi

366 

都道府県名

北海道

青森，岩手，宮城，秋田，山形，福島

千葉，茨城，栃木，群潟，新潟

東京.埼玉，山梨，長野

神奈川，岐阜，静岡，愛知，

滋賀，京都，大紋，兵庫.奈長，和歌山，福芥，富山，石川

鳥根，鳥取，関山，広島，山口，徳島，香川，愛媛.高知

福岡，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，鹿児島沖縄
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理事・監事選出規定

1. この規定は，本会会期第12条 2項による理事・監事の選出に関して規定する O

2. 理事は20名以内とし地区評議員数に応じて配分するc

3 監事は 2名とするc

4. 理事は，新評議員が各地区の新評議員の4tから理事定数の連記により選出するo

5. 監事は，新評議員のEいから理事会が推薦し新評議員で決定するc

6. 投票締切日は，壊事長が決定し投票は郵送により行う

2)投票締切日消印は有効とするc

7. 開票は，選挙管理委員(評議員選出規定による選挙管理委員が兼ねる〉全員の立会いのよ苛う c

8. 投票用紙に定数以上の者にo~nを記入したものは，その投票用紙については全員燕効とする。

2) 0印が定数に満たない投票用紙については.そのO印を付した者の得票として有効とする。

3) 0印以外の~n (例えば x王将，ム印等)が記入された者については，その者については無効とする 0

4) 印の他に称号，敬称等の記入は有効とするc

9. (得票及び名簿作成)

得票数上位の者により定数枠内の者を該当者とし票数を記載せずに名簿を作成し理事会に提出する O

2)最下佼得票者に間数の者のある場合は，お1得票である言明示して名簿に加える G

10. (理事の決定)

緩事長は，選出された理事の名簿を理事会に提出して理事会の承認を碍る。

11. この規定は，平成2年8月4日より発効する

付部

王子目立5年7月初日 一部改lE実施する O

平成 6年7月29B 一部改正実施する合

王子成8年7月27日 一部改正実施する
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日本看護研究学会雑誌編集委員会規程

第 1条(名称)

本会は， 日本看護研究学会雑誌編集委員会(編集委員会と絡す)とする。

第 2条(目的)

本会は，会期第4条 3項による学会誌の発行に関わる金闘運営の為に，会期第14条 6J良・ 7項に基づいて置く。

第3条 (委員会)

本会の運営は， 日本看護研究学会理事の中より若子名の委員を選出する。

任期は役員任期期間とし再任を坊げない。

2)委員の中から委員長を互選する。委員長は本会を総務する。

3)委員長は評議員・会員の中から若干名の委員を推薦し理事会の承認を得る。任期は役員任期期間とし持任を妨

げない。

第 4条 (査読)

会は予め査読者を若干名選出し理事会の議を経て日本看護研究学会雑誌に公告する 0

2)会員以外の査読者には，手当を支給する事が出来る O

3)任期は.役員在期期限}とし再任を妨げない。

4)投稿された論文の資読は， 3名以上(委員長を含めて)の査読者で行う C

第5条

この規程は， 1l[i*1l59年12月1EI より発効する。

{す員。

平成5年7月30fゴ 一部改正実施する。

平成6if.7月29日 一部改正(会期全面改正に伴い)実施する。

平成12年7月訪日 一部改正。平成13年度より実施する O
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日本者護研究学会奨学会規稜

第 1条( 名 称 )

本会を日本看護研究学会奨学会(研究奨学会と略す)とする。

第2条(目的)

本会は日本者護研究学会の事業のーとして. f愛秀な看護学研究者の育成の為にその研究費用の一部を鰭与し研究

成果により看護学の発展に寄与することを目的とする。

第3条(資金)

本会の資金として，前条の目的で本会にn詩与された資金を基金として，その金利をもって奨学金に当てる

会計年度は. 4月 1日より翌年3月31日迄とするc

第4条(対象)

日本看護研究学会会員として 3年j:)，J:.の研究活動を継続している者で，申請または推薦により，その研究目的.研究

内容を審査の上，適当と認めた者若子名とする。

2)日本審議研究学会学術集会において.少なくとも 1回以上発表をしている者であること。

3)原期として.本人の単独研究であること c

4) fí~惑の手続きや犠式は郎に定める。

5)奨学金は対象研究課題の 1年間の研究費潟に充当するものとして贈る。

6)研究が継続され，更

第5条(義務)

して奨学金を る者は，改めて申請を行うこととする G

この奨学金を受けた者は，対象研究課題の 1年間の議総成果を 2年以内に， 日本看護研究学会学術集会において口頭

発表し更に可及的早い時期3年以内に日本看護研究学会会誌に論文を掲載し公刊する義務を負うものとする

第6条

受けた者の負う義務を怠り， また臼本者護研究学会会員として，その名誉を甚だしく主主損する行為のあった

場合は，委員会がまを関の上，贈与した奨学金の全額の返還を命ずることがある。

第7条 (委員会)

本会の運営.審査等の事業に当たり，日本審議研究学会理事会より推薦された若干名の委員によって委員会を設ける。

2)委員会に委員長を置き，本会を総括する。

3 )委員会は次の事項を掌務する。

第8条

基金の防護管理及び日本看護研究学会理事長への会計報告

奨学金授与者の選考二決定及び、理事長への報告

授与者の義務履行の確認，及び不履仔の査問 fiij期適用の決定及び、理事長への報告

努学金授与者の選考及び設与者の義務履行については，加に定めるc

委員会より報告を受けた事項は， 日本肴護研究学会理事長が総会に報告する。

第9条

奨学金を授与する者の募集競程は，委員会において却に定め.会員に公告する。

第10条

本規設は昭和54年9月24Bより発効する合

付期

工)昭和59年7月22B 一部改正(会計年授の期日変更)実施する O

2)平成6年7丹29B 一部改正(会期全面改正に伴い)実施する。

3)平成8年7月27日 一部改正実絡する O

4)王子成ll:ffo7月30日 一部改正実施するc
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日本看護研究学会 学会賞および奨励賞に関する規程

(趣旨)

第1条 この規程は.本学会の学術領域において優れた業訟えがあったと認められる者の表彰および若手研究者の育成に関

し必要な事項を定める C

(韓類)

第2条 表彰および若手研究者の育成のために次の 2つの賞を設ける。

1)日本看護研究学会賞(以下，学会賞)

2)日本看護研究学会奨励賞(以下，奨励賞)

(審査対象)

第3条 審査対象は次のとおりとする。

1)学会堂

ι次のいずれかの条件を満たす者。

(1)過去に本学会誌に盛れた論文を発表しその領域の発展に貢献した者。

(2) 本学会の学術活動に葉南えした者。

2)奨励賞

山推薦年度を含む過去3年潤に本学会誌に罷れた論文を発表した者。

(資格)

第4条 各党は次の各号に該当する者に授与する。

1)学会食

(1) 10年J"J、上日本看護研究学会会員であること。

2)奨励賞

(1) 3年以上日本看護研究学会会長であること。

知推薦I1寺に45歳未満であること。

(3) 前条2号(1)の論文の筆頭者であること。

(推薦)

第5条 各賞に対する推薦は，次のとおりとするO

1)学会賞については， 日本看護研究学会会員の推薦によるものとする。

2)奨励賞については.理事長が委嘱した選考委員会によって推薦される O

(受賞者数)

第6条 各賞の授賞者数は，次のとおりとする。

1)学会賞は毎年度 1名以内。

2)奨励賞は毎年度 1名以内。

(選考)

第ア条 毎年 1風理事長が委嘱した委員によって構成された選考委員会で各賞の候補者を審査選考する。

(決定)

第8条 前条により選出された候補者については，理事会の議を経て授賞者を決定する。

(表彰等)

第9条 各賞の授賞者には，賞牌および副賞を毎年総会持に授与する。なお学会賞受賞者は，表彰式が実施される学術集

会会期中に記念講演を行う。

(規程の改正)

第10条本規程の改定は，理事会の議を経て行う。

附則

(施行期日)

この規程は.王子成13年4月1日から施行するむ

1)平成15年7丹23日 第3条 2)(2)削除する。

2)平成16年7月28日 第4条 2) (3)一部削除する O

3)平成18年4丹16日 第3条第4条一部改正する。
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日本看護研究学会 学会賞および奨励裳に関する規桂細別

(趣旨)

第 1条 この細期は， 日本看護研究学会堂および焚励賞に関する規程において，学会賞および奨励賞の候補者選定に関す

る必要な事項などについて定めるc

(選考基準)

第2条 各設の選考は，次のとおりとする。

1)学会食

次のいずれかの条件をi誇たす者。

1) 論文の内容が，者護学または看護実設において有援で顕著な貢i設が認められること合

似本学会の学術活動に顕著な賞獄が認められることc

2)奨励賞

山研究方法や成果に独自性があり，者護実践への示唆が大きく，十分な論理性を術えていることc

(推欝方法)

第 3条 学会賞候補者の推薦依頼は，毎年度の本学会雑誌2号において任う。学会党披露舎は毎年度本学会雑誌2号に綴

じ込むものとするc 奨励賞は，理事長から委嘱された選考委員会によって捻薦される

(申請手続)

第4条 各賞候識者の申請は，次のとおりとする C

1)学会賞:本学会員の推薦によるものとし次の書類を添えて 9月米自ま

山学会設推議書・申請書(所定の用紙)…… 6通

(2) Eド諮論文の別制またはコピー……...・ H ・..…6;議
出 共著の場合は共著他者の同意識:・ H ・H ・・ H ・H ・6通

申請する

2)奨励賞:理事長から委壊された選考委員会による推薦とし選考委員会は，次の書類を添えて口月米日までに理

申請する

(1) 奨崩賞捻擦寄・申請書:(所定の浴紙)….....・H ・....…………..2通

(2) Eド

(3) 

(選考委員会)

または講i資抄録の別職またはコピー………………… 2:illi

-共同発表の場合は共著・共同発表他者の -・ 2通

第5条 各支の選考委員会は.次のとおりとする。

1)委員会は，理事長が理事の中から指名した 5名によって構成するo なお委員長は.委員の主主選とする。

2)選考委員会の委員は，原則として被推薦者または推薦者の月If認する所属機関および共間研究者以外から選出する。

3)選考委員会は4月に設寵する

第6条 選考委員会は，提出された申請書類等を審査し委員会の合議で各賞候補者を選考する。

第7条 選考委員会は， 11丹来日までに各笠候補者を選出し推薦舎を添えて理事長に報告する。

第8条 選考委員会は，候補者の選考経過および結果を本学会雑誌1号で報告する

(その他)

第9条 副賞の内容については.当該年度の理事会において決定するc

第10条提出書類(論文別制を含む)は.返却しない。

(縮財の改正)

第11条 本絹慰の改定は.理事会の議を経て行う。

防関

(施行期日)

この組員日は， 王子成13年 4月 1Bから施行する。

1)平成15年7月23日 第4条 1)(2)， 2) (2) 第10条別冊を別掛りに改正実施するc

2)平成18年 4月16臼 第2条一部改正する。
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日本看護研究学会雑誌投稿規程

1 .投稿者

本誌投稿者は，著者及び共著者すべて本学会員とする。ただし編集委員会により依頼したものはこの限りではない。

2.投稿の種類と内容

投稿内容は，看護にi渇する学術・技術・実践についての論文とする O 投稿者は，投稿時に以下の原稿種別のいずれか

を申告する。投稿論文は未発表のものに限る。また，入および動物が対象の研究は，倫纏的自己癒がされていること，お

よびそのことが本文中に明記されなくてはならない。

議原議論文(カテゴリー謹的研究，カテゴリー立:質的研究，カテゴリーill:その他)

学術上および技術上価値ある新しい研究成果を記述した論文。

投務11寺にカテゴリー1. 1I.廻.のいずれかを選択する。

盟研究報告

と子治iJ二および技術上{削盗ある新しい研究成果で，前掲 fJJ京禁論文jほどまとまった形ではないが， これだけでも早く発表する締僚の

ある必文c

鑓技術・実践報告

筏術的な問題についての実践結栄の報告で.その手段あるいは得られた成采が大きな波及効采を期待できる記事c

鼠総 説

特定の問題に泌する文紋を集めて分析検討した論文2

3 原璃の送付

投稿原稿l之 ffr定の表紙(学会誌最終真に綴じ込まれている)に必、事・項を記入のに本文.区i表，写真等.を綴じ

た::t1)ジナ)v原稿，およびオリジナル原稿のコピ-3部(是正読mなので¥著者が特定できる部分(謝辞などを削除した

もの))を添えて下記に送付。するc

〒260・0856 子葉市中央区亥鼻 2 10 

日本看護研究学会嬬集委員会委員長 )11口 孝 泰 宛

(封筒の表には， r日看研誌原稿Jと朱書し書留郵便で郵送することJ

事務局に到着した日を原稿受付日として誌上に明記する。なお著しく執筆要項を逸脱したものは事務的に返却し形

式が撃った時点を受付日とする C

4.原稿の受付

お(稿の受付は.随時行っている G 投稿規程および、原稿執筆要項に沿わない原稿は，受理できない。

5.投稿の謀否

投稿の採否は，規程の査読を経たうえで本誌編集委員会が決定する。場合により

めることがある。また著者に承認を求めたうえで投稿の種類を変吏することがあるc

内容の追加あるいは短縮を求

査読の結果， r再空読売jの場合には修正された原稿について改めて査読を行う O 査読の結果が「不採用jの場合で¥

その f不採fflJの埋自に対'して論文提出者が明らかに不当と考えたj易合には，不当とする理闘を明記して本会編集委員

長あてに異議申し立てをすることができる C

なお原稿は尿剤として返却しない。

なお原稿韓別による査読基準は以下表の通りである C
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原著論文 研究報告 技術・実践報

独 意5 O O O 

萌 茅 性 O O 

発 展 性 O O 
技 術的有用性 O 

学術的価鎖性・有用性 O O 

事頁 性 O 
成 度 O 

〔凡例IJ0:評価の対象とする，空繍:評価するが過度に重視しない。

6.康講の校正

校正にあたり，初校は著者が. 2校以後は著者校正に基づいて編集委員会が行う c

なお校正のi祭の加筆は一切認めない。

7.原稿掲載料・別職料

O 

O 

O 

O 

JJl(犠が輔 1)上がりで.10真以下 (800字詰原稿用紙30枚(顕表含む))の場合は，掲載料は無料とする。その斜i浪を超

過した場合は，所定の料金を後叙するc 超過料金は，翻 1)上がり趨過分1真につき実費とする

開表は. A4判用紙にトレースした原闘を添える一事。 i市制業者でトレースが必要になった持はその実費を徴収する O

~IJ掛については. iCn崩ファイル Cpdのの形で無料で記者訴するc 樹紙媒体で必婆な著者は，夜議印制業者に依頼する

こと。糊紙体は有科で壱料金はー 30内x糊り上がり頁数×部数 (50部を単{立とする)。ただし本会より執筆を依頼した

ものについてはこの限りではない。

8.著作権

の権利保護のために掲載された原稿の販権は本会に寵するものとする。他者の版権に帰属する資料を引用する

ときは，著者がその許可申

9.原稿執筆要項

聞に定める。

きを行なう O

この規寂は，昭和田年12月 1日より発効するc

付 員日

1)王子成 S年 7月30日 一部改lE実擁する Q

2)王子成9年 7月248 一部改正案擁する。

3)平成立年4月22日 一部改lE実施する C

4)王子成15年 7月238 一部改正実施する

5 )王子成16年7月28日 一部改正実施する C

6)王子成17年 7月21日 一部改正実施する G
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原稿執筆要項

l. 原舗の書き方

原稿は簡潔でわかりやすいように重点を強調して記述すること。書:籍・雑誌などの国，表を引用するときには必ず出

典を明記すること O

1)所定の表紙(学会誌最終頁に綴じ込まれているものを A4判に拡大コピーして捜用)に， JJ草稿の韓類，和・英

(JAiVlAの書式)の論文題名，およびキーワード(5語以内).著者氏名，所属団体・部署とその英訳，販指枚数，

和文抄録文字数，英文抄録使用語数，別脱部数を明記する。

2)原則としてワードプロセッサなどによる機械仕上げとし英文抄録，和文抄録はそれぞれ加の賂紙に印刷iする O 本

文の主主式はA4判の尽紙に文字数800字 (40字詰め20行)，左お余白30翻，上下余白50mmとする O 本文には必ず中央

下にページ数(本文のみ)を記すこと O 本文(題名とはじめにの関などに)には著者名，所属を記入しない。

3)英文抄録は200諾以内をA4判の用紙に，成期としてTimesNew Romanの12フォントを用いて.ダブルスペースで

印字する(原著論文，研究報告のみ)。

4)和文抄録は400字以内とする。

5) ~J表は一つずつA4用紙に配電しそれぞれに通し番号を付して毘1.表 1 などとする。

6)関表は，白紙または青色の方眼紙に，黒インクで仕上り寸法の約1.5倍の大きさに描く。提出された原閣はそのま

まオフセット印糊する。

ア)図表は，原稿本文とは加にまとめて巻末に添える事。閣表を原稿に挿入する箇所比原稿のお叙IJ余白に図表番号を

朱書きする 0

8)文献は.本文の引用箇所の腐に1)， 2)のように番号で示し本文原稿の最後に一話して引沼番号般に整理して

記載し書式は本文計百jじとするO 文献著者が3名以上の場合は筆頭者2名のみをあげ， 00他とする。文献の記

絞方法は以下の通りである。

岳雑誌の場合.

番号)著者名:表題，雑誌名，巻(号)，始ページ…終ページ，発行年

一例一

1)日本大自r;，看護花子. 1也:1士会的支援が必姿なハイリスク状態にあるお総入院窓ままの特徴， 日本看護研究学会雑誌. 2(1)， 
32-38. 1998 

2) Nihon， T.， Kango， H. et al.: Characteristics of elderly inpatients at high risk of needing supportive soc泌総rvice，J. Nursing， 2 (l)， 32 -38， 

1998 

3号書籍の場合.

番号)著者名:書名，引用笛所の始ページー終ページ，出版社，出版地，発行年(西暦)

一例一

3)研究太郎:看護主主礎科学入門， 23-52. 研究学会出版大阪， 1995 

年編集者の場合:

番号)著者名:表題，編集者名(編): .書名，始ページー終ページ，出版社，出版地，発行年(問暦)

一例一

4)研究花子不11廷の看護， 日本太郎，看護花子(編):臨床看護学n，123-146. 研究学会/:1:'，1民東京， 1998 

5) Kimura， H.: An approachωthe study of pressure sore， In: Suzuki， H.， et al. (Eds): Clinical Nursing Interventioll， 236 -265， Nihon Aca-

demic Press， New York， 1996 

電子文献の場合:

番号)著者:タイトル，入手日，アドレス

一例ー

6) ABC看護学会 :ABC看護学会投稿マニュアル， 2003但 01“23.

http://www.abc.org.与問rnνman凶 .html

なお，雑誌略名は邦文誌では医学中央雑誌，欧文誌では.INDEXMEDICUSおよび

INTERNATIONAL NURSING INDEXに従うものとする。
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9)用学・用語は.現代かなづかいとする。アラビア数字を使い， SI単{立系 (m，kg壱 S，Aなど)を用いる。

2.原語用紙および麗轄の長さ

800字詰め原稿用紙3枚が贈りよがり 1ページに穏当する。制り上がりが下記のページ数を超過しないように記長室す

ることc ただし表題，思表等の一切を含むものとする O 図表を仕上がり寸法(原板の2/3で大まかに見積る)で， A

4サ千ズの用紙に記置した場合に必要となるページ数を下記のページ数から差しヲ!いたページ数に， 2400文字を乗じた

数が本文及び引用文獄に使用できる文字数になる

(1) JJlt著論文 10ページ

知 研究報告 10ページ

出技術・実践報告 7ページ

(4) 総 説 7ページ

3.原稿の霊喜子媒体での提出

原刻として，原稿の内容を電子媒体(フロッピーディスク.時O.CDの，いずれか)で提出するc ラベルには著者，

使用捺種，使用ソフトウェアを明記すること

この要項{ネ昭和田年12月1日より発効する G

付期

1)平成 5:fド7月初日 一部改正実施する。

2)平成9年7月24日 一部改正実施する

3)平成10年7月初日 一部改正実施するc

4)平成立年4月22日 一部改正実擁する 0

5)王子成15年7月23日 一部改正実施する

6)平成17年7月21日 一部改正実施する
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日本看護研究学会雑誌
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一
員
一

一ムロ一
平成18年 6月24日印刷

平成18年7月24日発行

編集委員 発行所日本看護研究学会

委員長川口孝泰(滋 筑波大学大学院人間総会科学研究科 千260巴 0856 千葉市中央区亥森一 1-2 -10 

委 員 国裕子(理事)北里大学看護学部 まま 043-221網2331

中木高夫(理事)日本赤十字看護大学 FAX 043-221・2332

浅野みどり(評議員)名古E重大学医学部保健学科
ホームページアドレス

金城 祥教(会 員)筑波大学大学院入i湾総合科学研究科
http://plazaぷmin.acおFjsnr/

又は.http://jsnr.uminお/
i接井 手Ij江(会 員)筑波大学大学院人間総合科学研究科

言任2山 子
星野明子(会員)京都大学医学部保健学科

口

(アイウエオ}II夏) 印刷所 (株) 正 文 社

宇部O心001 千葉市中央区都町1 10-6 
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入会を申し込まれる際i乱以下の事項にと盟意下さい O

1.大学，短期大学，専修学校在学中の学生は入金できません。なお，

JÆの身分に該~する }jで，学術集会へのilìr題申込みのためにあらかじめ
発表年波からの入会を希摂される場合は，発表主fl交にはこれに該当しな

いことを入会中込書計課外に明記して下さい Q

2.入会を'1'1し込まれる場合は，評議艮のJ住牒，署名，捺印，入会中込み

本人氏名著捺I~Pが必要です。下記入会申込書の各部iに必要事現を措で
ご記入下さい。ご本人の捺印のない場合があります。ご下さい。

3. 入会I巾ド込t書書の送付付.先:〒26ωO同 O郎85閃6 千
f什iヌ本iドζj滋肴瀧石研)耳f究学会

4. JlH事会主主認後，その段通知する際に入会金 3，000111 年会

7 ，0 0 0 ![J，合計 10 ， 0 0 01:r1の郵便振込用紙を送付します。 振込用
紙到蒜後14H，(2週間)以内にお桜込み下さいの ーへ/八

5. 専門区分の記入について:専門氏分のいずれかにO印を付けて下さい。

その他の場合は， ( )内に専門の研究分野を記入して下さい。

6. 送付先について:送付先住所の自宅・所1認しミずれかに01引をご記入下

さい0

7. 地肢の指定について:勤務先と，内定住所の地区が巽なる場合，希認

する地底にor:[lを付けて地IR設鈍して下さい O 尚，地慌の指定がない

は，勤務先の地ばにいたします。

8. 会員接ザは，会校等の納入を線認ののち，お知らせいたします。

入 ム一品

(切り取り線より切ってお出しください)

込
日本肴諮問究学会理事長殿

申 議et
径三三

申込年月1:1 月 日

設会の趣ETに賛同し会員として部熔一一一年度より入会を申し込みます。(入会年度は，必ずご記入下さい。)

⑮ I !主

• 1張学・その{む(

{I'-

ブ フザ「

氏 ~， 

iifr 属
TEL 

γ 

送付先{主

l三! I TEL 

J;，J. 

氏

iヨ

同 受付帯号

EI 

;ITi匁I{存分

月

I足 掛

都道 府 県 名:!11!. 13: :1:'， 

jに!.-
'J 

1 

2 



日本看護研究学会投稿原稿表紙

1.原著 (a. カテゴリー1. b. カテゴ1)- II. c. カテゴ1)一頭) 2.研究報告

(番号に0) 3.技櫛・実践報告 4.総説 5. 資料・その地(

探 稿 投 稿 年 月日 l 年 月 日

和 文題畠

英 文題目

キーワード (5語以内，日本語/英語)

1. 2. 3. 

4. / 5. 

諜稿枚数

本文: 枚 鴎: 字文 表: 枚 t王

議 者

会員番号 j 氏名(宮本語/ローマ字) 所 (日本語/英語)

連絡先住所 氏名

住所:〒

氏名:

Tel: Fax : E時 ma五:

別融希望部数
和文抄録文字数 英文抄録使馬語数

(※投稿規定7.参照)

きE 苦口五口

*受f寸年月日: 生 月 日



第32回日本看護研究学会学術集会賛助/協力企業・団体名

-大分大学医学部

・大分大学l2i学部時属病院

-アズワン株式会社

.アボック株式会社

-医鵠薬出版株式会社

-涯療法人敬和会大分間病i完

e 医疲法人龍裕会 永富踏神経外科病説

・医療法人員十回 天心堂

-法療法人慈恵会諸国病院

-医療法入社団信成会 内科阿部室院

.エーザイ株式会社

-大分県物産販売協会

.大分こども病院

・学校法人福関女学技

-株式会社法学書院

-株式会社京都科学

-株式会社共和

-株式会社二和科学研究所

-株式会社資生堂

-株式会社 ドリーム北山

-株式会社中山

-株式会社南江堂

-株式会社 日本看護協会出版会

-株式会社康JII

-株式会社文光堂

-株式会社ヘルス出版
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-株式会社 ホギメデイカル

-株式会社 メヂカルフレンド社

・株式会社 メデイカ出版

-株式会社 メルシー

・株式会社 ヤノメガネ

-九州大学医学部保健学科看護学専攻

.九州大学看護師同窓会若葉会有志

-キョーリン製薬株式会社

-キリンビール株式会社涯薬カンパニー

.グンゼ株式会社

.慶応義塾大学出版会

.興和株式会社

・慰問法人 大分県アイバンク協会

・財団法人 化学及血清療法研究所

・サノフイ・アベンテイス株式会社

-社会福祉法人 農協共済別舟 1)ハピリテーションセンター

.スリーエムヘルスケア株式会社

・ゼ、リア新薬工業株式会社

-大日本住友製薬株式会社

.中央法規出版株式会社

・中外製薬株式会社

.テjレモ株式会社

.中津膳神経外科病院

.ニチパン株式会社

・臼本イーライリリー株式会社

-日本ヒューマンメデイク株式会社

・ノボノルディスクファーマ株式会社

.万有製薬株式会社

. VIPグローパル株式会社

.持田ヘルスケア株式会社

-有限会社 ヌーヴェjレヒロカワ

・存限会社 別府自衣
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笑
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平ワンピ叩111掠式会社医薬カンパニー

ヒトエリスロポエチン製剤
主主綴El3来製E号、重喜j議室、指定震霊祭Iia
処方せん霊室塁率Iia・i主震設一塁宝級毒事の処方せんにより{使用すること。8

滋綴綴覇軍

ヒトエリスロポエチン製剤
生総閥系裂録、星雲j察、ま富2霊童霊蓄率Iia
処万ぜん霊霊祭EZ:j主怒-6宝綴等の処方せんにより便局すること

1
0 @ 

母濯射液

高リン血龍治接部(リン結合性ポリマー)

250間g
指定医薬潟、処万せん医薬お:注議一医続毒事の処方せんにより使用すること

⑧ 

錠

二次性関甲状線機能冗進疲治療部U(活性製ビタミン03製剤U)

jbト盟一勝濯15
畏窃窓器Itrol@INJ藍CTION

2005~手5Fl作成

<資料議主主先>

巌 鱗 麦 濃 株 式 会 社 援 護 カ ン パ ニ ー 腕 本 部 医 薬 情 報 部

守150-8011東京都渋谷区神宮前6-26-1 FAX 03句 5485-6314

一緩名:カJIIシトリ才一JII

効能・効果、沼法・用譲、警告、禁忌(捺期禁患を含む)、

強用上の注意等については添付文書撃を参照してください。



@ま建議室e交霊祭、F号認ま-p警養護、きを務上の;主書室毒事事事室!雲、警霊祭渓付文芸撃をと喜霊祭ください*;t;ームページでもノ;1(:ラピッド宅30ミッフス主主むき警認をと箆i繋げますe

ニ拐殺ブロタミン結露投インスリンアナログ水性懸溺注射液し笠笠笈笠笈笈j

麗聾⑧議錨器怠
閣議C

滋フレックスペシ争
渓

fhsf NovoRa担id@30 Mix インスリンアスバルト〈滋伝子縁凱}

ノボノjレディスクファーマ稼式会投
苧100-0∞5，警察毒事千代自主まえの内2ペペ
www.novonordisk.cQ.jp 

とューマペンラグジコラが召指したのは、受ぎなる操作t控の向上と癒えJ投のi寺土、

そして、患者合んの心理に配壊したデザイン性の追求ぜす。

韓犠

@スムーズな議入議

@カートリッジ交議しやすい

@離鐙鯵正しやすい

@晃やすい

霊霊長室長霊童を元〈蓄電車専務求先〉

日本イーライリリー株式会社
〒651・0086縛F富市中央区際上滋7T図H霊5号

しiLLyAnswersリリーアンサーズ

ET$:イーライリリー医薬情報総合せ窓口

0120-360-605 (医療務係者向け)

ヒユーマベンeラグジュラi立国本イーライ!Jジ…株式会社の
3mLインスリンカートリッジ毒事mインスリンベン裂注入器です。
ご使用iζ際しては;添付文謬及び取扱言語明畿をと参照ください。

INS-A050(汽0)
2005年5!'l作成

受付待問 8:45-17:30 (ニ1:.悶・祝祭釘汲び当社休日を除く)
※i麗lii料i立書華料です。ま露務室雲怒、PHSからもご利用いただけます。



イt血研

|蹴臨|

f効能・効果j、f用法・思議j、f禁患を含む器用上の注意j等につきましては、製品漆付文撃をご参照ください。

重量議室緩号事

[資磐議求鋭化学及盗完警護総額究所言霊祭繁怒震基

E実家事苦渋谷区代々 木3-22-7

AC0504“5 2005年4湾作成

劇薬・指定霊祭最

処方せん医薬お:注懲…箆鏑等の処方せんにより使用すること

アJ!Jツ八イマー裂痴呆治壊罪j
@錠3mg
錠5mg
範粒0.59ら

錠3mg
錠5mg

〈滋重量ドネベジル製剤><塚霊童ドネペジjレ口腔内廓穣錠> (薬f議室霊祭絞童話〕

製造怒予言5i;

憂さ惨エーザイ株式会社
東京都文京区小石!lILl-6-ぬ

ふム
4
4
2
 

会一エ株ザィアフ

携提
恥

発販

資料3露求先:

エーザイ株式会役医薬害察喜義務医薬務/ファイザー株式会社マーケティングサービス部 アルツハイマー病は、AloisAlzheimer博士によって発見されました。

@効能・知果、培法・期議及び禁恐を含む{吏用上の注意等についてiま添付文書をと参照ください。



整形外科治療の新疋な遵を切り開く

臨期的ギプス

ムレや異い、かゆみち軽減!

特殊農薬絡で作られているため通気後がよくムレや笑い

かゆみち謎滅されます。

シャワーや水位事も司能!

特殊詰雲水綴縫なので、 i設水没が高く7.1<に濡れてち乾史棄します。

君主祭おより 20~40%毅遂のため、患者さんの負担が緩滅されます。

γEL 097-549叩 4140FAX 097-549叩 7470 千870-0848OITA KAKUKITA 2-14叩 1

ホ時ムヘシ':wwW.hvuman.co.i

750，000，λ威主6号館摺薬療

GO窃議(~JÞ::J四又才卒シター抑留涯jJ蜜鐸i審

警7長吾醐醐~/;:よる車麓灘窟僅への影響bi藷 t:J ãぎ営ん

*ご使用にあたっては童文扱説明言撃をと参液くだEざい

慾 5宅 発売

技ノフィ・アベンディス隷式会社 争アークレイ株式会社
〒163-1488潔京郡新諮1Zi1室新宿三了El2m霊2号 〒601-8045盗事宮市際区褒九条E芸員男沼町57

メ四J~j1ドレス :go窃hvuman.co .Îp

s盟問。軒窃V韓民鈴s
Bccausc hca1th matrCfS 

緩灘定時間1~15抄

録補正操作i立本欝

簡単な操作

資料言語求先・お問い合わせは各校フリーダイヤルまで

製造媛亮

島i1'.Â巴E証'"“~.. 百智通I';.tiiil寸fオゴ(，ItL't.4，tペiiEt=3-71:"司I噌

ア官フチ::J吋U2義
歯 0120朝刊1.0

アークレイマーケティング株式会社

@お問い合わせはフソーダイヤルへ@

関翻2事幽議官踊鵠鵠
(ニta翠'BB翠・祝日l立除きます)

2006年1月作成 JP.MDD.05.12.02 

株式会社アークレイファクトリー
干520-3306滋潟医薬用爽市平講座7相子1480護士患



@係護キャッブ

{採血針(毒事F軽量十)) 

O 

0.3から1.6mm訟で

6~童書室 iこ喜議室告できます。

深さ表示部

この毒事分が蓄電緑色のときは

塁手耳目~l撃を警がき霊γ 。

o 

{祭応用繁華霊祭奥}

ここを鍔すだけで

採血量tIこ一切君主れずに

療事棄できます。

署重量誌之介霞家君霞霊ク~c=)2Z
建告錨錨鶴種zzz:歩調四島

アブ由ン新機能シユ由来、 護持{アッパー}ウルトラハイ ~PVC
{ソーJレ)EAV+合成ゴム

188-35(ヒモタイプ)
サイズ/22.0"'213.1)cm 
税込部格￥2，200

本塁室内毒事湾シューズ

18か36(マジックタイフ)
サイズ/22.0~2.9J)cm
税込倍格￥2，200

①トウガード
<f1!"鎌のやで負強のかかる爪先部
を係綴しE藍す。

φベンチレーション
ムレやすいつ窓先を爽やかに保

ち Eます。

@志君臨気ロ
シューズの中唱を-8中爽やかに
傑ち署長官「。

ゆとールガード
かがと部分唱を係緩しEます。

昏カップインソーJレ
務大の線滋ぽ:った忽濠の遇策性
も大きく向上させEました。

⑤溜関際吸収材
疲労居室を大綴tこ聖霊滅し喜ます。

⑦態材
戦療は院内にて滑りにくいゴム
奇採照。

創業50年青眼会社頭j府自衣;部務者:線



@か援す(竹富市)
吹かぼすこしょう
吹かぼすせんぺい
大かぼすゴーフレット
大椎茸

@お潜・嬢欝
吹いいちこ(下聞のナポレ才ン)三和溜類ヲ公
安二捲堂表繍すに階島、謡選)

大夫郷来と慈郷来(別府限定耀す)

大ほろ酔い気分・なしか
(j¥l蕗酉造)

@どんこ(大分集雑鷲組合)11大銘醸蔵(西の関)輩島酒造
ヲたからし権茸
交わさび椎茸

@銘薬
会なごり桜
吹ざ、びえる

女別府くべリ
大涼菓生くず餅

(お弁当)

@海産鞠
大関あじ
大関さば
女別府湾ちりめん
大太刀魚の一夜干し
大震後水道海産物

女大会期開中、当日弁当もございます (A隣 10:30籍場)
(インターヴしッジさくら)(お弁当の護るみや)

事象大会期間中、 B-CONプラザ舟特設会場にて鍍売しています

全盟宅艶使も承ります(クロネコヤ71ト@ヤマト急便)

プてづラ、頭畏等誘拐遅盤讃畏ラ琶?揚妥主芝
干 874-0841 大分県別府市竹の内6組の2

80977-25-5545 日立0977-25-7511



翁務総鱗務総TY

大分大学大学院医学系研究科

修士課程看護学専攻
Oita University Graduate School of Nursing 

ロ募集人員:16名

口修業期開 2年

長期履修制度

思夜潤議制

口受験資格:

大学を卒業した者

大学を卒業した者と開等以上の学力があると認めた者

平成 19年震より実接的なカリキュラムに変更します。

ロ 看護 認教曹コース ロ看護実践コース

ホームページ http://www.oita・u.ac.jp/ (大分大学)

http://www.med.oita-u.ac.jp/nursing/shushil 
(大分大学大学説医学系研究科修士課程看護学専攻)

問合せ先 : 大分大学学生支援部入試課(挟間キャンパス)

(097) 586働 5540，5541



内

4
福岡女学院大学大学院人文科学研究科(言葉22224
福跨女学院大学(人文学部・人隠関係学部)

福間女学院大学短期大学部(英誇科)

福岡女学院中学校・高等学校(普鰍・音楽科)

福岡女学院幼稚圏
学校法人語岡女学院
干811“1313 穏隠市南区日佐3-42-1

O看護大学に関するお問い合わせ O
本部経営計画霊
TEL092づ7宕宮949(陵)FAX09舌で57tr2480

E-mail:kangα@fukujo.ac必

T忍L&FAX092・o7o-2993
E~maîl:shogai@fukujo.ac.jp 

天神サテライト
TEL 092-71o -2718 
Fl正X092-71o-2719 

E~mail:tenjin@fukujo.ac.jp 
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手衛護

高気産援護治欝謹
集中治療護 醸ドック窓

ガンマナイフ治穣室
題甑饗内治療護

賠RI • CT盤
欝臨管務患リハ(I )議設

講席数 153掠 平成17~手診欝翼欝(接粋)
方ンマナイフ治療 286件
欝議議 165得
額撮警南治療 41件

B本麗持軽井科学会専門震欝議蕗設
日本持護学会専門医教曹関選議設

B本巌韓議議警内議欝学会専門震試験講韓
日本韻事中学会専門医認定観欝教育欝読
労災蕪践指定

院長永富裕文

麟神経外科
神経内科
放射錦科

リハビリチーション科

ニ次救急指定 24時間診穣棒制

襲警診察時間

平日(月~金)

土曜誌な∞......12:∞ 
購抹診回 目躍有祝自

※24時間365日救急対臨

TEL 097削 545削 1717(代)

大分権酒大道2TEIト20
(大溝バイパス沿い)

駐車場あり

http://ww腎.悶gatomトhp.∞出

〔併設〕大分市西大道2丁目 2-1 (永富脳神経外科病院隣接)

介護老人保鍵擁設

通所リハピリテーション(デイケア〉
入所 ショートステイ
居老介護支援事業所

Tまし 097-545イ718(代)



襲

警

警

警吻襲撃警欝



社会福祉法人 i u凡 http://www.brc.or.jpI 
農協共済

護学思笠別府リハビリテーシヨンセンタ一
大分県別府市大字鶴見字中山由1026番 10 守 874-0840

(代)γεし(0977)67-1711 FAX(0977)67-1712 
日本医療縫毒草野繁華霊携

肢捧不自由者更生施設 (1こ じ)T正し(0977)67 -1716 FAX (0977) 67 -8576 
身体障害者入所授産施設(みのり)Tとし(0977)67-1713 FAX(0977) 67-1715 
身体擦害者福祉ホーム(のぞみ〉丁乱(0977)67 -1897 FAX (0977) 67 -1740 
聾捧障害者ヂイサーピス(ふれあしり?とし(0977)67 -1714 FAX (0977) 67 -3583 
障害者生活支援セッタ T乱 (0977)67 -1897 FAX (0977) 67 -1740 
病 院 TEし(0977)67-1711 FAX(0977)67-1712 
みようばんクソニック τ乱 (0977)67 -5888 FAX (0977) 67 -3203 
居宅介護支援 事 業 ( み ど り 〉花し(0977)67 -1851 FAX (0977) 67 -1740 
通所')八ピリテーシヨジ事業(ふれあい内)τ正し(0977)67-1714 FAX(0977)67-3583 
通用')/¥ピソテ…ジョン事業(みよう話んヲソニッヲ時TEし(0977)67 -3237 FAX (0977) 67 -8203 
訪問')ハピソテーシヨン事業 TEL(0977)67-1714 FAX(0977)67-3583 

東京事務所東京都千代田区平沼町 2-7-9全共連ピん 干 102-8630
TEL (03) 3261-4758 

内科事消化器科轟備環器科

内科阿部医院
院長 阿部信行(婚原病専門医)

診療時間/平 日午前9:00tV12;OO 午後2:00tV5:30

木曜土曜日 午前9:00tV12:00 午後休診

休診日 日曜事祭日

大分市中春日町民番目号 1EL 097-538-1633 



脳神経外科

院長山

副院長幸 官
J

岱
箆…

大分県中津帯大字福麗 1055番地

TEL (0号79)32-2555

救急指定鶏競 a更生援捜指定病院

監察法人議葱会

理事長 西部尚史

診療科包:小児科・脳神経外科・内科・関腸科・外科・循環器科網整形外科

産婦人科・泌尿器科・リハビリテーション科

大分泉佐治市大手町3γ自3番24号

電話(0972)22-0180 FAX (0972) 24-0503 
http://www.nisida-medjp 

援察法人議選議金

理事長 蕗田尚史

診療科目: 内科‘呼吸器科・消化器科・神経内科

・皮腐科・リハビ1)テ…ション科

大分県佐伯市脇j家留土地区直撃環街区C-15符合5-2

電話(0972)22-11 03 FAX (0972) 22-7281 
http://www.nisida-medjp 



医療法人溝部構読手術室長 及JII 藤浩 馨

看護研究発表を成功させるためのコツをわかりやすく解説。「素数なスライド作成術jやf知らなきゃソン

する自演の技巧とその奨擦H看護研究発表のツJt{チェックリストjなど、はじめての人でも安心して発表

に箆むことのできるノウハウを満載している。

鶴B5斡猿1B4頁銅窓嫡2.520河(本体2.400円十税)

語ISBN4・840<ふ1455-6 曾T070080

聾購晃リ鼎ー

ワークシートで輯究計盟書揺さラクラク籍域i
中部大学生命罷康科学部保健審議学科教授 足立はるゑ

ワークシート!こ醤き込んでいくだけで護奇襲筏究計醤繋が作成でぎる、義護研究サポートブック。看護研究

の遂礎知識はもちろん、ケア{こ対する察隊や疑穏をテーマiこ育て、震の高い研究者E行うための様々なノウ

ハウを紹介している。

溜A4料盟152頁滋定鋪包520円(本体2.400円+税〉

績ISBN4-8404-1 1 83ぞ議丁040030

教育と医学の会

(九州大学内)議集
定額 720円(税込)

毎月27臼発売

月
刊

教曹、鍵議、子どもの発達支援 etc..・-役立つ構報:高裁です。

緩接言箆議益擁滋議穏綴藤巌動車欄

φお得で便利な年額予約篤設をご利用下さい。

φ1年分8，000円(税・送料込)、弊社への霞接お申し込みで、

お履けいたします。

少子化持代の鵠兜教簿

子どもの1[.¥の専門家を薄む

中高生の性意識と性教育

ゆとり教替を商い麗す

4丹号

3月号

2月号

1月号

ヰ寺室率1殺の教育力を高めるには
ヰ寺霊続学管障筈児への発達支援

発達障害克の支援に向けて

EQをいかに湾むか

教鵠の教嘗力を高める

洋

ロ

巧

口

汚

号

正

月

丹

丹

α

2

1

G

 

2

1

1

1

 

特室率1子どもをストレスから守る
符築2子どもをリスクから守る

特重軽1二…トと教湾
特童館格差社会の教湾

特重軽1病気をもっ子どもへの教湾
符鋒2教師の教湾力を高める

発達をどう支接するか5月号

現
代
人
の
必
の
支

教

青

と

震

学

の

会

一

騎

畿

各

券
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の
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・
喰
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ん
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者
に
よ
る
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文
集
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幼
党
「
と
こ
ろ
の
発
還
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む
」

党
翠
賂
「
知
と
感
性
を
そ
だ
て
る
」

思
春
期
喬
年
間
期
「
青
少
年
の
悩
み
に
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え
る
」

成
人
・
老
年
期
「
健
康
と
生
き
方
を
考
え
る
」

「
棒
害
の
あ
る
人
を
支
え
る
」

第

1
巻

位
指

2
巻

祭

3
議出

祭

4品
開
曲

第

5
巷

令特集テーマや

2006年

9月号
(予定)

8月号
(予定)

6月号

シ
リ
ー
ズ
全
5
巻

ア月号

千108・8346 予定京都港区三回与19-30[1ii?l欝呂録送愛]
http://www.keio・up.co.jp/ n03・3451・3584 Fax 03繍3451-3122慶藤義塾大学出額会



@監修:JlI島みどり、北烏靖子
.85事~ .770貰
@定価5，040丹(本体4，800丹十税5%)

看護の実践に欠かせない用語のi民録に

主践をおき、 411項日を積選。その用

語の意味、看護龍報をはじめ、そこか

ら予期される検査、看護問題、ケアへ

のヒントなど、読者にとっては非常に

使用しやすい内容となっています。

番喜監修:!昌お2章子 曜器量審議:都立病島言葉愛護幸吉草寺長会

⑧A5事j・248予言 ⑧定{密2，100F号(本体2，000何十税5%)

続人者3霊童i滋が身;こつけておくべきま?議校総を小!足殺謬・手議持続霊童も合めて lffi1の

チェックザストiこi筏毅9 セルアチェックをすることで、あなたのま?幾主主総の苦手{号

室芝・今後の議畿が犯綴できます。プリセプター・宅護学生iこもおすすめa

工ピヂンスIe:謹っく
審議題韓襲鵠鵠義~A
一関連関宮、審く藷欝診離とケアブラン
⑧綴重量 :111本霊堂子
<1MBヰヨj・250Jt .定{議2，940内 (:<主体2，800Fl十校5%)

本塁雪では、主主!.1\~IJIこ還ま護送複を展開していくなかで、その擦にたどるべき怒考プ

ロセスに言重ね合わせて、必要な匁滋一一寸話j慾のIJrtf立や言窓際とのll'Jl主主主害事について
簿記U~主媛、実奇f窓生理、役会学、心主主学など多方預から毒事3覧会者支認のある芝霊i塾怒

をE郊号する舎をカが身iこっく一般ですs

雪量監修:社密法人臼本務神科署雪E菱技絡協会 惨事審議代薮:宮本塁率包

.B5事j・358J電 ⑧定{筒2，730Fl(本体2，600F守十絞5%)

宅ま書室警護遂成カリキュラムで専門干}留として主主められている f綴衿務違護学j Iこ対応

した護学生向けの学習汗iテキストの改訂級。議文ある霧1妥撃の中でも本警警はl事t'号機
言語E主体が霊室長室した F豪語神務室護学」の決定妓。

監穆多野鵠佐自美 高知女子大学警護学部欝集母夢中野 綾葵 菌揺女子大学看護学欝

「家族エンパワーメント署ヂ)11Jを提訴し?
異体的な事例を活用し?襲践のためにわかりやすく解説!

警A4判・342ページ・ ~150点暴走罷6，090丹(現込)重量ISBNヰ89269-540網8

畿ヘるす出!版援 宇引1斜併制問除o∞O∞O∞O引1東京都中野区中樽野駅日吟m伺f会2会臼-3γ乱正札ωしO白3-臼叩揃司3制3お溺3話8制悶 F刊削A似X.O悶 8叩O例 h枕州納t伐均t句p:/川 wJ…‘れ5オ点れh比糊II



基礎 護学テキスト EBN志向の看護実践
結襲撃深井喜代子(向山大学教授)/前詔ひとみ{窓i絶大学助教授)

B5判・ 526貰 2006.5.ISBN4-524司 23889-1 定錨5，250円(本鉢5，000丹十税5%)

ξBN意向の看護実設と，そのための教育3建設を岳指して議集された慕礎看護学の酒期的試み.単なる技術手j績の
説明〈マニュアjレ本〉の域を超えて，可能なかぎり理論的解説にアプローチ これからの看護大学-看護学校の
要求水準を満たす霊新のテキスト手技・手法は題解で示し，専門用語{こは英語を併記，また重要用語には解説
を付した.臨床ナースの岳呂学習にも豪遊.

蕎護診断溺実践a評価の実際審議実践の系統的アプローチ
編集議松木光子(日本赤十字北海道審議大学学長/大政大学名誉教授)

B5判・ 246頁 2004.11.ISBNふ524-23674働O 定髄2，940丹(本体2，800円十税5%)

喪襲の養護を実践し，その成果を導くために不可欠な知識，技嬬，感牲を使いこなせるよう審議実践の全過程を
稜拠に纂づき解説.定本?看護診新の実鰹jを時代の要議;こ部じて剖新した，看護学生，審議師，審議数奇者必
読の実践ガイド.

看護介入分類 (NIC)(原著製版)

監搭/問題みどり

譲葉/看護技縮スタンダード

マニュアjレ作成委員会

毒患A5学IJ.2色 ⑧878J要.x主f透7.140F号(2主体6.800F号十殺5%)
ISBN4-8392闇1226心

訳議中木嘉夫(日本赤十学審議大学教授)/黒田裕子〈北笠大学教授)

A5半日・ 1，250頁 予鑑9，5∞丹

コf113-8410東京都文京区本郷三丁良ヰ2-6
(営業)τ正し 03-3811-7239 FAX 03-3811-7230 

初役p:llwww.nankodo.co.jp)

l~i足掛沼鯵事~ぷ調設遺言11ヨ蕊漆言語

本塁警は，審議節iこ必要とされる察本的な護審議技衡について，そ

の善玉綴をまとめた餐護学生，若手ナ…ス向けの参考擦です字額

の綴固ごとにE喜怒点，根拠をまとめました.

，E滋海域溜:!TU軍事;，[Q]審査語調E擾議撫師長沼野湾?慾

実際の懇苦言iζ技衝を適用する際，対象者の状態・特徴iζ応じて，

どのような留重量が必婆かについて，異体的iこ記述しています.

それぞれの審議妓衡について通これまで腐らかになったことや

今後の研究譲鐙を紹介しています‘

やさしい
鶏審/前部ひとみ

護研究入門
本謬i広務諮形式で議議研究の要点をまとめた，殺しいタイプ

の署警護研究の入門畿です 物諮を楽しく読み遂めるうちに，自然

.B5申j⑧2色⑧156頁
署警定{蚤1，890同(本体1，800内+税5%)
ISBN4-8392-1227・S

iこ餐幾研究の喜重点を学ぶことがでまるように工夫しています 議

議研究をこれから始める人a 事審議研究をやっていて楽しくない人.

憾んでいる人，ぜひ本塁撃を読んでみてくだe!L.¥.本塁撃を読み終え

た後Ia:，をきっと遼う…さ告が鑑み出せるはすです.

議涯fIZi隠語藍!6i!.;~簿拶霊滋密謀議描滋榔盤翻Cii監察部j錨糊泌磁襲

騒議譲麓欝欝覇輯醸関鱒麓髄覇麟轟轟関轟轟轟轟鱒



譲歩23の研究舗をあげて，

結果の解釈方法を実践的に解説.

審議接助識かうのアプローチ

、譲葉畿漉井部子(千葉大学大学院看護学研究科効教授)

務リハビリテーションに携わる看護職の役割Iを，
現場で誼屈する現状と課題に正題から取り組んだ，

監{参畿自西文子(関11.思際医療センター餐護部長)

数看護舗に必要な感染症に対する者護の基本・

ケアの手顧とポイントについてわかりやすく解説.
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ISBtぜ4・521勾60321-1

なぜ臨床審議鋳iま研究が苦手なのでしょうか.テーマの決め方?役割分担の定法?

f奨銭に役立つ研究をするために，みんなで力者合わせて頚張むましょうけとし1う思

考窃蕗のどこに落とし穴があるのでしょうか.

本警iま，長年，臨球審護鰐の訴究支援をしてきた著者だかうこそ諾れる，審議研究を

進めるうえでむつますきポイントや迷い簡をつまびらかiこしています.本欝を読ん

でから審議研究にとりくめば，萌究が言葉しくなること間違いなしi

85判/並製

定犠2，520向{税制

. .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....
記号轄す翠轄す護 プ口詰…グ

第1章今の審議研究，とこがへン!諦究活動の間態点と改革のキーポイント

第2護研究を楽しく進めるサクサク発想法 AKISM

研究のシェフが明かす舞台裏サクサク研究実伊j集

論文はこう警告， ζう謹す サクサク執譲・添削術

第5章 発表会を最高!こヱンジ冶イずる方法

齢JlI語みどり

黒田裕子
花笠大学大学院議護学研究科
クリティカルケア審議学

85変型特/並製/168質

定髄2，520円{税制

ISBN4-521-01941-2 

審議でE8持者実践していくために，今鍔が必要かを，謹蓄な臨

床経験をもち，審議研究・数替の第一人者として活議している

j討議みどむ・黒田裕子の間氏がそれぞれの観点から解説者試み

ています.これまでの審護の経験知からいかにエピヂンスを構

築していくか，蕊たサイエンスの携点在審議にどう取む込んで

いくか，環状む鶴器京や援翠を毘讃えながらの議論iこiま説得力

があります.

................・・・・・・・・・・....................
Chapter 1 
対談/審護におけるエゼデンスの意味と髄値

Chapter 2 
JlI島みどりの考える看護のエピヂンス

Chapter 3 
黒田諮子の考える看護のエピデンス



ーフィジ長7J11アセスメント母務スタマネジメント鎗トレ四ニング降一

コンビュータと連動して総合的にアセスメントの基本診察手j願者学
ぶζとができます。全身観察のほか、臨孔反射@忠圧測定@脈診@
聴診(呼吸音@心苦@腸音)"心電留の診方の学習がで、きます。詳細
はお問い合わせください。

M81呼吸器聴診シミュレ…タ M97中心静脈栄養チューブ、 M50採血静注シミュレータ
Lung Sound Ausωtation Trainer 管理トレーナ シンジヨー

コンピュサ溺磁にIW~ま分類~炎示し操作しながら災際 1IT議長需が行う栄養チューブ佼Jlli ・ケアのための.ìllた際の皮J鐙やi立i管にきわめて近い感触の話;材~伎
の慾議ざんから録滋緩災したIJili~~、人体モデル上瞬間トレーナです。 TPN のJm殺がひとめでわかる用しワンタッチ接続で準備・後総米の手間を行き
で聡くことができます。 ょう祭料詰¥;を透JVHこしていますu 3 j留所にカテ一大級lこ削減。兇えにくいIfft娠に的機に霊1-)を綿入で

テlvを綿入できます。 ぎ技術lこ対する不安の露草花jが期待できます。



建議ベナーの基本理念が理解できる看護・福祉領域で活躍する人選のための必携冊j

φPatricia Benner繕
棺良“日一ゼマイヤーみはる(旭川医科大学医学部看護学科非常勤講師)監訳

出中英憲子(東京女子毘科大学看護学部大学院看護学研究科教授)

丹木簿一(謹母大学助教授)訳

+B5判 384員定部4，620円(本体4，400内税5%)

襲撃 罷襲諸機暴器購離麟鱒麟鱒鱗麓麟麟麓鱗鱒覇鱒鱒欝鱒轍鱒鶴鱗麓盤鶴鱗麟鱒襲覇

義語審議の実践知をあをうかにする解釈的現象学の理論と実擦を詳解f
鱗人間科学でのとのアプローチの方法と遜轄を理解するための手引と
なる一冊f

ISBN4-263柵 234アブ-4

司君場判勢畿輔広く震の高い現象学的研究を学ぶスタン夕、ードなテキストj

護霊吾輩議場謹麟鐘纏欝騒騒轄欝露欝欝纏麟覇麟欝

第 1部解釈的現象学:理鵠と実接

看護が科学であるために必婆とされる理論的議擦看護

学の目的表穫の科学の基礎としての良い審議実践科

学の統一と科学主義人文主義的伝統現象学生活佼

界看護のために導かれる結論倫理ケアリングの科

学は可能か? 新しい概念としてのケアリング ケアリ

ングとしての務議 ケアリングの科学はあり得るのか?
概念化の問題給総人間概念!こ鑓する八イデッガー

の現象学的な見方 人間に関する近代のデカルト的見解

人間に関するハイデッガーの現象学的見解解釈学:

人間存夜に関するハイデッガーの現象学的研究にふさわ

しい方法 解釈学的現象学一審議における家族の健康と

へんスプロモーションに関する研究のための方法議…

間い 波孝子の研究が行っていること ハイデッガーの現

象学的見方 解釈学的現象学の前提とその議本的な哲学

的問題 自然科学モデル どこから始めるべきか? 方

法論的厳格さ 解釈学的研究のガイドライン総限結

論 新しい震嬢倫理に向けて一審藤における倫理への示

唆一 怒史的分析審議倫稜合理主義的倫滋を超えて

関係殺の総理結論鍵康・鋳気・ケアリング実践に

ついての研究における解釈的現象学の流儀と技能 分析

と表明の段階解釈的現象学を教える・学ぶ共通点と
相違点探求方針を作成することと関わりの様相を吟味

すること 研究デザイン，展開と対話，捻移の把握につ

いて コミュニケーションの文脈:インタビュー，会話，

そして対話に関わるということ 諮りと実践知 テキス

トの情報源 明るみ，身体，そして役界について 臨床

民族学公共政策，セラピー，コミュニティ開発への適

用の展開 MARTIf¥j あるコンビュータ・ソフトウヱア

ブ詰グラムーテキストが語ることへの領綴について一
検索ソフトウヱア 情報蓄積塑検索ソフトウェア 未来

の可能性

第 2部解釈的現象学研究群

襟誇主化を謹えてーティーンエイジャーが母親となること

をま嬰解するうえで語りが祭たす役鶴一 欠焔の穴塚めと
アプローチの発見諮りによる理解を取り渓すこと タ

ミーの物語:r-絡に成長することj 注釈誇りのカ

結論統合失欝疲の子どもに対する親たちのケアリング

実践湾紫ケア 1)ング実践方法統合失調書主の子ど

もに対するケアリング実践考祭統合失調疲の子ども

に対する親のケアリング実践が持つ意味 限界公共の

場での脊兜一入続中の子どものケアへの懇の参加とかか

わり一 研究アプローチと研究法親，者護部，そして

参加参加においての親の緩験綴の参加を作り出すこ

とと者護締総論脳邸管湾審からの題復の臨床民俗学

研究法範例部復することの窓事長閥復の仕事糧

性疾態とともに生きることにおける道徳的特異一自律，

コント口一ルの眼界一 データ収集病気の拒~，
闘い，コントロール 経験から受容とセルフケアについ

て学ぶ解釈的注釈:現象学の見地から クリテイカル

ケアにおける死にゆく患者の看護ケアの倫理的コンテク

スト 日々のケアの倫理研究の解説クリテイカルケ
アにおける死にゆく患者の看護ケアの道徳的側面 婆約

がんを巡る麗妹ざと態蔽の倫理一イタリアの一地方世
界を過した解釈一 発展的対話研究文脈に関する党審

f陵妹さjの緩妹さについて:府議に関する党警 告知

しない人の代表的事例，および前長と背景の関係 知る

ことの方法と意味務紫/数界結論:没見可能稔，文

化，人間の条件。付録生命倫理に関する質問紙器登結

主義 災害研究における語りという方法論…サイプレスの
救劫隊員たちー パラシュート救助隊員:r{1患者の生存の

ために，我々はこれをやるj パラシュート救助隊員の関与
:英毅的行為への義務 消防士の関与:互いに対する義

務婆約令付録解釈的現象学を用いている博士論文

前欝麟髄韓関繍額襲撃盟関盤議盤機欝灘礎欝盟関噛鶴橋幣額詐麟禰習響額調

税勝医轡薬出版株式会社/<m>113-8612東京都文京芭本駒込ト刊/設立諮問?



番多太田藤正〈名古屋大学童学部保龍学科教授)
前出様海(長野果看護大学看護学部助教授)譲蕎
IJ¥斡奈議(鹿克島大学医学部課健学科助教授)編集協力

争B5判 220頁定舘2，730丹(本体2，600円税5%)

畿日本独自の看護t橋報学のあり方を検討し，情報の収集かsn話用Jという点を霊損して，定本となる
ようまとめたテキスト構報学やコンピュータの慕穣知識かう，震療1博報システムや地域看護への
応用拡どの実践的な内容 情報{合理まで，わかりやすく丁寧に解説している.

医趨薬出版棟式会社/号113部 2東京都文京箆本駒込ト7刊/立た誤認;:;;;?
2006;ド5月f芋>>X.IS
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@看護識者による、審議識者のための事典

@単なる f辞典(震葉の解説)Jではなく、読まれるた

めのf事典(ことがらの解説)Jです。

多臨床実践家、義護学生・大学院生、教育・研究者など

の業務や学習!こ役立つ内容を、厳選されたえ000の

環自語で解説しました。

@環器語 1つ 1つについて十分iこ解説を行い、その

審議学的意味内容を明うがiζしました。

@課している用語が容易に検出できるように詳組拡

和文・欧文のf索引jを設けました。 I真由語は赤字

で諜記し、索引語にiま赤岱のアンダーラインをひ

いて検紫機能を飛躍的に高めました。

像装槙讃i立、いわさきちひろさんの絵です。

ヰ

事日本番護協金出版会:::::7f;F端部([ココ222J2!?jjJj11藷jj



大坂大学名誉教授氏家幸子監修

(50音頗) 金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻教授泉 キヨ子

東京女子医科大学看護短期大学名主誉教授大森 武子

日本赤十字看護大学教授湾口てる子
議集

袈路加看護大学教授小松 浩子

大 飯 府 立 大 学 看 護 学部教授高見沢葱養子

大阪府立大学看護学部教授土居 洋 子

手一刷…

5
一色一

B
一2
一

A.成人審護学原論[第2版] 290真 2，205p:j 

8.急性期にある患者の看護[第3版] (全2巻)
( 1 )急性期・クリテイカルケア 300貰 2，205丹
〔五〕居手術期看護 350頁 2，310円

C.慢性疾患患者の看護[第3版] 370真 2，415円

D. リハビリテーション患者の審議[第2按] 380糞 2，625円

ι がん患者の看護[第3版] 330頁 2，310丹

F.柊末期にある患者の看護[第3版] 190買 1，575円

G.成人看護技術(1 ) [第2版]ーフィジカルアセスメントー 370頁 2，940同

H.成入者護技能(ll)[第2版]ー急性期にある患者の看護技街 250買 2，625丹

I . 成人種護技術〔麗)[第2摂]…護性接持者及び1)1¥1::'1)テーション患者の看護脇ー 210買 2，310円

〔盟議〕痛態生理・疾競議 (I)(ll)(盟) [第2版] (I)~(m) 各 350 真
金沢大学大学院夜学系統究如来をささ問波紋授泉キヨ子 各3，150円
建~ If各企住宅!f後大学卒文授小松浩子帽持

ttzffd付与で22221-223原詩麟 iフルカラー(

大阪大学名誉教授氏家幸子監修

(50者)11註) 札線医科大学保健医療学部看護学科教授蝦名美知子

東京慈恵会医科大学医学部看護学科教授茅島 江子

茨城県立医療大学部学長小松菜穂子

大絞大学大学院医学系研究科保健学芸事攻教授 永井利三部
大紋大学大学院医学系研究科保縫学専攻教授 藤原子憲子

大阪府立大学看護学 部教授山中久美子

話5判

亘酎
編集

母子看護学療論議2腕

母性看護学{第2版]

母性器護技術開2版]

小児看護学

小児審議技術

小売看護学病態生理・疾痛論

230頁 1，995丹

260貰 2，100円

220貰 1，785円

350頁 2，415丹

250頁 1，995丹

500真 3，780丹
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日本赤十字北海道看護大学学長
大抜大学名誉教授

大騒大学大学続産学系
研究科保健学専攻教援

大 薮 大 学 大学院震学系
研究科保櫨学 専 攻 助 教 接

松木 光子

小笠原知枝
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喜子評発売中/

eS5判
@上製
塁審450頁
曜量定価4，200円
(本体ヰ，000円十税)

編集

臨露草〉壌に立つ看護鱒の方d診が，さまざまな饗

護譲論や審欝額究で璃うかにされた科学的議鎚

を議にしてヲ記、護主主蕗理論を挟況に蕗じてi話題
し，劾接的な養護実践(罷欝関)を題揺すことが

できるように解説しています思

安審議対象の身体的・心理的・社会的状況や鍵

レベんや生活環境などを，さまざまな基礎

理論や看護理論にリンクさせて，適切に審議

診断と看護ケアができるように，わかりやす

く理論を解説しています罵

議参実践繍では，臨床のさまざまな看護状況に応じて，

対象を理解し，審護診新，看護ケアを英諜に震欝

するときに，どのような理識が，どのように応用

されるのかを，事部を渇いて具体的に解説してい

ます調

理論と実務

審護の枠綴みと方向性を導く主な零護理論
1.人間関係言語{こさi~づく一夜滋線論
1)ベブロウの:tì.~霊感!議

2 ) トラベルビーの呑;i'雲取a議
2.ヘンダーソンのニー!行為
3.システム言語に蕊づく者滋環論

1 ) オレムの;'fJ.a芝滋主主義
2) ロイ適応ィ:ト議モデ)t..

4. ワトソンのケアワング環論

第3章 患者理解のための基礎理論
1.発}主主望論とその活浴法
2.ニード言語{欲求理論)とその活浴法
3.サポートシステム言語とその活用法
4.不安理論とその活用法
5.危機潔言語とその活用法
6.ストレス・コーピング理論とそのi活用法
上役割理論とその活淘法
8.環境
9.終段i

第ヰ主義 ケアの方法に関連した理論
1.3N滋滋干支
2.手話室実践閉経分類
3.コミュニケーション理論
4.魚沼援立ち技術

アセスメント校総1
6.投資総導役符j

i.U;jlljにおける治議・介入
き.ケアリングJ'J!Jみと臨床への応用

第5霊堂 看護状況にT;tじた審議理論の活用
1. .C;付金問，皆、お々 のや滋ケアとお議王立!議
2.慢性郊のゑおのお♂i議ケアと看護聖堂論
3. 夕一ミナJルt..)矧羽がんf必よど¥、者の干行:
4.小児念者の者終ケアとおー凝潔総
5.高鈴者悠者(の看護ケアと看護王堅議
6.在宅111容の義務ケアとおー護怨議
7.精神科f占¥1雪の審議ケアと呑議耳!l議
8.母性呑議綴域における看護ケアと活設寝言語

第5章看護診断と理論
1.滋i議構築の必要性
2.セルフケア不足
3.不安
4.慾染リスク状態
5. ;lfディイメージi足首L
6. j客IIJi
i.皮!銭絞合性r;卒iマ:
8. eJ e.t事受慢tt約j低下

9 知f1i線不足
10.思考滋後混乱
11.活動溺後低下

これからの審議理論
1.統;念的モデルから玉虫z議構築へ

2.ま?尚喜多さ践を支援する中露五回思議議のさらなるも育祭
3. ~禁論や研究成*を実践ーに
4. ~壌j謝認さ義 男E言語検認と術交

ホームページ http://www.nouvelle-h.co.jp/ 
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開畏設長轟留島 ヌーヴしと翠禽 東京都千代自毘九段北1-12-14T102-0073 

TEL03-3237-0221 (fそ) FAX03-3237旬 0223



車協審おも告ら 持見

藷バトリシア・ベナー 監訳井部f愛子磁矯護大学学愛

審議の実説能力・技能とは舟なのか。看護部は臨床でどのようiこ判断しているのか。初

心者と熟練者の濃いほどこにあるのか。看護の奨深さを世に鵠うた

は実践家の熱い共惑を呼a、読み継がれてきた。この記念碑的名蓄を[新訳版]として

読みやすくしたのが本書。 本物の看護"を志すあ主主た!こ贈る1冊。

eA5 寅296 2005年窓穣3，990丹(本格3，800丹十税5%)[lSBN4-260悶00109-4]

パトリシア・ベナー/ジュディス・jレーベル 訳難波卓志

人間帯主Eの根底を規定しておるのは「気づかしリというあり方である。このような八イ

デガーの現象学的人種論の立壌から、務気と鑓震という人鶴体験におけるストレスと

対処について論じ、審議実践の援本条件をなすf気づかいjの諾穏を、

るすぐれたf範例Jの中にいきいきと描く。「ベナ一審譲論」の土台を芯す人障理解と

は脅かを探るのに諮立子の醤。

母A5 ~536 1999年 定 額4，830円(本体4.600丹÷説5%)[lSBN4-260ψ34363グ]

議 パトリシア・ベナー/パトリシア.1)ー・フ…J¥.…口キリアキディス/
夕、フネ・スタナード

監訳 井上智子 受京翻議科大学大学限緩綴錦荻究科教授

護護部iま欝床場面で伺を感知し予選目して、行動しているのがつ 審議訴はどのようにして臨

床知を身につけるのが? その答えを解明すべく、ベナーをはじめとする韻究者たちが重接、

審議師たちから誌を欝いて明うかiこした。蕃護部たちのドラマティック芯物語かう、議探知

をめぐる様々芯事柄がわかってくる。

eA5 寅816 2004年 窓 髄5.670内(本体5，400舟+説5%)[ISBN4-260-33370-4] 

i高畿税率変更の主義合、上認定{箇i主税率の援護霊分変受になりますc



ナースのための

研究方法から論文作成まで
原著 ホ口ウェイ+ウィーラー
監訳 野口英和子 前自治法科大学教授看護学部長

開

4年郡大学や大学暁鯵士課濯などでの看護学の露的研究方法の入門

して最適。第2販では、 1)質的研究の紹介、2)ヂータ収集、3)

策的研究へのアプローチ、4)データ分析とまとめ、の4部でわかり

やすく構成し、最近注密されているアクションリサーチとナラティブ‘リ

サーチ広務1章があてうれている。

.85 翼320 2006年
定器3.780丹
(本体3.600円÷税5%)
[ISBN4但260句00226附OJ

箆的研究の紹介
露的研究の特震・発展と展望
研究プロセスにおける最初の設縮
費約研究における倫理的問題
欝的研究における研究指導

第2部 デ ー タq文集
第S童書 面接

第6室 参加観察とデータとしての記録物
第ア牽 質的研究としてのフォーカス-グループ
第 8主義 対象選択

すぐれた論文作成をめざして
波平恵美子 お茶の水女子大学教授

道信良子 札幌医科大学講師

第3部質的研究へのアプローチ
第9童書 記述民族学(エスノグラフィー)
第10叢 クラウンデッド・セオリー
第11主義 現象学

第12寧 アクションリサーチ
第児童霊 ナラティブリサーチ
第14意その他の研究方法

第4部データ分析とまとめ
第15];撃 データ分析:手)1民実施コンビュータの活用
第16議 真実性と震を篠保すること
第17讃質的研究を蓄き上げる

語究をスタート古せてみたものの、乙の先どのように進めていけばよいか、
途方に暮れていませんか? r計宙通りにいかないJrこんなは?では
なかったJrそもそも何のための“研究"か、わか5なく怒ってきたjー…

しかし、もうz踏む必要はありません。絡まった思考の糸を解きほぐし、キラ
リと輝く論文を完成するための手11農をアドバイスします。

.85 翼108 2005年
定髄2.520円
(本体2.400丹十税5%)
[ISBN4-260明0013アーXJ

i湾繁税率変更の場合、上記定僚は税率の差額分変受になります。
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